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豊かな自然に恵まれた岩手県には、縄文時代をはじめとする数多くの

遺跡や重要な文化財が残されております。これら多くの先人達の創造し

てきた文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた

責務であります。

一方では、地域開発に伴う社会資本の充実も重要な施策であります。

発掘により遺構が消滅することはまことに惜しいことでありますが、そ

の反面それまで闇に包まれていた先人の営みに光明が当たるのも事実で

あります。

このように埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日的課題であ

り、 (財)岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センター創設以来、岩

手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発によってやむを得ず消滅す

る遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する措置を取って参りました。

本報告書は、盛岡南新都市計画整備事業に関連して、平成11年度に調

査した台太郎遺跡第23次調査結果をまとめたものであります。調査によ

って奈良～平安時代を中心とした集落跡をはじめ、中世の大規模な土坑

墓群などが発見され、貴重な資料を提供することができました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対

する理解の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助・

ご協力を賜りました盛岡市開発部盛南開発課 。盛岡市教育委員会をはじ

め、関係各位に心より謝意を表します。

平成14年 3月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 合  田  武



例 言

1.本報告書は、盛岡市向中野字向中野16-15ほかに所在する、台太郎遺跡第23次調査の発掘調査結果を

収録したものである。

2。 本遺弥の発掘調査は、盛岡南新都市計画整備事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は、岩手県教

育委員会と盛岡市・地域振興整備公団の協議を経て、 (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

が担当した。

3.岩手県遺跡登録台帳に記載される遺跡番号・遺跡略号は次の通りである。

L E16-2269・ ODT-99-23
4.発掘調査期間は、平成11年 4月 16日～11月 15日 、発掘調査面積は27,800どである。

室内整理期間は、平成11年 11月 1日 ～平成12年 3月 31日 、

平成12年 6月 1日 ～ 8月 31日 である。

野外調査担当 :杉沢昭太郎 。阿部員澄・北村忠昭・山口俊規・吉田里和

小原員―・溜浩二郎・熊谷佳恵

室内整理担当 :杉沢昭太郎・阿部員澄・北村忠昭 。山口俊規・吉田里和

5,本報告書の執筆は、 Iを高橋奥右衛門が、それ以外を杉沢 。阿部・北村・山口が担当し、編集は杉沢が

行った。

6.遺物等の分析・鑑定は次の方々に依頼した。

・ 石質鑑定…花商岩斬究会

。樹種同定…高橋利彦 (木工舎ゆい)

・ 種実同定…椿坂恭代 (北海道大学埋蔵文化財調査室)

。人骨鑑定…百々幸雄 (東北大学大学院医学系研究科人体構造学講座)

7。 座標点の測量、空中写真撮影並びに地形図トレースは、次の機関に委託した。

・ 座標点の測量…… (株)吉田測量設計

・ 空中写真撮影…… (株)シ ン技術コンサル

・ 地形図トレース… (株)ハイマーテック

8.発掘調査において、次の機関の協力を得た。

盛岡市教育委員会・盛岡市開発部盛南開発課・地域振興整備公団

9.野外調査や整理 。報告書の作成には次の方々の協力・指導を頂いた。 (50音順・敬称略)

井上雅孝 (滝沢村教育委員会) 宇部則保 (人戸市教育委員会)
長島栄―・松本知彦 (仙台市教育委員会) 村田晃― (宮城県教育庁)

10。 野外調査では盛岡市・滝沢村をはじめとする地元の方々の協力をいただいた。

11。 本遺跡で出土した遺物及び調査資料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。
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第 3図 遺跡周辺地形図 (刊 :5,000) (濃い トーン :26次調査、薄い トーン :23次調査 )
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I 調査に至る経過

盛岡南新都市開発計画は、盛岡市が21世紀に向けて、経済 。文化などに射する各機能を兼ね備えた北東北

の拠点都市を目指して、現在の既成市街地の他に南部地域を新市街地として開発し、両者が有機的に結びつ

いた軸状都心を形成するために策定された土地区画整理事業である。

この事業は、平成 2年 9月 に岩手県、盛岡市、都南村 (現盛岡市)の三者が、地域振興整備公団に対して

事業申請を行い、これを受けて公団は実施計画を作成した。平成 3年 12月 に建設大臣と国土庁長官から事業

の実施許可が下り、平成 3年度から平成17年度までの15年間を事業予定期間とし、面積313haを姑象とした

土地区画整理事業が実施される事となった。

この間、事業の対象地域に係わる埋蔵文化財の取扱いに付 vヽても協議が重ねられた。その結果、盛岡市教

育委員会が試掘調査を行い、本調査を必要とする範囲を確定し、本調査は (財)岩手県文化振興事業国の受

託事業とすることにになった。

当遺跡については、岩手県教育委員会が盛岡市と協議の結果平成11年の事業として確定した。これを受け

て、平成■年 4月 1日 に (財)岩手県文化振興事業団理事長と盛岡市長の間で委託契約を締結し発掘調査を

実施する事となった。台太郎遺跡の23及調査は平成11年 4月 16日 に開始され、同年11月 15日 に終了した。

Ⅱ 遺跡の位置と立地

1 遺跡 の位 置 と地形 。地質
台太郎遺跡の所在する盛岡市は北上川の中流域に発達した都市である。第 4図に盛岡市周辺の地形分類図

を示すが、遺跡が存在する盛岡市南部は奥羽山脈から供給された土砂を雫石川が運び、下流に平野を形成す

る扇状地形の中にある。扇状地の形成後、支流の開析が及び、結果として遺跡周辺の現地形は低位段丘面と

して残されている。低位段丘面の下には支流の河川堆積による沖積面が広がっているが、度重なる氾濫と流

路の変化を繰り返した結果、しばしば部分的に旧川床が沼地や湿地の形で残ったのがこの地域の地形的特徴

であり、今回の調査からも大小に及んでその影響と思われる堆積 。地形・地質変化の痕跡が確認されている。

2 遺跡 の立地

盛岡市向中野の台太郎地区は街道筋から見て仙北町の裏手にあたり、遺跡の北を流れる雫石川によって形

成された低位段丘上に立地している。古くは流路がこの場所を貫流したこともあり、堆積物によって地味が

肥えていたため近年まで同様の環境を持つ盛岡西部太田・飯岡地区へと続く水田 。畑作地帯の一角を成し、

今回調査を実施した区域の現況も田畑が広がる農村風景の一部であった。現在は調査の原因でもある盛南開

発新市街地区域の対象となった為、水田等からの開発造成が随所で進行中であり、遺跡名である「台太郎」

も平成11年をもって全て字名を「向中野」内の町名に統合・廃止され、通称として残るのみとなっている。
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3 基本 層序
調査区は遺跡全体の中で中央から南側半分を部分的に調査する形となり、東から西へとなだらかに高くな

っている。また旧地表面に関しては、これも河川の削剥によって北側から南側へ緩やかに下がっている。し

かしながら全体的に耕地整備により地形改変を受ける個所も少なくなく、各所にその影響は現れていた他、

調査区の面積が28,000だ強と広大なため、表土下の地層には部分的な個所でのみ含まれる層も存在し、決し

て一様ではない。その中で第 5図はそれぞれ調査区東側 4Eグリッドと西側 3-Dグ リッドで記録した代表

的な基本層序を柱状模式図であらわしたものである。

I層 :黒褐色～暗褐色土。現在の表土層で休耕田及び畑地の耕作上である。層厚は10～30cmである。

Ⅱ層 :褐色粘土で、層厚は3～ 4 cm前後を測る。旧水田面の床上で下部には赤褐色の水酸化鉄の集積が顕

著に見られる。

Ⅲ層 :黒褐色シルト質土。上層の黒褐色土と下層の漸移層である。層厚は 0～20cmで遺物を包含する。

Ⅳa層 :褐色シルト質土。層厚は10～60cmで本遺跡における遺構検出面である。全体に堅く締まり粘性が

ある。

Ⅳb層 :黄褐色シルト質土。締ま

もある。層厚は10～30cm。

Ⅳc層 :黄褐色砂質シルト。層厚は 0～30cmで

遺跡内では部分的に確認される。

V層 :黒褐色シル ト質土。粘性・締まりやや

有 り。部分的にⅣ層内に見られ層厚は10

～20cmを 測る。

Ⅵ層 :段丘の基盤をなす砂礫層である。層厚

は確認 していない。遺跡南側の 4A区等

ではⅣ層を挟まないでⅢ層の次に現れる。

砂や礫の堆積状況により細分可能である。

下部には径10～30cm大の礫が見られる。

りがあり粘性  A卜と±坐型些ェ O  B型

第 5図 基本土層桂状図
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4 周辺の遺跡 と歴史的環境

(1)古 代
過去の調査を含めて台太郎遺跡からは古代の遺構・遺物が多数出土している。第 6図は盛岡市南部、雫石

川南・西岸で古代に属する遺跡を大凡の範囲で示したものであるが、地図上約2,260haに は75も の遺跡が分

布している。この中には台太郎遺跡より西方約2.5km、 昭和51・ 52年東北自動車道建設に伴う発掘調査から、

及びその後の範囲確認により所在地が明らかとなった国指定遺跡「志波城」 (第 6図上22)も 存在しており、

そのことからもこの地域が古代に構いて重要な行政・生活域であったことが伺える。

(2)中 世
盛岡市の北部、北上川と雫石川の合流点近くには康平 5年 (1062)、 前九年の役において安倍一族が篭城

した厨川の柵、姫戸柵跡と目される安倍館 (第 7図・12)と里館遺跡が存在し、昭和61・ 62年に盛岡市教育

委員会によって一部調査が実施されている。

台太郎遺跡南約150mの 地点には平成10年度、県埋蔵文化財センターにより発掘調査が行われた中世城館、

向中野館跡 (第 7図・ 2)が存在している。向中野館は「志和軍戦記」によれば飯岡氏の勢力域東方の押さ

えとされた館であり、発掘調査からは館主は特定できないものの、それ自体は幅約 5mも の堀を構えた本格

的な城館である。天文 3年 (1534)、 それまで斯波郡に支配地域を置いていた斯波氏の北進によって滅亡に

追いやられる飯岡氏だが、往時向中野館の他、北に太田館 (現盛岡市太田)。 南に大館 (現盛岡市湯沢)、

そして西に本城である飯岡館 (現盛岡市飯岡山)と複数の城館を構えていたという。その領地の範囲から見

て、仮に文献通りであれば中世において台太郎遺跡を含めこの地域一帯に影響力を持った有力な豪族であっ

たと言えるだろう。

周辺を支配していた斯波氏は鎌倉時代から高水寺城 (現紫波町日詰内郡山)に居館を構え、紫波御所とも

称され奥州探題大崎氏の分流にあたり、足利将軍家とも遠縁となる名家であったが、天正16年 (1588)三戸

南部氏に攻め込まれ、家臣らのまとまりも欠き呆気なく滅亡する。戦いの中から南部氏の元へ出奔する者も

あり、中野館 (第 7図・ 6)はその一人で九戸政実の弟とされる中野修理直康が入った館と伝えられている。

三戸南部氏を嗣いだ信直はこの後、天正18年、豊臣秀吉の奥州仕置、天正19年の九戸政実の乱を経てこの

地域の支配を確立する。ここに及ぶ中世の期間には雫石川を挟んで当遺跡東西丘陵沿いの拠点に複数の城館

が分布しており、その事は当地方の支配権を巡る争いが活発だったことを如実に物語っている。

(3)近 世 。近代
天正18年に豊臣秀吉から本領安堵を受け、徳川幕府の元で南部藩を成した南部氏だが、祖は甲州清和流甲

斐源氏とされている。鎌倉時代に甲斐より下向しその後この地方に土着したが、下向の際同行した譜代家臣

の中に福士氏・三上氏がいた。盛岡城 (第 7図10)は天正年間には福士氏、福士慶善や福士 (不来方)淡路

が館を構えた場所であるが、領主南部信直が交通・防御の要所としてこの場所へ盛岡城築城を指示、文禄元

年 (1592)棚点工事を開始、慶長年間から寛永10年 (1633)の完成を経て以後明治維新までの南部藩本城と

なった。それと同時期には三上氏が現在盛岡天満宮のある場所に居館しており、留守居の押を任されていた

とヤヽう。

築城より南部藩の城下町として確立した盛岡には幕府命により街道整備も行われた。慶長 9年 (1604)城

下中心部鍛冶町には「奥州道中」139番 目の一里塚が置かれ (第 7図 8)、 これが領内一里塚全ての「元塚」
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第 6図 周辺の遺跡分布図 (古代 )
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となった。奥州道中は台太郎遺跡の東側現仙北町中心街を通る、より盛岡城に近い道程へ切り替えられ地名

向中野はこの街道沿いに商人街である仙北町・同心町の仙北組町、周辺部仙北町村、外辺部向中野村の 4つ

に区分された。

台太郎地区はこのとき仙北村、ないしは向中野村いずれかに含まれていたと思われるが、天和 2年 (1682)

の資料「封内貢賦記」によれば「向中野村 三つ七分七り九毛 (年責率) 高千百四十四石壱半二合」 (石

高1144石 1斗 2合 )「仙北町村 二つ一分一り五毛 (年貢率) 同武百四十壱五斗人舛五合 (石高241石 5斗

8升 5合)の記載が見え、また「封内郷村志」では「向中野村縣向中野村、高千百十七石七半余 馬百六疋

民戸六十六軒 此内十軒斉川…」とある。これらからはこの地域で江戸期において多くの農業生産があった

ことが判る。南部藩の版画「盛岡城下鳥0図会」 (,II井鶴亭筆)には当時の向中野・仙北町村地区と思しき

場所が画面上に描かれているが、仙北 。仙北組町に立ち並ぶ商家・民家の裏手には広大な水田と点在する民

家・集落という当時の典型的な農村の姿が見てとれる。

「台太郎」という地名が登場するのは、明治 8年より編纂された「岩手県管轄地誌」内の「陸中国岩手郡

向中野村」の買である。「千刈田 人日市場 向中野 台太郎―」と記され、ここで始めて正式に台太郎が

向中野・仙北町村と分離した。これらの文献資料に加え今回の調査からは近世民家や井戸跡等も多数発見さ

れており、遺跡周辺には近世 。近代には既に街道部と商業・農業を担った盛岡の外縁域として現在に続く姿

があったと思われる。

(山 口俊規 )

周辺の遺跡一覧表 (古代)

番号 遺跡名 種 別 時 代 遺構・遺物など

l 台太郎 集落跡 古代・中世・近世
土師器・須恵器・陶磁器・古銭。鉄器・木製品・石製品・羽口、竪穴住居跡・掘立柱

建物跡・土坑・溝・堀跡・井戸跡・炉跡

向中野館 貌館跡・集落跡 古代・中世 土師器・陶磁器、竪穴住居跡・土坑・堀・土塁・溝跡

3 飯岡沢田 集落跡 古代 竪穴住居跡・古墳

4 飯岡才川 集落跡 縄文・古代 土師器、陥し穴・溝跡

細谷地 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

矢盛 散布地 古代 土師器

本宮熊堂A 集落跡 古代 土師器

本宮熊堂B 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

稲荷 集落跡 古代 土師器

野古A 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

野古 B 散布地 古代 土師器

宮沢 集落跡 古代 土師器

小幅 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡・溝跡・土坑 。円形周溝

鬼柳A 集落跡 古代 土師器

鬼柳 B 集落跡 古代 土師器

鬼柳 C 集落跡 古代 土師器

17 パ、ツロ 散布地 古代 土師器

八 掛 集落跡 古代 土師器、土坑・竪穴住居跡

田中 散布地 古代 土師器

林 崎 集落跡 古代 土師器・須恵器、竪穴住居跡・掘立柱建物跡

小沼 集落跡 古代 土師器・緑釉陶器、竪穴住居跡

志波城 城ltW跡 古代 土師器・須恵器、竪穴住居跡・掘立柱建物跡・門跡・築地・堀跡 。大溝

大宮北 集落跡 古代 土師器
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番号 遺跡名 種 別 時  代 遺構 。遺物など

大宮 集落跡 古代 。中世 土師器、竪穴住居跡

鬼柳一里塚 塚跡 近世

新堰端 城柵跡 縄文・古代 縄文土器 (晩期)・ 土師器、土坑・大溝・竪穴住居跡

竹花前 集落跡 古代 土師器・緑釉陶器、竪穴住居跡

田貝 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

石 仏 集落跡 古代 土師器

水門 集落跡 古代 土師器

上越場A 集落跡 古代 土師器

上越場B 集落跡 古代 土師器

堤 散布地 縄文・古代 縄文土器・土師器

高館古墳跡 古墳 古代 蕨手刀・切子玉・土師器

大柳 I 集落跡 古代 土師器・須恵器

大柳 Ⅱ 散布地 古代 ? 土師器 ?

辻屋敷 集落跡 古代 土師器

藤島 I 集落跡 縄 文 ・平安 縄文土器・土師器・須恵器

藤島Ⅱ 散布地 平安 土師器

二又 散布地 古代 土師器 。須恵器

西田A 集落跡 古代 土師器

42 西田B 集落跡 古代 土師器 。須恵器

43 内ホ寸 集落跡 古代 土師器・須恵器

44 前 田 集落跡 古代 土師器

中屋敷 散布地 古代 土師器

遺跡名不明 散布地 古代 土師器・須恵器

飯岡林崎Ⅱ 集落跡 古代 土師器・須恵器・硯、竪穴住居跡

飯岡林崎 I 集落跡 古代 土師器

深淵 I 集落跡 古代 竪穴住居跡

深淵Ⅱ 集落跡 古代 竪穴住居跡

高屋敷 I 散布地 古代 須恵器

高屋敷] 散布地 古代 土師器・須恵器

上新田 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

熊堂 I 集落跡 縄文・古代 縄文土器・石器・土師器、竪穴住居跡

熊堂Ⅲ 集落跡 古代 土師器・須恵器・竪穴住居跡

熊堂Ⅱ 集落跡 古代 土師器・須恵器・竪穴住居跡

西 集落跡 古代 土師器、竪穴住居跡

下久根 I 散布地 縄文・古代 縄文土器・土師器

下久根 ] 散布地 縄文・古代 縄文土器・土師器

石持 散布地 古代 土師器 。須恵器

夕覚 散布地 古代 土師器

62 法領権現塚 祭祀跡

南谷地 集落跡 古代 土師器・須恵器 。竪穴住居跡

田中 集落跡 古代 土師器・須恵器 。打製石器・石斧

松島 集落跡 古代 土師器・須恵器

葛本 散布地 古代 土師器・打製石器

横屋 集落跡 古代 土師器・須恵器

陣当 集落跡 古代

長沼 散布地 古代

境田 散布地 古代 土師器

赤坂Ⅱ 散布地 平安 ? 土師器

砂子塚 散布地 古代 塚

隠幡 散布地 縄文 。古代 縄文土器・土師器 。須恵器

新井田 I 散布地 古代 土師器・須恵器

新井田Ⅱ 散布地 古代 土師器・須恵器

新田 集落跡 古代 土師器・須恵器

-11-



第 7図 周辺の遺跡分布図 (中 。近世)
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周辺の遺跡一覧表 (中・近世)

番号 遺跡名 種 別 時 代 遺構 。遺物など

2 向中野館 城館跡・集落跡 平安・中世 土師器・陶磁器、竪穴住居跡・土坑・堀・土塁・溝跡

l 台太郎 集落跡 古代・中世・近世
土師器・須恵器・陶磁器・古銭・鉄器・木製品・石製品・羽日、竪穴住居跡・掘
立柱建物跡・土坑・構・堀跡・井戸跡・炉跡

8 鍛冶町一里塚 一里塚 近 世 塚残存せず

4
花垣館
(花坂館)

城館跡 中世 郭

5 中野館 城館跡 中世

6 新山館 城館跡・集落跡 古代・中世・近世 土師器て竪穴住居跡・井戸・藩校跡

葛西館 城館跡 縄文～古代・中世 縄文土器、郭・腰郭

5 安庭館 城館跡・散布地 縄文～中世 縄文土器 (中・後期)。 土師器、郭・腰郭

安倍館
(厨川叛)

城館跡・散布地 縄文～中世 縄文土器 (早期)・ 陶磁器、郭・堀跡

宿田南 集落跡 中世・近世 陶磁器 。建物跡

7 愛宕山 寺院跡 近世 寺院基壇跡

盛岡城 城館跡 中世・近世 かわらけ・陶磁器・瓦、石垣・堀・柵跡

慶善館
(不来方北館)

城館跡 中・近世

淡路館
(不来方南館)

城館跡 中・近世

Ⅲ 調査の方法と室内整理

1 野外調査の方法

(1)グ リッドの設定と遺構名
グリッドは平面直角座標 (第 X系)に合わせた。本遺跡のこれまでの調査で用いられたグリッドと同じ方

式である。調査区内に基点を数ヶ所設け、これを東西及び南北方向に結んで基準線を設定した。基準線を廷

長して大グリッドは一辺が50m、 小グリッドは大グリッドの各辺を25等分して一辺 2mと している。大グリ

ッドは原点から南方向には 1・ 2・ 3…の番号、東方向にはA・ B・ C…のアルファベットを付して lA・

2Aと呼称した。さらに小グリッドも北から1～25、 西からa～ yを付しlAla・ lB3d等 の基本グリ

ッドを設定した。23次調査の基準杭の座標は以下の通りである。

基 l X=-35,600,000

基 2 X=-35,600.000

Y=26,700.000     H=120.504m

Y=26,400.000     H=120.552m

(2)粗掘り。遺構検出
雑物撤去後に調査区内にトレンチを設定し遺物の包含状況、層位の検討、遺構の確認面を把握した。現況

が休耕田・畑地であったために調査区の大部分では古代・中世の生活面は残存しておらず、多くは遺構確認

面まで重機を用いて表土及び耕作土を除去した。ただ遺物を多く包含する層は人力によって表土を除去 した。

遺構の確認は表土を除去した面を芝ジョレン、両刃鎌で平滑にしプランを確認するようにした。
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第 8図 グリッド配置図

(3)遺構の命名
検出された遺構の命名については盛岡市教育委員会の方法に従い、次の通りに行っている。各遺構の番号

は昨年度調査からの通し番号と欠番となっていたもの等で付した。

竪穴住居跡……RAOO   掘立柱建物跡……RBOO   柱穴列 ……RCOO
土   坑……RDOO   竪穴状遺構 ……REOO   炉・焼土……RFOO
溝跡 。堀跡……RGOO   井戸跡   ……RIOO   その他 ……RZOO

(4)遺 構の精査 と遺物の取 り上 げ
検出された遺構は、竪穴住居跡 。竪穴状遺構を4分法、土坑類・焼土については2分法を原則として精査

を行ったが、必要に応じてその他の方法も併用した。記録として必要な図面及び写真の撮影は、精査の各段

階において適宜これを行った。遺構の平面実測にあたっては原則として簡易遣り方測量でlm方眼に細分し
たメッシュを用いて行った。また平板測量も用いた。実測図は原則として 1/20の縮尺を用い、平面図と断

面図を作成した。なお、カマド・焼土・炉については1/1oの縮尺を用いた。遺構内出土の遺物は、埋土の

場合上層 。下層に分けて取り上げ、床面及び床面直上の遺物は、必要に応じて番号を付け、写真撮影、図面

作成後に取り上げた。遺構外出土遺物については、調査区毎に出土した層位を記して取り上げた。

(5)写 真撮影
野外調査での写真撮影は、 6× 7 cm判カメラ2台 (モノクロ)と 35111111判 カメラ4～ 6台 (モノクロ、カラ
ー・リバーサル)を使用した。この他にポラロイドカメラを補助的に用いた。また各遺跡の調査終了直前に

はラジコンヘリによる空中写真を撮影した。

-14-



(6)その他
現地説明会を平成11年 10月 3日 に開催した。また、盛岡市立飯岡中学校生徒 2名の職場体験学習に協力し

た。その他、個人や団体の見学希望があった場合はすべてに応じ、各遺跡の様子、出土遺物の説明をした。

2.室 内整理

(1)遺 構
遺構配置図は 1/1000・ 500で掲載した。各遺構図面は以下の縮尺を原則としたが、一部に変更もあり、

図面にはそれぞれスケールを付した。竪穴住居跡 。竪穴状遺構・井戸跡 。その他の遺構… 1/60、 掘立柱建

物跡… 1/100、 焼土・炉・土坑… 1/50、 溝跡…平面 1/300、 断面 1/40、 柱穴… 1/150。 竪穴住居跡

や掘立柱建物跡の軸方向は、座標軸からの角度で、平面図における北印も座標北を示す (調査区の基準点 1

における真北方向角は0度11分55秒西偏する)。 竪穴住居跡の床面積は、壁面の下端をデジタル式のプラニ

メーター (エ リアカーブメーター)に よって3回計測し、その平均値を記載した。

(2)遺 物
土器の実測図は原則として、反転実測が可能なもの (口縁 。底部が 1/4以上残存)に限ったが、一部は

平面実測して掲載した。また、須恵器や銭貨などは拓本を用いた。掲載遺物の縮尺率は下記の通りであるが、

これらにも一部変更があり図版には縮尺率を付けた。土器・礫石器・拓本… 1/3、 大型の土器・石器…

1/4・ 1/5、 その他の遺物… 1/2。 1/3。 遺物写真の縮尺については、概ね実測図に準じている。

また、実測図版中に土器の調整技法の表現や、使用したスクリントーンの指示については以下に示した。

醤量雷邑 赤色塗彩

趨 焼土

第 9図 凡例
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第10図 周辺地形と遺構配置図(1)
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第13図 遺構配置図(2)
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第14図 遺構配置図0
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Ⅳ 検出された遺構と遺物

1 古 墳 時代 末 か ら平 安時代 の竪穴住 居跡

竪穴住居跡は古墳時代末から奈良時代・平安時代に属するものが合計62棟検出されている。台太郎遺跡

の範囲は東西約700m、 南北約500mと広大で、今回の23次調査ではこの遺跡の中央部付近から南端までと東

西方向は東端 。西端に少し届かない位を対象とし、その中の第 3図で示した範囲を調査している。竪穴住居

跡の分布を見ると古墳時代末から奈良時代の竪穴住居跡は調査区中央から東側と調査区西側に分布 してお

り、平安時代の竪穴住居跡は調査区東端にのみ濃密に分布する傾向がみられる。各遺構の事実記載に際し、

所在はグリッドと本遺跡中のどの辺に位置するかを簡単に記した。遺物については出土状況を中心とした記

載にし、各遺物の諸特徴は第10節及び遺物観察表を別に作成した。なお、出土遺物に関しては、何がどれだ

け出土しているのかを表現する一手段として遺物の個体数を示した。これは担当者が出土遺物のすべてを実

見し、土器類でいえば口縁部や底部の破片を中心に各個体を見比べて主観的に数えたものであり破片数・重

量などから計算式を用いて割出したものではない。また、遺構内出土遺物という括りにして埋土出土、床面

出土の遺物を一緒にして数えている。つまりその遺構に伴うものと、そうでないものとを混ぜて示している。

但し掲載した遺物に関しては遺構に伴うものを前提としている。

RA174竪 穴住居跡 (第20図 )
<位置>調査区西狽Iの 2-B24f区に位置し、Ⅳ層で確認された。重複関係はないが、住居の大部分は調査

区外にあり、過年度に調査が行われている。 <規 模・平面形・方位>規模については、本年度分について

は僅かであるので、明確にはできない。平面形については、検出された部分についていえば南西側は隅九を

呈する。主軸方向は、カマ ド煙道から判断して、N- 57° 一Wである。 <埋 土>黒褐色土主体で構成さ

れる。埋土上層に粘性はないが、下層ほど少しずつ粘性を増してくる。 <壁 >床からほぼ真っ直ぐに立ち

上がる。検出された部分についての残存値は、北西壁58cm、 南西壁55cmを測る。 <床 面>床面は、検出さ

れた部分については平坦であり、やや締まっている。貼床等は認められないが、カマ ド左袖から】ヒ西コーナ

ーをまわって調査区との接点まで、幅 5～ 10cmの浅い溝が検出された。 <カ マド>北西壁の中央部と考え

られる部分に設置されている。本体部の大部分が調査区外にあることから、全体の構造は不明である。袖部

はやや粘性と締まりのある褐色土でつくられ、芯材等の使用は認められない。燃焼部については不明である。

煙道部については到貫式でつくられ、長さは1.5m、 緩やかに下りながら径38× 38cm(開 田部)、 深さ75cmの

煙出部に続く。側壁下層の一部は、焼土と炭化物をごく微量含む。 <出 土遺物>埋土中及び床面から個体

数で土師器奏 1点が出土している。過年度の調査により大部分の遺物は検出されている。

<時代>奈良時代。

RA201竪 穴住居跡 (第21図・写真図版 8)

<位置 。重複関係>調査区西側の 2-C4s区 に位置する。Ⅳ層面で黒褐色の落ち込みにより確認されてい

る。他遺構との重複はない。 <規 模・平面形・方向>規模は4,0× 4.lmを測 り、平面形は隅九方形を呈す

る。床面積は約12.8♂で主軸の方向は、N-66° 一Wである。 <埋 土>自然堆積による黒褐色を主体とし

た 3層で構成される。下層ほど砂質の割合が増える。また、 1層 と2層 にごく微量の水酸化鉄粒を含む。

<壁 >ほぼ垂直に立ち上がり、各壁中央部の残存値は、南壁27cm、 北壁34cm、 東壁25cm、 西壁32cmを測る。

―-29-



澤_L‐ 121 lllllm

ド_L‐ 1郷罰Om

ド_L‐ 121100m

0     1:30   50cm

C― D・ E― F・ C― H
l10YR5/6黄褐色土 粘性、締まり有り。10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。
2 10YR3浴暗褐色砂質土 粘性、締まりやや有り。
3 10YR2/3暗 褐色土 粘性、締まりやや有り。
4 10YR3/2黒 掲色土 粘性、締まりやや有り。
5 10YR3/2黒 褐色砂質上 粘性、締まりなし。
6 111YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
10YR3/3暗褐色土 微量含む。
7 10YR3泡黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
10YR3/3暗褐色土 ごく微量含む。
8 10YR4/6褐 色粘土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR3/3褐色土 ごく微量含む。
9 10YR4/4褐 色砂質土 粘性、締まりなし。10YR3/2黒褐色土微量含む。
10 10YR3/4暗掲色土 粘性、締まりやや有 り。
5YM/4に ぶい赤褐色焼土ごく微量含む。
11 10YR4/3にぶい責褐色土 粘性なし。締まり有 り。
5YR2/4極 暗赤褐土焼上、炭化物極微量含む。
12 10YR4/4褐色砂質土 粘性有 り。締まりなし。
10Y理/1黒色土微量含む。
13 10YR4/43色土 粘性なし。締まりやや有り。
25YR2/2極暗褐色焼土全体にごく微量、炭化物ごく微量含む。
14 10YR4/43色土 粘性、締まりやや有 り。
内側に5YR2れ極暗褐色焼土ごく微量含む。
15 10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR4/40色 土ごく微量含む。

第20図 RA174竪穴住属跡

¶

卜 L‐ 121100m 瀑

A― B
10Y楚ツワ黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
lllYRν 6にぶい黄禍色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR4/43色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色上 粘性、締まりやや有 り。
10YR燃 褐色土 粘性、締まりやや有り。
ЮYR4/43色 土 ごく微量含む。
ЮYR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
ЮYR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR2/2黒褐色砂質土 粘性有り。締まりなし。
ЮYR4/4褐色砂質土ごく微量含む。

0    1:611   lm
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0     1 :60    1m

ぃ生 L=121100m

A― B,C― D
l10YR〃2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
2 10YR2泡黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
水酸化鉄粒 ごく微量含む。

3 10YR5/6黄褐色土 粘性、締まりなし。
4 10YR2/3黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。
10Y馳//4褐色砂質土ブロック少量含む。

ドiL‐ 120 11X m

ド_L‐ 121100m

E一 F G― H・ I― 」・ K― L
l10YR76褐 色砂質±  10YR2/3黒 褐色土ブロッ
クを含む。粘性なし。締まり有 り。

2 10YR2ρ黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
310Y貶 /3黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
褐色土ブロックを含む。カマ ド部分では焼土、

骨を含む。

4 ЮYRν 8黄褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
カマ ド部分では焼上、炭、骨を含む。

5 5YR2/4極 暗赤褐色砂質土 粘性なし。締 まり
やや有 り。焼上、黒褐色上が混 じってきたない。

6 5YR4/6赤 褐色粘土質土 粘性やや有 り。
締まり有 り。焼土。炭化物を含む。

5 10YRツ 6黄褐色土 粘性、下部締まりなし。
下部に床の10YRツ 8の砂を含む。

6 10YRν 6黄褐色土 粘性なし。南側に比べて黒
色部分少なく、下部程床の砂に近 くなる。

藤_L‐ 12Hllllm

7 5YR4洛赤褐色土焼土 粘性なし。
締まりやや有り。

8 5YR2/3極 暗赤掲色土 粘性有 り。締まりやや
有り。焼土。黒褐色土、炭化物、骨を多く含む。

9 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
褐色土プロックを含む。カマ ド部分で焼上、骨

を含む。

Ю 9転記、ただ10YM/4褐 色土プロック含む。
11 10YR2/3黒 褐色砂質土 粘性なし。
締まりやや有り。
12 10YR4/3にぶい黄褐色砂質土 粘性、締まりな
し。

第21図  RA201竪穴住居跡

M― N
l10YR″3黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土微量含む。

2 ЮYυ/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR74褐色砂質± 1層 よりも混合が少ない。

焼上、炭化物微量含む。

3 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4//4褐 色砂質土ブロック微量含む。

焼土粒、炭化物少量含む。東側では着干の骨片を含む。

μ L‐12H00m    4

0     1 :30    50cm

13 5YR2/3極 暗赤褐焼土 粘性なし。締まりやや
有り。骨片、炭化物とも含まず。

14 10YR2/3黒 褐色砂質土 粘性、締まりやや有り。
焼土とみられる5YR4/41こ ぶい赤褐色土ごく微

量含む。

15 10YR2/3黒褐色砂質土 水分多い。粘性、締ま
りなし。

16 5YR3/6暗赤褐色焼土 粘性なし。締まり有り。
砂質 焼成りを受けた地山。Ⅳ層起源。
17 10YM/4掲色砂質土 地山。
18注記なし
19注記なし

引

れ

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm 備考

675 30× 27 333

676 12X10 328

677 33X27 605

678 25X19 438

679 31X25 357

680 40X30

23× 20 489

682 31X21 496

683 29X24
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壁溝は認められない。 <床 面>ほぼ平坦で堅く締まりがあり、若千の土師器片が散乱している。住居全体
に 3～ 10cmの厚さで、褐色砂質土と黒褐色土の混合土による貼床がみられる。問仕切 りは無い。 <カ マ

ド>住居北西壁の中央部にカマドがある。本体部分の規模は30× 50cm、 袖部は褐色砂質土の地山を残してつ

くられ、芯材は使用されていない。燃焼部は、径80× 90cm、 層厚約10cmの極暗赤褐色の焼土が形成され、若

千の骨片の散らばりがみられる。煙道部は掘り込み式でつくられているが、崩落により褐色土で埋まってい

る。長さは1.9m、 燃焼部より緩やかな下り勾配で64cmの深さの煙出部に続いている。下層側壁の一部は、

燃焼による赤色変化が生じている。 <柱 穴>柱穴は全部で 9基検出されている。埋土は、黒褐色を中心と

した締まりが弱く粘性のない土である。一部には、少量の炭化物、焼土、炭片が含まれている。 <ピ ッ

ト>北側から1基検出している。平面形は円形を呈し、埋土底面から中層にかけ骨片や炭化物を含む。性格

は不明だが、カマドに伴うものと考えられる。 <出 土遺物>(第272図・写真図版277)埋土中及び床面か

ら個体数で土師器郭 3点、甕 1点 (長胴)、 鉢 1点、砥石 1点、自然・磨石が 7点出土した。 2の奏はカマ

ド燃焼部北側、 1の鉢は煙道部入日付近から破片で出土した。 <時 代>奈良時代。

RA202竪 穴住居跡 (第22図・写真図版 9)
<位置 。重複関係>調査区西側の2-C8d区 に位置し、Ⅳ層で確認されている。他遺構との重複関係はみ

られない。 <規 模・平面形・方向>規模は4.0× 4.5m、 平面形は隅九方形を呈し床面積は約14.8♂ある。

主軸の方向は、N-62° 一Wである。 <埋 土>埋土は、自然堆積による黒褐色土を中心とした 3層で構成

される。 3層 とも埋土状況は同じであるが、壁際と床面に多少水分を含んでいる。北東部分に流れ込みとみ

られる層が確認される。 <壁 >床から垂直気味に立ち上がっている。各壁中央部の残存値は、北壁35cm、

東壁26cm、 南壁31cm、 西壁31cmである。壁溝は認められない。 <床 >黄褐色土と黒褐色土との混合土で、

締まりがあり、ほぼ平坦である。カマド袖部南側に固まって土師器片がみられる。床全体に 2～ 12cm、 暗褐

色土を中心に黄褐色土と褐色砂質土がブロック状に混じった貼床がある。間仕切りなどはみられない。

<カマド>住居北西壁の中央部に位置している。本体部分の規模は40× 80cm、 袖部は褐色砂質上の地山を残

して造られ、芯材等は使用されていない。燃焼部は径40× 55cm、 層厚 8 cm、 暗褐色の炭片を微量に含む焼土

が形成されている。中央部には支脚の石を持つ。煙道部の長さは1.45mで、ほぼ真っ直ぐに深さ52cmの煙出

部に続いている。掘り込み式で造られているが、粘性と締まりのある黒褐色土と黄褐色土で埋まっている。

煙道側壁は熱をうけて赤変し、焼土と炭片と若千の白色骨片を含んでいる。煙出部の下層は、多少水分を含

む。 <柱 穴>全部で12基検出されている。埋土は、締まりも粘性もややある黒褐色土を中心に、褐色砂質

土が多少混じる。また、炭化物をごく微量含むものが 1基みられる。 <ピ ット>全部で 3基検出している。

平面形はいずれも楕円形を呈し、埋土は締まりのないやや粘性のある黒褐色土である。このうち、東壁際の

2基からは水が涌き出す。また、西南の土坑より灰白色で金雲母を含む粘土塊が出土した。 <出 土遺物>

(第272図・写真図版277)埋土中及び床面から個体数で土師器奏 6点、剥片石器 1点、自然・磨石 1点が出

土した。 4の球胴奏はカマド燃焼部から、 3の甕は南西側の床面からそれぞれ破片の状態ながらまとまって

出土した。 <時 代 >奈良時代。
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柱穴番 径 (cm) 浜さ (cm) 備考

684 18X16 407

685 22x2Cl 537

686 37X36 2>0

687 29× 25 105

688 28× 24 467

689 23X21

690 17× 16 321

691 30X25 460

692 24X22 517

693 20X18 37B

694 24X22 39う

695 28X27 107

A
1

2

3

4

卜 L‐ 121

―B・ C― D
10YR2//2黒 褐色土

10YR2/2黒掲色土
弾力有り。

10YR2/2黒褐色土
床面近くに砂含む。

10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
上部から下部へ流れ込む様子。

卜
と‐121 llXlm

510Y彫 /2～ 2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
部は黒色土、下部は褐色砂質土。

6 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。固く締まる。
黄褐色粘土 (10YR5/61

褐色砂質土 (10YR4/4)混 入。

中

【―L
l10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。
褐色土 (10YR4/41ご く微量合む。低いところに水

が涌く。

M―N
l10YR3/2黒褐色土 締まりあまりなし。
粘性やや有り。

2 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/41 ごく徴量含む。
3 10YR4/3にぶい黄褐色土

粘性・締まりやや有り。

μ L=1211∞m    4

0   1:311  mcm

10 25YR4/6赤褐色焼土 粘性・締まりやや有り。黒
褐色土 (10YR2/21 ・炭化物ごく微量含む。
■ 10YR4/63色砂質土 粘性やや有り。
締まり有り。暗褐色土 (lCIYR2/3)ご く微量含む。

1210Y彫/3黒褐色土 粘性有り。締まり有り。

粘性 締まりやや有り。
粘性・締まりやや有り。

粘性・締まりやや有 り。

卵Ψ
上

μ」=120削吐当

彰

羽

占_L‐ 121 lllllm 当

E― F・ G― H・ I― 」
1 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
210Y財 4褐色土 粘性・締まりやや有 り。
西側ににぶい褐色砂質土 (10YR4/31含 む。

3 5YR3/1(西)～3/2(東)粘性やや有り。
締まりなし。東側ほどにぶい赤褐色焼土

(5YR4/41 炭片含む。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
水分含む。

5 10YR4/4褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。水
分含む。

6 10YR4/6褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
赤褐色焼土ブロック (25YR4/6)炭化物ごく微量含む。
7 10YR3/4暗褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
赤褐色焼土プロック (25YR4/6)ご く微量含む。
8 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
赤褐色焼土粒ブロツク(25YR4/6)・ 炭化物ごく微量含む。

9 10YR4/40色砂質土 粘性やや有 り。締まりなし。
黒褐色土 (10YR2/2)・ 炭化物片・赤掲色焼土 (25YR4/6)
ごく微曇含む。

第22図 RA202竪穴住居跡
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RA203竪 穴住居跡 (第23図・写真図版10)
<位置 。重複関係>調査区西側の 2-C9v区 に位置する。Ⅳ層で確認される。 R G250が近くまできてい

るが、重複は確認されていない。 <規 模・平面形・方向>規模は4.2× 4.lmで、平面形は隅丸方形を呈す
る。主軸方向はN-42° ―Eで床面積は約14.3ポである。 <埋 土 >自然堆積による黒褐色土を中心とした
5層で構成される。 1層は締まり粘性ともややある黒褐色土であるが壁際程、大量の明褐色土を含む。 2層

も同じ状態であるが、明褐色上の割合は少なくなる。 3層からは酸化鉄が見られる。 4・ 5層は、褐色土が

多量の暗褐色上で構成されている。この層は、上から流れ込んでいる様子で下部程砂質土が混じっている。

<壁 >床からほぼ垂直に立ち上がっている。各壁中央部の残存値は、北壁37cm、 東壁38cm、 南壁38cm、 西壁

27cmを測る。 <床 >床面は平坦であり、全体に締まりがある。ほぼ全面貼床で黒褐色土と褐色土が混じり
合っている。煙道部入り日と袖部内側の焼土との境に土師器片が、北コーナーに形の整った土師器がみられ

る。間仕切り等はみられない。 <カ マド>隣接する住居跡とは異なり、北東向きである。本体部分の規模
は40× 75cm、 袖部は褐色砂質土の地山を残してつくられ、芯材等は使用されていない。燃焼部には6.0× 9.4

cmの不整形、層厚 5 cm、 明赤褐色土を主に暗褐色の炭粒を微量含む焼土が形成される。煙道部の長さは90cm

程で、真っ直ぐに深さ50cmの煙出部に続いている。側壁は、熱による変化は目立たないが、下層でブロック

状の炭片や微量の赤褐色焼土が認められる。 <柱 穴>全部で 8基検出されている。埋土は黒褐色で、粘性
はあるが締まりは無いか弱い。どれからも 湧水が認められる。 <出 土遺物>(第 273図・写真図版277・
278)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 2点、高郭 1点、奏 5点、砥石 1点、自然・磨石 4点が出土し

ている。このうち、 5の大型郭はカマド焚き日付近から、上向きに潰れた状態で出上している。12の奏はカ

マド左袖西南側に、横向きに潰れた状態で、 7。 9。 11は、いずれも上向きに、 9の甕を中心にそれぞれが

接するように出土している。それらの南側から6の郭が上向きに出土している。

<時期>奈良時代。

RA204竪 穴住居跡 (第24・ 25図・写真図版11)
<位置 。重複関係>調査区西側の 2-C17u区に位置し、Ⅳ層から確認された。 R G241が北東部より流れ

込んでいる。本遺構の重複関係は、周囲の遺構の状態から判断して、 R G241が新しい。 <規 模 。平面
形・方向>規模は4.4× 4.5m、 平面形は円に近い隅丸方形を呈する。床面積は約16,1♂で主軸方向は、N一

36° 一Wである。 <埋 土>黒褐色土を中心にした自然堆積による4層で構成されている。 1層～ 3層 まで
は、埋土の状況はほぼ同じである。ただ、 4層には小礫と微量の褐色上が混じっている。 <壁 >床から垂
直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁24cm、 東壁25cm、 南壁21cm、 西壁15cmを測る。 <床 >ほぼ

平坦である。この住居跡で特徴的なことは、南側の部分、床から5 cmの高さのところに、10× 10cm～ 20× 10

cmく らいの礫が多量に入っていることである。この石の中に道具として使われた痕跡を持つものはみられな

い。 R G241が住居の中に流れ込み、そのまま埋まってしまったためと考えられる。また、礫が少ない北側

のコーナー付近から、北西側からは土師器片が、北東側からは完形品になる土師器片が出土している。また、

住居全体に10～ 15cmの厚さで貼床がみられる。埋土は、暗褐色上が主であるが、微量の黒褐色土と褐色砂質

土、少量の水酸化鉄が混じる。 <カ マド>、 北西壁中央部分に位置する。本体の規模は、45× 70cln、 袖部
は褐色シルト質土と暗褐色土から成る地山を残して造られ、芯材等の使用は認められない。燃焼部は、径

30× 30cm、 層厚 3 cmの災片と骨片を含む焼土が形成される。煙道部は長さ1.3mで、ほぼ真っ直ぐに煙出部

に続く。側壁は、粘性があり締まりのややある極暗赤褐色上で、炭化物を帯状に含む。煙出部は、径35cm、

上部が R G 241の 流入で欠けている。煙道部から急に48cmま で深くなり、底に微量ではあるがブロック状の
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A
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ド
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８
日

0     1:00   1m

ド_L‐ 1211∽ m

A― B,C― D
l10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
上部にいく程10YR6/6明責褐色土を含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締 まりやや有 り。
10YR6/6明責褐色上を徴量含む。

3 10YR3/2黒 褐色上 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR6/6明黄褐色砂質土多量含む。
4 10YR3/3暗 掲色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR3/4～ 4/4褐色土多量含む。上から下に流れ
ている状態。

も_cnt

5 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
ЮYR4/4褐色土微量、10YR3/4～ 4/4褐色土微量
含む。上から下に流れている状態。

6 10YR2/3黒褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。

9 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
西側10YR1 71黒 褐色土混 (30%)。 炭 ?

10 10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
■ 10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
極暗赤褐焼土混 (大粒)。 床部分砂状。水分多い。

12 10YR4/4褐色砂質土粘性、締まりなし。
壁の崩落土。

13 10YR4/43色 砂質土 締まり有り。粘性なし。
14 5YR3/6暗褐色焼土 締まりやや有 り。粘性なし。
10YR2/1黒色土、炭片有り。

七_91r

ドニ
L‐ 121100m

占_L‐ 121 llXlm

E― F,G― H・ I― J
l10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
3 10YR3/3暗 褐色土 粘性あまりなし。むしろ砂状。
締まりもあまりなし。 1、 2に比べて明るい感じ。

4 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
5と比べて床の色に近くなる。

5 ЮYR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
深い方弾力有り。

0   1:30  511cm

6 10YR3/3～ 3/4粘性、締まりやや有り。
西側に近付く程、粒が大きく焼土に近付 く。

7 10YR4/6褐 色土 粘性有り。締まりやや有 り。
炭化物3%混 じる。25YR2/2ご く極暗赤褐焼土
栽1%混 じる。
8 10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土との混合土。径覧m大のプ
ロック状に混じる炭化物5%混。25YR4/8赤褐
色焼±10%含む。

第23図 RA203竪穴住居跡

卓

柱穴審 径 (cm) 栗さ (cm) 備考

696 23X19

697 28X25 430

698

699 27X23 438

700 23× 20 252

701 24X211 220

702 16X13 252

703 39X35 189

浮二L=121 lCllm
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▼

K― L
l10YR4/43色砂質土 粘性、締まりやや有 り。
10YR3/1黒褐色上を5割、上部に炭化物粒ごく微量含む。

0   1:60  1m

A― B・ C― D
l10YR2/2～ 3/2黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。

2 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
中央部よりはじ。乾くと赤い。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
■10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
他の住居に比べ床近くは、砂の混じらない10YR4/6
褐色土微量有り。

5 10YRプ 2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
6 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まり極めて有り。
10Y昭 /1黒褐色土、10YR4//4褐 色砂質土微量含む。
一部水酸化鉄分少量含む。

0 
◆

G 
。

益 珍

でQ。   」急
嗅ガ

鱗

。融會 鬱

第24図  RA204竪穴住居跡(1)

柱穴番 径 (cm) 案さ (cm) 備考

704 29X26

705 99X69 451

706 37X29

707 34X14

708 45X34 401

7119 44X32 492

21X17

2638 52X44 囲 1

2639 56X47 255
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ドニ   L‐ 120800m

μ L=ψα800m J

E― F G― H I― 」
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR4/4褐 色砂質土ブロック微量含む。

2 ЮYR3/4暗褐色土 粘性有 り。締 まりやや有 り。
5YR5/6明赤褐の焼土ブロックを中央から西ごく微量、

炭化物もごく微量含む。

3 10YRν 6黄 褐粘土 粘性やや有 り。締 まり有 り。
カマ ド構築土の崩落土。

4 25YR2/4極 暗赤褐焼土 粘性有 り。締まりやや有 り。
西側3層 との境界に炭化物帯状に含む。

全体的に5YR5/6明赤褐焼土プロック含む。
5 25YR2/3極 暗赤褐焼土 粘性、締 まりやや有 り。
焼成をうけた自然層中の炭化物ごく微量含む。

6 75YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。

0     1:30   50cm

7 10YR3/3暗 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
8 10YR3/3暗 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
10YRク 4褐色砂質土ごく微量、10YR2/1黒色土微量、
25YR2/4極 暗赤褐色焼土ブロックごく微量含む。
9 10YR3/2黒 褐色土 締まり有 り。粘性なし。ごく微量。
10 10YRワ 4褐色砂質土 締まり有 り。粘性なし。
カマ ド袖の上に近いか。

11 10YR〃 4褐 色砂質土 粘性やや有 り。締まり極めて有 り。
101rR2/2黒 褐色土 ごく微量含む。 (地山)

12 10YR3れ暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
(調査図に部分的に入る自然層 )

第25図  RA204竪穴住居跡(2)

極暗赤褐色の焼土を含む。 <柱 穴>全部で 8基検出されている。埋土は、いずれも、締まり粘性のある黒

褐色土である。紺応P710-709、 707-708、 706-705、 711-704で、前者が主柱穴になっていると考えられ

る。また、P711-704の間からは、土師器が上向きで出上し、埋土からは災片が微量検出される。 <ピ ッ

ト>北コーナーから、土師器片を取 り除くと現れた。埋土は、粘性締まりのある褐色砂質土と黒褐色土が

半々の割合で含まれる。 <出 土遺物>(第 274図・写真図版278・ 279)埋土中及び床面から個体数で土師

器奏 5点を出土している。17の球胴奏は、カマド右袖北側から潰れた状態でまとまって、16の球胴発は北側

コーナーの柱穴中から上向きでほぼ完全な形で出土した。13の長胴奏 。14の奏・15の長胴奏は、 1号土坑の

中とまわりにほぼ固まって、破片の状態で出土した。 <時代>奈良時代。

RA205竪 穴住居跡 (第26図・写真図版12)

<位置・重複関係>調査区西側の 1-Clw区 に位置し、Ⅳ層から確認された。他の遺構との重複関係は見

られない。<規模・平面形 。方向>遺構の規模は4.25× 3.9m、 平面形は隅九方形を呈し床面積は約14.1ドで

ある。主軸方向は、N-64° 一Wである。 <埋土>埋土は黒褐色土を主にした自然堆積による 2層である。

他に、人為堆積と考えられる層が見られる。具体的には、南一北断面の壁際には炭粒を含む黒褐色上が、西

壁際には炭粒 (シバ類)や焼土粒を少量含む黒褐色土や暗褐色上の層が見られる。 <壁 >床から垂直に立

ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁27cm、 東壁24cm、 南壁25cm、 西壁24cmを 測る。 <床 >やや締まり

がある黒褐色土に黄褐色土が混じり合っている。貼床は、暗褐色土を主体にして褐色砂質土が20%混じった

締まりのある埋土で、床面全体に見られる。中央部分は 6 cmと 薄いが、壁際になると15cm前後と厚 くなる。

他には、住居北壁際に炭化材が南北方向に並んで検出された。住居が焼失した為か、後から入ったものかど

うかは不明である。 <カ マド>カ マ ドは、北西壁のほぼ中央に位置している。本体の規模は4.5× 6.Ocmで

カマ ドの袖部は、締まりがあり地山である褐色砂質土を削りだして造られている。芯材の使用は認められな

と_L‐ 120800m
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饉 L‐ワ■lllXlm叫

一
1ヽ-N
l10YR3/3暗 褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
炭化物、25YR4/8赤褐焼土プロックごく微量。
中央上部に骨片含む。

碑二と
‐121200m

A― B・ C― D
l10YR2/2黒褐色土に掲色土が不規則に混じる。
粘性、締まりやや有 り。
2 10YR2/3黒褐色土に褐色土力鵡 じり合う。
粘性、締まりやや有り。焼土、炭粒含む。
3 10YR3/2黒褐色土プロック多量に含む。
粘性やや有り。締まり有り。

μ  L‐12121111m

牌
L‐ 121200m

E― F G― H・ I― J・ K― L
l10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
210Y鸞ツZ黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
なかに5YR3/3(暗褐色)を 7%含む。日立って明るい。
3 10YR4/4掲 色土 粘性やや有り。締まり有り。東側砂状。
4 10YR4/4褐 色土 粘性、締まりなし。
煙道部分にあたり黒い炭や 5 YR3/2～ 4/4の 焼土有り。
5 10YR4/4褐 色上 粘性、締まりやや有 り。
6 5YR3/2～ 暗赤褐焼土 粘性なし。締まりやや有り。
先端に大きな炭片有り。
76に続く。7の先端にも61こ続き炭片有 り。(20%)

島
L‐ 121200m

4 10YR3/4暗褐色土 粘性、締まりやや有り。
5 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
6 10YR3/2黒褐色上がごく微量混じる。
粘性、締まりやや有り。
7 10YR3/3暗褐色土 粘性、締まりやや有 り。

0   1:611  lm

8 10YR3/3暗褐色土 焼土粒を少量含む。
粘性やや有り。締まり有り。
9 10YR2/3暗 褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土微量含む。

μ
と‐121200m

塁 禅二 L‐ 121 21Xlm

J当

名

0   1:311  50cm

8評 R74にぶい赤褐色焼土 粘性なし。締まりやや有り。
7 8と もかなり明るく感じられる。
9 10YR4/43色 土 粘性なし。締まりなし。砂状。
lα くい跡
n10YR4/3にぶい黄褐色土 粘性なし。締まりなし。
砂状。 (地山の削りだし)。
12 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。

第26図 RA205竪穴住居跡
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い。袖部の煙道寄りの部分は焼成により赤変している。燃焼部は、55× 50cmの楕円状に層厚 8 cmの暗赤褐色

焼土が形成されている。焼土断面からは、支脚に使われたと考えられる15× 7 cmの石が出てきた。煙道部は、

長さ1.5mで、緩やかな下り勾配で深さ44cmの煙出部に続く。煙道部の下層は、燃焼による赤色変化はあま

り受けていないが、骨片や焼土粒が含まれる。 <ピ ット>東壁際で 1基検出されている。主になる埋土は、

粘性があり締まりもややある暗褐色土であるが、中央上部に骨片や炭化物、赤褐色焼土ブロックを含む。

<出土遺物>(第275図 ・写真図版279)埋土中及び床面から個体数で土師器甕 3点が出土する。そのうち18

は、底部のみ出土した。 <時 代>奈良時代。

RA206竪 穴住居跡 (第27・ 28図・写真図版13)
<位置・重複関係>調査区西側の 2-B6b区 に位置し、Ⅳ層より確認される。 <規 模・平面形・方位>

規模は5.3× 5,7m、 平面形は隅丸方形を呈する。床面積は約27.0♂で主軸方向は、N-63° 一Wである。こ

の区域の住居の中では一番大きい。 <埋 土>黒褐色を主体にした自然堆積による 3層で構成される。壁際

には粘土質土の流れ込みも見られる。 <壁 >床から垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁39cm、

東壁36cm、 南壁29cm、 西壁27cmを測る。カマド部分を除いた壁直下に溝が巡っている。幅10～ 15cm、 深さ4

～10cm程度である。また、南壁部分の溝が 2ケ 所、長さ1.1～ 1.2m、 幅10cm前後、深さ4～ 7 cmで、北の柱

穴に向かって続いている。 <床 >床面は、ほぼ平坦で堅く締まっている。床面で特記すべきことは、東壁

の部分に灰白色の粘土塊があることである。大きいもので54× 30cm、 小さいもので20× 10cmの塊が 4個ある。

もう一つは、北壁のコーナー東側に黒褐色土を中心に明褐色をごく微量の粘土塊がある。東側には帯状に75

cmにわたり焼土が廃棄され、周囲に土師器片が散らばる。また、裏が赤変した28cmほ どの石も捨てられてい

る。 <カ マド>本体は北西壁の中央部に位置し、規模は50× 40cmである。袖部は、粘性のない締まりのあ

る褐色砂質土の地山を削り出して造られ、芯材の使用等は認められない。燃焼部には、径75× 65cmの不整形、

層厚10cm程の暗赤褐色の焼土が検出された。真ん中に直径10cmの礫が入っている煙道部は、緩やかな下り勾

配で煙出部に続いている。側壁は焼成をうけており、微量の骨片と炭化物を含む。煙出部は深さ80cmである

が、底付近に多量の炭化物を含む。 <柱 穴>柱穴は4基検出され主柱穴になると考えられる。ほぼ同じ規

模の平面形であり、南側の 2基は周溝から延びた溝と結びついている。

<ピ ット>東側の壁沿いに 2基検出している。前述のように上層から中層にかけて粘土塊を含んでいる。埋

土は、堅く締まった粘性のある黒褐色土であるが、他に炭化物やかっ鉄を若千含んでいる。 <そ の他>北

側壁際の廃棄焼上の広がりからはケヤキ類とみられる炭粒も検出されている。 <出 土遺物>(第 275。 276

図・写真図版279。 280)埋土中及び床面から個体数で、奈良時代の上師器奏 6点、平安時代の須恵器郭 1点、

壼 2点、甕 1点分と鉄製品 (534)1点が出土している。出土場所は北側コーナーの廃棄焼土からが大部分

である。24の奏はほぼ完形品である。他は破片で出土するが、接合すると20の奏も完形品に近い物になる。

<時代>奈良時代。
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■2D5a

ドニL‐ 121 01Xlm

A― B C― D
l10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性、締まり有り。
10YR4/43色砂質土微量含む。
3 111YR3/3暗褐色土 粘性極めてあり。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質上、水酸化鉄分ごく微量含む。

71ばrR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まり極めて有 り。
10YR2/2黒褐色土微量含む。

~|ラ
ーD5d

M― N
l10YR3/4暗 褐色土 粘性、締 まり有 り。
25YR5/8明 赤褐の焼土プロック微量、炭化物
粒10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。埋土中
に径 5cm程の灰白粘上のかたまり複数有 り。

Q― R
ll∝ R4/43色砂質土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色焼土プロック (5YR5/3)少量・炭化
物 黒色土 (10YR2/1)ご く微量含む。

0   1:30  1m

4 10YR2/1黒褐色上 粘性、締まり有り。
10YR74褐 色粘土ごく微量含む。
5 10YR4/6褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
壁の崩落土。

6 10YR2/3黒褐色土 粘性極めて有り。締まり有り。
10YR4/6褐色粘土ごく微量含む。

ド壁_L‐ 121 1XXlm

農 L‐ 121 1Xlllコ

第27図  RA206堅穴住居跡(1)

mT

日
０
０
０
「
い
出
＝
ｎ

＝
土

ゃLL‐ 121 1XXlm

O― P
l10YR3/1黒掲色土 粘性、締まり有り。水酸化鉄分、災化物、ごく微量含む。
2 10YR4/3にぶい黄褐色粘土 粘性、締まり有り。10YR5/6黄褐色土プロック、
炭化物ごく微量含む。
&10YR3/4暗褐色土 中層に灰自色粘上のかたまり。粘性やや有り。締まり有り。
4 10YR3/1黒褐色土 粘性、締まり有り。水酸化鉄分、炭化物ごく微量含む。
5 10YR4/3にぶい黄褐色粘± 10YR4/4褐色砂質上、10YR3/1黒褐色土微量含む。
粘性、締まり有り。
6 10YR4/3にぶい黄褐色粘± 10YR3/1黒掲色土との混合上。粘性極めて有り。
締まり有り。
■10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
灰自粘土プロック状 (径3× 10cm)に 少量含む。

柱穴番 径 (cm) 梁さ (cm) 備考

712 43X39 353

35X認

424

42X41
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ドュ_L=121200m

牌 L=鬱α700m       当

E― F G一 H I―」 K― L
l10YR3/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。
10YRワ 4褐色砂質土ごく微量含む。
2 10YR2/1黒 色土 粘性、締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土ブロック微量含む。
3 10YR3/4暗 福色砂質土 粘性、締まりやや有り。
10YR2/1黒色土ごく微量含む。
4 10YR3/3暗 掲色砂質土 粘性有り。
締まりやや有り。若干の焼成を受ける。

5 5YR2/3極 暗赤褐焼土 粘性、締まりやや有り。

浮_L‐ 121200m 当

6 10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性なし。
締まりやや有り。炭化物、褐色砂質土、5YR4/6赤
褐焼上を微量含む。

7 10YR2/3黒 褐色砂質土 粘性、締まりやや有り。
10YRワ 4tB色砂質土を含む。
8 10YR3/3暗 掲色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
5YR4/6赤褐焼土プロック、炭化物を微量、中央よ

り東側に骨片 ?白 色の小片含む。

第28図  RA206竪穴住居跡(2)

4 ドニL=121200m ミ

0   1:30  50cm

9 5YR3/4暗 赤褐色焼土 粘性有 り。締まりやや有 り。
25YR76赤褐色焼土ブロック、炭化物ご く微量含む。
Ю 5YR3/4暗赤褐色土 粘性、締まりやや有 り。
25YR4/6赤 褐色焼土ブロック、炭化物、ごく微量含む。
■ 25YR4/6赤 褐色焼土 粘性なし。締まり有 り。

RA207竪 穴住居跡 (第29図・写真図版14)

<位置 。重複関係>調査区西側の 2-B15f区に位置し、Ⅳ層から確認された。他の遺構との重複関係は認

められない。 <規 模 。平面形 。方向>平面形は隅丸方形を呈し、規模は 3× 2.8mを 測る。主軸の方向は、

N-47° 一Wで床面積は約6.6♂である。 <埋 土 >自 然堆積による黒褐色土を主体にした 3層で構成され

る。 <壁 >床から垂直に立ち上がっている。各壁中央部の残存値は、北壁22cm、 東壁30cm、 西壁22cm、 南

壁28cmを測り、壁溝はない。 <床 >ほぼ平坦であるが、西側に比べ東側が 5 cmほ ど高くなっている。床面

は全体に締まりがある。南壁近くと中央部に完形品になる土師器片が見られる。また、北側コーナー付近に

廃棄焼土がある。 <カ マ ド>他の遺構と同様に、北西壁中央に位置する。本体部分の規模は、45× 70cm、

袖部は堅く締まった褐色砂質土の地山を残して造られ、芯材は使用されていない。燃焼部は、径40× 55cmの

楕円形で層厚 7 cm、 炭化物とブロック状赤褐色焼土を含む極暗赤褐色焼上で構成される。燃焼部の先端に

44× 7 cmと 28× 14cmの細長い礫がある。煙道部は掘 り込み式で造られており、長さは1,7mで、緩やかな勾

配で深さ55cmの煙出部に続いている。側壁の下層は骨片や粒状の焼土を含む。 <ピ ット>北側コーナー付

近から 1基検出された。埋土中にごく微量ながら焼土が検出された。 <出 土遺物>(第276図・写真図版

280'281)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 1点、奏 3点が出土する。このうち33は、住居中央部から

押しつぶされた状態でまとまって出土した。また、34。 35。 37の 3つの郭は、破片で、南側のコーナーから

まとまって出土した。北側廃棄焼土内には、奏と郭の破片が含まれていた。 <時 代>奈良時代。
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七 Dbg

売―Ы6g

K― L
l10YR2/1粘性有 り。締まりやや有り。
10YR5/6黄褐砂質土ごく微量含む。着干の焼土粒含む。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
径 5 Dm程の焼土プロックごく微量含む。

ピ墜L=120800m

憚二 L‐ 120800m

A― B・ C― D
l10YR2//2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色土 (10YR741ご く徴量含む。
3 10YR2/3黒褐色± 10YR4/3黄褐色土ごく微量含む。
4 10YR4/4褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。
5 10YR4/4褐色砂質土 粘性やや有 り、締まり有 り。
10YR2/2黒褐色土ごく徴量含む。

3 10YR3/4暗 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土微量含む。

卑  と
‐120800m

崖
と‐120罰 OIn

E一 F G― H・ I― 」
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
表土。
2 10YR3/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
北側水っぽい。
3 10YR4/3に ぶい黄褐色土 粘性やや有り。
締まりあまりなし。水分多。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
煙道上に骨片。焼土 (5YR4/6)粒状に含む。

当

崖
L‐ 1211 81Xlm

0   1 1 30  511cm

9 10YR4/43色 砂質土 粘性なし。締まり有り。
10 5YR2独極暗赤褐色土、loYR4■臨 色上の焼成変化。

5 10YR74褐 色土 粘性、締まりやや有り。
天丼部の落ちたところ。
6 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
3ヤこ続くが黒{ニカ`かる。
7 5YR2/3粘 性有り。締まりやや有り。
2.5YR4/6炭 化物ごく微量含む。
8 5YR3/6暗赤褐色土、25YR4/6赤 褐色焼土プ
ロック、炭化物、ごく微量含む。

第29図 RA207竪穴住居跡
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RA209竪 穴住居跡 (第30図・写真図版15)
<位置 。重複関係 >調査区西側の 1-B18z区に位置する。東側コーナーが攪乱のため不明になっている。

検出は、Ⅳ層で確認されている。 <規 模・平面形・方向>遺構は全体に削平されており、住居の壁等も浅
くなっている。確認されている部分の規模は3.2× 3.3m、 平面形は隅丸方形を呈している。床面積は約9,9♂

で主軸の方向は、N-30° 一Wである。北東方向に1.7× 2.2mの攪乱がある。 <埋 土>黒褐色砂質土を主
にする単層である。その中に炭化物、暗褐色土、́褐色土が混在する。また、酸化鉄も微量含まれる。

<壁 >削平が進んでおり、東側以外はあまりはっきりしていない。各壁中央部での残存値は東側 5 cm、 南側

3 cm、 西側 2 cm、 北側 2～ 5 cmを測る。 <床 面>床はほぼ平坦で締まっており、カマド付近が南側に比べ

やや高くなっている。貼床はみられない。 <カ マド>北西側の壁中央に設置されている。上部が削平を受
けていることから、天丼部の構造がはっきりしない。本体の規模は1.2× 0.5mで、袖部はにぶい黄褐色上で

つくられ、芯材に4個の礫が使用されている。燃焼部は径30× 45cmの楕円形状で層厚 l cmの赤褐色焼土が形

成されている。煙道部は長さユ.8mで、ほぼ真っ直ぐに煙出部に続き、側壁の一部は燃成による赤色変化を

生じている。 <出 土遺物>(第 277図・写真図版281)埋土中及び床面から土師器必 4点、甕が 1点出土し
ている。36のイは、上向きでカマド右袖外側から出土している。 <時 期>余良時代。

RA210竪 穴住居跡 (第31図・写真図版16)
<位置>調査区西側の 1-B19s区 に位置している。検出はⅣ層で確認されている。 <規 模 。平面形・方
向>遺構の北側と西側が調査区外であることから、正確な平面形と規模の全容は不明である。確認できる部

分の規模は3.5× 2.7m、 コーナーは隅丸を呈する。主軸の方向は不明である。 <埋 土>黒褐色土を主体と

する自然堆積による 2層で形成されている。 1層は黒褐色土で、炭化物や暗褐色土が混在する。 2層 も同様

であるが、調査区との境に、80× 30cmの炭片を含む。 <壁 >検出された部分については、床面から垂直に
立ち上がる。各壁中央部の残存値は、東壁15cm、 南壁15cmを浪1る。 <床 面>ほぼ平坦であり、土は締まっ
ている。只占床は認められない。 <カ マド>検出されていないが、調査区外に設置されていた可能性もある。
<柱穴>遺構内に 3基検出されている。他に、遺構外に東壁と南壁沿いにそれぞれ 2基の柱穴がみられ、前

述の 3基 とあわせて、住居に関係がある柱穴と考えられる。 <出 土遺物>(第 210図・写真図版281)埋土

及び床面から個体数で土師器奏 2点 (39・ 40)が出土している。 <時 期>奈良時代。

RA211竪 穴住居跡 (第32図・写真図版17)
<位置 。重複関係>調査区西側の 2-B10f区 に位置し、Ⅳ層面から確認された。本遺構の重複関係は、遺

構の切合や出土遺物から、R G241と R D821よ り古い。 <規 模・平面形・方向>平面形は隅丸方形を呈す
る。規模は、確認できる範囲で3.7× 3.45mで床面積は約10.5ドである。主軸方向は、N-55° 一Wである。

<埋土>R D821と の切合により明確にはわからない。壁際の残された部分については、掲色土を主体にし

た 1層からなる。下層ほど黒色上の混じる割合が多くなる。 <壁 >床面からほぼ垂直に立ち上がる。各壁

中央部の残存値は、北壁27cm、 東壁28cm、 南壁25cm、 西壁23cmを測る。壁溝はない。 <床 面>R D821が

床面よりも深く掘り込まれているので、中心部分についてははっきりしない。壁近くは褐色土で、堅く締ま

っている。貼床は認められない。 <カ マド>住居北東の壁中央に設置されている。R D821と の切合のた
め袖の一部が削られているので、全体は明確にならないが、大凡の規模は95× 55cmである。袖部は地山層を

削りだして造られ、芯材の使用は認められない。燃焼部は、50× 40cmの楕円形、層厚 5～ 7 cmの焼土を形成

し、切 り合う土坑との境目にある。煙道部の長さは1.5m、 やや下り勾配で煙出部に続く。煙出部は径45×
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A― B・ D― C
l,10YR2/3黒褐色砂質土 炭化物(暗桐色土、翻色土を合む。酸化銭が混じる。

と と・ 121■00m
当

0     1:00   1m

0   1 1 30  Mlcn

E一 F・ C―■・―J・ K―L
ユ,10YR3/1黒褐色土 魔化物、禍色土ブロックを含む

`240Y硝/4にぶい黄褐色土 1黄褐色土ブロツタ、暗褐魯
土を含む。
&5YR2/2極 赤暗褐色土 焼とブロック、炭化物を含む。

5翻 継 色土 対ヒ物、絶 上プロックをなむ。
a観476赤褐色焼土。

第30図  RA2o9竪穴住居跡

崖 L・ 1れ100m
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A
_BAイ

北_Ы9u

北―B2∝

A― B
l10YR2/2黒褐色土 炭化物、暗褐色土を含む。
2 10YR2/3黒褐色土 炭化物、暗褐色上を含む。
3 10YR2/1黒色土 多量の炭を含む。

0     1:∞    lm

第31図  RA210竪穴住居跡

43cm(開 口部)、 深さ56cmの 円形に掘 り込まれている。 <柱 穴>4基検出された。直径は20～ 25cm、 深さ

は40～ 50cmであ り、東西南北のコーナー付近にある。位置からみて、住居に関係するものである。

<出土遺物>(第 278図・写真図版281。 282)埋土中及び床面から個体数にして土師器郭 3点、養 6点、九

底の手ずくね土器 1点、高郭とみられるもの 1点、自然・磨石 1点、球 1点、磁器皿 1点が出土している。

埋土中のものはR G241と R D821の遺物とも考えられる。このうち、41・ 42。 43・ 44の郭と46・ 48の奏はカ

マド北側コーナーの土坑とその近くから、ほぼ完形の状態で出土した。こうした状況はR A206・ 207におい

ても観察されている。また、46は48の中に入れられ、 2点とも上向きで出土した。

<時代>奈良時代。

RA219竪 穴住居跡 (第33・ 34図・写真図版18)
<位置 。重複関係>調査区西側 3-D3x区 に位置し、Ⅳ層で確認された。遺構の重複はない。 <規 模・

平面形・方向>規模は5,8× 6.2mで床面積31.0だ。平面形は隅丸方形を呈する。主軸方向は、N-80° 一W

である。 <埋 土>1～ 3 cmの小礫の混じった褐色土を含む黒褐色土を主体にした 2層で構成される。その

中に、近世の攪乱や耕作土が混じる。 <床 面>ほぼ全面に貼床があり、平坦で締まりがある。近世の建物

跡を構成する柱穴や小礫が散らばっている状態である。土師器片等はカマド付近にあるが、北西コーナーに

粘土塊を含む廃棄焼土がみられる。 <壁 >床面からほぼ垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁

20cm、 東壁 16c14、 南壁 18cln、 西壁15cmを測る。壁溝は検出されなかった。 <カ マ ド>住居西壁中央部に位

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

720 24× 23 187

72ユ 26X23 208

722 23X22 109

723 25× 24

724 23× 22 29И

725 24× 22 202

726 26X24 403
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A― B'C― D
l10YR4/43色土 粘性、締まりやや有り。10YR2/2黒色土ごく微量含む。

七 _Bψh

4

0     1:60    1m

戸二L‐ 1211800m 4

E― F・ G― ■

1 10YR2/1黒色土 粘性、締まり有り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。
2 10YR4/43色土 粘性、締まり有り。崩落土か P
3 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。5YR5/8明 赤
褐色焼土プロックごく微量含む。

4 10YR3た暗褐色土 粘性やや有り。締まりなし。5YR5/8明 赤
褐色焼土プロックごく微量含む。

5 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まりなし。5YR5/8明 赤褐色
焼土プロック東側に微量、10YR2/1黒色土ごく微量含む。
6 10YR2/1黒色土粘性有り。締まりなし。炭化物ごく微量含む。

0   1:311  50cm

I― J

l10YR2/1黒色土 粘性、締まり有 り。
2 10YR3/4暗褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
5YR5/8明 赤褐色焼土プロックごく微量含む。
3 5YR5/8明赤褐色焼土 粘性、締まりやや有り。
4 10YR4/31こ ぶい責褐色土 粘性、締まり有り。
内側に5YR5/8明 赤褐色焼土をごく微量含む。

第32図 RA211竪穴住居跡

柱欠番 径 (cm) 深さ (cmi 備 考

24× 20

27× 20

38X311

24× 21
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■3-D2w

ド生_L=12191111m も

A一 B,C― D
l10YR2/3黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。
小礫ごく微量含む。
2 10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まり有 り。
10Ⅵも/6褐色砂質土径1～3cmeの小礫ごく微量含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
10YR5/6褐色砂質土プロックごく微畳含む。
■10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
10YR3/3暗褐色土ごく微量含む。
5 10YR4/1褐灰土 ごく微量含む。
6 10YR4/43色土 粘性なし。締まりやや有 り。
10YRν 3暗褐色土ごく微量含む。

第33図 RA219竪穴住居跡(1)

胆 L=121ttm Щ

M一 N
l10YR2/3黒褐色土 粘性。締まり有り。
10YR5/6黄褐砂質土プロックごく微量含む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性、締まり有り。

0   1:60  1m

4■穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

46 31X30 189

58

62 30× 25 3116

73 27 X ttЮ 360

77 44X37 盟 7
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二_L‐121800m

ュ_L‐ 121削 Om

E― F G― H・ I― J
l10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。炭化物ごく微量含む。

2 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。
締まり有 り。25YR5/8明赤褐焼土プロック、
炭化物ごく微量含む。
3 10YRν3黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR4/6褐色砂質土ごく微量含む。
4 10YR2/3黒 掲色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3/6暗 赤褐焼土ごく微量含む。
径 lcm大 の小レキ複数含む。
5 10YR3/3暗 褐色土 粘性、締まりなし。
62研 RV6赤褐焼土 粘性、締まりやや有り。
10YR2/2黒褐色土、炭化物ごく微量含む。
7Z5YR4/6赤褐焼土 粘性なし。締まり有り。

8 25YR3/6暗赤褐焼土 粘性なし。締まりなし。径
1～ 3cm大 の小礫含む。
9 10YR5/6黄 褐粘± 10YR3/3暗褐色上を微量含む。
粘性、締まりやや有り。

10111Y尉76黄褐砂質土 粘性やや有 り。締まり有り。
11 10YR3/4暗褐砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
径 1～ 2cm大 の小礫多量含む。

「
IC L‐ 12180m

0   1:30  mcm

K― L
l10YR4/4褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
25YR4/6赤 褐焼上、炭化物ごく微量含む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
10YR4/6褐色砂質土ごく微量含む。
粘±10YR8/4～8/6粘性、締まりきわめて有 り。

第34図  RA219竪穴住居跡(2)

置し、本体の規模は50× 90cmである。燃焼部は直径45cm、 層厚 5 cm、 床面に暗赤褐色焼土が形成されている。

袖部は小礫を含む黄褐色砂質土と暗褐色砂質上の混合土からなる。土師器片はみられるが、芯材であるとは

断言できない。煙道部は、制 り貫き式で長さは1.lm、 緩やかな下り勾配で煙出に続く。中程に焼土プロッ

クを含むが、側壁の焼成変化は目立たない。煙出の部分は深さ30cm程掘り込まれており、微量ながら災化物

や明褐色の焼土ブロックが認められる。 <柱 穴>住居にかかわる柱穴が 4基検出された。 <ピ ット>1

基検出された。 1号土抗は東側に位置している。焼土や土器は認められない。また北側のコーナー部分には

焼土が廃棄してあった。焼土の下に浅黄橙と責橙の粘土が 2ケ所に埋められている。 <出 土遺物 >(第

279図 。写真図版282)坦土中及び床面から個体数で土師器郭 6点、奏 8点、混入したと考えられる須恵器奏

小破片 2点が出土した。52と 53の発はカマド両袖付近にあるが、芯材であったかどうかは不明である。49と

50の郭は、カマド左袖外側から破片で出土した。 <時 代 >遺物から奈良時代の可能性がある。
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A
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区

外

塩 31

柱穴番 1径 (cm) 深さ (cm) 備 考

2571 46X44 214

2572 26X26

2573 42X46 238

2574 30× 32 2■ 1

注 L‐ 1209011m

A―B
1 10YR3/2黒 褐色土 水酸化鉄斑有 り。
粘性やや有 り。締まっている。

Ⅱ 75YR5/6明 褐色土 床上。
■ 10YR2/1黒色土 粘性やや有 り。締まっている。

1 10YR2/2黒 褐色土 水酸化鉄斑有 り。
炭粒ごく微量含む。粘性・締まりやや有り。

2 10YR2ρ黒褐色土 地山ブロック混。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR2/1黒色土 粘性・締まりやや有り。
4 10YR2/1黒色土 粘性 締まりやや有り。

5 10YR3/3暗褐色土 褐色土混入。
粘性・締まりやや有り。

6 10YR3/2黒褐色土 褐色土混入。
粘性・締まりやや有り。

上10YR4/4tB色土 黒褐色土・暗褐色土など混 じる。
粘性やや有り。締まっている。

第35図 RA223竪穴住居跡(1)
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RA223竪 穴住居跡 (第35・ 36図・写真図版19)
<位置・重複関係 >遺跡中央やや南側の 4Blfグ リッドに位置している。 R D 710。 711・ 732と 重複して

おりいずれも本住居跡のほうが古い。 <規 模・平面形・方向>北西壁一南東壁で6.5mを測る。平面形は

隅丸方形を基調とすると思われ、床面積は37.9♂ と推定した。住居の主軸方向はN-56° 一Wである。

<埋土>黒褐色土と黒色土を主体とし自然堆積の様相を呈する。 <壁 >各壁とも約20c14前後残存しており

床面から外傾して立ち上がっている。北西壁際及び南西壁際には壁溝が掘られていた。 <床 面 >全面を貼

床とし硬く締まっている。 <カマド>北西壁のほぼ中央に構築されている。燃焼部の幅は約40cmと 見られ、

埋土には焼土粒や炭粒が含まれていた。袖部と焚口には自然礫を芯材に使用しこれを褐色土で覆っている。

燃焼部は到 り貫き式であったと思われ、燃焼部から煙出し下部へは最大 9 cmの傾斜で掘り下げている。

<柱穴>4基の柱穴を検出したが、本住居に伴わないものも含んでいる可能性がある。 <出 土遺物>(第

280図・写真図版282・ 283)埋土及び床面からは個体数にして上師器郭 1点、発類 4点、長胴扁平土器 1点

の出土があった。奏56は煙道部の埋土からの出土である。57の長胴扁平土器はカマド南西脇の床から袖部に

かけて、その場で潰れて床にめり込んだ状態でみつかった。 <時 期>奈良時代。

岸_L=彰n3110m

0   1:30  511cm

C―d

l10Y彪 /3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。焼土粒徴量含む。
2 25YR4/6赤 褐色焼土 粘性・締まりを欠く。
&10YR4ん褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。袖部。
4 10YR4/6粘性やや有り。締まり有り。地山プロック少量含む。
5 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。褐色土プロック少量含む。

a― b・ ef
l10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
地山ブロック少量含む。

2 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
地山ブロック少量含む。

3 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
地山プロック少量含む。

4 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック多量含む。

5 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
焼土粒微量含む。
6 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
焼土・炭粒微量含む。
7 10YR4/4褐 色土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色土との混合土。

8 10YR4/4褐 色土 粘性・締まりやや有り。
9 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
地山プロック多量含む。

10 10YR4/4褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
黒褐色土 暗褐色土との混含土。貼 り床。
11砂層

第36図  RA223竪穴住居跡(2)

ドととし
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RA225竪 穴住居跡 (第37図・写真図版20)

<位置・重複関係>遺跡の東側、 2C4nグ リッドに位置する。 <規 模・平面形・方向>隅丸方形のプラ
ンで東壁一西壁が3.5m、 北壁一南壁で3.4mを 測る。床面積は約9.7ドで、主軸方向はN-88° 一Eである。

<坦土>黒褐色土及び褐色土を主体とし、自然堆積の様相を呈する。 <壁 >各壁中央部での残存値は東壁
9 cm、 南壁10cm、 西壁15cm、 北壁 8 cmしかなく残りは悪い。 <床 面>全面を貼床とし平坦につくられてい

③ μ

A

0   1:ω   lm

RA225カ マ ド
1 10YR3/2黒 褐色土 地山ブロック少量含む。
粘性やや有り。締まっている。
2 10YR4/6S色 土 粘性やや有り。締まっている。
3激Ⅳ離 /跡褐色焼土 粒状に堆積。粘性弱。
締まりやや有 り。

4 10YR3/4暗 褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

5 10YR4/43色 土 地山プロック主体。
そのすき間に暗褐色土。粘性弱。締まりやや有り。
6 10YR4/43色 土 粘性・締まりやや有り。
7 10YR2/3黒 褐色土 地山プロック混。
粘性・締まりやや有 り。

8 10YR3/3暗 福色土 焼土粒・炭粒を含む。
粘性やや有り。締まりやや有 り。

1 10YR2/3黒褐色土 水酸化鉄斑有り。
粘性 ,締 まりやや有り。
2 10YR4/43色土 地山プロック微量。炭粒含む。
粘性やや有り。締まっている。

3 10YR3/2暗掲色土 地山プロック少量含む。
粘性やや有り。締っている。

ドL_し
‐120300m

■10YR5/6責褐色土 黒褐色土プロック少量含む。
粘性やや有り。締まっている。

5 10YR4/40色上 黒褐色土プロック少量含む。
粘性やや有り。締まっている。 (貼床)

9 26YR4/6赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
10 10YR2/3黒褐色土 焼土 プロック含。
粘性・締まりやや有り。

11 10YR2/3黒褐色土 地山プロック混。
粘性やや有り。締まっている。 (貼床)

第37図  RA225竪穴住居跡
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る。 <カ マド>東壁のほぼ中央に構築されており、燃焼部と煙道が残っている。燃焼部の左右の側壁は、
地山をそのまま削り残してつくられていて芯材はない。天丼部は崩落して残っていなかった。燃焼部底面に

は焼面の形成が顕著に認められ、そのほぼ中央には支脚に使われたとみられる自然礫が据えられていた。ま

た右側壁の外狽1に も焼土の広がりがみられる。煙道部は割 り貫き式で天丼部は崩落している。燃焼部から煙

出し下部には約1lcmの傾斜で下がっている。 <柱 穴>1基のみ検出された。 <そ の他>主軸方向が他の

奈良時代の住居とは異なっている。 <出 土遺物>(第281図・写真図版284)埋土及び床面から土師器奏
類 4点 (その内長胴養 2点)が出土している。土師器郭は出土しなかった。カマド南側壁付近床面から奏

58・ 60が倒れた状態で出土した。591よ南西側の床面から出土した。 <時 期>奈良時代。

RA226竪 穴住居跡 (第38図・写真図版21)
<位置・重複関係>遺跡の東側、 2C6bグ リッドに位置している。R GO娼と重複し本住居のほうが古い。
<規模・平面形・方向>東壁―西壁で2.7mを 測るが、東側はR G045に切られ、南側は調査区外へと延びて

いるため詳細は不明である。平面形は隅九方形もしくは隅丸長方形を呈すると思われる。 <埋 土>堆積土
は地山ブロックを不規則に含んでおり、人為堆積の可能性が考えられる。 <壁 >西壁はやや段をもって立

ち上がっている。表土から床面までの断面図を作成したが、壁の立ち上がりはⅢ層とⅣ層の境までしか捉え

られなかった。 <床 面>貼床を施し、概ね平坦につくられている。 <カ マド>調査区内では検出されな
かった。 <柱 穴>1基検出されている。 <そ の他>北西側に隣接するR A245と は時期的にも近いよう
な印象をもつ。 <出 土遺物>無し。 <時 期>R G043よ り古いということ、そして周辺で検出されてい

る他の遺構の状況から奈良・平安時代の遺構と思われる。

RA245竪 穴住居跡 (第38図 。写真図版21)
<位置・重複関係>遺跡の東側、 2C6aグ リッドに位置している。 <規 模・平面形>本住居の西側は調
査区外へ延びている。北壁―南壁では3.4mを測り、平面形は隅九方形か隅九長方形と推測される。 <埋
土>堆積土は 6層 に分けられ自然堆積の様相を呈する。 <壁 >北壁で42cm、 南壁で50cmを測る。表土から

床面までの埋土断面図を作成したが、壁の立ち上がりはⅢ層とⅣ層の境までしか確認できなかった。 <床

面>平坦で締まっている。貼床はみられなかった。 <カ マド>カマドが構築されていたかは不明である。
<柱穴>1基検出されたが、本住居に伴うか不明である。 <そ の他>南東側に隣接するR A226と は時期
的に近いのではないかという印象をもつ。 <出 土遺物>奈良時代の上師器奏片が 1点出土している。
<時期>周辺で検出されている他の遺構の状況から奈良・平安時代と思われる。

RA230竪 穴住居跡 (第39。 40図・写真図版22)
<位置 。重複関係>本遺跡のほぼ中央、 2A12uグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北西
壁―南東壁4.lm、 北東壁一南西壁で3.9mを測り平面形は概ね方形である。床面積は約12.6♂、住居の主軸

方向はS-13° 一Eと なる。 <埋 土>堆積土は12層 に分かれるが何れも自然の流入によるものである。
<壁 >残存する壁高は南東壁35cm、 北西壁22cm、 北東壁26cm、 南西壁30cmほ どあり、カマド部分を除き壁溝

が巡っている。 <床 面>平坦で全面貼床としている。 <カ マド>南東壁の西側に設置されており、燃焼
部と煙道部からなる。袖部は地山を削りだして構築されており、袖部内壁は火熱により赤変している。焚口

付近から46× 35cmの範囲も底面が焼けている。煙道部は制り貫き式で燃焼部からやや下がり気味に掘られ、

煙出し下部で若干立ち上がっている。 <柱 穴>床面にて 5基の柱穴を検出した。 <そ の他>床面にて焼
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RA245
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
I.75YR5/8明褐色土 粘性弱。締まり強 (床土)。
■ 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
Ⅳ 10YR4/43色土 粘性弱。締まりやや有り。

七
“
c

1 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
2 111YR3/2黒褐色土 地山ブロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
4(2層 と同じ)
5 10YR2/3暗黒褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

6 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。

第38図  RA226 245竪穴住居跡

RA226
1.10yR3/2黒 褐色土 ガヽ礫少量含む。粘性弱。
締まりやや有り。

Ⅱ.5Y融/8赤褐色土 床土 粘性弱。
締まっている。

Ⅱ。10YR2/3黒褐色土 小礫ごく微量含む。
粘性やや有り。締まっている。

1 10YR3/1黒掲色土 地山プロック多量含む。
粘性やや有 り。締まりやや有 り。

2 10YR3/2黒褐色土 地山プロックごく微量含む。
粘性やや有り。締まりやや有り。

3 10YR2/1黒色土 粘性有 り。締まりやや有り。
4 10YR3/3暗褐色土 地山プロック微量含む。
粘性・締まりやや有り。 (貼床)

5 10YR4/2灰黄褐色土 黒褐色土や褐色上も混じる。
粘性・締まりやや有り。 (貼床)

0     1:611   lm

一

柱穴香 径 (cm) 案さ (cln) 備考

876 28X30

柱穴番 径 (cm) 架さ(cm) 備考

888 35X30
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@       Oa

9鯛

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm〕 備考

863 ″ X21 Zl

864 20X19

865 20X23 377

866 19X22 284

867 33X18 も る

0    1:60   1m

A弔・Cつ
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2 10YR3/3暗 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
水酸化鉄斑有 り。
3 10YR3/4暗 掲色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック少量含む。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
焼土プロックごく微量含む。
5 10YR4/43色 土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色土との混合上。

RA23Clカ マ ド

農 L‐ 120 31Xlm

世生L‐ 120300m

6 ЮYR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
7 10YR3た暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
8 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。褐色土ブロック少量含む。
9 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
10 10YR4/43色 砂質土 粘性を欠く。
締まりやや有り。

H10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。地山プロック少量含む。

12 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
13 10YR4/4褐色砂質土 粘性を欠く。
締まりやや有り。
14 10YR4/6褐色土 粘性を欠く。
締まり有り。黒褐色土ブロック含む。貼 り床。
※貼り床を下げると、一部礫層が見える。

崖 L=12031111m

卜 と
‐120300m

引

れ

第39図  RA230竪穴住居跡(1)
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EF G―H tt K且
1 10YR3/4暗 褐色砂質土 粘性を欠 く。
締まりやや有 り。

2 10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有 り。
3 10YR3/4暗 褐色土 粘性 締まりやや有 り。
410Y地 /3黒褐色土 粘性 締まりやや有 り。
5 10YR2カ 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
6 10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有 り。
地山ブロック含む。

7 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
焼土粒微量含む。

離
L=120100m

焼土 配 1   焼土 血 2

ヽ  甘

M―N
l10YR3れ 暗褐色焼土 粘性を欠く。
締まりやや有 り。

褐色上ブロック、焼土粒、炭少量含む。河原石含む。

2 75YR3/4暗 褐色焼土 粘性なし。締まりを欠く。
焼土粒 炭多量含む (二次堆積 )。 床面に礫含む。

8「ol R3お 明赤褐色焼土 粘性を欠く。締まりやや有 り。
9 10YR4/4褐 色土 粘性 締まりやや有 り。
黒褐色土との混合土。

10 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック少量含む。

■ 5YR4/6赤 褐色焼土 粘性を欠 く。締まり有 り。
12 5YR3/2暗赤褐色焼土 粘性を欠 く。締まり有 り。
暗褐色土との混合土。

13 5YR3独暗赤褐色焼土 粘性を欠 く。
締まりやや有 り。礫微量含む。

ェ L‐
pαЮOm    蛸
焼土 No 3

0‐P
l10YR4/6褐 色焼土 粘性なし。締まりを欠く。赤
褐色焼土粒 (5YR4/8)多 量含む (二次堆積 )

14 5YR3/6暗赤褐色焼土 粘性を欠 く。締まりやや有 り。
暗褐色土 (75YR3/4)多量・炭少量含む。
15 10YR5/6黄褐色砂質土 粘性な し。締まり有 り。黒
褐色上で汚れている。

16 10YR4/4褐色土 粘性・締まりやや有 り。
袖上部に木根痕有 り。

17 10YR4//6褐色土 粘性を欠 く。締まり有 り。袖部。
18 5YR3/4暗褐色焼土 粘性を欠 く。
締 まりやや有 り。礫微量含む。

洋二 L‐ 120300m

Q―R
l10YR3/4暗褐色焼土 粘性なし。締まりを欠く。
焼土粒多量含む (焼土二次堆積)。
2 75YR4/6褐 色焼土 粘性なし。締まりを欠く。
明赤褐色焼土粒 (5YR5海)大量に含む (焼土二次堆積)。
炭微量含む (断面にはあらわれない)。

4

単 L‐ 120300m

S■

1 10YR3/4暗褐色焼土 粘性 締まりを欠く。
褐色土プロック、焼土粒少量含む。床面に礫含む。

0      1 :30    50cm

第40図  RA230竪 穴住居跡(2)

面を5基確認した。住居焼失による焼土ではない。性格を示せるような資料を伴わないが何らかの屋内作業

によるものと考えたい。 <出 土遺物>(第 281・ 282図 。写真図版284。 285)埋土及び床面から出土した個

体数は郭 2点、長胴奏 6点、球胴奏 1点、奏 1点である。掲載した遺物は本住居に伴っていると判断したも

のである。郭61は住居北側の床面から、球胴奏68も 床に置かれた正位の状態で口縁部付近が潰れて出土した。

長胴奏641よ焚日付近で横倒しになっていた。63・ 66・ 67の奏はカマド燃焼部付近から、65の甕は南東壁際の

床面から出上した。 <時 期>奈良時代。

RA231竪 穴住居跡 (第41図 。写真図版23)

<位置・重複関係>遺跡のほぼ中央、 2B3cグ リッドに位置している。 <規 模・平面形 。方向>北西

壁―南東壁2.4m、 北東壁―南西壁2.6mを測る。平面形は隅九方形を呈し床面積は約5,4♂である。主軸方向

はS-42° 一Eと なる。 <埋 土 >自然堆積の様相を呈し、暗褐色上の中に地山ブロックや炭粒をごく微量

含んでいる。 <壁 >残 りは良くない。南東壁 6 cm、 南西壁10cm、 北西壁 4 cm、 北東壁12cm程残存し、壁溝

はない。 <床 面>全面を貼床とし平坦に構築されている。 <カ マ ド>南東壁の東隅に設置されていた。

燃焼部と煙道部からなり、残りは悪い。袖部は褐色土と暗褐色土によって構築されており、支脚には自然礫

を用いている。焚口から70× 35cmの範囲の底面が焼けていて袖部下面も火熱により赤変している。煙道部は

到 り貫き式であったようで燃焼部からやや下がり気味に掘られ、煙出し下部は柱穴状に一段掘り下がる。

<柱穴>南側壁近くから1基検出されている。 <その他 >土師器などとともに河原石が床面近 くから出土

している。 <出 土遺物>(第283。 342図・写真図版285。 286。 328)埋土及び床面から個体数にして土師
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0     1:60   1m

崖 L‐ 120400m

ド生し‐120 41Xlm

RA231カ マ ド (割 り貫き式)
1 10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性なし。
締まりやや有り。

掲色土 (10YR4/41プ ロック多量含む。

(南側では断面にはみえない焼土粒・炭少量含)
2 10YR3/3～ 3/4暗褐色土 粘性弱。締まりやや弱。
部分的に焼土粒・黒褐色土ブロック微量含む。

北側では褐色土 (10YR4/6)プ ロック少量含む。
3 75YR3/4暗褐色土 粘性やや有り。
締まりやや弱。焼土粒多量含む。
4 10YR3/4暗 褐色土 粘性やや有り。
締まりやや有 り。
510Y財 4褐色土 (砂質)粘性なし。締まり有り。
部分的に黒褐色上でよごれている。 (Ⅳ層相当土)
6 10YR4/60色 土 (砂質)粘性なし。
締まり有 り (プロック状のものか ?)

も醜d

RA231 カマド

カマド

名 洋_L‐ 120翠Юm

7 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりやや弱。
褐色土 (10YR4/41プロック含。
(上部に断面にみえないが焼土粒少量・炭合)
3 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりやや弱。
褐色プロック含む。
9 10YR4/43色 土 粘性なし。締まり有 り。
黒褐色上でよごれている。
10 10YRプ4暗褐色土 粘性やや弱。締まりやや有り。
褐色上がしみ状に混入。
■ 75YR4/6褐 色土 粘性なし。締まりやや有 り。
焼土粒少量含む。黒掲色上でよごれている。
12 75YR3/3～ 3/4暗褐色土 粘性やや弱。
締まりやや弱。焼土粒少量含む。
13 75YR5//6～ 5/8明褐色焼土 かたく締まっている。
14 5YR5/8明 赤掲色焼土 締まっている。

第41図  RA231竪穴住居跡

〆二L‐ 120200m

£_L‐ 14200m

RA231
1 10YR3/3 暗褐色土 地山プロック極少粒・炭粒をごく微量含む。
粘性やや有り。締まっている。
2 10YR3/3 暗褐色土 粘性 締まりやや有り。
3 10YR3/4 暗褐色土 粘性・締まりやや有 り。
4 10YR3/3 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック多量に含む (貼床 ?)

農 L‐ 120nOmテ聟 4

■

柱穴番 径 (cm) 果さ (cm) 備考

790 34X32

甲

0   1:30  50cm

155Ⅵむれ暗赤褐色焼土 かたく締まる。
黒褐色上でよごれている。

16 5YR3/4暗 赤褐色焼土 締まりやや有り。
黒褐色上でよごれている。

17 5YR3/4暗 赤褐色焼土 砂っぽい。
1&10YR3/4暗 褐色土 粘性やや尋母。締まりやや有 り。
炭・焼土粒少量含む。
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器郭 4点、長胴甕 4点、球胴甕 3点、土製紡錘車 1点 (614)、 近世陶器碗 1点が出土している。72の奏は南

西袖部脇から出土し、その隣の床面には郭70がみられた。74の球胴甕と郭691よゴヒ壁近くの床面から潰れた状

態で出土した。土製紡錘車は住居のほぼ中央の床面近くから出土した。 <時 期 >奈良時代。

RA233竪 穴住居跡 (第42図・写真図版24)

<位置 。重複関係>遺跡南端付近 4C6xグ リッドに位置する。 <規 模・平面形・方向>検出面での規模

は北西壁4.2m、 北東壁3.5m、 南東壁4.2m、 南西壁3.9mで平面形は隅丸方形を呈する。床面積は約 15。3♂、

主軸方向はN-46° 一Wである。 <埋 土>黒褐色土を主体としつつも、暗褐色土・黒褐色土と褐色土の混

合土などで構成される部分なども見られ、一部埋め戻しているのではないかと思われる。 <壁 >壁溝はな

かった。各壁中央部の壁の高さは残存値で北西壁34cm、 北東壁22cm、 南東壁30cm、 南西壁26cmである。北東

壁では床面から垂直気味に壁が立ち上がっている。 <床 面>全面を貼床とし、平坦で締まっている。

<カ マド>北西壁に造られている。袖部は地山を生かして構築され、埋土の 2層は崩落した天丼部分と思わ

れる。燃焼部には50× 40cmの焼土の広がりがみられた。煙道部は掘り込み式か到 り貫き式か不明であるが、

約 8° の傾斜で煙出し部に下る。 <柱 穴>床面及び貼床を除去して探したが検出されていない。 <出 土

遺物>(第283・ 284・ 342図・写真図版286・ 328)埋土及び床面から個体数で土師器郭 6点、高郭 1点、奏

2点、羽口 1点、紡錘車 (651)1点が出土している。79の郭はカマドの右側床面で出土した。

<時期>奈良時代。

RA234竪 穴住居跡 (第43・ 44図・写真図版26)

<位置・重複関係>遺跡の南端付近 4C10rグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北西壁―

南東壁が7.7m、 北東壁―南西壁で7.6mを測る。本遺構西側の一部は調査区外へ延びているが平面形は隅九

方形に近いものと思われる。床面積は約48.5ポ と推測され、主軸方向はN-30° 一Wである。 <埋 土>堆

積土は 8層 に分けられ概ね人為堆積の様相を呈する。 2層 には焼土・炭粒が多量に含まれており、さらに床

面からは炭化材と焼土の広がりが検出されていることから、本遺構は焼失した住居跡と考えられる。但し使

用時の火災か廃絶後のものかまでは解らなかった。 <壁 >南東壁隅付近には壁溝がみられた。各壁中央で

の壁溝の残存値は北西壁21cm、 北東壁23cm、 南東壁24cm、 南西壁36cmで直線的に外傾している。

<床面>全面を貼床とし硬く締まっている。また、間仕切りと思われる幅15cm前後の溝が北東壁側では 2条、

同じく南西壁側ではこコ字条に延びているのを検出した。 <カ マド>北東壁のほぼ中央に 2基並んで検出

され、西側が古く東側のカマ ドにつくりかえている。新しい東側のカマ ドでは袖部の芯材として土師器奏と

河原石を使いそれを褐色上で覆って構築している。煙道部は到り貫き式で燃焼部から煙出し部下部へ約14°

の傾斜で下る。古いほうの西側カマドは残存状況が悪い。袖部は東側のみが遺存し、新しいカマドの西側袖

部として使われている。煙道部は燃焼部から煙出し部下部へ 4° の傾斜で下がっている。 <柱 穴>6基の

柱穴を検出したが、本遺構に伴わないものも含んでいると思われる。 <ピ ット>北東壁及び南東壁西側か

ら各 1基のピットを検出した。ともに壁際から外側へ張り出すようにつくられている。本住居と同様埋土に

焼土や炭粒を多く含んでいたため、住居に伴う施設といえると思う。但しその性格については判然としない。

<その他 >床面から出上した炭化材はクリ材で老木と思われるとの鑑定であった。 <出 土遺物 >(第

284・ 285。 342図・写真図版286・ 287・ 328)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 3点、長胴奏 5点、球胴

甕 1点、土製紡錘車 2点 (616)、 縄文土器の台付鉢 1点が出土した。84の長胴奏はカマドの芯材に用いられ

ていたものである。83の長胴奏はカマ ド東脇床面から大きく二つに分かれた状態で出土した。87・ 86は同一
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占 L‐ 1211ttOm

AB・ Cつ
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
3 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
4 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
5 10YR4/43色 土 粘性・締まりやや有り。
6 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
7 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。

件 L i 12031111m

地山プロック大量に含む。

地山ブロック少量含む。

地山プロック少量含む。

0   1:60  1m

8 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック少量含む。
9 10YR4/43色 土 粘性を欠く。締まりやや有 り。
10 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック少量含む。
11 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山プロック少量含む。
12 10YRr。 /6黄褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。黒褐色土・暗褐色土との混合土。
貼り床。

れ

ド_ι
‐120300m 刹

0     1:30    50crn

第42図  RA233竪穴住居跡

ab・ c‐d

l10YR3/2黒 褐色土 締まり'粘性やや有 り。地山プロック微量含む。
2 10yR4/4掲 色土 締まり'粘性やや有 り。地山ブロック微量含む。
3 10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりを欠く。焼土粒多量含む。
4 10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有 り。焼土粒多量・炭粒含む。
5 10YR5/8赤 色焼止 粘性を欠く。締まり有 り。
6 ЮYR3/4暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
7 10YR4/6褐 色土 粘性を欠く。締まりやや有り。地山ブロック含む。
8 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山ブロック多量含む。
9 10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有 り。黒褐色土との混合土。
ll1 10Y影/3黒褐色土 粘性 締まりやや有 り。地山プロック大量に合む。
11ユ OYR3/4暗褐色上 粘性やや有 り。締まり有 り。地山プロック含む。
12 10YRν鍍 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
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柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

00X45

1552 45X42 357

1558 34X30

1554 25× 25 237

1555 71X61

盈2  Qさ

⑬ X554 ひぐ

ぐ醒笏盈5抄

く
甥ヾ

87

篭箭

0   1:611  im

―

第43図  RA234竪穴住居跡(1)
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憚二L=1203110m

RA234
1 10YR2/3黒褐色土 地山プロック多量に合む。粘性・締まりやや有り。
2 10YR2/3黒褐色土地山ブロック炭化材・焼土粒など多量に含む。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
4 10YR4/4褐色土 粘性・締まりやや有り。
53層 と同じ

件  L‐ 120200m

RA234カマ ドょb・ cd
l10YR3/3暗 褐色土 焼土プロック多量。
炭粒微量含む。粘性やや有り6締 まり弱。
2 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
3 10YR2/1黒 色土 庚化材多量に含む。粘性弱。
締まりやや有り。

4 10YR4/4褐 色土・黒褐色土との混土。粘性やや有 り。
締まっている。 (貼 り床)
5 10YR2/3黒 禍色土 粘性・締まりやや有り。
6 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
7 10YR4/4褐 色土 粘性弱。締まりやや有り。
8 10YR2/3黒 褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

6 25YR4/8赤 褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
7 75YR3/1灰 自色粘土 粘性有り。締まっている。
8 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り
9 10YR3/3暗褐色土 地山プロック多量に含む。粘性やや有り。
締まっている。 (貼 り床)

ド_L‐ 120200m

9 10YR5/6黄 褐色土 地山プロック焼土粒含む。
粘性弱。締まっている。

10 10YR5/6黄 褐色土 地山プロック大量に含む。
粘性やや有り。締まっている。

1110Y融/6褐色土 地山プロック焼土粒含む。
粘性やや有り。締まっている。 0占 り床 -1)
12 10YR3/3暗褐色土 地山プロック多量に含む。
粘性やや有 り。締まっている。頓占床 -2)
※トンネルか否か不明。袖に土師や礫が入っている

から土はもってきたもの

0   1:611  lm

憚_Li12儀 3CKlm

RA234カ マ ド苗
1 10YR3/3暗 褐色上 焼土・炭粒含む。
粘性・締まりやや有 り。
2 10YR5/6黄 掲色土 焼土粒含む。粘性弱。
締まっている。
3 10YR3浴暗掲色土 炭粒多量に含む。
粘性 締まりやや有り。
4 10YR3/4暗 褐色土 焼土・炭粒含む。
粘性・締まりやや有り。
5 10YR3/4暗 褐色土 焼土を多量に含む。粘性弱。
締まりやや有り。
6 10YR5/6黄 褐色砂質土 粘性弱。締まっている。

7 10YR3/4暗 褐色土 炭粒含む。
粘性・締まりやや有り。

8 10YR3/3暗 褐色土 炭粒含む。
粘性・締まりやや有り。

9 ЮYR4/40色 土 粘性・締まり有り。
10 10YR2/3黒褐色土 焼土粒含む。粘性やや有り。
締まりやや有り。

4 111YR5/6黄掲色上 粘性やや有り。締まっている。
1210層 と同じ
※ 煙適はトンネルだったのか落ちている。

第44図  RA234竪穴住居跡(2)
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個体と思われカマド西脇の床面から出土した。 <時 期>奈良時代。

RA235竪 穴住居跡 (第45図・写真図版27)
<位置 。重複関係 >本遺跡の南東端付近、 4 Cllwグ リッドに位置する。 <規 模・平面形・方向>北西
壁一南東壁で6.Om、 北東壁―南西壁で5.6mの隅丸方形を呈す。床面積は約30.2ぽ、主軸方向はN-35° 一

Wである。 <埋 土>黒褐色土を主体とし、部分的に炭粒 (ス スキ類)がみられる。壁際には黒褐色土と黄

褐色上の混合土が堆積している。自然堆積であると思われる。 <壁 >褐色シルトを掘り込んで構築してい

る。各壁中央部での残存値は北東壁19cm、 北西壁13cm、 南東壁16cm、 南西壁14cmを測り、それぞれ底面から

やや外傾して立ち上がる。北西及び南西壁には壁溝がみられる。 <床 面>全面を貼床とし平坦で締まって
いる。 <カ マド>北西壁に位置する。天丼部は崩落しているが、残存状況は良い。袖部は地山を生かしつ
つ、芯材に奏を用いそれを黒褐色土と褐色土の混合土で覆っている。燃焼部には55× 53cmの範囲で焼土が広

がる。煙道の残存状況は悪く、構造は不明な点が多い。長さ152cm、 幅44cmを 測り約 5° の傾斜で煙出し部

に下る。 <柱 穴>8基の柱穴を検出したが P1512・ 1518は本遺構に伴わないかもしれない。
<ピ ット>南東壁隅で 1基、南西壁隅から1基検出された。埋土はともに黒褐色土の単層で出土遺物はない。

<出土遺物>(第286。 287・ 342図 。写真図版287～ 289・ 328)埋土及び床面から個体数で土師器郭が約 5点、

甕 8点 (その内球胴奏 2点 )、 土製紡錘車 (617・ 622)2点、剥片 1点が出土している。

球胴奏103と 1041よ上半部のみがカマド右側の床面に口縁を上にし、二つ並べて置かれていた。長胴甕98。

99。 100はカマドの芯材として用いられていたものである。長胴奏951ま燃焼部周辺から出上した。球胴奏105

と奏106は潰れた状態で南側床面から出土した。 <時 期>奈良時代。

RA236竪 穴住居跡 (第46図 。写真図版28)
<位置 。重複関係>遺跡の東側、 2D121グ リッドに位置する。R G200と 重複し本住居のほうが古い。

<規模・平面形・方向>平面形は隅丸方形を基調とし、北西壁一南東壁で4.6m、 北東壁一南西壁は4.7mを

測る。床面積は約19。2♂で主軸方向はN-53° 一Wである。 <埋 土>自然に流入したような堆積状況では

あるが、地山ブロックを多量に含んでおり埋め戻した可能性もある。 <壁 >各壁中央部での残存値は北西
壁20cm、 北東壁22cm、 南東壁16cm、 南西壁12cmを測る。西壁隅に浅い掘込みがみられたが壁溝になるかは判

らなかった。 <床 面>全面を貼床とし、平坦で硬い。 <カ マド>北西壁のほぼ中央に構築されており、

燃焼部と煙道部が残っている。燃焼部の幅は約50cm前後と考えられる。燃焼部の左右の側壁は地山を約80cm

程削り出して作られており、芯材はみられず天丼部も残っていない。煙道部は到り貫き式と思われ燃焼部か

ら煙出し下部へ約 9° の傾斜で掘込んでいる。 <柱 穴>カマド右脇から1基検出された。
<出土遺物>(第288図・写真図版289)埋土及び床面等から個体数で土師器郭 1点、高郭 1点、奏類 3点

(小型の奏 1点、球胴奏 1点、その他 1点)が出上している。焚口から約50cm東側の床面から高郭109が出土

した。 <時 期>奈良時代。

RA237竪 穴住居跡 (第47図・写真図版29)
<位置・重複関係 >遺跡の中では東側、 2D13fグ リッドに位置している。R G224と 重複し本遺構のほう
が古い。 <規 模・平面形・方向>北東壁と南東壁の一部が検出されたがその他は調査区外に延びている。

平面形は不明であるが、主軸は北東壁の方向で一応計測しN-63° 一Wと しておく。 <埋 土>堆積土は 8

層に分けられた。自然堆積と考えられる。 <壁 >概ね50cm前後残存し、緩やかに外傾して立ち上がってい
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北91u

卜 L‐ 12031111m

占
L‐ 121131111m

RA235
1 10YR2/2黒掲色土 地山プロック少量含む。
粘性 締まりやや有り。
2 10YR3/3暗褐色土 炭粒を微量含む。
粘性 締まりやや有り。
&10YR3/2黒掲色土 粘性 締まりやや有 り。
41層 と同じ
5 10YR3/2黒褐色土 地山プロック多量含む。
粘性やや有 り。締まっている。

6 10YR3/3暗褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性やや有り。締まっている。

7 10YR5/6黄褐色土・黒褐色との混土。
粘性やや有り。締まっている。 (貼床)

RA235カ マド
1 10YR3/3暗 褐色土 黒褐色土との混土
粘性 締まりやや有り。
2 10YR3/2黒 褐色土 焼土プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR2/3黒 褐色土・暗褐色土との混合土。
炭粒含む。粘性やや有り。締まり弱。

4 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒を少量含む。
粘性やや有 り。締まり弱。

5 10YR4/4褐 色土・黒褐色上が混じる。
粘性・締まりやや有り。

6 25YR4/6赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
76層と同じ
8 10YR4/4褐 色土・黒褐色土が混じる。粘性やや有り。
締まっている。 (貼床)
9 10YR2/3黒 褐色土・褐色土が多量に混じる。
粘性・締まりやや有り。

10 10YR4/4褐色土 粘性やや有り。締まっている。
※ カマ ドは半分は地山を残し、半分は土をかぶせ作って
いる。

れ

0   1:30  alcm

第45図 RA235竪穴住居跡

柱穴番 径 (cm) 深さ (c� ) 備考

1510 62X33

30X30 478

1512 37× 28 462

45X34 堕 9

1515 %X顔 441

1516 58X46

30X33 557

1518 25X閉

ド_L‐ 1211300m
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0     1:∞    lm

RA236
1 10YR2/3黒褐色土 地山プロック多量含む。
粘性やや有り。締まっている。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まっている。
3 10YRν叛 黄褐色土 粘性弱。締まっている。
■10YR3/4暗褐色土 地山プロック極少粒を多量に含。
粘性・締まりやや有り。

岸_し
‐1211 21Xlm

0   1:30  alcm

RA236カ マ ド
1 10YR2/3黒 禍色土 焼土粒微量含む。粘性・締まりやや有 り。
2 10YR2/3黒 褐色土 地山プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。
3 10YR3/2黒 褐色土 地山プロック多量含む。粘性やや有り。
締まり弱。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり弱。
5 25YR4/8赤褐色焼土 粘性弱。締まり弱。

510Y彫 /3黒褐色土 粘性やや有 り。締まっている。
0 10YR2/3黒褐色土 地山プロック大量に含む。
粘性やや有 り。締まっている。

_当  ド_と‐120200m

柱穴番 径 にm, 栗さ (cm) 捕 考

当 岸
L‐ 1拗200m 

当

日
８
〕
Ｒ
＝
＝
い
Ｊ
砒

6

6 10YR2/3黒 褐色土 炭・焼土粒含む。粘性やや有り。締まり弱。
7Z5YR4/6赤褐色焼土 粘性弱。締まっている。
8 10YR3/2黒 褐色土 地山プロック多量含む。
粘性 締まりやや有り。
9 10YR4/63色 土 粘性弱。締まりやや有り。
10(Ⅳ )10YR5/6責褐色土 粘性やや有り。締まっている。
※ 袖は地山のこして煙道はトンネル・カマ ドから骨片出土。

第46図  RA236竪穴住居跡
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る。 <床 面>Ⅳ層をそのまま床面としている。平坦だが硬く締まるわけではない。 <柱 穴>検出されな

かった。 <出 土遺物>無し。<時期>周辺の状況から奈良時代と思われる。

RA238竪 穴住居跡 (第48図 。写真図版30)
<位置 。重複関係>遺跡のほぼ中央、 2B2hグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北壁一

南壁は4.2mを 測るが、東側は調査区外に延びている。平面形は隅丸方形を基調とすると思われ、住居の主

軸方向は東壁にカマドがあったと推測されるのでN-78° 一Eと した。 <埋土>自然堆積の様相を呈する。
<壁 >北壁で30cm、 南壁27cln、 西壁は23cm前後残存しており、底面からやや外傾して立ち上がっている。

<床面>ほぼ平坦で床面下には掘り方をもち、全面を貼床としているようである。 <カマド>検出されて
いないが、東側の床面にて確認された焼土が燃焼部の破壊された痕跡とみられることから東壁に設置されて

いたと推測される。 <柱穴>南壁際から3基が検出されている。 <その他>本住居の東側は調査区外に

延びているが攪乱があるため遺構は残存しないと思われる。 <出土遺物>(第 288図・写真図版289)埋土

及び床面から個体数にして邦 1、 高郭 1、 碗 ?2、 球胴奏 1点が出上した。112の郭は北側の床面直上から、

113の高郭は北壁近くの床面から出土した、114の碗は東壁付近の床面、115の球胴奏は南東側床面近くから

その場で潰れたような状態で出土した。 <時期>奈良時代。

PΔ_L‐ 120900m

RA237
1 10YR3/2黒褐色土 礫微量含む。粘性・締まりやや有り。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
3 10YR3/2黒褐色土 地山プロック 炭粒含む。
粘性・締まりやや有り。

4 10YR2/2黒褐色上 粘性・締まりやや有り。
,lllYR2/2黒褐色土 水酸化鉄斑有り。粘性やや有り。
締まっている。

6 10YR3/1黒褐色土 粘性やや有り。締まっている。
7 10Yk3/2黒褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性やや有 り。締まっている。

第47図  RA237竪穴住居跡

当

0   1:60  1m
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売Ыi

ヤレ
■

Ｉ
Ｐ日
Ь
ｏ
日

柱穴香 径 (cm) 深さ (cm) 備 考

868 28X27

869 40X36 8つ

870 24X30 163

中 m

RA238
1 10YRツ 4にぶい黄褐色砂 ガヽ礫混。粘性なし。締まり弱。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まっている。
3 10YR3/3暗褐色土 地山プロックごく微量含むぅ
粘性・締まりやや有り。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
5 10YR4/4褐色土 黒褐色土との混土。粘性やや有 り。
締まっている。 (貼 り床)10YR2/3 黒褐色土 褐色土ブロックとの混土。
粘性やや有り。締まっている。

6 10YR3/3暗褐色土 地山プロック含む。水酸化鉄斑有り。
カクラン

7 10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有 り。 (Ⅳ層・地山)

第48図  RA238竪穴住居跡

RA239竪 穴住居跡 (第49図・写真図版31)
<位置・重複関係>遺跡の東側、 2C21uグ リッドに位置している。R E025と重複し本住居のほうが古い。

<規模・平面形・方向>北東壁一南西壁では5.Omを測るが、本住居の南側半分は調査区外に延びている。

平面形はおそらく隅丸方形を呈すると考えられる。主軸方向はN-26° 一Wで床面積は約25だ と推定した。

<埋土>堆積土は 6層 に分けられた。自然の流入と考えられる黒褐色土の上位には地山プロックを多量に含

む黒褐色土が厚く堆積していた。本住居が使われなくなって間もなく埋めた可能性がある。 <壁 >カ マド

部分を除いた壁直下を周溝が巡っていた。壁は北西壁で1lcm、 北東壁21cm、 南西壁19cm程残っており何れも

底面から外傾して立ち上がっている。 <床 面>褐色土 (Ⅳ層)を掘り込んで床面とし平坦で締まっている。
カマドの周辺のみを貼床としていた。 <カ マ ド>北西壁ほぼ中央に構築されている。天丼部は残っていな
い。袖部には一部地山を生かしながら自然礫と倒立させた土師器奏をて芯材として用い、これらを灰黄褐色

土で覆っている。燃焼部には85× 56cmの範囲に焼面が形成され、両側壁内側も赤変している。埋土には微細
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売C22w

騨LL‐ 120900m

AB
l10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。焼土粒含む。
2 10YR3/3暗掲色土 粘性 締まりやや有り。
3 10YR3/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。
5 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
6 10YR3/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。

↓ _L=120瑚 m aお 'c‐d ef
l10YR4/4褐 色土 粘性を欠く。締まり有り。
黒褐色土含む。

2 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック微量含む。

3 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
4 ЮYR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。

5 10YR4/43色 土
6 ЮYR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック・焼土粒 骨片含む。

第49図  RA239竪穴住居跡

0   1:60  1m

ドニL‐ 1203alm 葛

725Y聯 8赤褐色焼土 粘性なし。締まり有 り。
8 10YR2/3黒 褐色土 粘性を欠く。締まりやや有 り。
焼土粒・炭粒含む。

9 10YR4/4褐 色土 粘性を欠く。固く締まる。
黒褐色土との混合土。貼り床。

10 10YR6/2灰 黄褐色土 粘性を欠く。
締まりやや有り。

■ 10YR3/4暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
12 10YR4/4褐 色土 粘性やや有り。締まり有 り。

柱穴番 径 (cm) 案さ (cm) 備考

43X45 184

61× 62

58X53

49 328

し=120B∞m

宅_二浮堕」翠Cm
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な骨片が数粒含まれていた。煙道部は到り貫き式で燃焼部から煙出し部下部へは約12° の傾斜で下っている。

<柱穴>3基の柱穴を検出したがPl149は本住居に伴わないかもしれない。 <出 土遺物>(第289・ 290

図・写真図版290・ 291)埋土中及び床面等から個体数で土師器郭が 6点、碗 1点、奏類12点 (この内長胴
甕 3点、球胴奏 1点)が出土している。カマ ド袖部の芯材として用いられていたのは奏122である。カマド

の両隣にはそれぞれ郭が 1つづつ置かれていた (西側が118。 東側が119)。 郭は北西壁隅にも置かれていた

(117)。 郭116。 甕1241ま北東壁際から、郭1201よ焚口付近で出土した。球胴奏1251ま住居東側床面からの出土

である。何れも本住居に伴う遺物である。<時期>奈良時代。

RA240竪 穴住居跡 (第50図・写真図版32)
<位置 。重複関係>遺跡の東側、 2C18pグ リッドに位置する。何れも本住居よりも新しい遺構であるRD
475・ 476。 477・ 478、 R G200、 R1005と 重複している。 <規 模・平面形・方向>様々な遺構に切られ残
存状況は悪い。北西壁―南東壁6.9m、 北東壁一南西壁6.7mを 測り平面形は隅丸方形と思われる。主軸方向

はN-18° 一Wで床面積は約42.9♂と推定した。 <埋 土>黒褐色上の単層である。 <壁 >外傾して立ち
上がるが各壁中央部での残存値は北西壁19cm、 北東壁14cm、 南東壁 8 cm、 南西壁10cm程 しかない。

<床面>全面を貼床とし、硬く締まっている。 <カ マド>北西壁に構築されており残存状況は悪い。燃焼

部の幅は45cm前後ありほぼ中央には支脚と思われる自然礫がみられた。また50× 40cmの焼面も形成されてお

り左右の側壁の内側も若千赤変していた。側壁は地山であった。煙道部は割り貫き式で燃焼部から煙出し下

部へは約12° の傾斜で掘り下げている。 <柱 穴>検出されていない。重複する遺構が多くそれにより失わ

れている可能性もある。 <出 土遺物>(第 290・ 291・ 342図 。写真図版291。 292・ 328) 埋土及び床面か
ら個体数にして土師器郭 4点、高郭 Pが 1点、碗 1点、長胴奏 6点、紡錘車 (618)1点が出土している。

167の長胴奏は中央西側の床面からその場で潰れたような状態で出土した。 <時 期>奈良時代。

RA244竪 穴住居跡 (第51図・写真図版33)
<位置 。重複関係>遺跡の東側、 l C24vグ リッドに位置している。R G045・ R D597。 R D598と 重複し

ておりいずれも本住居のほうが古い。 <規 模・平面形・方向>東側は調査区外へ廷び、西側はR G045に

切られて残っていない。北西壁一南東壁で7.4mを測り、平面形は隅九方形を基調とすると思われる。床面

積は約51.8ポと推定した。主軸方向はN-24° 一Wである。 <埋 土>残 りが悪く埋土下層部分しか確認で

きなかった。基本的に黒褐色上の単層で自然堆積或いは人為堆積の区別は不明である。 <壁 >北西壁で約
13clll、 南東壁中央部で12cmを測り残存状況は悪い。幾分外傾して立ち上がっている。 <床 面>平坦で締
まっていおり、検出された全面は貼床としていた。 <カ マド>北西壁に構築されていた。天丼・袖部の一

部を自然礫で、さらに袖部の芯材に土師器発を用いこれらを褐色土で覆っている。燃焼部には80× 60cmの焼

土の広がりを検出した。煙道部は掘込み式で燃焼部から煙出し部下部へ約15° の傾斜で下る。 <柱 穴>7

基の柱穴を確認したが本住居に伴わないものも含む可能性がある。 <ピ ット>カマド右隣の北西壁際に隅
九長方形の上坑が 1基みられた。本土坑検出面 (住居床面のレベル)で土師器奏139が出土していることか

ら本住居が機能していたある時期に埋め戻していると思われる。 <そ の他>南側で焼土の広がりを検出し
た。床面よりは14cm前後高い。 <出 土遺物>(第 291・ 292図・写真図版292)埋土及び床面から個体数で

土師器邦が 5点、奏 5点、長胴奏 2点、球胴奏 2点が出土している。この内カマド袖部の芯材として用いら

れていたのは長胴奏138である。139の長胴奏はカマド右側の上坑検出面 (住居床面)から出土した。長胴甕

137は焚き日付近の西側袖の上に置かれた状態で出土した。 <時 期>奈良時代。
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鬱
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売cttr

0   1:∞   lm

日
昌

目

占

０
‐

一

卜 L‐ 120500m

RA240
1 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
2 10YR4/4褐色土 黒褐色土との混合土。粘性やや有り。締まっている
&10YR2/3黒褐色土 地山プロック大量含む。粘性弱。締まっている。 (貼床)

ド_L i 120 31Xlm 当
RA240カ マ ド
1 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2 10YR3カ黒褐色土 地山プロック少量含む。粘性 締まりやや有り。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり弱。
4 10YR3/3暗 褐色土 焼土・炭粒を少量含む。粘性弱。締まりやや有 り。
Ⅳ 10YR4/4褐色土 粘性弱。締まっている

れ    ド_L=120400m

第50図 RA240竪穴住居跡

柱穴番 径 (cm) 果さ (cm) 備考

1120 351

碑ェ L‐ 12041111m
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0   1:30  50cm



柱穴番 径 (cm) 梁さ (cm) 備考

1077 32X34

1078 40X37

と079 23X20

1080 25X28 弱 7

ll181 32X30

35又 44 177

1083 37X52

0   1:60  1m

RA244
1 10YR2/3黒褐色土 粘性弱・締まっている。
2 10YR5/6黄褐色土 粘性・締まりやや有 り。
3 10YR4/6褐色土 暗褐色土や黒褐色土との混上。粘性やや有 り。締まっている。 (貼床)

トンネルではないカマ ドの煙道

110Y船 /2黒褐色土 粘性やや有り。
締まっている。

2 10YR4/64色 土 焼土粒含む。
粘性弱・締まってる。

3 10YR3/3暗 褐色土 焼土粒含む。粘性やや有り。
締まり弱。

4 10YRν8黄褐色土 粘性 締まりやや有り。
5 10YR2/1黒 色土 焼土粒ごく微量含む。
粘性弱・締まりやや有り。

6 10YR3/2黒 褐色土 焼土粒少量含む。
粘性やや有り。締まりやや有り。

7 10YR4/3に ぶい黄褐色土 黒褐色土との混土。
粘性やや有り。締まりやや有 り。

8 25YR4/8赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
9 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
締まっている。

10 10YR4/6褐 色土 黒褐色土との混合土。
粘性やや有り。締まっている。 (貼床)

11 101rR4/6褐色土 黒褐色土が下位に入る。
粘性やや有り。締まっている。 (袖部)

※ 袖部は、地出を残して作ったものではない。

れ

0   1:30  50Cm

第51図 RA244竪穴住居跡

卜 L‐ 120400m
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RA246竪 穴住居跡 (第52図・写真図版34)
<位置・重複関係>遺跡の東側、 l C22kグ リッドに位置している。R D700・ R G205と 重複する。何れも

本住居より新しい。 <規 模・平面形 。方向>住居床面での検出で東一西で3.8mを 測る。北側は検出でき
なかったが、平面プランを隅丸方形と推定するなら床面積は13,7ポ位となる。主軸方向はカマドが北壁に構

築されていたと仮定してN-5° Wと した。 <埋 土>床面のみ検出されたため不明である。 <床 面>重
複するR G205から南側は貝占床としている。 <カ マド>検出されなかった。構築されていたなら北壁であ
ろう。 <柱穴>1基のみ検出されたが、本遺構に伴うかは不明である。<出土遺物>無し。 <時期>周
辺から出土した土師器や遺構の分布状況から奈良時代と見るのが妥当と考える。

RA247竪 穴住屋跡 (第53図・写真図版35)
<位置 。重複関係>遺跡の南端付近、 3C24tグ リッドに位置する。R D307と重複し、本遺構の方が古い。
<規模・平面形・方向>検出面での規模は東壁3.2m、 南壁3.3m、 西壁3.4m、 北壁3.4mで隅丸方形を基調と

する。床面積は10,3♂。主軸方向はE-2° 一Sである。 <埋土>上位では黒褐色土に黄褐色土が若干混
じり、埋土下位では暗褐色土と黄褐色土の混合土が主体となる。人為堆積の可能性がある。 <壁 >東壁及

中

RD700

RA246
1 10YR3/3暗褐色土 地山プロック大量に含む。粘性やや有 り。締まっている。鶴 床)

第52図 RA246竪穴住居跡

A

柱穴番 径 (cm) 案さ (cml 備考
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び北壁・南壁の東側半分に壁溝が見られる。各壁中央部の壁高残存値は東壁14cm、 南壁21cm、 西壁23ctl、 北

壁20cmを測る。 <床 面>床一面を貼床とし、平坦で硬固であつた。 <カ マド>東壁中央部に設置されて

いる。天丼部は崩落しているものの残存状況は良い。袖部は地山を残しつつ構築されており、燃焼部を中心

に126× 65cmの焼土の広がりを検出した。煙道部は制り貫き式で煙出し部は検出面で45× 32cmの楕円形を呈

する。約 9° の角度で燃焼部から煙出し部へ下っている。 <柱穴>4基の柱穴を確認したが本遺構に伴う

かは判然としない。 <出土遺物>(第 292図・写真図版292・ 293) 埋土及び床面から個体数で土師器郭

2点、長胴発 2点、球胴奏 1点が出土した。<時期>奈良時代。

卜

い
＝
懸
む
日

A
札C2れ

為
TO

‐~9
エ

七 25u

中
m

Aお 。Cつ
l ЮYR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロックごく微量含む。
2 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山プロックごく微量含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
■10YR2/2黒褐色上 粘性・締まりやや有り。
5 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロックごく微量含む。

0     1:30    50crn

柱穴番 径 (cm) 案さ(cm) 備 考

1566 48X49 158

1567 36× 38 84

1568 62X54 78

1569 35X35

6 10YR2/3 黒褐色土粘性・締まりやや有り。地山プロックごく微量含む。

710Yる/6 黄褐色土粘性を欠く。締まり有り。
&10YR2/2 黒褐色土粘性やや有 り。締まり有り。地山プロツク微量含む。炭粒含む。
,10YRク4 褐色土粘性やや有り。締まり有り。黒褐色土と暗褐色土との混合土。

ドと_L=120削 m

ab ttd・ e■

1 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
2 10YR4/4褐色土 粘性・締まりやや有り。黒褐色土との混合土。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。焼土プロック多量含む。
4 10YR2/3黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
5 25YR4//6赤 褐色焼土 粘性を欠く。締まりやや有り。
6 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。黒褐色土との混合土。
■10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山ブロック少量含む。
&10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロツク少量含む。
9 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。地山プロック少量含む。

第53図  RA247竪穴住居跡
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RA273竪 穴住居跡 (第54・ 55図・写真図版36)
<位置 。重複関係>本遺跡の南東側、 3E23a区 に位置している。R1009と 重複し本住居のほうが古い。
<規模・平面形・方向>北西壁―南東壁4.6m、 南西壁一北東床端4.5mを測 り平面形は方形を基調とする。

床面積は約18.6ポ、主軸方向はN-28° 一Wである。 <埋 土>自然堆積。黒褐色土と暗褐色土を主体とす
る。 <壁 >各壁中央部での残存値は北西壁13cm、 南東壁20cm、 南西壁22cmを測り外傾して立ち上がってい
る。北東壁は掘りすぎのため不明である。 <床 面>全面を貼床として平坦で締まっている。貼床は地山ブ
ロックを多量に含む黒褐色土で構成されている。 <カ マド>北西壁のほぼ中央に構築されている。残りは
悪い。袖部はほとんど残存しておらず芯材の自然礫のみを検出した。燃焼部はほぼ中央に支脚として使われ

たと思われる奏がみられ、支脚を挟んで南北に焼面が形成されている。煙道部は割り貫き式で燃焼部から煙

出し下部へは約 4° の傾斜で掘 り込んでいる。 <柱 穴>8基の柱穴を検出した。P1268。 1269。 1184・
1188は本住居に伴うか判然としない。 <出 土遺物>(第 293・ 294図・写真図版293・ 294)埋土及び床面か
ら個体数にして土師器郭 3点、奏類は10点 (この内球胴奏 2点 )、 土製紡錘車が 2点 (619。 620)出 土して

いる。奏149。 151・ 152・ 1551よ土師器奏で何れも口縁部がカマドのほうを向き、倒れた状態で検出された。

150の発は支脚として用いられていたと思われる。156の球胴奏はカマ ド右脇から、1541よ東壁近くからの出

土で河原石に伏せて被せたような状態で出土した。 <時 期>奈良時代。

RA274竪 穴住居跡 (第56図・写真図版37)
<位置・重複関係>遺跡の東側、 2E9dグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北西壁―南
東壁4.5m、 北東壁一南西壁で4.5mを 測 り平面形は隅丸方形を呈する。床面積は約19。 2言で、主軸方向は

N-31° 一Wである。 <埋 土>黒褐色土を主体とし自然堆積の様相を呈する。 <壁 >高さ16～ 2 cm程残
存している。南東壁が最も残りが悪い。カマド部分を除いた壁直下を周溝が巡っているが、北壁で一部途切

れている。幅13～20cm、 深さ3～ 9 cm前後である。 <床 面>平坦で全面を貼床としている。 <カ マド>
北西壁の中央に構築されている。燃焼部と煙道部が残っている。燃焼部の幅は約40cm前後と考えられ底面に

は焼面が形成されていた。袖部は土師器奏と自然礫を芯材として使用し褐色上で覆って作られている。煙道

部の構造は判然としないが、燃焼部からほぼ平坦に掘り込み煙出し部下部が若千低くなっている。

<柱穴>検出されなかった。 <ピ ット>住居の床面まで掘り下げた段階で北壁隅から1基、南東壁際から
2基が並んだ状態で検出された。 <そ の他>Pit3の 埋土中の炭化材はクリ材であった。 <出 土遺
物>(第295。 342図・写真図版294・ 295・ 328)埋土及び床面から個体数にして郭 6点、長胴奏12点、球胴
奏 1点、土製勾玉 ?1点 (627)の 出土があった。以下は何れも本住居に伴う遺物である。奏163。 164・ 166
はカマド右脇の北壁隅付近からその場で潰れた状態で出土した。160の郭は焚日付近から、161のイはカマド

左脇から伏せた状態で出土した。162の長胴奏はカマド西袖の芯材に利用されていたものである。

<時期>奈良時代。

RA275竪 穴住居跡 (第57図・写真図版38)
<位置・重複関係>遺跡の南東側、 4E2aグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北西壁―
南東壁5.2m、 北東壁一南西壁で4.9mを測る。平面形は隅丸方形を呈し、床面積は約22.4ぽである。主軸方

向はN-35° 一Wと なる。 <埋 土>黒褐色土及び暗褐色土に地山ブロックを不規則に含んでいるものの堆
積状況を観察すると自然に流れ込んでいるように思われる。 <壁 >各壁中央部での残存値は北西壁24cm、
北東壁20cm、 南東壁30cm、 南西壁32cmである。何れも外傾して立ち上がる。 <床 面>概ね平坦だが硬くは
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柱穴香 径 (cm) 条さ (cm) 備考

1184 44X38 2,7

1188 49× 47 186

1264 磁 1

1265 54X36 668

1266 57× 43 801

1267 40X24 5Z7

1268 32× 311

1269 55X55 2&1

占
L‐ 1'α300m

ド2_L‐ 120300m

RA2寄
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり弱。
2 10YR3/3暗 褐色土 地山プロック含む。粘性やや有り。
締まり弱。
3 10YR2/3黒 褐色土 地山プロック多量含む。粘性やや有り。
締まり弱。

第54図  RA273竪 穴住居跡(1)

0   1:60  1m

―

10 10VR3/2黒褐色土 地山プロック多量含む。粘性やや有 り。
締まっている。

11 10YR3/3暗褐色土 地山プロック多量含む。粘性弱。
締まっている。
※ 4～ 91まRIl109埋土
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ド1_L‐ 12031111m 卜 L=120 31Xlコ

0   1:30  50cm

RA273 カマ ド
1 10YR4//43色 土 焼土 炭粒を含む。粘性・締まり弱。
2 26YR4/8赤褐色焼土 粘性・締まり弱。
3 10YR74褐色土 粘性 締まりやや有り。
4 10YR3/3暗 褐色土 地山プロック多量含む。
粘性やや有り。締まっている。
5 10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
6 10YR3/4暗 褐色土 地山プロック
7 10YR3/2黒 褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有 り。

8 10YR2/2黒 褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性・締まりやや有 り。
9 10YR4/6褐 色土 粘性弱。締まりやや有り。 (地山)
10 10YR2/2黒褐色土 若干砂っぽい。粘性 締まり弱。

第55図  RA273竪穴住居跡(2)

ない。地山ブロックを多量に含む暗褐色砂質土で構成される貼床を全面に施している。 <カ マ ド>北西壁
のほぼ中央部に付設されている。天丼部は崩落しているものの、残存状況は良い。袖部は地山を削 りだしつ

つ土師器発片を芯材に用いて構築されている。燃焼部には80× 50cmの範囲で焼成面が認められ、そのほぼ中

央には支脚として用いられたとみられる奏片が残っていた。煙道部は割り貫き式で燃焼部から煙出し下部ヘ

は凡そ 5° の角度で掘り下げている。 <柱穴>6基の柱穴を検出した。P1260。 1261に は柱痕も観察され、

径は12cm程である。 P1259は本住居に伴うか不明である。 <出 土遺物>(第296図・写真図版295・ 296)

床面及び埋土から個体数にして土師器郭 3点、長胴奏 4点、球胴奏 1点が出土している。奏172・ 174は袖の

芯材として、175は支脚として用いられていた。 <時 期>奈良時代。

RA276竪 穴住居跡 (第58図・写真図版39)
<位置・重複関係 >遺跡の東側、 l E21aグ リッドに位置している。 <規 模 。平面形 。方向>東壁 と南壁
の一部のみ確認され詳細は不明である。主軸方向はS-2° 一Eである。 <埋 土>褐色土を若干含む黒褐
色上で構成される。 <壁 >東壁と南壁の一部が約10cm程残存するが、他は検出できなかった。 <床 面>

Ⅳ層を床面としているようである。概ね平坦だが硬く締まるものではない。 <カ マド>南東壁隅に作られ
ていたと考えられる。燃焼部底面は床面から 5 cln程下がり、60× 48cmの範囲で焼面が形成されている。煙道

部は掘 り込み式か割り貫き式か判然としない。 <柱 穴>検出されていない。 <ピ ット>ヵ マ ドの西隣
から1基検出された。 <出 土遺物>(第297図・写真図版296)埋土及び床面から個体数で郭 0点、長胴甕
1点、球胴奏 1点の出土があった。 <時 期>奈良時代。

当蜘

ド_L‐ 1211100m
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日

柱穴番 径 (cm) 浜さ (cra: 備 考

1182 311X35 224

RA274
1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
にぶい黄褐色土 (10Y酪/41 1%含 む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まり有り。
褐色土粒 (10YR4/61 1%含 む。
3 10YR3/2黒褐色上 粘性有り。締まり有り。
黄禍色土紅 (10YR5/61 3%含 む。炭化物微量含む。
■10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まり有り。
にぶい黄褐色土 (10YR5/41 1%含 む。

β_L‐ 12021111m

洋■ L‐ 120300m ¶

れ

0     1:30    50cm

RA274カ マ ド
1 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まり有 り。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まり有り。
赤褐色焼き土 (5YR4/81 ユ%含む。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まり有 り。
赤褐色焼土 15YR4/81 3～ 5%含 む。
45Y勲ノ6赤褐色焼土 粘性なし。締まり有 り。
5 10YR4/4褐色土 粘性なし。締まり有り。 (袖土)

燃焼部～埋土断面

1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
にぶい黄褐色土 (loYR5/4)1%含む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まり有り。
褐色土粒 (10YR4/61 1%含 む。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まり有り。
黄褐色土粒 (10YR5/61 20%含 む。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まり有 り。
黄褐色土粒 (10YR5/61 3%含 む。
炭化物粒 微量含む。
510Y毘ツ2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
6 5YR3/6暗赤褐色焼土 粘性なし。締まり有り。

第56図 RA274竪穴住居跡

RA274カ マ ド煙道部 (A― B)
1 10YR2/1黒色土 粘性やや有 り。
締まり有り。 1%含 む。
2 10YR2/2黒褐色土粘性やや有り、締まり有 り。
にぶい責褐色土 (10YR5/41
a10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。

4 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。

5 10YR4/44B色土 粘性やや有り。
締まり有り。
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柱欠番 径 (cm) 浜さ (cm) 備考

1258 29× 26 64

12弱 29X25

12∞ 35X32 116つ

1261 37X34 791

1262 28X25 3■7

1263 31X28 587

崖 L‐ 12∝00m

RA〃5
1 10YR2/3黒褐色土 地山ブロックを不規則に少量含。
粘性 締まりやや有り6
2 10YR3ん 暗褐色土 地山ブロック砂極少粒を多量に含。
若干砂っtFい。粘性やや有り。締まりやや有り。
3 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
4 10YR5/6黄褐色土 粘性弱。締まりやや有り。壁崩落土。

伴 L‐ 120 21Xlm

5 10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック微量含む。
粘性・締まりやや有 り。
6 10YR3/3 暗褐色土 砂質土 地山ブロック多量に含む。
粘性弱。締まっている。 (貼床)

0   1:611  im

RA275カマ ド
1 10YR3/2黒 褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性・締まりやや有 り。
2 10YR3/4暗 褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性 締まりやや有 り。
3 10YR3/3暗 褐色土 焼土・地山プロック含む。
粘性弱。締まりやや有り。
4 25YR4/8赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
5 10YR4/6褐 色土 粘性弱。締まりやや有 り。
6 10YR3/3暗 褐色土 地山プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。

7 10YR3/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有 り。
8 10YR2ん黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
9 10YR3/2黒 褐色土 地山プロック少量含む。
粘性やや有り。締まり弱。

10 25YR5お 明赤褐色焼土 粘性弱。締まっている。
■ 10YR2/3黒褐色土 地山ブロック少量含む。
粘性 締まりやや有り。
12 10YR3/4暗 褐色土 粘性弱。締まりやや有り。
13 10YR3/2黒 褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性やや有 り。締まっている。 (貼床)
14 10YR5/6責 褐色土 粘性弱。締まっている。

と

当

0   1:30  511cm

第57図  RA275竪穴住居跡

ド_し
‐1202CXlm
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ra L‐ 120100m

△ 札 21a

0  1:611 lm        可

背

，
Ql弱

Pl158

RA276埋土断面
1 10YR2/2黒褐色土 粘性有 り。締まり有り。褐色土 (10YR4/o 5%含 む。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性有 り。締まり有り。褐色土 (10YR4/61 10%含 む。

卜 L‐ 120100m 当

第58図  RA276竪穴住居跡

RA277竪 穴住居跡 (第59図・写真図版40)

<位置・重複関係 >本遺跡南東側、 4E12bグ リッドに位置する。R G232と重複し本住居のほうが古い。

<規模・平面形・方向>北西壁一南東壁4.Om、 北東壁―南西壁4.3mの長さをもつ。平面プランは隅丸長方

形に近く、床面積はおよそ14.0ポである。住居の主軸方向はN-18° 一Wである。 <埋 土>自然の流入土

と考えられる。 <壁 >客壁概ね20cm程残存している。埋土断面では壁周溝らしき掘り込みが観察されたが、

面的には把握することができなかった。 <床面>カ マ ド周辺を除き貼床としているがあまり平坦ではない。

<カ マ ド>北西壁のほぼ中央に構築されている。燃焼部の幅は40飢程で22× 18cmの範囲に焼上の広が りが認

められた。燃焼部底面は床面より10cm位掘り下げられている。袖部は地山を削り出して作られているようで

ある。煙道部は掘 り込み式か割り貫き式か不明である。燃焼部から煙出し下部へは約 5° の傾斜で下がって

いる。 <柱 穴>3基が検出された。 <出 土遺物>(第297図・写真図版296・ 297)床面及び埋土から個

体数にして土師器郭 3点、長胴奏 8点、球胴甕 1点、器種不明 1点が出土している。接合復元の結果、部位

が不足する状態であることがわかった。182の奏は燃焼部から出土したが支脚であったかは不明である。床

面からは郭179と 奏181が出土した。 <時 期>奈良時代。

ド_L‐ 120100m

RA276カ マ ド煙道部 (争b)
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性有 り。締 まり有 り。
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)2%含 む。
210Y馳ノ2灰黄褐色土 粘性なし。締まり有 り。
褐色焼土 (75YRν 61 3%含む。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性有 り。締まり有 り。
4地山 (掘 りす ぎ)
5 10YR5/6黄褐色  シル ト 粘性有 り。
締まりやや有 り。

焼上粒 (75YR5/8明褐色)2%含 む。

0   1130  511cm

RA276カ マ ド燃焼部 (cd)
1 10YR4泡灰黄褐色土 粘性なし。締まり有 り。
褐色焼土 (75YR761 3%含む。
2 10YR4れ 褐色上 粘性有 り。締まり有 り。
袖部 (削 り出し)

3 10YR3/3暗褐色土 粘性有 り。締まり有 り。
4 10YR5/6黄褐色  シル ト 粘性有 り。締まりやや有 り。
焼土粒 (75YR5浴 明褐色)2%含 む。
5 5YR5/8明赤褐色 焼土 粘性やや有 り。
締まり有 り。炭化物粒 1%含む。

RA276土 坑
1 10YR3/3黒褐色土 粘性なし。締 まり有 り。
黄褐色土 (10YR5/6)10%含 む。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性有 り。締 まり有 り。
褐色土 (10YR4/o 40%含 む。
3 10YR3/2黒掲色土 粘性有 り。締 まり有 り。
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RA277
1 10YR″ 3黒褐色土 地山プロック不規則に少量含む。
粘性 締まりやや有り。
2 10YR4/6褐色土 黒褐色土含む。粘性弱。締まっている。
(貼床)
310Y昭/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり弱。
4 10YR3/3暗褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

5 10YR5/6黄褐色砂質土 粘性弱。締まりやや有 り。
6 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。(RG232埋 土)
7 10YR5/6黄褐色砂質土 粘性弱。締まりやや有 り。 (RG232埋土)

津_L i 120ユ Cllm

0     1:60   1m

RA277カ マ ド
1 10YRν 2黒褐色土 地山プロック少量含む。
粘性 締まりやや有 り。
22もYR4/8赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有 り。
&10YR3/4暗褐色土 黒褐色土との混土。粘性やや有 り。
締まっている。

4 10YR2/3黒褐色土 地山ブロック多量に含む。
粘性やや有 り。締まりやや有り。
,10YR2/2黒褐色土 地山プロック少量含む。
粘性やや有り。 締まりやや有り。
6 10YR5/6責褐色砂質土 黒褐色土少量含む。粘性弱。
締まりやや有 り。

(Ⅳ)10YR5/6責褐色砂質土 粘性弱。締まっている。

第59図  RA277竪穴住居跡

4E13b        ~   1■ 813c

柱穴番 そ至   (cm) 架さ(cm) 備 考

1304 30X29 子4

1305 57X54 92

64X50 164
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RA278竪 穴住居跡 (第60図・写真図版41)
<位置 。重複関係>遺跡の中では南東側の4D18sグ リッドに位置している。 <規 模・平面形 。方向>北

西壁一南東壁4.3m、 北東壁―南西壁4.6mを測り平面形は概ね隅丸方形である。床面積は18.1ポで住居の主

軸方向はN-32° 一Wである。 <埋 土>堆積土は何れも自然の流入土で構成されているようである。
<壁 >各壁とも10cm前後しか残存しておらず残りは良くない。 <床 面>Ⅳ層を直接床面としている。平坦

だが硬く踏みしめられたようなところは認められなかった。 <カ マド>北西壁のほぼ中央に付設されてい

る。燃焼部底面は床面から一段掘り下げており30× 28cmの範囲に焼面が形成されていた。支脚には自然礫が

用いられている。袖部は地山を生かしつつ焚回の両脇付近では奏を芯材にし、これを褐色土で覆っている。

煙道部は制り貫き式で、燃焼部から煙出し下部へは約 6° の角度で掘り下げている。 <柱 穴>床面にて 4

基の柱穴が検出された。 <ピ ット>南壁際から 1基検出され中から自然礫と奏片が出土した。 <そ の

他 >東壁隅近くの床面には粘土塊が置かれていた。 <出 土遺物>(第298'342図 。写真図版297。 328)

埋土及び床面から出土した個体数は土師器郭 0点、長胴奏 4点、紡錘車 (621)1点、石器剥片 1点が出土

した。カマド袖部の芯材として使われていたのは奏185である。186・ 187。 1891ま同じ南側床面から横倒しの

状態で出土した。188の発は南壁際の土坑内から出土した。 <時 期>奈良時代。

RA279竪 穴住居跡 (第61図・写真図版42)

<位置 。重複関係>本遺跡の南東側、 3D19sグ リッドに位置している。R G225。 228と 重複しており本住

居のほうが古い。 <規 模 。平面形・方向>北東壁一南西壁3.lm、 北西壁―南東壁3.5mを測る。平面形は

不整な台形に近く床面積は9.2ぽ位である。住居の主軸方向は約N-57° 一Eである。 <埋 土>堆積土は

8層 に分けられた。概ね自然の流入土と思われるが 2層 に関しては人為的なものかもしれない。 <壁 >各

壁とも35cm前後残存し外傾して立ち上がっている。 <床 面>Ⅳ層を直接床面にしている。ほぼ平坦である

がとくに硬く締まったところは認められなかった。 <カ マド>R G2281こ切られているため残存状況は悪
い。北東壁のほぼ中央に構築されており袖部は褐色土と暗褐色土の混合土で作られていたようである。煙道

部は到 り貫き式と見られ燃焼部から煙出し下部へは 4° の傾斜で下っている。 <柱 穴>床面にて 4基の柱

穴が検出されたが P1310は本住居に伴わないかもしれない。 <出 土遺物>(第 299図・写真図版297・ 298)

埋土及び床面から個体数にして土師器郭 3点、奏類 6点 (長胴奏 2点、球胴奏 2点、他は不明)、 須恵器高

台付郭が 1点出土した。床面出上のものとしては球胴奏196がその場で潰れた状態で、甕1941ま南東壁近くか

ら、須恵器高台必193は袖部脇から出土した。 <時 期>奈良時代。

RA227竪 穴住居跡 (第93図 )
<位置 。重複関係>遺跡中央南側、 4A14yグ リッドに位置している。 <規 模・平面形・方向>北壁―南

壁3.Om、 東壁一西壁3.4mを 測り、平面形は概ね隅丸長方形を呈する。床面積は約9.3♂で、主軸方向はN―

83° 一Wと なる。 <埋 土>自然堆積と思われる。黒褐色土を主体としその中に河原石が少量含まれる。

<壁 >各壁中央部での残存値は北壁10cm、 南壁12cm、 東壁10cm、 西壁1lcm程で、礫層を掘り込んで構築され

ている。 <床面>礫層面を床面としているようで若千の起伏が見られる。 <柱穴>検出されなかったが、

床面が礫層であったため見落とした可能性もある。 <出 土遺物>な し。 <時 期>時期不明である。
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卜 L‐ 1211 lllllm

7 10YR5/6黄 褐色土 粘性弱。締まっている。
810Ⅵ望/4褐色土 地山プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。

9 10YR4/3に ぶい責褐色土 地山ブロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。
10 10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有り。
■ 10YR2/2黒褐色土 地山プロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

第60図  RA278竪穴住居跡

多

RA278
1 10YR2/3黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
210Y賜ワ黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
&10Y贈 /3暗褐色土 地山ブロック少量含む。粘性・締まりやや有り。
4 10YR3/4暗褐色土 地山プロック少量含む。粘性弱。締まり弱。

F_L=12011111m

中
Cm

RA278カ マド
1 25YR5/6明 赤褐色焼土 粘性弱。締まりやや有り。
2 10YR3/2黒 褐色土 地山プロック多量含む。粘性やや有 り。
締まっている。
31層と同じ焼土。
4 10YR4/43色 土 地山プロック多量含む。
粘性弱。締まりやや有 り。
525Ⅵ誼/8赤褐色焼土 粘性・締まり弱。
6 10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。

柱穴春 径  (cm) 案さ (cm) 備考

3CI X 27 294

25X23 265

31× 29 224

1303 246
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柱穴番 径 (cml 果さ (cm) 備考

32X25

1271 43X34 5

1309 15X15

55× 40 329

0     1:∞    lm

RA279
1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり弱。
2 10YR3/2黒褐色土 地山プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR2/2黒褐色土 水酸化鉄班有 り。粘性・締まりやや有り。
4 10YR2/3黒掲色土 粘性・締まりやや有 り。
5 10YR3/4暗禍色土 地山プロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。
610Y離お褐色砂質土 粘性弱。締まっている。
■4層 と同じ。

8 10YR5/6黄褐色砂質土 黒褐色土混じる。粘性やや有り。
締まっている。

洋
L=120200m

RA279カ マ ド
110Y昭 /3暗褐色砂質土 粘性弱。締まっている。
2 10YR3/2黒褐色土 地山ブロック少量含む。
粘性・締まりやや有り。

3 10YR5/6責褐色土 粘性弱。締まっている。
4 10YR2/3黒褐色土 地山プロック微量含む。
粘性やや有り。締まっている。

5 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。

第61図  RA279竪穴住居跡

0     1:30   50cm

&創雷と同じ。
7 10YR2/3黒褐色土 地山プロック多量含む。
粘性やや有り。締まっている。
&10YR5/6黄褐色砂質上 黒褐色土。焼土粒含む。
粘性・締まりやや有 り。

9 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
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RA208竪 穴住居跡 (第62図・写真図版43)
<位置・重複関係>調査区西側の 2-C21qグリッドに位置し、R G223、 R D754と 重複する。新旧関係は、

R G223、 R D754よ り本遺構のほうが古い。検出は、Ⅳ層面で確認されている。 <規 模・平面形・方向>

遺構の東端、主にカマド煙道部分が調査区外に延びていることから、正確な平面形や規模の全容は不明であ

る。確認される部分の規模は2.6× 26m、 平面形は隅丸方形を呈している。床面積は約5.3♂で主軸方向は、

S-70° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体とする自然堆積による 2層で構成される。 1層は黒褐色砂

質土で堅く締まっている。 2層は黒褐色砂質土と褐色土の混合土層で締まりがある。

<壁 >検出された部分については、床面から垂直に立ち上がる。各壁中央部での残存値は、北壁15cm、 西壁

26cm、 南壁21cmを測る。 <床面>ほぼ平坦であり、堅く締まる。住居全体に 5～ 1 0cmの 貼床が見られる。
<カ マド>住居南東壁の北寄りに設置されている。上部が削平を受けていることから、天丼部の構造は不明

である。本体部の規模は70× 60cmで、袖部はⅣ層を削り出して造られ、芯材の使用は認められない。燃焼部

には、径35× 35cmの 円形で層厚約 5 cmの微量の炭を含む赤褐色焼土が形成される。煙道部は調査区外になり

不明である。 <ピ ット>カ マド南側から1基検出している。平面形は楕円を呈する。 <出 土遺物>埋土

中及び床面から個体数で土師器郭 2点、奏 2点、須恵器郭 2点、重 1点が出土している。

<時期>平安時代。

A―B'C‐ D
l10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
にぶい黄橙色土 (10YR4/6) 褐色砂質土微量含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性 締まり有り。
木面に小石 (径05～4cm大 )多 く含む。 (RDあ4断面部分)
5 10YR3/2黒褐色砂質土 粘性なし。
締まり有り。にぶい黄橙色土 (ユ OYR4/6)少 量含む。

占
L‐ 121800m

0   1:60  1m
t===ここと三Ξ三三

=」    Eギ
1 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
210Y貶 /2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/4)ご く微量含む。床面に石
(径2× 3cm大 )含む。

臣 L=121300m

G」
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (10YRク4)、 赤褐色土 (25YR4/6)
微量含む。
22.5YR76赤 褐色土 粘性 締まりやや有り。
カマ ド袖部に明黄褐色土 (10YR6/6)含 む。
3 10YR3/2黒褐色砂質土 粘性なし。
締まり有り。
4 25YR4ん 赤褐色焼土 粘性やや有り。
締まり有り。

5 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。
締まり有り。にがい赤褐色土 (25YR76)
ごく微量含む。

I■

1 10YR6/6明 黄褐色土 粘性なし。
締まり有り。黒褐色土 (10YR2/3)
ごく微量含む。
225Y馳 /6赤褐色焼土 粘性やや有り。
締まり有り。

3 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。明黄褐色土 (10YR6/6)
ごく微量含む。

第62図  RA208竪穴住居跡

卑 _L‐ 121800m

崖 L‐ 121ttOm 4
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RA212竪 穴住居跡 (第63図 )
<位置>遺跡の中央部西側、 1-A23hグ リッドに位置している。 <規 模・形態・方向>削平が著しく、

北東壁及びその中央部に設置されたカマ ドが残存するのみである。北東壁は2.4mで主軸方向はN-45° 一

Eである。 <埋 土>遺構検出面では殆ど残っておらず記録できなかった。 <壁 >北東壁はほぼ垂直に立

ち上がるが、南東壁及び北西壁は殆どが削平され残っていない。 <床 面>殆ど残存しておらず詳細は不明
である。 <カ マ ド>北東壁のほぼ中央に設置されていた。本体は殆ど残っておらず、袖の痕跡と煙道部の

みを検出した。煙道部はカマ ド燃焼部から煙出底部へ緩やかに下っていき、煙出底部は更に深く掘り下げら

れている。 <遺 物>な し。<時期 >周辺で検出されている遺構の状況から、平安時代と思われる。

RA213竪 穴住居跡 (第64図・写真図版44)

<位置> 調査区西側の 2-C17Qグ リッドに位置している。検出はⅣ層面で確認されている。 <規 模・

平面形・方向>遺構北側と東側が調査区外であることから、平面形と規模の全容は不明である。確認された

規模は、西壁側2.Om、 南壁側1.2mを 測り、南西端のコーナーは隅丸を呈している。主軸の方向は不明であ

る。 <埋 土>黒褐色土を主体とする自然堆積による 2層で構成されている。 1層は堅く締まった黒褐色粘

土を主体とし、一部褐色土ブロックも含まれる。 <壁 >床面から垂直に立ち上がる。各壁中央部での残存

値は、西側が18.2cm、 南側が20.5cmを 測る。 <床 面>平坦であり、やや締まっている。貼床はみられない。
<出土遺物>(第 300図・写真図版298)埋土中及び床面から個体数で土師器 2点、甕 1点、土師器菱 2点が

出土している。197の小甕型土器は、伏せた状態で床面から出土した。 <時 期 >平安時代。

RA214竪 穴住居跡 (第64図・写真図n45)
<位置>調査区西側の 2-C19mグ リッドに位置

している。検出は、Ⅳ層面で確認されている。

<規模・平面形 。方向>遺構西側と南側が調査区

外であることから、平面形と規模の全容は不明で

ある。確認される規模は、北壁側2.3m、 東壁側3.3

mを測る。北東端のコーナーは、隅丸を呈してい

る。主軸の方向は不明である。 <埋 土>黒褐色

土を主体とする 2層で構成されている。上層は、

黒褐色粘土質土で締まっている。下層は黒褐色粘

土質土を主体とし、褐色粘土質土を含み、やや締

まっている。北側下層は、微量の炭と焼土粒を含

むことから、人為堆積の部分もあると考えられる。

<壁 >床面から緩やかに立ち上がる。各壁中央部

での残存値は、北側が25cm、 東側が28cmを測る。

<床面>平坦であり、やや締まっている。住居全

体に深さ4～ 10cmの貼床がみられる。 <カ マ ド>

検出されないが、調査区域外に設置されていた可

能性もある。 <柱 穴>東壁側から1基検出され
ている。平面形は円形で、埋土は黒褐色上で粘性

ぃ=L‐ 1210CXlm

Aお
1 10YR2/3黒 褐色土 炭化物・焼土粒 褐色土ブロック含む。

A +A23

北 A閉
0   1:60  1m

4

0     1 :30    50crn
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も締まりもややある。 <出 土遺物>(第300図・写真図版298)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 3点、

赤焼郭 1点、甕 1点、須恵器郭 1点が出土している。200の土師器杯には外面に「木」と線刻されている。

<時期 >平安時代。

RA215竪 穴住居跡 (第65図・写真図版46)
<位置 。重複関係>調査区西側の 2-C23pグ リッドに位置している。検出は、Ⅳ層面から確認されている。

<規模・平面形 。方向>遺構南側が調査区外であることから、平面形の規模の全容は不明である。確認され

た規模は、北壁側が4.lmであり、西壁側と東壁側は調査区境まで、それぞれ2.3m、 1,lmである。北西端と

北東端のコーナーは、隅丸を呈し、主軸方向は不明である。 <埋 土>黒褐色を主体とし、自然堆積による

3層で構成されている。上層には、流れ込みによる十和田 a降下火山灰を含む。 <壁 >床面から垂直に立

ち上がる。各璧中央での残存値は、北側が27cm、 東側が23cm、 西側が30clnを 測る。壁溝は検出されなかった。

<床面>平坦であり、締まっている。貼床はみられない。問仕切 りはないが、北壁側に直方体の20～40cmの

石が 3個並んでいる。使用跡等はみられない。 <柱 穴>北東端と北西端のコーナー付近から、それぞれ 1

基検出している。北西端の柱穴の北端から土師器が出上している。 <ピ ット>南端の調査区域堺から 1基

検出されている。平面は楕円形、埋土は黒褐色粘土質土で付近の断面に小さい鉄津がある。

<出土遺物>(第 300図・写真図版298)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 2点、奏 2点、須恵器郭 2点

と鉄津 1点を出土している。 <時 期>平安時代。

RA216竪 穴住居跡 (第66図・写真図版47)

<位置 。重複関係 >調査区西側の 3-D9q区 に位置する。R A217と 重複する。本遺構の重複関係は、遺

構の切合から、R A217よ り新しい。 <規 模・平面形・方向>規模は2.75× 2.4m、 隅九方形を呈し床面積
は約5。2ポを測る。 <坦 土>黒褐色土を中心にした 2層で構成され自然推積の様相を呈する。
<壁 >壁は浅いが、床から垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁24cal、 東壁15cm、 南壁18cm、 西

壁18cmを測る。 <床 面>平坦で、締まりがある。貼床等は認められない。 <カ マ ド>設置されていない。

床面や壁面にも焼土等の跡もみられない。

<出土遺物>埋土中から個体数で土師器郭 2点、奏 1点が出土した。

<時代 >平安時代以降と思われる。
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A

単 七 α舒

0   1:ω   lm

北 _cl翫

0   1:∞   lm

RA213 A毛
1 10YRプ 2黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。耕作土 (畑 )
2■5YR4/44B色土 粘性、締まり有り。
■5YR5/6明褐色土、ごく微量含む。水田面。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/6褐色土、ごく微量含む。旧表土。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/6褐色土、ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。住居埋土。
10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/4褐色土プロック微量含む。住居埋土。
10YR5/2灰黄褐色土 粘性なし。締まり有り。杭痕。
10YR5/2灰黄褐色土 粘性なし。締まり有 り。
10YR3/2黒褐色土、ごく微量含む。攪乱。
10YR3/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
10YR76褐色土、少量含む。

北_c輸

ド L‐ 12SXlm

RA214 AB
l10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。北側攪乱部分あり。
耕作土。

2 10YR3/2黒掲色土 粘性やや有り。締まり有り。旧表土。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
住居埋土上層。

4 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10Y盟/4褐色上、微量含む。住居埋土下層。
5 10YR3/2黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
10RY4/43色上、ごく微量含む。
6 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/40色土、ごく微量含む。
7 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/61B色土、微量含む。25YR3/6 暗赤褐色土、
10YR2/1黒褐色上、ごく微量含む。
8 10YR3/2黒褐色砂質土 粘性なし。締まり有 り。
10YMた渦色土、少量含む。

第64図 RA2司 3・ 214竪穴住居跡

L‐ 12241111m
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北 ―C23p 売―C23q

イ て

北 ―C25p

A L‐ 122300m

2

0   1:60  1m

第65図 RA215竪穴住居跡

荒 D盈

―十憲_D8q

CD
l10YR3/2黒褐色土 締まり、粘性やや有 り。
10YR4/6褐色土ブロック、ごく微量含む。
2 10YR3/2黒褐色土 締まり、粘性やや有 り。
10YR4/6褐色土、微量含む。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性 締まりやや有 り。

AB
ユ10YR5/2灰黄褐色土 締まりなし。粘性有 り。
耕作土

2 75YR4/43色 土 締まり、粘性有 り。
75YR5/6明 褐色土、ごく微量含む。床上。
3 10YR3/2黒褐色土 締まり、粘性有り。
Toa混 じる。
4 10YR3/2黒褐色土 締まり有り。粘性やや有り。
Toaを ごく微量を含む住居埋土。
5 10YR3/2黒褐色土 締まり有り。粘性やや有り。
&10YR3/2黒 褐色土 締まり有り。粘性やや有 り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。

引毛―D7s

¶

A弔・C‐D
l10YR2/3黒褐色上 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR4/4褐色砂質土微量含む。

ドニL‐ 1217110m 〕
3

れ

ｋ
ｒ

ぃ
＝
Ｐ馘

さ
ｏ
ョ

鼻 L=121 ЮOm

第66図  RA216竪穴住居跡

柱欠番 径  (cm) 深さ (cm) 備考

606 45X拇
69× V

中 m
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RA217竪 穴住居跡 (第67図 。写真図版48)

<位置・重複関係 >調査区西側の 3-D8sグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認される。 R A216と 重複する。

本遺構との新旧関係は、遺構の切合からR A216よ りも古い。 <規 模・平面形・方向>規模は2.9× 2.9m、

隅丸方形を呈する。床面積は約7.ユ♂と推定され主軸方向は、N-44° 一Wである。 <坦 土>黒褐色土を

主体とした 2層で構成される。下層ほど褐色砂質土を多く含む。 <壁 >遺構検出面からは浅く、床面から

ほぼ垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁 8 cm、 東壁 9 cm、 南壁 4 cm、 西壁 5 cmを 測り壁溝は検

出されない。 <床 面>平坦であり締まりがある。貼床等は認められない。 <カ マド>北西璧中央部に位

置する。重複の為、煙道の一部と燃焼部がわかるだけである。燃焼部の規模は55× 60cm、 袖部は暗褐色土と

褐色砂質上の混合土からなり、芯材や焼成による変化等は認められない。燃焼部についてはその一部がわか

μ し=ワ1削m         〕

A
移
―
ぃ
＝
馬
【ф
Ｓ
ョ

β_L=121 7KOm

中
m

EF・ ∈H
l10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
と説 R4//6赤褐焼土ブロックごく微量含む。

2 25YR4/6赤 褐焼土 粘性有り。締まりやや有り。
やや砂質。

325Y財 6赤褐色焼土 Ⅳ層を起源とする。粘性なし。
締まり有り。砂質。

4 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
小礫少量含む。

5 10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土ごくart量含む。
6 10YR3/3暗褐色土 粘性、締まり有り。
赤褐焼上、炭化物ごく微量含む。

0   1:30  alcm

第67図  RA217竪穴住居跡
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るのみである力＼ Ⅳ層を起源とし、径30× 20cm、 層厚 5 cmの赤褐色焼土が形成されている。煙道部側に長さ

20cmの石が 2個あるが、支柱として使われたかどうかは不明である。煙道部と煙出部についても重複のため

不明である。 <出 土遺物>(第300図・写真図版298)埋土中から個体数で土師器郭 5点、甕 2点、須恵器
郭 2点が出上した。 <時 代>平安時代。

RA218竪 穴住居跡 (第68図・写真図版49)
<位置・重複関係>本遺跡の西側、 2-D23xグ リッドに位置しⅣ層面にて検出された。R A281と 重複し
本遺構のほうが新しい。また、複数の柱穴と重複しているが、柱穴よりも古い。 <規 模・形態・方向>検
出面での北壁一南壁は3.8mを 測るが西壁―東壁は東壁が未調査区にあるため不明である。西壁にカマドが

あり主軸方向はN-86° 一Wで床面積は一辺が3.4m位 として10.56♂ となる。 <埋 土>黒褐色土を主体と
した自然堆積でよいと思われる。 <壁 >各壁での最大残存値は西壁で25側、北壁で34cm、 南壁では25cmを
測る。何れの壁面も底面から外傾して立ち上がっている。 <床面>検出した部分は全て貼床とされており、
平坦で硬く締まっていた。 <カ マド>西側壁のほぼ中央に設置されている。本遺構より新しい柱穴に煙道
部が切られており残りは良くない。燃焼部には37× 35cm程の焼土の広がりが見られた。カマドの側壁は褐色

砂質土で地山の土と同じ土で構築されているように観察された。煙出は深さが約54cmあ り、煙道部の底部か

ら更に10cm程低く掘り込まれ自然礫が底部付近から出土した。煙道部は地山を到り貫いてつくられているよ

うである。 <柱 穴 >こ の住居跡に伴う柱穴は検出できなかった。 <遺 物>(第301図・写真図版299)
206の土師器郭は外面に墨書で「木」と書かれている。 <時 期>平安時代。

RA220竪 穴住居跡 (第69図・写真図版50)
<位置 。重複関係>調査区西側の3-D19kグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認された。重複関係はない。
<規模 。平面形・方向> 規模は3.0× 2.7m、 床面積約5.6ポ。平面形は隅九方形を呈する。主軸方向は、
N-20° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体にした自然堆積による 2層で構成される。 1層は、 2層 に
比べ礫を多く含み、また微量の十和田a降下火山灰を含む。 <壁 >床から直線的に立ち上がる。各壁中央
部の残存値は、北壁30.2c14、 東壁23.8cm、 西壁33.8cm、 南壁31.8cmを測る。北西コーナと東壁中央付近が厚く

なっている。 <床 面>褐色土まで掘り込んで床面とし、締まりはややある。ほぼ平坦であり、貼床等はみ
られない。 <カ マド>本体は北東壁のやや東寄りに位置し、規模は40× 62cmで ある。袖部は、締まりと粘
性がややある黒褐色土と暗褐色土との混合土で、11× 6.5cmの石が 1個組み込まれている。燃焼部は、径

20× 20側の円形、層厚 6 cm程の赤褐色焼土が造られている。煙道部の長さは1.5m、 到 り貫き式で緩やかな

下り勾配で深さ37cm、 径20cm(開 口部)の煙出に続いている。燃焼部との境目に多くの焼土ブロック、先端

部に焼土と炭化物を含む。 <柱 穴>3基検出された。住居にかかわるものかどうかは不明である。
<出土遺物>(第 301図 。写真図版299)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 6点、奏 2点、須恵器奏 1点

が出土した。207と 209の邪は 2つ並んで北東コーナー床面から、210の赤焼きの14hは南東コーナー床面から

上向きで出土した。 <時 代>平安時代。
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Q子

ド_と =122300m

予
、
ヽ

β_L=122 30Clm

A‐ B・ C―D
Ia 10YR〃2黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
赤褐色焼土 (25YR4/6)ご く微量含む。
Ib 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
褐色砂質土 (10YR4/41ごく微量含む。
1 10YRν l黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
2 10YR3//2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
&10YR4/6褐色砂質上 粘性やや有り。締まり有り。
黒褐色土 (10YR5/6)微量含む。

0   1:99  1m

ェ L=121800m 4

0     1 130   50cm

北 C2Й

ドュL=121 71Xlm 名

虚_L‐ 121800コ

牌_L=121罰Om

EF CII・ IJ・ KL
l10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
25YR4/6赤 褐焼土粒ごく微量含む。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
10YR4/40色砂質土ごく微量含む。
3 10YR3/1黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
4 10YR3/2粘 性、締まりやや有り。
10YR2/1黒褐色上、炭片、25YR4/4に ぶい黄褐色土、
焼土ブロックごく微量含む。

5 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR3/4暗褐色上、10YR4/43色上、25YR4/41こ ぶい

赤褐色土ごく微量含む。

6 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR2/1黒褐色上、炭片ごく微量含む。
7 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
25YR4/6赤褐焼土ごく微量含む。

8 26YR3/6暗赤褐焼土 粘性、締まりやや有り。
炭化物、ごく微量含む。

9 10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
10YR4/3に ぶい責褐色土ごく微量含む。

10 10YR3つ黒褐色土プロック 粘性なし。締まり有 り。
10YR4/6褐色土ごく微量含む。
11 10YR4/6褐 色砂質土 粘性やや有り。締まりなし。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。
12 10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10Y酌ん黄褐砂質上を含む。

第68図 RA218竪穴住居跡

柱穴番 径 (cm) 朱さ (cm〕 備考

17 46X44

75× 58 470

52X47 482

25 32X29 l■4
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≒ DЮk

ドと L‐ 121つ 00m

0     1:60   1m

β_L‐ 121900m

浮上L=121900m J 卜_L‐ 121mOm

0     1:30   511cm

移
―
゛
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〕
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も
３

日

荒―D19m
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A‐B, C―D
l10YR〃3黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土、径1～5cm大の小礫数個、
Tαaご く微量含む。

2 10YR3/2黒褐色土 粘性あり。締まりやや有り。
10YR4/4掲色砂質土ごく微量含む。
径lcm大の小礫数個含む。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。

当 3F・ ∈H・ IJ
l10YR4/4褐 色土 粘性やや有り。締まり有り。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
南側カマ ド本体近くに5YR5/8明 赤掲色焼土プロック、
炭化物粒ごく微量含む。

3 10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
5 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
北側5YR4/6赤 褐色焼土微量、5YRν 3にぶい赤褐色土
を大量に含む。
610Y彫/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
南側に5YR7跡褐色焼土微量含む。床面にも焼上の
広がりがある。

7 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
8 5YR76赤褐色焼土。粘性、締まりやや有り。
9 10YR4//4褐 色砂質土 粘性なし。締まり有り。
5層 と同じだ力゙、若干焼成をうけて一能 5YR3/4暗赤
褐色上に変化している。
10 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR3/2黒褐色を少量含む。
11 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2,5YR3/4暗 褐色焼土を微量含む。

12 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。

第69図  RA220竪穴住居跡

RA281竪 穴住居跡 (第70図 。写真図版51)
<位置 。重複関係>本遺跡の西側、 2-D21xグ リッドに位置している。 R A218竪穴住居跡と重複し、こ

れに切られている。 <規 模 。形態・方向>東側は調査区外へ延びており、南側はR A218と の重複で失わ

れている。南西壁で3.Om程あり、 3m四方の方形プランであったと考えたい。主軸はN-33° 一Wである。

<埋土>黒褐色土を主体とする自然堆積の様相を呈する。 <壁 >南西壁や北西壁は約37cm残存していた。

柱穴香 径 (cm) 渠さ (cm, 備考

2640 21× 20

2641 32× 29

2642 21う
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れ

A
滲_と
‐12雰釈�コ

β_L‐ 122300m

Aお 'C‐D
Ia 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。植物根多量含む。現耕作上。
Ib lα家2/3黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
13層 と同
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。水酸化鉄分ごく微量混入。
3 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/6褐色砂質土、25YR3/6暗 赤褐焼土、炭化物片、ごく微量含む。
4 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
10YR5為責褐粘土ごく微量含む。
5 10YR3/ユ 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。水酸化鉄分ごく微量含む。
6 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
7 10YR5/6黄 褐砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土ごく徴量含む。
8 10YR5/6黄 褐粘土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土微量含む。
9 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/6褐色砂質土粒状、炭化物片ごく微量含む。
10 10YR4/6褐 色砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。

0      1 :30    50crn

0   1:60  1m

β_L‐ 121Bllllm

崖_と
‐121劇 Om

EF,G4・ 可
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりなし。
炭化物、25YR5/4暗 赤褐焼土ごく微量含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土プロックごく微量含む。
3 10YR3/2黒 褐色上 粘性、締まり有り。
25YR3/4暗赤掲色土焼土プロックごく微量含む。
4 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質ごく微量含む。
5 10YR3/2黒 福色土粘性、締まりやや有り。
25YR3/4暗赤褐色± 10YR2/1黒色土ごく微量含む。
6 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
7 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まり有り。
Z5YR3/4暗赤褐色土焼土プロック、ごく微量含む。

8 25YR3/4暗赤褐色土焼土 粘性有り。締まりやや有り。
骨片、25YR6/m色 土、10YR2/2黒褐色土ごく徴量含む。
9 10YR4/43色 砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
10 10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。
大量の25YR3/4暗赤褐色土を含む。
■ 10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。
12 ЮYR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
25YR4/6赤褐焼土粒ごく微量含む。
13 10YRν彊 色砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
14 10YR3/2黒褐色土 粕性、締まりやや有 り。
15 10YR5/41こ ぶい黄褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。1のカマ ド袖部に続く。

第70図  RA281住居跡

柱穴番 径 (cm) 栗さ (cmi 備考

34

27X26 3,9

17 46X44 241
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何れも外傾して立ち上がっている。 <床 面>調査した範囲では全面を貼床としている。 <カ マド>北西

壁のほぼ中央に設置されているようである。袖部は褐色土でつくられており芯材は見られなかった。天丼部

は残存しない。燃焼部には36× 25cm程の焼土が広がり、支脚として使われていたと思われる河原石も検出さ

れた。煙道部は到り貫き式の構造を持ち、燃焼部から煙出底部へと緩やかに下っている。 <柱 穴>北西壁

隅から 1基検出されている。 <遺 物 >(第298図 。写真図版297)埋土中及び床面から個体数で土師器奏

(190)が 1点出土している。 <時 期 >平安時代。

RA282竪 穴住居跡 (第71図・写真図版52)
<位置 。重複関係>調査区西側の 3-D16kグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認された。北壁の一部が風倒木に

よる攪乱と重複している。 <規 模・平面形・方位 >規模は2.8× 3.2m、 平面形は隅丸方形を呈し床面積は

約5.9♂である。主軸方向はN-12° 一Eと しておく。 <埋 土>黒褐色土を主体とした自然堆積による 4

嗚―D“m

μ
L‐ 1″ llllllm

Aお・CD
l.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
上部Toaご く微量含む。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
東側に褐色土 (10YR4/6)、 南側に焼土ブロックごく微准含む。

3.10YR4/4褐色土 粘性ややあり。締まりあり。
褐色上 (10YR4/6)ご く微量含む。
4.10YR4/4褐色土 粘性ややあり。締まりあり。

占 L‐ 121400m 塁

0   1:30  50cm

(I― J)

EF GH
l.10Y馳/3に ぶい黄褐色土 粘性ややあり。締まりなし。
赤褐色土 (5YR4/6)微 量含む。
2 10YR4洛 にぶい黄褐色土 粘性ややあり。締まりなし。
赤褐色土 (5YR4/6)微 量含む。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まりあり。
赤褐色焼土 (5YR4/6)ごく微量含む。

4 10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
5,10YR3/3暗褐色土 粘性 締まりやや有り。
壁付近に褐色土 (10YR4/6)極 微量含む。

第71図  RA282竪穴住居跡

可
1.25Y財 4極暗褐焼土 粘性・締まりあり。
3e層起源。

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

574 32X22 164

575 43X37 176

576 47X32

577 28× 27 165

578 40X34

579 29X25

580 35X32 144

581 24X19

μ
L=12■制 m μ L‐ψ1700m葛
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Ｐ鶴
醤
ｏ日

北_

ABoCつ
1 10YR2/3黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6(責褐色土)ご く微量、点状に含む。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6黄褐色土プロック少量含む。
人為的堆積か ?

3.10YR4/6褐 色砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
黒褐色土 (10YR2/2)含 む。

澤=L‐
122100m

ド_L‐
121900m

Eギ・G■・可
1 10YR3/1黒褐色土 粘性、締まり有り。
10YR4/43色砂質土微量含む。
2 10YR4/4褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
26Y尉ツ8明赤褐焼土粒、炭化物ごく微量含む。
4.10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
25YR6/8 明赤褐焼土粒ごく微量含む。
5.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
5Y馳俗赤褐焼土ごく微量含む。
6.10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
焼±5YR5/6明黄褐色上、5YR6/m色土、炭片ごく
微量含む。

4.10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
褐色砂質プロック (10YR4/6)ご く徴量含む。
中層に上師器片含む。

5,10YR2洛 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色砂質土ごく微量含む。

0     1:ω    lm

4 μ
L=1218110m 名

日
３
凩
斜
＝
↓
瀾
一

L

0   1:30  511cm

９

Ю

　

ｎ

　

ｌ２

‐３

10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR4/8赤 褐焼土プロック、炭化物ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
25YR5/8明 赤褐焼土粒、炭化物粒ごく微量含む。
カマ ド袖中央付近に骨片微畳含む。

loY馳/3にぶい責掲粘土プロック微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
5YR「●/6明黄褐色焼土 粘性なし。締まりやや有り。
南lml程多い。
10YR3/1黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
北側炭片含み下側程色濃い。

25YR2/4極 暗褐焼土 粘性有り。締まりやや有り。
数好R2/2種 暗赤褐焼土 粘性有り。締まりやや有 り。

第72図  RA283竪穴住居跡

10YRプ 3暗褐色土ごく微量含む。
10YR3/4暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土を含む。
25Y離/跡褐焼土 粘性やや有り。締まりなし。
炭イと物、黒褐色土 (10YR2/2)ご く微量含む。
土器少量含む。廃棄焼土。

10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。
10YR74褐色砂質土微量含む。
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層で構成される。 1層には 5 1Ml前後の小礫が含まれ、十和田 a降下火山灰も微量含まれる。 2層 も1～ 2前

後の小礫が含まれ、埋土中に土師器が投げ入れられている。 3層は床に近い褐色土層である。 <壁 >床か
ら直線的に立ち上がる。他の住居に比べ、深い感じを受ける。各壁中央部の残存値は、北壁56cm、 東壁48cm、

南壁56cm、 西壁59cmを 測る。北壁は、北西コーナーから径2.0× 1.6mに わたり、床に流れ込む様子で風倒木

による攪乱を受けている。この攪乱と床面との境に径76× 45cmの楕円状に赤褐色の焼土がある。また、その

焼土を中心に北に向かい長さ1.08mに わたり、緩く傾斜した張り出し部分がある。 <床 面>床の高さはほ
ぼ同じであり、締まりがある褐色土である。色は明るい感じで、 3～ 5 Hllnの小礫を多く含む。貼床はみられ

ない。この他、床面中央に径43× 46cm、 層厚 7 cm、 粘性も締まりもない極暗赤褐色焼上がみられる。床土が

赤変していることから炉の跡と考えられる。また埋土中層に土師器と土師器片が投げ入れられた状態で出土

している。 <カ マド>検出されない。 <柱 穴>柱穴は 8基検出されている。そのうち各コーナー付近に

ある 4基は、規模的に類似しており、埋土中に炭片を含み、しっかり掘り込まれている。これらが主柱穴を

構成するものであると考えられる。 <出 土遺物>(第 301。 302図・写真図版299)埋土中から個体数で土

師器郭 9点、奏 4点、須恵器郭 4点、奏 2点が出土した。この竪穴住居跡遺物出上の特徴は、埋土中層～下

層よりまとまって投げ捨てられたような状態で土師器が出土することである。遺構廃絶後、埋まりかけた段

階での廃棄行為と考えられ、そうすると本遺構に伴う遺物ではないと判断される。赤焼き郭216。 赤焼き高

台付郭217・ 須恵器郭218も 回縁から底部まで接合できたが出土した時点では破片の状態であった。

<時代>平安時代以降。カマドがないこと、中央部に炉跡のようなものがあること、貼床がなく床面に小礫

が多いこと、出土する土器の種類が多く埋土中層に廃棄されていることから、この遺構は住居か工房のよう

なものの跡ではないかと考えられる。

RA283竪 穴住居跡 (第72図・写真図版53)
<位置 。重複関係>調査区西側の3-D9gグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認された。遺構の切合から、本遺

構の重複関係はR G261よ り古いと考えられる。 <規 模 。平面形・方向>規模は4.5× 4.3m、 平面形は隅丸
方形を呈する。床面積は約15.6ポで主軸方向は、N-22° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体にした 2

層で構成される。 1層は、黄褐色土が混入するが、 2層はその割合が増えてくる。また、土師器片の混入も

みられ、人為堆積の部分もあると考えられる。 <壁 >床から垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、
北壁24cm、 東壁32cm、 南壁30cm、 西壁31cmを測り壁溝はない。 <床 面>ほぼ全面が貼床で黒褐色土と褐色
土の混合土からなり、平坦で締まりがある。北東コーナーと1号土坑付近に直径10cmの石が散らばっている。

南側コーナー以外の 3コ ーナー付近に焼土の堆積がみられるが、特に東北コーナー部分は径0.6× 1.8m、 層

厚15cmの帯状を呈し、上層 5 cmは赤褐色焼土で、汎化物と土器片を含み、東壁中央の土坑まで続く。何れも

廃棄焼土と考えられる。 <カ マド>北東壁中央部に位置し、本体の規模は径70× 50cmで ある。袖部は、暗
褐色土と黒褐色土との混合土で造られ、芯材の使用は認められない。燃焼部は、直径20cm、 層厚10cmの明褐

色の焼土が形成される。煙道部は、判 り貫き式で長さ1.2m、 真っ直ぐだが煙出付近で下っている。側壁は

熱による赤色変化を多少うけており、袖部付近は微量の骨片と炭片を含む。煙出部は直径32cm(開 口部)、

深さ50cmの 円形状の上坑が掘られている。中層部分に直径10cm以上の河原石が見られる。

<柱穴>検出されない。 <ピ ット>東壁中央に位置する。埋土中層から土師器片が出土した。 <出 土遺

物>(第 302・ 303。 309図・写真図版299。 300。 304)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 7点・奏 4点、

須恵器郭 2点・奏 2点 。壺 1点が出上した。289・ 290の須恵器奏片は、埋土上層から出土した。赤焼き郭

226は北側コーナーから整った形で伏せた状態で出土するが、他は破片で出土する。223の土師器郭と227赤
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焼きの郭は、破片で散らばった状態であったものである。 <時 代>平安時代。

RA284竪 穴住居跡 (第73図・写真図版54)

<位置・重複関係 >調査区西側の 3-D7dグ リッドに位置し、Ⅲ層下面で確認された。 R A288に接する

が、重複関係はない。 <規 模・平面形・方位>規模は4.4× 4.4m、 平面形は方形を呈し床面積は約16.4♂で

ある。主軸方向はN-57° 一Wである。 <埋上>黒褐色土を主体とし、自然堆積による 3層で構成される。

下層ほど褐色砂質土の割合が増え、南側ほど粒が大きくなる。 2層 目に土師器片が含まれる。

<壁 >床面から垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁35cm、 東壁32cm、 南壁31cm、 西壁28cmを測

る。壁溝は検出されていない。 <床 面>締まりがある。全面貼床とし黒褐色土と褐色砂質土からなる。
<カマド>北西壁中央部に設置されるが、袖部北側が崩れているので、全体の様子ははっきりしない。本体

の規模は70× 70cmである。残った袖部をみると、締まりがある黒褐色土の混じった褐色砂質土で造られ、側

壁の内側は焼けている。燃焼部は、径40× 40cm、 深さ8 cmの暗褐色焼土が形成されている。割貫式の煙道部

は、長さ1.lm、 緩やかな下り勾配で煙出部に続く。南東側に微量の赤褐色焼土と炭化物が認められる。煙

出部は直径55cm(開 田部)、 深さ40cmの円形状の土坑が堀込まれ、深さ30cmに須恵器片と直径15cmの石が 2

個投げ込まれている。 <柱 穴>8基検出され、そのうち壁隅にある 3基は位置的に主柱穴になると思われ

る。埋土は、粘性のない締まりのある黒褐色土が中心である。 <ピ ット>2基検出されている。Pitl

は袖部南側にあり、赤褐色焼土を微量含む。Pit2は 、住居中央部南側にあり、埋土は黒褐色土中心だが、

焼土ブロック、炭化物、石英等を微量含む。住居施設に関係した土坑と考えられる。 <出 土遺物>(第

303図・写真図版300)埋土中から個体数で土師器郭 2点、赤焼き郭 1点、奏 3点、須恵器イ 5点・大奏 1

点・壺 1点が出上した。煙出部からは、須恵器大奏の日縁部 (238)・ 体部が横向きに出土する。他の遺物

は埋土中層から出土するものが多かった。 <時 代>平安時代。

RA285竪 穴住居跡 (第74図・写真図版55)
<位置 。重複関係>調査区西側の 3-D23tグリッドに位置し、Ⅳ層で確認された。南側が攪乱部分と、東

壁と西壁の中央部分がR G255と 重複する。遺構の切合から、本遺構の重複関係はR G255や攪乱よりも古い

と考えられる。 <規 模・平面形・方向>南側の攪乱が大きいため遺構の全容は不明である。確認できる規

模は、北壁側6.Om、 東壁側3.5m、 西壁側4.lmを 測り、平面形は隅九方形を呈すると推測される。主軸方向

は、S-87° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体にした自然堆積による 2層で構成される。上層は、流

れ込んだ十和田 a降下火山灰を20%含む。下層は、褐色砂質土との混合土で 3～ 5 cmの礫を多く含む。

<壁 >攪乱のため残りは良くないが、各壁中央部の残存値は、北壁18cm、 東壁25cm、 西壁16cmを測る。

<床面>北壁部分から南側の攪乱に向けて緩やかな下り勾配がみられる。全面を貼床としており黒褐色土と

褐色砂質土との混合土層であるが、 5 cm前 後の小礫が多く凸凹の状態であり、カマド付近に石や土器片が散

らばる。 <カ マド>南東壁の北側に位置し、本体の規模は50× 45cmである。袖部は、黒掲色土と暗褐色土

の混合土で造られ、内側は燃焼による赤色変化が認められる。燃焼部付近は万や土器片が散乱し、径60× 55

cm、 層厚 6 cmで 3 cm前後の小礫を含む赤褐色焼土を形成する。煙道部は長さ1.lmの到 り貫き式であるが、

緩やかに下りながら直径60cm(開 回部)、 深さ50cm、 中層に直径10～ 20cmの石が多量に入り煙出部に続く。

側壁には、熱変化による赤褐色焼土や炭化物がある。 <柱 穴>西側に 1基検出される。埋土は、礫の混じ

った黒褐色土である。 <出 土遺物>(第 304・ 334。 335図・写真図版300・ 301・ 321)埋土中及び床面から

個体数で土師器郭15点・奏 7点、須恵器郭 2点・奏 2点、鉄製品 3点 (524・ 535。 536)が出土した。遺物
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AB・ CD

l.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
2.10YR/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。人為贈積
3.10Y貶/3黒掲色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR4/4褐色土ごく微量含む。人為堆積。

μ
L‐ 122 1XXlm

ド_L=1220ω m

3F,GH・ 可
1,10YR3/2黒褐色上 粘性なし。締まりやや有り。
10YR5/4にぶい責褐色土ごく微量含む。
2 10YR4/4褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。
3.10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR4/43色上、南東側25YR2/4M暗 赤褐色焼土ごく
微量含む。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/43色砂質土、2うYRシ8明赤褐焼土プロックご
く微量含む。

10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まり有り。
褐色砂質土 (10Yミヽ ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性、締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。

0     1:ω    lm

K七
1.10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2.10YR3/1黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
3.10YR5/4にぶい黄褐色土 粘性なし。締まり有り。
4.10YR3/1黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
赤褐色土 (5YR4/6)ごく徴量含む。
5 掘りすぎ

μ L‐ 1″ lXXlm  →

0     1:30    50cln

10YR4/3 にぶい黄褐色砂質土 粘性有 り。締まりなし。
10YR2/2黒褐色上を微量、25Y恥/8明赤褐焼土プロック、
炭化物粒をごく微量含む。
25YR3/6暗 赤褐焼土 粘性やや有り。締まり有り。
25YR3/4暗 赤褐焼土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4暗褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR2/2黒褐色土ごく徴量含む。
10YR4//43色 砂質土 粘性なし。締まり有り。
10YR2カ黒褐色土ごく微量合む。

第73図  RA234竪穴住居跡
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Ef GJ 可
1 10Y囀 /2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6黄褐色土ごく微量含む。
2.10Y馳ノ6褐色土 粘性、締まりやや有り。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り、締まり有り。
4 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
数だR3/4暗 赤褐色土ごく微量含む。

5,10YR3/1黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
6.10YR3/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR5/6黄褐色土ごく微量含む。
7 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりなし。
2評R4/6赤褐色焼土、炭化物ごく微量含む。

津とL‐ 121ね00コ

0     1:60   1m

Att C‐ D
l 10YR2/2黒褐色土 粘性、締まり有り。Toね微量含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。径3～ 5cmの小礫複数、10YR4/4褐色砂質土微量含む。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まりやや有り。径1～3cmの イヽ礫、10YRγ 6褐色砂質土ごく微量含む。

崖 Li乾蜘Om 当

0   1'30  50cコ

8.10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。
9.10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR2/2黒褐色土、25Y勲/6赤褐色土、
25YR3/6暗 赤掲色焼土プロックごく微量含む。
10.10Y馳 /6褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3/4暗 赤褐色土ごく微量含む。
■.10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
Toa、 25YR4/6赤 褐色焼上、炭化物ごく徴量含む。
12.25YR3/4暗赤褐色土 粘性、締まりやや有り。
13.10YR3/2黒 褐色砂質土 粘性やや有り。締まり有り。

第74図  RA285竪穴住居跡

当

当

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

446 511X48
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の破片はカマ ド本体と燃焼部付近に集中し、接合すると239。 240。 244・ 245の発や郭になる。また、243の

耳皿は、北東コーナー床面から上向きに置かれて出土した。 <時 代>平安時代。

RA286竪 穴住居跡 (第75図 。写真図版56)
<位置・重複関係>調査区西側の 3-D20xグリッドに位置し、Ⅳ層で確認された。R D608と 重複するが、

遺構の切 り合いから、本遺構の重複関係はR D608よ りも古い。 <規模・平面形・方向>規模は4.5× 4.4m、

床面積は約18.2ポで平面形は隅丸方形を呈する。主軸方向は、 S-78° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土と

褐色土を主体とする 2層からなり自然堆積の様相を呈する。 <壁 >床面から垂直に立ち上がる。各壁中央
部の残存値は、北壁16cm、 東壁20cm、 南壁13cm、 西壁18cmである。壁面 6ヶ 所が柱穴で、 lヶ 所が土坑で切

られ、形がはっきりしないところがある。 <床 面>お よそ平坦で、褐色土と黄褐色の混合土からなる貼床
としている。床面は、20～30cmの礫が多く、少し汚れた感じがする。 <カ マド>東壁中央部に位置し、本
体の規模は40× 65cmを測る。袖部は、上層が締まりのある黒褐色土、下層が暗褐色土と黄褐色土との混合土

で造られ、内側には焼土がみられる。付近に土器片や石等がみられるが、芯材であるかどうかは不明である。

煙道部は掘 り込み式で長さ1.4m、 ほぼ真っ直ぐに煙出部に続いている。焼土はみられず、埋土が黒っぽい。

中央部が大きな柱穴で切られ、煙出の部分には、20～25cmの石がまとまって入り込んでいる。

<その他 >中央やや南側のほぼ床面に残っていた民化材はクリ材であった。 <出 土遺物>(第 305図・写
真図版301)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 5点、赤焼杯 2点、土師器奏 2点 。高台郭 1点、極小片

の須恵器郭 1点、須恵器奏 1点が出土している。 <時 代 >平安時代。

RA287竪 穴住居跡 (第76図 。写真図版57)
<位置・重複関係 >本遺跡の西側、 3-D10bグ リッドに位置し検出面は、Ⅳ層上面である。 R A288と重
複し本遺構のほうが旧い。 <規 模・形態 。方向>北西壁側はR A2881こ 切られ、西壁は未調査区に延びて
いるため全容は不明であるが一辺が4.2m四方の隅九方形を呈すると仮定した場合、床面積は約13.4ぽ と推測

される。主軸方向はS-47° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体とする自然堆積。 <壁 >各壁の残存
値は最大で南東壁が27cm、 北東壁で30cm、 南西壁は34cmを測り、底面からやや外傾して立ち上がっている。

壁溝はもたない。 <床 面>全面を貼床とし平坦で締まっている。 <カ マド>南東壁の中央より南側寄り
に設置されている。カマド本体は自然礫を芯材としそれを暗褐色土や黄褐色土で覆って作られていたようで、

側壁の中に自然礫が残されていた。燃焼部には35× 30cmの範囲に焼上が形成されている。煙出しは深さ59cm

程あり、カマド本体へは創 り貫き式の煙道が斜めに掘られている。 <そ の他>煙道部の埋上には大小多量
の河原石が入っていた。これは煙出の開田部に積まれていたものが、本遺構が機能しなくなった段階で崩れ

落ちたものと思われる。 <遺 物>(第305～ 307図・写真図版301～303)埋土及び床面を中心に個体数で土

師器郭 7点、赤焼郭 6点、土師器奏 6点、須恵器郭 8点、須恵器奏 1点、須恵器大奏 1点、須恵器壺類 2点

が出土した。郭類255。 257・ 258・ 260・ 262は カマド燃焼部付近から南壁際にかけての狭い範囲から出土し

た。265土師器奏はカマドに近い南壁隅より横倒した状態で出土した。 <時 期>平安時代。

RA288竪 穴住居跡 (第77・ 78図・写真図版58)
<位置 。重複関係 >本遺跡西側 3-D4dグ リッドに位置し、Ⅳ層上面にて検出された。重複関係はRA
287よ りも新しくR D602よ りも古い。 <規 模・形態・方向>北西壁―南東壁は4.6mを測るが南西壁及び

北西壁の一部が調査区外に達しているため全容は不明である。平面形を一辺4.6mの隅丸長方形と仮定する
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ピ上L‐ 1216110m
≒―C23a

0    1160   1m

0   1:30  511cm

Aお 。Cつ
1.10YR2/3黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。
2.10YR4/4褐色土 粘性、締まりやや有り。
床近く10YR5/6黄褐色含む。
3.10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR5/6黄褐砂質土含む。

ドと L=121∞Om

3F GH
l.10YR3/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
10YR5/8黄褐色土ごく微量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
3 10YR3カ黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
4.10YR3/2黒 掲色土 粘性やや有り。締まり有り。
5YR4/6赤褐色土 焼土含む。
5.10YR5/4に ぶい黄褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
6.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR5/6黄褐色土含む。
7.10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
8 10Y翌 72黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
5YR4/6赤褐色土、焼土少量含む。
9 25YR3/3暗赤褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
1～3cm大の小礫少量含む。

75YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR5/6責褐砂質土微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
5YR5//6明 赤褐焼土粒、炭化物、ごく微量含む。

10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
10YR4/4褐色砂質土プロック、微量含む。
10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
他層との境で25YR2/4極 暗赤褐色土に変化。
lllYR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR2/2黒褐色土と10Ⅵ閣/6黄褐色上を含む。

第75図 RA286竪穴住居跡

柱穴番 径  (cm) 深さ (cm, 備考

422 40X35

437 45× 48 402

438 38X31

439 38X35

坐 I 43X38 250

442 44X42 357

443 32X27

卑
L‐ 12161111m
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3F G■・IJ・ K毛
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
炭化物ごく微量・褐色砂質上プロック (10YR4/4)

徴量含む。

2.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
基本的には1層 と同じ層だが、炭化物粒を含まず全

体的に暗い。
3.10YRν 3暗褐色土 粘性・締まりなし。やや砂質。
褐色砂質土 (10YR4/41ご く微量含む。
4.10YR3/3暗 褐色上 粘性・締まりなし。やや砂質。
暗赤掲色焼土 Q5YR4/3)、 炭化物ごく微量含む。

5 10YR2/3黒 褐色上 粘性・締まりなし。やや砂質。
褐色砂質土プロック (10YR4/41、 炭化物ごく微量

含む。地山との境界で赤変化。

6.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりなし。
暗褐色焼土 (25YR3/4)、 褐色砂質土 (10YR4れ)
ごく微量合む。

7.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
焼土粒、掲色砂質土ブロック (10YR4/4)ご く微量
合む。

第76図  RA287竪穴住居跡

■3-D8d

0   1:60  1m

崖
L‐ 122Ю 00m  _島

0   1:30  alcm

10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりなし。暗褐色焼土
(25YR3れ )、 褐色砂質土 (10Y馳/4)ご く微量含む。
10YR3/5暗掲色土 粘性なし。締まり有 り。袖構成
礫の支え土。

10YR5/5黄褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。貼
り床の上。

25YR3/6暗赤褐色焼土 粘性有 り。締まりなし。
10Y昭/6暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。黄
褐色砂質土 (loYR5/6)ご く微量・黒禍色土

(10YR2/211314微 量含む。

10YR6/6黄褐色粘土 粘性・締まり有り。黒褐色土
(10YR2/3)ご く微量含む。貼 り床の上。
10YR6/3黄褐色砂質土 粘性有 り。締まりやや有り。
黒褐色土 (10Y貶/3)と の混合土。

日
３
い
釈
Ｈ
Ｉ
瀬
引
砒

L

A‐B,CD
l 10YR2/2黒褐色砂質土 粘性有 り。締まりやや有り。
褐色土ブロック (10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR3/3黒褐色砂質土 粘性有 り。締まり有 り。
褐色砂質土プロック (10YR4/4)微 量含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有 り。全体に褐色土 (10YR4/4)微量含む。
4 10YR2/1黒褐色土 褐色砂質土 (10YR4//4)ご く徴量、暗褐色ブロック (10YR3/3)微 量含む。
5.10YR3/4暗掲色土 粘性・締まり有 り。小礫 (径 1～3cm大)少量含む。
掲色砂質土 (10YR4/4)、 黒褐色土 (10YR〃2)ご く微量含む。

ドニ
L‐ 122000m

と_と =122000m

藤■L=122000コ

８

９

Ю

■

１２
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＞

Ｌ
＝
馬
や
さ
０
ヨ

札 D7d

―十る_D10g
0   1:611  lm

柱穴香 径 (cm) 深さ (cm) 備考

473 42X36 426

475 32X30

476 42X33 246

477 57X柄 開

485 25X24

486 28× 26

487 36X35 579

Aお Cつ
1.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
T∈aご く微量含む。

2.10YR〃2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
小礫複数、土器片含む。

3 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR5/6責褐砂質土ごく微量含む。
4 10YR2/2黒褐色砂質土 粘性やや有り。
締まり有り。3～5cm大の小礫複数含む。
10YR4/43色砂質土含む。

卜
と‐122 111Xlm

0   1:30  511cm

連二L‐ 122200m

5 10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
真ん中部分焼土含む。

6 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
10YR5/6黄掲砂質土ごく微量含む。
径3cm大の礫少量含む。
7.10YR2/2黒褐色土 粘性、締まり有り。
径5cm大の礫含む。
8.25YR3/4暗 赤褐焼± 10YR4/4褐色砂質土炭化物
ごく微量含む。

浮二
L=121000m →

3鬱

第77図  RA288竪穴住居跡(1)
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ならば床面積は約15.0ポと推測される。主軸方向はS-54° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体とする
自然堆積で、床面から10～30cm高 い 1層には十和田 a降下火山灰がごく微量含まれていた。 <壁 >南東壁
で32cm、 北東壁が31cm、 北西壁で31cm程残存しており、何れも底面からやや外傾して立ち上がっている。

<床面>ほぼ全面を貼床としており平坦で締まっている。 <カ マ ド>南東壁の東寄りに構築されている。
カマド本体は暗褐色土・褐色砂質土などでつくられていたようだが芯材は未検出であった。燃焼部には67×

64cm程の焼土がみられ、その周囲に土器が散乱していた。煙道部は煙出底部まで下るように到 り貫かれ、煙

出部の埋土からは大小の河原石が多数検出された。 <柱 穴>床面から検出した 7基の柱穴状土坑のなかで
P486が本遺構に伴うと思われる。その他の柱穴状土坑については本住居跡に伴うかどうか判然としない。

<その他 >床面から土坑がカマ ド南側に隣接したところから柱穴が 1基 と北西壁際から1基検出されてい

る。また煙出部の埋土から検出された多数の河原石は当時の開田部に積まれていたものが中に崩れ落ちたも

のと考えられる。 <遺 物>(第 308図・写真図版303)埋土及び床面から個体数にして土師器郭 7点・高台
付郭 2点、赤焼郭 7点、高台付赤焼郭 2点、土師器奏約14点、須恵器郭 2点、須恵器甕類 2点、鉄津 Pが 1

点出土している。カマド焚き日付近からは土師器甕類283'288が出上した。また本住居内に設けられたPi

tlか らは赤焼郭227が、同じくPit2か らは高台付赤焼郭281。 282や土師器奏284な どが出土している。
<時期>平安時代。

ェ_L‐
121700m

0   1:30  50cm

RA288 カマ ド
1 10YR2泡黒褐色土 粘性なし。締まり有り。10Y馳/4褐色砂質上、
25YR5お明赤褐色焼土ブロック、炭化物ごく微量含む。
2.10YR〃 2黒褐色土 粘性、締まり有り。10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
3 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/4褐色砂質土、北側に25YR3/6に ぶい橙色の焼土ごく微量含む。
4 10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりなし。
25YR/4ご く暗赤褐色焼土、炭化物ごく微量含む。拳大のレキ煙出部に多
量含む。
5 10YR/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
25YR76赤褐色焼土ブロック、え化物、10YR3/3日 旨褐色上、10YR4れ褐色
砂質土ブロックごく微量含む。
6 10YR2//3黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
25YR4/6赤褐焼土ブロック、loYR3/3暗 褐色土、10YR4/4褐 色砂質土ブ
ロックごく微量含む。
7 10YR/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
25YR5/8明 赤褐色焼土ブロック、炭化物片ごく微量含む。
8 25YR5/8明 赤褐色焼土 粘性有り。締まり極めて有り。
9 10YR3/3暗 褐色土 粘性、締まりやや有り。10YR4/6褐色砂質土を含む。

Ю.10YR2泡 黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
10YR3/3暗褐色土ごく微量、loYR4/4褐色砂質土微量含む。

■ 10YR3/3暗褐色土 粘性、締まりやや有り。10Y馳 /6褐色砂質土を含む。
12 10YR2泡黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR3/3暗褐色土ごく微量、10YR4/4褐色砂質土微量含む。

13 10YR2//3黒 掲色土 粘性有り。締まりやや有り。
25YR4/6赤 褐色焼土ブロック、炭化物ブロックごく微量含む。
14 10YR〃 1黒色土 粘性、締まり有り。炭化物片ごく微量含む。
15 10YRグ 2黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
10YR3/3暗褐色土、暗褐色砂質土ごく微量含む。
16 10YR3カ黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
炭化物片 焼土粒、10Y融れ褐色砂質土ごく微量含む。

第78図  RA288竪穴住居跡(2)
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RA289竪 穴住居跡 (第79図・写真図版59)
<位置・重複関係>調査区西側の 3-D3dグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認された。西側でR A290と 重複

する。本遺構との新旧関係は、遺構の切 り合いからR A290よ りも古い。 <規 模・平面形・方向>遺構の

北側が重複することから全体形が不明確であるが、規模は2.4× 2.3m、 平面形は方形を呈し床面積は約6.0♂

である。 <埋 土>黒褐色を主体にした 2層で構成され自然堆積の様相を呈する。 <壁 >浅 く床から垂直

に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁12叩、東壁12cm、 南壁1lcmを測る。 <床 面>締まりがあり平

坦で、貼床はない。 <出 土遺物>(第 310図・写真図版305)埋土及び床面から個体数で土師器郭 3点・極

小破片奏 3点、須恵器奏 2点、鉄津が 2点出土したがR A290の遺物が混入している。295土師器奏は奈良時

代のものかもしれない。また赤焼き郭293。 294は、 R A290と の境から出土しているため本遺構に伴うかど

うか判然としなかった。 <時 代>奈良時代か平安時代か不明である。

RA290竪 穴住居跡 (第80図・写真図版59・ 60)

<位置・重複関係>調査区西側の3-D3cグ リッドに位置し、Ⅳ層で確認された。遺構は、R A289と RG

263と それぞれ重複する。本遺構との新旧関係は、遺構の切り合いからR A289よ り新しくR G263よ り古い。

<規模・平面形・方向>規模は4.0× 3.9m、 床面積約13.3ポで平面形は方形を呈する。主軸方向は、 S―

70° 一Eである。 <埋 土>黒褐色土を主体にした、自然堆積による 2層で構成される。 <壁 >緩やかに

外傾して立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁31cm、 東壁17cm、 南壁31cm、 西壁29cmを測る。東壁はR

A289と 接する為に低くなっている。 <床 面>締まりのある黒褐色土で、平坦である。貼床は住居全体に

みられる。住居床面中央部に直径30cm、 層厚 4 cmで暗赤褐色焼土がみられる。また、R G263の 跡は、壁に

ドニL‐ 12211110m 杭痕

0     1100   1m

北―D5e

AB Cつ
1.10YR3カ黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4褐色土ごく微量含む。
3.10YR2/3黒褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。
4.10YR2/3黒褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
5 10YR2//3黒褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
5Y剛 76赤褐色焼土ごく微量含む。

第79図  RA289竪穴住居跡
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はあるが床面では検出されない。 <カ マド>南東壁の北寄りに位置し、本体の規模は55× 75cmで ある。袖
部南側は粘性のある黒褐色土と暗褐色土で造られているが、北側は長さ40cm前後の石を芯材に造られ、周囲

にも石や土師器片が散乱する。燃焼部は、径50c14の円形、層厚 5 cmの暗赤褐色焼土ブロックと炭化物が石の

下から検出される。割 り貫き式の煙道部は、長さ1.2m、 中層と下層は焼成による赤色変化を生じ、やや下

り勾配で煙出部に続いている。煙出部は、径30× 32cm、 深さ46cmの 円形状に堀り込まれ、10cmの深さに土師

器が投げ込まれている。 <柱 穴>3基検出されている。埋土は締まりがややある黒褐色土で、 3%の褐色
砂質土を含む。 <ピ ット>2基検出されている。Pitlは 西コーナーにある楕円形のピットである。P
it2は、東コーナー付近、1.0× 0,7m、 深さ20cmの楕円形で黒褐色土の埋土に炭片とにぶい橙色の焼土を
3%ずつ含む。これに重なって東コーナーに30× 55cmで廃棄焼土が広がる。カマドに関係したピットであろ

う。 <出 土遺物>(第 311図・写真図版311)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 8点、奏 4点、須恵器
甕 1点、郭 1点が出土したが、R A289の 遺物が混じっている可能性が高い。300の土師器郭と307の土師器

高台付郭は、煙出上層から出土している。また、299の土師器郭と308の赤焼郭はR A289と の重複する付近

から上向きと伏せた状態で、298の土師器郭は上向きで形を留めた状態で出土した。また、他の土器片は、

カマドの燃焼部とその周囲に散乱していた。 <時 代>平安時代。

RA291竪 穴住居跡 (第81～83図・写真図版61～63)カ マ ド多数
<位置 。重複関係>本遺跡西側にあたる3-D10t区 に位置しⅣ層面にて検出された。RD629と 重複し本住

居のほうが古い。また本住居より新しい多数の柱穴も検出されている。 <規 模・形態 。方向>検出面での

規模は北東壁一南西壁が7.Om、 北西壁―南東壁で7.6mを 測り、平面形は隅丸長方形を呈する。床面積は約

47.7ドである。 <埋 土>黒褐色土を主体とした自然堆積の様相を呈し、床面から0～20cm付近に堆積する
1層の中には十和田a降下火山灰がごく微量含まれていた。 <壁 >全体的に残りが悪く北東壁で16c14、 南
西壁が20cm、 北西壁では16cm、 南東壁は24cmを測りやや外傾気味に立ち上がっている。 <床 面>ほぼ全面
が貼床となっており平坦で硬く締まっている。 <カ マド>6基のカマドを検出した。
1号カマド:北東壁の東寄りに構築されていた。カマド本体は残存しておらず、焚き口と思われる場所付近

の床面から45× 40cmの範囲で焼土が検出されている。煙道部は到 り貫き式で煙出し部の埋土内には自然礫が

多く含まれていた。

2号カマド:南東壁の中央よりやや北側に設置されている。天丼部は崩落しており、燃焼部には65× 45cmの

範囲で焼土が広がる。カマドの側壁には芯材に自然礫を使いそれを黄褐色土および褐色土で覆って構築して

いる。煙道部は到り貫き式で燃焼部から煙出し底部へ緩やかに下っている。

3号カマド:南西壁の東寄りに位置し、 4号カマドと並んで設置されている。天丼部及び袖部は確認できず

燃焼部と思われる地点の床面から54× 48cmの範囲で焼土を検出した。煙道部は割り貫き式でカマド本体部か

ら煙出底部へ緩やかに下るように構築されている。煙出し部の埋土中には多くの自然礫が含まれていた。

4号カマド:南西壁の東寄りに位置し、 3号カマドと並んで設置されている。天丼部は崩落し残存しない。

燃焼部から焚き口と思われる部分には45× 36cmの範囲で焼上の広がりを検出した。袖部には芯材に自然礫を

用いそれを黄褐色土で覆って構築している。煙道部は到 り貫き式でカマド本体部から煙出し底部へ緩やかに

下がるようにつくられている。

5号カマド:北西壁のほぼ中央に位置し、 6号カマドの南側に設置されている。カマド本体部分は確認でき

ず煙道部及び煙出し部のみを検出した。煙出し部は割り貫き式で煙出しの方向へ緩やかに下がるように構築

されている。煙出し底部は煙道底部よりも10～20cm程深く掘り込んでつくられており、埋土内からは多数の

-104-



A弔 ,Cつ
1 10YR2/3黒褐色土
2 10YR2/3黒褐色土

0   1:60  1m 3 10YR2/3黒 褐色土
~  4 10YR3/3暗 褐色上

L‐ 122000m

北 D2e

粘性なし。締まり有り。loYR4/6褐色土ごく徴量含む。
粘性なし。締まり有り。To aプロック含む。10YR76褐 色土プロックごく微量含む。
粘性、締まりやや有り。西はじ10YR4/4褐色砂質土、ごく微量含む。
粘性、締まり有り。10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
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Ｉ
庁
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L‐ 122000m 」

些 L=切制Om Ｎ引

Mぷ
1 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
ЮYRワ4褐色砂質土ごく徴量含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YM/4掲 色砂質土ブロックごく微量合む。

L‐ 12211110m

0      1 :30    50cm

K‐L
l.25YR3/3暗 赤褐焼土 粘性なし。締まり有り。
2 10YR4/4褐色砂質土 粘性、締まり有り。
10YR2泡黒褐色土を含む。

４

５

６

　

７

　

８

９

１０

Ｈ

E―F,G■ I■

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。土器片含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。10YR4/3に ぶい黄褐色土プロック、ごく微量含む。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
25YR3為暗赤褐焼上、10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。
10YR3/4暗褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR3/3暗褐色土 粘性、締まり有 り。
10YR3/4暗褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
25YR2/4極 暗赤褐焼土粒、 10YR4れ褐色砂質土ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。締 まりなし。
10YR4/4褐色砂質土、25YR3/6暗 赤褐色焼土ごく微量含む。
25YR4/6赤 褐焼土 粘性やや有 り。締まりなし。 10YRプ 3暗褐色土ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性、締まり有 り。10YR4/4褐色砂質上、25YR3/6H音 赤褐色焼土ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。25YR4洛赤褐焼土ブロック、炭化物ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性有 り。締 まりなし。
10YM/4褐 色砂質土、25YR3/6暗 赤褐色焼上、炭化物ごく微量含む。
12 10YRク 4褐色土 粘性、締 まりやや有 り。10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。
13 10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まり有 り。10YRワ 4褐色砂質上、25YR3/6暗 赤褐色焼土ごく徴量含む。
14 10YR〃 3黒褐色土 締まり有 り。粘性やや有 り。炭片、焼土、25YR3お暗赤褐色土ごく微量含む。
15 10YR2/3黒 褐色土 締まり、粘性やや有 り。炭片ごく微量含む。
16 10YR2/3黒 褐色土 締まり有 り。粘性やや有 り。10YR5/41こ ぶい黄褐色土ごく微量含む。
17 10YR〃 3黒褐色土 締まり、粘性やや有 り。 10YR5れ にぶい黄褐色土少量含む。
18 10YR2/3黒 褐色土 締 まり、粘性やや有 り。焼±25YR3お暗赤褐色土ブロックごく微量含む。

第80図  RA290竪穴住居跡

■3D4e
柱穴香 径 (cm) 深さ (cm 備考

35X34 201

462 31× 25

463 24× 22 263
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自然礫が検出された。

6号カマド:北西壁のほぼ中央、 5号カマドの北側に設置されている。天丼部は崩落しており、燃焼部から

焚き日と思われる部分にかけて焼土が33× 25clnの範囲で広がる。袖部も黄褐色上の側壁が僅かに残存するの

みである。煙道部は割り貫き式でカマド本体部から煙出し底部へ緩やかに下がるように構築されている。

カマドの新旧関係 カマド本体部の残存状況から検出された 6基のカマドは全てが同時期に使用されていた

のではなく、最低でも2回以上のつくりかえが行われていたと思われる。隣接するカマド間で残りが良い方

を新しいと仮定するならば、 1号カマドが 2号カマドに、 3号カマドが 4号カマドに、 5号カマドが 6号カ

マドにそれぞれつくりかえられたと推測される。

<柱穴>5基の柱穴が検出されている。 <そ の他>2号カマドの燃焼部南側に隣接して外径93× 80c14程の

土坑が床面から掘り込まれていた。 <遺 物>(第 312～314・ 333～335図・写真図版305・ 306。 320・ 321)

埋土及び床面から個体数で土師器不 7点以上、赤焼郭15点以上、土師器高台付郭 1点、須恵器郭12点、土師

器奏類12点、須恵器甕類 3点、須恵器壷類 1点が出土している。その場で原形を留めた状態で見つかるもの

は少なく、住居内に自然礫と共に多少散らばった状態で出土するものが多い。鋤先 (516～ 519)も 同一地点

ではないものの床面近くから出土している。 312の土師器郭は 5号カマドから南側へ30cm程の床面付近か

ら出上した。316赤焼き郭と328須恵器杯は4号カマドの燃焼部内から出上した。319の赤焼き郭は北東壁の

中央やや北側に壁に接した状態で出上した。321の赤焼き郭は床面中央部北側からその場で潰れた状態で見

つかった。322の赤焼き郭は南東壁の南側寄りの壁際から、332の上師器甕は 1号カマドの煙出し部から自然

礫と共に出土している。 311。 312の上師器郭には外面に墨書で「木」と書かれていた。また316の赤焼き

邦の外面には線刻が施されているように見える。この他に鉄製品 (537)が 1点出土している。 <時 期>

平安時代。
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第81図  RA291住居跡(1-)
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北―D13v

弱「カマド(【::)―
可

BL喜 121700m

RA291
1.10コむた串褐色土 粘性―・締まりやや有

'|。岳橘巖鰯錐
°
瀧ゃゃ有り。締ま塘す。

101虫亨較 褐砂質土ブ●ッタ●ぐ数量含む。

3,蘊
罷と。鶏制麟蘊魁暫羅き挑

桂 婚 径    (cm) 簾さ(cmJ 1繊

351 55X54 蜘

352 71J X68 97

861 47X45 47Ю

朗 66*162 観 0

369 241

舒 0 225

375 62X48 237

376 40 1“

0  ● 60 14



Ｃ
庁Ｄ

コ
Ｄ
脂

L=121700m Ｃ
引L‐ 12■71Xlm

CC・ Dつ I

l 10YR2//2黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/6褐色砂質土プロックごく微量含む。
地山との境界で25YR3/6暗赤褐へ赤変化。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR4/6褐色砂質土プロックごく微量含む。
炭化物ごく微量含む。

3.10Y骸72黒褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
25YR2/4極 暗赤褐色焼土、炭化物ごく微量含む。

と=1217∞ m

L‐ 121500m

BE「 FFI GGI
l 10YR3/2黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。
25Y遵■鏃 褐色焼土プロック、炭化物ごく微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
25YR3/4暗 赤褐焼土ごく微量含む。
3.10YR3/3暗 褐色土 粘性、締まりなし。
炭化物粒、焼土粒ごく微量含む。

4.10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりなし。
炭化物、焼土粒ごく微量含む。

5.10YR2/2黒 掲色土 粘性有 り。締まりやや有り。
10YR4/6褐色砂質上、焼土粒 (25YR4/6)、 ごく微量含む。
6 10YR3/3暗 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
25YR3/6暗 赤褐焼土、炭化物ごく微量含む。
7 25YR4/6赤褐色焼土 粘性有 り。締まりやや有り。
黒褐色焼土 (10YR2/2)ご く微量含む。
8.10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性やや有 り。締まり有り。

L‐ 12116CIClm

抗 痕

H颯・Ir
l.10YR2/3黒掲色土 粘性有 り。締まりやや有り。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
星5YR4/8赤掲色焼土プロックごく微量含む。
3.10YR3/2暗掲色土 粘性有り。締まりやや有り。
25YR3/4暗 赤褐焼土ごく微量含む。
4.10Y尉 /3暗褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR5/6黄褐砂質土ごく微量含む。
5 10YR2/2黒褐色砂質土 粘性、締まりなし。
25YR2/3極 暗赤褐焼土ごく微量含む。
6 10YR5/6黄褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR3/3暗褐色土ごく微量含む。

4.25YR6/6橙 焼土 粘性なし。締まりやや有 り。
炭化物片ごく微量含む。

5,25YR3/6暗 赤褐焼土 粘性有り。締まりやや有 り。
炭化物片ごく微量含む。

Ｅ
卜

Ｆ
庁

Ｃ
ト

10YR3/3暗褐色砂質土 粘性、締まり有 り。
10YR4/6褐色砂質上を含む。
10YR4/6褐色砂質土 粘性、締まりやや有 り。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
25YRプ 4暗赤褐焼上ごく微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR5/6黄褐砂質土ごく徴量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性、締まり有 り。
10YR4/6褐色砂質土ごく微量含む。
10YRν 3暗褐色土 粘性、締まりやや有 り。
炭化物片ごく微量含む。

10YR2/2黒褐色上 粘性有り。締まりやや有り。
10Y磁/6褐色砂質土微量含む。

L‐ 12171111m Ｅ
「

■ L三 12ユてЮOm Ｈ
Ч

0   1:30  50cm

轡

９

Ю

■

１２

・３

・４

・５

・
．

r
引

26YR4/8赤 褐焼土 粘性やや有り。締まり有り。
炭化物ごく微量含む。

10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
10Y恥/6黄褐砂質土ブロックごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
25YR2海恒暗赤褐焼土ごく微量含む。

第82図 RA291竪穴住居跡(2)
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LL‐Й600m 」
′

“

L=閉開Om

」1イ KKtt LL・ M― MI
l 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土ごく微量含む。須恵器片含む。
2 10YR″ 4暗褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
3 10YR2/4暗 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YRク 4褐色砂質土ブロックごく徴量含む。
4 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりなし。
10YR74褐 色砂質上、炭化物ごく微量含む。
5 10YRプ 3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
10YR4/4褐色砂質土、10YR2/2黒褐色土微量含む。
6 10YR3洛暗褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
焼土粒、炭化物、10YR5/6黄褐色砂質土ごく微量含む。
7 10YR3/3暗 褐色土 粘性、締まり有 り。
8 25YRγ4赤褐色焼土 粘性なし。締まり有り。

性 L=121 ttOm

′

9 10YR3/2黒 褐色土 粘性有 り。締 まりやや有 り。
lllYR6/5黄褐色砂質土微量、炭化物、25Y略/2暗赤褐
色焼土ごく微量含む。

10 ユOYR2/4暗褐色土 粘性有 り。締まり有 り。
11 10YR3/4暗褐色土 粘性、締まりやや有 り。
25YR3//2暗 赤褐色土焼土ごく微量含む。
12 10YR3/3暗褐色土 粘性、締まりやや有 り。
13 10YR3/3暗褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
10YR5/6黄褐色土微量含む。
14.10YR6/5黄褐色土 粘性なし、締まりやや有 り。
25YR3泡暗赤褐色焼土微量含む。

0′ N  L‐ 121600m N′

第83図  RA291竪穴住居跡(3)

μP Q―Q
l,10YR2/2黒 褐色土 焼土粒、炭化物わずかに掲色土粒含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。焼土粒、炭化物含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有 り。焼土、炭化物ごく微量含む。
4.5Y貶力灰褐色土 粘性やや有り、締まり有り。焼土、炭化物混在する。
5 10YR3/1黒 掲色土 粘性、締まりやや有り。
炭化物ごく微量、5～ 10cmの円礫含む。
6,75YR6/6橙焼土 粘性有り。締まりなし。
■5YR4/6赤褐色焼土ブロック、炭化物片ごく微量含む。

7 10YR3お暗褐色土 粘性、締まり有り。
10YR2/2黒褐色上、10YRν 6黄褐色砂質土ごく微量含む。
8 25YR4洛 赤褐色焼土 粘性やや有り。締まり有 り。
炭化物片ごく微量含む。

9.10YR5/6黄 褐砂質土 粘性なし。締まりやや有 り。
10 10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。

性 L=閉ωOm
O‐0■ NN
l 10YR2/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
焼土粒、炭化物、褐色土粒ごく微量含む。

2 10YR2/3黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
焼土、炭化物ごく微量含む。

0      1 :30    50cm

RA292竪 穴住居跡 (第84図・写真図版64)
<位置・重複関係>調査区西側の 3-C10a区 に位置する。また、 R D 646、 R A293と それぞれ重複する。

本遺構の重複関係は、遺構の切り合いから、R D646。 R A293よ り古い。検出はⅣ層で確認されている。

<規模・平面形・方位> 遺構の北側でRA293と 東側でRD646と 重複することから、規模や平面形

などの全容は不明である。確認できる部分については、規模は 3× 3mで平面形は隅丸方形を呈し、床面積

は約7.3ぽある。主軸方向はN-65° 一Wである。 <埋 土>主に自然堆積による 2層で構成される。 1層

13①

_Q′ とL=蜘Om
P′
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は粘性のある締まった黒褐色土で、 2 cm程度の礫を含む黄褐色砂質土で暗褐色が混っている。南壁付近に暗

褐色の層がみられる。 <壁 >床面からほぼ垂直に立ち上がり、各壁の残存値は 7～ 15cm前後を測る。壁溝
なし。 <床 >ほ ぼ平坦で堅く締まっている。また、住居全体に 1 0cm程度の貼床がみられる。 <カ マ

ド>西南壁の中央部分に設置されている。一部削平がみられることから、全体の構造は不明である。本体部

は30× 50cm、 袖部は粘性がややある締まった褐色砂質土でつくられ、小礫等の混入が認められる。燃焼部は、

径20cm位 の楕円形で、層厚 3～ 6 cm、 微量の炭化物を含む赤褐色焼土が形成されている。割り貫き式の煙道

部の長さは1.8mで、やや下りながら煙出部に続いている。側壁の一部は焼成による赤色変化を生じ、わず

かに炭化物を含んでいる。煙出部は径35× 30cm(開 口部)、 深さ30cm程堀 り込まれている。 <出 土遺物>

(第314図・写真図版307)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 3点、甕 5点、須恵器郭 4点、奏 1点が出

土している。341の上師器奏はカマド本体焼土と煙道の間に、土師器長胴奏342は左袖部の先端に底部を上に

した状態で出土した。他の土師器は、カマドの近くから破片で出土した。 <時 代>平安時代。

任 L‐蜘 0コ
B

A

Att Cつ
1 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
黄褐色砂質土 (10YR5/6)ご く微量含む。
小礫 (径 I～3cm大 )複数含む。
2 10YR5/6黄褐色砂質土 粘性なし。締まり有 り。
明褐色土 (10YR3/3)ご く微量含む。
3 10YR3/3明褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。

性 L=切ЮOm

I_L‐ 121700m 」

Ю ″

0   1:30  50cm

第34図  RA292竪穴住居跡

E‐F G‐H と」
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
赤褐色焼土ブロック (25YR4お )、 黄褐色砂質土 (10YR4/6)
ごく微量含む。

2 10YR76褐色砂質土 粘性 締まりやや有り。
暗褐色焼土 (25YR3/4)、 暗褐色土 (10YR3/3)ご く微量含む。
3 25YR4/6赤褐色焼土 粘性 締まりやや有り。
黒褐色土 (10YR2/2) 炭化物ごく徴量含む。
4 10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まり有り。地山。
5,10YR2洛黒掲色土 粘性 締まりやや有り。
褐色砂質土 (10YR4/4)ご く微量含む。
6.10YR4//6褐 色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
赤褐色焼土ブロック (25YR76) 炭化物ごく微量含む。
7.10YR3れ暗褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
赤褐色焼土プロック (25YR4/6)ご く微量含む。
8 10YR〃 3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
赤褐色焼上粒ブロック (25YR4/6) 炭化物ごく微量含む。
9 10Y馳/4褐色砂質土 粘性やや有り。締まりなし。
黒褐色土 (10YR2/2)・ 炭化物片・赤褐色焼土 (25YR4/6)
ごく微量含む。

10,25YR4/6赤褐色焼土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色土 (10YR2//2)炭 化物ごく微量含む。
11.10YR4/6褐 色砂質土 粘性やや有り。締まり有り。
暗褐色土 (10YR2/3)ご く微量含む。
12 ЮYR2/3黒掲色土 粘性有り。締まり有り。

北 α監

0    1:611  lm

監 L=閉ЮOm
F
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RA293竪 穴住居跡 (第85・ 86図・写真図版65)
<位置・重複関係>調査区西側の3-C8b区 に位置し、R A292と R D809と それぞれ重複する。本遺構の
重複関係は、遺構の切り合いから、R A292よ り新しく、R D809よ り古い。Ⅳ層で検出された。 <規 模・

平面形 。方向>遺構の東側が調査区外であることから、正確な規模や平面形などの全容は不明である。確認

される部分については、規模は西6.65×南北6.6m、 平面形は隅丸方形を呈している。床面積が約40.7ポで主

軸方向は、N-73° 一Wである。 <埋 土>褐色土を主体とし、自然堆積による 3層で構成される。下層ほ
ど砂質土との混合割合が多い。 <壁 >床からなだらかに立ち上がっている。各壁中央部の残存値は、南側
26cm、 北側33cm、 西側23cm、 東側コーナー付近は21mである。 <床 面>ほぼ平坦で堅く締まっている。基
本的に暗褐色であるが、所々に褐色砂質土が混じり合っている。住居全体に10～20cmの貼床がみられる。ま

た、床の中央部に1.5× 1.65m、 層厚 5～ 8 cm、 締まりも粘性もややある赤褐色の焼土層がある。位置から廃

棄された焼土と考えられる。 <カ マド>西壁の中央部に設置されており、上部の一部が削平されているこ
とから、天丼部の構造は不明である。本体の規模は80× 60cmで、袖部は締まりのある灰黄褐色上でつくられ、

中に小礫や土師器片が入れられている。燃焼部は60× 65cmの楕円形で層厚 711mの暗赤褐色焼土が形成されて

いる。割 り貫き式の煙道部は、長さ2m、 ほぼ真っ直ぐに煙出部に続いている。煙出部は、径50cm(開 口部)、

深さ57cm程掘り込まれており、その中に10～15cm大の小礫を含んでいる。 <柱 穴>住居内から6基検出さ
れている。埋土は、堅く締まった粘性のややある暗褐色で、黒褐色と黄褐色砂質土を各10%含む。このうち、

99-104-91、 94-103-92は平面形と住居内の配置が似ており、また99-94、 104-103、 92-91は主になる

柱とそれを支える柱とみられ、住居にともなう柱穴と考えられる。

<ピ ット>カ マドの南側から1基検出している。平面形は楕円を呈し、埋土は黒褐色が中心で締まり、粘性

ともややある。下層程、黄褐色土を含む。西壁際から土師器片と土師器を出土する。 <出 土遺物>(第315
図・写真図版307。 308)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 3点、養 3点、須恵器 4点が出土した。351の

土師器奏は床面に伏せた状態で置かれていた。344。 345。 348の土師器郭は、いずれも南西コーナー付近、R

A292と の境からほぼ整った形で出土した。他の奏や郭は、カマド周辺やPitlの 埋土中や周辺から破片の
状態で出上している。344・ 345の土師器郭には墨書で346の赤焼郭には線刻で「木」と書かれている。

<時期>平安時代。

RA294竪 穴住居跡 (第87・ 88図・写真図版66)
<位置 。重複関係>調査区西側の 3-C21d区に位置する。Ⅳ層で確認された。 <規 模・平面形 。方向>

規模は7.1× 6.9m、 平面形は隅丸方形を呈し床面積は約44.0ポある。主軸方向は、N-80° 一Wである。

<埋土>締まりはあるが粘性のない黒褐色土を主体とした自然堆積でよいと思われる。 <壁 >床面から緩
やかに立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁12cm、 東壁19cm、 南壁12cm、 西壁16cmを測る。近世建物跡

の柱穴が、特に東側の部分で住居の壁と切り合っているため、壁と床、壁と地山の境がはっきりしない部分

がある。 <床 面>貼床が住居全体にみられる。埋土は、暗褐色土と褐色砂質土の混合土である。
<カマド>西壁中央部分に位置し、本体の規模は50× 80cmで ある。袖部は締まりのあるにぶい責褐色上で造

られ、芯材の使用はない。燃焼部には、径45× 35cm、 層厚 3 cm、 2 cm前後の小礫を多く含む極暗赤褐色の焼

上が形成されている。煙道部は掘り込み式で長さは1.2m、 急勾配で煙出部に続く。煙道の側壁部分は黒褐

色土であるが、ブロック状の極暗赤褐色焼土や炭化物を下層に含む。 <柱穴>住居内では 7基検出される。
位置、平面形と埋上の状態から2組に分かれ、住居の施設に関係したものとみられる。 <出 土遺物>(第
315。 316図・写真図版308)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 7点、奏 6点、須恵器郭 2点、重 1点、
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柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備 考

58× 32 563

42X31 536

55X41 5■6

30X29 13お

39X34 507

69× 56 528

104 76X56 5511

M L‐ 121 61Xlm

RA293 Pitl
l,10YR3/2 締まり、粘性やや有 り。
2.10Y熙72 締まり、粘性やや有り。
10YR5/4にぶい黄褐色土ごく微量含む。
3.10YR5/4 締まりやや有 り。粘性なし。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。

0   1:611  lm

― ―

(RA321)RA293 ベルト
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
炭化物片ごく微量含む。
2.10YR3/3暗 褐色土 粘性、締まりやや有 り。
10YR4/48色砂質土ごく微量含む。
3.10YR3/3暗 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
ケ5YR4お 赤掲焼土粒ごく微量含む。
4.10YR4/4褐 色砂質土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/3暗褐色土ごく微量含む。
5,10YR2/3黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6黄褐砂質土 やや帯状に少量含む。
6 (は りゆか)10YR4/43色砂質土 粘性やや有り。
締まり有り。10YR2/2黒褐色土、10YR3/3暗褐色上、
ごく微量含む。

第35図  RA293竪穴住居跡(1)

7.10YR4/4褐色砂質土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR3/4暗褐色土微量含む。
8.10YR3浴暗褐色土 粘性なし。締まり有り。
25YR4/6赤褐焼土ごく微量含む。
9,10YR4/4褐 色砂質土 粘性、締まりやや有り。
10 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
25YR4/6赤褐色焼土プロック、炭化物、
ごく微量含む。

Ｎ
「 年_L=121100m
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卑 L‐ 121 61Xlm μ L‐ 121∞ Om

F生 L‐ 121600m

・∈H・ 可・K毛
10YR3/2黒褐色上 粘性、締まりやや有り。
10YR5/4にぶい黄褐色土プロック、ごく微量含む。
10Yおれ 粘性やや有り。締まり有り。
10YR3//2黒 褐色土ごく微量含む。

10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5れ にぶい責褐色土ごく微量含む。
10YR5/4にぶい黄褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。
10YR5/4にぶい黄褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR2/1黒褐色土炭片、25YR3/4暗 赤褐色土焼土、
ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。

と L=1216110m

10YR3/2黒褐色土 粘性なし。
10YR5/4にぶい黄褐色土プロック、ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3れ暗赤褐色焼土プロック、ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3れ暗赤掲色焼土ブロック、ごく微量含む。
25YR3/4暗赤褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3れ暗赤褐色土ごく微量含む。
25YR3/4暗赤褐色焼土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR5/4にぶい黄褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
10Y彫/1黒褐色土ごく微量含む。

10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR3/4暗赤褐色上、10YR2/1黒褐色土
ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
ЮYM叛 黄褐色土 粘性なし、締まり有り。
10YR4/3にぶい黄褐色土 粘性なし。
締まりやや有り。

10YR2/1黒褐色砂質土ごく微量含む。

当

0    1:30  511m

８

９

Ю

■

１２

・３

・４

・５

３

１

２

３

４

５

６

　

７

° L‐ 121 500m               P Oギ
ユ.25YR4/61N褐色土 粘性、締まりやや有 り。
ЮYR2/1黒褐色土 (炭片)微量、10YR3/2黒褐色土少畳、
25YR6/6橙 色土ごく微量含む。
2.10YR3/2 粘性、締まりやや有り。
25YMノ 6赤褐色土ブロック、loYR2/1黒褐色土ごく微量含む。

O   r611  im

第86図 RA293竪穴住居跡(2)

奏 1点が出土した。整った形での出土物はなく、破片で出土している。

RA295竪 穴住居跡 (第89図・写真図版67)

<時代 >平安時代。

<位置・重複関係>調査区西側 3-C24a区 に位置する。Ⅳ層で確認され、 R G255と 重複し、本遺構はR

G255よ り古い。 <規 模 。平面形・方向>規模は5.1× 5,2m、 平面形は隅九方形を呈し床面積は約24.4♂で

ある。主軸方向は、N-16° 一Eである。 <埋 土>黒褐色を主体にした 2層で構成される。上層に、流れ

込んだ十和田 aを少量含む。 <壁 >各壁中央部の残存値は、北壁20cm、 東壁10cm、 南壁10cm、 西壁16cmを

測る。壁は低いが床からほぼ垂直に立ち上がる。壁溝はない。 <床 面>全体に厚さ 2～ 1 2cmの貼床がみ

られる。埋土は締まりがあるが、重複する溝や攪舌との為か、いろいろな土や小礫が多い。 <カ マ ド>新旧

2つのカマドが検出されている。

1号カマ ド (新)】ヒ壁東側に位置し、本体の規模は60× 60cln、 燃焼部は40× 45cm、 層厚10cmの極暗赤褐色
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ギ
C23c

AB・ ∽

1.10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
3.10YR3/3暗褐色上 粘性やや有り。締まり有 り。
褐色砂質土 (10YR4/41 ・小礫 (径2～5cm大 )少量含む。

A L‐ 12161111m
卜

B

μ Li121mm

0   1:∞   lm

持

3   2                   3          3

桂穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備 考

257

258 58X53 397

259 64× 47

260 49X41 241

39X37 125

274 45X42 336

276 42X35 196

277 49X38 295

285 88X58 333

286 55 156

第87図  RA294竪穴住居跡(1)

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

287 78X50 468

289 56X42 395

292 69X40 262

294 142

297 45

3112 51X50 153

鬱 X41 20望

787 32X25

径  (cm) 深さ(cm) 備考

224 47X41 173

48X44 1413

40X36 43う

51X44 丞 5

230 189

242 96X68 3a7

246 34X32 226

251 221

253 49X35 224

256 46 174
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ユ L‐ 121∞ 0

占_L=1216k10

10

BF・ G■・IJ
l 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
赤褐色土 (5YR4/6)ご く徴量含む。
2.10YR3//2黒 掲色土 粘性、締まりやや有り。
5YR4/6赤褐色上、25YR4/4に ぶい赤褐色土ごく徴量含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
4 10YR3/2黒 褐色土 粘性、締まりやや有り。
5,10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
10YR4/4褐色砂質土、焼上、炭、ごく微量含む。
6.10YR2浴黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土、25YR5浴明赤褐焼土プロック、
炭化物ごく微量含む。
7.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。

島

8 10YR2/73黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
26YR3/4暗 赤掲色土ごく微量含む。
9 10Y昭/3暗褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR4/4褐色砂質土、25YR5/8明 赤褐焼土プロックごく微量含む。
10 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。
11 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR4/43色砂質土ごく微量含む。
12 10YR2/3黒 褐色± 10YR4/63色土との混合土。
粘性やや有り。締まり有り。

4

当4
O   r 30  511m

第38図  RA294竪穴住屋跡(2)

焼土が構成され、焼土付近には土師器や土師器片が散らばる。袖部は、柱穴に切られ完全ではないが、締ま

りのある黒褐色土と褐色土の混合土からなる。煙道部は長さ1.2m、 到 り貫き式で煙出部に続く。煙道下層は

熱により赤変し、焼土や炭化物を含む。煙出部は径45cm、 深さ45cm、 埋土中層に石や土師器片が入っている。

2号カマド (古)西壁中央に位置し、方向はN-87° 一Wを測る。 R G255の下から検出されたため、袖部
や本体部がはっきりしない。焼土は、西壁から50cmの ところに、直径30cln層厚 5 cm、 暗赤褐色土で残ってい

る。煙道部の形は不明、長さは 1.4m、 緩やかに下りながら煙出部に続く。上層部から焼土や炭片が検出

されることから、かなり溝により削平されていると考えられる。煙出部は直径30cln、 深さ30cm、 新しいカマ

ド同様に石や土器片が入り込んでいる。

<柱穴>4基検出された。平面形、埋土の様子や位置から見て、住居に関係したものと考えられる。
<出土遺物>(第 316・ 317・ 335図・写真図版308・ 321)埋土中及び床面から個体数で土師器郭 9点、高台

郭 6点、奏 8点、須恵器杯 3点、奏 2点、鉄製品 (538)1点が出土している。367・ 368の上師器発は北側

のカマド本体燃焼部中央に大きな破片で、365の土師器高台付郭は伏せた状態で北側カマド燃焼部南側から

出上している。他の遺物は埋土からの出上が多い。365の土師器高台付杯の外面には「木」と線刻されてい

た。 <時 代>平安時代。
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柱穴番 径  (cm) 深さ(cm) 備考

453 53X45 313

454 52X40 299

455 368

456 40X35

AS'C― D
l.10YR2//2黒 褐色土 粘性有 り。締まり有 り。
10YR褐色砂質土ブロックを微量含む。

μ L‐ 12151111m

Ⅲ

10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR5/6黄褐砂質土微量含む。

Ｆ
＝
Ｐ
醤

０
８

日

o   r∞   lm

10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR5/6黄褐色砂質土微量含む。

EF,GH
10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。赤褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。赤褐色上 にぶい赤褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色上 粘性 締まりやや有り。
10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。褐色砂質土・焼土・炭ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性有り。10YR3/2締まりやや有 り。
褐色砂質土 。明赤褐色焼土プロック (25YR5/8)・ 炭化物ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色砂質土ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。明赤渇色土ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
褐色砂質土 明赤褐色焼土プロック (25YR5/8)ご く微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。褐色砂質土ごく微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まりやや有り。褐色砂質土ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。褐色砂質土との混合主。

第89図  RA295竪穴住居跡

島

剛

農 L‐ 121600m

RA326 煙道 RG302 2号 カマ ド 可
1.10YR3ρ黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
25YR4/6赤 褐色焼上、10YR3/1黒褐色上、ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
26Y則ノ6赤褐色焼土プロック、10YR3/1黒褐色土ごく微量含む。
10Y即/2粘性、締まりやや有り。10YR5/6黄褐色土ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/6暗赤掲焼土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
6層の境で25YR2/3極 暗赤掲色土、赤変化。

4

Ｊ
引と し

‐121500m
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RA296竪 穴住居跡 (第90図・写真図版68)
<位置 。重複関係>調査区西側の 3-D2a区 に

位置し、Ⅳ層で確認された。重複関係は、遺構の

全容が明確にならない為、不明である。 <規

模・平面形・方向>南側部分以外は調査区外であ

ることから、平面形の全容は不明である。確認さ

れる規模は、西南壁側1.85m、 東南壁側2.75mで

ある。西南のコーナーは隅丸を呈している。主軸

方向は不明。 <埋 土>自然堆積による黒褐色砂
質土を中心にした 2層で構成される。 <壁 >検

出された部分については、床から緩やかに立ち上

がる。各壁中央部の残存値は西南壁12cm、 東南壁

10cmである。<床面>締まりがあり平坦である。

検出された部分については、 6～ 12cmの厚さで貼

床がみられる。 <出 土遺物>流れ込みか、縄文
土器の破片が 1片あった。<時代>平安時代。

荒 D3c

たB
l.10YR3カ黒掲色砂質土 粘性なし。締まりあり。
2.10YR3/2黒褐色砂質土 粘性なし。締まりあり。

RA297堅 穴 住 居 跡 (第91図 。写 真 図 版 69)     褐色土 QOYR4れ )極微量含む。

<位置・重複関係>調査区西側 3-D15g区に位置
第90図  RA296竪穴住居跡

し、Ⅳ層で確認された。溝 2本、土坑 1基と重複す

る。本遺構の重複関係は、遺構の切合から、 R G257、 R G259、 R D604よ りも古い。 <平 面形 。規模・

方向>規模は3.3× 3.17m、 方形プランを呈し床面積は約8,76♂で主軸方向は、 S-70° 一Eである。北壁の

一部が R D604と 重複し不明である。 <埋 土>黒褐色土を主体にした自然堆積による 2層で構成される。
<壁 >床面からほぼ垂直に立ち上がる。各壁中央部の残存値は、北壁16cm、 東壁32cm、 南壁30cm、 西壁29cln

と北壁以外は残りがよい。 <床 面>締まりがややある黒褐色土で覆われているが、一部褐色土が混じる部
分もある。貼床は住居全体にみられ、深さ 1～ 26cla、 壁際ほど深い。土師器片は、カマド燃焼部と袖部外側

にみられる。 <カ マド>東壁北寄りに位置する。煙道部が溝との重複のためはっきりしない。本体の規模
は44× 61cmで、袖部は粘性も締まりもある黒褐色土で造られている。土師器片や小礫はみられるが、芯材に

使用したものではないようである。燃焼部は径38× 40cmの楕円形状の広がりで厚さ約 6 cmの焼土が形成され

ている。割 り貫き式の煙道部は、長さ1.lmでやや下り勾配で煙出部に続く。下層の一部には微量の炭片と

焼土が含まれる。煙出部は30× 38cm(開 口部)、 深さ70cm程堀 り込まれ、底には直径10cmの石が 2個投げ込

まれている。 <柱 穴>6基検出されている。埋土はいずれも黒褐色上で砂質である。カマド付近の柱穴か
らは炭片が検出されている。規模はほぼ同じ、位置的にみても住居に関する柱穴と考えられる。 <ピ ッ
ト>カ マド袖部脇に 1基検出された。埋土は締まりのややある黒褐色土だが、下層に赤褐色焼土ブロックや

炭片を含む。本住居跡に関係したピットと考えられる。 <出 土遺物>(第 317図・写真図版308)埋土中及
び床面から個体数で土師器郭 5点、奏 2点、須恵器郭 2点、奏 1点が出土した。370の赤焼郭はカマ ド付近

から出土し、赤焼郭371は カマドの左袖部分と1号土坑の埋土中から出土した。 <時 代>平安時代。

0   1:60  1m
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RG259
柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

532 35X34 108

諺 X19 149

534 31X25 196

535 30× 25 18つ

537 28X26 147

538 41× 36 160

539 4■ 3

540 39X37 3114

2646 30× 26

ぃ_L=1221DOm

北 D17g 北 D17h

7

8

9,

10

11

12

13.

14

15,

16.

17.

18.

19.

第91図 RA297竪穴住居跡

Aお 。Cつ
1.10YR3/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR4/6褐色土を、ごく微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR4/6褐色土を、ごく微量含む。
4 10YR6/6明 褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土を、少量含む。
5 10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り、締まり有り。
10YR4/6褐色土を少量含む。

弾 m

崖 L i 1221X10m

β_L‐ 122 111Xlm

卜_L‐ 12211alm

J

引

4

ユF・ G■・I」
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。10YR6/6明黄褐色土、ごく微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。10YR6/6明黄褐色上、焼土プロック、
ごく微量含む。

3.10YR4/4褐 色土 粘性、締まりやや有り。
4.10YR4/6褐 色砂質土 粘性なし。締まりやや有 り。
5,10YR4/4褐 色砂質土 粘性なし。締まり有 り。10YR3/3暗褐色土、ごく微量含む。
6.10YR3/3暗 褐色土 粘性なし。締まり有り。
10YR4/40色砂質土、10YR2カ黒褐色上、25YR4/6赤褐色焼上、ごく微量含む。
25YR3/4暗 赤褐焼土 粘性なし。締まり有 り。
10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。柱穴あたり部分。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有 り。柱穴まわり部分。
10Y昭 /2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6黄褐色砂質土プロック、ごく微量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
10YR5/6黄褐色土 微量、赤褐色焼上、炭片をごく微量含む。
10Y則ノ2灰褐色土 粘性やや有り。締まり有り。10YR5/6黄褐色土、ごく微量含む。
10YR5/6黄褐色土 粘性やや有り。締まり有り。10YR3/2黒褐色土、ごく微量含む。
10YR5/6黄褐色土 粘性やや有り。締まり有り。10YR3/2黒褐色土、ごく微量含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR5/6黄褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR3/2黒褐色土 粘性、締まりやや有り。
10YR2/2黒褐色上 粘性有り。締まりやや有り。
10YRrD/6責褐色砂質土 粘性、締まりやや有り。あ YR4/6赤褐色焼土、ごく微量含む。

0     1 :30    50crn
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2 中世の竪穴建物跡
RA224竪 穴建物跡 (第92図・写真図版70)
<位置>東側調査区東側 3Cグ リッドに位置している。検出はⅣ層上面で、方形状の黒色土の広がりによっ

て確認されている。遺構の大部分は削平を受けており、床面近くが僅かに残存するのみである。 <平 面
形・規模>平面形は多少歪みのある隅丸方形を呈し、規模は3.84× 3.42mで ある。 <埋 土>大 きく3層 に

分けられ、全体に水酸化鉄の混入が確認される。 1層は黒色土で炭と灰黄褐色土ブロックを含有し、やや締

まっている。 2層 はにぶい責褐色土で黒色土ブロックを含有し、やや締まっている。 3層は暗オリーブ灰色

粘土とにぶい黄褐色砂質度との混合上である。4層は暗オリーブ灰色粘土の層で、プロックで堆積している。

<壁・床>壁は削平を受けている事から全体的に低く、床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。壁高は

東壁 6 cm、 西壁 6 cm、 南壁 6 cm、 北壁12cm前後である。床は一部で凹凸が見られるが、概ね平坦である。中

央部付近は堅く締まっている。 <柱 穴>壁際に平面形が円形もしくは楕円形の柱穴状土坑がH基検出して
いる。P2517、 2523、 2524、 2525、 2528、 2529は主柱穴と思われ、四隅と東西中央に 1基ずつ確認されてい

２５２３卵ャ甲落　２５２８卵寸ｙ

騨 」AttЩ

鞄

洋 L=恥期m単

サ

喜 L‐辺0鰤n当

す

に L・冽olX田 れ

#
れ

北α鋭 札鋭9g

1 10YR2カ黒褐色土 粘性ややなし。締まりやや有 り。
にぶい黄褐色土 (10YR5海)ブロック含。水酸化鉄混。
2 10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有 り。
にがい黄褐色土 (10YR5/3)ブ ロック含む。水酸化鉄班混入。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締 まりややなし。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)ブ ロック含む。水酸化鉄斑混入。
4 10YR2/1黒 色土 と10YRν3に ぶい黄掲色土との混合土。
粘性ややなし、締まりやや有 り。水酸化鉄班混入。

5 25YR5/3黄 褐色砂質土 粘性 締 まりやや有 り。
6 10YR5/4に ぶい黄褐色土 粘性やや有 り。締まりややなし。
水酸化鉄斑混入。

7 10YR5/3～ 5々にぶい黄褐色土 粘性なし。締 まり有 り。
黒褐色土 (10YR2/2)を しみ状に含む。
8 10YR2/1黒 色土 粘性やや有 り。締まりややなし。
にがい黄褐色土 (10YR5/3)プ ロック微量含む。水酸化疑混入。
9 10YR2/1黒 色土と10YR5/31こがい黄褐色土との混合土。粘性やや有 り。
締まりややなし。水酸化鉄斑混入。

Ю,10YR2/1黒色土 粘性・締 まりややなし。
にぶい黄褐色土 (10YR5潟)ブロック含む。水酸化鉄斑混入。

■ 10YR5/3に ぶい黄掲色土
酔_ L‐ 120300m

RA2蟄
1 75YR2/1黒 色土 粘性 締まりやや有り。
灰黄褐色 (10YRν2)ブ ロックを微量含む。炭を含む。水酸化鉄斑混入。
2.10YRツ 3にがい黄掲色土 粘性 締まりやや有り。
黒色土 (75YR2/1)ブ ロック含む。水酸化鉄斑混入。
3 25GY3/1暗オリープ灰色粘上と10YR5/3にぶい黄褐色砂質土との混合土。
4 25GY3/1暗 オリーブ灰色粘上の層。
5 水酸化鉄 ブロックで散在。

0   1160  1m

第92図  RA224竪穴建物跡

柱穴番 径 (cm) 深 さ(cm) 備考

2517 21ユ

17

2520 6X16

2522

2523 211

2524 55× 42 508

2525 65× 45 299

2526 40X46

2527 60X57

2528 337

2529 63× 56 491
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第94図  RA228竪穴建物跡

RA227
1 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。小礫少量含む。
2.10YR3/3暗褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
中小礫多量含む。

猛 1碗  墜4生.m

第93図  RA227竪穴建物跡

畑枷中可

RA228
1.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりややなし。
黄褐色土 (10YR5/6)プ ロツクを含む。焼土粒含む。
2.10YR2/3黒褐色土と10Y恥/6黄褐色土との混合土。
粘性やや有り。締まりややなし。

3.10YV/3黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。
黄褐色土 (10YR5/6)プ ロツク微量含む。
4,10YR2泡 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
にがい黄橙色土 (10YR6/3～ 10YR7浴 )ブロック含む。水酸化鉄斑混入。

5。 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
にぶい黄橙色土 (10YR6/3～ 10YR7/3)ブ ロック含む。炭含む。
水酸化鉄斑混入。

6.10Y昭た暗褐色土 粘性 締まりややなし。
褐色土 (10YR4/6)プ ロック含む。
7.10YR2/3黒褐色土 粘性ややなし。締まりやや有り。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)プロック含む。焼土・炭を多量に含む。
径10～ 30Dudの礫含む。

287

2496 41X37

2503

2508
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る。柱痕は確認されていない。掘り方の埋土は東側では黒褐色上、西側では黒色土主体で構成され、あまり

締まっていない。北壁際には径約13～23cmの小ピットが 5基確認されている。 <土 坑 >P2526、 2527の 1

基で、平面形は 8字状を呈す。規模は開口部93× 58m・ 深さ21cmである。 <遺 物・時期>遺物は出土して
いないが、形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA227竪 穴建物跡 (第93図・写真図版71)
<位置>東側調査区南側の4Aグリッドに位置している。検出面V層上面で、黒褐色土の広がりによって確

認されている。遺構は削平を受けており、床面近くの壁が僅かに残存するのみである。 <平 面形・規模>

平面形はやや歪みのある隅丸長方形を呈し、規模は3.43× 3.01mである。 <埋 土>2層 で構成され、全体
に小礫を含む。 1層 は黒褐色土、 2層 は暗褐色砂質上で 2層 ともやや締まっている。 <壁 ・床>壁は水田

耕作等による削平を受けているため低く、床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。壁高は東壁14cm、 西

壁10∽、南壁12cm、 北壁12cm前後である。床は一部で凹凸が見られるほかは、ほぼ平坦である。

<柱穴・土坑・他の施設>検出されない。 <遺 物・時期>遺物は出土しなかった。時期は形態や頚例など

から中世に属すると思われる。

北cttd 北α班
2510
と‐120300m
卜  れ
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ぴ
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２４９８
」〓１２０３００ｍ
中

与

Ｍ

〉

津_L‐ 120300m

RA229                                5 10YR4/6褐 色砂質土 粘性やや有り。締まりややなし。
1 10YRν 2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。                 黒褐色土 (10YR2/3)ブロック含む。炭を微量含む。
にぶい黄橙色土 (10YR6/3～ 7/3)ブ ロック含。炭微量含。水酸化鉄班混。  6 10YR/2黒褐色土と10YR4/6褐色土との混合土 粘性ややあり。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりややなし。                 かたく締まっている。7.10YR3れ暗掲色土 粘性やや有り。
褐色砂質土 (10YR76)ブ ロック含む。焼土粒微量含む。          締まりややなし。褐色土 (10YR6/4)ブロック含む。
3 10YRケ 6掲色砂質土 粘性なし。締まり有り。              8 10YR3/3暗 褐色土と10YRν 3にぶい黄褐色土との混合土 粘性有り。
黒褐色土 (10Y影/3)プ ロック含む。                   締まりやや有り。水酸化鉄斑混入。
4 10YR/3黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。           9 1oYR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりややなし。
褐色砂質土 (10YR4/6)ブロック微量含む。水酸化鉄斑混入。         黄褐色土 (10YR5/6)プロックを含む。

0    1:611   lm
半

第95図  RA229竪穴建物跡

柱穴香 径 (cm 深さ(cm 備 考

2498 49X45

65X33 477

2502 66X45 367

80X55

63X63 47

27× 32

50X46

36× 31

41× 49 449

2515 55X47

2516 40× 35
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RA228竪 穴建物跡 (第94図・写真図版72)
<位置 。重複関係 >東側調査区東側 3Cグ リッドに位置している。 R A229竪穴建物跡と重複しており、当

遺構が切っている事から、新旧関係は、 (新)R A228竪穴建物跡→ (旧)R A229竪穴建物跡である。検出

面はⅣ層上面である。遺構は水田耕作等による削平を受けており、周溝 (状の落ち込み)と柱穴が確認でき

ただけである。 <平 面形・規模>平面形は南側に張り出し部を有し、隅丸方形状を呈すると思われる。残

存部分の規模は3.81× 3.58mである。 <埋 土>削平のため不明である。 <壁 ・床>壁は削平を受け残存

していない。周溝の内側はほぼ平坦で、中央部付近は堅く締まっている。 <柱 穴>壁際を中心に円形もし

くは楕円形の柱穴状土坑が16基検出している。規模は径最小 5～最大82cm、 深さは 3～ 37cmである。柱痕は

確認されていない。掘り方の埋土は黒褐色土～暗褐色土主体で構成される。 <そ の他の施設>24921ま黒褐色

土に廃棄されたと思われる焼土と炭が多量に確認された箇所である。掘 り込みは非常に浅く、最大でも 3 cm

程である。 <遺 物・時期>遺物は出土していないが、時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA229竪 穴建物跡 (第95図・写真図版72)

<位置・重複関係 >東側調査区東側 3Cグ リッドに位置している。R A228竪穴建物跡と重複しており、当

遺構が切られている事から、新旧関係は (新)R A228竪穴建物跡→ (旧 )R A229竪穴建物跡である。検出

面はⅣ層上面である。遺構は水田耕作等による削平を受けており、周溝 (状の落ち込み)と 柱穴が確認でき

ただけである。 <平 面形・規模>確認できる平面形は方形を呈し、規模は3.46× 3.27mである。
<埋土>削平のため不明である。 <壁 。床>壁は削平を受け残存しない。床面と思われる周溝の内側は概

ね平坦で、日立った凹凸は確認されていない。 <柱 穴>壁際に円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が11基検

RA232
1.10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)粒  炭少量含む。水酸化鉄斑混入。
2 10YR2泡 黒褐色土 粘性なし。締まり有り。黄褐色土 (10YR5/6)粒 含む。
焼土粒少量、炭多量含む。

3 10YR2/1黒 色土 粘性ややなし。締まり有り。
にぶい黄橙色土 (10YR6/4)粒 多量含む。炭少量含む。水酸化鉄斑混入。
4 10YR2カ 黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
黄褐色土 (10YR5/6)粒 多量含む。炭、自色粒子少量含む。
5 10YR2カ 黒褐色土と10YR5/6黄褐色土との混合土 粘性やや有 り。締まり有 り。
6 10Y貶力黒褐色土 粘性有り。径30噸位の河原石を多量含む。
7 10YR2/1黒色土 粘性 締まり有り。
にぶい黄褐色土 (10YR6/4)ブ ロック少量含む。水酸化鉄斑混入。
8 10YR2/1黒色粘上質土 粘性にとみ、締まりやや有 り。

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) Fm考

1827 28× 27

1828 28× 25

30× 29

35

1831

1832 22X18 5

23X24

第96図 RA232竪穴建物跡
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出している。 P2510～ 2516、 2498、 2499、 2503、 2502は 主柱穴と思われ、四隅と壁側中央に 1基ずつ確認さ

れている。柱痕は確認されていない。掘り方の埋土は黒褐色土～暗褐色土主体で構成される。 <遺 物・時

期>出土遺物はない。時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA232竪 穴建物跡 (第96図 。写真図版73)

<位置・重複関係 >東側調査区中央の 3Bグ リッドに位置している。 R D660土坑 。R D668土坑と重複して

おり、当遺構が切っている事から、新旧関係は (新)R'A232竪穴建物跡→ (旧 )R D660土坑・ R D668土

坑である。検出面はⅣ層上面で、長方形状の黒褐色土の広がりによって確認されている。西側は調査区外に

広がっている。 <平 面形・規模 >当遺構の西半分以上が調査区外に広がるため、平面形 。規模等の全容が

不明である。確認された規模は東壁側4.32m、 南壁側ユ.12m、 北壁側1.19mであり、コーナーは隅丸である。

平面形は確認された部分から隅丸方形もしくは隅丸長方形を呈すと思われる。 <埋 土>黒褐色土と黒色土

で構成され、 6層 に分層される。上層は黒褐色土主体でにぶい責橙色土粒・黄褐色土粒や炭を含む。

中～下層の北側は黒色土主体でにぶい黄橙色土粒や炭を含む。南側は黒褐色土主体で黄褐色土粒や炭を含む。

<壁・床>西壁は調査区外のため不明であるが、他の壁は床面から緩やかに立ち上がっている。壁高は東壁

P2020

中

RA241
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性ややなし。締まりやや有り。
褐色土 (10YR4た)プロック少量含む。え・焼土粒少量含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性ややなし。締まりなし。炭微量含む。
3,10YR3/1黒褐色土 炭微量含む。
4.10YR3/1黒褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
5,10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりなし。炭微量含。

第97図 RA241竪穴建物跡

柱穴番 径  (cm) 深さ(cm) 備考

2012 304

25X20 212

2014 24× 22 45

2015 25× 22 163

2016 20X16 239

2017 20× 20 108

2018 30X26 18B

2019 174

2020 26X20 375
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15cll、 南壁21cm、 北壁17cln前後である。床面は北側ではほぼ平坦であるが、南側は多少の凹凸が見られる。

<柱穴>壁際を中心に円形もしくは精円形の柱穴状土坑が 7基検出されている。 P1831は位置的に主柱穴と

思われる。柱痕は確認されていない。掘 り方の坦土は黒褐色土で構成される。 <遺 物・時期 >遺物は出土

しなかったが、時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA241竪 穴建物跡 (第97図・写真図版74)
<位置・重複関係>東側調査区南側 4Bグリッドに位置している。 R A249竪穴建物跡・ R D780土坑・RG

191溝跡と重複しており、これらの遺構を当遺構が切っている事から、新旧関係は (新)R A241竪穴建物跡

→ (旧 )R A249竪穴建物跡 。R D780土坑・ R G191溝跡である。検出面はⅣ層上面で、長方形状の黒褐色

土の広がりによって確認されている。 <平面形・規模>平面形は東西側がやや張り出す隅丸長方形を呈し、

規模は4.04× 3.19mで ある。 <埋 土 >黒褐色上の単層で構成され、褐色土ブロックや炭・焼土粒を含む。

<壁 。床>壁は水田耕作等による削平を受けているため低く、床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。

壁高は東壁 4 cm、 西壁 4 cln、 南壁 7 cln、 】ヒ壁10cm前後である。床は概ね平坦で、日立った凹凸は見られない。

<柱穴>壁際と中央に円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が 9基検出されている。柱痕は確認されていない。

掘 り方の埋土は黒褐色土で構成される。 <遺 物・時期>遺物は出土しなかった。時期は形態や類例などか

ら中世に属すると思われる。

卜 L‐ 1203∞ m          当

RA242
1 10YR2/3黒褐色土 粘性ややなし。締まりやや有 り。
褐色土 (10YR4/4)ブロック少量含む。炭・焼土粒少量含む。

七 9q  上

賀I髯守員縁県キ避 患ダ

有 暁 締まりややな眺 焼土粒多量含桃

2 10YR2/3黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。
褐色土ブロック少量含む。焼土粒極微量含む。

3.10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。焼土粒微量含む。
4.10YR2/2黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。褐色土プロック少量含む。
焼土粒少量含む。

第98図  RA242竪 穴建物跡

-125-

⑫
２０３３
４
　
　
　
０

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

2033 43X31

2034 24X21

2035 30X30

2036 29X30

2037

2039 30X29

2040 27X25



RA242竪 穴建物跡 (第98図・写真図版75)
<位置・重複関係 >東側調査区南側 4Bグリッドに位置している。 R G191溝跡と重複しており、当遺構が

切っている事から、新旧関係は (新)R A242竪穴建物跡→ (旧)R G191溝跡である。検出面はⅣ層上面で、

方形状の黒褐色土の広がりによって確認されている。 <平面形・規模 >平面形は北側が張り出し部を有し、

隅九長方形状を呈すと思われる。規模は3.13× 31lmで ある。 <埋 土>黒褐色土の単層で構成され、褐色
土ブロックや炭 。焼土粒を含む。 <壁 ・床>北壁では水田耕作等による削平の影響を著しく受け、床面か

らなだらかに立ち上がっている。東 。西 。南壁は床面から緩やかな傾斜で立ち上がっている。壁高は東壁 9

cm、 西壁10cm、 南壁 6 cm、 北壁 3 cm前後である。床面は南西隅が一段低 くなっており、一段低い部分の中央

がややくばむ。上の段は概ね平坦である。 <柱 穴>円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が 9基検出されてい

る。柱痕は確認されていない。掘り方の埋土は黒褐色土主体で構成される。 <遺物 。時期>遺物はないが、

時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA243竪 穴建物跡 (第99図・写真図版75)
<位置>東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。検出面はⅣ層上面で、方形状の黒褐色土の広がりに

よって確認されている。 <平 面形・規模>平面形は歪みのある隅九方形状を呈し、規模は3.54× 3.21mで

ある <坦土>黒褐色土主体で構成され、 5層 に分層される。埋土の大半を 1層の黒褐色土が占め、 2～ 4

層は壁際に確認される。 5層 は南東床上から南壁際にかけて見られる。 <壁 ・床 >東西壁は底面から直線

的に外傾しながら立ち上がり、南北壁は底面からやや急角度で立ち上がる。壁の残りは他の竪穴建物跡と比

A

t5g

鞘

土B6s

第99図  RA243竪穴建物跡

ド L‐ 120300m

辞_L=120300m

RA243
1 10YR〃2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
褐色土 (10YR76)プロック少量含む。炭・焼土泣微量含む。
2 10YR3/3暗 褐色土と10YR4/6褐色土との混合土 粘性有 り。
締 まりやや有 り。炭 焼土粒少量含む。
3.10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
褐色土 (10YR4/6)ブ ロック多量含む。
4 10YR3/2黒褐色土と10Y馳/4褐色土との混合土。
粘性ややなし。締まり有 り。

5 10YR3洛 ～3/4暗掲色砂質土 粘性なし。締まり有 り。
径 30oa程の河原石含む。

6 10YR3/3暗褐色土砂質土

し=120300m
件  れ

可
2031

1,10YR2カ 黒褐色土

し‐120300m
卜  鞘

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

2027 25X23 441

2028 弱

2029 27× 17

2030 30× 22

2031 23X27 286

粘性有り。
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べると比較的良好であり、東壁25cm、 西壁18cm、 南壁20cm、 北壁18cm前後である。 <柱 穴>円形もしくは

楕円形の柱穴状土坑が 5基検出されている。柱痕は確認されていない。掘 り方の埋土は黒褐色土主体で構成

される。 <周 溝 >北東隅・南西隅と東側南半分を除く箇所に幅16cm前後、深さ 7～ 13cm前後で確認されて
いる。埋土は暗褐色砂質土主体で構成されている。 <遺 物・時期>遺物は出上しなかったが、時期は形態

や類例などから中世に属すると思われる。

RA248竪 穴建物跡 (第 100図・写真図版77)
<位置・重複関係 >東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。 R A249竪穴建物跡と重複してお り、当

遺構が切っている事から、新旧関係は (新)R A248竪穴建物跡→ (旧 )R A249竪穴建物跡である。検出面

はⅣ層上面で、方形状の黒褐色上の広がりによって確認されている。 <平 面形・規模>平面形は】ヒ東隅が

やや丸くなるが方形状を呈し、規模は2.86× 2.79mで ある。 <埋 土>黒褐色土の単層で構成され、褐色土

や炭・焼土粒を含む。 <壁 ・床>壁は床面から急傾斜で立ち上がっている。床面はわずかであるが】ヒ側に

凹凸が認められる。壁高は東壁19cm、 西壁 9 cm、 南壁 6 cm、 北壁17cm前後である。

<柱穴>壁際に円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が 8基検出されている。柱痕は確認されていない。掘 り方

の埋土は黒褐色土で構成される。 <周 溝>東壁側に長さ約19 3cm、 幅10～ 13cm、 深さ約 7 cmで確認されて
いる。埋土は暗褐色砂質土主体で構成されている。 <そ の他の施設>南西側に約78× 65cmの範囲にわたっ

て、不整形に炭の堆積層が確認されている。その周 りには焼土粒や炭を含む暗褐色土層が確認されている。

炭の量に比べて、焼土が発達していないことから僅かの間、断続的に炉のような機能を果たしていたものと

件 L‐ 120詢 Om  れ

1 炭の堆積層
2 10YR/2暗褐色土 粘性・締まり有 り。
焼土粒少量 炭多量含む。

崖 L=鬱0300m         引

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

1989 30× 27 252

1990

1991 35× 30

1992 29× 20 299

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

20X20 347

24× 18

46X32

1996 23X16

0   1160  1m

RA248
1 10YR〃 3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色上がしみ状に極微量含む。
炭・焼土粒微量含む。径10mm程の河原石少量含む。

2.10YR3/3暗褐色土 粘性ややなし。かたく締まる。褐色土 (10YR4/4)力 ｀
しみ状に多量に含む。径10mu程の河原石少量含。南lplでは炭微量含。

第100図  RA248竪穴建物跡
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思われる。 <遺 物・時期 >遺物は柱穴 P1995から銭貨 (581)が出土しており、時期は形態や類例などか

ら中世に属すると思われる。

RA249竪 穴建物跡 (第 101図・写真図版78)

<位置 。重複関係 >東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。 R A241竪穴建物跡・R A248竪穴建物跡

と重複しており、当遺構が切られている事から、新旧関係は (新)R A241竪穴建物跡・ R A248竪穴建物跡

→ (旧)R A249竪穴建物跡である。検出面はⅣ層上面で、まだら状の暗褐色土の広がりによって確認され

ている。 <平 面形・規模 >当遺構は他の遺構と重複していることと水田耕作等による削平を受けているこ

とにより平面形・規模等の全容が不明である。確認された規模は西壁側で0.83m、 北壁側で3.13mで あり、

コーナーは隅丸である。平面形は確認された部分から隅丸長方形もしくは隅丸方形状を呈すと思われる。

<埋土>暗褐色上の単層で構成され、褐色土がしみ状に混入する。南側では炭の混入が見られる。 <壁 ・

床>西壁の一部と北壁以外は削平のため確認できない。確認できる部分は西壁 3 cm、 北壁 5 cm前後で、床面

から緩やかに立ち上がっている。床は北側がややくぼむ。 <柱 穴>円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が 5

基検出されている。P1997～ P1999は 主柱穴と思われ、北壁際に確認されている。柱痕は確認されていない。

掘り方の埋土は黒褐色土～暗褐色土で構成される。 <土 坑>検出されない。 <そ の他の施設>遺構の中

央部と思われる部分に約80× 60cmの範囲にわたって、不整形に炭を多量に合む黒褐色土層が確認されている。

焼土の発達は見られないことから非常に短い間、断続的に炉のような機能を果たしていたものと思われる。

<遺物・時期>遺物はないが、時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

1 10YR3/1黒褐色土 粘性 締まりなし。
炭化物多量に含む。焼土粒含む。

2.10YR3/1暗褐色土 粘性なし。締まり有り。
褐色土多量に含む。

3.10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まり有り。

柱穴番 径  (cm) 深さ(cm) 備考

1997 24× 22

1998 34× 30

1999 12

2000 27X22

「∪と を‐囲300m

塩 7m

RA249
1 10YR3/3暗褐色土 粘性ややなし。かたく締まる。
褐色土 (10Y馳/4)が しみ状に多量に含む。径1041程 の河原石少量含。
南側で炭微量含。

2 10YR2/3黒褐色土 粘性 締まりやや有り。掲色上がしみ状に極微量含む。
炭 '焼土粒微量含む。径1011m程の河原石少量含む。

第101図  RA249竪穴建物跡

0     1 :60     1m
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RA280竪 穴建物跡 (第 102図 。写真図版79)
<位置・重複関係>東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。R F043炉跡 。R Z018円形周溝と重複し

ており、当遺構が R F 043炉 跡に切られ、 R Z018円 形周溝を切っている事から、新旧関係は (新)R F043

炉跡→ R A280竪穴建物跡→ (旧 )R Z018円 形周溝である。検出面はⅣ層上面で、方形状の黒褐色土の広が

りによって確認されている。 <平 面形・規模 >平面形は南西端がやや突出するが方形状を呈し、規模は
3.21× 2.86mで ある。 <埋 土>黒褐色土主体で構成され、 4層 に分層される。埋土の大半を 1。 2層の黒
褐色土が占め、 3・ 4層 は南壁際に確認される。黒褐色土層中には褐色土ブロックや炭が含まれる。

<壁 。床>東壁は底面からやや緩やかに外傾しながら立ち上がり、西壁 。南壁・北壁は底面からやや急角度

で立ち上がる。壁の残りは比較的良好で、東壁22cm、 西壁31cm、 南壁25cm、 北壁27cm前後である。床は一部

で凹凸が見られるが、概ね平坦である。 <柱穴>円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が 5基検出されている。

柱痕は確認されていない。掘り方の埋土は黒褐色土主体で構成される。 <土 坑>検出されない。
<その他の施設>南東側に約190× 120cmの範囲にわたって、不整形に炭化物の堆積層が確認されている。中

央から南東壁に向かって堆積の層厚が厚くなっている。焼土粒も確認されている。 <遺 物・時期>遺物は

出土しなかった。時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

a  L‐ 1211300m

l 炭化物の堆積層 褐色砂質土 (10YR4れ)少量、
暗赤褐色焼土 (5YR3/6)粒 少量含む。

A L‐ 12031111m

C L‐ 120300m

RA280
1 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まり有り。褐色土ブロック極微量含。
炭微量含む。埋土全体に水酸化鉄斑の混入がみられる。

2 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まり有り。褐色土プロック微量含む。
炭極微量含む。

3 10Y貶/2黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。
4 10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土多量含む。
5 10YR2泡 黒掲色土 粘性ややなし。締まり有り。

1乙 16J

「
σ

土 ぬ161

第102図  RA280竪穴建物跡

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

2200 21× 27

2201 ユ88

2202 23× 跡 227

2203 23× 22

2204 22× 22 234

「し
0   1:∞   lm
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RA298竪 穴建物跡 (第 103図 。写真図版Bl)
<位置>東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。 R F034炉 跡が当遺構埋没後に構築されている。検

出面はⅣ層上面で、円形状の黒褐色土の広がりによって確認されている。 <平 面形 。規模>平面形は円形
と隅丸張胴形の中間的な形で、規模は3。60× 3.40mで ある。 <埋 土>黒褐色粘土質土主体で構成され、 7

層に分層される。埋上の大半が 3・ 4層の黒褐色粘土質上が占め、 5。 6層 は床面近くに堆積している。 5

層はグライ化した粘土で、 6層は水酸化鉄を多量に含む砂層である。 <壁 ・床>壁は床面から緩やかに外
反しながら立ち上がっている。壁の残りは非常に良好で、壁高は東壁48cm、 西壁50cm、 南壁51cm北壁49c14で

ある。床面は南東側でやや凹凸が認められるが、概ね平坦である。 <柱 穴>壁際に円形もしくは楕円形の

柱穴状土坑が 8基検出されている。 P2268と P2277は住居の外に向かって斜めに掘り込まれている。掘り方

の埋土は黒褐色土主体で構成されている。柱痕は確認されていない。 <土 坑 。その他の施設>検出されな
い。 <遺 物・時期>遺物はないが、時期は形態や類例などから中世に属すると思われる。

RA299竪 穴建物跡 (第 104図 )
<位置>東側調査区南側 4Bグ リッドに位置している。R D781土坑 。R D797土坑と重複しており、当遺構

が切られている事から、新旧関係は (新)R D781土坑・ R D797土坑→ (旧)R A299竪穴建物跡である。

検出面はⅣ層上面で、方形状の黒褐色上の広がりによって確認されている。 <平 面形・規模>平面形は北
壁中央がやや突出するが、方形状を呈す。規模は3.27× 3.10mで ある。 <埋 土>黒褐色上の単層で構成さ

れ、灰黄褐色土を含む。 <壁 ・床>壁は水田耕作等による削平を受けているため、東壁 7 cm、 西壁 8 cln、

南壁 8 cln、 北壁 6 cm前後が確認されるのみである。残存する部分で判断すると床面から緩やかに立ち上がる

と思われる。床面は概ね平坦である。 <柱 穴>壁際を中心に円形もしくは楕円形の柱穴状土坑が11基確認
されている。柱痕は確認されていない。掘り方の埋土は黒褐色土主体で構成されている。 <土 坑 。その他
の施設>検出されない。 <遺 物 。時期>遺物は出上していない。時期は形態や類例などから中世に属する
と思われる。
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亀 13g

RA298
1.10YR4/43色 土 粘性・締まり有り。
黒褐色土 (10YR3/2)ブロック少量含む。炭極微量含む。水酸化鉄斑混入。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性 締まり有り。炭・焼土粒極微量含む。
3 10YR3/1黒褐色粘土質土 粘性にとみ、締まり有り。
褐色土 (10YR4/4)プ ロック極微量含む。炭極微量含む。水酸化鉄斑混入。

4.10YR3/1黒褐色粘土質土 粘性にとみ、締まり有り。
掲色砂質土 (10YR4/41微量含む。水酸化鉄斑混入。

5。 10G2/1緑 黒色粘土 粘性にとみ、締まりなし。水酸化鉄斑混入。
6.5YR3/6暗赤褐色砂 固く締まっている。水酸化鉄混入著しい。
7.10Y昭 /1黒褐色土 粘性有 り。締まりややなし。

0   1'60  1m

第103図  RA298竪穴建物跡

#れ 121

任 L‐ 1卿Om         ゴ

監 L‐ 1カ300m         」

RA299
1.10Y砂?黒褐色土 粘性・締まり有り。
黒褐色土 (10YR2/1)・ 灰黄褐色土 (10YR6/2)極 微量含む。

水酸化鉄斑混入。

0   1:60  1m

十颯4

第104図  RA299竪穴建物跡

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

2265 塞 X24 坐 1

2266 25× 24 262

2267 87X38 284

2268 23X311

2269 557

2270 22X22 拇

26X26 9

2272 32X35 525

2275 19X18 269

2276 24X18 243

2277

柱穴番 径 (cm) 深さ(cln) 備 考

2152 17X17 2&7

2158 22X25 22

2154 29X24 396

2155 19X22 303

2156 26× 23

2157 21X20 242

2158 29× 25 22

2159 24X24

219Э 20X16

26X20

2162 26× 26

+ぬ
1荀
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3 竪穴状遺構
RE024竪 穴状遺構 (第105図・写真図版出 )
<位置 。重複関係>本遺跡中央部やや南東側の2C19v区 に位置している。R E033と 重複し本遺構のほう

が新しい。 <規模・平面形>検出面での規模は3.3× 2.8mを測り、平面形は東西に長い隅九長方形を基調
としている。壁は何れも外傾して立ち上がり検出面から底面までは22cmを測る。底面は平坦につくられてい

るが硬く締まるものではない。 <埋土>黒褐色土と褐色土の混合土で人為堆積の様相を呈する。 <その
他>この遺構と重複または隣接するR E033や R E025は規模や形態及び埋土の状況などが類似していること

売C21u

RE025
1.10YR2/2黒褐色土 褐色土プロック多量含む。水酸化鉄班あり。
粘性やや有り、締まり有り。

0     1:ω    lm

駆 024

1.10YR3/2黒褐色土 地山プロック少量、水酸化鉄斑あり。
粘性やや有 り、締まり有り。

D
引

I』E038

REl133

1.10Y昭/2黒褐色土 地山プロック微量含む。粘性やや有り、締まり有り。
2 10YR2/2黒褐色土 地山ブロック多量、水酸化鉄斑有り。
着干砂っぼく粘性やや有り、締まり有 り。
3.25YR2/1黒 色土 粘性・締まり有り。
4.5YR5/8明 赤掲色土 水酸化鉄斑あり。
5,10YR3/3暗褐色土 地山プロック微量含む。粘性やや有り、締まり有り。
6 10YR3/3暗褐色土 若千砂っぽい 粘性やや有り、締まり有り。

仁 L=ワ0創m          ゴ
RE024

〒二_L‐ 120畑m

第 105図  RE024・ 025・ 033竪穴状遺構
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から同様の目的で構築されつくりかえられたと考えられる。またプラン的にはR B025に 伴う遺構の可能性

もあると思われる。 <遺物>な し。 <時期>詳細な時期は不明であるが、R B025と 関係のある遺構と

考えるならば近世及びそれ以降の可能性がある。

RE025竪 穴状遺構 (第 105図 。写真図版83・ 84)

<位置 。重複関係 >遺跡中央やや南東側の 2C20u区 に位置している。 R E033と 重複関係にあり本遺構の

ほうが新しい。 <規 模・平面形 >検出面での規模は2.6× 25mで概ね南北に少し長い方形を呈している。

壁は何れも底面から外傾して立ち上がり、検出面から底面までは32cmを測る。底面は平坦につくられている

が硬いわけではない。 <埋 土>黒褐色土の中に地山ブロックを多量に含む人為堆積の様相を呈している。

<その他>重複関係にあるR E 033や 隣接するR E024と は形態及び埋土の状況が似ており同じ目的でつくり

かえられた一連の遺構と推測されるが、その性格については判然としない。また位置的にはR B0251こ伴う

遺構の可能性もあると思われる。 <遺 物>な し。 <時 期>R E024と 同様に近世及びそれ以降の可能性

が考えられる。

RE033竪 穴状遺構 (第 105図 。写真図版83)

<位置 。重複関係>遺跡中央部南東側の 2C20v区 に位置している。R E024・ 025と重複関係にあるが本遺

構のほうが旧い。 <規 模・形態>西側が R E 025に切られているいるが概ね3.8× 2.5mの東西に長い隅九長

方形のプランと推測される。底面中央から東側は方形に2,0× ■8mの範囲で一段深く掘 り下げられており検

出面から最も深いところで68cmを 測る。 <埋 土>基本的には自然堆積でよいと思われるが底面を一段深く

掘り下げた部分の直上付近は一時人為的に埋め戻されている可能性がある。 <そ の他 >本遺構の性格は判

然としないが重複するR E024・ 025と は同様の目的で構築され、つくりかえが行われたと推測される。また、

位置的にR B025に 関係する遺構であった可能性もあると思われる。 <遺 物 >出土していない。 <時

期 >R E024・ 025と 同様に近世かそれ以降を想定している。

北 Dm

卜
L‐ 122600mA

北 Dttt

0   1:611  1m

第刊06図  RE029竪穴状遺構

RE029 Aお・ C―D
l 10YR2/2黒褐色土 粘性、締 まり有 り。
10YR4れ褐色砂質土ごく微量含む。
2 10YR3/1黒褐色土 粘性有 り。 lTま りやや有 り。
10YR74褐 色砂質土プロック、ごく微量含む。
3 10YRν2黒褐色土 粘性、締まり有 り。
10YR74褐 色砂質土ごく微量含む。
4 10YRワ61こぶい黄褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
10YR2/2黒褐色土ごく微量含む。

北 D16s
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RE029堅 穴状遺構 (第106図 )
<位置>調査区西側の 3-C区に位置し、Ⅳ層上面で黒褐色の落ち込みにより検出している。 <規 模・平
面形>規模 (下場で計測)は、2.1× 2.6mを測り、平面形は南北に長い隅丸長方形を呈している。主軸方向

は、N-20° 一Eである。中央部を境にして10om程の段になっている。 <埋 土>坦土は 2層からなり、
1層 は粘性も締まりもあり、褐色砂質土を5%含む黒褐色である。 2層 は、 1層の褐色砂質土がプロック状

に黒褐色土の中に混じっている。東西断面の埋土は、平面形の上述の部分にあたるので、褐色砂質上の割合

が少なかったり、黒褐色土を含む鈍い黄褐色上の層もみられる。 <壁 ・床面>床は黒褐色土からなり、粘

性もある。前述のように、中心を境にして段がついたようになっている。壁は、床から垂直に立ち上がり、

土ね10s 十蒟B10v

占 _L=120300m

lD

北
―

―

―

1 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。河原石少量、炭微量含む。
2 10YR2/2黒 褐色砂質土 粘性にとみ、締まりややなし。
径5～ lllcmの 河原石、炭微量含む。

3.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。掲色上ブロック多量含む。
4.10YR2/2黒 禍色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量含む。
5。 10YR3/3暗褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
6.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土プロック多量含む。
7 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。径5～ 10cmの河原石少量含む。
8.10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性有 り。締まりやや有 り。
9 10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。

0     1:00   1m

第107図 RE034竪穴状遺構

崖 L=12∝ llllm
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各壁中央部の残存値は、北壁12cm、 南壁24cm、 東壁21cm、 西壁26cmである。 <出 土遺物 >な し。

<時期>不明である。

RE034竪 穴状遺構 (第 107図・写真図版85)

<位置 。重複関係 >本遺跡中央南側、 3B10s区においてⅣ層面から検出された。R D469と 重複関係にあ

り本遺構の方が旧い。 <規 模・平面形 >不整な円形を呈しており、検出面での規模は南北方向で3.6m、

東西方向で3.7m、 深さは50cmを測る。 <埋 土>自 然堆積で黒褐色土を主体とし、その中に中小の河原石

や炭粒を含む。褐色土をブロック状に含む部分も見られる。 <壁 ・床面>壁は底面から緩やかに外傾して

立ち上がっている。底面は平坦とはいえない。 <その他>北壁際と西壁際に土坑状の掘り込みを確認した。

本遺構に伴うものと思われる。また重複するR D4691よ本遺構と規模・形態が類似することから、本遺構の

つくりかえかもしれないが共に遺構の性格については判然としない。 <出 土遺物>埋土からは須恵器の奏

片 3点 と土師器奏片 8点が出土した。 <時 期>周囲から検出されている遺構の状況から中世に位置づけら

れる可能性がある。

RE035竪 穴状遺構 (第 108図・写真図版86)

<位置 。重複関係 >遺跡中央部の南側、 4B6n区

に位置している。プラン的にはR A249と重複して

いるが、新旧関係は把握できなかった。 <規 模・

平面形>一辺が1.6mの 隅九方形を呈し、検出面から

底面までは17cm前後である。底面は平坦につくられ

ており、壁は何れも底面から外傾して立ち上がって

いる。 <埋 土>黒褐色土を主体としつつもその中

に炭・焼土粒や褐色土ブロックを不規則に含んだり

している。 <そ の他>本遺構内からは複数の柱穴

が見つかっており本遺構に伴うものも含んでいる可

能性がある。 <遺 物>出土遺物なし。

<時期>中世。

RE036竪 穴状遺構 (第 109図・写真図版87)

<位置・重複関係 >遺跡南側の中央、 3B16jグ

リッドに位置している。中世の墓媛 R D401'402・

塩 6n 土B6o

塩 7n

0   1:60  1m

卑 L‐ 120300m  島

RE035
1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや弱、締まりやや有 り。
暗褐色プロック少量、炭 焼土粒含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性弱、締 まり有 り。褐色土プロック多量含む。
3.10YR3/3暗褐色土 粘性・締 まりやや有 り。褐色土ブロック含む。

第108図 RE035竪穴状遺構

A

751と 重複関係にあり本遺構のほうが旧い。

<規模・平面形>隅丸長方形若しくは方形を基調とすると思われるが、西側は調査区外へと廷びている。南

北方向で一辺が約3.lm、 壁は15cm程 しか残存しおらず、底面から外傾して立ち上がっている。 <埋 土>

にぶい黄褐色土ブロックが不規則に混入する状態から人為堆積の可能性が高いと判断される。 <そ の他>

底面から炉跡・柱穴は検出されなかった。 <遺 物>(第 337図・写真図版324)元豊通費 (569)が 1点出

土した。 <時 期>中世。
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RE037竪 穴状遺構 (第 110図 。写真図版88)
<位置・重複関係 >遺跡中央部やや東側の 2C9y区 に位置している。 <規 模 。平面形>不整な円形プラ
ンで検出面での規模は3.5× 3.3m、 底面までは26cm前後を測る。壁は底面から緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。底面は平坦であるが硬く締まるものではない。 <埋 土>暗褐色土を主体とする自然堆積の様相を
呈する。 <そ の他 >本遺構の北側にR D461、 南側にはR D320。 321が隣接し、本遺構を含めた 4基の遺
構がほぼ南北に並んで位置している。精査の結果何れの遺構も形態や埋上の状態が似ているように思われる

が、その性格については判然としない。同じ目的で一緒に構築されたか、或いはつくりかえられたのではな

いかと推測される。 <遺 物>(第325図・写真図版314)埋土から大堀相馬産の陶器碗 (470)が出土 して
いる。 <時 期 >R D320。 321・ 461同様近世かそれ以降の可能性が高い。

#乱 16J

RDЪ l及び則拗36
1 10YR2/1黒色土 粘性・締まり有 り。にぶい黄褐色土プロック少量含む。
2.10YR3/1黒褐色土 粘性に富む。締まりやや有り。
にぶい黄褐色土プロック多量、黒色土プロック少量含む。
3 10YR3/1黒褐色土 粘性に富む。締まりやや有り。
にぶい黄褐色土ブロック、黒色土プロック少量含む。
4.10YR4/1褐灰色粘土質土 粘性に富む。締まり有 り。にぶい黄褐色土粒少量含む。
5.25YR3/3暗 オリーブ掲色砂質土 粘性・締まりなし。黒色土粒少量含む。

卑
L=12071111m

~A〔
正三正三コこ三

ほ:岳子
三
二l調

査区外

第109図  RE036竪穴状遺構
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RE038竪 穴状遺構 (第 111図・写真図版89)

<位置・重複関係 >本遺跡の東側、 l E18p区 に位置している。 <規 模・平面形>北東壁―南西壁で2.7

m、 床面積は推定で5,9♂ を測る。北側は調査区外へ延びているが平面形は隅九長方形を呈すると思われる。

<埋土>埋土上層自然堆積の様相を呈するが埋土下層に関しては埋め戻された可能性がある。 <壁 ・床

面>概ね外傾して立ち上がるが、北西壁では段をもって立ち上がっている。床面は平坦だが貝占床を施してい

るわけではない。 <そ の他 >北側の調査区外にカマ ドを有するかもしれない。 <出 土遺物>(第 318

図・写真図版309)埋土及び床面から個体数にして郭 7点、高郭 1点、長胴奏 1点、球胴奏 1点が出土して

いる。376は大型の郭で、内外面にヘラミガキ調整が施されている。377と 379の郭には底部に「×」と線刻

されている。郭は口縁部が内湾し、底部の丸味が顕著なものが多く見られる。 <時 期>余良時代。

RE039竪 穴状遺構 (第 111図・写真図版90)

<位置・重複関係 >本遺跡の中では南東側、 3D16w区に位置している。 <規 模 。平面形>北東壁―南西

壁2.7m、 北西壁―南東壁3.Om、 床面積は約5,5ぽ を測る。北壁隅は調査区外へ伸びているが平面形は隅丸方

形を呈すると思われる。 <埋 土>堆積土は 2層 に分けられ何れも自然の流入によるもので構成される。

<壁・床面>壁は外傾して立ち上がっている。地山を掘り込んで床面としおり、平坦で締まっている。

<柱穴>南壁隅で 1基検出された。 <出 土遺物>な し。 <時 期>周辺から検出されている遺構の状況か

ら奈良時代と思われる。

RE040竪 穴状遺構 (第 112図・写真図版91)

<位置 。重複関係 >遺跡の南東側、 4Dlj区 に位置している。重複する遺構としてはR D775と R G229が

あり本遺構のほうが新しい。 <規 模 。平面形 >6.3× 2,7mを測 り南北に細長い不整形である。平面形は隣

接するR E041と 似ている。 <埋 土>自然堆積でよいと思われる。 <壁 ・床面 >壁は緩やかに外傾して

喜
L=120400m

鼻
L‐ 12041111m

RE037
1.Ю YR3/2暗褐色土 粘性やや有り、締まり有り。
褐色土 。自然礫ごく微量含む。

2.10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り、締まり有り。
掲色土プロック少量、炭粒 自然礫ごく微量合む。

第110図 RE037竪穴状遺構
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0     1:60   1m

第11呵 図 RE038 039竪穴状遺構

占
L‐ 120 1Clllm

REl138 Aお
1.10YR3/2 黒褐色シルト 粘性 締まり有 り。
小礫ごく徴量・明責褐色土プロック (10YR6/6)ご く少量含む。
2.10YR3/3 暗褐色シルト 粘性・締まり有り。
赤褐色土プロック (5YR4/8)・ にぶい責褐色土プロック (10YR6/4)
ごく微量含む。酸化鉄班有り。

3.10YR3/4 暗褐色シルト 粘性・締まり有り。
赤褐色土プロック (5YR4/8)、 明褐色土プロック (10YR6/6)、

炭化物粒ごく微量含む。

4.10YR4/3 にぶい黄橙色シルト 粘性やや有 り。締まり有 り。
にぶい黄褐色土ブロック (10YR6/4)、 下層に灰責褐色土 (10YR6れ )
ごく微量含む。酸化鉄斑有り。

5 10YR4/2 灰黄褐色シルト 粘性有り。締まりを欠く。
明赤褐色土プロック (5YR5/81、 にぶい黄褐色土ブロックごく徴量含む。

グライ化している。酸化鉄斑有 り。

6 111YR6/3 にぶい黄橙色砂質シルト 粘性やや有 り。
橙色土プロック 175YR4/6)ご く微量含む。酸化鉄斑有 り。

庄
L‐ 120 mOm

REl139 Aお
1 10YR3/2 粘性・締まりやや有り。地山プロック多畳含む。
2.10YR4/4 褐色砂質土 粘性を欠く。締まりやや有 り。

土

塩

Ｄ
　

Ｃ
路

柱穴番 径 (cm) 際さ (cm) 備考

1270 30X27

-13折



立ち上がっている。床面は地山を掘り込んで構築されており幾分凹凸が認められる。 <そ の他 >R E041

と同様の性格を持つと思われるが詳細については不明である。 <出 土遺物 >な し。 <時 期>R E 041と

共に中世以降と考えたい。

RE041竪 穴状遺構 (第 113図・写真図版92)
<位置・重複関係 >遺跡の南東側、 3D241区に位置する。 R E042と の重複では本遺構のほうが新しい。

<規模・平面形 >検出面で6.3× 2.5mを測 り、南北方向に細長い。床面積は約7.1ドで平面形は隣接するRE

040と 似ている。 <埋 土>堆積土は 2層に分けられ自然体積の様相を呈する。 <壁 。床面>壁の立ち上

がりは不規則で、とくに南東壁などは緩やかに外傾して立ち上がっている。床面は断面図では現れていない

が、若千の凹凸が見られた。 <柱 穴>本遺構の床面は若干凹凸が見らるがその中に柱穴といえるものは無
いと判断した。 <出 土遺物>埋土から赤色塗採された球胴発の破片 1点が出土した。 <時 期>中世以降

と考えたい。

RE042竪 穴状遺構 (第 113図・写真図版92)

<位置・重複関係 >遺跡の南東側、 3D231区 に位置する。 R E 041と重複し本遺構のほうが古い。

<規模 。平面形 >検出面で3.4× 2.6mを 測る。床面積は約5。0♂で平面形は隅丸方形を基調としつつ南壁の一

部が幾分張出している。 <埋 土>地山ブロックや焼土等が混じり人為堆積の可能性がある。 <壁 ・床

面>壁は概ね外傾して立ち上がっているが、南壁では段をもって立ち上がっている。また東壁は貼壁状にな

占
L‐ 120如 llm

REl140 卜B
l.10YR2/2黒掲色土 地山プロック微量含む。
粘性・締まりやや有 り。

2 10YR2/3黒掲色土 責褐色土との互層。粘
性やや有 り。締まっている。

0     1:60   1m

第112図  RE040竪穴状遺構
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っていた。床面は平坦で地山を掘り込んで構築されている。 <柱 穴>検出されなかった。 <出 土遺物>

埋土から土師器杯破片 3点 と甕破片 2点が出土した。 <時 期 >重複関係や周辺の状況から中世かそれ以降

に属するものとしたい。

RE043竪 穴状遺構 (第114図・写真図版93)

<位置・重複関係 >遺跡南端に近い 4 Blleグ リッドに位置している。R ZO18と は重複し、本遺構の方が

新しい。 <規 模 。平面形>南北方向に長い不整な長円形若しくは長方形を呈する。長軸で4.5m、 短軸で

3.Omを測り壁高は30～40cm程が残存している。北側の壁が緩やかに立ち上がっている。 <埋 土>黒褐色

土を主体とし、炭粒や中小の自然礫も含まれていた。自然堆積でよいと思われる。 <そ の他 >床面から炉

跡や柱穴は検出されなかった。 <遺 物 >な し。 <時 期>周辺に分布する遺構の年代観から中世に属する

遺構と考えたい。

RE044竪 穴状遺構 (第 114・ ■5図・写真図版94)

<位置 。重複関係 >遺跡南半のほぼ中央にあたる4Allグ リッドに位置している。重複関係はない。諏訪

神社を方形に取 り四むR G043の 内側から検出されている。 <規 模・形態>西半部が調査区外となってい

るため平面形は不現である。検出面での規模は南北方向で8.5m以上、東西方向で5。7m以上はあると推測さ

れる。礫層を掘 り込んで構築されており、底面はやや凹凸がある。壁は底面から外傾して立ち上がっており、

RE041 042 鰐  CD
l 10YR3/2黒褐色シルト 僅かに炭化物を含む。
2.10YR2/3黒褐色シルト 掲色上のプロックが混じる。
焼土・焼骨・土師器片を含む。

3.10YR4/6tB色 シル ト 褐色土や黄褐色土と暗褐色上の混在。
4.10YR2/2黒褐色シルト 炭化物や焼土粒を僅かに含む。

0   1:611  lm
崇 い

第113図

十 ぁ lm

RE04司・ 042竪穴状遺構
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す ね 1le

塩 13e

A ttHg

μ
し‐120300m

RE043
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性に富み締まり有り。水酸化鉄斑有り。炭粒ごく微量含む。
2.10YR3/1黒褐色土 粘性に富み締まり有 り。水酸化鉄斑有り。炭粒微量に含む。
褐色砂質土少量含む。6～10cm大の自然礫数個見られる。
3 10G2/1緑 黒色粘土 粘性に富み締まりやや弱。
水酸化鉄斑少量有り、8～10cm大の自然礫数個見られる。

北 ぬ13g

0   1:611  lm

名 1。

塩

塩 11

RE043・ 044竪穴状遺構第114図
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50cm程残存している。北側の壁際の一部に底面から更に掘 り込まれた部分が見られる。 <埋 土>黒褐色土

を主体とし、その中に大小の礫を多量に含んでいる。これらの礫は基盤の礫層を構成していたものと思われ

る。堆積状況は自然に埋まったものと見て良いと思われる。 <そ の他>本遺構はR G043が埋まった後に

機能していたものと推測され、むしろ神社に伴う施設であったと考えられる。 <遺 物>(第 335・ 339・

362。 363。 365。 366図 。写真図版322・ 326。 344・ 346)埋土からは大堀相馬産陶器碗 (725)、 陶器鉢 (740)

陶器甕類 (746)、 磁器碗 (774・ 792)、 磁器瓶類 (819)、 銭貨 (593・ 594)、 煙管 (549)な どが出土した。

<時期 >出土遺物の生産年代から近世以降と思われる。

RE045竪 穴状遺構 (第 115図 )
<位置>調査区西側の 3-C区に位置し、Ⅳ層上層で暗黄褐色上の落ち込みによって検出している。重複関

係はない。 <規 模 。平面形>平面形は隅丸方形を呈し、規模 (下場で計測)は、4.0× 3.86m、 主軸方向は、

N-64° ―Wである。 <埋 土>2層から成る。 1層は、粘性がありやや締まっている暗褐色土と7%の責

褐色土、 3%の黒褐色上の混合土で構成される。 2層は、暗褐色土と3%の黄褐色上の混合上であり、下層

ほど明るい。埋土状況は、自然堆積の様相を呈している。 <壁 ・床面>壁は床から垂直に立ち上がってい

る。各壁中央部の残存値は、北壁 3 8cm、 南壁 3 3cm、 西壁 3 4cm、 東壁 3 4cmである。床は、平坦で堅く

締まっている。 <出 土遺物・時期> 遺物の出土がなく、時期は不明である。
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卜
L=121 GXlm

REC145 A弔 ・Cつ
1.10YR3/3暗褐色土 締まりやや有り。粘性有り。10YR5/6黄褐色土プロック、10YR2/1黒褐色土ごく微量含む。
2 10YR3/3暗福色土 締まりやや有り。粘性有り。10YR5/6責褐色土ごく微量含む。
3.10YR3/3暗褐色土 締まり、粘性やや有 り。10YR4/68色土ごく微量含む。

第 115図  RE044・ 045竪穴状遺構

引

0        1:60       2m

REC44
1 10YR3/2黒褐色土 多量の小～大礫と微量の地山ブロックを含む。水酸化鉄斑有 り。粘性やや有り、締まり有り。
2.10YR3/2黒褐色土 多量の小～大礫含む。粘性弱、締まり有り。
3.10YR2/3黒褐色砂質土 礫多量に含む。1層との境には水酸化鉄の層が有る。粘性弱、締まりやや有り。

0     1:60   1m
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4 掘立柱 建物跡

今回の調査では10棟の掘立柱建物跡を検出できた。建物跡の記載についてであるが平面図に付してある寸

法は括弧のない数字の単位はcm、 括弧内の数字の単位は尺である。一尺は30.3cmと して計算した。表に示し

た深さの単位はcmである。

調査区内には多数の柱穴状土坑が分布しており、これらのいくつかは建物を構成する柱穴であったはずで

あるが、規則性を見出せず本報告書では柱穴群の分布として掲載するに留め建物を推定することがきなかっ

た。ただし検出された柱穴群の中でも3-C区 に分布する柱穴は近世民家、 4B区に分布する柱穴は中世の

建物となる可能性が高いという印象を持つ。

RB019掘 立柱建物跡 (第 116図・写真図版95)

<位置 >遺跡中央やや南側、 2A3u区 にて検出された。 <平 面形式 >桁行 4間 (803cm)× 梁間 2間

(391cm)と 推定し、内部はP8131こより三分されると考えた。 <建 物方位>桁行でN-85° 一Eを測る。

<柱間寸法>梁間6.5尺、桁行も6.5尺で 2間 ごとに柱穴を持つと解釈した。 <出 土遺物>な し。

<建物の性格と時期>不明である。

RB022掘 立桂建物跡 (第 117図 。写真図版95)神社
<位置>遺跡の中央部南側、4A5a区 に位置している。 <平 面形式>大部分は調査区外 (諏訪神社の下)

に展開しており、全体形は不明である。 2間 (509cm)× 2間 (510cll)のみ確認できた。位置的にはこの建

物跡の南西隅を検出したことになる。 <建 物方位>桁行と梁間の区別は不明である。 P2534-P2536方向

ではN-26° 一Eである。 <柱 聞寸法 >検出された柱穴は少ないが8.4尺 を基準としている可能性が高い。

第刊16図 RB019掘立柱建物跡

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

37X33

805 260

806 36X35

38X38 2&3

33X37

815 40X40

65X51 298

35X39 307

40X42
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<出土遺物>な し。 <付属施設>不明。 <建物の性格>全容を把握できなかったため詳細は不明である。

三方を堀に囲まれた内部に建てられており、堀と本建物の位置関係からR G083が使われなくなった後、R

G084堀が機能していた時の遺構と思われる。 <時 期 >中世と思われるが出土遺物はなく実年代は不明で

ある。

RB023掘 立桂建物跡 (第 118図・写真図版96)総柱の建物
<位置>遺跡のやや東側、 2Clj区 に位置している。 <重 複関係 >R D581・ R D582・ R D474・ RD

566・ R G043よ り新しい。 <平 面形式>北側と東側には延びないが、西側と南側へは本建物が延びる可能

性がある。そのうえで南北方向を桁行、東西方向を梁間と一応しておく。規模は桁行 9間 (1676cm)× 梁

間 5間 (1227cm)ま で確認した。また、建物北東側 (2Clk杭付近)には柱穴が存在していたと思われる

が検出できなかった。基本的に桁行は 1間ごと、梁間は半問ごとに柱穴を配置する総柱の建物と思われる。

tAla

蕉

柱穴香 径 (cm) 深 さ (cm, 備考

2534 52X%
42X58 289

2536 62X79 335

2537 52X70 404

2538 42X39 292

2539 311X30 299

2540 34X40 28ね

第117図  RB022掘立柱建物跡
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ただP930-P931 や P964-P965、 P996-P1001な どのように柱穴を持たない空間があり、その場所が

どの様に使われていたのかは解らない。 <建 物方位>桁行の軸方向でN-1° 一Eである。
<柱間寸法>桁行では概ね6.0尺 (約 182cm)、 梁間では4.0尺 (約 121cm)を 多用しているようである。

<出土遺物>な し。 <付 属施設>検出されていない。 <建 物の性格 >建物の規模から母屋になると思わ

れる。

<時期>近世に所属すると思われる。

RB024掘 立柱建物跡① (第 119図・写真図版96)厩部跡①
<位置>遺跡の東側、 2C16n区に位置している。 <重複関係>R G200と 重複し、本遺構のほうが新し
い。R D473と 重複し本遺構のほうが古い。R D472と の新旧関係は不明である。R B024②とでは本遺構の

ほうが古い (建て替えている)。  <平面形式>桁行2間以上 (455cm)× 梁間 3間 (727cal)と 想定した。上

屋柱と下屋柱からなる構造で桁行の西側は調査区外に続いている。 <建 物方位 >梁間の軸方向でN―

3° 一Wである。 <柱 間寸法>桁行では 5尺、梁間では8尺を基準にしていると思われる。 <出 土遺

物>な し。 <付属施設>厩のくぼみと思われる掘り込み (R D360)が建物内部にみられる。 <建物の

性格>大きさから付属小屋と考えられる。厩のくばみが伴っているので厩の覆い屋であろう。母屋が西側の

調査区外に展開すると思われるが、本遺構と一体となる構造なのか不明である。 <時期>近世後半頃と思
われる。

RB024掘 立柱建物跡② (第 119図・写真図版96)
<位置>遺跡東側の2C16n区 に位置する。 <重 複関係>R B024① との関係は本遺構のほうが新しい

(建て替えている)。 R G200と では本遺構のほうが新しい。R D473と の重複関係では本遺構のほうが古い。

R D472と の新旧関係は不明である。 <平面形式>桁行2間以上 (379cm)× 梁間4聞 (727硼 )と考えられ
る。上屋柱と下屋柱からなる構造で桁行の西側は調査区外に達している。 <建物方位>梁間の方向でN一

2° 一Wと なった。 <柱 間寸法>桁行では約5.8尺、梁間は5.0尺 と7.0尺を基準にしていると推測される。
<出土遺物>な し。<付属施設>厩のくばみと思われる掘り込み (R D360)が 建物内部にみられる。これ

は本建物跡とR B024①の両方で使われていたと考えている。 <建物の性格>付属小屋と考えられ厩のく
ぼみが伴っているので厩の覆い屋であろう。母屋が西側の調査区外に展開すると思われるが、本遺構と一体

となる構造なのか不明である。 <時期>近世後半頃と思われる。

RB025掘 立柱建物跡 (第 120図 )
<位置>本遺跡の南側、 2C19v区にて検出された。 <重複関係>R E024・ 025'033よ り古い。R G200

との関係は判然としない。 <平面形式>桁行 (東西)2間 (567cm)× 梁間 (南北)2間 (518cm)と 推定
したが、他遺構との重複もあり把握できなかった柱穴も考えられる。とくに本遺構から東側や西側、及び南

側の調査区外へ展開している可能性がある。 <建物方位>梁間の軸方向でN-5° 一Wである。 <柱 間

寸法>桁行では5.0尺、梁間は9,7尺前後及び74尺前後の 2種類を用いているようである。 <出土遺物>な

し。 <建物の性格>建物の全容を把握できなかったため詳細は不明である。 <時期>出土遺物はないが、

周辺から検出されている遺構遺物の状況から近世及びそれ以降と思われる。
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第118図  RB023掘立柱建物跡

◎9黎

柱穴番 径 (cm 浜さ(cm) 備考

38X35 140

37X34 ll1 5

30X30

30X35

920 186

921 35X35

922 45X40 97

923 35X35

924 40X35 84

925 34× 31

40X35 180

39X34

40X35 1鶴

929 43X35

9311 40X35

40X34

932 40X35

933 117X83 491

41X40 499

937 32X31

938 35× Ю

939 40X35

940 38X38 284

941 38X38

942 43X37

943 35X35 240

躍 40X45

945 42X醐

946 38X37 149

947 33X V

948 37X35 235

949 33X32 176

950 40X32

951 35X30

952 40X35 244

954 35X35 22B

955 32X33

958 43X39 269

962 49X35 130

963 34X29 104

964 43X35 289

965 30X30 235

966 44X34 126

967 37× 37 221

968 35X35 197

969 36X弱 180

34X34 128

32X35 65

35X32 75

33X37 147

35X37 211つ

40X40 237

40X37 22

980 望 X31 ス 1

984 35× 33 242

985 34X32

989 40X38

990 44X38

994 32X32

995 30X33 431

996 40×

“

306

1001 41X36 313

llX14 38X24

1006

10117 30X32

llX19 35X35

35X35

35X36 209

32X35 265

1015 31お

30X30 257

32X28 244

1021 35X35 器

1023 Ю X41 457

1043 34× 33 231

1149 25X34 32お
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455(15)

136(45)

1123

3113(100)

RD360
1.10YR2/2黒褐色土 表土 粘性やや有 り。締まりやや有り。
2.10YR3/3暗褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
3.10YR2/2黒褐色土 ほぼ炭化物の層 粘性あまりない。
締まりなし。大小の礫をまばらに含む。焼±1%程全体的に含む。

第119図  RB024掘立柱建物跡

10YR2/3黒褐色土 全体に大量の礫石を含む。粘性やや有り。
締まり有 り。

10Y乾/2黒褐色土 粘性やや有。締まりあまりない。
炭化物と焼上をほぼ全体的に大量に含む。礫石少量含む。

Oi

16p

⑥

Q

調

査

区

外

②

（Ｎ
て
Ｆ

調

査

区

外

①

一
◎
i

Pl120

0         1:100      25m

‐２Ｃ

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備 考

120 45× 50 351

121 43X45 330

124 25X25
開 X31 J(11

26 襲 X34

38 30X29
28X28
26X25
30X43

42

婚 43X43 679

41X44 780

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

20 45X511 351

43X4b

43X42 2114

46× 41 305

30X37

38X32 319

137 35X35 348

140 28X26 野 8

40× 52

20B

43× 43 679

146 41X44 787
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RB026掘 立柱建物跡 (第 121図・写真図版97)
<位置>遺跡中央部南端、 4B3j区 に位置している。 <重 複関係>多数の柱穴が密集して分布する中に
おいても比較的容易にプランを確認する事が出来た。 <平 面形式>西側は調査区外にの延びるため全容は
把握出来ないが身舎に 2面廂が付く形態である。身舎は桁行 4間以上に梁間 2間で、廂を含めた規模は桁行

4間以上、梁間 3間 (848cm)である。身舎内あたる場所にも多数の柱穴がみられその中にはこの建物跡に

伴っているものもあるかもしれない。 <建 物方位 >桁行方向でN-76° 一Wを測る。 <柱 間寸法>検出
された部分で桁行は8.1～ 9.6尺、梁間は9。4尺 となる。廂は半間の4.7尺で身舎に取 り付くと思われる。 <出
土遺物>な し。 <建 物の性格 >推定した規模から母屋と考えられる。
<時期 >周囲から検出されている遺構・遺物から中世に属すると思われる。

RB027掘 立柱建物跡 (第 122図 。写真図版97)
<位置>本遺跡の東側、 l E25a区に位置する。 <重 複関係>R A276よ り新しい。 <平 面形式>身舎
に 2面廂が付く形態である。身舎は 6間 ×2間で、廂を含めた規模は桁行 6間 (1590cm)、 梁間 3間 (758cm)

である。 P l165-P l166の梁間では柱穴が検出されなかった。 <建 物方位 >桁行の軸方向でN-64° 一E
である。 <柱 間寸法>桁行では8.6尺 (約261cm)、 梁間では8.3尺 (約251cm)を 基準としていると思われる
が、桁行の両端と梁間の廂となる部分では狭い寸法が使われている。 <出 土遺物>な し。
<付属施設>検出されていない。 <建 物の性格 >建物の大きさから母屋と考えられる。 <時 期>建物の

平面形式や周辺から検出されている遺構・遺物などから中世に属すると思われる。

A

0      1:lllo    251n

調 査 区 外

第120図  RB025掘立柱建物跡
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柱穴香 径 (cm) 深さ(cm) 備考

1098 28× 28 303

∞ ∞ X49

104 611X62 506

105 45X40 590

106 45X47 独 2

108 25X30

ll19 32

34 208

67

44X53

43X45 184
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第121図  RB026掘立柱建物跡

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

1928 37X34 3&5

1929 32X31 3&6

1932 35X40 475

30X33 2釧D

40× 43 363

45X46 4α 7

1937 406

1989 37X37

1940 33X34 406

1943 30X27 11ね

41× 47 499

46X43 鴻、2

1981 5ユ X40 374

1984 5d6

1986 26× 30 3名7

2104 34X31 2&9

2381 32X35

2384 24X30 480

2390 34X36 43お

2395 37X36 403
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第122図  RB027掘立桂建物跡
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柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

35X36 473

173 75

174 23X20 456

30X32 46B

176 38X33 47お

230

20X20

20X22 234

柱穴香 径 (cm) 保さ (cm) 備考

163 30X30

164 35X25 414

165 393

66

67 26X26 490

と68 23× 25 250

169 349

70 20X20

39つ

柱穴番 径 (cm) 深さ (cm) 備考

154 Z5

155 23X26 497

156 27X26 331

157 26× 28 360

158 23× 26 443

159 30X28 221

160 26X25 297

541

162 29× 25 382



RB028掘 立柱建物跡 (第 124図 。写真図版98)
<位置>遺跡の西側、1-C16p区 に位置している。 <重複関係>R G268よ り新しい。R G073よ り古い。
<平面形式>掘立柱建物で母屋と厩の覆い屋からなる構造である。母屋は上屋柱と下屋柱からなり、規模は

桁行6.5間 (1233cm)× 梁間 3間 (149cm)で ある。間取りは北側が下手、南側が上手となっていたと思われ

るが、間仕切りの柱穴を見つけられなかったので詳細は不明である。間仕切が存在しなかったのではなく柱

穴の掘り込みが浅いため検出できなかったと解釈したい。北西側の張出部は柱穴の位置関係から母屋に取り

付く施設と思い線をつないでみた。P668と P669は少し内側に入り込んでいるがそのことが何に起因するも

のかまでは解らない。出入り回はP644-P645間 ではないかと思われる。 厩の覆い屋部も上屋柱と下屋柱
で構成され桁行 3間 (564cm)に梁間 3間 (493cm)の規模で、母屋に対し少し傾いている。厩のくばみも検

出されている。 <建 物方位>母屋の桁行の軸方向はN-10° 一W。 厩の桁行の軸方向はE-19° 一Nであ
る。 <柱 間寸法 >様々な寸法が使用されているが、母屋では6.4尺 (約 194cm)や 6.2尺 (約 188cm)6.0尺

(約182cm)が多く用いられ、厩では6.2尺 (約 188cm)を 基準にしていると思われる。

<出土遺物>(第 362図・写真図版344)大 lTB相馬の碗 (719)が出土している。 <付 属施設>東側に隣接

する 1× 1間の掘立柱建物跡が本遺構に伴っていると思われる。 <建 物の性格>平面形式から曲屋といえ
ると思う。母屋より厩部は北側に柱一本分ずらして建てられていること、さらに厩部は母屋に姑して平面的

にやや傾いて取り付いていることなどから、始めは母屋のみの建物であったものに厩部分を後に建て増しし

たのではないかと推測される。 <時 期>近世の所属である。出土遺物から18世紀以降と考えられる。

RB029掘 立柱建物跡 (第 123図・写真図版99)
<位置>本遺跡の西側 3-D21j区 にて検出された。 <重 複関係>R D601よ り古い。 <平 面形式>桁

行 2間 ×梁間 2間の建物跡だが柱は10本で構成され、建物の中央に柱が 2本配置される構造となっている。

桁行きは一応南北方向の柱聞寸法の方が東西方向よりも長かったため、ここでは南北方向を桁行としておく。

<建物方位>N-9° 一Eと なる。 <柱 間寸法>計測すると南北方向の柱間寸法が東西方向よりも若千長
いが、概ね正方形を基調とするプランであることから7.5尺 を基本とし、 P588-P591間 は 5尺を用いてい

ると思われる。 <出 土遺物>な し。 <建 物の性格>平面形式から高床式の倉庫を推定している。
<時期>周囲から検出されている遺構の状況から平安時代の可能性が高い。
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L‐ 121900m

P585
1.10Y貶/3黒褐色土 粘性有 り。
締まりやや有り。
2.10YR2/3黒掲色土 粘性・締まり有り。
明黄褐色土 (10YR6/61ご く微量含む。

北―D2苅

P586
1.10YR2/3黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有 り。

2.10YR2/3黒福色土 粘性 締まり有り。
明黄褐色土 (10YR6/6)ご く微量含む。

0         1:100     25m

P587
1 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有り。

2.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。
明黄褐色土 (10YR6/6)ご く微量含む。

鼻
P58監

郡

P589
1.10YR2/3黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有り。

2.10Y鬱 /3黒褐色土 粘性・締まり有り。

P591

1.10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。
締まりやや有り。

2 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。

P594
1.10YR2/3黒掲色土 粘性有り。
締まりやや有り。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。

叫中Ｊ
曲
Ｖ

吐串帝挫

尋ぼ
醍
蕩

醍
巫

P588
1.Ю YR2/3黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有り。
2.10Y彫/3黒褐色土 粘性・締まり有 り。

ご
5狛

軒
2 Ｐ５９‐′中ＭP590

1.10YR2/3黒褐色土
締まりやや有り。
2.10YR2/3黒褐色土

ご
働
;I

形

粘性有り。

粘性・締まり有り。

P592

1.10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。
締まりやや有 り。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。

P593

1.10YR2/3黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有り。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。

第123図  RB029掘立桂建物跡

柱穴香 径 (cm) 深さ(cm) 備考

5箭 63X55 475

64X61 402

587 54× 51 530

588 78X70 〕95

589 64X50 285

63X611 337

58× 53 48B

70X63 495

593 49× 48 3811

594 61X弱 437
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第呵24図  RB028堀立桂建物跡

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

608 29X27

609 39X34

29X27

26X25

37X36

33X31

42X40

42X40

46X39

37X34

620 44 367

621 42X37

622 40× V
623 39X36

624 35X25

625 30X26

627 43X42

628 35× 33 245

629 40X34

680 39X34

631 33X30

632 43X38 344

633 44X40

634 29X26 329

35X34 532

636 44X41 322

637 42X41 3117

688 42X40

639 50X41 447

640 34X31 401

49× 45 403

642 独×40

643 38X34

柱穴番 径 (cm) 深さ(cm) 備考

644 58X54

645 40X39 260

646 76X53 336

647 47× 43

648 45X38 413

649 35X28

6511 40X37

651 49X40

652 50X47

653 41X36

654 39X34 405

656 40× 35

659 42X35 385

6611 511X47

661 37× 35

665 46X43 5■9

666 42X37 452

667 39× 27

668 34X30

669 30× И

670 41X35 499

672 35X311 321畿
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5 墓城 (中世 )及 び土坑

今回の調査では405基の墓墳及び土坑を登録した。調査区のほぼ全域から検出されるが、その中でも密に

分布するのは遺跡南側中央部でここには中世の墓壊が多数みられ墓域を形成していた (第 16図 )。 この他に

は調査区の西端や遺跡中央部やや東側の 2C区周辺と遺跡西側の 3-D区 には土坑が比較的まとまって分

布している。時期別にみてみると奈良・平安時代及びその可能性があるもの 3基、中世に属するもの358基、

近世～近代42基、時期不明 2基である。個々の遺構の諸特徴や出土遺物については観察表にまとめたので、

ここでは代表的なものについてのみ触れたい。

本遺跡の中央部南側にあたる地域 (3B・ 4B区)か らは中世の墓墳約330基が密集して検出されている。

因みにこの地域の現況は休耕田であり、地表面には石碁や墳丘といった墓に関連するような痕跡が一切残

っていなかった。検出された墓墳の平面形態は隅丸長方形を基調とするものが最も多 く、長軸が短軸の倍

以上の長さをもち掘 り込みが比較的浅いものや、逆に正方形に近いものなどが見られる。規模を見ると最

大でR D680の 4.9M、 最小で R D579の 0.2∬で1.4だ位が最も多い。長軸方向は概ね南】ヒ方向となるものと東

西を向くものとが殆どであるが規則的な配置を呈するわけでもない。埋土を見るとその殆どが黒褐色土と

黄褐色或いは褐色土の混合土で人為堆積の様相を呈している。埋葬の際に棺などに入れていたような痕跡

は確認できなかったため直葬であったと思われるが、人骨は全 く残っていなかった。遺体埋納に関する情

報を得るため覆土の分析も検討したが、今回の調査では見合わせることとした。墓媛間の重複も激しく、

最大 4回の重複が認められるものもある。中世の墓墳群は前述した中央部南側にあたる地域 (3B。 4B

区)の周辺にも数は少ないながら展開しており、墓媛群より北東側の 2C区や南東方向の 4D区 にも散見

される。

R D298(第 129図 ・写真図版109・ 110)では北壁際の底面より数cm高い位置から北宋銭が12枚、密着し

た状態で出上した。これらの銭貨を通していた紐も僅かだが残っていた。R D460の埋土中位からは青磁碗

453(第 325図 。写真図版314)の破片が出土した。R D712と R D738か らも中国銭564・ 565。 566(第 336・

337図・写真図版323・ 324)が出土しているが、その他大多数の墓壊からの遺物の出土はなく、基本的には

銭貨や陶磁器など後世に残るような物は副葬していないようである。 R D 712・ 713・ 738では埋土中から焼

土・炭粒とともに焼けた人骨が出土していることから火葬墓と思われる。何れも土坑墓より規模が小さく、

平面形態も不整形である。この中でR D712・ 7131よ R G 198溝 跡と重複し、溝より新しい。他に類例がある

か解らないが、溝であったところを意図的に選んでいる可能性があると思われる。ただそうすることの意

味については判然としない。

R D789は 遺跡南端中央部に位置しており、北側には中世の竪穴建物跡や墓崚群が隣接し南側はすぐ湿地

が広がっている。R D 789は この湿地となる岸際にR Z014と ともに掘られており、埋土には炭粒の他に中

小の自然礫を含んでいた。また陶磁器類や木製品なども出土し廃棄施設的な使われ方を想定している。R

D469に関しても同様の性格であろうか。

R D597は 出土遺物から近世の墓であることが明らかになった。今回の調査区内の lC区には前地権者の

墓地があって、改葬を行っている。墓地の場所はR G264の 東側半分とR G 045の北端部にあたる。 R D597

に隣接するR D557も 近世墓であり、R D562・ 563も その可能性がある。この他に近世及びそれ以降に位置

付けられる火葬墓が遺跡西側の 1-C区から4基が互いに接するような状態で検出された。位置的にRB

028に 関連する墓の可能性がある。

R D313・ 314は遺跡南側に位置する中世の堀跡R G083・ 084に 囲まれた内側から検出された。堀内部に

は現在、諏訪神社が建っており、これらの上坑は鳥居を挟んで神社の反対方向に位置している。出土遺物
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が無く時期判定は難しいが、堀跡 R G 083・ 0841こ伴うのであれば中世、諏訪神社に伴うのであれば隣接す

るR E 028と 同様に近世以降になると考えられる。

近世から近代に位置付けられる土坑は42基検出されている。R D331は陶磁器や明治の銭と共に木枠が出

土しており土坑ではなく井戸跡としたほうが妥当かもしれない。R D3201ま近世の掘立柱建物跡R B024

(厩部)に伴う掘り込みである。R D419。 420か らは馬の骨が出土した。骨の残りは良くなかったが脚を折

り曲げ、頭部を西側にして納められているように観察された。時期は近世及びそれ以降のものである。

R D649からは近世～近代にかけての陶磁器がまとまって出土した。その状況からこの時期に使われた破

棄施設と考えられ、隣接するR D379。 622・ 624。 648・ 813・ 814も 同様の目的で大凡同じ地点に何回も構

築された結果として互いに重複した状態で検出されている。

R D 632は底面付近から須恵器の郭・甕と土師器奏片がまとまって出土しており平安時代の土坑と考えら

れる。R D816からも平安時代の土師器片が出土していることと埋土に十和田a火山灰を含んでいることか

ら平安時代に位置付けられる。またR D816と の重複関係で旧いR D817も 同じく平安時代に属すると思わ

れる。
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Ａ

屯 七1∝

占

ド
L‐ 1211100m

RD266
1 10YR2/3黒 褐色土 褐色土及び暗褐色砂質上を
部分的に含む。粘性やや有り。締まりややなし。

辞
L‐ワ041111m■

RD271
1 10Y彫/3黒掲色土 褐色土プロック含む。
粘性なし。締まっている。

寸 乱 18c

Ｄ引
北Ы艶

トト

A L‐ 120400m
卜

RD275
1.10YR3/3暗 褐色上 粘性なし。締まっている。
2 10YR3/2黒褐色土と10YR4/4褐色土の混合土。
粘性やや有 り。締まっている。

Ｂ
引

第125図 RD266～271・ 275土坑

蜘

1

L‐ 1211100m

RD267
1 10YR2/2黒 褐色土と75YR3/3暗 褐色砂質土及び
10YR3/3暗褐色上の混合土。粘性やや有 り。
締まりややなし。

C L‐ 1211 llXlm
ト

Lヨ 120100m F
引

RD268・ 269・ 270

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まっている。
2 10YR2//2黒 褐色土に掲色土や黒褐色砂質土が多畳に
混じる。粘性やや有り。締まり有り。
3.10YR4/4褐 色砂質土 黒褐色土プロック含む。
粘性なし。締まりやや有り。
4 10YR2/2黒 褐色土 褐色土プロック微量含む。
粘性やや有り。締まっている。

酸化鉄斑部分的に見られる。
5.10YR4//4褐 色砂質土を主体に、黒褐色土ブロックを
多量含む。粘性やや有り。締まっている。

6.75YR2/3極暗褐色土 粘性有り。締まっている。

0    1:50   1m

―

4
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1乱 12e
|

上ト

も 1lg

と
廿 乱 13f

Ｄ
引Ｃ脂Ｂ引

Ａ
ト

亀 20d

L‐ 1211100m と‐12α100m

RD272 273・ 319
1.10YR2/3黒 褐色土 暗褐色・褐色土プロックの
極小泣を微量含む。粘性やや有 り。締まっている。
2.10YR3/2黒 褐色土 暗褐色土ブロック小栽を
極微量含む。粘性やや有 り。締まっている。

1
2

注
L‐ 1211900m

名

酔

RD276
ユ.75YR3洛 暗褐色土 粘性なし。かたく締まって
いる。径ldHに満たない微細で白い粒子を含む。
褐色土ブロック含む。
2.10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まっている。
径lHEに 満たない微細で白い粒子を含む。
3.10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。
焼土を微量に含む。褐色土ブロック含む。

津 L‐ワlllXXlm  島

RD277
1 10YR2/3黒 褐色上の中に、褐色土ブロック
暗褐色土プロックを不規則に含む。
粘性やや有 り。締まり有り。

JttB8ど

み

I

北Btte
AL=1201XXlm B
卜    引

翠 1

子  1・ 懸 弄毎儀幸ゃ響身1爺ことそ濱琢∫
粒`を

序生_と
‐120900m

ぐ

RD284
1.10YR2/2黒褐色土 褐色土ブロック中小粒を少量含む。
粘性やや有 り。締まっている。
2 10YR2/2黒褐色土 褐色土プロック大～小/1Vを多量に
含む。粘性やや有り。締まり有り。

AL=12C1100m B
卜      引

ψ

RD273
1.10YR2/2黒 褐色土と、褐色土及び暗褐色上の混合上。
粘性やや有り。締まっている。

F

0       1:50    1m

―
第126図  RD272～ 274・ 276～ 279・ 284。 319土坑

RD274
1.10YR2/2黒 褐色土 褐色土プロック・炭粒を
極微量含む。粘性やや有り。締まっている。

洋#乱 13g
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十 孟 17d

土 乙19d

卜と
L‐ 1姐400m

RD280～ 283
1,75YR2/3極 暗色土 粘性なし。締まっている。
褐色土カ ック傲遺含む。径lm弱の自色微細
粒子を含む。炭化物を多量、焼土微量含む。
2 75YR2/3極 暗色土を中心に10YR4/4褐色土を
含む。粘性やや有り。締まっている。炭化物を

微量含む。
3.10YR3/4暗褐色土 粘性なし。締まりややなし。

A L=120 61Xlm   B
卜       引

ー

斗 私 14r

4 10YR2/3黒褐色土 粘性なし。締まっている。
径llm弱の自色微細粒子を多く含む。
5 10YR4/4褐色土 粘性なし。締まっている。
ブロックで存在する。
6.10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まっている。
褐色土カ ック含む。
7 巧 YR2/3極暗色土 粘性なし。締まっている。
径l aat弱の自色微期粒子含む。褐色土微量含tr。

8.10YR2/2黒 褐色土と75YR4/4褐色土との混合土。
径ltlu弱 の白色微細粒子を多く含む。
炭化物微量含む。粘性やや有り。締まっている。

部分的に酸化鉄が見られる。
9 75YR4/4褐 色土 粘性あり。締まっている。
10,75YR3/2黒 褐色土と黒褐色± 10YR3/4と の混合土。
粘性なし。締まっている。

≒ABr

辞
と=ワ0畑m     勇

RD286
1.10YR3ρ 黒褐色土 粘性やや有 り。締まっている。 (遺物含)
2.75YR5/8明褐色土 粘性なし。締まっている。
3.10YR4/4褐 色土 粘性やや有 り。締まっている。

ふ

碇

北Attr

RD285
1.10YR2/3黒 褐色土 その中に褐色土プロック大～小
粒を少量含む。粘性・締まりやや有 り。

絆
L=120劇Clm

RD287
1.10YR4/4褐 色砂質土 河原石 (小)を
多量に含む。粘性なし。締まっている。

第 127図  RD280-283・ 285-287土 坑

o    l:511  lm

―
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+弘 17q

札望dA

ミ

ド L‐ 1姓蛹  れ
｀ 製 ミ ノ

RD288
1.10YR3/2黒 褐色土
粘性やや有り。締まっている。

く

A  L‐ 1211700m
l―

RD291
1,10YR2/3黒 褐色土 ガヽ礫少量含む。
粘性やや有り。締まっている。

o    l:511   im

―

RD289
1 10YR2/3黒 褐色土 小～4/1ヽ の河原石を多量に含む。
粘性・締まりやや有り。

津
Li12040随

第 128図  RD288-295。 297土坑

A L=1201110m  B
卜        引

す

―

RD290
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
締まっている。

RD292
1 10YR2/3黒 褐色土 褐色土ブロック中～極小粒を
少量含む。粘性やや有り。締まっている。
2.10YR4/6褐色土 黒褐色土プロックを少量含む。
粘性ややあり。締まっている。
3 10YR2/2黒褐色土 褐色土プロック小～極小粒を
多量に含む。粘性やや有り。締まっている。

〕　　　　　　　α

ｌ

ト

ー

２‐ｇ
ｆ

ｈ

ｒ

′

‐

・

Ｄ２９３⌒

ト
ｌ
ｌ
■

Ｂ
引

ト

毛 2笠

名

RD290

(RG193)

岳

RD294・ 295 297
1.10YR3/3暗褐色土 褐色土ブロックを多量に含む。
粘性やや有り。締まっている。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まっている。
3.10YR2/3黒褐色土 褐色土ブロック極小粒を少量含
む。粘性やや有り。締まっている。
4.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
5。 10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まっている。
褐色土ブロック含む。焼土、庚化物を含む。

径10～ 20a nの河原石を含む。
6.10YR2/3黒褐色土と掲色土、黒色上の混合土。
粘性やや有 り。締まっている。

A  L‐ 121 111Xlm         B

I

RD293
1.10YR3/3暗 褐色土と 10YR4/6褐色土との混合上。
粘性なく、締まっている。粒子の粗い砂を含む。

2.10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まっている。
掲色上プロックを含む。
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R

RD300
1 75YR2/2黒褐色土 粘性やや
有り。かたく締まっている。

酸化鉄斑混入。

~~|「

:i38r

第129図  RD296・ 298～301・ 305～307・ 480土坑

注
L‐ 120400m

RD306
1.10YR2/3黒褐色土 粘性なく、締まりややなし。
褐色土ブロックを含む。
2.10YR4/4褐色土 粘性やや有り。締まっている。
3.10YR2/3黒褐色土と 10YR3/4暗褐色上の混合土。
粘性なし。締まりややなし。
4,7ЫR4/4褐色土 粘性なし。締まりややなし。

津
L‐ 120 mOIn 

名

1 10YR2/2黒 褐色土と褐色土及び黄褐色上の混合土。
粘性やや有 り。締まりなし。

占 L=ψO翻Om 角

RD3115
1 16YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
かたく締まっている。水酸化鉄斑
混入。

ド L=ワα帥Om 名

RD301
1.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。
かたく締まっている。

RD296
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。よく締まっている。
2.10YR2/2黒 褐色土 褐色土プロック小粒を微量含む。
粘性・締まりやや有 り。
3 10YR4/4褐 色土と黒褐色土の混合土。粘性やや有り。
締まりなし。

斗 乱 231

！

！

１

１

イ

′

，ヽ

占
L‐ 120 ЮOm RD298 299

期的

、

１

１

１

１

可

ん
注

L‐ 120測 Om

RD298・ 299
1.75YR2/3極暗褐色土 褐色土プロック中～大粒を
多量に含む。粘性・締まりやや有 り。
2.10YR2/3黒 褐色土 褐色土プロック中～小粒を多量
に含む。粘性やや有り。締まっている。

o       l:50    1m

―

北 9b
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ト
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ノ

／

≠

塩
A

RD302
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。本酸化
鉄斑混入。

A  L‐ 120300m                            B
卜                                     ‐

RD303
1.10YR3/2黒 褐色土 褐色土プロック少量含む。粘性やや
有 り。かたく締まっている。部分的に砂っばい。

津 L■加B∞m /1__圭
RD304
1.10Y理ツ3黒褐色上 にぶい黄橙色土ブロック含む。粘性
なし。かたく締まっている。水酸化鉄斑混入。

Ａ引

津
と‐120300m

RD308
1,10Y貶/2黒褐色上の中に褐色土プロックを多量に
含む。粘性やや有り。締まりなし。

離

し無］温止
］□
・ｂ　
当

ｔ

土cmb

注
L‐ 120300m

名

眸  L‐
120300m

名

l

第130図  RD302～ 304・ 308～312・ 315土坑

RD315
1 10YR2/1黒 色上 褐色土プロック含む。
粘性有り。やわらかい。
2.25YR5/8明赤褐色 水酸化鉄の地積層。
3.10YR2/2黒 褐色土と 10YR4/3に ぶい黄褐色上の
混合土。粘性があり、やわらかい。

1

2

ドとL‐ 12031111m

RD311・ 312
1.10YR3/2黒 褐色砂質土 褐色土
プロック少量含む。粘性やや有 り。

締まりややなし。
2.10YR4/6褐 色土と黒褐色土との
混合土。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まり
やや有 り。褐色土ブロツク微量合。
4.10YR2/3黒 褐色上 粘性・締まり
やや有 り。褐色土ブロック少量含。

5。 10YR2/3黒褐色土と褐色土との
混合土。粘性・締まりやや有 り。

0    1:511   lm

―

れ
一

卜生
L‐ 12C3110m

RD310
1 10YR3/4嗜禍色土 粘性・締まりやや
有 り。
2.10YR4/4褐色土と黒褐色上の混合上
(砂質)。 粘性・締まりやや有 り。
3 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや
有 り。

塩 7x
王甚

「∞
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崖
L=120500m

し‐17弘71Xlna

RD313・ 314
1.10YR2/3黒 褐色土 大小の河原石を多量に含む。
粘性やや有り。締まっている。

ド生 し
‐120 41Xlm

RD318
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。かたく
締まっている。10YR5/6黄 褐色土粒を
微量含む。
2.10YR3/3暗 褐色土と 10YR5/6黄褐色土
との混合土。焼土粒微量含む。

粘性やや有り。締まりなし。
3.10YR2/2黒 褐色土と 10YR5/6黄褐色土
との混合上。粘性有り。締まなし。
4.10YR4/4褐 色土 粘性やや有り。
締まり有り。黒褐色土粒 (10YR2/2)
微量含む。

RD317
1 10YR2/1黒 色土 褐色土ブロック含む。粘性有り。
やわらかい。
2.25YR5/8明赤掲色 水酸化鉄の堆積層。
3 10YR2/2黒 褐色上 にぶい黄褐色土 (10Y勲ノ3)
プロック30%含む。

眸
L=剪 31XIHI 

名

1

RD325
1.10YR2/1黒 色土 灰黄褐色土 (10YR4/2)
ブロック微量含む。粘性有り。
かたく締まっている。

0    1:50   1m

RD316
1.10YR2/1黒 色土 褐色土ブロック含む。
粘性有 り。やわらかい。
2.25YR5浴 明赤掲色 水酸化鉄の準横層。
3.10YR2/2黒 褐色土と 10YR4/3に ぶい
責褐色上の混合土。粘性があり、やわら
か い 。

・３ｄ
　

連

ピ
1211鉤0昭   名
ヽ
RDttИ
l.10YR〃 2黒褐色土 粘性・締まり
やや有り。褐色土プロック微量含む。
2.10YR4/6暗 褐色土 粘性やや有り。
締まりややなし。

農

ψ 2∂ 。 価。ぉ皇

2.lσrR2/3黒 褐色土 褐色土ブロック小～大粒を
不規則に含む。河原石を多量に含む。粘性やや

有 り。締まっている。

→ 孔 15d

第 131図  RD313・ 314。 316～318・ 324・ 325二上坑
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卜生  L=120400m

RD320
1.10YR3/2黒 褐色土 地山プロック小粒を微量含む
粘性やや有り。締まり有り。

1.10YR3/2黒 褐色上 河原石少量含む。粘性やや有り。締まり有り。
2.10YR3/2黒 褐色土 地山ブロック少量含む。粘性やや有り。
締まり有り。

占
L=1釣畑 m串ヽ

七

劾

崖
し‐lЖ潮90m

RD321
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。水酸化鉄班混入。
2.10YR3/2黒 褐色土 地山ブロック多量含む。粘性やや有 り。締まり有り。
3 10YR3/2黒 褐色上 粘性やや有 り。締まり有り。
4 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
5 10YR2/2黒 褐色土 地山ブロック多量含む。粘性やや有り。締まり有り。
水酸化鉄斑混入。

※45はRG拗0溝跡

Ц゙

名

斗 孔 14a

第 132図  RD320-323・ 326土坑

RD323
1.10YR3/2黒 褐色土 地山プロック多量含む。
粘性なし。締まり有り。

崖 L‐ 12α31111m 島

崩落土

RD326
1.10YR2/2黒 掲色土と loYR3/4暗褐色土
との混合土。粘性・締まりやや有り。
2 10YR3/4暗 褐色土 粘性有り。締まり
ややなし。黒褐色■/1ヽプロック微量含。

0       1:50    1m
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名ド生
L‐ 120 31Xlm

ぃ
と‐12031111m

し‐120300m

RD328
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土プロック微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土と暗褐色土 (10YR3/41
との混合土。粘性・締まりやや有り。

RD327
1.10Y貶/1黒色上 にぶい責褐色土 (10YR5洛)月 粒ヽ微量含む。
粘性 締まりやや有り。水酸化鉄斑混入。
2.10YR2/1黒 色土と 10YR5/3に ぶい黄褐色土との混合土
粘性やや有り。締まりややなし。水酸化鉄斑混入。

3 10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有り。南側では砂を少量
含む。水酸化鉄斑混入・

4 10YR2/2黒 褐色土と 10YRプ 4暗褐色土との混合土。粘性やや
有 り。締まりなし。

5。 10YR2/2黒褐色土 褐色土プロック微量含む。粘性やや有り。
締まっている。
6.lllYR2/2黒 褐色砂層 粘性 締まりなし。

北cぉ t

義cぉ d

名

ド
Li120 31Dm   

名

RD330
1.ЮYR3/2黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。褐色土 (10YR4/4)
40%含む。

北恥

Ａト
し=12031111m

RD329
1.10YR2/1黒 色土 褐色土小粒微量含む。粘性・締まり
やや有り。砂を微量に含む。
2.10YR2/1黒 色土と 10YR6/4に ぶい黄橙色土との混合土。
粘性やや有り。締まりなし。炭を微量、砂を多量含む。

3.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。
砂を多く含む。水酸化鉄斑混入
4.5YR4/8赤褐色 水酸化鉄の堆積層。

咤α酪

島

Ｅ
ｒ

RD332
1 10YR3/2黒 褐色土 褐色土 (10YR4/41
プロック40%含む。粘性やや有り。
締まり有り。

RD331
1.10YR3/2黒 褐色土を中心に 10YR4/4掲色土を511%程、
微量の炭を含む。粘性やや有り締まり有り。
2.10YR3/2黒 褐色土 褐色土 (10YR4/41を 1%程含む。
粘性やや有り。締まり有り。水酸化鉄と炭を微量含む。

3 10YR2/3黒 掲色土 褐色土 (10YM/4)を 50%程含む。
粘性やや有り。締まり有り。炭少量含。水酸化鉄藤混入。

4.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭を1%程含む。
水分多い。木片有り。微量の水酸化鉄斑混入。

5 10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有り。微量の災を合む。
永分多い。

0       1 1 511    lm

第 133図  RD327～ 332E上坑

RD331掘 り方

→ 発 13t

ド
L‐ 120300m 

名

十
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隣
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―
RD333
1 10YR3/2黒 褐色土 褐色土
(10YR4/4)プロック含む。
粘性やや有り。締まり有り。

RD337
1.10YR2/2黒 褐色土 暗掲色土
(10YR3/4)ガ ブヽロック微量含。
粘性やや有 り。締まりなし。
2.10YR4/4褐 色土 粘性有り。
締まりなし。
3 10YR4/4褐 色土 粘性有り。
締まりなし。砂利を多量含む。

RD334
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色土 (10YR4/4)プ ロック15%程含む。

占
L‐ 120300m

RD338
1.10YR2/1黒 色土 粘性やや有り。かたく
締まっている。水酸化鉄斑混入。
2.10YR2/1黒 色土と10YR5/3に ぶい黄褐色
砂質土との混合上。粘性やや有り。締まり
ややなし。水酸化鉄斑混入。
3 10YR4/3に ぶい黄褐色粘土質土 粘性に
とみ、締まっている。水酸化鉄斑混入。

や

偽

‐‐‐
|,,i,1

Ψ

出 L=120300m 蜘

1

2

3

RD335・ 336
1 10YR2/2黒 褐色土 褐色と小プロック微量含む。
粘性ややなし。かたく締まっている。
2.10YR2/3黒 褐色土 褐色土 (10YR4/4)プ ロック
含む。水酸化鉄斑混入。
3.10YR2/2黒 褐色土 暗掲色砂質土 (10YR3/3)
プロック含む。粘性・締まりやや有り。水酸化
鉄斑混入。
4.5YR3/6暗赤褐色 水酸化鉄の堆積層。
5.10YR2/3黒 褐色土と loYR3/4暗褐色砂質土との
混合土・粘性 締まりなし。
6 10YR2/2黒 褐色土と loY硝 /4暗褐色砂質土との
混合土。粘性有り・締まりなし。径211～ 404」dの
河原石を微量含む。
7.10YR3/4暗 褐色砂質上。 粘性・締まりややなし。

岸 L■郷31111m   島

1 10YR2/1黒 色上と loYR5/3に ぶい
黄褐色砂質ととの混合土 粘性やや
有 り。締まりややなし。炭を微量
含む。水酸化鉄斑混入。
2.10YR4/4褐 色砂質土 粘性やや有り。
締まりややなし。黒色土 (loYR2/1)
小プロック含む。水酸化鉄斑混入。

2.10YR2/3黒 褐色土と 10YR5/3に ぶい責褐色砂質土と
の混合土。粘性やや有り。締まりややなし。
水酸化鉄斑混入。

第 134図  RD333～340:上坑

0    1:511  im

―

ド堂
L‐ 120300m

く「

L=120300m

北cぉg Ψ
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L=120400m  

駒

RD341
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。褐色土 (10YR4/4)

多量含む。

名 1lh

辞=卜1狙削m  名

1

■鶉cЮh

#発 10s

岸  L120創
m 島

RD342
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
掲色土プロック (10YR4/4)大 量に含む。

ト

畔笙 L‐ 12031111m  当

RD345
1 10YR2/2黒 褐色土 暗褐色土
(10YR3/41プロック微量含む。
粘性 締まりややなし。

北α的

ド ト1拗 31111m_名

RD348
1.10YR2/2黒 褐色土 褐色土含む。粘性やや有 り。
締まりややなし。
2.10YR2カ 黒褐色土と褐色土 (lllYR4/4)と の混合土
プロック微量含む。粘性有り。締まりなし。

若千砂質。

RD3511
1.10Y貶/1黒色土 にぶい黄褐色砂質土
(10YR5/3)プロック微量含む。粘性
有り。締まりややなし。水酸化鉄斑混。
2 10YR2/1黒 色土と 10YR5/3にぶい
黄褐色砂質土との混合土 粘性有 り。
締まりややなし。水酸化鉄斑混入。

第135図  RD341～ 350土坑

辞 L=ワ l14KXlm島

RD343
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。褐色土 (10YR4/41
多量含む。

眸
L=1203餅 訪れ

RD346
1.10YR2/2暗褐色土 褐色土 (10YR4/4)プ ロック
微量含む。粘性ややなし。締まりやや有り。
2,10YR2/2黒褐色土と 10YR4/4褐色上の混合土。
粘性やや有 り。締まりややなし。

RD3坐
1.10YR2/2黒 褐色土 褐色土 (10YR4/41
プロック含む。
粘性やや有り。締まりややなし。

と（い‐‐‐‐〕）帝
蜘 北CAr

RD343

ド

十
3Cl■

ト

―寸二豪312五

糖
乱

占 L=ワ 0翻Om島

RD347
1 10YR2/2黒 褐色土 褐色土 (10YR4/4)
プロック微量含む。粘性やや有り。

締まりややなし。
2.10YR2/2黒 褐色土と 10YR4/4褐色砂質土と
の混合土。粘性やや有り。締まりややなし。

くT
L‐ 12113餅9m    

当

RD349
1.10YR2/2黒 褐色土 褐色土 (10YR4/4)
プロック微量含む。粘性ややなし。

締まりややあり。
2.10YR2/2黒褐色土と 10YR4/4褐色土
との混合土。粘性有 り。締まりなし。

0    1:50   1m
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辞
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RD351
1.10YR2/1黒 色土 褐色土 (10YR4/41プ ロック
微量含む。粘性有 り。締まりやや有り。

焼土粒や炭が含まれる。水酸化鉄斑混入。
2.10YR2/1黒色粘土質土 粘性有り。締まり
やや有り。災微量含む。

嗚c恥

RD354

眸 L‐ワ0 31Dm れ

RD354
1,75YR2/1黒色土 粘性・締まりやや
なし。にぶい黄褐色上 (10YR4/3)
プロック含む。水酸化鉄斑混入。

出

占
L=120300m

RD355'弱9
1.Z5YR2/1黒色土 にぶい黄褐色土
(10YR4/3)プロック徴量含む。
炭微量含む。粘性やや有り。締まり
ややなし。水酸化鉄斑混入。
2.注記なし。

鶉cwa
一
操ね9s

予

崖

名

〕
て
、
、

為

名

津

名

名

0    1:511  lm

建

し‐120300m

RD352 353 371・ 372・ 387
1 10YR2/2黒 褐色土 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)プ ロック微量含む。粘性なし。
締まりやや有り。炭含む。水酸化鉄斑混入。
2 10YR2/2黒褐色土と 10YR5/3にぶい黄褐色砂質土との混合土。粘性やや有り。
締まりなし。炭含む。水酸化鉄斑混入。
3.10YR5/4ぶい黄褐色砂質土 粘性・締まりやや有り
4 10YR2/2黒褐色上 にぶい黄掲色土 (10Y酌//3)プロツク微量含む。粘性・締まり
やや有り。炭含む。水酸化鉄斑混入。
5,75YR2/1黒色土 にぶい責褐色土 (10YR5/3)ブ ロック含む。粘性有り。締まりやや
なし。炭微量含む。水酸化鉄斑混入。
6 10YR2/2黒 褐色土 にぶい黄掲色土 (10YR5/3)ブ ロック微量含む。粘性有り。
締まりなし。水酸化鉄斑混入。
7 10YR2/2黒褐色土 にぶい黄掲色土 (10YR5/3)プ ロック含む。粘性・締まりやや有り。
炭含む。水酸化鉄喪混入。
8.25CIR4/3にぶい黄褐色土 粘性有り。締まりややなし。
9.26GR3/1暗オリープ灰色粘土質 黒褐色上でよごれている。砂微畳含む。

第 136図  RD351～ 356・ 371 。372・ 387・ 539土坑

Ａ
引

塩 1lg

1,75Y貶/1黒色土 粘性・締まりややなし。にぶい黄褐
色土 (10YR4/3)プ ロック含む。水酸化鉄斑混入。

Ｃ庁
L=120300m

ドLと
‐12031111m

Ｇト
L=120300m
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L‐ 12031111m

RD357
1.75YR2/1黒色土 粘性・締まりやや
なし。にぶい責褐色土 (10YR4/3)
ブロック微量含む。炭を微量含む。

水酸化鉄斑混入。

注 名

斗 乱 12s

翠二L=1203∞ m    当

RD358
1.イ5YR2/1黒色土 粘性・締まりややなし。
にぶい黄掲色土 (10YR4/3)プロツク含む。
径lcm未満の小石を含む。炭を微量含む。
水酸化鉄斑混入。

十 ね llr

や

ぶ
L‐ 120 41Xlm    

名

RD361
1.10YR3/2黒 褐色土 褐色土
(10YR4/4)プロック多量
含む。粘性やや有 り。

締まり有 り。

ド生 し=120300m 島 農
と‐ワ山0郷

名

4.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有りδ灰黄褐色土 (10YR4/2)
との混合土。水酸化鉄斑混入。

5.10YR4/2灰黄褐色土 粘性有り。締まりややなし。黒褐色上
プロック (10YR2/2)ごく微量含む。水酸化鉄斑混入。
6.10YR3/1オ リープ黒色粘土質土 粘性有り。締まりなし。

砕  注 L=1豹 41Xlm名

―
RD362
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
褐色土プロック (10YR4/4)多 量含む。

第 137図  RD357-359。 361´-363・ 368・ 447・ 719・ 720二上坑

ド L‐ψαmm  名

RD363
1,10YR3/2黒 褐色土 粘性やや
有り。締まり有 り。

褐色土プロック (10YR4/41

少量含む。

0    1:50   1m

RD359・ 368・ 447・ 719・ 720

1.■5YR2/1黒色土 粘性・締まりを欠く。にぶい黄褐色土
ブロック (10YR4/3)・ 組砂含む。水arL鉄斑混入。
2 75YR2/1黒 色土 粘性やや有り。締まりを欠く。にぶい
黄褐色土 (10YR4/3)ブ ロック含む。炭化物粒含む。
3.10YR2/1黒色土 粕性に富む。締まりなし。黒褐色土
(10YR3/1)と にぶい黄褐色土 (10YR4ん )と の混合上。
水酸化鉄斑混入。

北c針

ト
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七 1雅

注
L=ワ04111m島

ー
RD364
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性
やや有 り。締まり有り。

褐色土ブロック (10YR4//41
微量含む。

違Ы偽

卜

占
L‐ワ0 4kXlm 

名
―

―

一

RD365
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性
やや有 り。締まり有 り。

褐色土 (10YR4/4)ご く
微量含む。

+孟 12q

砕

ト

津  L‐
120300m    

名

RD369
1 7斑R2/1黒色土 粘性・締まりを欠く。
にぶい黄褐色土 (10YR4/31ブ ロツク含む。
水酸化鉄斑混入。

当

第 138図  RD364-367・ 369。 370・ 373-377土 坑

望

土乱16x

rA L‐
ワ0鉤Om名

RD375
1.10YR3/3暗褐色土 粘性・
締まりやや有 り。砂を多量
含む。焼土粒微量含む。礫
(径 1～5cm夫)含む。

0     1:511   im

ド
L‐120300m_当

―

r

RD374
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。にぶい

責褐色砂質土 (10YR5/4)
との混合土。水酸化鉄斑混入。

と
し‐120300m    

れ

北cヮa

◎
甑
や

北 る14g

占L‐ψαЮOm名

ー
RD366
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性
やや有り。締まり有り。

ド
L‐ 1211300m

RD370
1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりを欠く。
にぶい責褐色砂質土 (ЮYR5/3)と の
混合土。水酸化鉄斑混入。
2 10YR2/1黒 色土 粘性やや有り。
締まりを欠く。水酸化鉄班混入。
3.10YR5/3に ぶい黄褐色土 粘性有り。
締まりを欠く。黒色土プロック

(lllYR2/1)微 量含む。水酸化鉄班混入。

RD377
1 10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有り。
にぶい黄褐色砂質上ブロック (10Y踊レ3)

含む。水酸化鉄斑混入。
2.10YR2/1黒色土 にぶい黄褐色砂質土
(10YR5/3)と の混合土。水酸化鉄班混入。
3.10YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりを欠く。
にぶい黄掲色砂質土ブロック (10YR5/3)
合む。水酸化鉄斑混入。礫 (径 5cm大)含む。

ド L‐ワα31111m名

―

二

RD367
1.75YR2/1黒 色土 粘性やや有 り。
締まりややなし。にぶい黄褐色土
ブロック (10YR4/3)含 む。

RD373
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性
やや有 り。締まりを欠 く。
褐色土プロック (10YR4/41
含む。炭・焼上粒含む。

ド L‐m31111m名

三砂
μ

ド L封れ瑚m駒
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沖

+詭14y

畔堂
L‐120 300m  B引

RD378
1.水酸化鉄の層。
2 ЮYR4/4掲 色土 粘性 締まりやや有り。黒褐色土
(10Y貶 /2)が しみ状に混入。砂多量含む。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土プロック (10YM/4)含む。
4 111YR〃 2黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土 (10YR4/4)と の混合上。砂多量含む。
5,10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色土
プロック (10YR4/4)含む。
6 10YR4/4褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
砂多量含む。

ド
L‐ 1211 ttm 名

島
RD380
1 10YR3/1黒 禍色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
黒褐色土 (10YR2/2)と 褐色土 (10YR4/6)の 混合上。
炭化物・礫 (径3～5cm大 )含む。

土ch

麟    L‐
llXl ttЭ m

ドヒ と‐120測Om                         ど当

津
L‐ 12C141111m 島

RD383
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
地山プロック少量含む。
2.10YR5/6黄 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
黒褐色上の混合土。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
4 10Y貶 /3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
地山プロック少量含む。

名

0      1:511    lm

―

1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
にぶい資掲色土プロック (10YR5/4)合 む。
災化物・礫を含む。
2.10YR4/1褐 灰色粘土 粘性・締まり有り。黒褐色土
(10YR3/1)ま だら状に含む。水酸化鉄斑混入。

RD378・ 380・ 381 ・ 383:上坑

RD381

第139図
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辞
L‐ 12α300m

ド
Lヨ 1拗 300m ■ L‐120300m 名

名

鶉

RD382
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。
締まり有 り。褐色上プロック (10YR4/4)
少量含む。

1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有り。水酸化鉄斑混入。
2.10YR2/1黒色土 粘性有 り。締まりを久く。にぶい黄褐色土
プロック (10YR5/3)含む。水酸化鉄斑混入。
3 10YR3/1黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。にぶい黄褐色土
プロック (10YR5/3)少量含む。炭含む。水酸化鉄斑混入。

建

辞  L=1雄
51Xlm

RD386
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。小礫微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。地山プロック
少量含む。小礫微量含む。

0       1:511     im

―

北c狛

ム

ド堂 L=12031101n

RD335
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色砂質上
プロック (10YR4/41含 む。炭化物含む。

携
６ｇ

牡   RD389

RD388
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まり
やや有り。地山プロック多量含む。

瓜

第 140図   RD382・ 384～386・ 388・ 389・ 689・ 722土坑
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ド生   L‐ 12031111m

名

1

Ｅト
L=120300m

ド   Li120 31Xlm

RD396
1,10YR17/1黒色土 粘性あり。締まりやや有り。
にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)と の混合上。
炭微量含む。水酸化鉄斑混入。

子5YR2/1黒色土 粘性やや有 り。締まりを欠く。
10YR3/3暗掲色土 粘性やや有り。締まりを久く。
焼土粒を非常に多 く含む。上器有り。
75YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
10YR2/1黒色土 粘性やや有り。締まりなし。
褐色土 (10YR4/4)プロック含む。
75YR2/1黒 色土 粘性やや有 り。締まりややなし。
粘土 (5PI14/1)と 炭を多く含む。焼土粒も含む。
10YR4/4褐色砂質土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色上で汚れている。
10Y貶 /3黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色砂質土ブロック (10YR4/41含 む。

0      1:50     1m

ドニL‐ 12じ31Xlm Ｆ引荒ctta

Ｈ
引

L‐ 1211 31XlmＧ
ト

RD390～ 394
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まりやや有り。にぶい責褐色土プロック (10YR5/3)
微量含む。10層 まで水酸化鉄斑の混入がみられる。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりを欠く。にぶい黄褐色土プロック (10YR5/3)
微量含む。
3.10YR2/1黒 色土 粘性を久く。締まり有 り。にぶい黄褐色砂質土プロック (10YR6/4)含 む。
4,10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。灰黄褐色土ブロック (10YR5泡 )微量含む。
部分的に暗オリープ灰色粘土質土プロック (25YR4/1)含 む。
5 10YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりなし。灰黄褐色土プロック (10Ⅵ鴎/2)含む。
6.10YR2/1黒 色土 粘性・締まり有 り。にぶい黄褐色土プロック (10YR5/3)微 量含む。
7 10YR2/1黒 色土 粘性・締まり有 り。にぶい責褐色土 (10YR5/3)と の混合土。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性を欠く。締まりなし。にぶい黄褐色土プロック (10YR5/3)微 量含む。
9 10YR2/3黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
10,10YR2/1黒色土 粘性やや有 り。締まりなし。にぶい責褐色土プロック (10YR5/4)含 む。

斗 乱 16r

名

名

麟  L‐
120瑚m

RD395
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
にぶい黄褐色砂質土プロック (10YR5/41含む。
炭微量含む。水酸化鉄斑混入。

毛 8h ４
．
５
．

６
．
７
．

＆

９
．

１０
．

RD399
1,75YR2/1黒色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土ブロック微量含む。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
焼土を多量含む。炭含む。上器有り。
3,76YR2/1黒色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土プロック含む。

第141図  RD390～ 396・ 399二上坑
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RD397・ 398729・ 730

農

勇

ユ

RDkXl
l.10YR2/1～2/2黒色～黒褐色土
粘性有 り。締まりなし。にぶい

褐色上ブロック (10YR5/3)
含む。炭含む。水酸化鉄斑混入。

o    r拗    lm

Ａト
し=120300m 島

→

ド■ L‐ 120300m ‰

6.10YR3/1黒 掲色土 粘性 締まりやや有り。
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)プ ロツク多量含む。
水酸化鉄斑混入。
7.10YR5/2灰 黄褐色土 粘性有り。締まりやや弱。
黒褐色土 (10YR2/2)粒 含む。水酸化鉄斑混入。
底面には粘上の堆積有り。

10YR2/1黒色土 粘性・締まりやや有り。褐色土
(10YR4/41プロック少量含む。水酸化鉄斑混入。
10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。黒色土
(10Y諺/1)プ ロック少量。にぶい責褐色上。
(10YR5/3)ブロツク多量含む。水酸化鉄斑混入。

16れ

ド L‐ワ0300m 拍

1

RD397・ 398'729 730
1.10YR2/2黒 褐色上 にぶい黄褐色土
(ЮYR5/3)ブロツク含む。粘性やや
有 り。締まりややなし。炭微量含む。

水酸化鉄斑混入。
2.10YR5/3にぶい黄褐色砂質土 黒褐
色土ブロック微量含む。粘性有 り。

締まりややなし。
3.10BC1 7/1青黒粘土質土 暗緑灰色
(75GY71)粘 土ブロック含。粘性
とむ。締まりややなし。水酸化鉄斑混。
4.10YR2/3黒褐色土 にぶい黄褐色土
(10YR5/3)プロックを含む。炭微量
含む。粘性ややなし。かたく締まって
いる。水酸化鉄斑混入。
5,ユOBC1 71青 黒粘土質土 粘土質土
(75GY4/1暗緑灰色)プロックを含。
粘性にとみ、締まりややなし。

水酸化鉄斑混入。下部に粘土多い。

RD403
1 10YR2/2黒 褐色土 猫性有り。締まりやや
なし。にぶい責褐色土プロック (10YRν3)
との混合土。炭微量含む。土器片含む。

水酸化鉄斑混入。
2 10YR2/2黒褐色土 にぶい黄褐色土ブロック
(10YR6/3)微量含む。水酸化鉄斑混入。

島

RD403
1.10YR2/2黒 掲色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
にぶい黄褐色土プロック (10YRν3)含む。炭微量
含む。水酸化鉄斑混入。

ド上し=1211300m 名

RD407
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。
締まりを欠く。にがい黄橙色土
プロック (10YR6/3)含む。

_桂
亀1併

炭微量含帆 水醐 ヒ鉄斑混え

RD408
1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有り。灰責褐色土プロック
(10YR5/2)・ 黄褐色土プロック (10YR5/6)含む。水酸化鉄疑
混入。
2. 25GY4/1暗 オリープ灰色粘土質土 粘性有り。締まりを欠く。
資褐色土 (10YR5/6)で 汚れている。水酸化鉄斑混入。

第 142図  RD397・ 398・ 400・ 403・ 406-408・ 729・ 730土坑
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RD401・ 402・ 751

RD415 416

Ａ洋
Ｂ引 ド主と‐1れ300m  ど当

2

L=120300m

農  L‐
1211311111n れ

調査区外

RD401・ 4112・ 752
ユ.10YR2/1黒色土と 10Ⅵ磁/2黒褐色土と
lllYR5/3に ぶい責褐色土との混合土

粘性有り。締まりなし。炭微量含む。

水酸化鉄斑混入。
2. 75YR2/1黒 色土 にぶい黄褐色砂質土
(lllYR5/3)粒 含。粘性にとみ、しまり
ややなし。炭微量含み。水酸化鉄斑混入。

10YR2/1黒 色上 にぶい黄褐色土
(10Y硝′3)粒少量含む。粘性・締まり
有 り。自色微細粒子含。水酸化鉄班混入。
10YR2/1黒色土 にぶい黄褐色土
(10YR5/3)プロック多量含む。粘性有り。
締まりなし。水酸化鉄斑混入。

北ABy

Ｂ
引

ｍれＡ
卜

Ｂ
庁

斗 乱 22s

崖

卜
Ｉ
Ｉ
■

RD414
1.10YR2/1黒 色土 粘性やや有り。
締まり有り。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり
やや有 り。地山ブロック少量含む。
3.注記なし
4.注記なし

B  RD418
-引 1.10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。

任 L1211300m Ｂ
「

ト
土c娩

RD415'416
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。画く締まる。選土全体に水酸化鉄斑の
混入。
2.10YR2/3黒 褐色上 粘性やや有 り。締まりを欠く。にぶい黄橙色土
(10YR6/3)と の混合土。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。にぶい黄栓色土
(10YR6/3)と の混合土。礫 (径 01～03cm大 )微量含む。
4.10YR4/1褐 灰色土 粘性やや有り。締まりなし。黒掲色土 (10YR2/3)
とにぶい黄褐色土 (10YR5/41と の混合土 礫 (径 lcm大)多量含む。
5,10Y彫/3黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。にぶい黄橙色土プロック
(10YR6/3)微 量含む。
6 ■5GY2/1緑黒色粘土質土 粘性に富む。締まりなし。暗褐色土 (10YR3/4)
との混含土。

第 143図  RD401 ・ 402・ 414おψ416・ 418・ 420・ 751土坑

A  L‐ 120300m
貯

締まりやや有り。褐灰色土

(10YR5/1)微量含む。水酸化
期 麒 。

上 騨=L=120 3Cllm   当

Ю
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや
有り。地山プロック多量に含む。馬歯
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ド生 L‐
120300m  B引
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岸  L‐
121131Xlm

島

島

名

名

ト

十五14x

409・ 417・ 419・ 670土坑

崖
L‐ 1朋lXlm

RD404・ 4" 670
1.10YR2/2黒 掲色土 粘性に富む。締まりやや有り。にぶい黄褐色土 (10YR5/3)と の混合土。
炭微量含む。坦土全体に水酸化鉄斑混入。
2 76YR2/1緑黒色粘土質土 粘性に富む。締まりやや有り。黒褐色土で汚れている。
3.10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。灰黄褐色土ブロック (10YR72)ご く徴量含む。
4.10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりを久く。灰黄褐色土プロック (10YR4/2)少量含む。
5,10Y3/1オ リープ黒粘質土 粘性・締まり有 り。黒褐色土プロック (10YR3/1)少量含む。
6 10YR3/1オ リープ黒粘質土 粘性有り。締まりなし。
7 10YR2/1黒 色土 粘性有り。締まりやや有り。
8,10YR17/1黒色土 粘性・締まりやや有り。
9.10YR2/1黒色土 粘性有り。締まりを欠く。にぶい黄掲色砂質土 (loYR5/3)と の混合上。
10.25YR4/1暗オリープ灰色粘土質土 粘性に富む。締まりを欠く。黒色土で汚れている。

注  
卜 120 31Xlm

鼻   L‐ 120 31Xlm

虔

RD409 417
1 lllYR2/3黒 褐色土 粘性・締まりを欠く。褐色砂質土 (loYR4/6)と の混合土。
礫 (径3cm大 )礫微量含む。最上部には水酸化鉄の堆積顕著。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。褐色砂質土 (10YR4/61と の
混合土。礫 (径 3cm大)微量含む。
3.10Y離/6褐色砂質土 粘性やや有 り。締まりなし。黒褐色土プロック (10YR2/2)
多量含む。
4.10YR2/2黒 掲色土 粘性・締まりやや有 り。褐色砂質土プロック (10YR4/61
微量含む。
5,ЮYR2/2黒褐色土 粘性やや有り。固く締まる。礫 (径lcm大 )微量含む。水酸
化鉄斑混入。
6 111YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。にぶい責橙色土プロック
(10YR6/3)微量含む。本酸化鉄斑混入。
7.10Ⅵ磁力 黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。砂多量含む。
8 7寓 R4/6褐色の水酸化鉄班混入の地積層。

酔 L‐431Xlm

RD419
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。馬骨及び炭粒含む。
2 111YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山プロック多量含む。
3.10YR3/2黒 掲色土 粘性やや有り。締まりなし。地山ブロック多量含む。

0      1:50     1m

第144図  RD404・ 405
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北 19。

ド生 し
‐1ぬ螺 m

RD421

RD421
1.10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック少量含む。
2.10YR4/4褐 色土 粘性・締まりやや有り。

RI)422

九
卜

名

北的

Iト

RD個

)

移

A L‐ 1211 41111m  B
卜       引

―
RD422
1.10Y聯9暗ltB色土 粘性・締まり
やや有 り。地山プロック多量含む。

くRC205)

↓
L言 12031111m 

角

ーRD426
1,lllYR2/1黒 色土 粘性・締まり
有 り。にぶい黄褐色土プロック

(10YR5/3)含む。炭微量含む。
水酸化鉄斑混入。

名 岸
L=ワ03∽m

名

北
畿

~~|:i39u

当

十 詭 10u

塩 21o

卜生_L=12031111m 為

ー
RD427
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや
有り。褐色土プロック微量含む。

占  L=Iれ 31111m

咄
RD424・ RD662
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性に富む。締まりなし。費褐色土(10YR5/6)
との混合上。礫 (径 lcm大 )含む。
2.10YR″2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。褐色土プロック
(10YR4/4)少 量含む。

ドニL‐ 120 31Xlm     名   農 L‐120300m 名

北陽

0       1:50    1m

―

ゼ

第145図  RD421´‐427・ 662・ 664二上坑

RD425'RD6飩
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。固く締まる。黄褐色土プロック (10YR5/6)微量含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。責褐色土プロック (10YR5/6)多畳含む。
3 10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりやや有り。褐色土プロック (ЮYR4/4)多 量含む。
炭化物含む。水酸化銭斑混入。
4 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土 (10YR4/4)含む。
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描 4a 当
囲こln

崖  L‐
120500m

名

RD428
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり
有 り。褐色砂質土ブロック含む。
3 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。

ぶ
L=1れ拗Om

岸
L‐ 120300m

RD430。 RD576
1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有り。褐色土プロック微量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色土プロック微量含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。掲色土ブロック多量含む。
4.10YR4/4掲 色土 粘性 締まりやや有り。そのすき間に黒褐色土。
5.10YR3/3暗 褐色土と 10YR4/4褐色土との混合土。粘性・締まりやや有り。

北A臨

RD433
1.10YR2/1黒 色土 粘性やや有り。
締まり有り。にぶい責褐色上が
しみ状に含む。水酸化鉄斑混入。

第 146図  RD428-435・ 576土坑

離 L‐ワ0罰Om れ

RD429         々

1 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
掲色土ブロック・炭粒を含む。
2.10YR3/3暗褐色土 粘性 締まりやや有り。
褐色土プロック多量含む。

卜生 L‐
120300m 島

蜘
蓮蜃塞夏4万

1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土プロック多量に含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土ブロック少量含む。
3.10YR2洛 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土プロック微量含む。
4.10YR4/4褐 色土 地山ブロック主体 粘性・締まりやや有り。
5,10YR3/3褐 色土 粘性なし。締まりやや有り。黒褐色土少量含む。

#乱 22o

亀 lq

当

ド
L章 120300m 

名

ー
RD434
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。褐色土ブ
ロック少量含む。

虔

翠   L‐
120300m

北B20t

名

卜

RD435

引喝鬱5n

ド生  L‐
12031111m     

名

RD435
1.10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
褐色土ブロック多量含む。

0    1:50  1m

―

岸 L‐1期Om 島

RD432
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。大小礫少量含む。
2.10YR3/3暗 掲色砂質土 粘性なし。
締まり有 り。地山ブロックごく微量

中少礫多量に含む。
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封 税 19y 或cЮ a

ユ

RD436～ RD443
1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。炭微量・
にぶい黄褐色土プロック (10YR5/3)多 量含む。水酸化鉄斑

混入。
2.10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。黄褐色土
プロック (10YR5/6)。 にぶい黄褐色土プロック (10YR5/3)

含む。
3.10YR4/3にぶい黄褐色土 粘性有り。締まりやや有り。黒褐
色上で汚れている。
4.10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。にぶい
黄褐色土プロック (10YR5/3)多 量含む。水酸化鉄斑混入。
5 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりなし。黄褐色土プロック
(10YR5/6)多量含む。礫 (径3～5cm)含む。
6 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。黄褐色土プロック
(10YR5/6)含む。
7.10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。にがい黄褐色
土プロック (10YR5/3)微量含む。水酸化鉄斑混入。
8.10YR2/2黒褐色上 粘性なし。締まり有り。にぶい黄褐色土
ブロック (10YR5/3)微量含む。水酸化鉄斑混入。
9.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。にぶい黄褐色土
プロック (10YR5/3)微量含む。水酸化鉄斑混入。
10.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりややなし。。にぶい黄褐色土
ブロック (10YR5/3～ 5/41含む。水酸化鉄班混入。

と‐120 31Xlm

L=1211B00m

RD軽
1 10YR2/2～2/3黒褐色上 粘性有り。
締まりなし。にぶい責褐色土ブロック

(10YR5/4)含む。水酸化鉄斑混入。

ト

卜
畔 L‐ 1れ300m 名

RD445
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり
有 り。灰責褐色土 (10YR4/2)を しみ状
に含む。水酸化鉄斑あり。

1 10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性を欠く。
締まりやや有り。褐色土プロック多量

含む。東側上面に褐色土 (10YR4/4)・
黒褐色土プロック (10YR2/2)を 含む
層が見られる。最大で15cm程。

第 147図  RD436-446・ 449・ 551土坑

与

塩二億ょ

卜

卜生
し‐物略 00m

RD446
1.10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。
にぶい黄褐色砂質土プロック (10YR5/3)含む。
水酸化鉄斑混入。
2 10YR4/3に ぶい責褐色土 粘性を欠く。締まり
やや有 り。黒褐色上で汚れている。礫含む。

水酸化鉄斑混入。

0      1:511     lm

―

岸  L‐
120300m

札cttb → 乱 18t

Ｂ引Ａ卜

名

L=12031111m

RD449

-181-



掛発み RD448

ド
L‐121141Xlm         

名

RD々鰯
1 10YR3/4暗 褐色土 粘性なし。締まり有り。
水酸化鉄斑混入。

と  
い 1姓31Xlm

RD60  予

3.10YR4/6褐色土 粘性やや有り。

■   締まり有り。暗褐色土含む。

ド生 と
‐12031Xlm   

駒

RD451
1 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりを欠く。
褐色土プロック (10Y越ヽ 多量含む。

封 乱 14s

RD454

斗 乱 15s

れ

濤

癬
し‐143KXlm    

為

RD4M
ユ 10YR2/1黒色土 粘性有り。締まりなし。
にぶい責褐色土プロック (10YR5/3)含 む。
水酸化鉄斑混入。

ふ

L

RD452
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック少量含む。
2.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック多量含む。
3.10YR3/2黒 掲色土 粘性 締まりやや有 り。
褐色土・黄褐色土ブロック多量含む。
4 10YR5/6黄 褐色砂質土 粘性やや有 り。締まり有 り。
暗褐色土との混合土。

注
と=1203011m

RD453
1.10YR2/1黒 色土 粘性有り。締まりなし。
にぶい黄褐色土プロック (10YRFD/3)含 む。
水酸化鉄斑混入。

1卜

注  L=120BIXlm  名

RD455
1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりを欠く。
にぶい黄褐色土ブロック (10YR5/3)含む。
水酸化鉄斑混入。 0    1:50  1コ

T"

第 148図  RD448・ 450^‐455土坑
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RD456・ RD676
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まり有 り。掲色上プロック (10YR4/4)多 量含む。
2.10YR2/2黒 褐色上 粘性ややなし。締まり有り。褐色土プロック (10YR4/4)
微量含む。
3.10YR2/2黒 掲色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土 (10YR4/41と の混合上。
炭微量含む。
4.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。褐色土 (loYR4/4)と の混合上。
5,1ばrR2″～2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。褐色土 (10YR4/4)
との混合上。
6.10YR2/3～ 3/3黒褐色～暗褐色土 粘性やや有 り。締まりを欠く。褐色土
ブロック (10YR4/4)含 む。
7.10YR3/4暗 褐色土 粘性有り。締まりなし。壁崩落土。

崖
L■れ31Xlm

RD461
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
褐色土プロックごく微量含む。

注  L=鬱α3∞m  れ

RD457
1 10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性を欠く。締まり
やや有り。褐色土 (10YR4/4)と の混合土。炭
徴量含む。

占 L12113∞m鶉

RD462
1 10YR2/3暗褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。褐色土ブロック多量含む。

北Dtta

北c駒

いこ

岸  L=12α
300m    

名

RD463
1.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや
有 り。褐色土ブロック少量含む。

0    1:50  1m

ト

〃

ｖ

T・托融2r

岸   L=12031111m
L‐ 120Bllllm

RD456・ 457・ 461-463・ 676土坑

///

第149図
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ミ

卜生  L=1203∞
m

崖   L=12031111m 崖
L‐120300m

撹 乱

■

名

ドとい1203011m

9 10YR3/4暗褐色砂質土 粘性やや有り。締まりを欠く。黒褐色土
プロック (10YR2/2)・ 褐色土 (10YR4/4)含 み。
10.10YR2/3黒 褐色上 粘性なし。締まり有り。褐色土プロック多量合。
11.10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。焼土粒、炭ごく
微量含む。
12 10YR3/3暗 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。黒褐色土プロック
少量含む。
13.10YR2/2黒 褐色土 粘性を久く。締まり有り。暗褐色主プロツク
(10YR3/3)多量含む。
14.10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。暗褐色上
(10YR3/3)と の混合土。
15,lllYR3浴 暗褐色砂質土 粘性やや有り。締まりなし。黒褐色土
プロック少量含む。
16.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。褐色土プロック
(10YR4/41多量含む。炭・焼土粒ごく微量含む。
17 10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まり有 り。褐色土 (10YR4/4)と の
混合上。

0     1:Ю    lm

第150図  RD458～ 460・ 721

岸
卜 12113011m  

当 崖  L‐ 120 31Xlm

RD458～ RD460・ RD721・ RD731・ RD735・ RD736
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を久 く。締まり有り。褐色土ブロック
(10YR4/4)少 量・炭微量含む。
2.10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性を欠く。締まりやや有り。褐色土
プロック(10YR4/4)多 量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色土プロック(10YR4/4)
多量・炭微量含む。
4.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。褐色土 (10YR4/4)
との混合土。礫 (径 lcm大 )含む。
5 10YR3/4暗 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。黒褐色土ブロック
(10Ⅵ貶耀 )含む。
6.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。褐色上プロック (10YR4/41
少量・炭微量含む。
7.10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性・締まりなし。黒褐色土ブロック
(10YR2/21・ 褐色土プロック (10YR2/2)含む。
8 10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。褐色土プロック
(10YR4/4)少 量含む。炭少量・焼土粒微量含む。
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0    1:511   im

―

#乱 16o

ド生 L‐
12031Xlm  

当

一RD465
1.10YR2/1黒 色土 粘性有 り。
締まりなし。にぶい黄褐色砂
質土プロック含む。水酸化鉄
斑混入。

十二i31"

ド=L=120 31Xlm

2

牌

ド生
L=1203∞ m

RD464
1.10YR2/1黒 色土 粘性・締まり有り。にぶい黄褐色土
プロック (10YR5/3)微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。にぶい
黄褐色土 (10Y酌/3)と の混合土◇黒色土プロック少量
含む。
3.2確Yワ1暗オリープ灰色粘土質土 粘性に富む。締まり
やや有 り。黒色土で汚れている。

名

当

rA_  L=120300m

RD466
1 10YR2/1～2泡 黒色土～黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。に然い黄褐色土プロック・炭微量
含む。
2.10Y彪 /2～ 3ρ 黒掲色土 粘性有り。締まりを久く。にぶい黄褐色土 (ЮYR5/3)と の混合土。
黒色土プロック (10YR2/1)少量含む。
3 10YR2/2～ 3/2黒褐色土 粘性に富む。締まりなし。にぶい黄掲色土 (10Y恥/3)と 暗オリープ
灰色粘土質土 (25GY4/1)と の混合土。

建

や
A L‐ 120 51Xllll
ト

塩 5b

れ

北Bm

れ

Ｂ君

RD467
1 10YR2/1黒 色土 粘性・締まり有 り。にぶい
責褐色砂質土プロック含む。
2.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりやや有 り。
黒褐色土 (10YR2/2)と にぶい黄褐色土
(10Y恥/3)と の混合上。
3.25GY4/1暗 オリープ灰色粘土質土 粘性に富む。
締まりやや有り。にがい黄褐色砂質土プロック

微量含む。黒色上で汚れている。

R
I.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり
やや有 り。黄褐色土プロック少量含む。

岸
L‐ 1211300m

RD470
1.10YR2/1黒 色土 粘性有り。締まりなし。にぶい黄橙色土プロック
(10YR6/4)少量含む。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。にぶい黄橙色土プロック
(10YR6/4)多量含む。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。にぶい黄橙色土プロック
(10YR6/4)多量含む。
4.10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりなし。にぶい黄橙色土 (10YR6/41
との混合土。黒色土 (10YR2/1)・ 炭微量含む。
5.5GV4/1暗 オリープ灰色粘土 黒色土で汚れている。

第151図  RD464～ 468・ 470二上坑

封 乱 17o
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L=12031111m

RD469
1 10YR2/3黒 掲色土 粘性有 り。締まりやや有 り。河原石少量、炭微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色砂質土 粘性に富む。締まりを欠く。河原石 (径5～ 10cm大 )
炭微量含む。
10YR2/3黒掲色土 粘性・締まりやや有り。褐色土ブロック多量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土プロック少量含む。
10YRν 3暗褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有 り。
10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土プロック多量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性 締まり有り。河原石 (径5～ 10cm大)少量含む。
10YR3/3暗褐色砂質土 粘性有 り。締まりやや有 り。
10YR3/3暗褐色砂質土 粘性なし。締まりやや有り。
10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土ブロック多量含む。

島
RD471
1 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。
締まりなし。
2.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まり
やや有り。褐色土プロック少量含む。

第 152図  RD469・ 471 ・ 472■坑

北BЮv

北c駒

崖  L‐ 1211 alllm

RD472
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
小礫・炭粒含む。

土BЮ s

れ

札   RD472

う

0    1:511   lm

―

伊
9

談        ③

瓜

調
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贔

¶
ド生
L‐ 12031111m

RD477
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まり
やや有り。
2 10YR3/3暗 褐色土 粘性なし。
締まりやや有り。地山ブロック含む。
3.10YR2/3黒 褐色砂質土 粘性なし。
締まりやや有り。
4 10YR3/4暗 褐色砂質土 粘性なし。
締まり有り。

第 153図  RD473-478・ 482土坑

ド L4狙51Xlm    名

RD482
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山プロックごく微量含む。

RD474
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色土小プロックごく微量含む。

(RA240)

RD476

帝

RD473
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土小プロック少量含む。

牝cttr

注 L=ワ0鰤  名

RD475
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まり有 り。
褐色上ブロック少量含む。
10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有 り。
10YR3/3暗褐色砂質土 粘性やや有 り。
締まりなし。

・・・11i:iィ
Ч筋

0    1:Ю    lm

―

やや有り。締まり有り。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性
やや有り。締まり有 り。
地山プロック多量含む。

―能を1併 争野
'最

畳g患計笛
い

七
新

当
RD478
1 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有 り。地山ブロック微量含む。
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屯
Ю礼1駒
や

RD479

北Attd

一̈辞
1 10YR2/2～2/3黒褐色上 粘性を欠く。締まり
やや有り。赤褐色焼土プロック (5YR4/6)多
量含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まりやや
有 り。焼土粒少量含む。
3.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まりを
欠く。褐色土プロック (10YR4/4)含む。
4.10YR3/4暗 褐色土 粘土・締まりやや有 り。

ド  L=120 
ωOm

RD481
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
小礫微量に含む。

辞

北 跡 g か

μ
れ

注  L言
12031Xlm 名

卜

>

RD484
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
地山プロックごく微量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。

1北
cttk

注   L‐
120200m

農

RD489・ 4ツ

1,10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロック多量含む。
2.10YR2/3黒掲色砂質土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック少量・小礫含む。
3.10YR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/41と の混合土。

卜

第 154図  RD479。 481 ・ 483～487・ 489。 492こ上坑

RD486
1 10YR5/6責 褐色土 粘性なし。締まり有り。
黒褐色土 (10YR2/3)プロック少量含む。
2.10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性やや有り。
締まりを欠く。黄褐色土ブロック

(10YR5/6)少畳含む。
3.10YR3/4暗褐色土 粘性・締まり有 り。
責褐色土ブロック (ЮYR5/6)多量含tr。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土 (10YR4/4)多量含む。

5。 10YR4/6褐色土 粘性有 り。締まりやや
有 り。

占
L‐120500m

RD483
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。

代

北A髄

L‐ 1211醐 Om  
名

0    1:醐   lm

―

れ

RD485
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
地山ブロック少量含む。

RD487
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや
有り。締まりを欠く。褐色土

プロック(10YR4/4)多 量含む。
2.10YR3/4暗 褐色土 粘性やや
有 り。締まりややなし。

褐色土プロック (10YR4/4)

多量含む。黒褐色土プロック

微量含む。
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荒cttcml

予

RD493

嗚21
ド壁 L=120 21Xlm れ

■
名津

L=120300m

RD488
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり
やや有り。地山プロック微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロック多量含む。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
地山プロック多量含む。
5.10YR4/4褐 色土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色土含む。
6.10YR2ん 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック少量含む。

く
T

ド L■狙蛹

RD490
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック中～小粒を多量含む。

斗 乱 12u

名

■
L‐ 120 31Xlm

勇

北B胤

―

―

T
RD496
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。地山ブロック少量含む。

0    1:「Dl1   lm

名

RD494
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック多量に含む。

A  L‐ 12113Эtt B
卜       引

建  
―
RD498
1 10YR2/1黒 色粘土質土 粘性に富む。
締まり有り。にぶい黄掲色土プロック

少量含む。

¶
μとL=1狙 31Xlm

第155図  RD488・ 490。 491・ 494～498土坑

RD07   翌     隣
L‐ 1狙31Dm 

名

く渉唖

RD491
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック多量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/4)と の混合土。

津
IL■

知31Xlm  名

]

RD495

止 工鳩群 3ラ塀寡査含む算・締まり有り。

ml

RD498

+乙 16o
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と‐120300m

RD499
1.10YR2/1黒 色土 粘性有り。締まりなし。にぶい
黄褐色土粒多量含。1～2cm角の炭少量含む。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有り。にぶい
黄褐色土中プロック非常に多く含む。炭少量含む。
3 75GY2/1緑黒色粘土質土 暗オリープ灰色粘土
プロック多量に含む。
4.10YR2/1黒 色土 粘性有り。締まりやや有り。
にぶい責褐色土プロック少量含む。

RD533・硝4     ム
札BB。

畔=L=120300m

RD533 RD534
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭微量含む。
南lRlに にぶい責褐色土プロック (10YR5/3)多 量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭、にぶい
黄掲色土ブロック (10YR5/3)少 量含む。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。炭微量
含む。にぶい責褐色土プロック (10Y職レ3)含む。

塩 孫

Ｂ
引

Ａ
卜

崖  L‐
120Bllllm

名

1 マ′
占
L‐ 1狙310m れ

RD531
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土ブロック (10YR4/4～ 4/61多 量・黒色土
プロック (10YR2/1)少 量含む。
2.10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性有り。締まりを
欠く。禍色土・黒色土プロック少量・砂微量
含む。

勇

士亀19x

く「

第156図  RD499・ 531～537■坑

RD532
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土プロック少量・焼土粒ごく微量
含む。
2 111YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。締まり
やや有り。禍色土大ブロック多量・炭
微量含む。
3 10YR3/3～3/4暗褐色土 粘性やや有り。
締まりを欠く。

ド L‐ 120300m

RD535
1.10YR2/2黒 禍色土 粘性やや有 り。締まりを
欠く。褐色土プロック含む。
2.10YR2/1黒 色粘土質土 粘性有り。締まり
なし。にぶい黄褐色土プロック少量含む。
3.水酸化鉄が帯状に堆積している層。

L‐ 12儀 310m

虻
れ

え
名

崖

RD536・ 537
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
地山プロッ少量含む。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
地山プロック多量含む。
3.10YR3/1黒 褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
褐灰色粘土質土 (lllYR4/1)と の混合上。地山
プロック多量含む。南側断面に褐灰色粘土質上

多量含む。0     1:∞     lm

―
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RD538

W
―桂乙斃w

l卜

亀 3t

ヽ

札 r

RD540
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや
有り。掲色土ブロック少量含む。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まり
なし。褐色土プロック多量含む。
3 10YR3/4暗褐色土 粘性・締まりを欠く。絶土プロック多量誂    _提 議lh

注
L‐ 12031111m

名

た
ドLレ121131Xlm  角

RD543
1,10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有 り。
地山プロッごく微量含む。
2.10YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりやや
なし。地山プロックごく微量含む。

七1飢
占
L=120300m     

町

Ч ＼ _学 2

RD546
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性を欠く。
締まり有り。地山プロック少量

含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。
締まりややなし。地山プロック

多量含む。

再

畔堂 L‐ 120 3ellm 島

RD541
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。固く締まる。
褐色土ブロックごく微量・炭微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
褐色土プロックごく微量含む。
3.10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性やや有 り。
締まりなし。褐色土ブロック含む。

RD538
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
地山プロッ少量含む。

RD544・ 騨6

農

十 醜 12n

と   L‐ 120 31Xlm

1 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。地山ブロッ少量含む。
2.10YR2/1黒色土 褐色土 (10YR3/1)と の混合土。地山プロック多量含む。

0      1:511    lm

RD542
1.10YR3/2～ 2/3黒褐色土 粘性やや有り。
締まりなし。褐色土プロック少量含む。

名

第 157図  RD538・ 540～ 547:土坑

RD547

ゾ

ト
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RD549・ 555
か

注
L‐ 1釣 300m

2

魯崖

出  L‐ 1203011m

RD552～ 554・ 595

ド  L‐
12031111m

牌  
と‐120306m

RD552～ RD554 RD595
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山ブロック微量含む。
2 10YR2/3黒 掲色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。地山ブロック微量含む。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック少量含む。
5,10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。地山プロック多量含む。

0       1:50     1m

第 158図  RD549・ 552～555・ 595・ 690土坑

名

RD549・ RD555
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロッ多量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。

≒

澪_L‐ 120300m

↓ L1211帥  名

6.10YR3/1黒褐色土 粘性やや有り。締まりやや有 り。地山プロック少量・
炭化物ごく微量含む。
7.10YR3//1黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。禍色土 (10YR4/41と の
混合土。災化物微量含む。
8.10YR3/1オ リーブ黒粘土質土 粘性有 り。締まりなし。黒色土プロック
(10YR3/1)多量・炭化物微量含む。

名

与

ゴト
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ユト
RD548

脇

ドニ L=120300m  当

RD548
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性・
締まり有り。炭化物極微量
含む。地山プロック少量含
む。

RD朗～561,“3   +酪
19r

ゴト

塩 1lp

卜
眸  Li12031111m           島

RD蒟 0
1.10判磁/3黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロック少量含む。

キ■
3319s

辞
L‐ 120B00m

RD556
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロック多量含む。

七1踊
A

建

島

建

―
卜説ヮOt

一
1丑認lt

卜

卜生   L=120 31Xlm

澪
L‐1211 3alm

名

名

RD鴎 ―々RD561
1.10YR3/1黒褐色土
2.10YR2/2黒褐色土
3.10YR3/1黒褐色土
4.10YR2/2黒褐色土

粘性やや有り。締まりを欠く。地山プロック多量含む。

粘性・締まりやや有り。地山ブロックとの混合五

粘性やや有り。締まりを含む。地山プロック含む。

粘性・締まりやや有り。地山ブロックとの混合土。

F
引

第 159図  RD548・ 550・ 556・ 558-561 ・ 663土坑

0       1150     1m

―

崖
L=120300m
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勇

RDまフ・563
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロック少量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山ブロック少量含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山大ブロック多量含む。
4 10YR2/3黒 掲色土 粘性やや有 り。締まり
有り。
5 10YR2/3黒 掲色土 粘性・締まりやや有り。
地山大プロック多量含む。
6.10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有 り。
地山プロック少量含む。

土cttn

いＩ却∩日日甲「蜘酔
L‐1削Om

4::キ

ii::::::::::!:;i::::::::::::'「

~

いヒ    RD564

氣

RD564
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
褐色土プロックごく徴量含む。

RD弱7 王ト

2.

3

4

封 乱 18t   5

6

1 10YR2/3黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。褐色土
プロック少量、炭微量含む。

RD露7～569
1.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まり有り。
灰責褐色土プロック少量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。
灰黄褐色土プロック多量含む。
10YR4/2粘性なし。締まり有り。灰責褐色土と
黒褐色土 (10YR3/1)と の混合土。
10YR2/1黒色土 粘性やや有り。締まり有り。
炭化物微量含む。
10YR2/1黒色土 粘性なし。締まり有り。
灰黄褐色土プロック少量含む。
10YR4/2黒褐色土 粘性・締まり有り。灰責
褐色土と黒褐色土 (lllYR3/1)と の混合土。

ド L=12031111m 蜘

∞

Ｔ
Ｉ
Ｉ

ド L‐1期m

粘性・締まりやや有り。褐色土プロック含む。炭微量含む。
粘性 締まりやや有り。褐色土ブロック多量含む。炭微量含む。
粘性有り。締まりやや有り。褐色土大プロック多量含む。
粘性有り。締まりやや有り。暗褐色土プロック少量含む。

Pと L‐ 12031111m    ■

RD573
1.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まり有 り。
地山プロック少量・炭化物ごく微量含む。

0      1:511    im
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第 160図  RD557・ 562～569・ 573土坑
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RD570・ 571 IP

RD571

止 協

注 Ll釣31Xlm 名

゛
ギ
ー
ー

RD572
1.10YR2/1黒 色土 粘性に富む。締まり
有 り。灰黄褐色土プロック多量含む。

占 L=12は∽m  噺

RD574
1,10YR2/3黒 褐色土 粘性
なし。締まりやや有り。
地山プロック少量含む。

虔
L‐120300m          

れ 予
デ耳帝、ヽヽ

ヽ`

|ヽ

北c駈RD570。 RD571
1 10YR2/1黒 色土 粘性やや有り。締まりなし。
暗褐色土プロック (10YR3/3)多 量含む。
2.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まり有り。
灰黄褐色土プロック (10YR4/2)多 量含む。
3.10YR3/4暗 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。

辞 L‐1431111m れ

RD575
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。
にぶい責橙色プロック含む。炭少量含む。
2.5GY2/1オ リープ黒粘土質土 粘性に
富む。締まり有り。灰オリーブ粘土

ブロック少量含む。

注
L=120300m

デ'夕
゛
て
、
、

RD580

ド
L‐1203011m  

当

塩 .

ド L‐1蜘m 島

RD577
1.10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性・
締まりやや有 り。褐色土プロック

多量含む。

岸 L‐ 1知師   鶉

RD578
1.10YV3暗 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土しみ状に含む。炭微量含む。

ド
L=120おOllm

RD581
1 lllYR2/3黒 褐色土 粘性・締まり
やや有り。地山プロック少量含む。
2.注記なし

0    1:50   1m

学RD58」

名

RD579
1,10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。
黄褐色土プロック (10YR5/61少量含む。
2 10YR4/4褐 色土 粘性有り。締まりを
欠く。黒褐色上で汚れている。

゛
イ
ー
ー

携 41

RD580
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
褐色地山ブロック (10YR4/4)多 量合む。

第161図  RD570～572・ 574・ 575・ 577～581土坑
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tc巧

と

崖
し‐12031Xlm

RD584
1.10YR2/2黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
掲色土プロック少量含む。
2 ユOYR3/1黒 褐色土 粘性やや有り。締まり
有 り。褐色土プロック多量・炭化物ごく微量
含む。        ・

RD582
1.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。
2 10YR3/3暗褐色土 粘性やや有 り。締まり
なし。黒褐色土少量含む。若干砂っばい。

T・

‖
L1211鰤 蜘

RD583
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。
締まり有り。地山プロック少量含む。

(RC193〉

当

津
L=12031111m

名

Ａ引

Ｂ引辞 =120300m

ト
，
′
エ

札 2q

牌
0        1:50      1rn

―

酔A

農

3
RD587
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。
地山プロック少量含む。
2.10YR3/ユ 黒褐色土 粘怯やや有 り。締まりを
欠く。暗褐色土 (loYR3/4)と の混合上。
3 10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを
欠く。褐色土 (10YR4/41と の混合土。

RD認 5
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。
地山ブロック少量 '炭化物微量合む。
2.10Y邸 /1黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
地山プロック多量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。
地山プロック多量含む。
4.10YR2/2黒 掲色土 粘性やや有 り。締まりを
欠く。地山プロック多量含む。
5.10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりなし。
地山ブロック多量含む。

津  Lヨワα31111m

第162図  RD582～ 585・ 587・ 590土坑

RD590
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。褐色土 (10YR4/41と の混合土。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性に富む。締まりを欠 く。褐色土ブロック少量含む。
3.10YR3″ 黒禍色土 粘性有り。締まりを欠 く。褐色土 (10YR4/41と の混合土。
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塩 ト

RD588・ RD589・ RD591 RD592
1.10YR3/3暗褐色土 粘性なし。締まり有 り。
2.10YR2/2～ 2/3黒褐色 粘性有 り。締まりなし。
褐色土ブロック少量 炭化物多量含む。
3 10YR3/3暗褐色土 粘性なし◇締まり有り。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
褐色土 (10YR4/6)と の混合土。炭化物少量含む。
5,10YR3/3暗掲色土 粘性なし。締まり有 り。
褐色土ブロック少量含む。
6 10YR3/4暗褐色土 粘性なし。締まりなし。
褐色土プロック微量含む。
7.10YR4/4褐色砂質土 粘性やや有 り。締まり有り。
黒褐色土含む。
3.10YR4/4褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
9.10YR3/73暗褐色土 粘性なし。締まり有 り。
褐色土プロック多量含む。
10 10YR2/3黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。
褐色土プロック微畳含む。災・焼土粒微量含む。
■ 10YR3/4暗褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土プロック焼土粒含む。
12 10YR2/3黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
褐色土ブロック、ごく微量含む。
13 10YR2/3黒 褐色上 粘性なし。締まり有り。
責褐色土プロック微量含む。
14.10Y酪/4暗褐色土 粘性なし。締まり有り。
掲色土プロック少量含む。
15.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
褐色■/1ヽ プロック多量含む。

卜

RD弱3
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有 り。
締まり有り。褐色土微量含む。
2.10YR3/1黒 掲色土 粘性やや有 り。
締まり有り。褐色土 (10YR4/4)
との混合土。炭化物ごく微量含む。
3.10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有り。
締まりややなし。掲色土プロック

多量・炭化物微量含む。

J睫お20m

0    1:33  1m

引電磁On

A゛

ドと L=1211300m

牌

ド
L=120300m

為

RD594
1 10Y砂/1黒色土 粘性やや有 り。締まり有り。
地山プロック少量・炭化物徴量に合む。
2 10YR3/1黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
地山ブロック少量・災化物ごく微量含む。

3 10YR2/2黒褐色上 粘性やや有 り。締まりを欠く。
褐色土 (10YR4/4)と の混合土。炭化物微量含む。

崖 L=ユ郷71Xlln 名

Ш
RD596
1.ЮYR3/1黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。褐色土
プロック (10YR4//41少 量・戊化物微量に含む。

2.10Y砂/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。褐色土
ブロック少量・炭化物微量に含む。

3.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。褐色土
プロック少量含む。
4.10YR4/4褐 色土 粘性やや有 り。締まり有 り。

第163図  RD588・ 589・ 591～ 594・ 596土坑
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RL◎

岳

1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。
締まり有 り。
2 10YR5/6黄褐色土 粘性・締まり
やや有 り。

崖
札
23n

輪

崖  L=12α 3111h 島

RI1597

1.10YRγ 2黒褐色土 粘性 .

締まりやや有り。

注

塩 51

却

卜

―
B

十躍政

Ｂ引
L‐120300mＡト

―

一

RD661
1.10YR2/2黒 掲色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土プロック
多量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりややなし。褐色土プロック
多量含む。

第164図  RD597～ 599・ 650・ 651・ 657・ 661・ 665土坑

I卜

RD657
1 10YR2/2黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。褐色土プロック少量含む。
2 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土 (loYR4/41と の混合土。
炭微量含む。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。褐色土ブロック多量合む。
4 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量含む。
5 10YR2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量含む。

し‐12031111m

RD599・ 650・ 651
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりなし。褐色土 (loYR4/41と の混合土。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。褐色土プロック少量含む。
3 10YR2//2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量含む。
4 10YR3/2黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック多量含む。
5,10YR3/3暗褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
6.10YR2/1黒 色土 粘性・締まりなし。褐色土プロック少量・災ごく微量含む。
7 10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有 り。褐色土 (lllYR4/41と の混合土。
炭ごく微量含む。
10YR3/3暗褐色砂質土 粘性・締まりなし。黒褐色土プロック少量含む。
10YR4/3にぶい責褐色土 粘性有り・締まりを欠く。
10YR2/2黒褐色土 粘性 締まりを欠く。褐色土 (10YR4/4)と の混合土。
10YR3/1黒褐色土 粘4生・締まりを欠く。褐色土 (10YR4/41と の混合上。
10YRプ 3暗褐色土 粘性・締まりやや有 り。

ド  L=120 31Xlm 名

3 4

RD665
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性を久く。締まり有 り。
掲色土ブロック少量含む。
3 10Y彫/2黒褐色土 粘性を欠く。締まり有 り。
褐色土プロック極微量含む。
4,10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
褐色土プロック多量含む。

0      1:511     lm

―
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RD652～ 656

RD652～ 656
1.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まり有 り。灰責褐色土プロック
少量含む。
2 10YR2/1黒色土 粘性有 り。締まりを欠く。灰黄褐色土 (10YR4/2)
との混合土。
3.10YR2/1黒色土 粘性なし・締まり有り。灰黄褐色土プロック
(10YR4/2)少量 炭化物含む。
4.10YR2/1黒色土 粘性・締まり有 り。炭化物微量含む。灰黄褐色土
(10YR4/2)と の混合土。
5,10YR3/1黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。災化物含む。

王o

斗 乱 25r

RD652-656・ 666・ 668・ 669土坑

10YR2/1黒色土 粘性なし。締まり有り。灰黄褐色土プロック
少量・炭化物含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。灰黄褐色土プロック
多量・炭化物微量含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性なし ,締まり有り。灰黄褐色土 (10Y馳れ )
との混合土。
10YR3/1黒褐色上 粘性有り。締まりなし。灰責褐色土多量含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりなし。灰色粘質土多量含む。
10YR2/1黒色土 粘性やや有り。締まり有り。にぶい黄橙色土
プロック・炭少量含む。

10YR2/2黒褐色土 粘性に富む。締まり有り。にぶい黄褐色土含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
10YR3/1黒褐色土 粘性有 り。締まりややなし。灰黄褐色土プロック
少量含む。
10YR2/1黒色土 粘性有り。締まりなし。地山プロック少量含む。

L=120300m

RD668・ 669
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭含む。
褐色土プロック少量含む。
2.10YRツ ワ黒褐色土 粘性やや有り。締まりなし。
褐色土プロック少量・炭ごく微量含む。

3.10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりを欠く。
掲色土 (10YR4/41と の混合土。

可
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注

Tロ

ドとし
‐120300m

RD666
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
褐色土ブロック少量・災化物微量含む。

2.10YR2/3黒 褐色土 粘性有 り。締まりを欠く。
褐色土プロック多量・炭化物微量含む。 0    1139   1m

―
第165図
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RD鰯～66tl
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A― L=1211399m

L=120300m

崩落土

RD671～ 673
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。赤褐色焼土プロック少量・炭化物含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。褐色土プロック少量含む。
3,10YR2/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土プロック微量含む。炭化物
微量含む。

RD658～ 6al
l.10YR2/2黒 褐色上 粘性なし。締まり有り。褐色土プロック少量・
炭化物含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土プロック
多量・炭化物ごく微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。褐色土プロック
多量・炭ごく微量含む。
ЮYR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土少量・炭含む。
10YR2/3黒褐色砂質土 粘性・締まりなし。
10YR4/4褐色土 粘性有り。締まりを欠く。黒掲色土 (10YR2/2)
との混合土。
10YR2/3黒褐色土 粘性有 り。締まりを欠く。褐色土少量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。褐色土少量
庚化物含む。

~上

乙2■

か
引
D津

ヽ
B
引

RD667
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有 り。
地山プロック微量含む
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
地山プロック少量含む。
3.10YR4/4褐 色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
黒褐色土少量 炭含む。

第 166図  RD658-660・ 667・ 671,W673土坑
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津  L=120300m

C L=1騎 300m
卜

と
L=1参 D31111m

RD675・ 679・ 714～716
1.5Y2/2オ リープ黒色土 粘性・締まり有り。炭含む。
2.10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土プロック
ごく微畳含む。
3 10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土プロック
少量・炭含む。
4.10YR3/ユ 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土プロック多量・
炭含む。
5.5Y2/2オ リープ黒色土 粘性・締まり有り。掲色土プロックごく
微量・炭含む。
6.5Y2/2オ リーブ黒色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量・
炭含む。
7 10YR3/1黒褐色土 粘性に富む。締まり有り。灰黄褐色粘土質土
ブロック徴量・炭ごく微量含む。

3.10YR4/2灰黄掲色粘土質上 粘性有 り。締まりなし。暗オリーブ
粘土質土少量含む。

RD6811
1.10Y鬱/2黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。褐色土
ブロック・炭少量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土 (10YR4/4～ 4/6)と の混合土。

み

″

併

れ

塩

よ

ト卜

1乙 24r

RD677・ 678

占
L=120開Om

RD677・ 678
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック少量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有り。褐色土ブロック少量含む。
炭ごく微量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土プロック、
民ごく微量含む。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色上プロック微量
炭ごく微量含む。

O    r511   lm

―
第 167図  RD674・ 675・ 677-680・ 714～ 716二上坑
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14.

15

16.

17

18.

19.

20.

RD681～ 688
1,10YR2/3～ 3/1黒褐色土と 10YR4/4褐色土との混合土。
粘性・締まり有 り。炭含む。
2 10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。褐灰色上ブロック
少量、炭含む。
3.10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック
多量含む。災化物極微量含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性 締まり有り。褐色土プロック
極微量、炭含。
10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土プロック
少量、炭含む。
10YR3/2黒褐色土 粘性有 り。締まりややなし。褐色土
プロック、オリープ黒粘質土少量含む。炭含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有 り。炭含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。災含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有 り。
10YR4/1褐灰色土 粘性有り。締まりややなし。黒褐色土
少量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。褐灰色土プロック
少量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック
極徴量、戊含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性 締まり有り。福色土プロック
微量、炭含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性 締まり有り。褐色土ブロック
極微量、炭含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土プロック
種微量、炭含む。
10YR3/1黒褐色上 粘性・締まり有り。褐灰色土プロック
極徴量含む。
10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐灰色土ブロック
極微量含む。
10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土プロック
極微量、炭含む。
10YR2/2黒掲色土 粘性有 り。 lFま りややなし。炭含む。
10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりややなし。黒褐色土プロック
極微量含。

と   L‐
1211 3tXlna

岸   F‐
120 31Xlm

寸二五珍J

肝生 L‐
121131111m

RD691
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。褐色土ブロック、
炭極微量含む。
10YR2/1黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土多量・炭含む。
10YR2/2黒褐色上 粘性・締まり有り。褐色土 (10YR4/4)と の
混合上。炭含む。
10YR2/2～2/3黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土 (10YR4/4)
との混合土。濃含む。
5.10YR3/3暗褐色土 粘性有 り。締まりなし。

RD681～ 688

崖  L‐ 120300m

L‐ 1211300m H
引

岸
L=1203餅蹴

1,10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。掲色土ブロック微量含む。
2.lllYR2/2黒 掲色土 粘性やや有り。締まりを欠く。褐色土プロック多量含む。
3.lllYR2/2黒 褐色上 粘性なし。締まり有 り。褐色土ブロックごく微畳・炭含む。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有 り。褐色土ブロック少量・炭含む。
5,10YR3/2黒 褐色砂質土 粘性やや有り。締まりなし。褐色土ごく微量含む。
6.10YR3/2黒 褐色砂質土 粘性・締まりなし。褐色土ごく微量含む。

0    1:50   1m

ん RD鶴
1

塩 lll

Ｄ引

離Ｆ引

RD693・ 694

第168図  RD681～ 688・ 691・ 693・ 694土坑
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RD695
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりを
欠く。褐色土ブロックごく微量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
褐色土プロックごく微量含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性有 り。締まりなし。
褐色土 (10YR4/4)と の混合上。

注
L=120300m

RD∞ 8
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり
有り。褐色土プロック少量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まり
有り。褐色土プロック多量含む。

0    1:511   lm

―

ド生 L‐
1203110m

RD696
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性有 り。
締まりを欠く。褐色土プロック
少量含む。

RD697
1.10YR3/1黒 褐色粘土質土 粘性・締まり有 り。
褐色土微量含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性ややなし。締まり有 り。
炭ごく微量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性ややなし。締まり有り。
褐色土プロック微量含む。
4 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色土ブロックごく徴量含む。
5 10YR2/2～ 2/3黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
褐色土 (10YR4/41と の混合上。
6.10YR3/1黒 褐色粘土質土 褐色ごく微量含む。

と し1211400m 鶉

RD700
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山ブロック多量含む。

占
L=12020om  

名

RD702
1,10YR3/2黒 褐色土 粘性・
締まりやや有 り。褐色土
プロック・小礫を多量含む。

魅

北2閉

ん

と  
と=1203110m

RDω9
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや
なし。褐色土プロック多量含む。

~比
b8a

A L=120却Om B
I―     引

―RD701
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。
締まりなし。褐色土プロック多量含む。

第169図  RD695～ 702」L坑
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蜘

北υ眺

RD706
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
灰黄褐色土 (10YR6/2)微量含む。

諜 L■狙61Xlm名

AL‐ 1以玩300m B
卜    引

予
RD710
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性有 り。締まり
やや有 り。炭ごく微量含む。

RD705
1.10YR2/3暗 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック多量含む。

ド
L‐ 120 31Xlm 

名

や
RD707
1.10YR3/4暗褐色土 粘性やや有 り。
締まりなし。地山ブロック多量含む。

引岸
'ln

ド L‐ 1班300m 島

RD711
1 10YR2/3暗褐色土 粘性 締まり有り。
褐色土 (10YR4/41と の混合土。

RD712
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりなし。焼土粒ごく微畳・
褐色土プロック少量・炭化物多畳・焼骨含む。

0       1:50    1m

―

RD703
1.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
暗褐色砂質土・炭粒含む。

ヽ
(RZ01⇒

く

札 2h

九

咄 15m

と とh2113∽m  れ

RD708 709
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
地山プロックごく微量含む。
2 10Y貶 /3黒褐色土 粘性 締まりやや有り。
地山プロック微量含む。

酔
L‐ 12031111m

名

第170図] RD703～712二上坑
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L=12031111m

1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりを欠く。
多量の炭化物と骨片の堆積。

当

麟  L‐
120調 llm

角

RD718
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有り。
灰黄灰色土プロック (10YR4/2)大量に
含む。水酸化鉄斑有り。
2.10YR4/2灰 黄掲色土 粘性有 り。締まりを
欠く。黒褐色土ブロック (10YR3/1)ご く
微量含む。水酸化鉄斑有り。

↓
L=120300m

島 浮二L=120罰 Om

3

注
L=1れ 300m 名

RD717
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
水酸化鉄斑有り。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性弱。締まり有 り。
炭ごく微量・灰責褐色土プロック (10YR4/2)
含む。水酸化鉄斑有 り。
3.10YR4/2灰 黄褐色土 粘性有り。締まりを
欠く。水酸化鉄班有り。

RD725 726
ユ.10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。灰黄褐色土
プロック (10YR4/2)少量 炭含む。
水酸化鉄斑有り。
2.10YR2/1黒色土 粘性有 り。締まりを欠く。灰色粘
土質土プロック (10YR4/1)ごく少量含む。水酸化
鉄斑有り。
3 111YR4/1灰 色粘土質土 粘性有り。締まりを欠く。
黒色土プロック (10YR2/1)ご く少量含む。水酸化
鉄斑有 り。
4 10Y懃/1灰色粘土質土 粘性有 り。締まりを欠く。
水酸化鉄班有り。

5。 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
灰黄褐色土プロック (10YR4/2)少 量含む。水酸
化鉄斑有 り。

―
―
―
―
‐
‐

当

RD713

0

乳

RD723
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有り。灰黄色土プロック
(10YR4/2)ご く微量・炭微量含む。水酸化鉄斑有 り。
2.10YR3/1黒褐色土 粘性・締まり有り。灰責褐色土ブロック
(10YR4/2)少量含む。水酸化鉄斑有り。
3 10YR4/2灰黄褐色砂質土 粘性を欠く。締まりなし。本酸化
鉄斑有り。
4.■5YR3/2オ リープ黒色粘土質土 粘性有り。締まりを久く。
水酸化鉄斑有り。

5。 10YR2/1黒色土 粘性有 り。締まりを欠く。水酸化鉄斑有 り。

岸 L‐ 1203函

第 171図   RD713・ 717・ 718・ 723・ 725-727土坑

RD724
1.10YR2/2黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
褐色土プロック (10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
炭微量・褐色土ブロック (10YR4/41少量含む。
水酸化鉄斑有 り。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土プロック (ЮYR4/41ごく微量・炭、
焼上粒微量含む。

0       1:50    1m
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ド堂
L‐ 120300m

ドと と
‐1211300m

RD724・ 761
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
褐色土プロツク (10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
水酸化鉄班少量・褐色上ブロック (10YR4/41、

炭微量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。災、焼土
粒微量・褐色土プロック (10YR4/4)ご く微量
含む。
4,10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有 り。炭微量・
褐色土プロック (10YR4/4)ご く微畳含む。

5。 10YR2/2黒褐色土 粘性有 り。締まり有 り。
褐色土プロック (10YR4/4)多量含む。
6.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土
ブロック (10YR4/4)大 量に含む。

卜と し‐物明00m

RD732～ 734 753
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。褐色土プロック (10YR4/4)
多量・炭微量含む。水酸化鉄斑有り。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土プロック (10YR4/4)多 量
含む。オリーブ黒色粘土質土 (5YR3/1)多 量・褐色土ブロック (10YR4/4)
少量含む。水酸化鉄斑有り。
3.ЮYR2/3黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土ブロック (10YR4/4)・
水酸化鉄茂少量含む。
4.10YR3/1暗 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。灰責福色土ブロック (10YR4/2)
ごく微量含む。
5,10YR4/2灰黄褐色土 粘性・締まり有り。黒褐色土粒 (10YR3/1)ご く徴量含む。
水酸化鉄斑有り。
6.10YR4/4掲 色土 粘性やや有り。締まり有り。
7.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック (10YR4/4)少量・炭
微量含む。
8.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り・褐色土プロック (10YR4/4)少量含む。

第 172図  RD724・ 728・ 732-734・ 753・ 761土坑
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RD728
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土
ブロック (10YR4/4)少 量含む。
2.10YR2/2黒 掲色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土プロック (10YR4/4)多 量含む。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有り。褐色土
ブロック (10YR4/41多 量 '炭少量含む。
4.10YR3/3暗褐色上 粘性有り。締まりやや有 り。
褐色土プロック (10YR4/41多 量含む。
5.lklYR4/4褐 色土 粘性有り。締まりやや有 り。
黒掲色土プロック少量含む。

0  1:50 1m
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RD737
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。褐色土
プロック (10YR4/4)粒 状にごく微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。掲色土ブロック
(10YR4/4)炭微量含む。
3 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック
(10YR4/4)微量含む。
4.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック
(10YR4/4)少量含む。礫 (こ ぶし大)3、 4個含む。
5 10YR4/4褐 色土 粘性 締まり有り。黒褐色土 (10YR2/21
シミ状に少量含む。
6.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。褐色土
プロック (10YR4/4)多 量含む。

離  L‐ 1203110m

名

運 動

塩

崖

名

七生
A L=120 31Xlm B
卜      J

第173図  RD737～ 740・ 742土坑
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RD740
1.10YR2/2黒 禍色土 粘性やや有り。固く締まる。
地山プロック微量含む。

塩 g

Ａ卜
L‐ 12α3tXlm

塩鉄 的抱  
′

1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
炭粒・地山プロック含む。
2.10YR3/4暗 褐色土 粘性を久く。締まりやや
有り。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロック多量含む。

RD739

注  L=ユ
勿は300m   ⊇L→

RD738
1,10YR2/2黒 掲色土 粘性・締まり有 り。
炭、骨片多量・焼土粒状にごく微量含む。
古銭5枚出土。

0    1:50   1m
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RD741
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。

騨ニト1211allllm れ

μ
 塩 方

離
と‐120300m

RD743
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
地山プロック粒ごく少量含む。

RD745
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロックごく微量含む。
3 10YR4/6褐 色土 粘性・締まりやや有り。

RD746

■

第 174図  RD741・ 743～747:上坑

1.注記なし。

0      1:爾     lm

―

塩

~卜
■7a

岸

勢

RD744
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。
地山プロック多量・焼土粒含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量・焼土粒含む。

畔 ■拗31Xlm名

ー
RD746
1.注記なし。
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注
L=1雄300mれ

―

マ

RD748
1 注記なし

喜

鴇 9u

A L‐12031Xlm   B
卜        引

―

―

RD749
1.注記なし

縞

注
L‐ 1姐31Xlm 名

RD750
1.N2/0黒色粘止質土 オリープ灰粘土ブロック少量含む。

RD752

名
‖  L‐

1211 31Dm
名 塩

RD762

当
⊆⊃建

証
RD762
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりを
欠く。褐色土ブロック (10YR4/4)少 量
含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりを
欠く。褐色上プロック (10YR4/4)多 量
含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まりを欠く。
褐色土プロック (10YR4/4)微 量含む。
柱穴。

A L=120 31111m B
洋      引

封孔B2a
引 七 陀 lu

〆′ノ戸ブ
　聰・・注記なし

卜

RD759
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土プロック (10YR4/41少 量含む。
2.10YR3/3暗 褐色砂質土 粘性やや有り。
締まり有り。黒褐色土プロック (10YR
2/2)ごく微量含む。

縞

畔 L■加71Xlm

RD760
1.10YR2/2黒 色土 粘性やや有り。固く締まる。暗褐色粒 (10YR3/4)多 量・
炭少量含む。水酸化鉄斑有り。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。固く締まる。褐色土 (10YR4/41多 量・
炭少量含む。水酸化鉄斑有り。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。褐色土粒 (10YR4/4)多 量
含む。水酸化鉄斑有り。

RC191

0     1:50   1m

―
第 175図  RD748-750・ 752・ 759。 760・ 762二上坑
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塩 1lg▼  酌宙 ―十LB74

A L=120 31111m B
卜        引

帝
RD763
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土プロック (10YR4/4)ご く微量・
炭、焼土粒微量含む。
10YR2/3黒 褐色上 粘性を欠く。締まり
有り。褐色土プロック (10YR4/4)ご く
徴量含む。
ЮYR4/4褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
黒褐色土プロック (10YR2/2)ご く微量
含む。

注 L■姐3Cllm   亀

RD764
注記なし

A と‐12031111m     B
卜          引

境乱
RD765
1,10Y鬱?黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
焼土粒、炭少量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性を欠く。締まり
有り。褐色土プロック (10YR4/41ご く
少量含む。

七 llll

ru

注  L‐
1乃BIXlm

崖  L‐
120 31Xlm

0    1:511   1m

―

第176図  RD763～767土坑

T“

RI1766
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭化物・焼土粒・
褐色土プロック (10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR3/1黒 褐色粘土質上 粘性有り。締まりを欠く。炭・
焼土粒少量含む。水酸化鉄斑含む。
3.lllYR2/1黒 色土 粘性やや有り。締まりを欠く。炭・焼土
粒少量含む。

RD767
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
炭化物少量・焼土含む。水酸化鉄斑有り。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性に富む。締まりを欠く。
炭化物ごく微量・水酸化鉄斑含む。礫 (径5～ 15cm大 )
数個含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
水酸化鉄斑有り。
4 10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土 (10YR4/4)多 量含む。水酸化鉄斑有り。
5 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土粒 (10YR4/41ご く微量・炭化物・焼土
含む。永酸化鉄斑有り。
6.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
褐色土 (lllYR4/4)微 量・炭化物ごく微量含む。

水酸化鉄斑有り。
7.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土
(10YR4/4)ご く微量含む。水酸化鉄斑有り。
8.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
福色土 (10YR4/4)ご く微量含む。水酸化鉄斑有り。
9 10YR2/3黒 褐色土 粘性有 り。締まりを欠く。
掲色止 (10YR4/4)微量合む。水酸化鉄斑有 り。
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島

た

崖
L=1れ罰Om

RD768
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性有 り。固く締まる。
炭化物微量 灰黄褐色砂質土シル ト (lllYR4/2)
ごく微量含む。水酸化鉄斑有 り。
2.10YR3/1黒 褐色土 猫性有 り。締まりやや有 り。
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)大 量に含む。水酸化鉄
斑有り。

塩 10m

RD772 杭

津
L=120100m 4

RD770
1.10YR3/3暗 褐色ンルト質土 粘性を欠く。締まり有り。
黄褐色地山粒 (lllYR5/6)ご く微量含む。
2.10YR3/4暗 褐色シルト質土 粘性有り。締まりやや有り。
黄褐色地山粒 (10YR5/6)ご く微量含む。

RD773
予

札 23m

鬱
RD771
1.10YR3/3暗 褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
2.10YR3/2黒 渦色シルト質土 粘性有 り。締まり
やや有り。にぶい黄褐色地山蔵1(10YR5/4)ご く
微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
にぶい黄褐色地山粒1(10YR5/41ご く微量含む。

鞣 5b

第177図  RD768～ 773土坑

ド生
L=12∝lXlm

RD769(RC226と 重複)
1 10YR2/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
焼土粒、褐色土 (10YR4/4)、 炭微量含む。
2,10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土 (10YR4/4)ご く少量含む。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土 (10YR4/41と の混合土。

Ａ卜
L=120 200rD

RD772  RD772
1.10YR3/3黒褐色上 粘性・締まりやや有り。
地山プロックごく微畳含む。
2.10YR2/3黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック多量含む。

AL‐120 21Xlm               B

ラン

RD773
1.10YR3/2黒褐色シル ト質土 粘性・締まり有 り。
明赤褐色焼土粒 (5YR5/8)、 責褐色地山粒 (10Y恥/6)
ごく微量・小礫少量含む。
2.10YR3/3暗褐色シル ト質土 粘性・締まり有り。
明赤褐色焼土粒 (5Y恥 /8)、 責褐色地山粒 (10YR5/6)
ごく微畳含む。
3.10YR3/3暗褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
黄褐色地山粒 (10YR5/6)、 炭化物ごく微量含む。
4.10YR3/3暗褐色シルト質上 粘性・締まり有り。
黄褐色地山粒 (10YR5/6)、 炭化物ごく微量含む。

0    115t1  lm

Ｂ引
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炭化材

札%kA

名

RD777
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
地山プロック微量含む。
2.10YR2/3黒 掲色土 粘性やや有り。締まり有 り。
3.lllYR2/3黒 掲色土 粘性やや有り。締まり有 り。
地山ブロック多量含む。
4 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
地山プロック多量・河原石含む。

ドとと
‐120300m

3

RD781
1.10YR2//1黒 色土 粘性・締まり有り。地山ブロック
少量・水酸化鉄斑多量・戊含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性をやや欠く。締まり有り。
地山プロック少量 水酸化鉄斑多量・炭含む。
3.10YR4/4褐 色砂質土 粘性・締まりを欠く。暗褐色
粘土質土 (10YR3/3)含む。水酸化鉄斑有り。抗痕 ?

0       1:50    1m

―

毛Dおc

RD774
1.10YR2/3黒 褐色シル ト 粘性有 り。締まり有 り。
炭化物ごく微量含む。
2.10YR2/3黒 褐色シルト 粘性有り。締まりやや
有り。炭化物、褐色地山プロック (10YR4/4)、
明赤褐色焼土プロック (5YR5/8)ご く微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性有り。締まりやや
有り。褐色地山プロック (10YR4/4)、 明赤掲色

焼土ブロック (5Yお/8)ごく微量、炭化物微量
含む。

ト

占  L‐
12021111m

RD775
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロックごく微量含む。

‖
L‐ 12021111m

玉上
―
十五Dlj

調

査

区

外

ド L=乾α郷Om 名

RD776

ド
Li12C131Xlm

塩2説

1.10Y貶/3黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック微量・河原含む。

RA241  ｀

亀 1lj

必

Ｂ引

名

RDttЮ
l.10YR2/2黒 褐色土 粘性を久く。締まり有り。
炭化物、褐色土プロック (10YR4/4)ご く微量
含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭化物
ごく微量・褐色土ブロック (10YR4/41微 量含む。
3.10YR2/3黒 褐色砂質土 粘性・締まりを欠く。
褐色土 (10YR4れ)含む。
4.10YR4/4褐 色土 粘性・締まり有り。地山土。

第 178図  RD774-777・ 780。 781土坑

寸あ22J
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RD778'779'790

RD778
1.10Y貶/3黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。災粒、焼土粒ごく微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。

RD779
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山プロックごく微量含む。

Ａト
L=12021111m

RD790
1.25YR4/8赤褐色焼土 粘性なし。締まっている。
2 10YR2/3黒 褐色土 療・地山プロック微量含む。粘性・締まりやや有り。
3 10YR2/3黒 褐色土 地山プロック多量含む。粘性・締まりやや有り。

A L‐ 120釈Юm
卜

RD785
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。
庚微畳・褐色土 (10YR4/4)ご く微量含む。

0      1:田     lm

第179図  RD778・ 779。 782～785。 790土坑

塩
RD782

A L‐ 120 30Clm      B
卜           引

RD782
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。地山
プロック、炭少量含む。
10YR2/2黒褐色砂質土 粘性・締まりを欠く。
礫 (径2～ 3cm大 )多量含む。
10YR4/4褐色土 粘性を欠く。締まり有り。
黒褐色土プロック (10YR2/2)微量含む。

十れ16m

引

ー

RD783
1.10YR2/2黒褐色土 粘性を欠く。締まり有り。にぶい
黄褐色土 (10YR4/3)微 量 水酸化鉄斑多量含む。

い
| 
「
Eと並BI

塩
ｍ

勇

ぐ

Ｂ
引

L=120300m

RD784
1.10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄斑多量・炭
ごく微量・礫 (こ ぶし大)含むも上層に焼土粒微量含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性に富む。締まり有 り。地山プロック
少量・炭微量・水酸化鉄斑、礫 (こ ぶし大)含む。
3.10YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりを欠く。褐色砂質土地山
(10YR4/4)含む。水酸化鉄斑有り。

蜘

◎

μ

Aと‐1,ЮttЮm   B
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RD786

注
と‐120 31Xlm名

―
i

RD786
1,N2/0黒色粘土質土 オリープ
灰粘土プロック少量含む。

RD793
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・
炭微量・褐色地山プロック

→
乱 12s

A L‐120 21Xlm   B
卜         引

津
L‐ 120 31Xlm

2

RD787
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
礫 (径 6～ 10cm大 )数個 炭微量含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土 (10YR4/4)多量含む。水酸化鉄
斑有 り。

崖
L‐ 12031111m  

駒

RD7毬
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土プロック (10YR4/41少量含む。
2.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
掲色土地山ブロック (10YR4/4)大 量
に含む。焼土粒微量・災ごく微量含む。
3 10YR4/4褐色土 粘性有り。締まりを
久く。炭微量含む。

農
L‐ 120200m

RD792
1.10YR3/2黒 掲色シルト 粘性・締まり有 り。
赤褐色焼土プロック (5YR4/6・ 徹 5～3cm大 )
微量・炭化物粒ごく微量含む。
2 10YR3/3暗 褐色シルト 粘性・締まり有り。
赤褐色焼土ブロック (5YR4/6)、 炭化物粒ごく
微量・褐色地山ブロック (10YR4/4)微量含む。

RD794
1.10YR2/2黒 褐色シルト 粘性・締まり有り。
褐色地山プロック (10YR4/4・ 径lcm大 )
ごく微量含む。
2 10YR3/2黒褐色シル ト 粘性・締まり有り。
赤褐色焼土プロック (5Yミ氏 層、責褐色
地山ブロック (10YR5/6)、 炭化物ごく微量
含む。底面ににぶい赤褐色焼土 (5YR4/41
ごく微量含む。
3.10YR3/3暗 褐色シル ト 粘性有り。締まり
有 り。赤褐色焼土ブロック (5YR4/6)・ 褐色
地山プロック (10YR4/6・ 径lcm大)ごく
微畳含む。
4 10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性・締まり有り。
褐色地山プロック (Ю YR4/4・ 径1～■m大 )
微量含む。
5.10YRν2黒褐色シル ト粘性・締まり有り。
褐色地山プロック (10YR4/41ご く微量
含む。
6 10YR4/4褐 色シル ト 粘性・締まり有り。
掘 り過ぎ。
7 10YR3/2黒 褐色シル ト 粘性有り。締まり
有り。褐色地山ブロック (ユ OYR4/4)ご く
微量含む。

t8k

ん
ん

土E礎
RD猾 1

沐

札領

ん
RD791
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。
2.10YR3/4暗褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性 締まりやや有り。地山プロック微量含む。
4.10YR4/4褐 色土  猫性なし。締まり有り。焼土粒含む。
5.10YR2/3黒褐色土 粘性 締まりやや有り。地山プロック大量含む。
6.10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有り。

士 あ 16u

締まり有り。焼土粒、

(10YR4/4)少 量含む。

虔  L‐ 120 2alm

6 を ~

第180図  RD786～ 788・ 791～ 794土坑

れ

0    1 1 511   lm

ドニと
‐120300m
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出  L‐
1れ21Xlm

L=ユ 2031Xlm

RD789
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。災微量 礫
(径 5～ 10cm大)数個含む。水酸化鉄班有り。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有 り。褐色砂質土
ブロック (10YR4/4)多 量 炭微量含む。水酸化鉄
斑有り。
3 10YR2//2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄斑
多量有 り (水酸化鉄層含む)。 炭含む。
4.10YR3/1黒 褐色粘土質土 締まりやや有 り。炭ごく
微量含む。水酸化鉄斑有り。
5.10YR3/1オ リーブ黒粘土 粘性有り。締まりなし。
灰色砂質土プロック (75YR4/1)ご く微量含む。
6.10YR3/1黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
褐色砂質地山プロック (10YR4/4)、 炭微量・水酸化鉄
含む。
7.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。地山プロック、
炭微量・水酸化鉄斑含む。

8.5YR3/1オ リープ黒粘土 褐灰色プロック 05YR4/1)
ごく微量含む。
9,10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。灰色砂質土
(10YR4/41と の混合土。炭徴量・礫数個含む。水酸化鉄
斑有り。
10.10YR2/3黒 褐色シルト質土 粘性有 り。締まりやや有り。
水酸化鉄斑、災微量・礫含む。
11 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄斑有り。
12 10YR2/ユ 黒色粘土質土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄斑
少量有り。
13.粘性・締まり有 り。黒褐色土 (10YR2/2)と の混合土。
14.5YR3/1オ リープ黒粘土 粘性有 り。締まりやや有り。
灰色砂質土 (務YR4/1)少量含む。水酸化鉄班わずかに
有り。
15,■ 5YR4/1灰色砂質土 粘性・締まりやや有 り。
16.10YR3/2粘 性・締まり有 り。水酸化鉄斑多量・地山
プロック少量・炭微量含む。

離
L=120B∞ m

RD795
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。炭・焼土粒含む。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。地山ブロック多量含む。

上卜

名

第 182図  RD789(2) ・ 795。 797土坑

1

RD797
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭ごく
微量・地山プロック微量含む。本酸化鉄斑有り。

o    l:m   lm
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名

0    1:50  1m

RD798
1.5Y2/1黒 褐色土 締まりを欠く。炭微量含む。
灰色粘土プロック (5Y4/1)徴 量含む。

‖  
卜 12021111m

注 L■れ21111m■

ーRD799
1.10YR3/2黒 褐色シルト 粘性 締まり有り。
暗褐色土 (10YR3/41し みのようにごく微量
含む。底面に明褐色土 175YR5/8)ご く微量
含む。

Ａト
L=120ク 00m

RD801
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。地山プロック少量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。焼土炭粒含む。
3.ЮYR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。地山プロック多量含む。

第183図  RD798～ 801

RD800
1.10YR2/2黒 褐色シルト質土 粘性有り。締まりやや有り。
褐色地山泣 (10YR4/6)ご く微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
褐色地山粒 (lllYR4/6)、 褐色地山プロック (10YR4/6・
径1～2cm大 )、 赤褐色焼土粒 (5YR4/61ごく微量含む。
3 10YR3/2黒 褐色シルト質土 粘性・締まり有り。炭化物、
赤褐色焼土粒 (5YR4/6)、 赤褐色焼土プロック (5YR4/6.
径lcm大 )、 褐色地山粒 (10YR4/61ご く微量含む。
4.ЮYR3/2黒褐色シルト質土 粘性有り。粘性やや有り。
褐色地山ブロック (10YR4/6・ 徹 5～な取大)微量含む。
5 10YR2/2黒 褐色シルト質土 粘性・締まり有り。褐色上
(10YR4/6)と の混合土。炭化物ごく微量含む。
6.10YR2/2黒 褐色シル ト質土 粘性有 り。締まりやや有り。
褐色地山粒 (10YR4/6)ご く微量含む。

♭ 12嗣的
呉註

RD808
注記なし
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μヒ と
‐121 81Xlm

RD809
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
2.10YR2/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色砂質土 (loYR4/41ご く微量含む。

t∽ q

Ｂ引

土ぉ1な

μtt L=121劇Om

第184図  RD809。 3司 2・ 315～817土坑

RD815
1.10YR2/1黒 色土 庚化物・暗褐色土を僅かに含む。
2.10YR2/2黒 褐色± 1層に比べ暗褐色上を多く含む。
炭化物含む。

RD816
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
To aご く微量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄掲色上プロック (10YR6/6)ご く微量含む。
3.10YR4/2灰 黄褐色土 粘性・締まりやや有り。
明責褐色土 (10Y雖/2)ご く微畳含む。

北cttq

注  L■独蛹

RD817
1.10YR2/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
2 10YR2/1黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。褐色土
プロック (10YR4/6)ご く微量含む。
3.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/6)・ 暗赤褐色土 (留R3/6)ご く徴量含む。

RD812

RD812
1.10YR3/2粘 性やや有 り。締まり有り。
掲色土プロック1(loYR4/6)を 微量・
黒褐色土 (10YR3/1)ご く微量含む。
2.10YR4/3に ぶい褐色砂質土 粘性なし。
締まり有り。

上 Dl肺

0    1:511   im

―

I"
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RD818
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
暗褐色土プロック (10YR3/41ご く徴量含む。

と  Li121 51Xlm 名A

RD824
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
暗褐色土 (10YR2/4)微 量含む。
2 10YR3/4暗 褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
黒褐色土 (10YR2/3)ご く徴量含む。

北引飩

‖  L=4躙
m

崖
L=120制 Om

1号近世墓
・
l C7x

>

望

P

ド笙
L=1215CXlm B→

 1号近世墓

予  
】i競曽曽3F糧雹圭 範桂去奪0浄要T写

卑渚▼押量着琶翌I話鶴逸緒号喜々。

P■
閉5∞m名

伊 耗義諺ん 離 仕 縦 .締 まりやや有暁 紺 御 5～託m力 含む。

聰
牽 :薄 蘊 陥

y離
聰 澱 晟 ).

暗褐色土 (10YR4/3)ご く微量含む。

ドと
Ll珈 醐 mtt f耗

鍮 3鶏 仕 粘性や輔 り。締まり有り。研 ・脚 働 含む。

襲 舛
Z離儡 臨 幾薄鷺争畢雀脇 ・

RD821(A3)
1.10YR3/3暗 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2.10YR2/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。明赤褐色
焼土 (5YR5/6)、 炭片、黒色炭化肋 15YR1 7/1)ご く微量
含む。

近 lhユ 器誘駆墾靴性轄ま篠隼耕f為称すぎ。

RD821(CO)
1.5YR4/6赤褐色土 粘性なし。締まりやや有り。
乾いた煉瓦状態で崩れやすい。焼土と内部に黒い

炭化物を含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
3.10YR3/3明 褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。
中央上部に焼土 (5Y酌 /6)、 炭化物 (5YR17/1)
ごく微量含む。
4 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。

4号近世墓
1 lllYR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色砂質土 (10YR4/41
ごく少量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。骨片・炭化物含む。
骨片は1・ 2号と違い、幾つかのプロックに分かれている。鉄釘出土。

・824土坑 。近世墓

囲 骨片集中部

0    1:511   lm

注 L■射51111m島

第 185図  RD818・ 821
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北っ狙k

RD604
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。粘性やや有 り。
Toa微量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
にぶい赤褐色土 (5YR5/41微量含む。
3.10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。
下層に掲色砂質土 (10YR4/4)含 む。

Ａト
L‐ 12211Xlm A'

引

RD602
1.10YR2/3黒 褐色土 締まりやや有り。粘性なし。
2.10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。

れ

第 186図  RD600-602・ 604・ 605土坑

勇

岸  L‐
12201Dm

RD6111

1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR3/3暗 褐色土 粘性なし。締まりやや有 り。
西側に礫層有り。

ド
し‐12201111m

RD6115
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
黄褐色上 (lllYR5/8)を ごく微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
責褐色土 (5YR5/81を ごく微量含む。
3.10YR3/2黒 禍色土 粘性・締まりやや有り。
黄褐色土 (10YR5/8)を ごく微量含む。
水が湧く。
4.10YR4/6掲 色土 粘性やや有り。締まり有り。
5,10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
6.10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有り。
黒褐色土 (10YR3/2)を ごく微量含む。
7.10YR5/6黄 褐色土 粘性・締まりやや有り。

ド  L‐
121000m

RD600
1 ユOYR3/2黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色土 (10YR6/6)ご く微量含む。
2.10YR3/2黒 褐色上 粘性・締まりやや有り。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色土 (loYR6/6)ご く微量含む。

当

北Dtt RD6112

名
５

‖  L=1れ
100m

0       1:50    1m

―
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玉
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12211110m

亀

RD606
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
褐色土 (10YR4/41を ごく微量含む。
3.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
褐色土 (10YR4/4)を ごく微量含む。
4.10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。

‖

A
刊

A'
引

L‐ 121700m

1.10YR2/2黒 褐色上 粘性 締まりやや有り。
床近くにガヽ石 (径 1～2cm大 )を 20%含む。

LE121 800m北cDu

れ
岸 パ

引
串  L‐

121500m

RD609
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
階褐色土 (10YR3れ)ご く微量含む。

RD614

~+子
D81

里

RD614
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色砂質土
(10YR4/4)庚化物・焼土ごく微量含む。
2.10YR3/3暗 褐色土 粘性・締まりやや有り。褐色砂質土ブロック
(10YR4/4)・ 黒褐色土 (10YR2/2)ご く微量含む。小礫 (径 3～5cm大 )
複数含む。
3 10YR3/4暗 褐色土 粘性・締まりやや有 り。褐色砂質土プロック
(10YR4/4)・ 黒掲色土 (10YR2/2)ご く微量含む。遺物出土。
4.10YR2/3黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土プロックごく少量
含む。
5 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色砂質土 (10YR4/4)
ごく徴量含む。
6.10YR2/2黒 褐色砂質土 粘性やや有り。締まりなし。褐色砂質土。
(10YR4/4)徴 量含む。
7.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりなし。掲色砂質土 (10YR4/41
ごく微量含む。
8 10YR4/4褐 色砂質土 粘性・締まりなし。黒褐色土 (10YR2/2)ご く
微量含む。小礫複数含む。

崖  
と‐121700m   

≒

2      2

RD811
1.10YR2″ 黒掲色土 粘性・締まり有り。
褐色砂質土ブロック (10YR74・ 径1～3cm大 )
ごく微量含む。柱穴の埋上に似ている。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まりやや
有り。褐色砂質土プロック (10Y鵡ヽ ごく
微量含む。

0    1:50   1m

4'
引

′

2 10YR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/61含 む。

・ 603・ 609・ 614・ 615・ 811土坑

引臨っ盗

RD608

第 187図  RD606
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RD616
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。
締まりやや有り。
2 10YR4/6褐 色砂質土 粘性なし。
締まりやや有り。

0      1150    1m

―

津

ゾ

注 L‐ワα81Xlm  名

RD617
1 10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり
やや有り。

ド  L=12121111m

ムヒ

名

RD618
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR2/1黒 色土 粘性なし。締まりやや有り。

七�

第188図  RD616～ 620土坑

RD619
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。黄褐色土 (loYR5/6)ご く
微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。責褐色土プロック
(10YR5/6)ご く微量含む。
4.10YR3/2黒 褐色土 粘性有 り。締まりやや有り。黄褐色土プロック
(10YR5/61微量含む。
5 10YR5/6黄 褐色土 粘性右 り。締まりやや有り。黒褐色土 (10YR3/2)
ごく微量含む。
6.5YR3/3暗赤褐色土 粘性有り。締まりやや有り。黒褐色土 (10YR3/2)、
橙色土 (5YR6/8)ごく微量含む。

崖
L=121莉硫

RD6211
1.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。
黄褐色土 (10YR5/6)少 量含む。
2.10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まりやや
有り。炭化物ごく微量含む。

■
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津 ♭123200m

RD623
1.10YR2/2黒掲色土 鶏性やや有 り。
締ま,有 りぅ褐色砂質土 (10YR4/41
ごぐ微量含む。
2.Iσ邪砂8黒髄 主 粘性有り,
締
=り
やや有り。褐色砂質土 (10YR

4/41ご く微量含む。

ドニL―ワユ5011m

1,10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。
締 ま,有 りよ1炭■物・掘色砂質土

2臨 鰍 や有 暁
締ま,有 ,ゃ 褐色砂買土プロック
(10YR4/41・ 威1ヒ物ごぐ繊と含む。
3.10YR3/4暗褐色土 粘性有り。
締ま,ゃやなり。調色砂質土 (10Y
R4/41大量に含む。

名

RD621
1.lllYR2/3黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。

別 鮮 零
ロッタ供に l10YR4/6■は

2.10YR2/3黒 獨色土 猫性・締まりやや有り。
3.10YR2/3黒 褐色上 猫性 t締まりやや有り。
明煮禍魯土 (10YR6/6)少量含む。

勇

+あ 16u

rtt L=12320m

・ ttRttP宅掟3爾壌詣き(脇恥:り
攣 御
ツmmtlご韓

み窃出謎観警辞亀謝載
畳含む。

名

軋

i継
観脇糖‡逹幾

やや有り晴
2.10YR2/2黒褐色土 PBatt lloYR4/4)を大量に
含むゃ掘りすぎ。

瓜

0    1:50   1�

―
第189図  RD621・ 623～626土坑
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RD627・ 813・ 814
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
黄褐色砂質土プロック (lllYR5/6)ご く微量含む。
2 10YR2/2黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。
黄褐色砂質ブロック (10YR5/61ごく微量含む。

L=121800m

ドニと
‐121 700m   RD628 _⊇

L

RD628
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
責褐色上 (10Yも/61ご く微量含む。

RD641
1.10YRプ 2黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
黄褐色土 (10YR5/6)ご く微量含む。
2.10YR3/2黒 掲色土 粘性やや有 り。締まり有り。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)微量含む。
3 10YR4/3に ぶい黄褐色砂質土 粘性なし。締まり
有り。

RD379・ 622・ 624

注記なし

σ↓

ド  L=12181111m 為 ゴ
引

Ｂト

と‐121700m

0      1:50     1m

―

第 190図  RD379・ 622・ 624・ 627・ 628・ 641 ・313・ 814土坑
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串 L‐切51Xlm  名

RD633
1,10YR2/3黒 褐色土 粘性なし。締まり
やや有り。明黄褐色土 (10YR6/6)・
赤褐色土 (5YR4/61を ごく微畳含む。

占
L‐ 121 71Xlm

2

RD631
1.N6/O Toa 粘性・締まりなし。
(さ らさら)。 黒褐色土 (10YR3/2)
少量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まり
やや有 り。黒褐色上 (10YR2/1)・
にぶい黄褐色土ブロック (lklYR5
た)ご く少量含む。

第 191図  RD629～633・ 635:上坑

亀 1肺 上
維 主 ガ

RD630
1 10YR2/3黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
褐色砂質土 (10YR4/4)・ 焼土粒 傷 YR5/8)を
ごく微量含む。
2.10YR3/3暗褐色上 粘性・締まりなし。褐色砂
質土 (10YR4/41を含む。小礫 (径 1～3cm大)
を数個含む。
3 111YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。
暗褐色土 (10YR2/3)・ 褐色砂質土 (10YR4/4)
を微量含む。

し‐121 51Xlm

2

RD629
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
明黄褐色土 (10YR6/6)ご く微量含む。

・AA

本

ド堂 と‐121700m 蜘

RD632
1.lCIYR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
赤褐色焼土 125YR4/6)。 炭化物ごく

微量含む。褐色砂質土 (10YR4/4)少 量
含む。
2 10YR2/3黒褐色土 粘性有り。締まり
やや有り。褐色砂質土 (10YR4/41ご く
微量含む。

注
L‐ I愛細 m 

蜘

RD635
1.10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
明責褐色土をごく微量含む。
2.10YR3/3暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色土 (10YR6/6)を ごく微量含む。
床面などに礫を多量含む。

0      1:50     1m

―
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RD636
RD638

注
L=И∞航名

―RD6391.10YR3/2黒 褐色土
粘性・締まりやや有 り。

ドとL=121800m

≒cuc

第 192図  RD636-639・ 642・ 646=上坑

RD638
1.10YR3/2黒 褐色上 粘性やや有 り。締まり有 り。
明黄褐色土 (10YR6/6)・ 黒褐色土 (10YR6/6)
ごく微量含む。

酔_L=12171111m

RD642
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
掲色砂質土 (10YR4/4)ご く少量含む。
2 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。
褐色砂質土 (10YR4/4)微量含む。

名

A  L‐ 12161111m
ト

A
引

照

RD637

注
聞別蛹

名

RD637
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性・
締まりやや有り。責褐色土
プロック (10YR5/6)を 少
量含む。

―
▼

0      1:弱     lm

農 L■21800m        名

RD646
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まりなし。小礫 (径 1～3cm大 )・
褐色砂質土 (10YR4/4)ご く微量含む。

∀
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北Dttp

注

勇

義L‐ 121900m

RD647
1 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色土 (loYR6/6)ご く微量含む。
3 10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
明黄褐色上 (10YR6/6)・ 明黄褐色土 (10YR
6/81ご く微量含む。

寛
１
１
ェ

名

RD648
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。黒色土 (10Y整 /1)
ごく微量含む。
2 10YR3/2黒 褐色土 粘性なし。締まり有り。黒色上 (10YR2/1)・
明黄掲色土 (10YR6/6)ご く微量含む。
3.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。

当

RD649
1,10YR3/2黒 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2.10YR5/6責 褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。黒褐色土
(10YR3/2)・ 明褐色土 (75YR5/8)ご く微量含む。

第193図  RD647～ 649E上坑

下″

注
L‐ 121800m
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土坑類観察表

遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出土 遺物 備  考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D266 3 Blld 隅丸長方形
222X102 22

黒褐色上の単層。 土師器甕片
墓城

202X80 N‐ 4° ‐W 102 中世

R D267
3B9e～

3B10e
隅九長方形

366× 108 22
黒褐色土 と暗褐色土との混合土。

奈良の上師器郭 菱
片

墓壊

345× 85 N815° ―W 中世

R D268
3Bl10e～

3B10f
隅九長方形

227× 92 人為堆積 黒褐色土主体 褐色土ブ
ロック多量含。

R D269を 切る。
墓猿

222X74 N‐ 74° ‐ヽV 中世

R D269
3B10e～

3Blle
隅丸長方形

344X109 上部黒褐色土主体 下部褐色砂質土
主体 黒褐色土プロック多量含。

R D268に 切 られ、

R D2Юを切る。

墓壊 C
3328X93 N85マ ーE 中世

R D270 3 Bllf 隅丸長方形 ?
162X(82)

極暗褐色上の単層。 R D269に 切 られる。
墓壌

1511× (70) N,9。 ‐E 中世

R D27ユ 3B18c 不整形
93× 73 人為堆積。黒褐色土主体の単層。褐

色土ブロック含。

墓壊

72× 50 N26° ‐E 中世

R D 272
3B12d～

3B12e
長方形

173× 96 人為堆積。黒褐色土主体の単層。暗

褐色・褐色土ブロック含。
R D319を 切る。

墓擬

158× 80 N‐ 87° ‐E 103 中世

R D273
3B12e～

3B12f
長方形

154× 82 24 人為堆積。黒褐色土主体の単層。暗

褐色土ブロック極微量含。
R D319を 切る。

墓城

135× 72 N85° ‐W 103 中世

R D274
3B10g―

3Bllg
不整形

(212)X94 人為堆積 ? 黒褐色土主体の単層。
褐色土ブロック極微量含。

調査区外にのびる。
墓城

(204)× 82 N■7'‐ E 104 中世

R D275
3B19e～

3B19至
隅丸方形

88X86 12 人為堆積 ? 暗褐色土主体、壁際に
黒褐色土と褐色土の混合土。

125 墓残

79× 77 不 明 104 中世

R D276 3B19d 隅丸長方形
122× 78 人為堆積 ? 埋土上位の暗褐色土中

には微/t4な 白い粒子含む。
奈良の土師器莞片

126 墓妓 A
2

110× 69 Nヤ9°  W 104 中世

R D277 3B13g 隅丸長方形
156X106 人為堆積。黒褐色土中に褐色 暗褐

色土ブロックが不規則に混。

126 墓鍍

141X90 N69° ‐W 104 中世

R D278
3B13d～

3B13e
隅丸長方形

376× 68 人為堆積。黒褐色・褐色 暗褐色土
の混合土。

126 墓城

346X52 N77°  WV 105 中世

R D279 3B14d
円形 58× 52

人為か自然か不明。
126 不明

47X44 N■ 3° ‐E 105 中世

R D280
3B18dヽ

3B18e
不整形

222X100 17 入為堆積。極暗褐色上に褐色土プロ

ック 炭粒 焼土などを含む。
R D282・ 283 306

より新。

127 墓壌

202X80 N■ 7° ―E 105 中世

R D281 3B18f 隅九長方形
121X104 人為堆積。黒褐色土主体で、埋土下

位には褐色土ブロックが混 じる。
土師器片 R D282よ り新。

127 墓壌

106X82 Nお 3°  W 105 中世

R D282
3317d～

3B18e
不整形

(482× 176) 人為堆積。黒褐色土と暗褐色土との

混合土。
土師器片

R D280 281 283
より古。

127 土坑

(482 X lЮ ) N76° ‐W 106 不明

R D283 3B17e 隅九長方形
148× 90 人為堆積。黒褐色土と褐色土との混

合土。

R D282よ り新。

R D280よ り古。

127 墓猿 B
2104X70 N―約

°‐W 106 中世

R D284 3B7g 不整形 ?
(115X42)

人為堆積でよいと思われる。
126 墓壊

(109× 39) N‐ 53° ⅢV 106 中世

R D285 3A13q 隅九方形
90× 84 17

人為堆積の様相を呈する。 土師器片 R G 192よ り新。
127 墓か

76× 72 N-66° ‐W 106 中世

R D286 3A13q 不整形
187X145 12

自然堆積か。 388 389土 師器養類 R G 192よ り古。
土坑

167× 124 N-511° ―W 不明

R D287
3A14q～

3A14r
不整形

126X123
自然堆積 人為堆積の区別不明。

礫層を掘り込んでい

る。

土坑

83X74 N311° ―E 不明

R D288 3A15p 楕円形 ?
84X(75) 15 自然堆積か人為堆積か不明。黒褐色

上の単層。
R G 192よ り古。

128 土坑

65× (64) N77° ―W 107 不明

R D289 3A17p 不整形
106× 90 自然堆積か人為堆積か不明。黒褐色

上の単層。

128 土坑

66× 511 N38° ―E 不 明

R D290 3B14c 長方形
80 X ttЭ 自然堆積か人為堆積か不明。黒褐色

土師器片
128 土坑

76× 68 N‐お
・ ―W 土の単層。 108 不明

R D291 3A18o 不整形
97X93 人為・自然堆積の区別不明。黒褐色

上の単層。

128 土坑

46× 40 N65° ―W 108 不明

R D292
3324e～

3B24f
隅丸長方形

170 X l15 人為堆積。黒褐色土中に地山ブロッ

ク。
R G193よ り古。

128 墓壊

150X103 N-4° ―E 108 中世

R D293 3B20f 隅丸長方形 P
(100)X100 人為堆積。暗褐色土及び黒褐色土主

イ本。

128 墓壊

87X86 N77°  Vヽ 108 中世

R D294 3B22f 糖円形
96X73 20

人為堆積の様相を呈する。 土師器片 R D 295よ り古。
墓壊

i9X63 N77°  Vヽ 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出土 遺 物 備  考
図 版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D295 3B22f 隅九長方形
326X107 人為堆積。地山ブロックを多量に含

む暗褐色土。

R D294よ り新。

R D297よ り古。

墓壌

301× 89 N■ 1。 ―E 109 中世

R D296 4Bld 隅丸長方形
126X94 人為堆積。黒褐色土 ,褐色上の混合 129 墓頻

114X90 N75° ‐W 土。 109 中世

R D 297 3B221 隅丸長方形 ?
98X(66) 弱 人為堆積。埋土上位には焼土 災粒

R D295よ り新。
墓墳

71X(56) 不明 も混 じる。 109 中世

R D298 3B23e 隅丸長方形
148× 108 人為堆積。地山ブロックを多量に含

む極暗褐色土。
553～56調 ヒ宋銭

R D299よ り新。

R G193よ り古。

129 墓壊

104× 88 N‐ 7° ―E 109  110 中世

R D299 3B24e 隅丸長方形
94X90 人為堆積。地山プロックを多量に合

む黒褐色土。
R D298よ り古。

129 墓壌

80X79 N■ 0° ―E 109・ 110 中世

R D 300 3B7t 隅丸長方形
87X70

人為堆積か。黒褐色上の単層。 R C202を切る。
129 墓壊

70X60 Nお7°  W 中世

R D301
3B9s～

3B9t
隅九長方形

113X87 7
人為堆積か。黒褐色上の単層。

129 墓媛

2
1∝ X80 N‐ 84° ―W 中世

R D302 3B7o 隅丸長方形
252X84 5

人為堆積。黒褐色土の単層。
″2近世陶器、523

釘 543環状鉄製品

130 土坑

240X77 N‐ 6▽ ―E 近世

R D 303 3B3o 不整形
278X72 5 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク混じる。

130 墓媛 B
3

270× 65 N‐ 5° ―E 111 中世

R D304 338t 不整形
244X68 為堆積。黒褐色土ににぶい黄橙色土 130 墓壌

373× 62 N■ 5° ―E ブロック混じる。 1 中世

R D305 不整形
200× 98 3

人為堆積か。黒褐色上の単層。
墓頻

106× 55 N-2° ‐E 1 中世

R D 306 3B18d 隅丸長方形
150X120 自然堆積か。黒褐色土 褐色土等で

構成。
R D 280よ り古。

墓較

102X73 N■ 5° ―E 1 中世

R D307 3C9b 長方形
112× 91

人為堆積の様相を呈する。 土師器片
墓城

102X86 N■ 4° ―E 1 中世

R D308 3C10b 隅九長方形
186X104 人為堆積。黒褐色上中に地山ブロッ

クを多量に含。

墓壊

172X92 N83°  WV 中世

R D309 3 Cllb 船丸長方形
93× 65

人為堆積。注記なし 390須恵器壷
墓壌

72× 50 N-6° ‐E 中世

R D310 3C12b 隅丸長方形
114× 97 44 人為Jte。 褐色土と黒褐色上の混合 130 墓嬢

103× 88 Nお 1° ⅢV 上 。 中世

R D311 3 Clla 隅丸長方形
162X125 30 入為堆積。褐色土と黒褐色上の混合 約5近世陶器碗、

810近世磁器皿
R D312を 切る。

130 土坑

144X101 N-0 土 。 近世

R D312 3 Cll 隅丸長方形
145X96 入為堆積。黒掲色土中に地山プロッ

クが不規則に混。
R D311に 切 られる。

130 墓頻

132X84 N■ 9° ―E 中世

R D313 4A4 不整形
286X178 入為堆積か。黒褐色土中に大小の自 土坑

228× 130 N■ 4° ―E 然礫多量。 13 不明

R D314 4A5m 不整長方形
340× 280 入為堆積。黒褐色土に地山ブロック

と自然礫が混 じる。

31 土坑

296× 223 N56° ―W 3 不明

R D315 3B7x 隅丸長方形

92× 77 入為堆積か。上位は黒色土に褐色土

ブロック、下位は黒褐色土 とにぶい

黄褐色上の混合土。

130 墓壊

78× 65 N■ 0° ―E 中世

R D316
3B7x～

338x
隅九長方形

120X90 人為堆積。上位は黒色土に褐色土ブ

ロック、下位は黒褐色土とにぶい黄

褐色上の混合土。

墓壊
B
2

103X80 N-5° ―E 中世

Rつ 317 3B7x 隅丸長方形 ?

103X97 人為堆積。上位は黒色上に褐色土ブ

ロック、下位は黒褐色土とにぶい黄

掲色上の混合土。

墓壊
Ａ

ｌ

94X80 N■ 9° ―E 中世

R D318
3C12h～

3C12i
長方形

192X108 65 人為堆積。黒褐色土を主体とし黄褐

色土や焼土粒を含む。

墓壊

1約 X92 N弔7・ ―E 中世

R D319
3B12d―

3B12e
隅丸長方形 ?

248X172
人為堆積堆積。 土師器片

墓壊

234X162 Nお5°  W 4 中世

R D320 2C19ッ 円形

320× 257 自然堆積か人為堆積か不 HJl。 黒褐色
732近世陶器

土坑

297X246 N■ 4° ―E 上の単層。 近世

R D 321 2C17y 不整形
348X280 守

人為堆積か。 R G 200よ り新。
土坑

329× 259 Nお 1° ―E 15 近世

Rつ 3"
2C15v～

2C15w
不整形

266X176 20

自然堆積か。自然礫を少量含。

519・ 520鉄釘、815

近代の陶器か、土師

器片 陶磁器片

土坑

254X146 N-80°  ‐E 近代
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (枷 ) 深 さ (cl l)

埋 土 出土 遺物 備  考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D323 3D24q 不明
111× (67) 人為堆積。地山プロックを多量に含

む黒褐色土。
沢跡より新。

墓崚

87× (50) N■ 2。 ‐W 不 明

R D324 3C13 隅九方形
80× 78 10 人為堆積か。理土上位は黒褐色土、

下位は暗褐色土。

墓壊

70X65 N-0 中世

R D325 3Cユ4d 隅丸長方形
124X104 人為堆積。黒色上に灰黄褐色土プロ

ック混じる。

墓壊

100X90 N弔9° _W 中世

R D326
3C13d～

3C13e
隅九長方形

103X88 入為堆積。上位は黒褐色土と暗褐色 132 墓壌
Ａ

ｌ
93× 75 N52° ―E 色土プロックが混じる。 中世

R D327
3C14a～

3C15a
隅九長方形

127× 95 人為堆積。黒褐色土を主体 としにぶ

い黄褐色土や褐色土ブロックを含。

埋土下位は黒褐色砂質土。

墓竣

109× 78 N-2° ―E 中世

R D328 3C12c 隅丸長方形
257X107 人為堆積。黒褐色上を主体 とし、そ

の中に褐色土・暗褐色土が混入。

墓坂

235× 92 N■ 0° ―E 中世

R D329
3C14b´―

3C15b
隅丸長方形

93× 72 人為堆積。埋土上位は黒色土に褐色

土やにぶい黄橙色上が混 じり、埋土

下位には黒褐色土砂質上が堆積。

磨石 ?、 剥片 ?、 土

師器片

133 墓 接

87× 68 N-2° ‐ヽT 中世

R D330 2C15t 隅丸方形
124 X l14 人為堆積。黒掲色土中に掲色土ブロ 墓漿

112× 100 N■ 4。 ‐郡「 ック多量含。 中世

Rつ 331
2C14r～

2C14s
円形

182X176
人為堆積。黒褐色土・褐色土 炭粒

512～ 515木製品、

532鑑、737近 世陶器、

明治十四年銭、木枠

井戸か

162 X l18 不明
が混。

近代

R D332 2C13t 円形
100× 98 人為堆積。地山ブロックを多量に含

む黒褐色土。

133 土坑

96× 94 不 明 近世

R D333 2C13s 不整形
86× 71

人為堆積か。
上坑

81X66 N‐″
°_W

不 明

R D334
2C13r～

2C13s
隅丸方形

114X100 入為堆積。黒褐色上の中に褐色土ブ

ロックを少量含。

土坑

108X90 N■ 8° ―W 中世

R D 335 3C14a 長方形
109× 88 入為堆積。黒褐色土に褐色土や暗褐

R D336を切る。
墓嫉

87× 的 N―的
°―W 色土が混 じる。 8 中世

R D336 3C13a 隅丸長方形
215× 97 人為堆積。黒褐色土と暗褐色土との

R D335に切 られる。
墓猿

116X85 N‐ 2° _E 混合土。 中世

R D337
3B13y^ヤ

3C13a
隅丸長方形

124X98 54 人為堆積か。黒褐色 暗褐色土・褐
色土などで構成される。

墓媛

104× 79 N■ 75° ―E 中世

R D 338 3C16h 隅九長方形
155× 122 42 人為堆積。黒色土とにぶい黄褐色砂

質上の混合土が主。
土師器片

墓壊

135× 98 N■
‐‐E 199 中世

R D339 3C16g 長方形
170X107 44 人為堆積。黒色土とにぶい黄褐色砂

質上の混合土が主。

134 墓嫉 B
2155× 94 N■ 7° ―E 199 中世

R D340
3Cl・Jf―

3C16f
隅丸方形

115X100 人為堆積。黒褐色土 とにぶい黄褐色

砂質土との混合土。

墓城

98× 絲 N-9マ ‐E 中世

R D 341 3C13 不整形
125× 105 人為堆積。黒褐色上に褐色土を多量 土坑

108× 91 N71・ ―E に含む。 1必Э 近世

R D342
2C10r～

2C10s
円形

l∞ X105 15 人為堆積。暗褐色土中に多量の褐色

土プロック。

土坑

92× 87 不 明 120 近 世

R D343 2C10r 不整形
89× 82 9 人為堆積。暗褐色上に褐色上が多量

に混じる。

135 土坑

79× 75 N-5° ―W 近世

R D 344 3 Cllg 隅九長方形
125X104 40 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロ

391土 師器菱
墓壊

108× 98 N-88° ―W ク含む。 中世

R D345 3 Cllh 隅九長方形
84× 62 人為堆積。黒褐色土に暗褐色土ブロ 墓壊

70X50 N■ 0° ―W ックを微量含む。 中世

R D346
3Cllg～

3Cllh
隅丸長方形

130X106 人為堆積。黒褐色土と掲色土との混 135 墓壊 B
2119× 78 Nお5° ―E 合上が主体。 中世

R D347 3C9h 隅丸長方形
92× 72 人為堆積。黒掲色上に褐色土 (砂質 墓壊 Ａ

２
80× 64 Nワ 5° ‐W 土)が混 じる。 中世

R D348
3C9g～

3C10g
隅九長方形

92X68 人為堆積。黒褐色土と褐色上の混合 墓壌 Ａ

２
83× 62 N-0° 土。

中世

R D349 3C9f 隅丸長方形
140× 110 為堆積。黒褐色土 と褐色上の混合 135 墓躾

121× 93 N79° ―W 土。 122 中世

R D 350 3B18y 隅丸長方形
86X70 Ъ 入為堆積。黒色土とにぶい黄褐色砂 墓猿

72X53 N68° ‐W 質土 との混合土。 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深さ (cm)

埋 土 出 土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cl l) 長軸方向 写真 時期

R D351 3B17y 隅丸長方形

210× 116 人為堆積。黒色土に褐色土ブロッ

ク・焼土 炭粒 を含む。理上下層は
黒色砂質土に炭粒が微量含 まれる。

136 墓壊

198× 106 N84° ―W 122 中世

R D3「D2 3C16つ 隅丸長方形
1骸 X25 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロック・炭泣 を含む。

R D3努 387を 切
る。

136 墓壊 A
3

96× 20 N■ 2° ―W 122 中世

R D 353 3C17a 不 明

91X(27) 20 人為堆積。黒褐色土ににがい黄褐色

砂質土ブロックを微量含む。

R D352 3871こ 切ら

れる。

136 墓頻

r4X(23) N88°  巧V 123 中世

R D354
3B9p～

3B10p
隅九長方形

156X98 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

プロック含む。

136 墓頻

144X88 N-4マ ーW 123 中世

R D355
3119r―

3B9s
隅九長方形

174× 114 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロック 炭粒含む。
R D539を 切る。

136 墓壊

156X88 Nお 1° ‐E 123 中世

R D356 3 Bllq 隅九長方形
220X82 8 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土 136 墓壊

210× 72 Nお2° ―W プロック混 じる。 123 中世

R D 357 3 Bllr 隅丸長方形
128× 100 26 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロック及び炭粒混 じる。

137 墓壊

112X80 N79° ―W 124 中世

R D358 3B12s 不整

隅丸台形

150X132 20 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロック及び小礫や炭泣混じる。
土師器片

138 墓壊

138X120 N24° ―E 124 中世

R D359 3B13q 隅丸長方形
197X101 18 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロック含む。
R D719を切る。

138 墓壌

192X187 N82° ―W 124 中世

R D360 2C16m 隅丸長方形
665X(250) 69 厩跡

587× (238) 124 近世

R D 361 2C9q 円形

113X98 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク多量含む。

137 土坑

96× 82 N-8マ ーW 125 近世

R D 362 2C9r 円形
86X82 7 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロ 137 土坑

66× 65 不明 ク含む。 125 近世

R D363 2C12r 不整形
128× 94 8 人為堆積か。黒褐色土に掲色土を少 137 土坑

125× 91 N■ 1 W 量含む。 125 近世

R D364 2C12p 円形
79× 78 8 人為堆積か。黒褐色上に褐色土を微 138 土坑

73× 73 不 明 量量含む。 125 近世

R D365 2C12p 不整形
109× 90 5 人為堆積か。黒褐色土に褐色上をご 土坑

102× 84 N■ 2° ‐W く微量含む。 126 近世

R D 366 2C13p 円形

74X74 8
人為堆積か。黒褐色上の単層。

土坑

68X68 不 明 126 近世

R D 367
3B13r r～

3B13s
躙丸長方形

80× 53 7 人為堆積。にぶい黄褐色土プロック

を含む黒色土。

墓壊 A
2

67× 46 N■ 3° ―E 126 中世

R D368 3B13p 隅丸長方形
135× 100 人為堆積。黒色上ににぶい黄褐色土

ブロック 炭粒含む。
墓城

113× 88 N‐ 6マ ーW 126 中世

R D369 3313q 隅丸長方形
111× 90 7 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土 墓壊

94× 76 N‐ 80° ―E ブロック含む。 127 中世

R D340 3 Bllp 隅丸長方形
168 X l14 人為堆積。黒色土 とにぶい黄褐色砂

質土 との混合土。

墓壊

159X100 N-9° ―W 中世

R D371
3C16b～

3C17b
隅丸長方形

169× 104 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

砂質土との混合土。炭粒も含む。
R D 372を 切 る。

墓頻

154× 87 N-0 中世

R D 372
3C16a～

3C16b
隅丸長方形

(125)× 115 入為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

砂質土ブロックを微量含む。
R D371に切 られる。

墓療

(117)× 97 N-0 127 中世

R D 373 3C9c 円形
30X‐0 人為堆積。黒褐色土に褐色土プロッ

クや焼土 炭粒合む。
土師器片

土坑

75X65 Nお3° ―W 不明

R D 374 3B14y 鵬九方形
71X64 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

上の混合土。

墓躾 A
1

30X14 N-78° ‐W 中世

R D3偽 3B12y 不整形
109× 71 人為堆積。暗褐色土に砂を多量、焼

土 小礫を含む。
墓媛

75× 45 N■ r― E 中世

R D376 3B13x 隅丸長方形

97X80 人為堆積。黒褐色土に暗褐色砂質土

プロック含む。埋土下層には黒褐色

砂。

土師器片

墓媛
A
2

80× 56 N―的
°―W 中世

R D377 3B16x 長方形
92X78 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

砂質上が不規則に混じる。

墓残 A
1

76× 70 N53° ‐E 中世

R D378 3B13y 不整形
105× 86 人為堆積。褐色土 黒褐色上の混合

土

墓壌 A
2

93× 57 N-3° ―E 中世

R D379 3‐ C13b 隅丸長方形
330X180

不明。
R D622 624・ 628

641よ り古い。

土坑

306× 154 近世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深さ(cm)

埋 土 出土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D380 3C7j 隅丸長方形
(300)X245 黒褐色土 と褐色上の混合土、炭粒

小礫含む。

791近世陶器碗、土

師器片、陶磁器片
調査区外にのびる。

土坑

(2841X204 N■ 2° ―W 近世

R D 381
3C13m～

3C14n
不整形

350X255 人為堆積 と思われる。炭粒  自然礫
等を含む。

土師器片、陶磁器片
土坑

293X166 N8θ
°
―E 近世

R D 382
2C5s～

2C5t
隅丸方形

95X86 人為堆積。黒褐色上の中に地山プロ
392土師器球胴甕 ?

墓猿

80X77 不 明 ノクを含む。 中世

R D383 2C4 隅丸長方形
217X195

自然堆積の様相を呈する。
柱穴との新旧関係は 土坑

197X177 N74° ―E 不明。 不明

R D384
3B12o～

3B12p
隅丸長方形

132× 98 人為堆積。埋土上位は黒色土、下位

土師器 R D722を切る。
墓療

109X83 Nお 4° ―W を含む。 中世

R D385 3C14, 不整形
224× 205 人為堆積。黒褐色土に褐色砂質土ブ

ロックと炭粒を含む。
760播鉢、陶磁器片

土坑

170X144 N75° ―W 近世

R D386 不整形
208× 208 人為堆積か。黒掲色上に地山ブロッ

ク 小礫を少量含む。

140 土坑

176X161 N75° ―E 不明

R D 387 3C16a 不 明
(55)X l10 人為堆積。黒褐色上ににぶい黄褐色

プロック 炭粒 を微量含む。
R D 352・ 372に切ら
オし、 R D353を 切る。

136 墓壌

(54)X92 N-0 中世

R D 388 2C5q 購丸方形
214× 100 人為堆積。地山プロックを大量に含

む黒褐色土。

40 墓貌

105X92 N功°―E 中世

R D389 2C6q 隅丸長方形
140X105 入為堆積。地山ブロックを多量に含

む黒褐色土。
柱穴 より古。

墓城

108× [6 N■ 5° ―W 中世

R D390
3C17a～

3C18a
不整形

173X140 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色 R D391 392と 重

複、新旧不明。

墓媛

158X126 N■ 25° ―E 土を含む。 132 ・ 133 中世

R D391
3C18a～

3C18b
不整形

184X127
入為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

R D392・ 393を 切

る。R D390と 重複、

新1日不明。

墓墳

167X109 N■ 3° ‐E 土を含む。 132  133 中世

R D392 3C18a 隅丸長方形
100X(65)

人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

粒含む。

R D391に切 られる。
R D390・ 393と 重

複、新 I日不明。

墓崚

82X(55) Nヤ3° ―W 132  133 中世

R D393
3C18a～

3C19a
不整形

(90)Xl■
人為堆積。黒掲色土に灰黄褐色土

暗オリーブ灰色粘土質土含む。

R D39Jこ 切られ、 R
D394を 切る。R D392

と重複、新旧不明。

墓壊

(80)X83 N■ 2° ―E 132・ 133 中世

R D394 3C19a 不整形
(541× 62 入為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

R D393に切 られる。
墓媛

(49)× 52 N‐ 3マ ーE 混 じる。 192・ 133 中世

R D395
3316q～

3B16r
隅丸長方形

173X105 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

土ブロック 炭粒含む。
墓躾

155X100 N8ど ―W 132 中世

R D396
3B16r～

3B16s
隅丸長方形

235X108 人為堆積。黒色土とにぶい黄褐色砂

質土との混合上で炭粒も含む。
393土師器整 ?

墓漿

214X87 N■ 3° ―E 133 中世

R D397 3B18q 隅丸長方形

130 X l17 人為堆積。黒褐色土ににがい黄褐色

土プロックと炭粒含む (埋上下層は

グライ化 )。

RD路 0を 切 る。
142 墓壌

115X89 N■ 8° ―W 133 中世

R D398 3B18r 隅丸長方形
187 X l13 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

ブロック 炭粒を微量含む。連上下
層はグライ化。

土師器片 RD確9を切る。
142 墓壊

169× 98 N-4° ―E 中世

R D399 3C8g 8の字形
174× 140 自然堆積か。黒色土及び黒褐色土中

に焼土 炭粒の層が見られる。
394～ 397土師器

不 甥

153× 100 N51° ―E 中世

R D400 3B17k 隅丸長方形
130X105 人為堆積。黒褐色上ににぶい褐色土

ブロック 炭粒含む。

142 墓壊

125× 85 N‐「J8° ―W 中世

R D401 3B17j 隅丸長方形
156× 104 人為堆積。黒色土 黒褐色土 にぶ

い黄褐色土との混合土。
R E 086を 切る。

墓壊

141× 85 N-5°  ―E 中世

R D402 3B17k 隅丸方形
人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色砂

質土・炭粒含む。
R E036を切る。

墓頻

100X95 N85° ―W 中世

R D403 3B161 長方形
100X85 人為堆積。黒褐色上ににぶい黄褐色

土ブロック・炭泣含む。

42 墓壊

86× 68 N20° ―E 中世

R D404
3B16k―

3B17止
鵬九長方形

(162)X120 人為堆積。黒色土を主体とし、にぶ

い黄褐色砂質土、暗オリーブ灰色粘

土質土が堆積。

R D670に切 られる。
1狸 墓壊

(150)X llXl N■ 0° ‐E 135 中世

R D405 3Bユ6k 隅九長方形
101X77 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

土 との混合土。炭粒含む。
R D670を切る。

墓崚

87× 60 N‐ 3マ _w 中世

R D406 3B10q 隅丸方形
73X70 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

土との混合土。炭粒含む。

墓壊

65× 57 N-4マ  ーE 中世
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埋 土 出土 遺物 備  考
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R D407 3B9q 台形 P
104X 90 人為堆積。黒褐色土ににがい黄橙色 墓壌

92X73 N■ 5V― E 土ブロック・炭粒含む。 中世

R D408
3B10q～

3B10r
不整形

90X73 7 人為堆積。黒色土に灰黄褐色土 黄
褐色土ブロック含む。下層には粘土

質土。

墓境

84X鬱 N‐ 0° 中世

R D409 3B13x 隅九長方形
1路 X103 人為堆積。黒褐色上に掲色砂質土プ

ロックを不規則に含む。

墓境

113X95 N35° ―E 中世

R D414 2A12y 楕円形
133X80

自然堆積 と思われる。
土坑

124× 74 Nお 5° ―E 不 明

R 2B15y 隅丸長方形
138X109 人為雄積。上位は黒褐色土。下位は

黒褐色土 とにぶい黄橙色上の混合土。
R D416を切る。

143 墓竣

120× 99 N-0° 中世

R D416 2B15y 隅丸長方形

62X(32) 人為堆積。黒褐色上 にぶい黄橙色
R D415に切 られる。

墓壌

50X(23) N-0° グライ化。 中世

R D417
3B12w～

3B13w
隅九方形

186X178 46 人為堆積。黒褐色土を主体に小礫、

にぶい黄橙色土プロック、砂等を含

む。

墓較

146X129 N-4V ―E 中世

R D418 4B21r 円形

1%X102 7
人為堆積。黒褐色土に褐灰色土含む。

土坑

116X100 N35° ‐W 中世

R D419 l C20m 不整形
221X173

人為堆積。馬力遊 葬されていた。 R C205よ り新。
44 家畜墓

158X142 N77° ―E 近世～

R D420 l C19m 不整形
128× 84

人為堆積。馬が埋葬されていた。
家畜墓

105× 60 N79。 ―E 近世～

R D421
lC19o～

lC19p
隅丸方形 ?

299X(180)
自然堆積か人為堆積か不明。

R G205よ り古。底

面は平坦ではない。

土坑

246× (158) N81° ‐E 不 明

R D422 l C19p 円形
68X62

人為堆積の様相を呈する。
R G205よ り古。RD
421に付属する土坑か。

45 土坑

50× 48 N■ 1° W 138 139 不 明

R D423
3B8u^ヤ

3B9u
長方形

282X75 2
空断面。

4rD 墓媛

275× 66 N■ 2° ‐E 中世

R D424 3B22q 隅丸長方形
120× 92 40 人為堆積。黒褐色土と黄褐色土との

混合土。
R D662を 切る。

墓嫉

98X約 N‐ 6▽ ‐E 中世

R D425
31122r―

3B22s
隅九方形 ?

80X70 人為堆積。黒褐色上に黄褐色土ブロ

ック含む。
R D664を 切る。

墓援

65× 57 N-0 中せ

R D426 3C17d 楕円形
80X V 人為堆積。黒色上ににぶい黄褐色土 墓羨

60× 32 N‐ 4・ ‐E 炭粒含む。 中世

R D427
3B21■～

3B21o
楕円形

98X磁 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク微量含む。

墓壌

93X72 N77°  Vヽ 中世

R D428 2A4y 長円形
238X83

黒褐色土を主体 とした自然堆積。 398・ 399須恵器奏
土坑

93X59 N91°  W 不 明

R D429 3B21m 隅九長方形
91× 78 17

人為堆積でよいと思われる。
墓壌 A

1
80X62 N‐83° ‐W 40 中世

R D430 3B22o 隅九長方形
111× 101 37 人為堆積。黒色土 黒褐色土中に褐

色土プロック含む。
R D 576を 切 る。

146 墓媛

97× 84 N32°  W 中世

R D431 3B22o 長方形
171× 108 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

を不規則に含む。

墓媛

146X80 N‐T° ―W 中世

R D 432 4A10t 不整円形
104X95

自然堆積。礫層を掘り込んでいる。
土坑

64× 611 Nお5°  Vヽ 40 不 明

R D433 3B19s 不整形
122X101 11 人為堆積。黒色土ににぶい黄掲色土

がシミ状に見 られる。骨片も出土。

46 墓娯

99× 84 N■ 9° ‐E 中世

R D434 3B21q 隅丸長方形
94× 80 16 人為堆積。黒褐色上の中に地山ブロ

ック。

46 墓嫉

77× 62 N85°  ‐ヽV 中世

R D435 3B24n 隅丸長方形
110× 90 20 人為堆積。暗褐色上の中に地山プロ

ック。
新 1日関係なし。

墓羨 A
2

94× 75 Nお3° ―W 142 中世

R D436 3B19y 不明

(93× 60) 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

土プロック含む。

R D437と重複、新十日

不明。R D440・ 442.

551に切 られる。

147 墓鍍

(87× 54) N■ 0° ‐E 142・ 143 中世

R D437 3B19y 不明

(120X104)
人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

土ブロック含む。

R D487と 重複、新旧

不明。R D438を切 り、

R D551に切られる。

147 墓嫉

(110X104) N-5マ ‐E 142・ 143 中世

R D438 3B19y 不明

150X(70) 13 人為堆積。黒褐色上ににぶい黄褐色

土含む。

R D437 551に 切ら

れ、R D439を 切る。

147 墓壊

130× (65) N‐ 2‐ 、E 142・ 143 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出 土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D439 3C19a 隅丸長方形
150X(74) 17 人為堆積。黒色上ににぶい黄褐色土

R D438に切 られる。
147 墓城

130X(75) N-3V― E 含む。 143 中世

R D440 3320x 不 明

137X(33)
注記なし。

R D436 441を 切り、

R D442に切られる。

147 墓城

59× (21) N-7マ ーE 143 中世

R D441 3B20y 不 明
105X(60) 20 人為堆積。黒褐色上に黄褐色土ブロ

ック含む。

R D440・ 442に 切ら

れ、 R D443を切るで

147 墓嫉

88X(44) N-0° 中世

R D442 3B20y 隅九長方形
160× 116 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

土粒 炭粒含む。
R D436・ 440441
551を切る。

墓境

146× 94 N-5° ―E 中世

R D443 3B20y 不 明
(47)X85 人為堆積。黒褐色上に黄褐色土ブロ

ック含む。
R D4411こ 切られる。

墓壌

(41)× 75 N84° ―W 143 中世

R D444 3B20a 円形
58X56 23 人為堆積。黒褐色上ににぶい黄褐色

土ブロック含む。

147 墓媛

32X31 N-0° 143 中世

R D445 3 B18t 不整形
90× 68 人為堆積。黒褐色土中に灰黄褐色土

がシミ状に見られる。

墓壊

83× 62 N-8マ ーE 中世

R D446 3B16q 隅九長方形
127 X l10 人為堆積。黒褐色土ににぶい黄褐色

砂質土ブロックを含む。

墓疲

115X100 N-5▽ ―E 144 中世

R D447 3B13o 隅九長方形 ?
152X105 人為堆積。黒色土 黒褐色上 にぶ

い黄褐色上の混合土。
RD″ 0を 切る。

墓嫉 B
2

102× 93 N‐ 81・ ‐W 中世

R D448
2C20s^´

2C21s
不整形

266× 192 5
自然・人為堆積の区別不明。 R A240よ り新。

143 土坑

256× 189 N-9▽ ―W∇ 1型 近世

R D449 3B25o 不整円形
117× 102 人為堆積。黒褐色上に褐色土ブロッ

ク多量に含む。
R G191を 切る。

147 墓壌

96× 76 Nお 5。 ―W 144 中世

R D450
3B23o～

3B24o
隅丸長方形

148× 96 人為堆積。黒褐色上に地山ブロック

を不規則に含む。

墓顔

132× 63 N-5° ―W 中世

R D 451 3B23n 隅丸長方形
96× 92 人為堆積。黒褐色上に褐色土ブロッ

ク多量に含む。

墓壊 Ａ

ｌ
71× 65 N-58° ―W 中世

R D452 3B23o 隅丸長方形
160X101 人為堆積。黒褐色土、暗褐色上、褐

色土などの混合土。

墓壊

N―能
°―W 中世

R D 453 3B14r 不整形
177× 72 6 黒色上ににぶい黄褐色土ブロックを

含む人為堆積。

墓壊

167× 63 N■ 0° ―E Ъ 中世

R D454
3B15r～

3B15s
隅丸長方形

135× 100 黒色土中にぶい黄褐色土プロックを

含む人為堆積。

48 墓壌

H5X80 N-3▽ ―E 46 中世

R D455
3B13s～

3B14s
隅丸長方形

86× 59 人為堆積。黒色上ににぶい黄褐色土 墓壌 A
2

78× 50 N-2V h プロックを含む。 中世

R D456 4 Blq 隅丸長方形
140X106 人為堆積。黒褐色上に褐色土等が不

規貝1に混 じる。

R D676・ R G 193に

切られる。

墓頻

111× 96 N-6。 ―E 中世

R D457 3B25j 円形

124× 110 黒褐色土 と褐色土の混合土。人為堆

積。

墓城

101X90 N望65° ‐E 中世

R D458
3B23k～

3B231
隅丸方形

92X89 入為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク・災粒を含む。
RD密5を切る。

150 墓壌

82× 78 N■ 0° ―E 147 中世

R D459 3 Bttj 隅丸長方形
135X72 黒褐色土、褐色土、暗褐色土などが

不規則に混じる人為堆積。
R D 736を 切る。

150 墓壌

112× 59 N77° ―W 147 中世

R D460 3B23j 隅丸長方形
194X103 人為堆積。黒褐色土、暗褐色土、褐

色上、炭粒などによって構成される。
453青磁碗

R D721,731 736
を切る。

150 墓競

173X91 N75° ―W 147 中世

R D461
2C12x～

2C13y
不整形

426X370
人為堆積か。

R D462 R D463よ

り新。

149 土坑

388X306 Nお 3° ―E 147 近世

R D462 2C13y 隅九長方形
90× 77 20

人為堆積。黒褐色土と地山の混土。 R D461よ り古。
149 墓城

73X63 Nジ 8・ ‐ヽV 中世

R D463 2C13y 隅丸長方形
102× 77 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

混。
R D461よ り古。

149 墓疲

94X68 Nワ 1° ―�V 中世

R D464 3B18o 隅丸長方形
95X75 黒色上、にぶい黄褐色土、灰色粘土

質土等で構成される人為堆積。

墓壊

78× 62 N88° ―E 中世

R D465 3B16o 隅九方形
104X97 12 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色砂

質土プロックを含む。

墓壌

93X85 N▼ 8° ―W 中世

R D466 3B17o 隅丸長方形
364× 120 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色 墓壊

345X80 N81° ―W オリープ灰色粘土質土が混 じる。 149 中世

R D467 3B19p 隅丸長方形
120X95 人為堆積。黒褐色土とにぶい黄褐色

土との混合上、埋上下層はグライ化。

墓猿

98X75 N-2° ‐W 149 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cln)

埋 土 出 土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D468 2B4a 不整楕円形
136× 56

自然 。人為堆積の区別不明。
土坑

100X14 N■ 8° ‐W 不明

R D469
3B10t

331lu
不整形

375X(292) 自然 人為堆積の区別不明。黒褐色
土中に河原石・炭粒などを含む。

152 不 明

320X(233) 不明 不明

R D 4ИЭ 3B17t 隅丸長方形

黒色土 黒褐色土ににぶい黄褐色土
ブロックを不規則に含む人為堆積。

底面付近はグライ化。

R G 198を 切る。
墓壊

200× 98 N89°  Vヽ 149 中世

R D 471 238g 隅丸長方形か
(73)× 80 22 土坑

(62)X「D2 不明 不 明

R D472 2C17o 隅九長方形

192× 150 27 人為堆積 と思われる。黒褐色上に地

山ブロック・小礫 炭粒が混。底面
には自然礫が置かれていた。

R B024よ り新。
土坑

156X106 N-6° ‐W 150 近世

R D473 2C15p 隅丸方形
236X233 人為堆積。地山ブロックを少量含も

黒褐色土。
殉7近世磁器碗

R B024よ り新。
R1007よ り古。

土坑

218X218 不 明 近世

R D474 2C61 隅丸長方形
97× 76 人為堆積。地山プロックを微量含む

黒褐色土。
柱穴 より古。

1開 墓嫉 A
290× 72 N■ 2° _W 中世

R D475 2C18r 不整形
131 X l16 人為堆積。黒褐色土・地山 暗褐色

土などの混土。

R A240よ り新。
R G200よ り古。

暴壊

100× 78 N82マ ーE 中世

R D476 2C19q 不整形
117X109 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック R A240よ り新。

R C200よ り古。

墓媛

98X86 N‐ 15・ ―W 含。 中世

R D477
2C19p～

2C20p
隅九方形

100X97
自然堆積か。理土下層砂質。 R A240よ り新。

153 墓媛

86X85 不 明 152 中世

R D478 2C200 隅丸方形
90× 87 人為堆積。黒褐色土中に地山ブロ

R A240よ り新。
153 墓媛

80× 78 不 明 ク微量含。 中世

R D4Ю
2A10y～

2Ally
長方形

60× 35 人為堆積か。埋土には焼土粒が含ま 土坑

47× 25 N-3・ ‐W れる。 不 明

R D 480 3323e 隅丸長方形
158 X l12 守 墓媛

107X96 N■ 5° ―E 中世

R D48ユ 4A12d 隅丸方形
77× lmD 暗褐色上に刀ヽ礫を微量含。自然 人

為の区別不明。

154 土坑

160× 142 N97・ ‐E 152 中世

R D482 1 All 隅丸長方形
64X100 8

人為堆積。褐色土プロック極微量含
153 墓媛 B

2143X93 N望9°  WV 153 中世

R D483 4-A5t 隅丸長方形
106X80 黒褐色土の単層。自然・人為の別不 土坑

83× 56 N‐ 65。 ―W 明。 中世

R D484 4-A2r 隅九三角形
290× 26

自然堆積か人為堆積か不明。
R C084よ り古いと

思われる。

土坑

274× 102 N55° ‐E 153 不 明

R D485 4-A2r 不整形
188× 60 人為堆積。黒褐色上に地山ブロック

少量含。

R G 084よ り古いと

思われる。

154 土坑

122X18 N82° ―W 不明

R D486 3C24q 隅九長方形
148× 99 人為堆積。黒褐色土と黄褐色上の混 154 墓媛

137X85 N88° ―E 土。 中世

R D487 3C25j 楕円形
83× 62 人為堆積。黒褐色土 暗褐色土に褐

色土ブロックが含まれる。

墓壌

ИЭ×45 N■ 2° ―E 中世

R D488 3C20c 隅丸長方形
159 X l16 守 黒褐色上に地山プロックを不規則に

含む人為堆積。
R D493を切る。

墓媛 B
2139X92 N-6° ―W 154  155 中世

R D489 3C22j 隅九方形
121× 115 黒褐色土に地山ブロックを含む人為

堆積。
R D492を切る。

墓壊

ユ10× 89 N-1・ _E 154  155 中世

R D490 3B24y 長方形
107X94 入為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ 155 墓残

95× 86 N-2° ‐E クを含む。 中世

R D491
3C21b～

3C21c
隅丸長方形

202X100 黒褐色土に地山ブロックを不規則に 墓壊

185× 83 Nお2°  WV 含む人為堆積。 中世

R D492 3C22j 不明
(44)X90 22

黒褐色土 と褐色上の混上。人為堆積 ( R D489に切 られる。
154 墓媛

(40)× 70 不明 154・ 155 中世

R D493 3C20e 不 明
94× (26) 48

注記なし。 R D488に切られる。
155 墓壌

84× (14) N-4マ ーE 154  155 中世

R D494 3B22y 長方形
208 X l12

人為堆積堆積の様相を呈する。
155 墓媛

194X96 N‐ 8・ ―E [% 中世

R D495 3B12t 隅丸長方形 P
126× 100 9 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック 墓壌

115X90 N‐ 86。 ―W を少量含むe 中世

R D496 3 B15t 長方形
120X100 l] 人為堆積。黒褐色土に地山プロック

R G 198と 重複。
墓漿

106× 90 Nお 5° ‐W を少量含む。 156 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底都径 (cl) 長軸方向 写真 時期

R D497
3B14p～

3B14q
隅丸長方形

128× 83 黒色上ににぶい黄褐色土を含む人為 155 墓境

120X76 N‐ 83▽ ―W 堆積。 156 中世

R D498 3B15o 円形

72× 65 9 黒褐色上ににぶい黄褐色土ブロック

を含む人為yL積。

155 墓壌

56× 47 N‐71° ―W 157 中世

R D499 3B15m 隅九長方形
100× 55 45 人為堆積。黒色土ににぶい黄褐色土

ブロックを含む。底部付近はグライ

rヒ。

156 墓残
Ａ

２

ηЭ X 30 N67°  W 157 中世

R D531
3B23x～

3B23y
長方形

162 X l15 人為堆積。黒褐色土にに褐色土ブロ 156 墓壊

147X102 Nお5° ―W ックを多量に含む。 157 中世

R D532 3B21w 隅丸長方形
131× 106 黒褐色土に褐色土ブロック・焼土・

炭粒を含む人為堆積。

墓壊

ユ12× 90 N‐ 9° ‐E 中世

R D533 3B13ぉ 長方形
250X93 24 黒褐色土ににぶい黄褐色土ブロッ

ク 炭粒を含む人為堆積。
R D534に 切 られる。

墓壌

232X76 N22° ―E 中世

R D534
3313n―

3Bユ 4n
隅九長方形

90× 75 黒褐色上ににがい黄褐色土ブロ

ク 炭粒を含む人為堆積。
R D533を 切る。

墓壊 Ａ

ｌ

86× 62 N■ 8° ―E 中世

R D 535
3B19w～

3B19x
長方形

163Xユ 10 人為堆積。黒褐色土に掲色土 にぶ
い黄褐色土ブロックを含む。

墓竣

132X80 N-8° ‐E 中世

R D536
3B12k～

3B13k
隅丸長方形

138× 116 黒褐色上に地山ブロック 褐灰色土
等が混 じる人為堆積。

R D 537に 切 られる。
墓媛

112X85 Nお♂―E 中世

R D 537 3B13漱 隅丸長方形
1611X92 黒褐色土に地山ブロックが混 じる人

R D536を 切る。
156 墓城 B

2
154X80 Nワ2° ‐E 為堆積。 中世

R D538
3B131～

3B13m
隅丸長方形

161X92 黒褐色上に地山ブロックが混 じる人
墓壌

135X82 N63° ‐W 為堆積。 中世

R D 539 3B9s 不整形
(154)× 94

不明。 R D355に切 られる。
墓嫉

X83 N‐ 81° ―W 中世

R D540
4BⅢ～

4B4w
隅丸長方形

100X84 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

クを不規則に含む。

墓媛

86X70 N■ 1° ―E 中世

R D541 4B5v 隅丸長方形
116X92 人為lt積。黒褐色上に褐色土プロッ

クを不規則に含む。

墓壌

806× 70 N5ユ
°‐W 中世

R D542 l C231 隅丸長方形
110× 99 黒褐色土に褐色土ブロックを含む人

為堆積。
R GOもより新。

墓嫉

103× 94 N望 1° ―E 中世

R D 543 3 Blln 隅丸方形
85X82 黒褐色土に地山ブロックが混じる人

為堆積。

5i 豪壊

1
75× 69 N■ 9° ―E 1611 中世

R D 544
3B10n～

3Blln
隅九長方形

313X96 9 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック R D545・ 555を切
る。

墓頻

301× 76 N l15° ‐W が混 じる。 160 中世

R D545 3 Blln 隅丸長方形
(102)× 97 人為堆積。黒色土に地山ブロックが R D544に切 られる。

墓妖

(90)× 80 N‐6J° ―W 混じる。 中世

R D546 3B91 隅丸方形
108X100 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

が不規則に混。

墓壌

96× 88 Nお 7° ―E 中世

R D547 3B121 隅九長方形
104X87 人為堆積。黒色土 黒褐色土に地山

プロックが含まれる。

墓媛

94× 77 N74° ―W 中世

R D548 3B■ m 隅丸長方形
81X80 黒褐色土に地山ブロック 炭粒を含

む人為堆積。

墓壌

69× 68 N‐伊
°―W 中世

RD「j49 3B9o I島九長方形
182× 95 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

を多量含む。

R D555・ 690を切
る。

墓墳

172× 83 N-7° ―E 162 中世

R D550
3B10o～

3Bllo
不整形

170X130 5 黒褐色土に地山ブロックを少量含む
墓媛

165× 127 N■ 7° ―E 人為堆積。 162 中世

R D551
3B19y～

3B20y
不 明

110× 47
注記なし。

R D437 438よ り新。
R D442よ り十日。

墓嬢 Ａ

３

92× 30 N‐ 2° ―E 162 中世

R D552 3B141 隅丸長方形
194× 88 人為堆積。黒褐色上に地山ブロック

を不規則に含む。

R D554 碑5を切
る。

158 墓壊

184× 72 N■ 5° ‐E 162 中世

R D553 3B14k 隅丸長方形
208 X l14 入為堆積。黒褐色上に地山ブロック

R D 554を 切 る。
158 墓壊

156× 74 N79° ―W を少量含む。 163 中世

RD弱 4
3B41k～

3B15k
隅丸長方形 ?

216X98 入為堆積。黒褐色上に地山ブロック

を多量含む。

R D552 553に ぢDら
れる。

158 墓壊

207X80 N89° ―E 163 中世

R D555
鰐 9n～

31j9o
隅丸長方形

(190)X l14 黒褐色上に地山ブロックを多量に含

む人為堆積。

R D 544・ 5491こ切ら

オセる。

158 墓壊

(176)X80 N82° ―W 163 中世

R D556 3B151 隅丸長方形
169X103 黒褐色土に地山ブロックを多量に含

む人為堆積。

159 墓壊 B
2

142× 87 N76° ‐W 中世
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遺構名 位 置 平面形
FJl日部径にm) 深 さ (cl l)

埋 土 出土遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D 557 l C21v 不整円形
98X80 36

人為堆積。地山ブロック微量含。
160 墓壊

90× 72 N,4° ‐E 164 近世

R D 558 3B20s 隅丸長方形
154× 105 黒褐色土に地山ブロックを多量に含

む人為堆積。

159 墓顔

145× 84 N―■5° ―E 164 中世

R D 559
3B19r―

31119s
隅丸長方形

(220)× 173 28
人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

混。

R D560に切 られる。
R D561と重複、新
旧不明。

159 墓壊

(190)X150 N‐ 5。 ―E 164 中世

R D 560
3B20r―

3B20s
長方形

227× 162 28 人為堆積。黒褐色土に地山プロック

を多量に含む。
R D559を切る。

1的 墓壊

210X135 N-5・  ―E 中世

R D561 3B19r 隅丸長方形

147× 114 24
地山プロックが混じる黒褐色土。人

為堆積。

R D663を切る。
R D559と 重複、新

1日不明。

墓壊
B
2

119× 97 N弔 5° ―W 中世

R D562 l C22u 隈丸方形
84X82 32 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

混。
R D563よ り新。

墓壊

76× 75 不明 不 明

R D563 l C22u 隅丸方形
88× 62 67 人為泊積。黒褐色土に地山ブロック

が不規則に混。

R D562よ り古。
R G 045よ り新。

墓壌

74X51 N50° ―E 不明

R D564 2C4j 隅丸長方形
95× 75 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロ

柱穴より古。
1611 墓嫉 A

2
80× 60 N-8°  W ク微量含。 165 中世

R D565 2C5 鶴丸長方形
95× 66 人為堆積。地山プロック少量混。炭

粒微量含。

160 墓壌

80× 60 N■ 1°  IV 165 中世

R D566 2C6 隅丸長方形
174X108 56 人為堆積。黒褐色 褐色 暗褐色土

の混合土。
柱穴より古。

160 墓竣

156× lllll N-7・ ―E 166 中世

R D567 3B17s 隅九方形
(74)X lllll 人為堆積。黒色土に灰黄褐色土ブロ

ック少量含む。
R D568に切 られる。

160 墓壌

(60)× 77 N-8° ‐E 166 中世

R D568
31117s―

3B13s
長方形

142X93 9 人為堆積。黒褐色土に灰黄褐色上ブ

ロック多量含む。

R D5伊・569を切
る。

160 墓壌

130× 74 N-7° ―E 166 中世

R D569 3318s 隅丸長方形
133X90 黒色土に灰黄褐色土ブロック混じる

人為堆積。
R D568に切 られる。

160 墓壊

120× 79 N▼0° ‐W 中世

R D570 3B16 隅丸長方形
180× 76 14 人為堆積。黒色土中に暗褐色土プロ

ック多量含む。
R D571を切る。

墓妓

168× 57 N‐ 5マ ーE 中世

R D571 3316t 下明

154X(102) 黒色土に灰黄褐色土プロック混じる

人為堆積。
R D5Ю に切 られる。

墓墳

126X(93) N l15° ‐E 中世

R D572
31119p～

3B19q
爆九長方形

87× 79 黒色上に灰黄褐色土ブロック混 じる

人為堆積。

墓壌

71X59 N22マ ーW 中世

R D573 3B12m 膿丸長方形
92X44 6 人為堆積。黒色上に地山ブロック・

炭泣が混じる。

1611 墓媛

82X36 N―絡
°―W 167 中世

R D574 2c211 隅丸長方形
128X97 10

人為堆積。地山ブロック少量含 e 521鉄釘、540鉄製品
墓媛

110X82 N‐ 77° ‐E 167 中世

R D575 3B19q 隅丸長方形
134× 102 黒褐色土ににぶい黄橙ブロック え

粒を含む人為堆積。埋土下層はグラ

イ化。

墓壊

121X90 N-2・  ‐E 167 中世

R D576 3B22n
隅丸長方形 140X107 人為堆積。暗褐色土と褐色土との混

R D430に切 られる。
146 墓残 B

2108X32 N77・ ‐W 合土。 168 中世

R D577 3B21k 不整形
97X70 黒褐色土に褐色土ブロックを多量に

含む人為堆積。
400土 師器菱

墓竣

78× 57 N-63・  ‐WV 168 中世

R D578 3B21k 不整形
113× 82 12 暗褐色土中に褐色土がシミ状にみら

れる。人為堆積。

墓顔 Ａ

２
101X68 N‐82° ‐W 中世

R D5的 3B251 隅丸長方形
(63)X37 5 人為堆積。黒掲色土に黄褐色土プロ

ック含む。
R G193に切られる。

墓壊 Ａ

２
(50)X29 N-2° ―W 中世

R DttЭ 不整形 ?
平面図なし 人為堆積。黒褐色上に地山ブロック

を多量に含む。

不 明

な し 不 明

R D581 2C3i 隅丸長方形
124X83 人為堆積。地山ブロックを含む黒褐

色上の単層。
柱穴より古。

墓猿

120X75 N-7マ ‐W 169 中世

RD餞 2Clj 隅丸長方形

166X83 人為堆積。上層は黒褐色土と褐色土

の混上、下層は暗褐色土に黒褐色土

が混。

柱穴より古。

162 墓壊

147X73 N-4° ―W 169 中世

R D583 2C7f 隅丸長方形
98× 74 人為堆積。地山プロックを含む黒褐

色上の単層。
柱穴より古。

162 墓城

75X65 N■ 7° →V 169 中世

R D 584 4B2p 不整形
161× 132 黒褐色土中に掲色土ブロック ,炭泣

を含む人為堆積。

162 墓猿

124X120 N77° ‐E lИЭ 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出土 遺物 備  考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D585 4B3o 隅丸長方形
116X93 人為堆積。黒褐色土に地山プロッ

ク 炭粒が混 じる。
R G 191を 切 る。

墓媛

77X68 Nお9° ,W 中世

R D586 欠番 欠番

欠番

欠番

R D587 4B3q 隅丸長方形
127X102 rD8

人為堆積。黒褐色土 と暗褐色土の混 墓壊

105× 82 N‐ 83° ‐W 合土。 中世

R D588 4B8 隅丸長方形
155× 118 人為堆積。暗褐色土 黒褐色土 褐

色土等の混合土。
R D592を 切る。

墓壊

98× 92 N-8‐ ―E 中世

R D589 439o 隅丸方形
112X108 黒褐色土中に褐色土ブロック・焼

土 炭粒を含む人為堆積。
R D591 R C191を
切る。

墓壌

89X72 N66° ―W 中世

R D590 4B2q 不整形
139× 130 人為堆積。黒褐色土に褐色土が不規

則に混じる。

62 墓城

127× 112 N-9‐ ‐E 中世

R D 591 4B9o 隅九長方形 ?

(100)× 54
人為堆積。黒褐色上に黄褐色 褐色
土ブロック混 じる。

R D589に切られ、

R D592 R G191を
切る。

163 墓城

(86)× 26 N‐ 69° ―W 中世

R DFD92 4B9n 隅丸長方形 ?
(124X104) 暗褐色土中に褐色土ブロックが多量

に混じる人為堆積。

R D588 59〕 こ切ら

れる。

163 墓頻

(105X98) N‐ 2° ―W 172 中世

R D593 3B20n 隅丸長方形
122X100 人為堆積。黒褐色土中に褐色土プロ

R D726を切る。
163 墓 城

104× 84 N-8‐ ―W ック 炭粒を含む。 172 中世

R D594 3B19o 楕円形
140X120 人為堆積。地山ブロック・炭粒が混

じる。

163 墓猿

119× 104 N‐ 3マ ーE 172 中世

R D595
3B141～

3B14m
隅丸長方形

145X104 人為堆積。黒褐色土に地山ブロック

炭粒含む。底面付近はグライ化。
R D552に切 られる。

158 墓壌

112X95 N57° ―W 172 中世

R D596 3B211 不明

108X(91) 黒褐色土に褐色土ブロックを不規則

に含む入為堆積。

R D760を切る。調

査区外にのびる。

163 墓壊 Ａ

ｌ
92X(84) N‐65・ ―E 173 中世

R D597 l C25w 楕円形
68× 54 黒褐色上の単層。人為堆積でよいと

思われる。

544・ 545鉄 製品、

587～ 591寛 永通寅

墓壊

58X44 N-8° ―W 近世

R D598 l C24w 長方形
74X62 人為堆積。黒褐色土に黄褐色土が混

じる。

墓 疲

66× 54 N‐ 25° ―W 中世

R D599 3B231 隅丸台形
118× 110

R D650を切る。
墓鍍

96X86 N-3°  W 中世

R D600 3-D20m 隅丸長方形
132× 112

自然堆積。黒褐色土。 奈良の上師器型片 西側調査区。
土坑

96X82 N‐ 62° ‐E 不 明

R D601 3‐D21j 不整形
200X105

自然Jt積。黒褐色土。 R B029よ り新。
土坑

167× 76 N66° ―E 不 明

R D602 3-D6c 楕円形
150× 120

自然堆積。黒褐色土。
西側調査区。

R A308を切る。

土坑

130X80 N望4° ―E 175 不 明

R D 604 3,D15g 円形
150× 150

自然堆積。黒褐色土。 R G259よ り新。
186 土坑

125× 125 不明 175 不 明

R D605 3-D13m 不整形
106× 80 63 黒褐色土を主体 としその中に黄褐色

土をごく微量含。 自然堆積でよいと

思われる。

186

50× Ъ N99° ‐W 176

R D606 不明 不明
不明

黒褐色土、褐色土からなる自然堆積。 平面図は紛失 した。
187

不明 不明

R D608 3-D20y 楕円形
186X137

自然堆積。黒褐色土。

775近世磁器、401土

師器郭、如2須恵器

甕

R A286よ り新。

187 土坑

152 X l10 N78° ―W 176 近世

R D609 1-C20v 隅丸長方形
140× 68

自然堆積。黒褐色土。 奈良の上師器甕片 西側調査区。
土坑

110× 50 N68° ―W 不明

R D614
&D81～

&D8m 楕円形
15Э  X 128

自然jL積。黒褐色 暗褐色土。
403～410・ 416土師

器 須恵器
R D811よ り新。

土坑

120X90 N78° ‐W 平安 ?

R D615 3-D4 不整形
112× 90

自然堆積。黒褐色土。 西側調査区。
土坑

55X60 不明 不明

R D616
&D5s～
伊D5t

楕円形
125× 110

自然堆積。黒褐色土。
522鉄釘の他に鉄釘

2点
西側調査区。

土坑

55X53 N45° ―E 不明

R D617 2_D21x 円形
135X125

黒褐色上の単層。 自然堆積か。
平安の土師器甕片

(砂底 )、 鉄津
R A281よ り新。

188

104X102 不明

R D618 3-D2y 円形
110× 96

自然堆積。黒褐色土。 平安の土師器菱片 R A219よ り新。
188 土坑

75X69 不明 と宥 不明
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遺構名 位 置 平面形
開目部径 (cm) 深 さ (cm)

埋 土 出 土 遺 物 備  考
図 版 種類 分

類底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D619 3-DIw 隅丸長方形

153× 107 黒褐色土を主体とし部分的に地山ブ

ロックを含む。自然堆積でよいと思

われる。

平安の上師器不片
136× 93 N37° ―E 178

R D620 3‐ C19f 楕円形
125X75 14

自然堆積。黒褐色土。 平安の上師器郭 西側調査区。
188 土 坑

65X35 N■ 9° ―W 178 不 明

R D621
3D9u～
3‐D9v

楕円形
122× 招D

自然堆積。黒褐色土。 土師器底部片 西側調査区。
189 土坑

55X35 N89° ‐E 178 不 明

R D622 3-C13c 隅丸長方形
216X190

注記なし。
平安の杯 墾 赤焼

片
R D 624よ り新しい。

土坑

195X170 178 近世

R D623 3-D14t 円形
105X105

自然堆積。黒褐色上。 西側調査区。
土坑

95× 95 不 明 178 不 甥

R D624 3-D15u 楕円形
100× 105

自然堆積。黒褐色土。 平安の上師器箋片 西側調査区。
土坑

70× 50 Nク 7・ ―E 1的 不明

R D625 3-D15v 不整形
105X105

自然堆積。黒褐色 暗褐色上。
平安の上師器 須恵
器甕片

西側調査区。
189 土坑

90X83 不 明 179 不明

R D 626 3-D13w 不整円形
ユ12× 88

黒褐色上を主体とする自然堆積。
平安の須恵器養か壺

片

189 土坑

84X72 N70° ‐W 1的

R D627
3C13a～

3C14a
円形

190X190
自然堆積。黒褐色土。 R D813よ り新。

土坑

176× 176 不明 18C―

R D628 3‐ C12b 楕円形
125× 100

自然堆積。黒褐色土。 R Z019よ り新。
土坑

100X92 Nマ9° ‐E 180 不 明

R D629 3-D12w 隅九長方形
105× 63

自然堆積。黒褐色土。

753・ 755陶器片 (19

Cか )、 平安の上師
器杯・甕・赤焼片

R A291よ り新。
土坑

83X48 N‐ 9° ―E 180 19C以 降

R D630 3-D18v 不整形
170× 107 30

自然堆積。黒褐色土。

411 412土 師器不

発、他に赤焼、須恵

器T4N片

西側調査区。

土坑

135× 70 不明 180 平安 ?

R D631 3-D16v 円形
89X86

自然堆積。黒褐色上、Tca含 む。
413土師器箋、他に

須恵器箋片
西側調査区。

土抗

52× 50 不 明 平安

R D6鬱 3‐D17v 円形
80× 80

黒褐色土に焼土 ,炭粒混じる。人為

堆積か。

414須恵器堺、平安

の上師器甕、須恵器

菱

西側調査区。

土坑

54× 54 不 明 ユ80 平安

R D633 3‐ D20w 円形
95× (78) 明黄褐色土を含む黒褐色土。自然雄

R G254よ り古。
土坑

88× (74) 不 明 積か。

R D634 3‐ 13b 隅丸方形
309X247

注記なし。
R D379よ り新、R
D622 641よ り古。

土坑

273X190 近世

R D635 3-C15d 円形

117 44 暗褐色土の中に明黄褐色上を含む。

底面などに礫多量みられる。

550煙管 ?、 平安の上

師器襲、須恵器郭片

土坑

81× 74 不 明 近 世

R D636 3-D22y 円形
93× 92 断面図なし

注記なし。
平安の土師器不、須

恵器 lTN片

土坑

80X80 不 明

R D637 不明 不明

不明 17 黒褐色上を主体とし、底から壁際に

は黄褐色ブロックを少量含む。自然

堆積。

奈良の上師器杯 発
片

平面図紛失。

192 土坑

不明 不明 不明

R D 638 3-D21t 隅丸方形
125 X l12

自然堆積。黒褐色土、Toa含 む。 西側調査区。
192 土 坑

105 X l10 N61° ―W 古代 ?

R D639 3-D14r 円形
115X94 7

黒褐色上の単層。自然堆積か。
192 土 坑

87× 76 不明 182

R D641 3-C12c 楕円形
160X75 28

自然堆積。黒褐色土。
415須恵器杯、平安

の上師器郭
R D624よ り新しい。

土坑

150X35 Nお 9。 ―W

R D642 3‐D91 楕円形

147× 75 14

自然堆積。黒褐色土。

417土師器高台郭、

平安の上師器舞、須

恵器褻片

西側調査区。

192 土坑

115× 60 N―約
°‐W 182 平安 ?

R D646 3-C10b 隅丸方形
240× 220

黒褐色土に褐色砂質土と小礫含む。

自然堆積か。

大堀相馬産陶静碗、

陶器菱 ?、 418須恵

器甕片、土師器片

R A292よ り新。
192 土坑

204X180 Nお 6° ―E 182 近世

R D647 3-D20p 楕円形
215X160 自然堆積。黒褐色土を主にし、埋土

下層には明黄褐色上がごく微量混じ

る。

419須 恵器杯片、土

師器不 養 西側調査区。

土坑

185X130 N-0 平安

R D648 3-C16c 隅丸長方形
275× 216

自然堆積。黒掲色土。 R Z 019よ り新。
土坑

215X170 N-4‐ ‐W 不 明

-239-



遺構名 位 置 平面形
開日部径 (em) 深 さ (cm)

埋 土 出土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時 期

R D649
3‐C16a～

3C17a
不整形

400X310

自然雄積。埋土上位に黒褐色土、下

近世 近代の陶磁器

(709'714 735・
736 743'780・ 782・

800'820)、 平安の

土師器郭 発 赤
焼、須恵器斐片

西側調査区。

193 土 坑

360X250 不 明

位には黄褐色砂質上が堆積。

183 近代

R D650
3B241～

3B24m
隅丸長方形

137× 115 人為堆積。埋土上位には褐色土 ,炭

粒が混 じる。下位には暗褐色砂質土

に黒褐色土ブロックが混 じる。

R D599に 切 られ、

R D651を 切る。

164 墓 壊

137X109 N―Й
°‐W 183 中世

R D 651 3B241 隅丸長方形 P
138X(105) 人為堆積。黒褐色土 褐色土 暗褐

R D6501こ 切られる。
164 墓 頻

97× (81) N‐ 75° ―W 色土からなる。 中世

R D652 33171 隅丸長方形
86× 74 人為堆積。黒色土に灰黄褐色土が混

R D653を 切る。
墓 壊

72X62 N73° ―W じる。 中 世

R D653 3B171 隅丸長方形
82× 65 人為堆積。黒色上に灰黄褐色土 炭

粒が混 じる。理上下層は黒褐色土。
R D652に 切 られる。

墓 壊

67X54 Nお8° ‐W 184 中世

R D654 3B17m 隅丸長方形 ?
(57)X49 rD2

人為堆積。黒色上に灰黄褐色土 炭
粒が混じる。

745胸 器 R D655に 切 られる。
不 明

(49)X24 Nお3° ―W 184 近世

R D655 3B17m 不整形
255X129 24 黒色上ににぶい黄褐色土を含む人為 R D654 656・ 723

を切る。

墓 壌

232X105 N-7° ―E 堆積。 184 中世

R D656
3B17m～

3B17n
楕円形 P

(82)× 90 黒褐色土に灰黄褐色土ブロックを含
R D 655に 切 られる。

墓 壊

(80)X75 N68° ―W む人為堆積。 中世

R D 657
3B22mヽ

3B23m
隅丸長方形

220× 101 黒褐色上に褐色土が不規則に混 じる
R G 191を 切る。

164 墓 壌

198× 79 N-0・ 人為堆積。 中世

R D658
3B20k～

3B201
長方形

178X104 42 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク 炭粒を含む。
R D659に 切 られる。

墓 媛

144X78 N■ 0▽ ‐E 中世

R D659 3B20k 隅丸長方形
238X94 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロ R D658 660を 切

る。

墓 竣

230× 78 Nお 1° ‐W ク・炭粒を含む。 中世

R D 660
3B20J～

3B20k
長方形 ?

(塑2)X107 32 黒褐色土中に褐色土・炭粒含む人為 R A232 R D659に 墓 壌

(207)× 91 N79° ―W 堆積。 切 られる。 中世

R D66] 3B20q 精円形
99× 81 黒褐色土に褐色上が不規則に混 じる 墓 壊

83× 65 N72° ―E 入為堆積。 中世

R D662 3B23q 隅丸長方形
H5× 82 入為堆積。黒褐色土に褐色土プロッ

R D424に切 られる。
墓 壌

95× 81 N-4° ―W ク少量含む。 中 世

R D663 3B19r 隅丸長方形
104X(68) 地山ブロックを含む黒褐色土。人為

R D561に切 られる。
墓媛

(90)× () Nお 0° ‐W 堆積。 中世

R D 664 3B23r 隅九長方形
154× 97 入為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

R D4251こ 切 られる。
墓竣 B

2
135X87 N■ 0° ‐W ク 炭粒含む。 中世

R D665 3B25p 楕円形
162 X l16 黒褐色土に掲色土が不規則に混 じる 墓壌

126× 86 Nお6° ―W 入為堆積。 中世

R D666 3325q 隅九長方形
152× 108 黒褐色上に褐色土ブロックが不規則

に混 じる人為堆積。

墓 壊

121× 68 N-3・  ⅢV 中 世

R D667 3B16p 隅丸方形
111× 99 地山ブロックを含む黒褐色土。人為

堆積。

墓 壊

100× 94 N■ 8° ―E 中世

R D668 3B24q 隅丸方形
88× 75 人為堆積。黒褐色上に褐色土ブロッ

R D669に切 られる。
墓較

68× 59 N30°  W ク え粒を含む。 中世

R D669 8B24r 長方形
126X85 人為堆積。黒褐色土と褐色上の混合

R D668を 切る。
墓羨

95X77 N-1‐ ―W 土。 中世

R D670
3316k～

3B161
隅丸長方形

230X103 人為堆積。黒褐色上に灰黄褐色土ブ

ロックを不規則に含む。底面付近は

グライ化。

R D4∝を切 り、

R D405に 切 られる。

144 墓羨

201× 97 N-6° ‐E 中世

R D671 3B21s 隅丸長方形
162X90 黒褐色土に褐色土ブロック 炭粒を

含む人為堆積。

R D672に 切 られ、

R D6i3を 切る。

墓壊

132× 67 N-4・ ‐E 中世

R D672 3B22s 長方形
222X95 人為堆積。黒褐色土中に焼土・炭粒 R D671 伊2を切

る。

基壊

200× 76 N55° ―E 混入。 中世

R D673 3B21s 隅丸長方形
(92)× 110 黒掲色土に褐色土ブロック・炭粒を

含む人為堆積。

R D671 6721こ 切ら

れる。

墓坂

(86)X92 Nお7・ ―W 188  189 中世

R D674 3B23s 不整形
126X83 8 黒褐色上に褐色土プロック・炭粒を

含む人為堆積。

墓 残

118× 73 N‐ 5‐ ‐E 中世

R D675 3 Bllk 不明

183X(93)
人為堆積。黒褐色上に灰黄褐色土ブ

R D6的 716を切

り、R D715に 切ら
れる。

墓残

152X(76) N64° ‐W ロック含む。埋上下層はグライ化。 中世
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遺構名 位 置 平面形
FTl日部径 (cm) 深 さ (cl l)

坦 土 出土 遺 物 備  考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D676
4Blq^―

4Blr
隅九長方形

122X96 暗褐色上に褐色土ブロックを多量に

含む人為堆積。
R D456を 切る。

149 墓槻 B
2104X84 Nお8° ―W 190 中世

R D677 3324q 路九長方形 P
110× (88) 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク 炭粒が混じる。
R D678に切 られる。

167 墓壌 A
287X(68) N‐ 1° ‐W 190 中世

R D678
3B23q^―

3B24q
鵬丸長方形 ?

黒褐色土に褐色土ブロックを含む人

為堆積。
R D677を 切る。

167 墓鍍 B
2を23X94 N■ 0° ‐W 中世

R D679 3Bユ ユk 不整形
(95)× 63 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

ク 炭粒を含む。
R D675 715に 切ら

れる。

167 土坑

(80)× 42 N51° ‐E 中世

R D 680
3B24r^ヤ

3Btts
隅丸長方形

250X198 人為堆積。黒褐色土 褐色土 ,炭粒
などからなる。

墓壊 C
2228X175 不明

Rつ 681 3319k 隅丸長方形

250X198 人為堆積。黒褐色土と褐色上の混合

土。埋土下層には褐灰色プロックを

含む。

R D682 683 685

686687を切る。

墓壊
B
2

197X96 N■ 6° ―E 中世

R D 682 3B19k 隔九長方形
(■ 0)× 96 7 黒褐色土に褐色土ブロック 炭粒を

含む入為堆積。

R D681 684に 切 ら

れ、 R D 683を 切る。

168 墓壊

(105)X86 N76° ―W 1 中世

R D 683 3B19監 不 明
測定不能

人為堆積でよいと思われる。
R D681・ 682に 切ら 68 墓羨

不明 れる。 中世

R D684 3318k 隅丸長方形

154× 101
黒褐色土に褐色 褐灰色土ブロック
を含む人為堆積。

R D682・ ∝7を切

る。 R D688に切 ら

れる。

168 墓妓

143× 90 N■ 3° ‐E 191  192 中世

R D685 3B18k 不 明
(48)× 68 征

【 黒褐色土に褐色 褐灰色土ブロック
を合む人為堆積。

R D681に 切られ、

R D686 6Vに切る。

168 墓猿

(42)× 58 N‐ 9° ‐W 191  192 中世

R D686
3B18k～

3B181
不 明

(48× 25) 艇
ト 黒褐色上に褐色土ブロック 炭粒を

含む人為堆積。

R D681 685に 切ら
れる。

168 墓壌

(39× 17) N■ 6° ‐E 中世

R D687 3B18k 不 明

114× (55) 征
ト 人為堆積。黒掲色土に褐色土プロッ

ク 炭粒を含む。
R D684 685に 切ら 墓療

92X(38) N■ 5° ‐E れる。 中世

R D688 3B18, 不 明
(80)X100 黒褐色土、褐灰色土、炭粒等からな

る人為堆積。

R A232に切 られ、

R D684を切る。

墓鍍

(rO)× 85 N79° ―W 中世

R D689
3B12o～

3B13o
隅丸長方形

99× 84 人為堆積。黒褐色上ににぶい責褐色

土ブロックと炭粒を含む。
RD乾 2を切 る。

140 墓壊

188× 67 N64° ―W 193 中世

R D690 3B10o 不 明
104× (71)

R D5491こ 切 られる。
158 墓壌

94X(62) N■ 5° ‐E 183 中世

R D691
3B201～

3B2■
隅丸長方形

154 X l10 44 黒褐色土中に掲色土 炭粒を不規則 168 墓鍍

126X86 Nおr ―W こ含む人為堆積。 193 中世

R D692 欠番
欠番

193 欠香

R D693 3B251 隅丸長方形
ユ19X83 49 黒褐色土中に褐色土 炭粒を不規則

に含む人為堆積。
R D6盟 を切る。

168 墓壊 A
2

102× 79 N▼ 6° ―W 中世

R D694 4 BII 隅丸長方形
(92)X102 人為堆積。黒褐色砂質土に褐色土が

混じる。
R D 693に 切られる。

墓壊

(88)X83 N■ 1° ‐E 中世

R D695 4 Blm 隅九長方形
84× 69 黒褐色土中に褐色土を不規則に含む 墓壌 A

2
64× 51 N88° ―E 人為堆積。 中世

R D696 隅丸長方形
lllll× 74 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

クを含む。

墓壊 A
283X62 N‐7r―W 194 中世

R D697 4B2n 隅丸長方形

100× 74 46 人為堆積。黒褐色土 (粘土質上のと

ころもある)と 褐色土が不規則に混
じる。

鉄 津

169 墓猿
B
2

151X79 N75° ―W 194 中世

R D 698
一ｍ
　
ｎ

隅丸長方形
115× 92 黒褐色土中に褐色土ブロックを含む

人為JL積。

169 墓城 B
2105X80 N■ 1° ‐E 194 中世

R D699 4 Blp 不 明
134X106 黒褐色土中に褐色土ブロックを含む R C 191を 切 り、

R G193に切 られる。

169 墓竣 B
2

100X8FD N81° ―W 人為堆積。 195 中世

R D700 l B22j 隅九長方形
170X84 20

人為堆積。地山ブロックを多量に含。 RA跡 6よ り新。
169 墓壊 B

2140X50 N-9° ―W 中世

R D701 l C22w 円形
82× 約

人為堆積。地山プロックを多量に含。
R C04と の新旧関
係不明。

墓墳

72×「D3 N77° ―W 中近世

RD紹 92 2D8a 隅丸長方形か
98X(64) 46 人為堆積。地山ブロックや小礫が多

量に混。

R G045よ り新。

調査区外にのびる。

墓壊

75× (58) N74° ‐E 中世

R DttD3 3C24s 円形
138X137

自然 人為堆積の区別不明。 R A247よ り新。
173 土坑

126X123 不明 196 不 明

R D 704 1322x 隅丸長方形か
(82)X74

空断面。 調査区外にのびる。
170 土坑

(70)× 70 N‐ 80° ―E 196 不 明
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遺権名 位 置 平面形
開日部径 (卿 ) 深 さ (cm)

坦 土 出 土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D705 l C20h 不整形
(C8)× 43

人為堆積。地山ブロックが多量に混 (
R G043と の新旧関 170 墓鍍

(48)X38 N75° ‐W 係不明。 196 中世

R DηЭ6 4B12g 楕円形
(80)× 50 黒褐色上に灰黄褐色土が混 じる人為

R Z 018に 切 られる。
170 土坑

41× 16 N46° ‐W 堆積。 196 中世

R D707 2D9k 隅丸方形
99× 88

人為堆積。地山ブロックを多量に含
170 墓媛 A

185X69 不 明 197 中世

R D708 2D14m 隅丸長方形
88X64 人為堆積か。黒褐色土の中に地山ブ

ロックごく微量含。
R D709よ り新。

170 墓竣

74X50 N23° ―W 197 中世

R D409 2D14m 隅九長方形
91× 80 人為堆積か。黒褐色土の中に地山ブ

ロック微量含。
R D708よ り古。

170 墓壌

77× 66 N■ 7° ―W 197 中世

R D710 4B2 楕円形
86× 53 黒褐色土中に炭粒が入る。人為堆積

でよいと思われる。

170 墓境

80× 45 N‐ 9° ―E 197 中世

R D711
4BIn―

4BI 楕円形
91× 73 7 暗褐色土と褐色土の混合土。人為雑

積。
R A223を 切る。

170 墓壌

84× 65 N■ 1 197 中世

R D712 3B25s 楕円形
98× 49 58 人為堆積。黒褐色土に焼土・炭粒

褐色土ブロックが混 じる。
564元豊通費、焼骨 R G 198を 切る。

170 火葬墓

92× 31 N■ 0° ―E 198 中世 ?

R D713 3B21t 円形
55× 53

人為堆積。黒褐色土中に多量の炭粒。 焼骨 R G198を 切る。
火葬墓

35X25 不 明 中世 P

R D714 3 Bllk 不整形

(90)X80
黒色土に褐色土ブロックを含む人為

Jt積。

R D715に切 られる。

R D716と 重複、新

1日不明。

167 墓壌

84X60 N■ 0° ―W 中世

R D715 3Bユユk 隅丸長方形
156× 93 人為堆積。黒褐色土に褐色土プロッ R D675・ 679 714

716を切る。

墓城

130× 74 N‐ 75° ‐W クを含む。 中世

R D716 3 Bllk 隅九長方形

(101)× 98
黒色上に褐色土プロックを含む人為

R D675'715に 切 ら

れる。 R D714と 重

複、新旧不明。

墓鍍

(94)× 詢 N‐約
°―W 堆積。 中世

R D717 3B19m 隅九方形
104× 95 人為堆積。黒褐色土主体に褐色土ブ

ロックや灰黄褐色土等がみられる。

墓羨

86× 84 N■ 7° ―E 中世

R D718
3B14p～

3B14q
隅九長方形

98× 74 黒掲色土に灰黄褐色上が不規則に混

じる人為堆積。

墓嫉

91X58 N76° ―W 中世

R D719 3B13っ 隅九長方形

(170)X100
人為堆積。黒褐色土と灰黄褐色土と

の混合土。

R D 359に 切 られる。

R D i20と 重複、新

旧不明。

137 墓城

(143)X72 N‐ 88° ‐W 199 中世

R D720 3B130 不明

(約)X96
人為堆積。黒褐色土 と灰黄褐色土 と

の混合土。

R D447に切 られる。

R D719と 重複、新

旧不明。

137 墓壌

(約 )× 79 N‐″
°‐W 199 中世

R D721 3B23j 楕円形
107X82 8

空断面。
R D460に切られ、

R D735を 切る。

150 墓頻

89X76 N‐偽
°‐W 200 中世

RD22 3B12o 不明 "X(36) 空断面。
R D384 689に 切ら 140 墓壊

90X(36) N‐ 68° ―W れる。 200 中世

R D723 3B18m 隅丸長方形
110× 96 黒褐色上に灰黄褐色上が不規則に混

じる人為堆積。
R D655に切 られる。

墓猿

98× 83 N‐ 8‐ ―E 200 中世

R D7跡 3B22k 不整形
220X130 46 人為堆積。褐色土プロック 炭粒を

含む人為堆積。

R D761 R G191を

切る。

172 墓嫉

192X102 N84° ‐W 中世

R D 725
3B18n～

3B19n
隅丸長方形

82X75 人為堆積。灰黄褐色土プロック 炭
粒を含む黒褐色上。

R D726を 切る。
墓鍍

67× 60 N22° ―W 200 中世

R D726 3B19n 長方形

189X105 43 人為堆積。埋土上位は黒色土に灰黄

褐色土粘土ブロックを含み、埋上下

位は灰色粘土質土が主体。

R D593 725に 切ら
れる。

墓壌

1約 ×98 N■ 1▽ W 中世

R D727 3B191 隅丸長方形
204 X lll 黒褐色上に灰黄褐色 褐色土ブロッ

クと火粒を含む人為堆積。

171 墓壌

173× 86 N-7‐ ―E 中世

R D728 3B25n 隅丸長方形
127X(90) 42 掲色土ブロックを不規則に含む黒褐

色土。人為堆積。
R G 193に 切 られる。

墓媛

104× 85 N‐ 60° ‐W 中世

R D729
3B17r～

3B18r
隅丸長方形

175 X l18 入為堆積。黒褐色土に地山プロック

を多量に含む。

R D398に切られ、

R D730を 切る。

142 墓躾 B
2164X106 N-75° ―E 中世

R D730
3B17g～

3B18g
隅丸長方形

(206)X124 人為堆積。黒褐色土に黒色土・にぶ

い黄褐色土ブロック含む。

R D397 729に 切
られる。

142 墓媛

(196)X98 N75° ―W 202 中世

R D731 3B231 隅丸長方形
99× 83 黒褐色土、褐色土、暗褐色上に焼

土・炭粒が混じる人為堆積。
R D460に 切 られる。

150 墓壊

85× 63 N78° ‐W 202 中世

R D732 3B25h 隅九長方形
158× 100 人為堆積。黒褐色土 褐色土 灰黄

褐色土等で構成される。
R D733に 切 られる。

172 墓猿

137× 77 N80° ―ヽT 202 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深さ (cm)

埋 土 出土 遺物 備  考
図版 種類 分

類
底部径 (cll) 長軸方向 写真 時期

R D 733 3B25i 隅丸長方形
79× 611 掲色土プロックを不規則に含む黒褐

色土。人為堆積。

R D 732・ 753を 切

る。

172 墓壊

77× 3Э N88° ‐E 202 中世

R D 734 3B25i 隅丸長方形
94× 55 黒褐色上に地山ブロックを不規則に

含む人為堆積。
R D753を 切る。

172 墓壊 A
283X37 N80° ―W 203 中世

R D735
3B23k～

3B24k
隅丸長方形

110× 214 42 人為堆積。黒褐色土と暗褐色上の混

合土。

R D458 721に 切ら

れる。

150 墓崚 B
2205X93 N73° ―W 203 中世

R D 736
3B231～

3B23j
隅丸長方形

240X98
人為堆積。黒褐色土と灰黄褐色土 と

R D4FD9.460に 切 ら

れる。調査区外にの

びる。

13Э 墓壌

223X80 N82° ‐W の混合土。焼土 炭粒含む。 203 中世

R D 737 433r 不整形
298X214 48 自然堆積か。黒褐色土主体に褐色土

や炭粒 礫などが見られる。
土坑

143× 90 N88° ‐E 不明

R D 738
4B4s^ヤ

4B4t
長楕円形

95X62 14 人為堆積。黒掲色土中に骨片や焼土

含む。

565 566元 豊通費

他、焼骨

火葬墓

284X53 N89° ―E 中世

R D739 3B17u 長方形 ?
(110× 42)

空断面。 R G 198と 重複。
173 墓躾

(鋸 X37) N珍 5° ―E 中世

R D740 4D5g 隅丸長方形
112X71

自然 ,人為の区別不明。
173 土坑

lC ll× 53 N-0( 204 不 明

R D741 4C9 隅丸長方形
564× 214

黒褐色土の単層。
遺構ではないかもし
れない。

174 不 明

555× 204 ―
ヽ V 204 不 明

R D7鬱 4C9 隅丸方形
勿Э2X192 自然堆積。黒褐色土 暗褐色土等の

420土 師器か
173 土坑

107× 97 N52・  Vヽ 流れ込み。 205 不 明

R D743 4D2b 不整形
125X100 人為堆積と思われる。地山ブロック

を含む黒褐色土

174 土坑

99X72 N‐ 76° ‐E 不 明

R D744 4C9x 不整長方形
133× 95 人為堆積か。地山プロック・焼土 Fa■

含。

7寝近世磁器碗、421

土師器高不

土坑

125× 83 N45° ―E 近世

R D745 4C3y 不整楕円形
190 X l10 17 自然堆積か。黒褐色土 掲色土等で

構成。

174 土坑

173X91 N70° ‐E 205 不明

R D746 4C7u 隅丸菱形
93X78

不明。
174 土坑

74× 65 N-5° ―E 206 不明

R D747 4C4q 隅丸長方形
(1留)X l17

不明。
土坑

(168)× 110 E‐ 1マ ーS 206 不明

R D748 4C8t 隅丸菱形
89× 70 9

不明。
175 土坑

79× 60 N-2・ ―E 206 不明

R D749 4C8t 隅丸台形
83× 68

不明。
土坑

67X59 N望6° ‐W 206 不明

R D759 4B21q 不整形
106X94 人為堆積。オリープ灰色粘土質土ブ

ロックを含む。

175 墓城

82× 66 N-2° ―W 中世

R D751 3B15j 長方形 ?
236X106 人為堆積。黒色上ににぶい黄褐色土

ブロック多量含む。

R E036を 切る。調

査区外にのびる。

墓妖

220X98 N,7° ‐E 中世

R D7諺 3B20u 不 明
(87X36)

空断面。 R G 198と 重複。
土坑

(70X23) 不明 204 中世

R D753 3B25i 隅丸方形
90× 87 人為堆積。褐色土ブロックを少量含

む黒褐色上。

R D733・ 734に 切ら

れる。

172 墓城

80X72 N-51‐  W 必Э7 中世

R D754 2-C21q 楕円形
11l X 102 38

自然堆積。黒褐色土。 西側調査区。
土坑

88× 80 不明 207 不 明

R D 759 3B24k 隅丸方形

90× 79 53 埋土上位は黒褐色土に褐色土ブロッ

クが混 じる。埋上下層は暗褐色土。

人為堆積。

175 墓壊
Ａ

ｌ

的 X65 N-9° ―B 208 中世

R D760
3B2■～

3B221
不 明

(290X婚 ) 48
人為堆積。黒褐色土 黒色上に暗褐
色～褐色土プロックや炭絃を含む。

R D596 736に 切 ら

れ、 R G 191を 切る。

調査区外にのびる。

175 墓媛

(286X40) N‐ 9° ‐E 208 中世

R D761
3B23J～

3B23k
不整形

(96)× 84 入為堆積。黒褐色上に褐色土ブロッ

ク含む。
RD24に 切 られる。

墓境

(80)X68 N‐ 19° ―E 中世

R D762 4B7s 不整形
50X50 12 人為堆積でよいと思われる。黒褐色

土に褐色土ブロック含む。

土抗

44× 42 N‐40° ‐W 中世

R D763 4Bユ Iq 円形
74X68 10 人為堆積でよいと思われる。黒褐色

土に褐色土・焼土 炭粒を含む。
土坑

63X52 N37°  Vヽ 209 中世

R D7儀 4B6g 隅丸長方形
168X150 6

不明。
176 土坑

149X134 N-1マ _E 209 中世

R D765 4B71 不整形
107X82 11 人為堆積でよいと思われる。黒褐色

土に褐色土 焼土・災粒を含む。
176 土坑

92X″ N‐ 72° マW 209 中世
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深 さ (clll)

埋 土 出 土 遺 物 備   考
図版 種類 分

類
底部径 (cm) 長軸方向 写真 時期

R D766 4B9k 円形

146× 140 人為堆積か。黒褐色土中に褐色土ブ
R G225を切る。

土坑

92× ИЭ N82・ ―W ロック 焼土 庚粒を含む。 中世

R D 767 4B101 不整形

180X167 自然堆積か。黒褐色上を主体 とし、

これに褐色土 焼土 炭粒 礫など
が入る。

RG"5を 切る。
土坑

94X90 N■ 3° ―E 中世

R D768
4B13i～

4B13j
楕円形

78X66 黒褐色土に灰黄褐色土を含む人為堆

積。

土坑

40X30 Nワ7° ―E 中世

R D769 4B91 隅丸長方形
140X81 黒褐色土中に褐色土・焼土・炭泣含

む。人為堆積。
R G226を切る。

墓叛

120X67 N92° ―E 中世

R D776 l E24m 隅丸方形
89× 76

自然堆積か。
1″ 土坑

75× 65 Nも5V― E 不明

R D 771 l E22m 隅丸方形
91× 76 17

自然堆積と思われる。
Iη 土坑

81X63 Nも 5。 ―E 不 明

R D772 4E3c 隅丸長方形
151× 91 4FD

入為堆積でよいと思われる。
177 墓 墳

117X53 N-6°  W 中世

R D773 2F4b 不整楕円形
214X76

黒褐色土、暗褐色土に焼土粒混 じる。 422土師器菱 カマ ドの煙道部か。
177 煙出 ?

170× 54 N■ 0° ―翻 古代

R D774 2D15c 長方形
144× 94 入為堆積か。黒褐色上に焼土 炭

粒・地山ブロックが混 じる。

ユ78 土坑

127× 74 N毛6° ―W 不 明

RDη5 3D25, 不整な円形
132X101 11

自然 人為の区別は不明。 R E040よ り古。
178 土坑

96× 63 Nワ 6° ‐E 207 不 明

R D776 3D22i 不整な方形
104× 94 6 然

む

自

含

人為の区別は不明。自然礫 を
R C 229よ り古。

178 土坑

80× 59 N83° ―E 不明

R D777 3D23j 隅丸方形
163X(134)

自然堆積 と思われる。自然礫を含む。 R C229よ り古。
178 土坑

N‐ 1‐ ‐ヽV 不 明

R D778 4E4d 不整円形
99× 88 人為堆積か。黒褐色上に焼土・地山

R D790よ り新。
lЮ 土坑

58× 49 N-7マ  ーWV プロックが混 じる。 212 216 中世

R D779 4E3d 隅丸方形
65× 55

自然堆積か人為堆積か不明。 R D790よ り新。
1約 土坑

48× 46 N97° ―W 212 216 中世

R D780
4B4o～

4B4p
隅丸方形

86× 86 黒褐色土に褐色土が混 じる人為堆

積。

RA%11こ 切 られ、
R G 191を 切 る。

1終 墓壊 Ａ

ｌ
54X50 N毬 1° ‐W 中世

R D781
431li～

4Bl参
長楕円形

140× 59 人為堆積か。地山プロックを不規員1

に含む。

土坑

126× 35 N90° ―E 中世

R D7琥 4B81 隅丸長方形
83X68 入為堆積。地山ブロックを含む黒褐

色土、礫、褐色土等からなる。

墓壊 Ａ

２
74× 58 N75° ‐W 中世

R D7路 4B16m 円形

77X76 12 にぶい黄掲色土を含む黒褐色土。人

為堆積。

墓壌 Ａ

ｌ
68× 58 N31° ―E 中世

R D784
4B15h～

4B16h
不整形

220X133 自然 。人為堆積の区別は不明。黒褐

色土に焼土・炭粒・中小礫を含む。

1的 土坑

208 X l12 N66▽ ―E 213 中世

R D785 4B231 円形
74× 74 自然・人為堆積の区別は不明。黒褐

色土に炭粒や褐色上含む。

1約 土抗

59X56 Nも5。 ‐W 中世

Rつ 786 4B211 楕円形
62× 4rJ 7 人為堆積でよいと思われる。グライ

イとしている。

180 土坑

47× 32 N■ 6° ―W 中世

R D787 4B12s 円形
82X82 自然堆積か。黒褐色土に炭粒や礫を

含む。壁際に褐色土プロック。

180 土坑

58× 58 N‐ 7° ―W 中世

Rつ 788
4B7k～

4B8k
不整形

134X80 人為堆積。黒褐色土に褐色土ブロッ

クを含む。

180 土坑

128× 70 N‐ 67・ ‐W 中世

R D 789
4B17d
4B18e

不整形

497X(420) 自然堆積。黒褐色上を主体 とし、そ

の中に炭粒・中小礫を含む。黒色

土 灰色砂質土他の流れ込み。

4FD7青磁碗、487下 駄

486漆 器、488～ 492

木製品、5伊  568祥

符通費他

181'182 土坑 (大 )

369X354 不 明 215 216 中世

R D 790 4E3d 長方形
243X151 人為堆積。黒褐色土中に焼土 炭

地山プロック混 じる。

R D778・ 狗 より古 179 墓壊

224× 130 N77° ―E 212  216 中世

R D 791 4E5e 隅丸長方形
105× 92 人為堆積か。黒褐色土・褐色土 焼

土・地山プロックからなる。

180 土坑

81× 61 N76・ ‐W

R D 792 4E6f 不整円形
105× 103 人為堆積でよいと思われる。焼土

炭粒が混じる。

土坑

86× 76 N29・ ‐W 中世

R D 793 439m 不明
62× (36) 人為堆積。黒褐色土中に焼土・炭 ,

地山プロック混じる。
R Z018に切 られる。

土坑

53X(33) N■ 5° ―W 中世

RD狗 4 4D14u 隅丸長方形
161X121 自然堆積でよいと思われる。焼土

炭粒 も流れ込んでいる。
沢跡より新。

土坑

139× 100 Nも5° ―E 不明
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遺構名 位 置 平面形
開日部径 (cm) 深さ (clll)

埋 土 出 上 遺 物 備  考
図 版 種 類 分

類
底部径 (卿 ) 長軸方向 写真 時期

R D795 4E16c 隅丸長方形
109 人為堆積。黒褐色土中に焼土 炭

地山ブロック混 じる。

182 土坑

190X86 N89° ―W 不明

RD約 6 欠番
欠番

欠番

RD約 7
4B12J～

4B13」
隅丸長方形

171× 55 人為堆積か。黒褐色土中に地山プロ

ック 炭粒を含む。
182 土坑

164X48 N‐ 2° ―E 中世

R D798
4B21o～

4B21p
不整形

299X207 人為堆積。灰色粘土質土プロック

炭粒を含む黒色粘土質土。

183 土坑

254X165 N71° ―WV 218 中世

R D799 4D15s 不整形
96X78

自然堆積か人為堆積か不明。
183 土抗

55X49 N‐ 9°  WV 不明

R D800 4D18p 不整形
255× 144 人為堆積と思われる。焼土 炭粒も

捨てられている。

2基の上坑からなる

のか。

183 土坑

220X103 N-5°  W 不明

R D801 3D25q 隅丸長方形
148 X l15 人為堆積と思われる。焼土 炭粒も

捨てられている。

沢跡より新しいと思

われる。

183 土坑

N‐ 64° ―E 不明

R D808 3-D24x 不整円形
157× 149

黒褐色土に地山ブロックがごく微量

混 じる。自然 。人為の区別不明。

423赤焼不・424須恵

器lTN、 他に土師器

不・箋

183 土坑

124X100 N■ 0° ―E

R D809 3‐ C10c 楕円形
180× 85

自然堆積。黒褐色土。 425赤焼郭 R A293よ り新。
184 土坑

164× 70 N-8° ―W 平安 ?

R D810 欠番

R D811 3‐ D81 円形
約 X65

自然堆積。黒褐色土。 R D614よ り新。
土坑

60X50 N-3° ‐W 不明

R D812 3-D14w 楕円形
110X80 26

自然堆積。黒褐色土 西側調査区。
184 土坑

75× 56 N86° ‐ヽT 220 不 明

R D813
}C13a～

3C14a
隅丸長方形

265X193
自然堆積。黒褐色土。

RD627よ り古くRD
814よ り新。

190 廃葉坑

220× 163 N70° ―E 220 18C～

R D814 3-D14y 隅丸長方形
240× 160

黒褐色土に地山プロックが混 じる
76 779近 世磁器碗、

釘、鉄片、平安の上

師器杯・羹片

R D814よ り古。
190 廃棄坑

220X134 N90° ―W「
人為堆橋。 18C頃

R D815
1お16w～

1も17w
楕円形

225X152
自然堆積。黒褐色上に炭粒 を含む。 西側調査区。

184 土坑

177X87 N■ 9° ―E 220 不 甥

R D816
歩C21o～

2C22o
隅丸長方形

258X185
自然堆積。埋土上層の黒褐色土中に

To― a含む。

平安の上師器郭

発 赤焼片、須恵器
杯・壷類片

R D817よ り新。
184 土坑

240X1611 N■ 2° ‐W 220 不 明

R D817 2-C21p 不整形
272× 235 40 自然堆積。黒褐色土主体で大小の礫

R D816よ り古。
184 土坑

95× 70 不 明 が入る。 不 明

R D818 2-C17p 楕円形
105× 80

自然堆積。黒褐色土。 R C 317よ りせすい。
185 土坑

80× 63 N‐ 0 222 不 明

R D821 2-B10f 不整円形
322X316 自然雄積か。暗褐色土・黒褐色土

灰黄褐色土等の流れ込み。焼土・炭

粒もごくTJt量含む。

R A211よ り新。
1あ 土坑

225X220 不 明 不 明

R D824 1‐ C18w 隅九長方形
125X55 自然堆積。埋土上位に黒褐色上、下

位に暗褐色土。
西狽1調査区。

土坑

90X43 Nも 7°  WV 不 明
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6 焼土・炉跡
今回の23次調査では27基の焼土及び炉跡が確認されている。これらの大半は遺跡の南端部にあたる4Bグ

リッド及びその周辺に集中している。この中で中世に属すると思われる屋外のカマド状施設の下部と見られ

る遺構が17基検出されている他、現地性焼土が 2基、現地性か否か判然としない焼土の広がりを8基確認し

た。各遺構の諸特徴は一覧表を作成しそれにまとめた。

焼土・炉跡観察表

遺構名 位置、検出面
焼上の規模
と厚さ(側 )

埋  土
土

物

出

遺
備考 (現地性か、重複、時期) 図版 写真

R F 023 4B6e区Ⅳ層 70× 50

10
暗赤褐色焼上の広がり。 な し 現地性焼土。 223

R F 025 4B31区Ⅳ層 190× 68

13

北東壁面が焼けておりその中には焼土
と炭粒が混在する。反対に商西部には

え粒が多く混じる
な し
北東狽Iが燃焼部で南西側が焚き口とな

るカマ ド状の施設と思われる。中世。

R F 026 4B5e区 Ⅳ層
53× 39

4
黒褐色上に焼土ブロックを少量含む。 な し 現地性か否か判然としない

R F 027 4B4e区 Ⅳ層
41× 27

12
黒褐色土に焼土ブロックを微量含む。 な し 現地性か否か判然としない。

R F 028 4C2h区Ⅳ層 130× 78

14

南半壁際に焼上が見られ、掘り込みの

中には上部構造の崩落土及び焼土ブロ

ックが堆積。

な し
南側が燃焼部でヨヒ側が焚き口となるカ
マド状の施設と思われる。中世。

224

R F 030 3C25m区 Ⅳ層
150× 96

23

壁際に焼上、掘 り込みの中には炭粒及
び焼土ブロックが堆積。

な し

北西部の細長い張り出しが煙出し、中
央が燃焼部、東側の張り出しが焚き口
となるようなカマド状の施設になると
思われる。中世。

224

R F031 3C22f区 Ⅳ層
210× 86

18

北西側が細長く張り出す不整形な掘り
込みの中に黒褐色土や褐色上などと共
に底面付近に焼上が見られた。

な し
R F 030と 同様のカマ ド状の施設にな
ると思われる。中世。

R F 032 3C23b Ⅳ層
232× 131

21

西壁が焼けており、掘り込み内には焼
土・炭粒を多量に含む暗褐色上が堆積。

な し
R F030と 同様のカマ ド状の施設にな
ると思われる。中世。

R F 033 4B6iⅣ 層
197X14ユ

17

東半部の壁際・床面に沿って環状に焼
上が見られる。反対に西半部には焼
土・炭粒・地山ブロックが堆積。

な し

東半の円形を呈する燃焼部から南東ヘ

トンネル状に煙出しを延ばし、西側を

焚き口としたカマ ド状の施設と思われ

る。中世。

196 225

R F035 4B15f区 Ⅳ層
170× η

14

北半の壁際・床面に沿って環状に焼土

が見られ、その中の掘り込み底面には

炭化物が堆積していた。

な し
北半を燃焼部、商半を焚き口とするカ
マド状の施設であろう。中世。

226

R F 036 4B16g区 Ⅳ層
162× 77

12

北半の壁際・床面に沿って環状に焼土

が見られ、その中の掘 り込みには炭・

焼土粒が堆積していた。

な し

R F035と 同様に北半を燃焼部、南半
を焚き口とするカマ ド状の施設であろ

う。中世。

226

R F037 4B14g区 Ⅳ層
157× 70

21

西半部の壁際に沿って焼土が見られ
る。その中の掘り込みには炭粒が堆積。

反対に東半部には焼土・炭粒が堆積。

な し

西半の燃焼部から東側に焚き口が設け
られたカマ ド状の遺構と思われる。中

世。

226

R F 038 4B13c区 Ⅳ層
420× 103

29

北側の壁近くと中央部東側の 2ヶ所に

焼上が形成されている。掘り込み内に
は黒褐色土を主体とし焼土・炭粒・地

山ブロックが堆積。

な し

カマド状の遺構と思われ燃焼部と焚き
口からなるようである。同じ機能を有
する施設の重複のようにも見える。中
世。

R F039 4B18g区Ⅳ層
195× 70

15

西半部に焼上が見られ、底面直上には

炭化物が堆積する。東半部には黒褐色
上の中に地山ブロック・炭粒等が堆積
する。

な し

R F 039と 同様に西半の燃焼部から東

側に焚き口が設けられたカマ ド状の遺

構と思われる。中世。

227
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遺構名 位置、検出面
焼上の規模
と厚さ(cm)

埋  土
土

物

出

遺
備考 (現地性か、重複、時期) 図版 写真

R F 04C 4B16j区 Ⅳ層
227× 104

33

掘り込みのほぼ中央にドーム状に焼上

が形成されているようである。その他

には黒褐色上を主体とし戊粒・焼土・

地山ブロック等で構成されている。

な し

カマド状の追構と思われ燃焼部と焚き

口からなるようである。西側が煙出し

となる。中世。

R F 041 4B161区 Ⅳ層
110× 63

12

黒褐色土と焼土・災粒の混合上。底面

中央部が焼けている。
な し 現地性。 227

R FO嘘 4B13i区 Ⅳ層
235× 100

47

西半部の壁及び底面直上に焼上が見ら

れ、底面と焼上の上には炭化物が堆積

する。東半部には黒褐色上の中に炭粒

等が堆積する。

な し

西半の燃焼部から東側に焚き口、南西

側にはトンネルを掘って煙出しが設け

られたカマ ド状の遺構と思われる。中

世。

228

R F043 4B15k区 Ⅳ層
120× 65

25

黒褐色土に焼土・炭粒・地山ブロック

等が混入。
な し 異性と思われる。 228

R F044 4B9g区 Ⅳ層
47× 43

7

黒褐色土・炭・焼土等で構成されてV

る。
な し 現地性か否か判然としない。 228

R F 045 4B10g区 Ⅳ層
48× 45

7

黒褐色土・炭 。焼土などで構成されて

いる。
な し 現地性か否か判然としない。 229

R F 046 4B8i区 Ⅳ層
183× 78

12

西半部の底面直上に焼土が見られ、東

半部には黒褐色上の中に戊粒等が堆積

する。

な し
カマド状の遺構と思われ燃焼部と焚き

口からなると思われる。中世。
199 229

R F 047 4B9g区 Ⅳ層
267 X l13

37

西半部の底面には炭化物がしかれてお

り、その上に焼土が見られる。反対に

東半部には黒褐色土中に焼土・炭粒が

堆積。

な し
カマド状の遺構と思われ燃焼部 (西側)

と焚き口 (東側)からなる。中世。
229

R F 048 4B7n区 Ⅳ層
38× 30

27

黒褐色土・焼土・地山などで構成され

る。
な し 現地性か否か判然としない 229

R F049 4B121区 Ⅳ層
60× 47

15

黒褐色土・焼土・地山などで構成され

ている。
な し 現地性か否か判然としない。 230

R F 050 4E2e区Ⅳ層 313× 17]
48

東側の平面形が円形を呈する掘り込み

の底面と壁近くに焼土が見られる。そ

の内側には黒褐色土に焼土・炭粒の混

じる土が入る。西側も黒褐色土に焼

土・炭・地山ブロックの入る上で構成

されている。

な し

円形のドーム状を呈する燃焼部と方形

の焚き口部をもつ構造のカマド状施設

と思われる。中世。

200

R F 051 4B15h区 Ⅳ層
200× 113

36

北西部に底面から壁に沿うようにドー

ム状に焼上が見られる。反対の南東部

には黒褐色上を主体としλ・地山ブロ

ックが入る上が堆積する。

な し

焼上が形成されている部分が燃焼部で

そこから北側に細長く煙出しの掘り込

みが延びる。南束部は焚き口と考えら

れるカマド状の遺構で中世に属すると

思われる。

200 230
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屯
珀

判

RFl123

RIl123 A―B
l. 5YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性なし。
締まりやや有 り。
2.10YR4/4 褐色土 汚れている地山。
粘性 締まりやや有り。

RFl129

RF029 A弔
1.5YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性なし。
締まりやや有 り。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり
やや有り。

3.10YR4/4 掲色砂質土 粘性なし。
締まりやや有 り。

L‐ 12041111m
A卜 引 B

言
RF026  AB

ぐ

牌
‐乾。叩呵

RF049

斗 乙 121

枠
‐120 31Xlmゴ

ヤ

t.

湧
∩
即

が

＼

L濯
幣ッ夢縫き讃
性・締まりや舗り。  ＼ッ

RF041

伴
‐120allllm    

聟

RF041 Aお
1.10YR2/2 黒褐色土と橙色焼土 (z5YR7/6中心)
プロックの炭との混合土 粘性有り。締まりなし。
粘土プロック少量含む。底面中央は焼成をうけて

赤くなっている。

RF04

RF044  郎
1.10YR2/1 黒色土 粘性・締まり有り。
炭多量に含。掲色土プロック極微量含。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まり
ややなし。炭多量に含む。明赤褐色焼土

15YR5/61粒 微量含む。
3.10YR4/4 掲色土 粘性・締まり有り。

十二B10g

RF045 A B
l.10YR3/3 暗褐色上 粘性やや有 り。
締まりややなし。炭化物・褐色焼土

(75YR4/6)多量に含む。
2 10YR3/4 暗褐色土 粘性・締まり有り。
炭・焼土粒少量含む。
3 10YR4/4 褐色土 粘性・締まり
ややなし。炭・少量含む。

RF049 Aお
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有り。
炭少量・褐色焼上 (10YR4/6)微 量含む。
褐色土 (loYR74)極微量含む。
水酸化鉄斑混入。

封◎性

電gO性 諜

塩 ピ

封 ひ任
枠
‐14削m _B

RF048 AB
l 10Y彫/2 黒褐色土 粘性 締まり有り。
炭・赤褐色焼土 (5YR4/6)微量含む。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性有り。締まり
ややなし。褐色土 (10YR4/4)多 量含む。

0      1:50     1m

―第194図  RF023・ 026・ 027・ 029・ 041・ 043～045・ 048・ 049焼土・炉跡

RF027 A弔
1. 10YR2/3 黒掲色土 粘性 締まりやや有り。
焼土プロック微量含む。

RFl143 Aお
1.10YR2/2～2/3 黒褐色土 粘性・締まり有り。
褐色土粒を少量含む。橙色焼土 175YR6/8)
プロック多量含む。下層では201D E程炭のお積

有り。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。
褐色砂質土 (loYR4/6)プ ロック少量含む。
焼土粒・炭少量含む。

/
RA2牝

ィ
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RF025 A‐ B C―D・ Eギ
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有 り。褐色土粒少量、炭化物 焼ELu含。
2.炭化物の増横層 焼土粒 (10Y離/4)微量含む。粘性有り。締まりややなし。
3.10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まりややなし。
4 10YR4/4 褐色土
5,10YR2/2 黒褐色土と褐色土との混合土 粘性ややなし。締まり有り。炭多量に含む。
6 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有 り。災化物・焼土粒多量に含む。
7.10YR4/4 褐色土 粘性・締まり有り。
8 10YR2/2 黒掲色土 粘性なし。締まり有り。焼土粒・炭少量含む。
9 10YR2//2 黒褐色土 粘性なし。かたく締まる。炭化物極微量含む。焼土粒含む。
10.5YR4/6 赤褐色焼土 粘性やや有り。締まり有 り。炭多量に含む。
11.10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まり有り。焼土粒極微量、炭多量に含む。
12.10YR3/4 暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。災多量に含む。焼土粒少量。
13.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有り。炭化物・焼土粒多量に含む。
14.7潔R3/4 暗褐色土 粘性なし。締まり有り。炭含む。

RFO拗

RF028 Aお
1.10YR3カ  黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。焼土 (5YR4/76赤 褐色)プロック
多量に含む。地山プロック多量に含む。

2.5YR4/6 赤褐色焼土 粘性・締まりややなし。
黒褐色土 (10YR3/2)プ ロック多量含む。
3.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有 り。締まり
ややなし。多量の炭化物を含。焼土プロック

少量含む。
4 10YR2/2 黒掲色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロック多量含む。

RF031

仲し
‐1カ 31111m

七in

粋 ‐朋∽mず

粋 Ｂ
引樫

‐12α31Xlm

予
（
／
／

百
u

RFl130 AB・ Cつ
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。炭含む。焼土 (5YR4/6赤 褐色)プロック
少量含む。
2 10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。地山 (10YR4/4)プ ロック微量含。
炭含む。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘性 締まりなし。焼土粒・炭含む。
4 10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりなし。
5 5YR4/6 赤褐色焼土 粘性・締まりなし。
6.10YR2/1 黒褐色土 粘性・締まりなし。炭化物多量含む。
7 寄 YR3/3 暗褐色土 粘性有 り。締まりなし。炭化物少量含。
8.10YR3/4 暗褐色土粘土質土 粘性有り。締まりなし。
9 10YR3//2 黒掲色土 粘性有り。締まりなし。

第195図  RF025・ 028・ 030・ 03呵 焼土・炉跡

RF031 刷
1.10YR4/4 褐色土 粘性・締まりやや有 り。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性 締まりやや有 り。
焼土プロック多量含む。

3.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりなし。
4.5YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性なし。締まり
やや有 り。壁が焼けている。

5。 10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まりやや有 り。

0      1:511     lm
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RF032 A B
l 10YR3/3 暗褐色土 黒褐色土との混土 粘性やや有 り。締まっている。
2.10YR3/3 暗褐色土 粘性 締まりやや有り。焼土 炭粒を多量に含む。
3 25YR4/6 赤褐色焼土 粘性なし。締まっている。壁が焼けている。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まりなし。炭粒を多量に含む。
5 10YRν 3 暗褐色土・黒褐色土との混土 粘性やや有 り。締まっている。

lit゛

玉
」

RF034 A B'GD
l.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりややなし。炭・焼土粒極
微量含む。水酸化鉄斑混入。
2.5YR76 赤褐色焼土 粘性やや有り。締まりややなし。炭多量含。
3 ■5YR3潟  暗褐色焼土 粘性やや有り。締まりややなし。赤褐色焼土
(5YR4/6)プロックに多量含む。炭極微量含む。
4.5YR3/4 嗜赤褐色焼上 粘性 締まり有り。
5.10YR2/2 黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。赤掲色焼土 (5Y離/6)
ブロック極微量含む。炭極微量含む。
6 10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。水酸化鉄斑混入。

砕
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粋‐Wα300m ゴ
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RF033 煙道 arb.。d
1 5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性・締まり有り。
2.10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土 (10YR4/4)
少量含む。

3.10YR4/6 赤褐色焼土 粘性・締まりややなし。
4.10YR3/ユ  黒褐色土 粘性 締まりややなし。炭・焼土粒多
量に含む。

5 5YR3/4 暗褐色焼土 粘性有り。締まりややなし。
6.5YR3/3 暗赤褐色焼土 粘性有 り。締まりややなし。

0      1:50     1m
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RFC133 A3・ Cつ
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土ブロック (10YR4/4)多 量含む。
炭・焼土粒極微量含む。
2.5YR4/8 赤褐色焼土 粘性・締まりなし。黒褐色土 (10YR2/2)粒 少量含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。 2cm大の炭種微量含む。焼土粒含む。
4 5Y磁/3 極暗赤褐色焼土 粘性・締まり有 り。
5.75YR4/4 褐色焼土 粘性・締まりなし。下層に 3～ 51111の炭化物の増横層がみ
られる。
6.5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性・締まり有 り。
7 5YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性有り。締まりややなし。
8.10YR2/3 黒掲色土 粘性・締まりややなし。褐色土ブロック少量含。
9.5YR2/4 極暗赤褐色焼土 粘性 締まり有り。

杵と‐120綱理

第196図  RF032-034)完 」L・ 炉跡

-250-



RF035

RF037

亀 1働

RF035 Aお 'CD
l.75YR3/2 黒褐色土 粘性・締まりなし。赤褐色焼土 (5YR4/6)プロ
ック多量、炭極微量含む。
2 10YR3/1 黒褐色土 粘性有り。締まりややなし。炭・焼土粒微量含。
3.10YR3/1 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。庚・赤褐色焼土
(5YR4/6)プロック極微量含む。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。赤褐色焼土
(5YR4/6)プロック微量含む。
5.5YRν4 暗赤褐色焼土 粘性やや有り。締まりなし。黒褐色土
(10YRνl) 炭極微量含む。
6 10YR2/2 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。赤褐色焼土
(5YR4/6)少量、炭極微量含む。
7.5YR10YR3/6 暗赤褐色焼土 粘性有 り。締まりややなし。
8 炭化物の地積層 粘性・締まりなし。黒褐色土微量、にぶい黄褐色土ブ
ロック極微量含む。焼土粒極徴量含む。

9 10YR3/1 黒褐色土 粘性ややなし。締まり有り。にぶい黄褐色砂質土
(10YR4/3)極 微量含む。
10.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。にぶい責褐色砂質土
(10Y馳/3)微量含。

C L‐ 1211 300m   D

稗

CL=120 3CXlm  D

生姦畿墾基
琵,監
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RF037 A‐ B CD
l,10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。赤褐色焼土
(5YR4/6)粒 微量、炭極微量含む。水酸化鉄班混入。
2.炭化物の堆積層 粘性・締まり有り。焼土極微量含む。
3.10YR3れ  暗掲色土 粘性やや有り。締まり有 り。
4.10YR/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。焼土粒・炭含。
5.炭化物の4L積層 黒褐色土 (10YR〃2)焼 土極微量含む。
6.loYR3/3 暗褐色砂質土 粘性なし。締まり有り。
7.10YR3/4 暗褐色土 粘性 締まり有り。炭・焼土少量含む。
8.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まり有り。水酸化鉄斑混入。
9.5YR4/6 赤褐色焼土 粘性ややなし。締まり有り。

第197図   RF035-037・ 039チ発」L・ 炉跡
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RF036 AB・ Cつ
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。炭・焼土微量に含む。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりなし。焼土 (5YR76～
75Ⅵ望/4)プロック少量含む。炭極微量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色焼土 (75YR4/4)
粒極微量含む。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土多量含む。
5,10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。炭・焼土粒微量含。
6.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
7.5YR3/2 暗赤褐色焼土 粘性・締まり有り。掲色土少量含む。

RFl139

RF039 Aお
1.10YR3/4 暗褐色土 粘性・締まりややなし。褐色焼土
(75YR4/6)プ ロック極微量含む。炭少量含む。
2.10YR6/6 明黄褐色・5YR5/6 明赤褐色焼土プロックの堆積層
炭微量含む。永駿化鉄斑混入。

3.10YR3/2 黒褐色土 粘性 締まりなし。明赤褐色焼土 (5YRプ 6)
粒・炭微量含む。水酸化鉄斑混入。

4,おYR3/4 暗褐色焼土
5 炭化物の堆積層
6.10YR3/3 暗褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土多量含む
7 10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まりややなし。炭・焼土微量含む。
水酸化鉄斑混入。

8 10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土ブロック微量含む。
炭極微量含む。水酸化鉄斑混入。

0    1'50   1m
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RF00 Aお 'Cつ
1.5YR4/8 赤褐色焼上 粘性ややなし。かたく締まっている。
2.10YRプ 1 黒褐色土 粘性なし。締まり有 り。赤褐色焼土 (ダr財8)
プロック含む。

3.■5Y貶72 黒褐色砂質土 粘性 締まりなし。下層に炭少量含む。
水酸化鉄斑混入。

4.10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄班混入。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土 粘性有 り。締まりなし。黒褐色土
(10YR3/1)徴 量合む。水酸化鉄舞混入。
6 5YR3/2 暗赤褐色焼土 粘性有り。締まりややなし。
7.5YR4/8 赤褐色焼上プロックと10YR3/1 黒褐色上の混合土 粘性
ややなし。締まり有 り。

8.10YR3/1 黒褐色上 粘性にとみ、締まり有り。水酸赤褐色焼土
6YR4/8)粒・炭極微量含む。水酸化鉄斑混入。
9.5YR4/8 赤褐色焼土 粘性・締まりややなし。黒褐色土 (10YR3/1)
プロック少量含む。

粋‐1203∽mゴ
( 2_ハ

10.10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まりややなし。炭極微量、焼土粒
微量含む。水酸化鉄斑混入。

11 5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性ややなし。締まり有り。
12.10YR3/2 黒褐色土 粘性有り。締まりややなし。にぶい黄褐色砂質
土 (10YR4/3)少量含む。炭微量含む。水酸化銭斑混入。
13 10YR5/4 にぶい責褐色粘土 かたくプロックで混在。粘性なし。炭
微量、焼土極微量含む。水酸化鉄斑混入。

14 炭化物の堆積層
15,■ 5YR3/2 黒褐色砂質土 粘性 締まりなし。
16 7う YR2/2 黒褐色砂質土 粘性・締まりなし。下層に炭少量含む。水
酸化鉄斑混入。

欝
RF038 AB Cつ  EF
l 10YR2/2 黒褐色土 締まり・粘性やや有り。にぶい責褐色土 赤褐色焼土 (25YR4/6)極微量。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。にぶい黄掲色土 (10YR5/3)プ ロック微量含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。にぶい責褐色土 (10YR5/4)プ ロック、赤褐色焼土 (26Y融 /6)
プロック極微量含む。水酸化鉄斑混入。

4.10YR3/2 黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。黒色土 (10YR2/1)、 赤褐色焼土 (2もYR4/6)極微量含む。
5 25YR4/6 赤褐色焼土 粘性有 り。締まりやや有 り。黒褐色土 (10YR3/2)極 微量含む。
6.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。赤褐色焼土 (25YR4/6)ブ ロック微量、黒色土 (10YR2/1)
極微量含む。

7.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。暗赤褐色焼土 (ケ5YR3/6)、 黒色土 (lllYR2/1)極 微量含む。
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RF042 Aお・Cつ
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有 り。赤褐色焼土 (5YR4/6)少量含む。
2 5YR3/4 暗赤褐色焼土 粘性 締まり有り。
3 5YR4/6 赤褐色焼土 粘性・締まり有り。
4 10YR/3 黒褐色土 粘性有り。締まりややなし。赤褐色焼土微量含む。
5 10YR2//2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。炭・焼土粒極微量含む。
6 10YR2/3 黒褐色土 粘性 締まり有 り。褐色土少量含。炭極微量含。
7.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まり有 り。褐色土少量含。災極微量含。
8 10Y彪/2 黒褐色土 粘性 締まり有 り。赤褐色焼土少量含。炭極微量含。
9,10YR3/1 粘上質土 粘性有り。締まりややなし。掲色土 (10YR4/4)極 微量含む。
炭微量含む。水酸化鉄斑混入。

10 75YR2/3 極暗褐色土 粘性・締まりややなし。赤褐色焼土 (5YR4/6)微 量含む。
炭極微量含む。水酸化鉄班混入。

11.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土少量含む。炭微量含む。
12.10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まり有 り。炭極微量含む。
13.5YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性有 り。締まりややなし。
14.炭化物の堆積層 赤褐色焼土 (5YR4/6)粒微量含。黒褐色土少量含む。
15。 lCIYRy2 黒掲色土 粘性・締まりややなし。にぶい黄褐色砂質土 (10YR4//3)
微量含む。炭・焼土極微量含む。水酸化鉄斑混入。

16.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有 り。締まりなし。赤褐色焼土 (5YR4/61粒 ・炭
極微量含む。

17.炭化物の堆積層 粘性・締まりなし。赤褐色焼土 (5YR4/6)粒極微量含。

枠
i120 30Clm

RFC147 Aお
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。焼土粒・炭極徴量含む。
2 10YR/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。赤褐色・暗赤褐色焼土 大プロック含む。
災極微量含む。

3.10YRレ? 黒褐色土 粘性・締まりややなし。褐色砂質土少量含む。
4 75YR3/4 褐色焼土
5.5YR3/3 暗赤褐色焼土
6 10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色土ブロック多量含む。焼土・炭
極微量含む。

7 10YR2/2 黒褐色上 粘性・締まり有 り。炭・焼土粒極微量含む。
8 5YR3/6 暗赤褐色焼土
9.炭化物の堆積層

0      1:50     1m

界199図  RF042・ 046・ 047焼」三・炉跡

RF042煙道 ab
l.5YR4/6 赤褐色焼土
2 10Y硝/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。焼土
プロック 炭極微量含。
3.75YRプ 3 暗褐色砂質土 粘性・締まりなし。
焼土ブロック・炭少量含。

4 L‐ 120310m

粋
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RF046 A‐ B・ Cつ
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
焼土 炭極微量含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
炭・焼土粒含む。
3.5YR3/2 極暗赤褐色焼土 粘性・締まり有り。
上層に褐色土 (75YR4/6)含む。
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RF051 AB・ C‐D・ EF
l.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まり有り。焼土プロック・炭微量
含む。水酸化鉄班混入。
2 5YR4/6 赤褐色焼土
3 5YR4/6 赤褐色焼土 黒掲色上 (10YR2/2)極 微量含む。
4.10Y翌73 黒褐色土 粘性 締まり有り。褐色土プロック、炭
焼土粒微量含む。水酸化鉄斑混入。

5 10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。炭極微量含む。焼上
(5YR4/6)ブロック微量含む。
6.10Y彫/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック極徴量
含む。災極微量含む。水酸化鉄斑混入。

7.10YR4/4 褐色砂質土 粘性有 り。締まりなし。黒褐色土
(10YR2/2)微量含む。水酸化鉄斑混入。
8 10YR3//1 黒褐色粘土 炭微量含む。水酸化鉄斑徴量混入。

9 10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。褐色砂質土
(10YR4/4)少量含む。炭極微量含む。水酸化鉄斑混入。
10.10Y郎/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック、炭極
微量含む。水酸化鉄班混入。

11 loYR2カ  黒褐色土 粘性にとみ、締まりなし。
12.5YR2/3 極暗赤褐色焼土
13 10YR2/2 黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。極暗赤褐色焼土
(5YR2/3)含む。
14.5YR3/4 暗赤褐色焼土
15。 10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色砂質土 (10YR4/741、
炭微量含む。水酸イヒ鉄斑混入。

0      1:511     1m
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1.10YR3/3 暗褐色土 粘性 締まり有り。赤褐色焼土 (5YR4/6)
粒、褐色土 (10YR4/61ブロツク種微量含む。
2.5YR4/6 赤褐色焼土 粘性・締まり有り。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘性 締まり有り。赤褐色焼上 (5YR4/6)
粒、褐色土 (10YR4/6)粒、炭化物、にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
ブロック極微量含む。

4.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。黄褐色土 (10YR5/6)
粒少量、赤褐色焼土 (5YR4/6) 炭化物粒極微量含む。
5.10YR3/3 暗褐色土 粘性有り。締まりやや有り。責褐色土
(10YR5/6)粒 、赤褐色焼土 (5YR4/6)粒  炭化物旗極微量含む。
6.10YRν2 黒褐色土 粘性・締まり有り。赤禍色焼土 (5YR4/6)
ブロック含む。炭化物極微量含む。

7.5YR4/4 にぶい赤褐色焼土 粘性有り。締まりやや有り。
81 10YR3泡  黒褐色土 粘性・締まり有り。掲色土 (10YR4/4)粒、
赤褐色焼土 (評R4/6)粒 ・炭化物極微量含む。
9,10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土 (10YR4/ゆ 粒
多量含む。

10.10YR3/2 黒掲色土 粘性 締まり有り。褐色土 (10YR4れ)粒
少量含む。

11,10YR4//3 にぶい責褐色砂質土 粘性・締まり有り。炭化物粒極
微量含む。

12.10YR4/4 褐色砂質土 粘性有り。締まり有 り。

(ラ

」(;
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7 堀・溝跡
堀跡は 3条、溝跡は大小合わせて67条検出している (第201～226図・写真図版231～ 263)。 この中には以

前の調査で検出されていた堀・溝跡の延長部分となるものもあり、それらに関してはこれまでと同じ遺構名

を付けるようにしたが、調査を水田区画毎に行わざるを得なかったため遺構の全容を把握できず、本来同一

の遺構に複数の遺構名を付しているものもある。なお、個々の遺構の規模・埋土・出土遺物等については観

察表に一括し掲載したため、ここでは代表的な遺構についてのみ記述する。

堀 跡 R G083・ 084堀跡 (第206・ 218図・写真図版232・ 234)1ま 遺跡中央部南端付近に位置する。規模は

R G083が一辺約33m、 その外側にR G084が一辺約36～40mで廷び、検出面での両堀の上幅は110～ 210mを

測る。ともに「コ」状に巡っており東側の一辺で両堀が重なっている。土層の断面観察では判然としなかっ

たがR G083が古くR G084が新しいと思われる。ほぼ全域を検出したが、北辺の中央部分は現在道路として

使われており調査されず現況のまま残っている。この道路の下に堀跡に伴う橋脚もしくは土橋のような施設

が存在し、堀に囲まれた内側に通じていたのではないかという印象を持つ。一方、堀の南側は現況では水田

だったが以前は湿地であったことが今回の調査で明らかになり、R G083・ 084両堀跡における東西辺の南端

はこの湿地に達したところで掘るのを止めている状況も確認された。堀に囲まれた内側の中央には現在諏訪

神社他が建っており、その部分以外の所のみを調査した。その結果、掘建柱建物跡の他土坑・溝跡等が検出

され、この中で本堀跡と関係のありそうな遺構としてはR B022や R D481・ 482・ 483が考えられる。RB

022は一部を検出したのみで規模・サl■格は不明であるが、柱筋が堀跡と同じである (現在の諏訪神社とは異

なる)こ とから、本堀跡に伴っていると考えた。JTHをはじめとするこれらの遺構から時期を特定できるよう

な遺物の出土はないが、概ね中世に構築されたと考えて大過ないと思われる。そして堀に囲まれた内側は周

辺とは区画された特別な空間であった可能性がある。そのため後世この場所に諏訪神社が建てられたと考え

られる。R D313・ 314と R E028は 出土遺物等から近世～近代の遺構で神社 (む しろ現神社の一代か二代前)

に伴う可能性がある。

R G264堀 跡 (第208・ 216図・写真図版251)は本遺跡のほぼ中央 2A～ lCにて検出された。途中未調査

部分もあるが方向は西南西一東北東へほぼ直線的に98m程検出され両端は調査区外に延びている。上端幅は

およそ 3～ 4m、 断面形はV字状を呈すると推測される。埋土は概ね自然堆積だが一部攪乱を受けている。

遺構の時期を特定できるような遺物の出土はなかったが本遺跡の第15次・18及等では中世の環濠と見られる

R G042が検出されており、本堀跡はこの環濠南辺の外側 (南側)約20mに位置し、並行して走っている。

このことからR G264も 中世の環濠R G 042と 関連する遺構と推測される。つまりは環濠R G042の南側にも

う一条本堀跡が巡っていたか、或いは環濠の拡張 。縮小によるもの等が考えられる。

清 跡 R G263・ 259'2601よ規模・形態や方向が類似しているのに加えて 9～10mの等間隔で廷びている。

時期的には近世もしくはそれ以降と思われ、区画溝的な性格が考えられる。この他にR G 254・ 261・ 262、

R G257・ 270も 同様の性格の遺構と思われる。

今回の調査で最も規模の大きな溝跡はR G045(第 210・ 212図・写真図版235)で、 lC区～4D区 にかけ

て位置している。規模は上幅 2～ 3m、 下端幅 1～ 1.5m、 深さは1～0.5mで、断面形は逆台形を呈する。

全長は途中未調査の場所があるが約170mを 測り、北西―南東方向に概ね直線的で、南端部は調査区外に延

びている。但しこれより以南には湿地が広がっているようなのであまり延びないと思われる。両端の高低差

は北側がやや高く、壁の立ち上がりは南側のほうが浅い。今回調査された北端部よりも北側は本遺跡の第15
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次 。18次調査でも検出されており、そちらでも北西一南東方向に直線的に走っている。検出されたR G045

の総延長は300m以上となるが本溝跡の北端は不明である。また、今回の調査では見られなかったが第15

次・18次調査では埋土に十和田 a降下火山灰が堆積しており、本遺構は平安時代に属するようである。

R G043(第210図 ・写真図版231)も 第15次調査で検出されていた遺構で、今回の調査では15次調査の南

側に廷びていく部分にあたる lC。 2C区 において検出された。これにより北東一南西方向へほぼ直線的に

約50m延びていることが確認された。両端の高低差はやや北側が高く南側が低 くなり南端部は調査区外へと

続いている。またこの方向で南側へ延びていったと仮定するなら、 3B。 4B区 にて検出されているRG
198に繁がる可能性がある。他の遺構との重複関係からは奈良時代より新しく近世迄は降らないといえる。

本遺跡南東側 4D～ 4E区 にかけて検出されたR G2321よ ほIF東西方向へ真っ直ぐに26m程延びており東

西両端もその場所で止まっている遺構である。その性格については不明であるが、他の遺構との重複関係か

ら平安時代以降に属すると思われる。

出土遺物等から時期が概ね推測できる遺構としては、 R G 073・ 205が近世に属すると思われる。その他多

くの溝跡に関しては時期不明のものが多い。

溝・堀跡観察表

貴構名
位 置
検出面

さ

さ

長

深
卿
　
伽

幅

幅

上

下
埋  三L ほ  か 出 土 遺 物 そ  の  他 図版 写真

Ｇ

０４

Ｒ
lC19i～

2C8c

Ⅳ層

33

74´ウ60

130-110
50-30

自然堆積。埋土中位に河原

石がまとまって見られた。

排水。

RG223・ RG264・ RG271よ

り古い。本溝跡はRG198と

同一の溝跡か。

。221

Ｇ

０４
溝

Ｒ
　

大

lC17q～

Ⅳ層

160上火」し

80-60
260-200
130-100

自然堆積。次調査では十和

田a火山灰が堆積。平安時
代。

426・ 427土師器郭 (奈貞
RA244の 遺物か)
他に奈良土師甕、須恵器郭、

縄文土器細片

R△244よ り新。

RD542・ RD702・ RG264・

RC223・ RG201よ りFす。

211・ 216

221

Ｇ

０７

Ｒ
l C9x～

l C18k

Ⅳ層

自然堆積。埋上下層は砂質
土となる。

738陶器皿 P他 に磁器皿、
須恵奏細片

RG244・ 246・ 251よ り弟斤。
Z52・ 253

RG
080３Ａ２０ｃ抑嘲

２

２０

‐４

約

約

約

第18次調査参照。 RG083と は新旧不明。

RG
083

屈

3A～
4A
Ⅳ層

96

38-58
200´サ

130-70

東側では礫を多量に含む。

西側は坦土下層自然堆積、

上層は人為堆積の可能性

有。

436須恵器奏 RG080。 RG209と は新 I日不
明。RG084堀 より古いと思
われる。RE028よ り古。中
世。

206・ 217 232-234

RG
084

婦

3‐A～
4A
Ⅳ層

1084

26-40
220-170
130´▼70

東側では礫を多量に含む。

西側では自然堆積の様相を

呈する。

生79陶器播鉢 RC083よ り新。RD484・
RD485と は新旧不明。中世。206・ 217 232-23電

RG
085

2-C16p

～3‐D5k
Ⅳ層

505
18-8

自然堆積で部分的に河原石

含む。排水目的か。

生28土師器球胴甕 RC244よ りl日 ▼ゝ。

205・ 226 252・ 253

RG
088

1‐C22h
～2-D4g

Ⅳ層

上以３５

磁

自然堆積でよいと思われ

る。排水目的か。

RG242よ りI日い。
201・ 205・

214・ 223
253・ 257

RG
l14舛２．Ｄ‐Ｏｇ醒

4

黒褐色上の単層。

205・ 223

RG
l15

2C 141V～
2D12g
Ⅳ層

埋土に砂を含み排水目的と

思われる。 205・ 223

RG
191

〕A18q～

lB10m

Ⅳ層

68

17^ψ 20

60-50
40-30

自然堆積か。 土師器片 RG194よ り新。 206・ 207・

210・ 217・

219。 220
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遺構窄
位 置
検出面

さ

さ

長

深

幅

幅

上

下
坦 土 ほ か 出 土 遺 物 そ  の  他 図版 写真

RG
19乏

一
　

ｐ踊
３Ａ‐７
醒

171

7～ 10
30～ 22

12-8

自然堆積でよいと思われ
る。,F水 目的か。

RD286・ RD288よ り新。
RD289よ り古いか同時期。
RD285よ り古。 RG083・
RG084の 中へ入る道の側溝
か。

０６

２０
237

RG
19〔

3B23a～

4B2v

Ⅳ層

46

B～ ll

54-46
30-22

自然・人為の別は不明。 土師器片 RD292・ RD298・ RD456・

579'699'728・ RG194よ
り新。

206・ 207.

210・ 217

220

237

RG
194

〕B19e～

〕B24d
Ⅳ層

112
12-16
48-40
4920

自然堆積でよいと思われ

る。排水目的か。

RD480'RG191・ RG193よ
り古。R1003よ り古いか同

時期。

207・ 220

RG
19〔

1‐A25h
～2 All

Ⅳ層

)5
自然堆積でよいと思われ

る。ラト水目的か。 203・ 226

RG
19F

奈良土師発片

RG
191

〕C14f～

〕C13h
Ⅳ層

〕5

3～ 10

埋上に砂を含み排水目的と

思われる。

土師器片
210・ 21〔

RG
19モ

3B5w～
4B24v

Ⅳ層

う

一

150々-50

70-25

自然堆積。排水 目的と思わ

才ιる。

728鉄 釉碗、733陶 器碗、
796磁器皿、570銭貨、他に

土師甕

RC043と 同一遺構の可能性

有り。 210・ 21〔

RG
19(

3C10e
～3C10i

Ⅳ層

10

20-23
170-60
140～40

埋上下層に砂が堆積し排水

が目的と見ら才ιる。

土師器片
210'22( 240

RG
20(

2C18m
～lE21r

Ⅳ層

125以上

54´ψ57

150´▼90

80-50

自然堆積。埋上に水酸化鉄

含む。水の流れは有ったと

思われる。

奈良土師甕片、近代磁器皿 RA236・ 240。 RD475・
476・ 沢跡より新。RD321・

RD360・ RG224よ り古。
RBと は不明。近世。

211・ 212・

221・ 225
240・ 24ユ

RG
201研２Ｃ８ｙ醒

29

37-20
50-45
30-25

黒褐色上の単層だが自然堆

積でよいと思われる。

RG045よ り新しい。近世。
本遺構はRC227と 同一の溝
跡。

211・ 221

RG
20笠射３Ｂ‐２ｘ醒

埋上下層には砂が堆積し、

部分的には自然礫も含む。

排水溝と見られる。

土師器片 RC198・ 203よ り十日Vヽ。

210・ 218 242

RG
203

3B8v～

4B3u

Ⅳ層

生3

3-23
180々▼40

150-20

炭粒や地山ブロックを含み

人為堆積の可能性が有る。

中世墓を区画する溝であろ

うか。

429須 恵器奏 472常 滑奏
571～575銭貨 他に上師器
片

RG198よ り1曰 くRG203よ り
新しい。 210・ 219・

220

RG
204嵯４Ａ８ｙ嘲

62
14-18
96-88
54-48

自然堆積。坦上下層は砂質

土となる。

溝ではなく他の遺構もしく

は自然のものか もしれな
い。

Z06・ 207・

217

Ｇ

２０

Ｒ
lB24y～

lC17v

Ш層

テ5

27-17
150-60
100-50

自然堆積。埋上下位砂っt]

い。構築時には水の流れも

あった思われる。

595～600銭貨 721陶器碗、
735磁器皿、784磁器碗、他

に近世・近代陶磁、奈良土

師器、縄文土器片

RA246。 RD421・ RD442・

RC043・ RG045・ RG271・

RG272よ り】折。 RD419よ り
古。近世。

242

RG
206

牛A10x
～4Alla

Ⅳ層

７

一

36-28
30-22

自然・人為の区別不明。 重複なし。

306・ 217

RG
207

4A10d
～4A12c

Ⅳ層礫

7 2

ll～ 15

80-40
70-40

自然 。人為の区別不明。 RG208よ り昇折しし

206・ 217 243

RG
208

4A10c
～4AlZ
Ⅳ層

55

3～ 13

約

約

自然・人為の区別不明。 RG207よ り古。

206・ 217 243

RG
209

4A7s～
4A22v
Ⅳ層礫

645
11～ 13

44-36
約16

自然 。人為の区別不明。湿

地を掘り込んでつくられて
いる。

RC083と は新旧不明。湿地
とそうではない部分との境

目に位置する。

206・ 217 243・ 244

RG
221

4A7b～

4‐A8y
Ⅳ層

62
11～ 15

54-46
30-22

自然・人為の区別不明。 重複なし。

206・ 211

RG
222

4A18m
～4A21t

Ⅳ層礫

148
7～ 14

44-36
32-24

自然 。人為の区別不明。湿

地を掘り込んで構築。

重複なし。湿地とそうでは

ない部分との境目に位置す

る。

206・ 211
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貴権宅
位 置
検出面

さ

さ

長

深

上幅 :cm

下幅 i cn
埋 土 ほ か 出 土 遺 物 そ  の  他 図版 写真

RG
22こ

2C17p
～同23s

Ⅳ層

確

２０

自然堆積。排水・区画目的
と思われる。

203・ 221・

226
255

RG
224

ZE13e～

2E18h

Ⅳ層

一　
一

Ю

Ю

自然堆積と思われる。 RA237・ RC200よ り新。近

世。RG229と 同じ溝になる

か。

212・ 225 244

RG
225嚇勒醒

221
9～ 13

〕0-35
50-15

自然堆積と思われる。 土師器片 RZ018よ り

'折

。
210・ 219・

220
245

RG
227

lD24t～

lD22y

Ⅳ層

102
20´▼16

50-45
30-25

自然堆積。 RG201と 同一の溝。近世。

212・ 225

RG
228

3D18i～

4D191

Ⅳ層

778
41-11

〕0-37
30-20

自然堆積。排水目的と思わ

れる。

RA279'RG045。 230・ 231・
240よ り新。RG229よ り古。
RG235よ り新か同時期。

213・ 216。

224
246・ 24写

RG
229

3D17i～

4D19n
Ⅳ層

７

１４

５２

約

テ8‐ 43

36～ 18

自然堆積でよいと思われ

る。排水。

RE040。 RD775・ RD776・

RD777・ RG228よ り新。
RG224と 同じ溝となるか。

213・ 224

RG
230

3D15m
～3D181

Ⅳ層

望
組

約

約

自然堆積。排水目的と思た

れる。

RG228よ り古。
213・ 224

RG
231

3D16k～

3D18k

Ⅳ層

45
12-9

自然堆積と思われる。排赤

目的と思われる。

RG228よ り古。
213・ 224

RG
232

4D12t～

4E12f

Ⅳ層
『

２６

約

９０

４６

衡

的

自然堆積。埋上下位砂っぼ
いが確認された構造では水
は流れないと思われる。

RG045よ り新しいと思われ

る。RA277よ り新。旧沢跡
より新。この溝はこれ以上

延びないと思われる。

213・ 22ィ 249

RG
233

4D17q
～4E14f

Ⅳ層

303
4Cl～ 12

103´ψ27

約24

自然堆積。 RA278・ RG045と の新旧不

明。RG234よ り古。沢跡よ

り新。東側へは延びないと

思われる。

213・ 216。

224

RC
234

4D15w
～狙B15g

Ⅳ層

２

・６

２．

約

的

的

自然。人為かは不明。RG232
と並行して延びることから

時期・構造近い可能性あり。

RG233よ り労折。

213・ 21( 249

RG
235

3D15t～

3D19u
Ⅳ層

％
絶

的

的

自然堆積。排水目的と思わ

れる。

RA228よ り新。RG228よ り
古か同時期。 213・ 21て

RG
236

4B21d～

4B17q

Ⅳ層

自然堆積と思われる。排水
の溝か。

土師器片、須恵器片
210。 21G 250

RG
237

4B17v

Ⅳ層

記録なし。排水の溝と思わ

れる。
210・ 21C

RG
238

4B 18s～

4B19v

Ⅳ層

7
自然堆積と思われる。排水
の溝か。 210・ 21C 250・ 251

RG
2R9

4B19p

Ⅳ層

自然堆積と思われる。排水
の溝か。

154青磁碗 中世。
210・ 21C

254。 250・

239

RG
240

3D17i～

4D19n

Ⅳ層

318
41-11

72-52
42-35

自然堆積。黒褐色及び暗褐

色土。

RG228よ り古。RG045と C
重複関係不明。旧沢跡より

新。

213・ 216 245

RG
241

2C16t～

2つ llh

Ⅳ層

自然堆積の様相を呈する。
拶F水目的か。 Z05。 223

RG
24Z

1‐C25g
～同25q

Ⅳ層

自然堆積でよいと思われ

る。排水目的か。

磁器碗皿片 RG088よ り新。幕末以降。
255。 256

RG
24t

l C21y

～2‐Clm
Ⅳ層

８８

４５

自然雅積でよいと思われ

る。排水目的か。

767陶器橋鉢、他に土師姿

細片、奈良土師奏片

RG242・ 251よ り,折。
Z01 ・215 253・ 256

RG
244

1‐C12q～

3C21w
Ⅳ層

120以上

12

自然堆積で坦上下位は砂っ

tFい。 排水か。
RG246よ り】折。 RG073よ り
十日い。

〕01・ 204・

215。 214・

223

252・ 253・

256

RG
24[

2‐C2q～

2‐D5d
Ⅳ層

6
埋上下位に砂が堆積する自

然堆積。排水。
205・ 215・

223

-258-



豊構宅
位 置
検出面

さ

さ

長

深

幅

幅

上

下
埋  土  ほ  か 出 土 遺 物 そ  の  他 図版 写真

RG
24(

l C14m
～同19r

Ⅳ層

７０

幻

黒褐色土の単層だが自然堆

積でよいと思われる。

RG073・ 244・ 251よ り十日
▼ヽ。

201・ 215・

214
252・ 253

RG
247

2C61～

2‐C8m
Ⅳ層

19
埋上に砂を含み排水目的と

思われる。

RG244よ りI日 Vヽ。

205・ 223 257

RG
94ア

1‐C121

Ⅳ層

一　

ヽ

自然堆積で底部はグライ

化。坦没沢か。

土師奏、須恵藷片 沢跡の可能性あり。
201 ・2ユ

RG
2茎

1‐D24b
Ⅳ層

埋土に砂を含み排水目的の

溝と思われる。
205。 223 258

RG
25(

3‐C5u～

Z C8v

Ⅳ層

自然堆積の様相を呈する。
けF水 目的か。 205・ 223 258

RG
251

l Cllr

～2‐D5n
Ⅳ層

36'大JL

13～28

自然堆積か。排水目的か。 RG242・ 246よ り新。
RG073・ 243よ り1日。

201・ 805・

215'214・

223

252・ 253・

259

RG
25ィ

みD10r
～同21v

Ⅳ層

埋上下層に砂の堆積する自

然堆積。排水 。区画目的か。 202・ 222

Ｇ

２５

Ｒ
2‐D22g
～2C2雀

Ⅳ層

5■ 7

17-28

自然堆積で埋土下位に砂堆

積。排水か。

赤焼片 RG256よ り新。RG262よ り
十日い。 202・ 22ラ

RG
256

2]D17h

～同23g

Ⅳ層

90-40
20

自然姓積。 赤焼片 RG255よ り旧いと思われ
る。RG257と 同じ溝と思わ
れる。

202・ 22彦

RG
257

2‐D17e
～同141

Ⅳ層

158

断面図なし。 鉄製品 RG257・ 259よ り嘉斤。RG256
と同じ溝と思われる。 202

RG
258

2D60～

2‐D15i

Ⅳ層

自然推積でよいと思われ

る。排水・区画か。

RG257・ 259よ り十日Vヽ。
202・ 22乏

RG
259

2‐D30～

2‐D14d
Ⅳ層

ｂ

り

自然堆積でよいと思われ

る。排水・区画か。

RG258よ り新。RG257よ り
旧 い 。 202・ 222

RG
260

2D14d
～2D3i
Ⅳ層

自然堆積で埋土下位に砂堆

積。排水・区画か。 202・ 22ラ

RG
261

2‐ D4」 ～

2‐D16m
Ⅳ層

242
16-33

黒褐色上の単層だが自然堆

積でよいと思われる。排

水・区画目的か。

土師須恵片 RG259よ りI日 ヤヽ。

202・ 22Z

RG
262

2C24f
Ⅳ層

自然堆積か人為堆積か不

明。区画目的か。

平安土師器不奏、須恵器片 RG255よ り】折。
202・ 22榎 255・ 262

RG
263

2-D7a―

1‐D241a

Ⅳ層

自然堆積で坦上下位は砂っ

ばい。排水・区画か。 202・ 22乏

RG
264

堀

～lC16u

Ⅳ層

110以上

140-160
260-
60´ヤ

埋上下層は自然堆積。上層

は埋め戻 した可能性あり。

大小の河原石を含む。

463瀬戸陶器瓶類、473陶器

福鉢、708呉器手碗、761陶

器播外、509～ 511木 製品、

533鉄器、他に上師須恵片

RG043・ RC045よ り新。 中
世。

208・ 211

RG
26[

lE20p～

２Ｆ３ｃ噸

70-40
40～ 18

断面図なし。

RG
26`２Ｆ３ａ醒

斬面図なし。

RG
26〔

lC22■～

2C8c

Ⅳ層

265
28～ 16

旅し60

45-30

自然堆積と思われる。排水

目的と思われる。

RG043よ り新。RG223・
RG264・ RG272よ り古。 231

RG
26〔

lC21h～

2C8c

Ⅳ層

27

18-9
55´ヤ40

40-30

自然堆積でよいと思われ

る。排水。

RG271よ り新。RG223よ り
古。

RG
27(

}Dllc
Ⅳ層

■

９

自然堆積でよいと思われ

る。
202・ 222

RG
271

110-60
50´-30

自然堆積で黒褐色土主体。 RG043よ り新。RG272よ り
古。

211 ・221

RG
ク7ク

黒褐色上の単層。自然堆積

か 。

RG271よ り新。
211 ・221

-259-



第201図 RG溝・堀跡 (1)
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第202図 RG溝・塀跡 (2)
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第204図 RG溝・堀跡 (4)
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第205図 RG溝・堀跡 (5)
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第206図 RG清・堀跡 (6)
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第207図 RG溝・堀跡 (7)
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第208図 RG溝・堀跡 (8)
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第209図 RG溝 。堀跡 (9)
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第210図 RG清・堀跡 (10)
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第212図 RG溝・堀跡 (12)
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粋
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Ｋ 引
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RC
24
8(
K玉
′ )

1.
10
YR
3/
3 
暗
褐
色
粘
土
 
粘
性
・
締
ま
り
有
り
。
極
灰
粘
土
(l
oY
R4
/1
)、
水
酸
化
鉄
プ
ロ
ッ
ク

(径
1～
5c
ll
大
)微
量
含
む
。
や
や
グ
ラ
イ
イと
。

2.
10
YR
3/
1 
黒
褐
色
土
 
粘
性
や
や
有
り
。
締
ま
り
有
り
。
小
礫
(径
lc
ll
大
)ご
く
微
量
含
む
。

3.
10
YR
4/
1 
渇
灰
色
上
 
粘
性
や
や
有
り
。
締
ま
り
有
り
。
水
酸
化
鉄
ご
く
微
量
含
む
。

4.
10
YR
3/
2 
黒
褐
色
上
 
粘
性
・
締
ま
り
有
り
。
水
酸
化
鉄
ご
く
微
量
含
む
。

5,
10
YR
3/
3 
暗
褐
色
土
 
粘
性
・
締
ま
り
有
り
。
褐
色
砂
質
土
(1
0Y
R4
/4
)ご
く
微
量
含
む
。

6.
10
YR
3/
4 
暗
褐
色
砂
質
土
 
粘
性
な
し
。
締
ま
り
有
り
。 枢
物
根
の
炭
化
物
少
量
・
水
酸
化
鉄
微
量
・

黒
褐
色
土
(1
0Y
R3
つ
)ご
く
微
量
含
む
。

7.
10
YR
3/
1 
黒
褐
色
砂
質
土
 
粘
性
・
締
ま
り
有
り
。
8層
と
の
境
を
中
心
に
水
酸
化
鉄
を
帯
状
に

含
む
。

8.
10
YR
2/
2 
黒
褐
色
土
 
粘
性
・
締
ま
り
有
り
。
下
層
に
褐
色
砂
質
土
(1
0Y
R4
/4
1ご
く
微
量
含
む
。

9,
10
YR
4/
2 
灰
黄
褐
粘
上
 
粘
性
有
り
。
締
ま
り
や
や
有
り
。

10
.2
5Y
R2
/3
 
黒
褐
色
土
 
粘
性
に
富
む
。
締
ま
り
な
し
。

J′

引

RG
08
8(
卜
J′
)

1.
10
YR
2/
2 
黒
褐
色
土
 
粘
性
や
や
有
り
。
締
ま
り
有
り
。
小
礫
含
む
。

2.
10
YR
4/
4 
褐
色
土
 
粘
性
・
締
ま
り
や
や
有
り
。
黒
褐
色
土
ご
く
微
量

含
む
。

3.
10
YR
4/
4 
褐
色
土
 
粘
性
な
し
。
締
ま
り
や
や
有
り
。

牌
‐
狙
醐O
m

RG
08
8・
24
2(
Hr
)

1.
10
YR
4/
2 
灰
黄
褐
色
土
 
粘
性
・
締
ま
り
や
や
有
り
。

2.
10
YR
3/
3 
暗
褐
色
土
 
粘
性
や
や
有
り
。
締
ま
り
有
り
。

水
酸
化
鉄
茂
含
む
。

‐ 引

0 
  
  
 1
:4
11
  
  
 l
m

棒
‐
閉
鰤



禅麹帥  ゴ
′
      砕鞄飩 ゴ

引

■懇籐譲警
土雑・締まりゃや有,。

RG073(鳳
′
)

・ 1緩幣 り暫
働 難 樅 常 抑 。

甲 鶴 銑 1静往 猫隣 り。           Y網 既
)静
色砂難 縦 有,。 画く締まる。

期繭鞠     争   纏 :°

牌・ 独�   ゴ
′

降 =剪帥  ゴ
′

稗
=121う 0嚇五 粋 =И 500m

Y鶴 賜
)翻
盤 継 ・締まり韓 有り。       hl静 畿 鶴 魁

〉
縦 .驚まり有暁 鸞 松

ごく微曇含む。
2.10YR2/2 暴褐色土 粘性やや有,,締まり有りo

Ｅ
引

F
引

監二‐121副呻
σ

引 と二‐121500m
互イ

引

モγ牌 黒
守争
土 粘性i締まりやや若り。 で予銘∬孟死

仲醗観免キ霰盤が
りやや有鳴

第214回 R(導ξ・堀跡 (14)
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陣 ‐20200m

RG240(PP′ )
1,10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山プロック微量含む。

<沢跡 >     <RG240>

RG045(Q― Q′ )
1.10YR3/3 暗褐色シルト質土
ごく微量含む。
2.10YR3/3 暗褐色ンルト質土
径03～ lcll大)少量微量含む。
3.10YR2/2 黒褐色シルト質土
微量含む。
4.10YR2/2 黒褐色シルト質土
径1～ 3cn大)含む。

粋
‐1拗列 Om

RG228・ 235(00′ )
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有 り。固く締まる。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
地山ブロック少量含む。

粘性・締まり有り。責褐色地山プロック (10YR5/6)

粘性・締まり有り。責褐色地山プロック (10YR5/6・

粘性・締まり有り。暗褐色土 (10YR3/3)1こ じむように

粘性・締まり有 り。黄掲色地山プロック (10Y誦/6・

粋
‐1211拗 Om Ｎ引

RC233 d■ヾ
′
)

1.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
褐色地山プロック (10YR4/4・ 径α5～ 2cn大)微量
含む。

RG234(NN′ )
1 10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まりやや
有 り。褐色地山プロック (10YR4/4・ 径2cm大 )
ごく微量含む。

Ｐ
「

くRC045>
R′

引卜」と=120mOm

RG240(RR′ )
1 lllYR2/2 黒褐色土 粘性 '締 まり有り。
2.10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まりやや有 り。地山ブロック少量含む。

RO骸5 (IとR′ )
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性を欠く。締まりやや有 り。地山プロック少量含む。
2 10YR3れ 暗褐色土 粘性を欠く。固く締まる。水酸化鉄斑有り。
3.10Y路 /1 黒掲色土 粘性やや有 り。固く締まる。水酸化鉄斑有り。
4.10YR2/3 黒福色土 粘性 締まりやや有 り。
5 10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック多量含む。
6.10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まりやや有り。

0      1:411     lm

― ―

第215図 RG溝・堀跡 (15)

-280-



2

RG085(0-0′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
水分多い。
2.10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性・締まり
有り。水分多い。
3.10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性・締まり
有り。

卜二
‐12191111m

第217図 RG溝・堀跡 (17)

RG264jB (AA′ )
1.10YR3/2 粘性を欠く。締まり有り。河原石少量・
明責褐色土プロック微量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性を欠く。締まりやや有り。
河原石 (径3cn未満)少量含む。石英 ?微量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
河原石 籠笛cla大 )少量含む。
4.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
河原石 (径 1～5cm大)多量・炭微量含む。水酸化鉄
斑有り。
5 10YR2/3 黒掲色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
河原石 (径 1～ lllcm大 )多量含む。水酸化鉄斑有り。
6.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
にぶい黄褐色砂質土プロック (10YR5/3)・ 河原石
少量含む。水酸化鉄班有り。

RG085(PP′ )
1 10YR2/2～ 3/2 黒掲色土 粘性やや有り。
締まり有り。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
1層 より粒が大きい。

0          1 :40         hn

0        1:40       ■■

粋
=12Hllllm N′

引

RG085(Nttr)
1.lllYR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まり
やや有り。石 (径5～ 10伽大)多量含む。
水分多い。

第216図 RG清・堀跡 (16)

粋 ‐力81Xlm Ｐ引Ｏ引 粋 刊班0∽m

▼

粋刊朋pOゞ
′

―
1計鴇亀 ガ

)黒
掲色土 炭イ吻 ・暗褐色土

ごく微量含む。

Ｂ引 RG223(BB′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
褐色土 (10YR4/4)ご く微量含む。
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杵≧
‐12050m  ゴ

′

γ

RG206(Dつ′)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性有 り。締まりやや
有り。水酸化鉄斑有り。

牌
‐120a臨

牌封れ6甑   ゴ
′

RG2117・ 208(∈G′ )
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
礫 (小・中)含む。

稗上=1205011m

RG221(IIH′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まりやや有り。
水酸化鉄班有り。

RG080(KK′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。オヽ礫含む。
2層 との境に炭栽が見られる。
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。刀ヽ礫多量含む。
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性なし。締まり有り。小礫微量含む。
4.10YR4/4 褐色砂質土及び礫層 粘性なし。締まっている。

RG191(AA′ )

1.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
やや砂質。

“

±=120mm  _ゞ
′

RC193(BB′ )
1.10YR3/4 暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土プロック微量含む。

粋・ 卿mゴ

RC222(EE′ )
1.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。礫 (小・中)含む。

r
引

第218図 RG溝・堀跡 (18)

RG204(∝′)
1.10YR2/3 黒褐色土 油性やや有り。締まり有り。
2.10YR2ん 黒褐色砂質土 粘性を久く。締まりやや
有り。地山プロック多量含む。

枠■触51Xlmゴ
′

RG299(0革′)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
礫 (小・中)含む。

Ｈ引

牌
=剛 alllm

RG084JR(H′ ,J■
′
)

1.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有 り。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。河原石 (小・中)多量含む。
3 10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。河原石 1/」 )ヽ少量含む。

牛――___二■洋聖_____lm

Ｊ引
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任二‐12041111m

RG198(た A′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 柔らかい。小石少量含む。
2 25YR5/8 明赤褐色土 水酸化鉄含む。床上。
3.10YR2/2 黒褐色土。表土と同じでやや砂質。
明赤渦色土 (26YR5/81ご く微量含む。
4.10YR4/2 灰黄褐色土 黒褐色土(loYR2/2)と の
混全上。
5,10YR4/2 灰責褐色土 粘性有り。やや砂質。
底面に明赤褐色土 (26YR5/8)含 む。

RG198(B■ 3′ )
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性有 り。
2.25YR5/8 明赤褐色土。
3.10YR2/2 黒褐色土 粘性を次く。やや砂質。
4 10YR4/2 灰黄褐色土 黒褐色土 (10YR2/2)と の
混合上。明赤褐色± 05YR5/8)含 む。

社 r1203011m

RG198(CC′ )
1.10YR2/1 黒色土 粘性・締まりやや有り。
炭微量含む。水酸化鉄斑有 り。
2,10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。
灰黄褐色土ブロック (10YR5/2j少量含む。

粋‐蜘 m

RG202 (GG′ )
1.10YR3/3 暗褐色砂質土 粘性を欠く。
締まり有 り。礫 (径5cnk)部 分的に含む。

粋 ‐蜘 m

A′

引

RG202(Ir)
1.10YR3ん 暗褐色土 粘性を欠く。礫 (径 lcal大 )
含む。
2.■ 5YR5/8 明褐色土 水酸化鉄の輩横層。
3.10YR3/3～ 3/4 暗褐色砂質土 粘性・締まりを
久 く。

第219図 RG溝・堀跡 (19)

社±
i120畑m

RG198(}D′ )

ユ.10YR2/2 黒褐色土 粘性を欠く。固く締まる。炭含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有 り。締まりを欠く。炭含む。水酸化鉄産有り。
3.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。褐色土プロック微量含む。
水酸化鉄斑有り。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まりやや有 り。掲色土プロック微量含む。
水酸化鉄斑有り。
5,10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
6 10YR5/4 にぶい黄褐色土 粘性・締まりやや有り。黒褐色土 (10YRツ② で
汚れている。
7.10Ⅵ望/6 褐色砂質土 粘性やや有り。締まりを欠く。黒褐色土(loYR2/2)で
汚れている。水酸化鉄斑有り。
3 10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。褐色土(10YR4/6)し み状に
含む。

稗‐幻輛

RG198(E― E′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 水酸化鉄、砂少量含む。
2.10Y膨ワ 黒褐色土 粘性有 り。柔らかい。明赤褐色土 (わYR5/8)、
灰黄褐色土 (10YR4/2)多量含む。
3.25YR5/8 明赤褐色土 黒褐色土 (10YR2/2)が半分以上混じっている。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性有り。灰黄4B色土 (10YR4/2)と の混合土。

粋 1211輛

RCl錦 (Ff′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性を欠く。固く締まる。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土プロック (10YR4/4)含 む。
3.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
褐色土プロック (10YR4/41合 む。

牌

‐120400m

RG203(Ir)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
灰責褐色土プロック (10YR5/2)・ 水酸化鉄有り。

Ｄ
引

Ｅ引

Ｃ引

Ｆ
引

Ｇ引

‐
引

Ｈ引

0      1:40      1m
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“

‐1釣 410m

RG203(J■
′
)

1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
灰黄褐色土プロック (10Y硝/2)含 む。水酸化鉄
有 り。

降
‐120却 Om

RG203(K玉′)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。にぶい責褐色土プロック(10YR4/3)
炭徴量含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まりを次く。にぶい黄褐色土プロック (10YR4/3)
との混合土。

RG191・ 225・ 226し七′,M餌 ′,<く )※馬歯出土地点
1 10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。骨片 (馬骨)少量・炭、焼土粒ごく微量
含む。
2.10YR3/1 黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土粒 (10YR4/4)ご く微量含
む。
3.10YR3/1 黒褐色土 粘性 締まり有 り。褐色土 (10YR4/4)ご く微量含む。
4 10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まり有 り。小礫 (径 2～ 3cm大)数個含む。
5 10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土少量・小礫 に 5～ 10cn大)数個
含む。
6.10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まり有り。炭少量含む。
7 10YR2/3 黒褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土 (10YR4/4)大 量に含む。
8,10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土 (10YR4/4)多 量含む。
9。 10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まり有 り。 褐色土 (loY馳/4)ご く微量含む。

RC237 1R R′ )

注記なし

M′

引

N
引

枠 ‐卿m  ゴ
′

RC236 1P P′ )
1.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり
有 り。明褐色土 (5YRνOごく微量・
水酸化鉄含む。床面近くに褐灰粘土
質土 (loYR5/1)含む。

滓 ‐如帥 ゴ
′

~ 

ヽ ツ

RC238(SS′ )

1.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり
有 り。黒褐色土 (10YR2/3)ご く
微量含む。水酸化鉄 。明赤褐色土
(5YR3/6・ l X 05cm大 )ブロック状に
3個含む。
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K

引

粋 ‐劾31Xlm  ゴ
′

RG236(Q― Q′ )
1.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり
有 り。明褐色土 (5YR5/6)ごく微量・
水酸化鉄 (P)含む。床面近くに褐灰
粘土質土 (loYR5/1)含 む。

岸‐λtt■ゴ
′

学
]

RG239(T!T′ )
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性有 り。締まり
やや有 り。黒褐色土 (10YR2/3)、 明赤
褐色土 (5YR3/61粒 状にごく微量含む。
水酸化鉄含む。

Ｊ
引 粋 」知払∽m

L′

引

粋 ‐瑯

粋 ‐拗櫛m
カクラン

粋」蜘m ゴ
′

RG225(Oつ′)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性を欠く。
締 ま り有 り。褐色土プロック
(10YR4/4)多 量 炭化物ごく徴量
含む。永酸化鉄斑有 り。

粋
‐1203∞ コ

R′

引

粋‐441Xlmゴ
′

RG197(UU′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有 り。固く締まる。
明褐色土 (75YR5/8)、 灰黄掲色土 (10YR5/2)
小粒でごく微量合む。東側に災化物わずかに含む。

0      1:40     1m

枠封2114Clllmゴ
′

RG197(V― V′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有 り。固く締まる。
明褐色土 (75YR5/81、 灰責褐色土(10Y尉ノ2)小粒で
ごく微量含む。東側に炭化物微量含む。
2.10YR4/2～ 5/2 灰黄褐色土 粘性やや有り。締まり
有り。明褐色土 (75YR5/8)ガ 蛇 で含む。砂 (小粒 )
微量含む。
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Ｚ引咎 蜘

粋‐力500m

と二■420う00m

枠
=剪 帥

骨甲路鵜ジサ
)黒
褐色土 縦 やや有り。締ま

'有
り。

褐色iプロツタ (10YR4/41少 量含む,

粋‐約揃

W縄謝
辞歎 雄
を欠く。雑まり有り。

暫
撒 才9犠羞群「

締まりやや有舛

卜r120300rn     _雪

工肥警七彎鑑Y醗踏&錘鏡後

粋・ 獅  ゴ
「

h鵡習望余|プ即績多恙疲些砦と争言り
曽有りo

粋 覗輛  督
′

V
i継与聯縛 擬筑

Ａ引

Ｃ
引

O        l:40       Ⅲれ
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粋‐1触SXlm
A′

引 RC223(A― A′, BB′ )
1.10Y彫/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR2/2 黒褐色上 粘性・締まりやや有り。
褐色土 (loYR74)ご く微量含む。

Dつ
′
)

灰黄褐色土 粘性を欠く。締まり有 り。水酸化鉄斑有り。
にぶい黄褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
黒褐色土 粘性・締まりやや有り。円礫含む。
黒褐色土 粘性有 り。締まりやや有 り。水酸化鉄斑有り。
黒褐色土 粘性有り。締まりやや有 り。水酸化鉄斑有り。
黒褐色土 粘性・締まりやや有り。地山プロック少量含む。
黒褐色土 粘性 締まりやや有り。地山プロックごく微量

褐色土 粘性やや有り。黒褐色土など含む。

RG043(C‐ C′,
1 10YR4/2
2. 10YR4/3
3.10YR3/2
4. 10YR2/3
5. 10YR3/2
6. 10YR3/2
7 10YR3/2
含む。
8.10YR4/4

粋 1211 21Dm

ヽ 里 /

RG201(3E′, ユF′ )
1 10YR2/2 黒褐色土 粘牲・締まりやや有 り。地山プロック含む。

RC/200(GG′ )
1.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
2.ЮYR2/2 黒褐色土 粘性 締まりやや有り。水酸化鉄斑有り。
3.10Y炒4 褐色土 粘性・締まりやや有り。璧崩落土。
4.10YR3/3 暗褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。本酸イヒ鉄斑有り。

0      1:拇      lm

RC271(CC′,Dつ
′
)

1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。地山プロック含む。

RC272(CC′,}D′ )
1.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有 り。

RG21Xl(■■r)
1.ЮYR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。上部中心に暗褐色土
(10YR3/4)ごく微量含む。
2.10YR2洛 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。褐色土 (10YR4/4)
ごく微量含む。
3.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土 (10YR4/4)蔵 状にごく
微量含む。水酸化鉄含む。
4.10YR4/4 褐色土 粘性・締まり有り。永酸化鉄ごく微量含む。
5.掘 りすぎ(砂)粘 性・締まりなし。水酸化鉄含む。

R∞45111′ )
1.ЮY贈/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
地山プロック少量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
河原石 (小 )少量含む。
3 10YR4/4 褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりを欠く。
5,10YR3/3 暗褐色土 粘性・締まりやや有り。河原石
微量含む。

Ｅ〕
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RG263(A■′)
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性なし。締まり有り。
褐色砂質プロック (10YR4/41ごく微量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり有 り。
褐色砂質上 (10YR4/6)ごく微量含む。

B′

引

RG2ω lB B′ )
1.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色土 (10YR4/41ごく微量含む。
3.10YR3/1 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
褐色砂質土 (10YR4/4)ごく微量含む。

粋‐22 1Xlllm     ≦
′

R0255。 256(EE′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
2 10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)ご く微量含む。

稗
‐122200m 粋 ‐効1∞m

RC270(CC′ )
1.10YR2/3 黒褐色土
2.10YR2/2 黒褐色土

Ｃ
引

粘性 締まり有 り。
粘性有り。堅く締まる。

RC258・ 259(DD′ )

1.10YR3/2 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性有り。締まりなし。
褐色土プロック (10YR4/6)微量含む。

RG255(GG′ )
1 10YR2/3 黒褐色土 粘性有り。締まりやや
有り。褐色砂質土 (10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR2/3 黒褐色土 粘性やや有り。締まり
有り。黄褐色砂質土 (10Y馬■ヽ ごく微量含む。

粋
‐1211Xlm      

督

牌
=鬱
・
91Xlm

RC262(丑H′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色土(10YR4/4)ご く微畳含む。床面に小石
(径2X3cm大)有 り。

【上‐121 7KXlm

RGあ5(FF′ )
1.10YR3/1 黒褐色土 粘性有り。
締まりやや有り。

陣
‐lZilXlm

黒褐色土 粘性・締まりやや有り。

K′

引

Ｆ引

粋 ‐朋50m ・引Ｈ引

ｍ聰嘲・・．０

Ｊ引 粋
=ワ2 1tXlm

呻中
黒褐色砂質土 粘性・締まりやや有り。

RG254(K― K′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
2.10YM2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色砂質上 (10YR4/41ご く微量含む。
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粋‐珈200m ゴ
′

RG247(A― A′ )
1 10YR4/4 黒褐色砂質土 粘性・
締まり有り。

粋 ‐λ210m   ゴ
′

一

RCj245(D‐D′ )
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有 り。下部に黒褐色砂質土含む。

牌 引触0∞m

粋
‐ λ ttm  

ゴ

′

畳!2乳期 ち
)黒
褐色砂質土 粘性・締まりやや有 り。

2.10YR3/2 黒褐色砂質土 粘性 締まりやや有り。
褐色土 (10YR4/4)ご く微量含む。

RC250(C― C′ )
l ЮYR2/3 黒掲色止
2.10YR3/4 暗褐色土

粋
=121 lllllm

F′

引

RG088 1F F′ )
1.10YR3/1 黒褐色土 粘性有り。締まりやや
有り。
2 10YR3/1 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
褐色砂質土ブロック (10YR4/4)少 量含む。
3.10YR3/4 暗掲色土 粘性有り。締まりやや
有り。褐色砂質土 (10YR4/4)少 量含む。

滓 ‐卿m 呵
′

RGl14(1■
′
)

1.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まり
やや有り。

K′

引

有
有

締
締

性
性
粘
粘

RC241(GG′ )
1 10YR3/2 黒掲色土 粘性・締まり有 り。
水酸化鉄微量含む。
2,10Y昭 /3 暗褐色土 粘性・締まり有り。
水酸化鉄ごく微量含む。

卜と=12■llXlm

′

RC249(E― E′ )
1 10YR3/2 黒褐色土 粘性なし。締まり
有り。褐色砂質土 (10YR4/4)ご く微量
含む。

粋初mm  ゴ
′

RCl15(■ ■I′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり
有り。褐色砂質土 (loYR4/41ご く微量含む。

K
卜 と
=乾
・
llXlm
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Ｇ引

J′

引

RG244(」■
′
)

1.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
掲色土ごく微量含む。
2.10YR2//2～ 3/2 黒褐色土 粘性やや有り。
締まり有り。
3.礫層 東側は層が厚 く、西側は薄い。イヽ石
(径 1～2cll大)多量含む。

砕‐知∞m
し
′

引

RG独  (KK′ )
1 10YR3/2～ 2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。
2.10YR3/2～ 2/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。弾力有り。水酸化鉄粒ごく微量含む。
3.10YR3/2 黒褐色土 粘性・締まり有り。水酸化鉄粒ごく微量含む。
4.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有 り。締まり有り。水酸化3ktご く微量含む。5層 より水分
少ない。
5.10YR2/2 黒褐色土 粘性 締まりやや有り。水分多い。
6.参
畳含む学粂赤多楔Fり

有 り。alR喋 褐色土 QOYRプの。西～中央に小石に 1-2cmAl

粋
=ワ091111m Ｍ引 RC244(M WI′ )

1.10YR2/2 黒褐色土
2.10YR2/2 黒褐色土

粘性やや有 り。締まり有 り。
粘性 締まり有り。

0          1:40         1m
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枠 ■郷200HI

＼ り
~ ~

RG228(AA′ )
1,10YR3/2 黒褐色シルト 粘性有 り。
締まり有り。褐色地山粒 (10YR4/41
ごく微量含む。

杵二‐120200m  ゴ
′

粋 ‐動 m ゴ
′

1,10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まり
やや有り。地山ブロック微量含む。

滓
‐120200m 

呵

′

RG231 t■
′
)

1.10YR2/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり
有り。褐色地山プロック(10YR4/41ごく微量
含む。

B′

引

RG223(BB′ )
1.10YR4/4 掲色土 粘性・締まりやや有 り。
2.10YR4/4 褐色土 粘性やや有 り。締まりを
欠く。地山プロック少量含む。

牌 1203∞m

RG228(CC′ )
1.10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性やや有 り。
締まり有り。褐色地山プロック (10YR4/41
ごく微量含む。
2 10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性有 り。
締まりを欠く。褐色地山プロック(10YR4/4)
ごく微量含む。

粋 12C13∞m

RG228・ 229(GG′ )
1.10YR2/3 黒褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
褐色地山プロック (10YR4/4)ご く微量含む。
2 10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山プロック多量含む。

と二‐1211200m  呵
′

RG231(H′ )
1.10YR2/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり有 り。
褐色地山プロック (10YR4/41ご く微量含む。

黎 封幻2嚇 封

RG233(L毛
′
)

ユ.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり
有り。
褐色地山ブロック(10YR4/41ご く微量含む。
2.10YR4/6 褐色砂質シル ト 粘性・締まり有
り。黒掲色土 (10YR3/2)し み状にごく微量
含む。

RC233(M‐ M′ )
1.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性 締まり有 り。
褐色地山プロック(10YR4/4)ご く微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘樫有り。締まり
やや有り。褐色地山ブロック (10YR4/4・ 径05～
3cla大)微量含む。

Ｃ引Ａ引

粋‐れ知m  ゴ
′

丑!鴇縄 ジデ 黒褐色土 粘性・締まりやや有 り。
地山ブロック微量含む。

そ!鴇梶 デデ 黒褐色ンルト質土 粘性有り。
締まりやや有り。褐色地山プロック(10YR4/41
ごく微量含む。

Ｇ引

RC228・ 230(IH′ )
1 10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性・締まり有り。
褐色地山ブロック (10YR4/4)ごく微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性・締まり有り。
褐色地山ブロック (10YR4/4・ 径1～2cm大)ご く
微量含む。

RG232 1K‐K′ )
1.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり有 り。
褐色地山プロック (10YR4/4)ご く微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色シルト質土 粘性・締まり有 り。
褐色地山プロック (10YR4/4)微 量含む。
3 10YR4/4 褐色砂質シルト質土 粘性有 り。締まり
やや有 り。暗褐色土 (10YR3/3)と の混合土。

陣
‐鬱α獅

�I′

引

第225図 RG溝・堀跡 (25)

0      ユ:40     1m
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RG227 1B B′ )
1.10Y酪/4 暗褐色シル ト質土 粘性・締まり有り。
責褐色地山プロック (10YR5/6)ごく微量含む。
2.10YR3/3 暗褐色シルト質土 粘性・締まり有り。
黄褐色地山ブロック (10YR5/6)少量含む。RG200(AA′ )

1.10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性・締まり有り。
褐色土粒 (75YR4/4)、 炭化物粒ごく徴量含む。
本酸化鉄斑有り。
2.10YR3/2 黒褐色シル ト質土 粘性・締まり有 り。
褐色土粒 (■5YR4/4)少 量・炭化物粒ごく微量含む。
水酸化鉄班有り。
3.lllYR3/2 黒褐色シルト質上 粘性・締まり有り。
褐色土粒 (76YR4/4)微 量・黄tB色土粒似5YR5/3)、
炭化物粒ごく微畳含む。水酸化鉄斑有り。

社と
‐例おllllm

RC2%(CC′ )
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。

0      1:40     1m

第226図 RG溝・堀跡 (26)

8 井戸跡
R1002井 戸跡 (第227図・写真図版264)
<位置・重複関係>本遺跡東側 2-B14b区に位置し、Ⅳ層面にて検出された。R G 173と 重複しているが、

本遺構のほうが古い。 <規模・形態>開口部は不整な円形を呈し215× 198clll、 底部は楕円形で■4× 96cm
を測る。深さは157cm程あり、底から100cm位 まではほぼ垂直に立ち上がり、そこから外側に開いて開日部に

至る。 <埋土>大きく7層に大別した。埋土中層から下層に関しては人為的に埋め戻されているようであ
るが、埋土上層に関しては、自然堆積か人為堆積か解らなかった。本遺構は砂礫層まで掘り込まれており、

完掘すると湧水が認められた。 <そ の他>木材が若千残っていたことから木枠を持つと推測されるが、具
体的な構造については把握できなかった。 <遺物>出土遺物なし。 <時期>不明である。
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土 め14c

21114

任 L‐m鰤

RIIX12

1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4褐 色砂質土ごく微量含む。
2.10YR3/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
10YR4/4 褐色砂質土プロック微量含む。
人為的盤めもどし
3.10YR2/3 黒褐色土 粘性有 り。締まりなし。4層 との
境に笛 ～10cla大の礫多数含む。
4.10YR2/3 黒褐色上 粘性有り。締まりなし。
10YR4/4褐 色砂質土ごく微量含む。
5.7ЫR6/8 橙色土 粘性、締まりなし。やや砂質。
遺構外に帯状にのびる。
6 10YR2/1 黒色土 粘極極めて有り。締まりなし。
75YR6/8橙色上の水酸化鉄分。10YR5/1 掲灰色土
ごく微量含む。褐灰のグライ化分か。
7.10YR2/1 黒色土 粘性有り。締まりなし。10YR5/1
褐灰色土 (グライ化した地山)微量含む。

任 L‐ 1204KXlm

RIa13
1.10YR2/3 黒褐色上 炭粒をごく微量含む。
粘性やや有り。締まりやや有り。
2.10YR3/3 暗褐色土 褐色土プロックを少量
含む。粘性やや有り。締まりやや有り。

禅
=12031Xlm

RIID6
1.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや弱。締まり有り。
褐色土 (loYR4/41プ ロック微量含む。焼土池・
炭微量含む。径1～3cm及 び人頭よりやや小さめの

礫含む。
2.10YR2/2 黒褐色土 粘性やや有り。締まりやや
弱。

第227図 RI井戸跡 (1)

3.10YR2/3 黒褐色土と褐色上の混合土。
粘性やや有 り。締まり有り。
4.10YR3/3 暗褐色土 若干砂ぽい。褐色上
黒褐色土プロックを不規則に含む。炭粒も
含む。粘性やや有 り。締まりやや有り。

5。 10YR3/4 暗褐色砂 粘性なし。締まり
やや有り。

10YR2/2～ 2海 黒褐色土 締まりやや有り。
にぶい黄褐色土 (10YR5/4)プ ロック少量含む。
10YR2/2～2/3 黒褐色砂質土 粘性やや有り。
締まりやや弱。黒褐色土・褐色土プロック少量含む。
10YR4/4 褐色土 粘性やや有り。締まり有り。
黒褐色土でよごれている。 (壁崩落土)
10YR4/1 褐灰色 粘性にとみ、締まりなし。
褐色土 (10YR4/4)プ ロック含む。礫含む。
下からは水が湧きだしてくる。(故に丼戸跡とした
が上坑か ?)(新 しい埋めもどしか ?)

Ｂ
引

0   1:∞   lm

―

兆 3k
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RIl107

1.10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック炭粒・小礫を含む。
粘性・締まりやや有り。
2.10YR4/4 褐色土 黒褐色上がごく微量含む。粘性・
締まりやや有 り。
3.10YR4/4 褐色土 黒褐色上が少量含む。粘性・締まり
やや有り。

R1009

携 15r

第228図 RI井戸跡 (2)

枠 =ワ蜘 m

R1008
1.10YR3/3 暗褐色土 地山プロック小中礫を多量含む。
粘性やや有り。締まっている。
2.lllYRプ3 暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
3.5YR6/8 橙色 粘性やや有り。締まっている。
4.10YR3/3 暗褐色土 礫多量に含む。粘性やや有り。
締まっている。
5 5YR6/8 橙色 礫大量に含む。粘性弱。締まっている。
6.10YR4/4 褐色砂 礫大量に含む。粘性弱。締まって
いる。
7.5B2/1 青黒砂質土 礫少量含む。粘性有 り。締まり
やや有り。

R1009
4.10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック少量含む。
粘性やや有り。締まり弱。
5,10YR2/3 黒褐色土 地山ブロック大量含む。
粘性やや有り。締まっている。
6.10YR2/3 黒褐色土 粘性・締まりやや有り。
7.10YR3/4 暗褐色土 粘性・締まりやや有り。
(炭粒含)
8.10YR4/1 掲灰色砂質土 粘性・締まりやや
有り。
9.10YR3/4 暗褐色土 掲灰色砂質土プロック
含む。粘性やや有り。締まっている。

A

義 1ln

携 12n

ン

0     1:00    ha

―

掘 りすぎ
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R1003井 戸跡 (第227図・写真図版264)

<位置 。重複関係 >遺跡中央南側、 3B23c区 に位置し、Ⅳ層面にて検出された。 R G194と は同時期に

なるかもしれない。 <規 模・形態>平面形は不整な円形を呈する。開口部径は5。4× 4.9mを呈し緩やかに

掘 り下げているが、その内側を不整な隅丸長方形状に2.1× 1.5mの範囲をほぼ垂直に掘 り込んでいる。深さ

は検出面から最大で0。9m程であった。 <埋 土>自 然堆積の様相を呈する。 <そ の他>礫層を掘り込ん

で構築されている。井戸というには浅かったが底面まで掘り下げた段階で湧水が認められた。井戸枠などは

みられなかった。 <遺 物 >出土遺物なし。 <時 期>遺構に伴う遺物はないが、周辺から検出されている

遺構の状況から、中世及びそれ以降ではないかという印象をもつ。

R1006井 戸跡 (第227図 )
<位置 。重複関係 >本遺跡中央部南側 4B2j区 に位置し、Ⅳ層面にて検出された。周囲には中世の遺構が

多く分布し北側を中心に墓鍍群が、南東から南側にかけては竪穴建物跡がまとまって見られる他、この時期

の柱穴も多く検出されている。 <規 模・形態>検出面では145× 143cm、 底部で109× 88c皿、深さは60clllを

測る。平面形は開口部では円形を基調とし、平坦な底部から外傾して立ち上がっている。 <埋 土>5層 に

分けられた。埋土上層の 1層 は焼土・炭粒・中小礫などを含む人為堆積。 2～ 5層は壁崩落土を含む自然堆

積と考えられる。 <そ の他>近隣の中世墓群の埋土とは様相が異なること、底面まで掘り下げた段階で水
が涌き出してきた事などから丼戸として登録したが、井戸枠、石積などは認められなかった。 <遺 物>無

し。 <時 期>周辺の状況から中世に属すると思われる。

R1007井 戸跡 (第228図・写真図版264)

<位置 。重複関係 >本遺跡の中央部やや南側 2C15q区 に位置し、他の遺構と同様Ⅳ層面にて検出された。

R D473と 重複し、本遺構のほうが新しい。 <規 模・形態>開 口部径190× 185cm、 底部径186× 184cm、 深
さは36clll程である。平面形は円形を呈し、底部は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。 <埋 土>人

為体積と思われる。壁面付近は崩落を防ぐためなのか褐色土を貼 り付けている。 <そ の他>今回の調査で

検出された井戸跡の中には比較的浅いものも見られるため本遺構に関しても井戸跡と考えたが、井戸にして

は浅すぎること、底面まで掘り下げても湧水がないことなど他の施設の可能性もある。 <遺 物>無し。
<時期>R D473と の重複関係や周辺で検出された遺構などから、近世かそれ以降に属すると思われる。

R1008井 戸跡 (第228図・写真図版264)
<位置 。重複関係 >本遺跡の中ではほぼ中央部、 2 Clll区 に位置し、Ⅳ層面にて検出された。 <規 模・

形態>西側の一部が調査区外に達しているが、平面形は円形を呈する。検出面で284× 276cm、 底面で226×

222cm、 深さは114cmを測る。壁は平坦な底面から一旦垂直気味に50cm程立ち上がり、それから外傾して立ち

上がっている。 <埋 土>中小の自然礫及び地山ブロックを多量に含み埋め戻された様相を呈する。また、

坦土下層はグライイとしている。 <そ の他>底面近くまで掘り下げた段階で水が浸み出してきた。木枠や石

組みなどの施設は持たないと思われる。 <遺物>出土遺物なし。 <時期>時期を特定する資料を欠くが、

周辺に分布する遺構や、埋土の状況から近代以降の所属と思われる。

R1009井 戸跡 (第228図・写真図版265)
<位置 。重複関係 >本遺跡南東側、 3E23a区 に位置している。R A273と 重複し、本遺構の方が新しい。
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<規模・形態>開口部径323× 282cm、 底部径126× 114clll、 深さは87cm程で平面形は不整形である。底部は概

ね平坦で、壁は緩やかに外側に開きながら立ち上がっている。 <埋 土>黒褐色土の中に地山プロックが混
じる埋土上層は人為堆積と思われる。暗褐色土及び掲灰色砂質土で構成される埋土下層は自然堆積の様相を

呈する。 <そ の他>底面は砂礫層に達しており、若千の湧水も認められた。土留め等の施設を持たない地
面を掘り下げただけの井戸であったと思われる。 <遺 物>出土遺物なし。 <時 期>R A273と の重複関
係から奈良時代よりは新しい遺構である。本遺構の南東側10m程の所に中世の柱穴群及び土坑等が検出され

ている。また、周囲には奈良時代以外の遺構が先述した中世の柱穴群及び土坑等しか見られないことからこ

の井戸も中世に属する可能性がある。

R1010井 戸跡 (第229図・写真図版265)
<位置・重複関係>遺跡の南側中央、 4B17i区に位置しⅣ層面にて検出された。 <規 模・形態>開口部
径230× 202clll、 底部径74× 53cm、 深さは63cmを測る。平面形は円形を基調とし壁は、西側より東側のほうが

底部から緩やかに立ち上がっている。 <埋 土>黒褐色土及び黒色土に水酸化鉄と炭粒を含み、埋土下層で
は黒色砂質土となる。 <そ の他 >本遺構のすぐ北側からは墓壊群や竪穴建物跡・掘建柱建物跡をはじめと
する中世の遺構が多数見つかっている。また、南側には湿地が広がっており比較的水の湧き出し易い地点に

井戸を掘っているといえそうである。井戸の構造については井戸枠など施設は認められなかったため単に地

面を掘り下げただけのものと考えられる。 <遺 物 >出土遺物なし。 <時 期 >周辺で検出された遺構との
関係から中世に属すると思われる。

RIl110

1.10Y楚力  黒褐色土 粘性 締まり有り。水酸化鉄斑
多量に混入。炭1%含む。地山ブロック25%含 む。
2.10Y田/1 黒褐色粘土質土 粘性にとみ、締まりやや
弱。水酸化鉄斑有 り。災微量に含む。
3.10YR2/1 黒色粘土質土 粘性に非常にとみ、締まり
弱。炭 水酸化鉄斑ごく微量に含む。
4.5YR2/1 黒色砂質土 粘性やや有り。締まり弱。
5 10YR2/3 黒褐色土 地山±50%含む。水酸化鉄斑
多量に含む。粘性やや有 り。締まり有り。
6.10YR4/4 褐色砂質土 (壁の崩落)12の上20%含 む。)

第229図 RI井戸跡 (3)
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0   1:60  1m
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9 その他 の遺構

(1)円 形周清
RZ010円 形周溝 (第230図・写真図版268)
<位置・重複関係 >本遺跡のやや東側、 l C23d区に位置する。IV層面で検出され重複関係はない。

<規模 。形態>上幅36～ 22cm、 下幅18～ 1lcmの溝がほぼ円形に巡っている。直径は約2.3m、 周溝の深さは

18～ 12cm程である。 <埋 土>周溝は自然堆積でよいと思われる。周溝の内側も一旦掘 り込まれた後、土

を入れているようである。 <そ の他 >現況からはマウンドなどの上部構造は把握できなかった。検出段
階で河原石などが出土したわけでもない。近所の住人の中にはこの付近から蕨手刀が出土したと語る人も

おられるが具体的な地点についてはわからないとのことであった。 <遺 物 >出土遺物なし。 <時 期>

遺物を伴わないため広く古代と位置付けたい。

RZ013円 形周溝 (第231図 ・写真図版270)
<位置・重複関係 >本遺跡の南東側 (休耕田)、 4E4d区 に位置しIV層面にて検出された。R D790及 び柱
穴群より古い。 <規 模・形態>上幅53～36cm、 下幅38～28cm、 深さ22～13cmの溝がほぼ円形に巡って
いる。直径は5.2～ 5,Omを 測 り、周溝の底面は概ね平坦であった。 <埋 土 >自然堆積の様相を呈する。
<その他 >周溝の内側から遺構は検出されなかった。 <遺 物>な し。 <時 期 >遺物を伴わなかったが

古代の遺構でよいと思われる。

RZ015円 形周溝 (第231図・写真図版272)
<位置・重複関係 >本遺跡の南東側、 3D8s区 に位置し、IV層面で検出された。 R G045よ り古い。
<規模・形態>上幅58～ 34cm、 下幅42～ 20cm、 深さ26～10cmの溝が不整な長円形状に巡っている。長さ

は北西―南東4.6m、 北東一南西は4.Om程と推測され、周溝の底面は凹凸となるものではない。 <埋 土>

自然堆積と思われる。 <そ の他 >周溝の内側からはとくに遺構は検出されていない。表土を重機により
除去したため失われたのかもしれない。 <遺 物>出土遺物なし。 <時 期>時期決定の資料を欠くが古

代の遺構でよいと思われる。

A
t03d tC23e

RZ010
1.10YR3/2黒 褐色土 粘性・締まりやや有り。
2.10YR3/2黒 禍色土 地山プロック含む。
粘性・締まりやや有 り。
3.lllYR3/3暗 褐色土 地山ブロック大量に含む。
粘性やや有 り。締まっている。 (炭粒を含)

0     1:60   1m

第230図 RZ010円 形周溝
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L=120200m
Aトー  ー→ B
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L=ユ 20200m
Cr―
ュ
ー→ D

彦

と‐126200m
EI一    引 F

l再

…

L‐ 1勿α200m
Gトー  引 H

l~2

L‐ 120211111n

A卜    引 B

2:畳〔::::テ
Z「 1

L=120200m
C十一   引 D

l~2

A― B
l 10YR2/3黒 褐色土
粘性やや有り。締まっている。
2.10YR3/2黒褐色土
地山プロック多量含む。

粘性・締まりやや有り。

C― D
l.10YR3/2黒 褐色土
地山プロック少量含む。

粘性やや有 り。締まっている。
2.10YR3/3暗褐色土
地山ブロック多量含む。
粘性・締まりやや有り。

E― F
l.10YR2/3黒 褐色土
地山プロック微量含む。

粘性やや有り。締まっている。
2.10YR3/4暗褐色土
地山プロック多量含む。

粘性やや有 り。締まっている。
3.10YR5/6黄褐色土
黒褐色プロック微量含む。

粘性やや有 り。締まっている。

G― H
l 10YR2/3黒 褐色土
地山プロック微量含む。

粘性やや有 り。締まっている。
2.10YR5/6黄褐色土
黒褐色土少量混じる。

粘性やや有 り。締まっている

A―B
l lllYR3/2黒 褐色シルト
粘性有 り。締まり有り。
地山粒 (10YR4/4褐 色)
5%含む。
2.10YR3/3暗褐色シルト
粘性有 り。締まり有り。
地山ブロック (10YR4/4褐色)
径5mm～ 10mm20%含む。

C― D
l 10YR3/2黒 褐色シルト
粘性有 り。締まり有り。
地山粒 (10YR4/6褐 色)
3%含む。
2.10YR3/3暗褐色シルト
粘性有 り。締まり有り。
地山粒 (10YR76褐色)
3%含む。地山プロック
(10YR4/6褐 色)
径101xlm～ 20mm15%含 む。

第231図  RZ013

EL‐ 1202CXlm F E一 F

「

―    引  1.loYR3/2黒褐色シルト

奉 雰絲 !誰種雹9,4。
粘性有 り。締まり有り。
地山粒 (10YR5/6褐 色)
3%含む。

015円 形周溝
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0   1:00 1m

―

L〒 12は承崩

A    B
卜   引

i―

争五許 R3/3醸色土縦 やや
有りo締まっている●

c L-1欺 鋤 m D
卜     4

=2
0-D
I.16YR3/3暗櫂色生 活性やや有り。
中桟 を若千含む。雑まっている。
2.10YR3/3暗綺色土と掲色上の混土。
粘性や|や有り。締言つている。

卜 1206011m

E      F

「

―    引

Lン
E― F
l.10YR3/3暗 褐色土 小篠を少畳合む。
措性やや有ケ。締まつている。

■‐W4∝ゆぃ
G       H
卜      引

O― HI
li 10YR3/3暗 褐色土 中小礫含と。

歩織赫継望議塾蘊
粘性やや有り。締まつている。

第232図 RZ017円形周溝
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0  1:120  2m

注  L=120300m

杭 痕

RZ018 1RG225と の重複)
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性やや有 り、締まり有 り。褐色土粒ごく微量含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土プロック微量含む。
3.ЮYR2/2黒褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土多量に含む。
4.10YR2/3黒 褐色上 粘性やや弱。締まり有り。褐色土ブロック微量含む。

ド壁 Li120 300m

抗痕

RZ018 1RZ熔 8と の重複)
1.10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有 り。褐色土
ブロック少含む。
2.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。炭粒
焼土粒微量含む。褐色土プロック多量に含む。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性有り。締まり弱。炭粒
微量に含む。
4.10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土
プロック少量含む。
5 10YR2/1黒 色土 粘性有 り。締まりやや弱。
黒褐色土多量、炭・焼土粒ごく微量含む。

「

EL‐ 120300m

RZ018(RG769と の重複)
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有 り。炭泣 焼土粒ごく微量
含む。褐色土微量含む。 (RD769)
2.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土ごく微量含む。
3.10YR2/2黒褐色土と褐色土との混合上。粘性・締まり有 り。

崖 L‐ 1れ31Xlm

0   1:60  1mRZ018(RZ012)(G― H I― J)
1.10YR2泡 黒褐色土 粘性・締まり有 り。水酸化鉄斑多量に有り。炭粒
ごく微量、にぶい黄掲色土粒微量含む。
2.10YR3/1黒 褐色土 粘性有 り。締まり有 り。褐色土粒ごく微量含む。
3.10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有 り。褐色土粒徴量含む。
4.10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有り。ガヽ礫数個見られる。
5,10YR2/2黒 褐色土 粘性 締まり有り。褐色土微量、中小礫数個含む。
6 10YR3/1黒 褐色土 粘性・締まり有り。炭粒少量含む。
7 10YR2/3黒 褐色土 粘性有り、締まりやや弱。褐色土多量に含む。
8 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土多量に含む。
9,10YR2泡 黒褐色土 粘性・締まり有り。褐色土ごく微量含む。

第233図 RZO刊 8円形周溝 (1)
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RZ017円 形周溝 (第232図・写真図版274)

<位置 。重複関係 >本遺跡の中央部南側、 3A23r区に位置し、IV層面にて検出された。 <規 模・形

態>上幅88～ 48cm、 下幅60～ 18cmの溝が隅丸方形状に巡っている。北東―南西方向で8.4m、 南東一北西方

向8.lmを 測る。周溝は深さ29～ 12cmで南側約半分は礫層を掘り込んでいる。 <埋 土>自 然堆積でよいと

思われる。 <そ の他 >周溝の内側ではとくに遺構を確認できなかった。現況からも同様である。本遺構

から最も近い古代の住居跡はR A223(奈良時代)で東に約20m、 他にR A230(奈良時代)が北に約60m

のところにある。平安時代の住居跡は周辺では確認されなかった。 <遺 物 >出土遺物なし。 <時 期>遺

物を伴わなかったが古代の遺構と思われる。

RZ018円 形周清 (第233・ 234図 。写真図版275)

<位置・重複関係 >本遺跡南側中央部、 4BHkグ リッド付近に位置し、IV層面にて検出された。RA

280。 R E043・ R D 769・ R F 039・ R F047・ R F043・ R F052と 重複するが本遺構の方が古い。 <規

模・形態>南北15.6m、 東西15,lmに、上幅66～36cm、 深さ約10cmの溝がほぼ円形に巡っている。南東側に

溝が切れている箇所が存在する。 <埋 土>黒褐色土を主体とする自然堆積である。 <そ の他 >南東部

にある溝が切れている部分については、意図的にこの部分を開口部としたとも考えられるし、掘 り込みが

本来浅くそのために失われたと考えることができる。残存する他の溝の部分も決して深くなく、丁度この

部分にR Z011が位置しており、失われたと判断したい。<遺物 >な し。 <時 期>遺構に伴う遺物がなく

時期不明である。

RZ019円 形周溝 (第235図・写真図版276)

<位置 。重複関係 >本遺跡西側、 3-D12v～ 3-C19c区 にかけて位置し、他の遺構と同様にⅣ層面に

て検出された。R D622・ 628。 648ほかと重複するが本遺構のほうが古い。また、多数の柱穴とも重複して

いるが同様に本遺構のほうが古い。 <規 模・形態>平面径は円形というよりも隅丸方形に近く、西側で

は溝が一カ所途切れている。北東―南西方向で8.6m、 北西―南東方向では7.9mを 測る。溝の上幅は40～

30cm、 下幅は33～ 23cm程で、深さは10cm前後しか残存していない。 <埋 土>溝の深さは10cm程と残存

状態は良くない。黒褐色土を主体としその中ににぶい黄掲色上がごく微量含まれている。自然堆積で良い

と思われる。 <そ の他 >周溝の西側は一カ所途切れた状態で検出されているが、現地表面からは40cm前

ど生L‐ 120300m 島

RZ012

RZ018(及 9HZ012)K― L
l 10YR/2黒 褐色土 粘性 締まり有 り。水酸化鉄班多量に有 り。
炭泣ごく微量、にぶい黄褐色土粒徴量に合む。

RZ018(RF∽ 2と の重複)M― N
l ЮYR2/2黒 褐色土 粘性 締 まり有 り。水酸化鉄班有 り。
焼土 炭粒ごく微量含む。
2 10YR2/3黒 褐色土 粘性 ,締 まり有 り。水酸 Tヒ鉄班有 り。
焼土 炭粧地山ブロックごく微量含む。
3 ЮYR4/4褐 色砂質土 粘性有 り。締まりやや弱。水酸化鉄班有 り。
黒褐色土少量含む。

4.10YR3/1黒 褐色粘土 炭泣微量含む。水酸化鉄班有 り。締まり弱。
5 5YR2/3暗赤褐色焼土
6 5YR4/6赤褐色焼土
7 5YR4/6赤褐色焼土 黒褐色土ごく微量混 じる。
8 101rR2″ 黒褐色土 粘性有 り。締まりやや弱。
9,10YR3″ 黒褐色土 粘性・締 まりやや有 り。水酸化鉄班有 り。
褐色砂質土少量、炭粒微量含む。

第234図 RZ018円形周清 (2)
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後掘り下げて遺構検出したため、溝の深さは10cm前後しか残らない状態であった。そのため本来は溝が巡

っていた可能性も否定できない。周溝内部には時期の異なる土坑や柱穴群が見られるが、本遺構に伴う施

設は把握できなかった。周辺では平安時代の竪穴住居跡が密集した状態で30棟以上確認されている。隣接

しているものの本遺構との重複はなく、これは時期的に近いか、竪穴住居跡がつくられる以前に本遺構が

存在していたことを意味していると思われる。 <遺物>な し。 <時期>遺構に伴った形での遺物の出
土はないが、周囲の状況から平安時代かそれ以前に属すると思われる。

(2)炭 窯跡
RZ005炭 窯跡 (第236図 。写真図版267)
<位置 。重複関係>本遺跡の東側、 2C9w区 に位置し、IV層面にて検出された。重複関係なし。
<規模・形態>検出面での規模は南北方向に長さ5。9m、 最大幅は北側が1.04mで平面形はほぼ円形、南側は

2.lmを 測り不整な長方形を呈し両者の間が括れて狭くなっている。深さは北側が26cmなのに紺し南側は最

大13cmと 浅く壁も底面から緩やかな立ち上がりとなっている。底面は硬く締まるものではない。

<埋土>残 りの悪い部分もあるが自然堆積を呈すると思われる。平面形が円形を呈するほうでは壁に沿って

焼土が北側を中心に堆積している。 <その他>炭窯を想定し南側が窯本体、北側は煙道及び煙出しと考え
たが、その割には炭化材や焼土が顕著に見られなかった。従って民窯以外のものかもしれない。 <遺物>

(第362図 。写真図版344)陶器碗 (727)が 出土している。 <時期>時期不明であるが、近世以降のもので
はないかという印象をもつ。

A

崖L=120200m

_D4

Rτ005 A― B,C― D,E― F
l.10YR3/3黒 褐色土炭粒を多量に含む。
粘性・締まりやや有り。
2.10YR3/3暗 褐色土焼土 炭粒を含む。
粘性・締まりやや有り。
3.10YR3/3暗 褐色土炭粒を大量に含む。
粘性・締まりやや有り。
4.10YR3/4暗 褐色土粘性やや有り。締まり弱。
5。 10YR3/4暗褐色上焼上を多量に含む。
粘性弱。締まりやや有り。
6.10YR3/3暗 褐色土炭化物多量に含む。
粘性弱。締まりやや有り。
7.10YR3/2黒 褐色土焼土・炭粒をごく微量含む。
粘性・締まりやや有り。
8.10YR3/2黒 褐色土焼土・炭粒をごく微量合む。
粘性・締まりやや有り。

9。 10YR3/2黒褐色土褐色上ブロック少量含む。
粘性やや有り。締まっている。

0  1:60 1m

第236図 RZ005炭窯跡
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(3)性 格不明遺構
RZ001(第 237図・写真図版266)
<位置・重複関係>遺跡中央部南側の3B2m区 に位置し、IV層上面にて検出された。 <規模・形態>
北側部分は調査区外に広がっており、むしろ遺構の南側が一部検出されたような状況である。東西方向に

6.4m、 南北方向へはlm程検出され、深さは最大で42cmを測る。平面形は不明であるが、おそらく楕円形

から円形、もしくは溝の一部が膨れたような形態が考えられる。 <坦土>概ね自然堆積で良いと思われ、
埋土の土質から水の流れや溜まりがあったと推測される。自然礫も混じっている。ただし埋土上層 (1層 )

については木材を含め人為的な埋め戻しの可能性がある。 <そ の他>最も落ち込む底面部分には細い木
抗を20～30cm間隔に打ち込んでいた。埋土中にも木材が地面と水平な状態でみられた。 <遺物>(第 331
図・写真図版318。 319)底部に打ち込んでいた杭 (506・ 507)の他、木材も加工された柱状のもので、本

遺構が埋まりかけた段階で入ったものと考えられる。 <時期>時期を特定できる資料を欠くが、多分近

μl_ L=120700m

0   1:611 lm

RZ001 A― B
I. 10YR〃3黒褐色土 (表土)粘性やや有り。締まり弱。
Ⅲ.10YR3/2黒褐色土 水酸化鉄斑有り。 粘性やや有り。締まっている。
1. 10YR3/2黒褐色土 水酸化鉄斑有り。 地山プロック少量含む。粘性 締まりやや有り。
2. 1銀■〃3黒褐色土 水酸化鉄斑有り。 粘性やや有り。締まり弱。

第237図 RZ001性格不明遺構

A

れ
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RZ002

注

七嫌

RZID2 A― B
l. 10YR2/2黒褐色土粘性やや弱。締まりやや有り。径1～ 5cmの擦を合む。底前にも藤が謗在する。底面には水酸化鉄の堆積がみられる。

札磯

彰 醐

塩 晟岳μ ず
聰

０
瑚

名

91抜
鼻

RZ003▲ ―B
l. loY翌力暴褐色土粘性溺。締まりやや有り。水酸化鉄による影響を多大卜受け、部分的に赤っぼくなつている。

0  1160  1m     木の根を多(含 t「うを1～5cmの揃かい擁 lrH原石)を多量含む。

第238図  RZOo2・ 003性格不明違構

-303-



世かそれ以降の遺構と思われる。

RZ002性 格不明遺構 (第238図・写真図版266)
<位置 。重複関係 >遺跡南側のほぼ中央、 3B9x区 に位置している。重複する遺構はない。 <規 模・形
態>不整形な落ち込みが南北方向に複数連なって並ぶようなプランを呈する。長軸はほぼ南北方向で長さ5.6

m、 幅約0.9m、 深さは10cm弱を測る。個々の落ち込みの底面も多少凹凸をなすが本来はもっと深さのある

遺構で現在の水田耕作により削平されてしまっている。 <埋 土>黒褐色上を主体とし、埋土内から底面に
かけて小礫が散在する。自然堆積か人為堆積か不明である。 <そ の他>同様の形態をなす遺構が他にもあ
り、東へ 8m程の所にはR Z004が、同じく東へ17m程の所にはR Z 003、 東南東24mに はR Z009、 南側ヘ

約15mの所ではR Z008が検出されている。これらが結びついて機能する施設なのか、各で成り立っている

遺構なのか不明である。 <遺 物>(第 325図・写真図版314)土師器の細片の他に磁器皿片 (458)が 1点
出土しているが、特徴のない部位で時期はわからなかった。 <時 期>時期不明であるが、周辺の遺構の状
況から近世かそれ以降と思われる。

RZ003性 格不明遺構 (第238図・写真図版266)
<位置・重複関係 >遺跡南側のほぼ中央部、 3B7p区 にて検出された。重複する遺構はない。 <規 模 。

形態>不整形な窪みが東西方向に不連続に並ぶような平面形態を呈する。長さは東西方向で約5。7m、 幅45～

70cm、 深さは10cm弱である。それぞれの窪みの底面は幾分凹凸をなし、壁は外傾して立ち上がっているが、

水田耕作により底部付近のみが残存し検出されたものである。 <埋 土>黒褐色上の中に小礫が多量に含ま
れていた。自然堆積か人為堆積かは不明である。 <そ の他>周囲には類似する形態の遺構が検出されてい
る。東に10mに はR Z 004、 同じく東に16mに はR Z002がある。南西方向へ10mの ところにR Z009、 南東

へ25mの ところでR Z 008が検出されている。これらの遺構が結びついて一つの遺構となるのか、それぞれ

独立した遺構なのか不明である。 <遺 物 >18世紀以降と思われる陶器碗の細片が 1点みられた。 <時
期>時期不明であるが、周辺の遺構の状況から近世かそれ以降ではないかと推測される。

RZ004性 格不明遺構 (第239図・写真図版266)
<位置・重複関係 >本遺跡の南側ほぼ中央付近、 3B8u区 にて検出された。重複関係はない。 <規 模・

形態>東西方向に長い不整楕円形の窪みが南北方向に4.7m程連なってみられる。幅は約50～ 90cm、 深さは

10cmに満たないものが殆どである。底面は平坦ではなく、近年の水田耕作により壁は底部付近が僅かに残

存しているのみである。 <埋 土 >暗褐色土の中に径 1～ 5cm程の河原石を多量に含んでいる。自然堆積
か否かは不明である。 <そ の他 >本遺構の周囲には同じような形態の遺構 (R Z002・ 003・ 008・ 009)が
検出されている。これらの遺構が結びついて一つの遺構となるのか、或いは個々に遺構として成り立ってい

たのか不明である。 <遺 物>(第326。 340。 362・ 365・ 366図 。写真図版315。 327・ 344・ 346)埋土には
陶器碗 (716・ 724)。 播鉢 (480・ 481)、 磁器碗 (771。 773・ 777)。 皿 (804・ 805)、 銭貨 (601・ 602)、 土師

器 。須恵器片などが散在していた。 <時 期>出土遺物や周辺にある同様の形態を有する遺構等の状況から
近世かそれ以降と思われる。

RZ008性 格不明遺構 (第239図 )
<位置 。重複関係>遺跡の南側ほぼ中央、 3B17x区 に位置している。重複関係はなかった。 <規 模・形
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RZIX14 A― B
l. lllYR3/3暗 掲色土 粘性弱。締まり有り。水酸化鉄による影響大。本の根多量に含む。径1～5cmの細かい礫 (河原石)多量含む。
上器片含む。

名

A

1. 10YR2/2黒褐色土 粘性やや有 り。締まりやや有り。
地山プロック少量含む。水酸化鉄斑含む。
2. 10YR2/2黒褐色土と地山プロックの混合土。
粘性やや有り。締まり有り。水酸化鉄斑含む。

酔  L‐
120 300m               B

引

RZll10 A― B
1 5PB1 71青黒色上 水酸化鉄斑有り。小礫を含んだりする。
粘性やや有 り。締まっている。

塩.60ひ餞塩h
0   1:ω  lm

第239図 RZ004・ 008・ 009性格不明遺構

RZ008 A―B
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態>規模も形態も不規則な窪みが北東―南西方向に3.3m程繋がって検出された。幅は20～90cm、 深さは

10cm弱である。底面は平坦とはいえず、壁は近年の水田耕作により底に近い部分のみが残存していたよう

である。 <埋 土>黒褐色土を主体としその中に地山ブロックが少量含まれる。自然堆積か人為堆積かは不
明である。 <そ の他>周辺に本遺構と頚似する形態の遺構 (R Z 002・ 003・ 004・ 009)が検出されている。
これらが繁がって一遺構となるのか、または単体での遺構となるのかその性格も含めて不明である。 <遺

物>な し。 <時 期>時期不明であるが、周辺の遺構等の状況から中世かそれ以降と思われる。

RZ009性 格不明遺構 (第239図・写真図版268)
<位置・重複関係 >本遺跡南側のほぼ中央部、 3B101区 にて検出された。重複関係なし。 <規 模・形
態>不整な円形が東西方向に等間隔に4基ほど連なってみられた、長さは約2.5m、 幅70cm前後、深さは

10cmに満たない。底面は平坦なものが多く、壁は底部付近が若干残っているに過ぎない。 <埋 土>青黒
色上の中に小礫を含んだりしている。自然堆積か否かはわからなかった。 <そ の他>本遺構の近くには同
様の形態の遺構が (R Z002'003・ 004'008)が検出されている。そもそもこれらが一つの遺構として機能

するものなのか、独立した施設なのかその性格も含めて不明である。 <遺 物>な し。 <時 期>時期不明
であるが、周辺の遺構等の状況から中世かそれ以降と思われる。

RZ006性 格不明遺構 (第240図・写真図版267)
<位置 。重複関係>本遺跡のほぼ中央、 2A9y区 に位置し、IV層面にて検出された。 <規 模・形態>東

西方向に細長い不整形を呈する。東西方向で2.9m、 南北方向で0,8m、 深さは最大で20cmを測る。底面の中央

部分が幾分窪んでいる。 <埋 土>記録なし。 <遺物>出土していない。 <時期・性格>不明である。

RZ007性 格不明遺構 (第29図 )
<位置 。重複関係>本遺跡の南側、 3C21a区 に位置し、IV層上面にて検出された。 <規 模・形態>南北
に細長い不整長岡形を呈している。南北方向に1,6m、 東西方向に0.4mである。中央部底面付近には自然礫

が見られた。 <埋 土>記録なし。 <遺 物>出土していない。 <時 期>周囲で検出されている遺構の状
況から中世に属する可能性がある。

RZ012性 格不明遺構 (第240図・写真図版269)
<位置 。重複関係>本遺跡の中央部南端、 4 Bllm区 に位置し、IV層上面にて検出された。 <規模・形
態>南北に細長い不整な長円形を呈している。規模は南北方向に4.Om、 東西方向に1.lm、 深さは25cmで、

底面は概ね平坦である。 <埋土>黒色土及び黒褐色土を主体とする中で、底面付近には自然礫と炭粒の広
がりを確認した。人為堆積の可能性があると思われる。 <そ の他>遺構の性格は判然としない。 <遺
物>ロ クロかわらけがまとまって出土している。 <時期>周囲から検出されている遺構の状況から中世に
属するとするのが最も妥当と考える。

RZ011性 格不明遺構 (第241・ 242図・写真図版269)
<位置・重複関係>遺跡南端中央部4B15oグ リッド周辺に位置しており、遺跡南端に広がる低湿地に接す

るように検出された。 <規模・形態>南北7,7m、 東西8,8m、 深さ60cmの不整形な掘り込みである。南東
部分が最も深く、南側がやや急に、他は緩やかに立ち上がっている。 <埋土>上層は自然堆積でよいと思
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われるが、その下は地山ブロックや汎粒、焼土が含まれ、人為体積の様相を呈する。 <そ の他>埋土には
焼土や災粒、河原石などを含むことから、様々なものを廃棄する場所であったと考えたい。 <遺 物 >576
洪武通費が出土している。 <時 期>出土遺物から中世で15世紀頃までは開口していたであろう。

RZ014性 格不明遺構 (第 181図 。写真図版271)
<位置・重複関係 >遺跡南端部ほぼ中央 4B17cグ リッド周辺に位置している。 R D789と重複関係にある
とみたが新旧関係は把握できなかった。 <規 模・形態>南北 5m、 東西5.4mの不整形を呈し、深さは最大
80cmを測る。南側は低湿地と重なるためプランは不明瞭になる。 <埋 土>黒褐色上を主体とするが地山
ブロック、炭粒、焼上、河原石など廃棄されたものも含まれている。 <そ の他 >重複するR D789や 近 く
に位置するR Z011と 同様、様々なものを捨てる場所であったと推測される。 <遺 物>木槌をはじめとす
る木製品 (493～ 502)、 至和元費 (577)な どが出上した。 <時 期>中世の遺構である。

注

RGl116 A― B
l. 10YR2/3黒褐色土 粘性やや有 り。固く締まる。褐色土プロック (10YR
4/4)ご く微量含む。
2. 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック (10YR74)ご く
微量含む。
3. 10YR2/2黒 褐色土 粘性・締まり有り。褐色土プロック (10YR4/4)少量
含む。水酸化鉄斑有り。
4 10YR3/1黒 褐色土 粘性有り。締まりを欠く。褐色土ブロック (10YR4/41
微量含む。水酸化鉄斑有り。
5, 10YR2洛 黒褐色土 粘性・締まり有 り。掲色土プロック(10YR4/41含む。
6. 10YR2/2黒掲色土 粘性・締まり有り。礫 (径5～7cm大 )3、 4個含む。
灰黄褐色土プロック (10YR4/1)ご く微量・炭微量含む。
7. 10YR3/1黒褐色上 粘性有り。締まりを欠く。水酸化鉄斑微量・灰黄褐色
砂質プロック (10YR4/1)多 畳含む。壁崩落土。
3.10YR2/2黒褐色土 粘性・締まり有り。
9,10YR2/2黒掲色土 粘性・締まり有り。水酸化鉄斑有り。灰黄褐色土 (10Y
R4/1)微量含む。

第243図 RZ016性格不明遺構

L‐ 120300m
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RZ016性 格不明遺構 (第243図・写真図版273)
<位置・重複関係 >遺跡南側ほぼ中央にあたる4B4tグ リッドに位置し、IV層面にて検出された。RG
198と 重複し本遺構の方が旧い。 <規 模・形態>南北 6m、 東西は2m以上あり、深さは約40cmを測る。
<埋土>概ね黒褐色土を主体とする自然堆積とみてよいと思われる。 <そ の他>中央やや北側、R G189
とも重複する部分に河原石が比較的集中するところと、炭化材がまとまる場所がみられたが遺構の性格につ

いてはよく判らなかった。 <遺 物>476鉄釉碗、474陶器悟鉢、737瓦 ?が出土している。 <時 期>中世。

(4)柱 穴群
今回の23次調査では2637基の柱穴を検出した (第244～271図 )。 この中には古代～中世の竪穴住居跡に伴

う柱穴も含んでいる。ここでは各地区ごとの分布や特徴について主だったものを記述する。3-D区を中
心とした地区 (第255～258図)では、多数の柱穴が検出され、柱穴からは近世及びそれ以降の陶磁器類が

出土しており、民家の可能性が高く幾度かの建て替えを行っていたと考えられる。但し民家の中心は東側

の調査区外にあって、建物自体を推定することはできなかった。これらの柱穴は他遺構とも激しく重複し

ており把握できずに失った柱穴もあると思われる。この調査区では古代に属すると思われるR B029が検出

されており、周囲にはこの他にも古代の柱穴も存在する可能性がある。 1-A・ 1-B区 (第250。 251図 )
に分布する柱穴については、近世に属する可能性が高いと思われる。遺跡中央部南側3B'4B区 (第241
～248図 )に羹いても多数の柱穴が密に分布していた。周囲からは中世の遺構が多数検出されていて、柱穴

群はこれらの遺構と分布を同じくしており激しく切り合っている。その殆どが中世に属するといえるこれ

らの柱穴群の中からR B026を推定したが、この他に建物及び何らかの施設を推定することはできなかった。

3C～ 4E区 を中心とした調査区 (第247・ 261図)にて検出された柱穴群は大きく3C～ 4D区 に分布す

るものと4E区 に位置するものに分けて見ることができる。前者については出土遺物がなく時期不明であ

り、柱穴ではないもの (草木根等)も 多く含んでいる可能性がある。後者に関してはP1257か ら青磁碗が

出土していることからその多くが中世に属すると思われるが、土坑・焼土などと切り合っており、分布も

東側の調査区外に廷びており建物を推定することはできなかった。遺跡のほぼ中央部分 2A・ 2B区 を中

心とした調査区 (第 271図)か らも多数の柱穴が検出された。その柱穴群からR B 019掘 立柱建物跡を推定

した。他の柱穴には規則性を見出せず何らかの施設を推定することはできなかった。これらの柱穴群から

は時期を特定できるような遺物は出土していない。 lC・ 2C区 を中心とする調査区 (第 270図)では

RB023・ 024'025掘立柱建物跡が検出されている。時期は何れも近世と思われ、建物にならなかった柱穴に

関しても近世頃の可能性がある。
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10 出土遺物

(1)土 師器 。須 恵器 (第272～ 324図・写真図版277～ 313)

遺構内外含めてコンテナ約60箱 (42× 32× 30cm)の土師器、須恵器が出土した。今回の23次調査では63棟

の古代の竪穴住居跡が検出され、これらから出土したものが殆どである。なお、台太郎遺跡全体では古代の

竪穴住居跡が400棟近く存在すると推測されることから、遺跡のほぼ全域から土師器、須恵器の出上がみら

れ、時代の異なる中 。近世の遺構などにも入っている。掲載した470点 はその中から基本的に遺構に伴って

いると判断したものを優先し、次に遺構廃絶後に捨てられたもの、或いは流れ込んだと思われるものを若千

掲載した。とくに平安時代の竪穴住居跡出土の土師器・須恵器については他の竪穴住居跡及び別の遺構との

重複関係を持つものが多く、厳密に遺構に伴っている遺物を示せないものが多かった。

それぞれの遺構の欄では出土個体数 (日縁部及び底部破片から求めた推定個体数)と 出土状況・共伴関係

などを、また遺物観察表を作成し法量 。器面調整・焼成などを、Vま とめでは簡単な形態分類と大まかな年

代観を記載したので、ここでは代表的な遺物の特徴のみを記述したい。

<古墳時代末～奈良時代>

2・ 3は土師器奏で口縁部と体部の外面境に段を持つほかに、口縁部にも段或いは沈線を有するもので、

4の球胴奏も同様である。これらと同じ特徴を持つものは 8。 12・ 31・ 65。 68。 104・ 105・ 111・ 143・

149。 153・ 437が ある。 5は大型の郭で口縁部と体部の内外面に段を持つ。口縁部は外反している。116・

376も 大型の郭と分類 した。 6の土師器郭底面には糸切痕 ?がみられた。 7の土師器高郭には段が複数ある。

同様の特徴を持つものに147・ 436な どがある。17の土師器養は最大径が体部下半にくるものである。66。

67・ 171。 181な ども同じような器形を呈している。57は長胴扁平土器である。胴部ほぼ中央が最も狭 くなっ

ており、外面は粗いハケメ調整、内面には輸積痕が粥瞭に残る。69。 70は土師器郭で口縁と体部の境に段が

なく、底部が平底となるものである。78～ 80・ 127な ども同様である。71は小型手づくね土器と分類した。

88・ 396も 同じである。82の土師器には後円部に片日がつくられている。89は縄文土器かもしれない。

90～ 92は他の土師器郭とは雰囲気が異なるものである。法量が小さく、日縁部は狭 くヨヨナデ調整とし、

体部調整は判然としない。内面調整はヨコナデ或いはヘラミガキで、内外面には赤色塗彩された痕跡がある。

本県においては赤色塗彩の郭は非常に珍しいと思われる。93も風化が著しい個体であるが赤っぽい色調を呈

する。95・ 96・ 98・ 99な どの土師器奏は回縁部の外反が強い。54・ 83。 123。 130も 同じような特徴を持つ。

114の土師器は器種を碗とした。碗にはこのほか121。 129がある。117土師器イの底面には線刻が見られる本

報告書の中では「×」としているが、「十」と見るべきかもしれない。59'135・ 146・ 386・ 388 にも同じ

ような線刻が見られた。147。 191'403・ 405土師器郭は内外面黒色処理を施している。167土師器郭の体部

及び底面にはハケメ調整が施される。168土師器郭は口縁部の一部を決っているように見える。181・ 182土

師器奏は日縁部と体部の堺に段がない。

192土師器は須恵器蓋の模倣と思われる。体部の調整をナデと表現したが、よくわからなかった。193は須

恵器高台付郭である。宮城県長根窯産のものに似ている。R A279竪穴住居跡に伴っている。甑は195の 1点

のみが確認された。

376～ 383は R E038竪穴状遺構に伴って出土したものである。376は大型の必と分類した。日縁部は内湾気

味で体部から底部にかけて丸みをもち、内外面ヘラミガキ調整を施している。R E 038竪穴状遺構からは377

～379の ように同じような底部付近が著しく丸みを帯びる器形の土師器イが出土している。加えて377・ 379
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には底部に「×」と線刻されていた。380'381土 師器郭もR E 038竪穴状遺構出土であるが、底部底部は平

底気味である。383土師器奏は体部上半が最も膨らみを持ち、日径に対して底径が小さいといった器形を呈

する。今回の調査で出土した土師器の中で復元できた奏の中には同様の器形のものはなかった。

R E042か ら出土した384土師器郭の底部にも「×」と線亥Uさ れている。385土師器郭は口縁部と体部の境

に段は見られず、底部も平底となっている。428土師器球胴奏は口縁と体部の境に段を複数持つ。427土師器

郭も同様に段を複数有している。

<平安時代>

200の土師器必の外面には線刻で「木」と彫られている。線刻 。墨書を持つものはその全てを掲載してお

り、206。 310。 3H・ 315。 347・ 354・ 355・ 374。 421に認められた。墨書・線刻ともに今回の23次調査では

「木」と見える文字が殆どであった。底部付近に再調整を施す郭類としては206～ 208・ 226・ 291・ 292・

298・ 300。 353・ 356・ 369がある。221土師器奏は口縁部の幅が狭い。体部外面にはヘラケズリが施されてい

る。237は須恵器長頸こと思われる。底面に菊花状の調整をもつ。243は耳皿である。耳皿は 1点のみの出土

であった。245土師器奏は胴部に幾分膨らみをもつ器形である。260須恵器郭の底部には切り離した後、貨の

子状のものの上で乾燥させたと思われる跡がある。262土師器奏はロクロ整形、264。 265は非ロクロ整形で

ある。共に口縁部の幅が短い。269～271は 須恵器奏で同一個体かもしれない。底部は九底となっている。

287は土師器鉢である。ロクロ整形の後、体部外面はヘラケズリ、内面はハケメ調整を施しているようであ

る。鉢はこのほか329があり、今回の調査で出上した中で確認された鉢はこれが全てである。3451ま外面に墨

書された土師器郭である。底径が他の郭より幾分大きい。346土師器郭にも「木」と線刻されている。356は

ロクロ整形の土師器甕である。内面調整はカキメであろうか。360土師器郭は底部付近を再調整している。

365土師器高台付郭の外面にも「木」と逆さに線刻されている。内外面黒色処理と記載したが、焼成時の偶

然によるものかもしれない。367・ 368土師器奏は口縁部より胴部が膨らむ器形となる。ともに外面にはヘラ

ケズリ、内面にはハケメ調整が見られる。

394・ 396は 内外面黒色処理を施している。403土師器郭にも外面に線刻がある力WU読できない。407土師器高

台付邦は内外面黒色処理で底部には菊花状の調整が見られる。410の長頸壼の内面調整は自信がない。

429～ 448は須恵器奏・壼類である。天地及び傾きが不明なものも多い。また、443・ 444。 446～ 448は須恵器

ではなく須恵器系陶器ではないかと思ったがよくわからない。
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(2)中世陶磁器 (第325'326図・写真図版314。 315)
本調査区から出土した中世陶磁器は担当者の見たところ約35点で、その全てを掲載した。ただし、本遺跡

では平安時代の遺構・遺物も多数検出されており、至る所から須恵器が出土する。そして筆者が須恵器と判

断し不掲載とした破片資料の中に須恵器系陶器が含まれている可能性も多大にあるのではないかと思ってい

る。また、注意して選別したつもりではあるが近世及びそれ以降の陶器と判断して不掲載としたり、或いは

その逆の可能性もある。          ´

449～459は青磁で、出土した器種を見ると碗の割合が多い。449鏑連弁文を施す碗である。450～454に も

連弁文が見られるがやや退化している。455～ 457は無文の碗のようである。458は小振りな皿、459は 日縁部

が端反りする盤であろうか。

460～ 462は染付である。460はおそらく碗で見込みに描かれているのは「寿」である。461は碗で見込みに

幾分膨らみを持つようである。4621ま皿で日縁部内面に四方欅文が施されている。

463～470は瀬戸・美濃産陶器である。463は外面にのみ灰釉が施され釉に沈んでいるが 3本の沈線が横走

する。瓶類 (花瓶か)の頸部と思われる。464は灰釉平碗で外面の体部下半は無釉となっている。465。 466

は卸皿のおろし目部分である。467は天目碗の回縁部、468の鉄釉陶器は近世及びそれ以降の遺物かもしれな

い。器種を瓶類と考えたが自信はない。469は瓶類と思われ灰釉を外面のみ施釉している。

471～482は常滑産、北陸系の陶器及び産地のよくわからないものである。471は常滑産片口鉢と思われ13

世紀末頃のものであろうか。472は産地不明の陶器で焼き締まっている。473～482は情鉢である。473と 474

は溝幅の狭い櫛を用いて間隔を広くおろし目を付けている。摩耗し内面は滑らかになっている。珠洲産と思

われる。476～ 479は 同じような質感を持つものである。何れも間隔を開けておろし目を付けており、内面の

摩耗が著しい。477の 日縁部は内側に少し折り込むようにつくられている。480は日縁部破片でおろし目の有

無は不明であり悟鉢ではないかもしれない。胎土は黒褐色で焼成は良い。産地は不明である①481。 482も 産

地がわからなかった。近世陶器かもしれない。482は須恵器的な質感でかなり厚みがある。日縁部を除く外

面には薄く箆削りしたような跡がある。出上したときは煤なども付着していた。在地で生産されていたもの

であろうか。

(3)かわらけ (第327図・写真図版315)
今回の調査ではR Z012か らのみ、かわらけが出土した。破片となった状態で出土し、個体数は 3～ 5点

程と思われる。その中から図化可能な 3点を掲載した。

483と 484は比較的大型のロクロかわらけである。底部には回転糸切痕が残り、底部から一旦外反して立ち

上がり、その後口縁部にかけて内湾気味に立ち上がっている。共に風化が著しくかなり強引な接合をした。

ロクロ以外の調整が施されていたかは不明である。485は小型のロクロかわらけである。今回の調査では小

型のかわらけはこの 1点のみの出土であった。口径に対し底径が大きく、器高はそれほど高くない。底部に

は回転糸切痕が認められるが、ロクロ以外の整形が施されていたか判然としない。

これらのかわらけが出土したR Z012は 遺跡南端ほぼ中央部の 4B区 に位置している。北側には墓壊群 。

竪穴建物跡 。掘建柱建物跡など中世の遺構が密に分布し、南側には湿地が広がっている。遺構はこの湿地と

―-406-
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第327図 かわらけ

中世遺構群の境日となる場所に位置している。何ら特徴的な出土状況を呈するものではなかつたが、遺構に

は伴っていると思われ、また一緒出土ではないにしても―お互い時期的には近いものでは|ないかという印象を

持つ。時期を特定できるような遺物は共伴していないが、周辺の遺構の状況から中世に属すると考えられ周

囲で出上し|た中世陶磁器の年代観から14～15世紀頃のものと考えたい。
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(4)木 製品 (第328～332図・写真図版316～ 319
今回の調査で台太郎遺跡の南端は4-B区～ 5D区にかけて湿地が広がっていることが明らかになった。
とくに4B区南側の湿地部分を精査したところ木質遺物や加工痕のない自然木が出土した。とくにこの湿地

内で検出されたR Z014及びR D789か らはコンテナ 3箱 (42× 32× 30cm)程の木製品と自然木が出土した。

これらの遺構及び湿地帯のすぐ北側には中世の墓群が広がっており、木製品についても概ねこの中世墓群と

同じ時期のものとして捉えるのが最も妥当と思われる。よってここでは木製品の年代を14世紀～15世紀頃の

遺物と位置付けたい。

486～492は R D 789埋土出上である。486は漆器椀である。内外面黒地に赤で文様が描かれている。意匠は

紅葉であろうか。487は連歯下駄である。歯は非常に減っている。488は薄い板である。加工時の残片であろ

うか。489は細い棒の一端を斜めに切り尖らせたものである。4901ま箸であろうか。491・ 492は棒状のもので

所々面取りしている。

493～ 502は R Z 014埋土から出土したものである。R D 789と 同様に人為的に廃棄された遺物もあるが、自

然に流れ込んだものも多いと思われる。493は漆器であるが器種は不明である。内外面に黒漆が塗られてい

る。494は木槌である。柄は折れていたがほぼ原形を保った状態で出土した。495は用途不明である。棒状の

形状の一方を細くつくり出しているがその先が失われており不明である。496イよ瓢箪、497・ 498は樹皮であ

ろうか。499～501は杭である。499は主に二方向から尖らせている。500・ 501の抗は遺構の底面に打ち込ま

れていた。5021よ板材であろうか。実際はもっと上下左右に大きかったと思われる。488も 薄い板状の製品で

穿孔が見られる。5041よ小さな桶状の製品の底板と思われる。505に は加工痕がみられるが用途不明である。

R Z001は水場のような施設と考えられる遺構で近世及びそれ以降と考えている。506・ 507はその底面に

打ち込まれていたものである。5081よ細い棒の中に鉄が通っているが用途はわからない。509～ 5111よ下駄で

ある同一個体となると思われる。512～514は R D331の 埋土から出土した。512は桶の一部であろうか。513

の栓が対応する。5141よ板材である。515は柱材の一種かもしれない。何れも近世以降の遺物である。

(5)金 属製品
金属製品 (第333～335図 。写真図版320～ 322)

今回の調査で出土した金属製品 (銭貨を除く)は、遺構内外合わせて87点であった。その中から遺構内出

土のものを中心に代表的なもの37`点を図示し、鉄津については写真のみの掲載とした。

516～ 518は鍬先或いは鋤先と思われる。何れもR A291竪穴住居跡に伴って出土している。全体に錆が者

しいが先端部はやや九みを帯びているように見える。木質部への装着部は内側には、幅 l cm前後のV字状の

溝が巡っている。

519～ 531は鉄釘である。断面形は何れも方形を基調としているようである。528～ 531は遺体を納める棺に

使われていたのかもしれない。532は鑑であろうか。5331よ刀子と思われる。534～ 545は種類不明のものであ

る。543は輪状のもの。544と 545は同じ種類のもので厚さ l cmに満たない鉄製の円盤の中心に小さな孔が見

られる。ともにR D597から出土した。

546～ 551は鋼製品である。546は煙管の雁首部で、547～ 5501よ煙管の吸日部である。5521よ警であろうか。
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第332図  木製品(5)
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第341図 銭貨(6)

551は何かの一部で薄い鋼板が捲れたものである。

銭 貨 (第336～ 341図 ・写真図版323～327)

銭貨は中世に属するもの43点、近世のもの24点が出土し、その殆どを掲載した。複数の銭貨が密着して出

土したものもあり、それらは可能な限り個々の計測値を求めるために分離させたが、不可能なものはそのま

ま計測し掲載している。

553～563は R D298中 世墓の埋土下位、北壁付近から出土した。12枚が密着し子とには紐が僅かだが残って

いた。出土銭貨は北宋から南宋期のものであった。554は 2枚付着の状態で剥離できなかったため 1枚の銭

貨名が不明である。その他中世墓からは564元豊通費が R D 712か ら、565元豊通費と566は R D738か らの出

上である。567祥符通費と568銀銭 ?は R D789か ら出土した。569は元豊通費でR E036竪穴状遺構の埋上下

位から出土した。570か ら575は溝跡から出土したものである。570は判読できなかった。572は天聖元豊と元

□□賓が付着している。573・ 574も 銭種不明である。576は洪武通費の背一銭。577は至和元賓で中世墓群に

南隣するR Z014か ら出上した。同じく中世墓群の南側に広がる湿地帯からは579熙寧元費・580洪武通費が

出土した。578元祐通費で柱穴P1785か ら、581は景徳元賓でR A248の柱穴P1995か ら出土した。

587か ら591は 近世墓 R D597か ら出土した。あまりまとまった状態での出上ではなかかった。587か ら589

は古寛永と思われる。590に は背文が見られる。591も寛永通費でよいと思われる。5921ま古寛永であろうか。

近世墓から出土した。593は寛永通費と思われる。鉄製である。5941よ銀銭であろうか。595か ら600は RG
223溝跡から出上した。595・ 596は古寛永である。5981こ は背文が見られる。599と 600も 寛永通費でよいと思

われるが年代等は不明である。601の寛永通費には背文がある。602は年代不明である。603か ら605は柱穴か

ら出土しているものである。何れも古寛永である。606か ら6131ま遺構外出土である。606・ 607・ 609は古覚

永。608・ 610は新覚永であろう。6111よ年代不明である。612'613は銀銭であろうか。6131ま鉄製のようであ

る。
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(6)土 製品
紡錘車 (第342図 ・写真図版328)

土製紡錘車は 9点が出土し、その全てを掲載した。何れも竪穴住居跡からの出上で奈良時代に属する。底

面直径4,1～ 5.4cm、 高さ1.8～ 3.3cmで円錐台形を呈し重量は26.3～ 80.2gで ある。判然としないものが多いが

ナデ及びヘラミガキにより調整されていると思われる。表面が黒色を呈するものなどは黒色処理されている

のであろうか。胎土、焼成とも土師器と似るが、厚みがあるためかやや脆い。

羽口ほか (第342図・写真図版328)

何れも竪穴住居跡から出土し全てを掲載した。623は羽口である。先端部が溶解し、もう一方は欠損して

いる。624・ 625は 同一個体の可能性がある。中に子とが通っており支脚或いは羽日と思われる。

勾玉ほか (第342図・写真図版328)

土製勾玉は 2点出土し、全てを掲載した。胎土、焼成は土師器と似る。恐らく調整も同様で、黒色処理が

施されているようである。628は土人形で近世の遺物である。

(7)石 器・ 石製品
石器事実記載

竪穴住居跡出土

R A201… 629は デイサイト製の砥石である。使用面は4面で中央付近の使用が顕著である。

R A206… 630はデイサイト製の砥石である。使用面は 4面で、上面の使用が顕者である。631は安山岩質溶

岩製の磨石である。表面の一部に平坦な部分があり、若千であるが擦痕が観察される。

R A231… 632・ 633は ともに安山岩製の磨石である。632の使用面は 2面で部分的に擦痕が観察される。633

の使用面は 1面で、ほぼ全面に擦痕が観察される。

R A236… 645は安山岩製の磨石である。使用面は 2面で部分的に溝状の擦痕が観察される。

R A239… 6341よ デイサイト製の砥石である。使用面は 4面で、非常に平滑になっている。

R A273・・・635は安山岩製の磨石である。使用面は 2面で、表面にはほぼ全面、裏面には部分的に擦痕が観察

される。

R A275… 636は泥岩製の磨石である。使用面は 2面で、平滑になっている。裏面には煤状の付着物が観察さ

れる。

R A283… 637は安山岩質溶岩製の砥石で、溝状の擦痕が観察される。638は凝灰岩製の砥石で、ほぼ全面に

擦痕が観察される。

R A285… 639は凝灰岩製の砥石である。端部以外の部分に擦痕が観察される。6401よ安山岩製の凹石である。

表裏に一箇所ずつ凹部が観察される。

R A286… 641は安山岩製の磨石である。使用面は 1面で、部分的に擦痕が観察される。

R A287… 642は デイサイト製の磨石である。使用面は 1面で中央付近に擦痕が観察される。

R A291… 643は凝灰岩製の砥石である。表裏 2面に擦痕が観察される。644は安山岩質溶岩製の磨石である。

表裏のほぼ全面を使用している。
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土坑出土

R D399… 646は擦痕の観察される礫破砕片資料である。石質は頁岩である。

R D440。 442…647は砥石である。使用面は 4面である。

R D489… 648は安山岩製の石皿である。使用面は 1面でほぼ平坦である。

R D657… 649は安山岩製の磨石である。使用面は 2面で、ほぼ全面使用されている。

R D 737・・・650は安山岩質溶岩製の凹石である。凹部は表面の中央付近に観察される。

R D789・・・6511ま安山岩製の凹石である。凹部は表面に一箇所観察される。

竪穴状遺構出土

R E 027… 652は頁岩製の剥片である。二次加工は確認されない。

R E034・・・653ははんれい岩製の石斧である。両側縁とも中央部が調整によって決れている。下端部には敲打

痕が観察される。6541よ泥岩製の磨石と敲石の複合石器である。下端部に敲打痕が、表裏両面に擦

痕が観察される。                                  ・

R E 036・・・655は めのうの原石である。石質に注意して報告した。

溝跡出土

R G084… 656は安山岩製の石皿である。使用面は 2面で、中央部がくばんでいる。

R G073… 657・ 659は頁岩製のRFである。657は素材剥片背面右側縁に部分的な二次加工が観察される。

659は素材剥片腹面右側縁に連続的な二次加工が観察される。658・ 660は頁岩製のUFである。
658は背面右側縁に部分的に微細な剥離痕が観察される。6601よ腹面に部分的に微細な剥離痕が観

察される。

R G 198… 661は安山岩製、662は石質不明、664は安山岩質溶岩製の石皿である。661・ 664は使用面が 1面、

662は使用面が 2面観察される。663は安山岩質溶岩製の磨石である。表面の中央付近に若干であ

るが、擦痕が観察される。

R G199… 665は頁岩製の石鏃である。有茎のもので先端部と基部を欠損している。

R G236・・・666は安山岩質溶岩製の石皿である。使用面は 2面で、中央部が若干くぼんでいる。

R G 264… 667は石質不明の硯である。平面観が長方形のもので、使用面は精円形にくばんでいる。

井戸跡出土

R1002… 668は安山岩質溶岩製の石皿である。使用面は 1面である。

R1005… 669は安山岩質溶岩製の凹石である。表面に凹部が観察される。

R1006… 670は擦痕の観察される礫破砕資料である。使用面は 1面である。671は石皿である。使用面は 1

面である。石質は 2点とも安山岩質溶岩である。

その他遺構出土

R Z012・・・672・ 673・ 677は安山岩製の磨石である。使用面はすべて 1面で、672は部分的に、673・ 677はほ

iぎ全面に擦痕が観察される。6741ま安山岩製の石皿である。使用面は 1面である。675・ 676は擦痕

や敲打痕は観察されないが、部分的に煤状の付着物が観察されるため報告した。
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第349図  石器・石製品(7)
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第357図 石器・石製品中動
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(8)近 世陶磁器 (第362～ 366図・写真図版344～ 346)
今回の23次調査区で近世陶磁器が出土する地点をみてみると、西から3-D。 3-C区、 lC・ 2C区

がほとんどで、これらの地区で検出された遺構及び表土内から出土している。ここでは近世のみならず近

現代の陶磁器も多量に出土したが、本報告にあたり遺構に伴うもの、近世のものを優先し掲載した。

3-D。 3-C区では多数の柱穴 (第253～258図 )が検出されており、近世から近代にかけての屋敷跡
と思われ、この地区で出土した陶磁器の多くはこの屋敷に伴うものと推測される。 lC。 2C区の表土内

から出上した陶磁器についてはR B 023・ 024・ 025な どに伴っているものも含んでいると思われる。

708～715は肥前産の陶器碗で708～ 7111よ呉器手の碗、713～ 7151ま白化粧の刷毛目文が施される。716～

727は大堀相馬産の陶器碗と思われる。716～ 7181ま灰釉と鉄釉の掛け分け、719～ 7221ま灰釉の碗である。

724～727に は藁灰釉が施され7271ま拳骨形の碗になるのであろうか。728・ 729は瀬戸・美濃産の天目碗で

730は御室茶碗と思われる。732・ 733は京焼風陶器であろうか。734～7361ま 産地不明で19世紀以降のものと

思われる。

738は瀬戸・美濃産の皿で外面は口縁部付近のみ施釉されている。741は瀬戸・美濃の火入れと思われ、

内面は無釉である。7421よ唐津産の小型奏で熱をうけている。747は信楽産の茶壼と思われる。751～759は

産地不明のもので757な どは器ではないかもしれない。760～767は情鉢である。何れも産地不明であるが、

概ね19世紀以降の在地産の製品ではないかと考えている。

768～781は肥前産の磁器碗と思われる。概ね大橋編年の、Ⅳ期に位置付けられそうだが768に 関しては畳

付きに砂が付着しており17世紀代のものであろうか。784～795は 19世紀代もしくはそれ以降のものと思わ

れる。産地も判然としない。784な どは胎土が陶器っばい。

796～ 8071よ肥前産の磁器皿類と思われる。7971ま 見込みにコンニャク印判の五弁花が見られ、798は墨弾

きで文様施している。802と 8031ま見込みを蛇の目釉剥ぎしている。804も 同様であろうか。

808～ 8201ま産地と時期がよく解らないものでその多くは19世紀以降のものと思われる。808～ 8111ま皿で

809は陶胎染付であろうか。812・ 8131よ紅皿で外面は口縁部付近にのみ施釉されている。8141よ鉢と思われる。

815と 820は器種不明である。816と 8171よ香炉類と思われる。818・ 8191よ瓶類とみられ8191よ 内面無釉である。
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土師器・須恵器観察表

番号
類
種
種
器

出上位目
法量 (cl l) 外面調整 内面調整 成

調
焼
色 その他 分類

口径 底径 器高 回縁部 体部 体部下半 口縁部 体部 体部下半

土師器杯 RA201 カマ ド燃焼部 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄
1ヽコ

2 土師器養
RA201床 直 中央 部東
側

206 (147) ヨヨナデ ケヽメ ヨヨナデ
ケヽメ
ミガキ

良好 1こ】
い橙

11

3 土師器霊
RA202床 直 カマ ド付
近

(227) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハクメ 良好 橙 日唇部浅
い沈

線一条
11

4
土師器球
胴襲
RA202床 直南西側 202 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ケヽメ

良好 浅奏
橙

IA

土師器大
型杯
RA203床 直焚日付近 25う ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・イこ】

い黄橙

回縁 と体部境
に内外段

llI I

6 土師器杯 RA203東袖床直 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 農好・灰ヒ
底部に糸切 り

痕か
lヽI

7
土師器高

不
RA203東袖脇床直 156 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・橙

土師器長
胴甕
RA203北側床直 (195) ヨヨナデ ハケメ ヨヨナ デ ハケメ

良好 に】
い橙

RA 203か 12

土師器甕 RA203東袖脇床直 (155) ヨコナデ ヘラミガキ ヨヨナデ ケヽメ 良好 にお
い黄橙

内外面媒付着、
日唇部浅い沈線
一条

11

土師器菱 RA203燃焼部 ヘラミガキ ケヽメ ヘラナデ 良好・橙 底部木葉疾

土師器甕 RA203東 袖脇床直 ハケメ ケヽメ 良好 に芽
い褐

lZ
土師器球
R同華 RA203北側床直 264 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ 良好

・1こ 】
い橙

摩滅著 しヤ

1
土師器長
胴襲
RA204北壁隅床直 198 ヨヨナデ ヘラナデ ヨヨナデ ハケメ 良好・に】

い橙
調整不明瞭、
日唇部浅い沈練

土師器襲 RA2∽ 埋土上位 66
ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨヨナデ ケヽメ
やや甘い

にがい橙
日唇部浅い沈
繰一条

IA

1:
土師器長
H同導 RA204燃 焼部ほか (252) ケヽメ ハケメ 良好・に】

い黄橙
ⅡA

l(
土師器球
胴甕
RA204 p704内 和Э 202

ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ
ヨコナデ、
ハケメ

ハケメ 良好・浅黄
綸積痕明瞭

1

11
土師器球
胴箋
RA204東袖脇床直 185 (175) ヨヨナデ ヨヨナデ ハケメ

やや甘い

にぶ い黄
橙

調整不明瞭
1

ユ〔 鋭却
驚A205埋土中位 ヘラナデ ヘラナデ 甘

い。にぶ
い黄橙

1( 土師器養 そA206北壁近床直 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ 良好・褐 2

主H"喬長

胴養
鷲A206廃棄焼土内 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ケヽメ

良好・1こぶ
い黄橙

琳面煤付着
配
２

21 土師器菱 電A206廃棄焼土内 (197) ケヽメ ハケメ 良好 橙 内外面摩滅多 IA

2, 土師器養 RA206廃 棄焼土内 162 ヨコナデ クヽメ ヨコナデ ケヽメ 良好・黄橙 12

2( 土師器菱 tA206廃 棄焼土内 166 (132) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ヘラミガキ?ハケメ 良好 に
ぶ

い黄橙

2ィ 土師器養
くA206床 直屍 葉焼 土
対

ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ 良好 浅黄
橙

日唇部浅い沈
線巡る

・ Ｃ

‐

2(
手ずくね
土器

亀A206廃棄焼土内 酪 ヨヨナデ ヨコナデ ヘラナデ
良好・に然
い黄橙

日唇部浅い沈
線巡る

2( 土師器杯 RA206東 南部 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理 良好 に芽
い黄栓

Z 土師器不 RA206北 東部 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理 やや甘し

21 須恵器杯 記A206東南部 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰白

塞 須恵器壺 記A206東南部 1611 ロクロナデ ロクロナデ 良好・褐灰

3( 土師器
j4N 記A207東袖脇 146 ヘラミガキ ケヽメ ヘラミガキ・黒色処理

良好・明黄
褐

Ⅷ
Ｂ

土師器長
胴甕

記A207廃棄焼土 200 (257) ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ケヽメ
やや甘い

橙

対面摩滅、日

巨部浅い沈線
11

&
土師器長
胴菱
RA207埋 上下層 200 ヨコナデ ケヽメ ヨヨナデ ハケメ

やや甘 い 。

に ぶ い 黄
潜

ヨ唇部浅い沈
察

IA

桜 土師器羹 RA207中 央部床面 (155)
ヘラミガキ、
ヘラナデ

ヘラナデ
ハケメ

ケヽメ
やや甘い

にがい黄橙
蔓面木葉痕 IA

3` 土師器不 RA209南 壁際床面 102 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理
良好 にぶ
い黄橙

Ｈ

Ｂ

ユ 土師器イ RA209商 壁際床面 150 ヨコナデ
ヘラミガキ、
ヘラナデ

ヘラミガ
キ

ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い橙

Ｍ

Ｂ

31 上師器郭 RA209床 面 ヘラミガキ ヘ ラ ガ キ
良好 にぶ
い責橙

Ｍ

Ｂ

3 土師器杯 RA209床 面南壁際 ヨヨナデ
良好・1こ ぶ
い橙

彗耗の為調整
HヽH騰

Ｈ

Ｂ

31
土師器球
胴変
RA209埋 上下層 ハケメ ケヽメ

良好・1こ ぶ
い黄橙

よ 土師器発 RA210埋 土下層 208 1) ヨヨナデ ハケメ ヨヨナデ
良好・1こ ぶ
い費褐

土師器垂 RA210埋 土下層 (151) ハケメ ケヽメ 良好・にぶ
い褐

土師器郭 RA211北 壁際床面 182 ヨヨナデ
ヘラナデ、
ヘラミガキ

ヘラミガキ、
ヘラケズリ

ヘラミガキ 黒色処理 良好・にぶ
いFuH

Ｍ

Ｂ

42 土師器杯 RA2H北壁際床面 168 ヘラミガキ
ヘラミガキ
ヘラケズリ

ヘラミガキ・黒色処理
良好・にぶ
�ヽ橙

Ｍ

Ｂ
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番号
類
種
種
器 出上位置

法量 (cm) 外面調整 内面調整 成

調

焼
色 その他 分類

日径 底径 器高 回縁部 徳部 体部下半 口縁部 体 部 体部下半

笙 土師器不 RA211北壁際床面 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い橙

Ｍ

Ｂ

珊牌
RA211北壁際床面 (82)

ヨヨナラ`
ハケメ

ヨヨナデ ハケメ
やや甘ヤ

浅黄橙

土師器霊 RA211】ヒ袖 (185)
ヨコナデ・
ハケメ

ケヽメ
ヨヨナデ
ハケメ

ハケメ 良好 橙 巨 2

土師器菱 RA211北墜際床面 (190) ヨコナデ ケヽメ ヨヨナデ 良好 灰 色
外面スス付着 .

全体に摩滅
12

土師器菱 RA211北袖 (148) ハケメ ケヽメ
良好 浅黄
橙

外面煤付 器
形歪む

IA

土師器球
胴斐
RA211北壁際床面 (200) ヨヨナデ ハケメ ハケメ

良好・浅黄
潜

日縁部と体部の

境に 3つの段
IB
1

土師器郭 RA219南袖脇 5よ
ヨコナデ、
ヘラミガキ

ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好 イこぶ
い黄橙

Ｍ

Ｂ

土師器イ RA219南袖 ヨコナデ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

浅黄橙

376と 同 一 個
体

団
Ａ

土師器不 RA219南袖 ヘラミガキ ヘラミガキ 良好 にぶ
い黄橙

Ｍ

Ｂ

土師器長

胴甕
RA219 Jと 袖 198 ヨコナデ

ヘラナデ、
ヘラミガキ

ヘラケズリ、
ヘラミガキ

ヨヨナデ ヘラナデ
良好 にぶ
い黄橙

11

土師器長
胴甕

RA219検 出面 と燃焼
部

(263) ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ
良好 イこぶ
い黄橙

11

土師器長
胴甕
RA219カ マ ド周辺 ヨヨナデ ヘラミガキ ヨコナデ 良好 にお

い黄橙
12

土師器郭 RA223理土 ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理 やや甘い

におい橙

土師器長

胴箋
RA223煙道部 (255)

ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨコナデ にぶい橙
*約 と同一稲
体

11

長
器

平

土

一痛
RA223南西袖脇床面 499 ケヽメ 雑な指圧猿

やや甘い

明褐色
内面輪積痕

土師器甕 RA225カ マ ド南袖脇 (106) ハケメ ヨコナデ ハケメ
良好。1こ ぶ
い橙

Ⅱ l

土師器斑 RA225南壁際床面
ハケメ、
ヨヨナデ

ハケメ ヨヨナデ ハケメ 良好 浅黄 底木葉痕
・ Ｂ

２

土師器変 RA225カ マ ド南袖脇 75 ハケメ ケヽメ
良好・にぶ
い黄橙

ⅡA

土師器郭 RA230北東側床面 ヨコナデ ハケメ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い黄橙

Ｍ

Ｂ

土師器誕 RA230 P ll 204
ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨコナデ ケヽメ
良好 明黄
掲

1

6 土師器菱 RA230カ マ ド西袖脇 (170) ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ 良好 灰褐 11

土師器長
胴養
RA230カ マ ド焚 日付
近

200 (76) 290
ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ 良好・にぶ
い褐

IA
2

土師器発 RA230床面南束壁隅 234 (129) ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ
良好 にぶ
い橙

11

土師器霊
RA230カ マ ド焚 日付
近

160 (175) ヨヨナデ ヨヨナデ
ヘラナデ、
ハケメ

良好 橙

6 土師器箋
RA230カ マ ド焚 日付
近

ヨヨナデ ヘラナデ ハタメ ヨコナデ ヘラナデ 良好 F●
A

Ⅱ Ｃ

２

土師器球
胴甕
RA230床面中央部 198

ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ ヨコナデ ケヽメ 良好 橙
2

土師器郭 RA231北西側廉面 70 不明瞭 ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

灰黄褐色

Ｈ Ⅱ

Ｂ

土師器郭 RA231カ マ ド西袖脇 不明瞭 ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

灰白色

ＨⅢ

Ａ

手づ くね

土器
RA231埋土 25 ヨヨナデ ナデか 粗いナデか

甘い にオ
い黄橙

土師器甕 RA231 カマド西袖脇 84 ケヽメ、ヘラミガキ
ヨヨナデ・
ハケメ

ヘラナデ
やや甘い ・ Ｂ

２

土師器菱 RA231上層 (59, ヨコナデ
ヨコナデ
ハケメ

ヨヨナデ ヘラナデ
良好 にぶ
い黄橙

11

歿
土師器球
胴菱
RA231床面】ヒ側 206 ヨヨナデ ケヽメ ヨヨナデ ハケメ

やや甘い

涛普 1

土師器杯 RA233埋土 ヨヨナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ
良好 1こ ぶ
�ゝ構

Ｍ

Ａ

土師器郭 RA233埋土 かヽラ ガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
ぃ″番

Ｍ

２

土師器杯 RA233埋土 117 ヘラミガキ ヘラナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
ヤゝ橙

剛
Ｂ

硲 土師器杯 RA233埋土 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・にぶ

約 土師器郭
RA233カ マ ド北東袖
R4 58 ヨコナデ ヘラナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 橙 HⅡ

A2

81 土師器郭 RA233埋 土 40 ヨコナデ
ヨコナデ
ヘラナデ

ヘラナデ、
ヘラミガキ

ヨコナデ ヘラナデ 良好 橙
Ｈ

Ａ

8]
土師器高
郭
記A233埋土 ヘラナデ

ケズリ、
ミガキ

ヘラミガキ,

黒色処理
良好 橙

&
土師器片
ロ
kA238廉 面 ヘラナデ ハケメ

良好 にぶ

よ
土師器長

胴菱
モA234床面北壁際 209 ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ

やや甘い

にぶい橙

・ Ｃ

２

土師器長

胴斐

RA234東側 カマ ド芯
材

ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ ヨコナデ ハケメ 良好・にぶ
い黄橙

口唇部浅い沈
Iよ

土師器奏 RA234埋土 (105) ケヽメ ハケメ 良好 底木葉痕 C
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番号
類
種
種
器

出上位置

法量 (cm) 外面調整 内面調整 成
調
焼
色

その他 分類

日径 底径 器高 日縁部 体都 体部下半 口縁部 体部 体都下半

81
土師器球
打同甕
RA234西側カマ ド脇 (206) ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ

やや甘い

にぶい黄橙
掘整摩滅

IB
1

土師器球
胴菱
RA234西側カマ ド脇 84 (255) ケヽメ ケヽメ

良好 1こぶ

い黄橙
同一個体

手づ くね
土器
RA234担土 ナデか ハケメか

やや甘い
にぶい苦花

調整自信なヤ

磯粋
RA234 縄文晩期或いは弥生土器か

良好 浅黄

土師器郭 RA235埋 土 ヨヨナデ ヘラミガキ
良好■こが
い橙

外面 磨 耗、外

面赤色塗彩

Ｍ

Ｂ

土師器杯 RA235 4土 ヨヨナデ ヨコナデ 良好・橙
内外面顔料付
着

Ｍ

Ｂ

土師器郭 RA235カ マド 35 ヨコナデ ヨコナデ 良好・橙
内外面顔料付

着

Ｍ

Ｂ

土師器 ITN RA235カ マド 126 ヨコナデ 良好・明権 調整不明瞭
Ｍ

Ｂ

土師器高
郭
RA235カ マ ド ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理

やや甘い

にぶい橙
調整摩減

土師器長

胴甕
モA235カ マ ト 222 83

ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨコナデ ケヽメ
良好 浅黄
俗

‐Ｂ

２

土師器箋 鷲A235カ マ ド付近
ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨヨナデ ケヽメ 107と 同一個体 12

土師器奏 kA235理 土 206 (106) ヨヨナ デ ヨヨナデ ハケメ
やや甘い

浅黄橙
12

土師器菱 RA235カ マ ド燃焼部 208 ヨコナ デ ヘラナデ ヨヨナデ ハケメ
良好 に】
�ヽ橙

11

土師器型 RA234カ マ ド燃焼部 (122)
ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ ヨヨナデ ハケメ
良好 浅黄
僑

12

土師器菱 RA235カマ ド燃焼都 ハケメ ケヽメ
良好 浅黄
裕

外面磨耗 A

土師器菱 RA235埋土 (137) ヘラナデ ヘラナデ 良好・橙 B

土師器菱 RA235カマド (121) ヘラナデ ヘラナデ
良好・明所

褐
A

土師器球

胴霊
RA235カマ ド束袖脇 (160)

ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ ヨコナデ
良好・明黄
褐 2

土師器球
月同甕
RA235カ マ ド東袖脇 226 (205) ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ

良好・浅黄
橙 ユ

土師器球

胴菱
RA235南側床面 84 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ ヨコナデ ハケメ、ヘラナデ

良好・1こ】
い橙

ⅡB
2

土師器整 RA235南側床面 (84) ケヽメ ヘラナデ ケヽメ
良好 にぶ
い黄橙

B

土師器変 RA235埋 土 58 (47) ヘラナデ ヘラナデ 良好 橙 A

土師器郷 RA236埋 土 138 27 風化著 しヤ 良好 灰白

土師器高
lTN

RA236カ マ ド焚 口付
近

194 (71) ヘラミガキ ケヽメ ヘラミガキ 黒色処理 良好 1こぶ
し`栓

土師器球

胴奏
RA236埋 上 234 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ヘラナデ ケヽメ

やや甘い に
ぶい責橙

底木葉痕 IA

土師器褻 RA236埋 土 ヨヨナデ ハケメ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ
良好 ,こぶ
い橙

底木葉痕
・ Ｃ

２

土師器イ
RA238中 央 部北側床
面

ヘラミガキ
ヘラミガキ、
ケズリか

ヘラミガキ
良好 明赤
褐色

黒色処理消

土師器高
杯
RA238南壁際蒸面 ヘラケズリ

ヘラケズリ
ヘフナデ

ヘラミガキ、
黒色処理

ヘラナデ
やや甘い

にぶい褐

土師器椀
RA238中 央 部東側床
面

(76) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ 良好 明褐

土師器球

胴菱
RA238南東側床面 ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ハケメ

やや甘い に
ぶい責橙

Ａ

ｌ

土師器郭
大型
RA239北東壁際床面 跡 ll ヘラミガキ

ややすいイこ
ぶい黄橙

*149と 同一拒
体 内面磨減

Ｍ．
Ｂ

土師器郭 RA239北西壁 FFl廉面 ケヽメ ヘラミガキ・黒色処理 良好・橙 底部線刻「
Ｍ

Ｂ

土師器不 RA239カ マ ド西袖脇 159 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・明赤
褐

Ｍ

Ｂ

土師器杯 RA239カ マ ド東袖脇 150 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・明褐
Ｍ

Ｂ

12C 土師器杯
RA239カ マ ド焚日付
近

136 ハケメ ヘラミガキ 黒色処理 良好・1こぶ
ヤゝ橙

Ｍ

Ｂ

土師静椀 RA239埋土中～下 128 ケヽメ
良好・1こぶ
い黄橙

土師器菱
RA239カ マ ド東袖を
材

ヨヨナデ ヘラナデ ヨコナデ ハケメ
良好・1こぶ
ヤゝ橙

IA
2

土師器長

胴発
RA239カマ ド東袖脇 21B (216) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ケヽメ

やや甘い 1こ

ぶい黄橙
12

土師器菱 RA239北東壁際床面 (122) ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ 良好 灰白 12

土師器球
胴茎
RA239東壁際床面 (256) ヨコナデ

ハケメ、
ヘラミガキ

ヨコナデ ケヽメ
良好・にぶ
ヤ`栓

調整自信なヤ
IB
2

土師器郭 RA240埋上 (40) ヨコナデ ケヽメ ヘラミガキ 灰責褐 キ162と 同一樹体

土師器邪 RA240西側床面 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

灰黄掲

HⅢ
A

土師器高
杯
RA240埋 土 (22)

ヘラナデ、
ハケメ

ヘラミガキ
黒色処理

にぶいrlt

土師器椀 RA240埋 土 ヘフナデ ケヽメ 風好 橙
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番号
類
種
種

器 出上位置
法量 (cnl) 外面調整 内面調整 成

調

焼
色 その他 分類

口径 底径 器高 日縁部 体部 体部下半 口縁部 外部 体部下半

土師器菱 RA240埋土 178 (97) ヨコナデ ヨコナデ ヘラナデ
やや甘い

にぶい橙
調整よく見え
ない

12

土師器発 RA240埋土 (245) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ
やや甘 ヤ

阪白
口唇部浅い馘
線

11

132 土師器斐 RA240埋 土 ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ヘラナデ
やや甘ヤ

浅黄橙
11

土師器長
胴襲
RA240埋 土 178 ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ 良好 1こ ぶ

い橙

口唇部浅い滅
線

IA

土師器箋 RA240埋土 (204)
ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨコナデ ケヽメ やや甘ヤ

黄橙
Iユ

土師器杯 RA244埋土 ケヽメ ヘラミガキ 黒色処理 良好・にぶ
い黄橙

底部線刻「
Ｍ

Ｂ

土師器郭 RA2坐 埋士 126 不 明 ヘラミガキ・黒色処理 良好 明褐 外面風化
ＭⅢ

Ａ

土師器長
胴甕
RA244カマ ド西側袖 (307) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ 良好 橙 12

土師器霊 RAZ4カ マ ド東袖 (■ 8)
ハケメ、
ヨコナデ

ヨヨナデ ハケメ
やや甘い

にぶい種
12

土師器長

胴箋
RA244北壁際木面 291 ヨヨナデ ケヽメ ヨヨナデ ケヽメ

良好 浅黄
潜

IC
1

土師器箋 RA245埋土 良好 明褐 B

土師器郭 RA247 ① 129 40 ヨコナデ 粗いミがキか ヨコナデ 良好・にぶ
い黄橙

MI

土師器郭 RA247 ① ヨコナデ 黒色処理消か
良好 1こ ぶ
い橙

hIユ

土師器長

胴菱
RA2守 ① 253 ヨコナデ ミガキか ヨヨナデ ヘラナデ 良好 浅黄

橙

日唇部浅い沈
線

11

土師器菱 RA2守 ② (73) ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ケヽメ
良好・にぶ
い黄橙

歪み大 12

土師器球
月同斐
RA247 ③④ ケヽメ ヘラナデ 良好 浅黄

橙
I

土師線 RA273 ① 146 ヘラミガキ ハケメ ヘ ラ ガキ・黒色処理
良好・1こ ぶ
い褐

底部「 X」 線刻
Ｍ

Ｂ

土師器杯 RA273埋 上下層 108 ヨコナデ ヘラミガキ 黒色処理 ヘラミガキ 黒色処理 良好・黒
*205と 同一個林
3Vで採用

Ｍ

Ｂ

土師器器

種不明
RA273床 面 147 56 ヨヨナデ ケヽメ ヨヨナデ ハケメ 良好 黄楯

土師器長

胴斐
ミA273西袖脇 257

ハケメ、
ヨコナデ

ケヽメ ヨコナデ ハケメ 良好 赤権

外面調整はっき
り見えない、日唇
部浅い沈練

1

土師器賓 鷲A2絡 カマ ド燃焼部
ハケメ、
ヨヨナデ

ケヽメ
ハケメ、
ヨヨナデ

ヘラナデ、ハケメ
やや甘い
潜

筆雅のため外巨

開整不明
IA

土師器奏 RA273西壁際埋上 152 71 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ
やや甘い

にぶい褐

‐ Ｂ

２

土師器箋 RA273西壁際埋上 ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ R好 浅黄
奪

IA
2

土師器箋 RA273カ マ ド燃焼郡 ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ 良好 灰白 11

154 土師器斐 RA273南東壁際床面 (108) ヘラミガキ ハケメ ケヽメ 良好 灰白

土師器甕 RA273西側床面 72 ヨヨナデ ケヽメ R好 にぶ
ド黄橙

B

土師器球
胴甕
RA2殉 カマ ド東袖脇 176 (200)

ヨコナデ・
ヘラナデ

ケヽメ ヨコナデ ヘラナデ ハケメ 良好 灰白
1

157
土師器球
胴整
RA273カ マ ド燃焼都 ヨコナデ

ハケメ・
ヘラミガキ

ヨヨナデ 良好 浅黄
橙 1

土師器郭 RA2密 貼床 ヨヨナデ ヘラミガキ 黒色処理カ 良好 にぶ
い橙

Ｍ

Ｂ

土師器杯 RA2Й 煙道部 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好 明褐
Ｍ

Ｂ

lα 土師器杯
RA2Й カマ ド焚 口付
近

ヨコナデ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理
ぶ好

橙
良

い

Ｍ

Ｂ

土師器郭
RA2密 北西壁付近床
面

ヘラミガキ ヘラケズリ ヘラミガキ・黒色処理 良好・橙
Ｍ

Ｂ

土師器長
胴菱
RA274カ マ ド西袖芯
材

(256) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ 良好 明黄

褐
12

土師器奏 RA274カ マ ド東袖 (204) ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ケヽメ
良好 にぶ
い黄褐

12

土師器変 RA2Й カマ ド東袖 208 ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ
ぶ好

褐
良

い

‐ Ｃ

２

土師器甕 RA27・4カ マ ド東袖脇 (162) ヨヨナデ ヨコナデ ケヽメ 良好 ,こぶ
ヤヽ橙

I〕

土師器菱 RA274カ マド東袖 177 (100) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ケヽメ 良好 浅黄
橙

12

土師器郭 RA275床面 178 ヘラミガキ ケヽメ ヘラミガキ・黒色処理 良好 淡責
Ｍ

Ｂ

土師器郭 RA275埋土 ヘラミガキ、ナデ ヘラミガキ
やや甘い

にぶい褐
黒色処理消か

Ｈ

Ｂ

169 土師器雰 RA2あ 埋土 129 ヘラミガキ おヽラ ガキ、ケズリ ヘラミガキ 黒色処理 やや言い

にぶい橙

1刑
土師器球
胴襲
RA275埋土 ヘラナデ ハケメ

良好 浅黄
橙

土師器球
月同変
RA275埋上下層 180 205 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ

ヨコナラ・
ハケメ

ハケメ 良好 赤握 l12

土師器斐 RA275坦土 2211 (156)
ヨコナデ
ヘラミガキ

ヘラミガキ ヨヨナデ ケヽメ
良好 にぶ
い黄褐

12
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番号
種類

器種
出上位置

法量 (cn) 外面調整 内面調整 成
調
焼
色 その他 分類

口径 底径 器高 日縁部 体部 体部下半 口縁部 体 部 体部下半

土師器甕 RA275床面 ヨコナデ ヘラミガキ ヘラナデ
ヨコナデ
ヘラミガキ

ヘフナデ
ヘラナデ
ヘラミガキ 鞘湘

や

明 底部木葉痕
IC
1

1 土師器霊 RA275埋土下層 (138) ヨコナデ
ハケメ、
ヘラミガキ

ヨコナデ ハケメ 罠好 橙 11

土師器霊 RA275カ マド燃焼音h (107) ハケメ ケヽメ 良好 褐灰

土師器霊 RA276理土 (88) ヨコナデ ヘラナデ ヨヨナデ ハケメ
良好 浅黄
栓

土師器球
胴整
RA276埋 土 (135) ハケメ ケヽメ 良好 橙

土師器郭 RA277埋土 45 ヘ ラ ガキ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

にぶい責褐

土師器郭 RA277北西壁際床面 ヨコナデ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

明黄橙
A/11

土師器郭 RA277 ヘラミガキ ヘラミガキ 黒色処理 良好・褐
ＭⅢ

Ｂ

土師器霊 RA277カ マ ド東袖脇 (144) ヨコナデ ケヽメ
ハケメ、
ヘラナデ

良好・浅黄

橙
Ⅱ 2

土師器駆 RA277カ マ ド燃焼部 (133) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ケヽメ 良好 にぶ
い黄橙

12

土師器鍵 RA2″ 床面 (1■ 3) ヨヨナデ
ハケメ、
ヘラミガキ

ヨコナデ R好 浅黄
應

11

1削
土師器器

種不明
RA2″ 床面 (167) ヨヨナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ

良好 明黄

土師器箋
RA2絡 カマ ド東和芯
材

(154) ヨコナデ ケヽメ ヨコナデ ケヽメ
良好 1こ ぶ
い橙

11

土師器甕 RA278中央南側床面 (139) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ケヽメ 良好 灰自 12

18, 土師器菱 RA278中央南側床面 65 ヨコナデ ハケメ ヨヨナデ ヘラナデ
やや甘い

鈍い無黄楊
色

閉
２

18E 土師器甕 RA278土坑内 64 ヨコナデ ヘラミガキ、ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ
良好 にが
い橙

IB
2

土肺器甕 RA278中央南側床面 (121) ヨコナデ ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ 良好 ,こぶ
い掲

12

土師器菱 RA281埋上下層 180 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ケヽメ
やや甘い

にぶ い黄
橙

土師器杯 RA2約 埋上下層 102 ヘラミガキ・黒色処理 ヘラミガキ 黒色処理 良好 黒
ＭⅢ
Ａ

土師器杯 RA2Ю 埋上下層 106 ヨコナデ ヘラナデかケズリ ヨコナデ ナ デ
やや甘い

浅黄栓
須恵器蓋模倣 MI

須恵器高
台郭
RA279カ マ ド南袖脇 103 ロクロナデ ロクロナデ

やや甘い

灰褐色

土師器発
RA279南 東壁付近床
面

220 (145) ヨコナデ
ハケメ
ヘラナデ

ヨヨナデ ケヽメ
やや甘い

にぶい橙
12

土師器甑 RA279埋土 182 172 ヨヨナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ ケヽメ
やや甘い。

浅黄橙

土師器球
月同甕

RA279中 央部西側床
面

(227) ケヽメ ハケメ 良好・にぶ
い黄褐

底部木葉痕 Ц

土師器小

甕形土器
RA213埋土 94 68 ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ

良好 明所

褐

198 須恵器霊 RA213埋土 タタキ アテ具
やや甘セ

灰白
傾き自信ない

須恵器菱 RA213埋土 タタキ ロクロナデ
やや甘ヤ

灰自

土師器郭 RA214埋土 144 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄
橙

浅い練刻「木J

土師器郭 RA214埋土 167 (48) ヘラミガキ・黒色処理
やや甘 V

橙

202 赤焼郭 RA214カ マド ロクロナデ ロクロナデ
良好 にが
い橙

底部回転糸切、
内外面摩滅

20( 須悪器郭 RA215床直 144 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰 質面回転系切

211 赤焼郭 RA217埋土下層 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

浅黄橙
農面回転系切

土師器長
胴型
RA217埋土下層 (219) ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ 良好・橙

土師器イ RA218埋上下層 ロクロナデ ケズリ ヘラミガキ・黒色処理 良好・橙 墨書「木」

20千 土師器杯 RA220東袖脇 50 ロクロナデ ケヽメ P ヘラミガキ・黒色処理
良好 にぶ
い褐

罠面ヘラナデ

201 土師器杯 RA220上層南西 50 51 ロクロナデ
回転ヘラ
ケズリ

ヘラミガキ 黒色処理 良好 橙 氏再調整

20( 土師器杯 RA220東袖脇 55 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い褐

底面ヘラケズ

リ

赤焼杯 RA220南東壁隅廉直 59 57 ロクロナデ ロクロナデ
奪

重面回転糸切

土師器小
碁
RA220上層 (28) ヨコナデ ヨヨナデ

やや甘い

にぶい褐

下掲載甕 RA220 ロクロナデ ロクロナデ

土師器甕 RA220カ マ ド燃焼部 (152)
ヨヨナデ、
ハケメ

ハケメ
ヨコナデ、
ハケメ

良好 浅黄
俗

11

赤焼郭 RA282床直 (42) ロクロナデ ロクロナデ
良好・浅貢
橙

赤焼不 RA282南側埋上下層 ロクロナデ ロクロナデ
良好・浅黄
橙

キ239と 同一個嘲
234を採用、底青

回転糸切
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番号 磯
絶

出土位置
法量 (cm) 外面調整 内面調整 成

調

焼

色 その他 分類
口径 底径 器 高 日縁部 体都 体部下半 日縁部 体部 体部下半

2
台郭
RA282南東壁際床直 ロクロナデ ロクロナデ 良好 栓

2 須恵器杯 RA282南東側床直 ロクロナデ ロクロナデ 甘い 灰と 底面回転糸切

2 須恵器郭 RA301埋土上層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 ,灰

土師器菱 RA282埋上下層 262 ロクロナデ カキメ ロクロナデ 良好 黄鵜

土師器莞 RA282埋土 (150) ヨコナデ ヘラケズリ ヨコナデ ケヽメ
良好 浅黄
燈

ら35と 同一

須恵器斐 RA282東南下 タタキ アテ具 良好・灰白

土師器杯 RA283燃焼部 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄
澄

*別4と 同一個
体

土師器杯 RA283燃焼部 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 黄橙 ミ部回転糸切

赤焼郭 RA283上層 ロクロナデ ロクロナデ
良好 浅黄

氏部回転糸切

赤焼不 RA283東袖脇床直 ロクロナデ ロクロナデ
良好 イこぶ
ヤヽ橙

藁再調整

赤焼郭 RA289焚 日付近 ロクロナデ ロクロナデ
ぶ好

橙
良

い
氏部回転糸切

須恵器杯 RA2鵠 北西上層 146 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰

22 ( 土師器斑 RA283焚 日付近 (200) (釣 5) ロクロナデ
ロクロナデ
ヘラケズリ

ロクロナデ
ロクロナデ、
ハケメか

良好・ヤこぶ
やヽ橙

・l面一部剥落

土師器理 RA283上層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 茂黄

土師器型 RA283東袖付近床直 (100) ヘラナデ ヘラナデ
甘い 灰黄
褐

土師器イ RA284南西下層 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 臣好 にぶ
か黄栓

土師器ネ RA284埋上下層 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄
橙

赤焼杯 RA284 pit 2埋 土 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙

須恵器杯 RA234南西上層 54 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヤ

灰白
底部回転糸切

土師器疑 RA284 pit l埋 土 ヨヨナデ ヘラナデ ヨコナデ 甘い 橙

須恵器長

頸壷
RA234南西下層 (76) ロクロナデ ロクロナデ 罠好 灰 底部に菊花状

の調整

須恵器壷 RA284カ マ ド ロクロナデ アテ具 良好 灰自

土師器イ RA285カ マ ド燃焼部 46 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄
澄

底面再調整

24( 土師器郭 RA285カ マ ド燃焼部 48 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅貢
橙

241 赤焼郭 RA285カマ ド ロクロナデ ロクロナデ
良好 浅黄
lPHH

242
赤焼高台
杯
RA285北東側埋土 71 ロクロナデ ロクロナデ

良好 浅芸
橙

243
土師器耳

tl l

RA285床面 ロクロナデ ロクロナデ
良好 浅黄

244 土師器斐 RA285カ マ ド燃焼部 (120) ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ 良好 黄栓

245 土師器斐 RA285カ マ ド燃焼部 240 (137)
ヨヨナデ
ヘラナデ

ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ
良好 浅黄

246 土師器菱 RA285カ マ ド周辺 (150) ロクロナデ、ヘラケズリ ロクロナデ、ハケメ 良好 橙 胎土に砂と石多

須恵器斐 RA285 煙道部 タタキ アテ具 良好 灰白 傾き不明

土師器郭 RA286埋土中層 140 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理
良好・にぶ
い黄橙

249 土師器郭 RA286埋土中 (20) ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理
良好 1こぶ
い黄橙

底面再調整

赤焼郭 RA286カ Vト 148 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヽ

淡黄

赤焼杯 RA286埋土中層 140 4B ロクロナデ ロクロナデ 真好・橙

土師器高
台杯
RA286カ マ ト ロクロナデ

ヘラミガキ
黒色処理

良好 浅黄
橙

底面に菊花状
の調整

土師器甕 RA286カ マド 214 (108) ヨコナデ
ヘフナデ、
ヘラケズリ

ヨコナデ ケヽメ 良好 橙

須恵器甕 RA286カ マド タタキ アテ具 良好 灰

土師器杯 RA287カ マ ド周辺 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い黄橙

25( 土師器杯 RA287 288境界部 ロクロナデ
ヘラミガキ
黒色処理

良好 黄橙
氏部沈線 底
亙再調整

赤焼杯 RA28iカマド周辺 56 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 重部回転糸切

251 赤焼杯
RA28‐ カマ ド南西袖
脇

144 70 52 ロクロナデ ロクロナデ 良好 '橙 Ц転糸切り痕

25( 須恵器不 鷲A287Q2上 層 144 70 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

灰白
喚面不明瞭

須恵器郭 RA287マ ド周辺 148 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘▼

灰自
底部回転糸切

須恵器郭 RA287カマ ド周辺 ロクロナデ tElク ロナデ 良好 黄灰 底部回転糸切

須恵器郭 RA287南壁隅床面 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

灰オリーブ
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番号
類
種
種
器 出土位置

法量 (cm) 外面調整 内面調整 成

調
焼
色 その他 分類

日径 底径 器高 口縁部 体部 体部下半 口縁部 体部 体部下半

土師器菱 RA287カマ ド周辺 ロクロナデ ロクロナデ
良好 浅黄
橙

土師器箋 RA287埋上下層 ロクロナデ ロクロナデ 良好

土師器長
月同整
RA287南壁隅床面 322 ヨコナデ ハケメ ケズリ ヨヨナデ ケヽメ 良好 にぶ

い橙

木葉痕 スス

土師器霊
RA287カ マ ド焚日付
近

(200) ヨコナデ ハケメ ヨコナデ ハケメ 良好 橙

土師器箋 RA2M 288境 界部 ヘラナテ
良好 イこぶ
い黄橙

26遇 須恵器重
RA287カ マ ドカマ ド
焚口付近

ロクロナデ 良好 ,緑灰

26C 須恵器発 RA287煙出 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰自

須恵器瓶 RA287埋土下層 ロクロナデ ロクロナデ 贈
・ブ黒
Ｒ

リ

須恵器墾 RA287マ ド周辺 タタキ アテ具 良好・灰白

272 須恵器大整 RA287マ ド周辺 (277) タタキ アテ具 良好 ,灰

土師器郭 RA288埋上下層 ロクロナデ
再調整ケ
ズリ

ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い責橙

II・面摩滅

2i4 土師器郭 RA288南東上層 ロクロナテ ヘラミガキ 黒色処理 良好 橙 氏部回転糸切

土師器雰 RA288埋上下層 47 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 浅黄

橙
貞面再調整

赤焼郭 RA288床直 ロクロナテ ロクロナデ 良好 橙 蔓部回転糸切

赤焼郭 RA288 pit l埋 土 144 64 ロクロナテ ロクロナデ 良好 にぶ

い責橙

須恵器郭 RA288埋上下層 70 ロクロナテ ロクロナデ 良好 灰 重部回転糸切

土師器高
台郭
RA288床直 (52) (41) ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 責橙

貰部 に菊花状
D調整

土師器高

台邪
RA288床 直 80 (17) ロクロナデ

ヘラミガキ
黒色処理

やや甘ヤ

褐灰

ミ面に菊花状
D調整

赤焼高台
杯
RA288 pit 2埋 土 (15) ロクロナテ ロクロナデ 良好 橙

赤焼高台
FTN
RA288 pit 2埋 土 (22) ロクロナデ ロクロナデ 良好 黄栓 氏部

に菊花状
D調整

28【 土師器奏 RA288カマ ド周辺 ヨコナデ
ハケメか
ナデ

ケヽメ 良好 黄橙

284 土師器奏 RA288 p■ 2埋土 (75) ヨヨナデ
ヘラナデ、
ヘラケズリ

ヨヨナデ ヘフナデ 良好 明赤

褐

28〔 土師器発 RA288南東上層 %0 ヨヨナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘフナデ 良好 橙

28( 土師器発 RA288埋土下層 226 ヨヨナデ ヘラナデ ヨヨナデ ケヽメ 良好 橙

287 土師器斐 RA288床直 ヨヨナデ ヘラナデ
ハケメ・

ヨコナデ
ヘラナデ 良好 橙

28〔 土師器鉢 RA288カ マド周辺 ロクロナデ ヘラケズリ ケヽメ 罠好 →完黄
骨

28【 須恵器養 RA283埋土 タタキ クタキ 良好 灰白

29 ( 須恵器発 弛
咄
6号カマ ド

タタキ アテ具 良好 灰白

291 土師器杯 kA290 289 pit 2 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

にぶい黄橙

29, 赤焼郭 モA290289柱 穴 ロクロナデ ロクロナデ 良好 1こ ぶ
い黄橙

赤焼郭 モA289焼土 , 150 ロクロナデ ロクロナデ
良好・にぶ
い褐

胎とに石多い 器

形に歪み

赤焼郭 tA289カマド ロクロナデ ロクロナデ
良好 ,にぶ
い橙

底部回転糸切

土師器菱 RA289埋 土上層 (148) ケヽメ ケヽメ
良好 ,にぶ
い黄橙

外面全体摩滅
底部本葉痕

須恵器発 КA289床直〇 タタキ 調整不明 良好 灰白

須恵器巽 tA289床直 タタキ アテ具 良好 灰自

土師器不 記A2∞ カマド① 150 ロクロナデ ヘ ラ ガキ・黒色処理
良好 1こ ぶ

ぃ声舒
胎上に砂と石多、

底部回転糸切

土師器不 КA290南西下層 155 ロクロナデ ロクロナデ、ヘラケズリ ヘ ラ ガキ 黒色処理 甘い 1こ ぶ
い橙

底部再調整

土師器郭 記A290煙出 138 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

たぶい橙
胎上に砂と石多、

底部回転糸切

土師器杯 記A290南西下層 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理
良好 浅黄
怜

底部回転糸切

土師器杯 記A290カ マ ド付近 150 ロクロナデ ロクロナデ ミ好灰自底部
回転糸切、

赤焼か ?

赤焼郭 RA290埋 上下層 130 ロクロナデ ロクロナデ 貿好 橙 底部回転糸切

赤焼郭 RA郷0カ マ ド付近焼圭 148 ロクロナデ ロクロナデ 良好・橙

赤焼不 RA290床 面 145 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヤ

浅黄色
底部回転糸切

赤焼郭 RA290 ① 166 61 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヤ

茂黄橙

30千
土師器高 RA290煙出 140 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理

やや甘い に
ぶい貰協

胎土 に砂 と石

多

301 土師器甕 RA290 ① 186 (110) ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ
良好■こぶ
い橙
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番号
類
種

種

器 出上位置
法量 (cm) 外面調整 内面調整 成

調

焼
色 その他 分類

口径 底径 器高 口縁部 体部 体部下半 日縁部 体 部 体部下半

30( 上師器変 RA291 1号 カマ ド 190 ヨコナデ ヨヨナデ ヘフナデ 良好 ,曳黄
橙

土 R II器郭
RA291
p351 64 ロクロナデ ケズリ ヘラミガキ・黒色処理

良好 に芳
い黄橙

底面再調整

土師器雰 RA291 5号煙出 137 ロクロナデ ガキ 黒色処理 良好 橙 墨書「本」

土師器 34N
RA291 5号
カマド燃焼部付近

ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理
良好 ,1こ 毒
い黄橙

底面再調整
墨書「木」

土師器雰 RA291埋 土上層 72 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 橙 底部再調整

土師器邪 RA291北 西下層 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理
良好 1こ が
い黄橙

底面再調整

赤焼郭
RA291 6号
カマ ド燃焼部

144 ロクロナデ ロクロナデ 良好・浅黄
橙

底部回転系切

赤焼郭
RA291 4号
カマ ド燃焼都

142 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘▼

浅黄橙
1/R亥」「X」

赤焼郭 RA291埋 土 54 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 氏部回転糸切

赤焼郭 RA291埋土 46 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

黄橙
氏部回転糸切

赤焼 lTN RA291北壁際題土上層 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰白 曳部回転糸切

赤焼 IIN RA291煙 道 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘▼

淡黄
員部回転糸切

赤焼不 RA291中央部北側 74 ロクロナデ ロクロナデ 甘 い 灰 白 底部回転糸切

322 赤焼郭 RA291南東壁際 58 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 胎土に砂と石多、
底部回転糸切

須恵器郭 RA291南西部 70 ロクロナデ ロクロナテ 良好・灰自 底部回転糸切

324
土師器高
台不

RA291 3号
カマ ド煙出

70 ロクロナデ ロクロナデ 良 好
オ

リーブ黒

32を 須恵器郭 RA291埋土 50 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い。

灰白
胎土に砂と石多、
底部回転糸η

32℃ 須恵器不
RA291 5号
カマ ド煙出

ロクロナデ ロクロナテ 良好・灰黄 底部回転糸切

32, 須恵器郭 RA291北 東下層 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヽ

灰自
罠部回転系切

328 須恵器郭
RA291 4号
カマ ド燃焼部

ロクロナデ ロクロナデ 良好 灰白 底部回転糸切

32C 須恵器杯 RA291埋土 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘ヤ

仄黄
底部回転系切

33℃ 土師器然 RA291床 面 250 (97) ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ カキメ 良好 にぶ
い黄掲

土師器型 RA291北西上層 ロクロナデ
カキメ、ヘ
ラケズリ

ロクロナデ
やや甘▼

混責澄

土師器発 RA291 1号煙出 ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ 良好・褐

土師器発 RA291 p354 ヨコナデ ヘラケズリ ケヽメ ? ヘラナデ 良好 浅黄
橙

土師器斐 RA291南 西上層 ロクロナデ 良好 黄褐

土師器艶 RA291南 西上層 ロクロナデ 良好・浅黄
橙

120と 同一

須恵器斐
RA291 6号
カマ ド煙出

(82) ロクロナデ ロクロナデ 良好・黒

須恵器箋
RA 291 1号 カマ ド
煙出

タタキ アテ具 良好 灰白

土RT器啄 RA292床 直 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 黄准 墨書「木」

須恵器郭 RA292埋 土下層 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

灰自
底部回転糸切

34( 土師器墾 RA292埋 上下層 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ハケメ 良好 暗催

341 土師器鍵 RA292燃焼部 (135) ヨコナデ
ヘラケズリ
ヘラミガキ

ヨコナデ ヘラナデ 良好 1こ ぶ
い橙

342 土師器菱 RA292南 袖芯材 80 272 ヨコナデ ヘラケズリ、ヘラミガキ ヨコナデ ヘラナデ
良好 にぶ
い黄橙

343 須恵器斑 RA292床 直 タタ■ アテ具 良好 灰 V「面の傾き不
月

344 土師器イ RA293南西壁床面 130 52 ロクロナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 黒色処理 や や甘 い

にぶい橙

墨書「木」、底
面再調整

345 土師器不 RA293南西壁際床面 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い黄橙

墨書「木」、底
面再調整

赤焼イ RA293 1ヒ 袖 ロクロナデ ロクロナデ 罠好 橙 「木J

347 土師器不 RA293南西壁床直 ロクロナデ
手持ヘラ
ケズリ

ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い黄橙

褒部回転糸切

土師器杯 RA293南西壁際床面 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好・橙 底部回転索切

赤焼郭 RA293 pit l ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

浅黄橙

須恵器郭 RA293カ マ ド付近 ロクロナデ ロクロナデ
良好,灰オ
リーブ

土師器奏 RA293北 側床直 129 ロクロナデ ロクロナテ
や や甘 ヤ

にぶい橙

352 土師器菱 RA293 pit l ヨヨナデ ヘラナデ ヨコナテ ケヽメ 良好 暗褐

35C 土師器郭 RA294埋 土 ロクロナデ ヘラミガキ・黒色処理
睫射 残東
令

須恵器杯 КA294南東下層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 灰
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番号
類
種
種

器 出上位置
法量 (cld) 外面調整 内面調整 成

調
焼
色 その他 分類

口径 底径 器高 口縁 部 体苦【 体部下半 日縁部 体 部 体都下半

土師器斐 RA294北壁中央床直 286 (166) ロクロナデ ヘラナデ ロクロナデ ヘラナデ
良好 浅蓑

橙

土師器誕 RA294南 西上層 ロクロナデ ロクロナデ カキメ 良好 1こ ぶ
い橙

土師器菱 RA294床直 260 ヨヨナデ ハケメ ヨコナデ ケヽメ
良好 明方

褐

土師器菱 RA294床 直 ヘラケズリ ヘラナデ
良好 にぶ
い橙

底面砂

鰯朗
RA294南西下層 ロクロナテ ロクロナデ 良好 灰

土師器杯 RA295埋土上層 ロクロナデ ヘラケズリ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘▼

浅黄橙
底面再調整ヘ

ラケズリか

土師器 IT RA295理土 調整不明瞭 ヘラミガキ黒色処理 やや甘
いに

がい黄橙
底面再調整

赤焼郷 RA295埋土上層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 底部回転糸切

赤焼 14 RA295坦土南西 ロクロナデ ロクロナデ
良好 1こ ぶ
�`橙

内外面摩滅

土師器高

台イ
RA295坦 土 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理

良好 浅黄
橙

土師器高 RA295カマ ド燃焼部 ロクロナデ ヘラミガキ黒色処理 ヘラミガキ 黒色処理 やや甘い

灰黄褐
線刻「木」胎土
に砂と石多

土師器甕 RA295カ マ ド燃焼部 ヨコナデ ヘラケズリ ヨヨナデ ケヽメ 良好・構

土師器発 RA295カ マ ド燃焼部 174 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラナデ ケヽメ やや甘い

浅黄橙

須恵器斐 RA295埋土下層 タタキ アテ呉
やや甘ヽ

灰自

赤焼郭 RA297カ マ ド燃焼部 74 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 底面回転糸切

赤焼郷 RA2"北 袖埋土上層 141 ロクロナデ ロクロナデ 農好 橙 底部回転糸切

赤焼杯 RE029埋土 ロクロナデ ロクロナデ 黄橙

土師器箋 RE029埋土 (230) ヨコナデ ハケメ ケヽメ
やや甘ヤ

橙
【A

374 土師器墾 RE029埋土 ハケメ
良好 1こ】
い黄橙

土師器甕 REl129埋 土 ケヽメ ハケメ
良好 浅黄
橙

土師器大
型郭
RE038南西部床直 224 65 ヘラミガキ ヘラミガキ、ハケメ ヘラミガキ・黒色処理

良好 にぶ
い黄橙

Ｍ Ｄ

Ｂ

土師器郷 REl138西 壁側床直 ヘラミガキ ナ デ ヘ ラ ミガキ 黒色処理 良好 黒 氏部線刻「 X」
Ｍ

Ｂ

土師器杯 RE038南西部床直 170 ヘラミガキ、ハケメ ハケメ ナデ、ヘラミガキ 黒色処理 良好 橙
Ｍ

Ｂ

3“ 土師器邪 RE038埋土中層 148 ヨコナデ ヘラミガキ ヨコナデ、ヘラミガキ・黒色処理
良好 1こ ぶ
い黄栓

寅部線刻「×」
Ｍ

Ｂ

38( 土師器郭 RE038床直 ヘラミガキ、ハケメ ハケメ ヘラ ミガキ 黒色処理 良好 浅黄
橙

Ｍ

Ｂ

土師器郭 RE038床直 ヘラミガキ、ヨコナデ
ヘラミガキ、
アヽケメ

ヘラミガキ 黒色処理 良好 ヤこぶ
�ゝ橙

圃
Ｂ

38Z
土師器高

杯
RE038埋上下層

ヘラミガキ
黒色処理

良好・にが
い黄橙

38〔 土師器斐 RE038西壁側床直 78 ヨコナデ ハケメ ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ 良好 1こ ぶ
い赤褐

口唇部浅い渡

線 I

384 土師器郭 REOψ 埋土 104 ヘラミガキ
やや甘い に
パい黄橙

底部線刻「

38: 土師器郭 RE042埋土 ヘラミガキ ヘラミガキ・黒色処理、ヨヨナデ 良好 橙 HⅢ

土師器誕 REl142埋土 (57) ヨコチデ ヨヨナデ 良好 明赤
侶任

11

387
手づ くね
土器
RD265埋土 ヘラナデかケズリ ヘラナデかケズリ 良好 1こ ぶ

い橙

388
球

？

器

か

師

発 RD286埋土 (28) ヨコナデ 良好 橙

土師器疑 RD286理土 良好 浅責
橙

須恵器壷 RD309埋土下層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 黒 傾き不明

輔卸
RD344埋土 良好・に】

い黄褐

刺

Ｐ

器

か

師

甕 RD382埋土 ヨヨナデ
良好 にぶ
い黄橙

*431と 同一個
体

輔紺
RD396埋土 ヨコナデ ヘラナデ

やや甘い

灰自

土師器郭 RD399西側下焼土 みЭ0 ヘラミガキ 黒色処理 ヘラミガキ 黒色処理 良好・黒 MШ

土師器郭 RD399埋上下層 146 (27) ヘラミガ■ ヘラミガキ 黒色処理
良好・浅貢
橙

M皿

土師器不 RD399埋土下層 136
ヘラミガキ 黒色処理
ヨヨナデ

ハケメ
黒色処理

ヘラ ミガキ・黒色処理 良好 黒
Ｍ Ⅱ

Ｂ

土師器斐 RD399焼土内 (79) ヨコナデ ケヽ メ 良好 ヤこぶ
い黄褐

11

398 須恵器菱 RD428埋土 ロクロナデ ロクロナデ 良好 灰白

399 須恵器菱 RD428埋 土 タタキ 良好 灰白
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番号
類
種
種

器 出上位置
法量 (cal) 外面調整 内面調整 成

調
焼
色 その他 分 類

口径 底径 器高 口縁部 体部 体都下半 口縁部 体部 体部下半

土師器疑 RD577埋 土 190 (131)
ハケメ、
ヨコナデ

ハケメ 良好 栓 12

土師器郷 RD608埋土 138 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好 にぶ
い黄 I●
A 底部回転糸切

須恵器甕 RD608検出面 タタキ タタキ 良好 灰 傾き自信なし

土師器杯 RD614埋土中層 ロクロナテ ヘラミガキ・黒色処理 良好 黒 外面線刻

赤焼郭 RD614埋土 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙

赤焼郭 RD614理土 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 底部回転糸切

赤焼郭 RD614埋土中層 1411 ロクロナデ ロクロナデ 良好 橙 底部回転糸切

土師器高

台郭
RD614理土中層 83 ヘラミガキ 黒色処理 ヘラミガキ 黒色処理 良好 黒

40B
土師器長
胴斐
RD614 2層 267 ヨコナデ

ヘラナデ
ヘラケズリ

ヘラケスリ ヨコナデ ヘラナデ 良好 橙 底木葉痕

土師器斑 RD614 2層 220 (244) ロクロナデ ヘラケズリ ロクロナデ
良好 にぶ
い橙

鶴蝦
RD614埋土中層 ロクロ、ヘラナデ カキメ ?

やや甘 t

土師器イ RD630埋土 ロクロナデ
ミガキ
黒色処理

良好 にぶ
い黄橙

土師器発 RD630埋土 甘い 赤裾

土師器発 Rつ631 632焼土 216 ヨヨナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ やや甘い 澄

須恵器郭 RD632 4土 (36) ロクロナデ ロクロナデ
良好 ,1こ ム
い褐

須恵器邦 RD641理土 ロクロナデ ロクロナデ 良好 灰白

須恵器杯 RD614題土 50 ロクロナデ ロクロナデ 良好  灰 底部回転糸切

土師器高

台郭
RD642埋土中位 75 ロクロナデ ヘラミガキ 黒色処理 良好→完黄

怜
内面剥落

須恵器誕 RD646理土 タタキ
やや甘ヽ

灰白

須恵器発 RD6T埋 土 タタキ アテ具 良好 灰白

土師器高

郭 ?
RD742埋 土 (46) ヘラナデ

ミ好→完衰
金

42]
一局朧
郭
土

RD7坐 埋土 (19) ヘラケズリ
ヘラミガキ、
黒色処理

やや甘い

にぶい責褐

422 土師器墾 RD773埋 土上～中層 88 ハケメ ケヽメ
やや甘ヤ

淡黄
IA

423 赤焼雰 RD808埋 土 58 (27) ロクロナデ ロクロナデ やや甘い澄 ミ部回転糸切

424 須恵器杯 RD808埋 土 ロクロナデ ロクロナデ 甘い 灰白 糸刀痕不明瞭

赤焼郭 RD809理 土 ロクロナデ ロクロナデ 重部回転糸切

土師器郭 RG045埋土 ヨコナデ ヘラミガキ・黒色処理
やや甘い

にぶい黄橙

土師器郭 RC045埋土 ヘラミガキ ケヽメ ヘラミガキ 黒色処理 やや甘▼

明黄褐

究は部分的に 2

究になっている

土師器球
胴斐
RC085埋土 ヨコナデ 不明瞭 良好 橙

部体

り
‥
有
外
も 1

須恵器甕 RG203埋土 タタキ 調整不明 良好 灰白

須恵器発 RZ004埋土 タタキ アテ具 良好 灰白

須恵器憂 RZ011埋土 タタキ 傾き自信ない

須恵器斐 RZ019埋土 タタキ 良好 灰自 傾き自信ない

須恵器発 R2014埋土 アテ具 良好 灰白

須恵器養 RZ014埋土 ロクロナデ ロクロナデ 良好・灰白

須恵器斐 P101埋 土 タタキ アテ具 良好 灰白

須恵器甕 RG083埋土 タタキ アテ具 良好・灰自

須恵器斐 湿地帯 3層 アテ具 良好・灰白

須恵器発 湿地帯 3層 タタキ アテ具 良好・灰白

須恵器甕 湿地帝 タタキ 調整不明 良好 灰自

44C 須恵器発 湿地帯 3層 タタキ ロクロナデ 良好 灰自

須恵器甕 湿地帯 2層 ロクロナデ ロクロナデ 良好 '灰 白

44Z 須恵器甕 湿地帯 ロクロナデ ロクロナデ 良好 灰自

443 須恵器 湿地帝 3層 タタキ ロクロナデ 良好 灰白

444 須恵器甕 湿地帯 ヘラケズリ ロクロナデ 良好 灰自

44こ 須恵器発 1-C区検出面 ロクロナデ ロクロナデ やや甘� 調整不明

須恵器不
明
2-C区表土 不 明 不 明 良好 灰白 調整不明

須恵器菱 1-C区表土 ロクロナデ ロクロナデ
やや甘い

灰自
調整不明

須恵器奏 3-D区 3層 不 明 ナデ 良好 灰亡 調整不明
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陶磁器観察表

仮番 番号 器種 出上位置
法量 (cm)

胎 土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他
口径 底径 器高

青磁碗 3 BttH層 灰 自 鏑連弁文 中国産 13C後～14C

青磁碗 p1257 (25) 灰 白 鏑連弁文 中国産 13C後 -14C

452 青磁碗 lC区 Ⅲ層 灰自 鏑連弁文 中国産 15C

453 青磁碗 RD460埋 土中層 灰 自 連弁文 中国 14C後半～15C

574 454 磁器碗 RG239遅 土 灰 自 青磁 中国 蓮弁文

607 455 白磁碗 1-C区 表土 灰 白 中国産 15C 青白磁か

628 456 胸器鉢類 3B区 Ⅲ層 黄灰 鉄釉 東北産か 19C^ヤ

550 青磁 RD789埋 土 66 淡橙 焼成甘い 中国

598 磁器皿 RZO磁床上 灰 自 自磁 ?

青磁盤 3 BttI～ Ⅲ層 (11) 灰 自 青磁 中国産 13C後 ～14C 深めの琢か

磁器皿 3-D区 北半 I層 自色 染付 中国産か 17C前半か

磁器碗 p218 48 灰 白 染付 肥前 17Cか 畳付汚

磁器皿 遺構外 I層 灰 自 染付 中国産 P 16C前か

463 陶器瓶類 R C264埋土 灰 自
外 :灰釉、

内 :無釉
瀬戸 13C末 ～14C初 中 正一Ⅱ

464 陶器平碗 3B区 ]層 灰 白 灰釉 瀬戸 15C前半 後 Ⅲ

506 465 陶器却皿 RA207埋土 灰 白 灰釉 瀬戸 14C頃

629 466 陶器卸皿 3B区 Ⅱ層 灰 白 灰釉 瀬 戸 13C末 ～14C初 中 I～ Ⅱ ?

556 467 陶器碗 R約 16埋土 灰 自 鉄釉 瀬戸 15C 天目碗

593 468 陶器瓶類 3 AttI層 褐灰 鉄釉 不 明 中世 中国産か

589 陶器瓶類 4B区湿地帯 灰鶏 瀬 戸 14C後葉～15C初 後 I～ Ⅱ

790 陶器統 R E037埋土 94 (38) 灰 灰釉 大堀相馬

陶器片口鉢 4E区 Ⅲ層 362 (113) 灰 無釉 常滑 13C後 ～13C末 か 常滑 Ⅱ類

472 陶器養類 RG203埋土 褐灰 自然釉か 常滑か 中世 傾きは推定

473 陶器橋鉢 R G 264埋 土中層 灰 白 無THf 】ヒ陸産 15Cか 繕面摩耗、珠洲か環濠

陶器情鉢 RZ016埋土 明褐灰 無釉 北陸産 中世 内面使い込まれている

陶器器種不明 2 CttI層 自然釉か 不明 中世か 常滑か

陶器悟鉢 RA240埋 土 にぶい橙 無釉 不明 中世か

477 陶器橋鉢 3-D区 東半 I層 264 明赤褐 無釉 不明 不明 橋面摩耗顕著

478 陶器幡鉢 2 CttI層 にぶい橙 無釉 不明 不明 信面摩耗顕著

596 479 陶器播鉢 R G084埋土 灰 無 釉 不明 不明 信面摩耗

488 480 陶器鉢類 RZ00■里土 青灰 自然釉か 不明 中世か

577 陶器指鉢 RZ004埋土 158 (77) 赤褐 無Tlt 不明 不明

482 陶器橋鉢 P542 (73) 褐灰 無釉 】ヒ陸産か 中世か

586 708 陶器碗 R G264理土 (23) 灰 白 透明釉 肥 前 18C前 半 呉器手碗

783 709 陶器碗 R D649理土 50 黄 白 透明釉
一
Ｈｌ 18C前半 呉器手碗

陶器碗 3D区 南東部 にがい黄 灰釉 肥 前 18C前半 呉器手続

胸器碗 RA238埋土 (27) 灰 白 透明釉 肥 前 18C前 呉器手碗

776 陶器碗 p1066 48 黄 自 透明釉か 肥前カ 17C頃か 畳付に 3点 の目跡

的 2 陶器碗 R D649埋土 黒褐 鉄釉 白化粧 肥 前 17C後 ～

陶器碗 R D649埋土 36 赤褐 透明釉  白化粧 肥前カ 18C前～

陶器碗 p239 120 (3B) 灰赤 白化粧、透明釉 単副 17C後～

陶器碗 RZ004運土上層 灰 自
外 1鉄・藁灰、

内 :葉灰
大堀相馬 19Cか

陶器碗 3-D区 検出面 39 (26) 灰 白 灰釉、鉄釉 大堀欄馬 外面上半灰釉、下半鉄釉

陶器碗 3-D区 南半 I層 (25) 灰 白 灰釉、鉄釉 大堀相馬 外面上半灰釉、下半鉄釉

陶器碗 p632(R B028) 灰 自 灰釉 大堀相馬 18C

720 陶器碗 。216 (44) 灰 白 灰釉 大堀相馬 18C

572 721 陶器碗 RG205埋 土 灰白 灰釉 大堀相馬 18C

722 陶器碗 RD302埋 土 灰黄 灰釉 大堀相馬 18C 漆付着

684 723 陶器碗 pl 灰 白 褐釉 大堀 IIg馬か 18C

582 724 陶器碗 RZ004運土上層 灰 白
外 1鉄・藁灰、

内 :葵灰
大堀相馬 19Cか

793 陶器碗 R E044埋土 灰 藁灰釉 大堀相馬

679 陶器碗 p209 灰白 藁灰、銅緑釉 大堀相馬 19C

578 陶器碗 RZ005埋土 灰 自 藁灰 相馬 ? 19Cか 拳骨形か

560 陶器碗 RG198埋 土 灰 自 鉄釉 瀬戸・美濃 近世か 天目碗

775 陶器器種不明 3-AI～ Ⅱ層 灰
釉

釉

灰

無

内

外
瀬戸 美濃か 見込みに目跡 P

603 730 陶器御室茶碗 3 BttI～ Ⅲ層 浅黄 灰釉 瀬戸か 18C前 葉

665 731 陶器碗 p175 (28) 淡黄 鉄釉 不明 18C後～

526 732 陶器碗 RD320埋 土 灰 自 灰釉 京焼風 18C後 ～19Cか
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仮番 番号 器種 出上位置
法量 (cm)

胎 土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他
回径 底径 器高

rJ61 733 胸器碗 RG198埋土 灰 自 京焼き風 18C後～19Cか

734 陶器碗 p517 灰 白 自化粧、透明釉 不 明 18C後～

781 736 胸器碗 R D 649埋 土 (26) 赤灰 傷・割軸 不 明 19C以 降か

575 瓦 ? RZ016理土 にぶい黄橙

788 738 陶器丸皿 ? R G073埋土 灰 灰釉 美濃か 17C末 外面は日縁付近にのみ施釉

690 739 陶器鉢類 2C区 遺構外 (25) 灰 白
釉

灰

鉄

藁

外

内 東北在地か 19C～

740 陶器鉢類 R E028埋土 灰 透明釉 在地産か 19C以降か 内面に目跡

陶器火入力 RA285埋 土 灰 白 鉄釉 瀬戸 18後～19C

陶器小巽 2号近世墓 灰
内と外の日縁付

近に灰釉か
唐津か 17C頃 か 被熱のためか釉風化

743 陶器器種不明 R D 649埋 土 78 (25) 灰 白
外 :褐釉、

内 :藁灰釉
不 明 19C以 降か

639 744 陶器菱類 4 BttI～Ⅳ層 灰 自 無釉 東北在地 中世 天地も自信ない

陶器発類 RD654埋 土 にぶい橙 無/1B 不 IHE 不明

746 陶器疑類 R EO独理土 (26) 灰 鉄釉 黄土色の釉 不明 19C以降カ

747 陶器茶壷 遺穂外 灰 自 外 :飴色の釉 信楽 18C頃 内 i無釉

陶器壼 SA区 Ⅲ層 (29) にぶい黄橙 鉄釉 信楽 近世

749 陶器瓶類 3 CttI層 灰 白 外 :鉄釉 ? 不明 19C―

750 陶器徳利 3 CttI層 灰 黄 飴釉 美濃 17C末～18C初

陶器徳利か RA295 80 淡黄 灰釉 瀬戸 美濃か 19C

638 752 陶器器種不明 4 BttI層 軟質、灰自 緑釉 不明 近世 中国緑釉ではなヽ

786 753 陶器器種不明 R D649埋土 灰
外 :灰・褐、

内 :鉄釉
不明 19C以 降か 夫地不明

754 陶器 P p331 灰黄 外面自然釉 ? 不明 不明

786 755 陶器器種不明 R D649埋土 灰 灰釉 不明 19C以 降か

756 陶器器種不明 p180 橙 釉不明 不 明 不明 天地不明

757 陶質製品 2C区 Ⅲ層 灰 白 無釉 不明 不明 器ではなヤ

621 758 胸器器種不明 2 CttI層 黄灰 無釉 東北産か 不 明 傾 きは推定

606 759 陶器 ? 1-C区 表土 灰 白 無釉 不明 不 明

760 胸器糖鉢 RD385埋土 123 暗赤褐 鉄釉 東北産か 19C～

602 陶器積鉢 R G264埋土 (112) 明褐灰 飴色の釉 不 明 18C後～

762 胸器信鉢 l CttI～ Ⅲ層 灰自 無釉 東北産か 19C～

763 胸器橋鉢 遺構外Ⅱ層 灰 自 無釉 北陸産か 中世か

676 764 胸器楯鉢 p180 288 暗赤褐 鉄釉 不明 19C～

765 陶器橋鉢 3D区 Ⅲ層 赤灰 無釉 東北産か 19C～

623 766 胸器播鉢 2 CttI～ Ⅲ層 灰 白 鉄釉 東北産か 19C～

767 陶器楯鉢 RG243埋土 褐 鉄釉 不 明 近世～

595 768 磁器碗 4A20n区 Ⅲ層 48 (31) 灰 自 染付 肥前か 17C前 か 出土地点は湿地になっていた

670 7ω 磁器碗 っ239 灰 自 染付 単副 1690～ 1780

659 7招D 磁器碗 (43) 灰 白 柴付 肥前 1∞0～ 1780

578 磁器碗
RZlll14埋 土 RD
649

灰 白 染付 一副 1∞0～ 1739 788と 接合

671 772 磁器碗 p239 灰 白 染付 一削 1690～ 17削

580 773 磁器碗 RZ004埋土上層 灰 白 染付 肥前 1690～ 1終0

774 磁器碗 R E0441■ 土 灰 白 染付 肥前か 18Cか

549 775 磁器碗 RD608埋土 灰 自 染付 一副 1690～ 1780

776 磁器碗 RD814埋土 灰 白 染付 肥前 1690～ 1780

579 磁器碗 RZ004埋土 44 灰 自 染付 一瓢

磁器碗 遺構外 Ⅲ層 灰 自 染付 工副 1690～ 1780

磁器碗 RD81J里土 灰 白 染付 肥前 1690-1780 漆 継

782 磁器碗 R D649埋土 白 染付 工副 18C 傾 き不明

磁器碗 P199 灰 自 染付 肥前 1∞ 0～ 1780

778 磁器碗 R D649埋土 42 白 染付 肥前 18後～19C

787 磁器碗 RD‐44埋土 灰 自 染付 一瓢 18C後～19C

磁器碗 RG205埋土 灰自で粗 染付 瀬戸 美濃か 19Cか

636 785 磁器碗 3C区 Ⅲ層 灰 自 染付 肥前

磁器碗 p186 灰 白 染付 不 明 19C～
787 磁器碗 RD473埋土 50 (51) 白 染付 不 明 19C～

788 磁静碗 p333 灰 白 染付 肥前か 18C～ 19C

789 磁器碗 p72 灰 自 染付 不 明 19C～

790 磁器碗 遺構外 I層 灰 自 色絵 不 明 不明

540 陶器碗 RD380埋 士 灰 白 鋤
闘

外

内
瀬戸 18C後 ～19C 腰錆碗
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仮番 番号 静種 出上位置
法量 (cn)

胎土 釉薬・絵付 製作地 製作年代 その他
口径 底径 器高

554 792 磁器碗 RE044埋土 灰 白 染付 肥前 1690～ 1780

660 俗 3 陶器碗 p242 灰自 褐釉 不明 19C～

5k17 794 磁器疏 RA219内 の柱穴 灰 自 不明 不 明

795 陶器碗
RD311北 集中埋土

中～下
(36) 白 染 付 不明 19C～

567 796 磁器皿 R G 198埋 土 灰自 染 付 畳付に砂

779 797 磁器皿 R D649埋土 灰 自 染 付 肥前 1690～ 1730 見込みにコンエャク印判

798 磁器皿 RG205埋土 灰 白 染付 肥 前 1690～ 1780

789 798 陶器碗 RD6め埋土 灰自 鰤 不明 不明

657 799 磁器皿 p144 灰 白 染付 肥前 1690～ 1730

791 800 磁器皿 R D649埋土 白 染付 肥前 1690～ 1780

792 磁器皿 RD649埋 土 144 白 染付 肥前 1690～ 1780

802 磁器皿 3 DttI層 36 明緑灰 染付 肥前 1690～ 1780

667 803 磁器皿 0179 (22) 灰 白 透明釉 肥前 16∞～1780

認 1 804 磁器皿 RZ004埋土上層 明赤灰 肥前カ 18C～

584 805 陶器皿 RZ004埋土上層 灰オリープ 灰釉か 大堀相馬か 18C～19C

675 806 磁器皿 ,180 灰 自 染付 肥前 1690～ 1780

605 807 機器皿 R G093埋土 27 灰自 染付 肥前か 19C?

672 808 磁器皿 p288 灰 白 染付 不明 19C～

542 809 磁器皿 p1066 (34) 灰 染付 不明 不明

532 810 磁器皿 RD331埋土中～下層 灰自 染付 不明 19C～

631 磁器皿 3B区Ⅲ～Ⅳ層 灰 自

685 磁器紅皿 p3 57 灰 自 透明釉 18C後～

505 磁器紅皿 RA207 42 自 日縁と内面に釉 18C後～

43 814 磁器鉢類 RA211埋 土下層 160 灰 白 染付 不明 19C～

527
陶器 ?

器種不明
RD322埋 土 灰 自 透明釉 不明 近代か

650 磁器香炉類 遺構外Ⅲ層 磁 灰 自 青磁 ? 近世か

687 磁器羹類か 100 (20 灰 白 内面 も施釉 不 明 19C～

609 磁器瓶類 2C区Ⅲ層 (27) 灰白 施釉 不 明 19C～

磁器瓶類 REO型理土 (141 灰自 染付 肥前 18Cか

790 820 磁器器種不明 R D649理土 自色ガラス質 染付、内面無釉 不 明 19C以降か 天地不明
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木製品観察表

仮番 番号 器種 出上位置
計測値 (蝕 )

その他
長 さ 幅 厚 さ

11 486 漆静椀 RD789理土 保存処理中

8 487 下駄 RD789埋土

2 488 不 明 RD789埋土 02

9 489 加工材 RD789埋土

1 490 箸 RD789埋土

491 力倒工材 RD789'堅 土 177

492 加工材 RD硲9埋土

493 漆器椀か RZ014埋土 保存処理中

494 木槌 RZ014坦土 5&3 2a2 保存処理中

495 加工材 RZO堕埋土 柄の部分お

496 瓢箪 RZO黎理土

497 鶴皮 R20秘埋土

498 樹皮 RZOM埋土

499 杭 RZOM埋土 149

500 杭 RZO望埋土

% 杭 RZO捌里土 360

26 502 加工材 RZO捌里土 349 0お

3 503 不 明 4B区湿地帯 163 09

4 504 曲物か 3C区窪地 60 07

505 加工材 08

506 杭 R Z001埋 土

507 杭 R Z001埋土

508 不 明 R Z001埋土

5 509 下駄 R G264埋土

7 下駄歯 R C2髄埋土

6 下駄歯 R G2644土

摘か RD331埋 土 207 9B

栓 RD331埋土 67 お 42 512に 伴 う

板材 RD331埋 土 67

515 加工材 RD331埋土 538 65 48

加工材 RA2認理土 231 60 36

杭 RA238埋 土 45
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金属製品観察表

仮番 番号 種類 出上位置 金属の種類
計測値 (cra)

重量 その他
長 さ 幅 厚 さ

鉄 3 鍬 先 RA291埋 土 鉄 837

鉄 1 鉄 先 RA291埋 土 鉄 1059

鉄 4 鍬先 RA291埋 土 鉄 869

鉄 40 釘 RD322埋土 鉄 27 04 11

鉄 40 釘 RD322理土 鉄 36

鉄 釘 R D616埋土中 鉄 05 22

鉄 44 釘 RD302埋 土 鉄 41

鉄 27 釘 RA28FD4土 鉄 10 07

699 「J25 鉄 釘 p128 鉄 04

709 526 鉄釘 p504 鉄 ■3

‐
00 527 鉄釘 p128 鉄 30

矧Э8 528 鉄釘 2号近世墓骨片埋土中 鉄

529 鉄釘 3号近世墓骨片中 鉄 04 07

530 鉄釘 3号近世墓埋土骨片中 鉄

531 鉄釘 3号近世墓埋土骨片中 鉄 56

532 鑑 ? R D331埋土 鉄 14

鉄 52 刀子 R G 264埋 上 鉄 08 65

ηDl 種類不明 R A206埋土 鉄

鉄 21 535 不 明 RA285埋 土下層 鉄 03

鉄 2ユ 536 不 明 RA285埋 上下層 鉄 ■0 04 20

鉄 28 537 不 明 RA291埋 土上層 鉄 03 20

鉄 25 不 明 RA295検 出面 鉄 06 63

鉄 26 不 明 I CttI～ Ⅱ層 鉄 08 35

鉄 46 不 明 RD574埋土 鉄 75

種類不明 3号近世墓埋土骨片中 鉄 ■5 09

鉄 47 「D42 不 明 RZlll15埋土 鉄 57 3465

鉄 43 543 不 明 RD302埋土 鉄 02

544 種類不明 RD597埋土 鉄 47

545 種類不明 RD597埋土 鉄 46 08

717 546 煙管 4 Btt I層 飼 80

547 煙管 出土地点不明 飼

548 煙管 3B Ⅱ層 飼 51

549 煙管 R39型埋土 飼

550 煙管か RD635埋 土上層 飼

720 銅板 ? 3C区  Ⅱ層 銅 411

722 552 替 ? 3-Att I～ Ⅲ層 銅 02

694 鉄津か RD617埋 土上層 鉄

695 鉄津 RA不明 532

696 鉄津 RA不明

697 鉄津 RA289  16 2216

698 鉄津 RA288  2号 土坑 2986

種類不明 RA324 RE029 鉄 266

鉄津 RD697理 土上層 1632

716 鉄津 RG198埋 土 3716
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銭 貨観 察 表  文献 :日本出土銭総覧 1996兵庫埋蔵銭調査会

仮 番 番号 種類 出 上 位 置 計測値 (cm) 重さ(g) 金属の種類 鋳造年代 その他

724 553 景徳元安 RD298 埋土 銅 1004

726 554 天喜通費 RD298 埋土 47 銅 2枚着

729 555 天聖元費 RD298 選土 銅

728 556 熙寧元賓か RD298 理土 25 飼 1068

730 557 熙寧元費 RD298 埋土 23 銅 1068

558 元豊通費 RD298 埋土 37 銅 1078

722 559 元豊通費 RD298 埋土 銅 1078

元祐通費か RD298 理土 13 銅 1086

725 政和通費 RD298 埋土 27 銅

727 開喜通賛 RD298 埋土 21 飼 1205

不 明 RD298 埋土 28 銅

774 元豊通質 RD712 埋土 銅

元豊通費 RD738 埋土上層 24 銅 1078

738 不 明 RD738 埋土上層 飼

祥符通交 RD789 埋土中 銅 1009

不 明 RD789 埋土中 銅 銀餞

569 元豊通賓 RE036 埋土下層 銅 1078

744 579 不 明 RC198 埋土 (ベル ト内 ) 銅

成平元賓 RG203 東側に張 り出す部分 23 銅

572 天聖元賓 RG203 埋土東側の張出し部分 35 銅 1023 二枚

747 572 元□□賓 RG203 埋土東倒の張出し部分 20 銅 二枚

749 573 不 明 RG203 東側に張 り出す部分 23 銅

750 574 不 明 RG203 東側に張 り出す部分 23 銅

746 575 寛永通費 RG203 埋土 (ベル ト内 ) 鋼 1636々ヤ1659 古寛永か

759 576 洪武通費 RZ011 埋土上層 飼 1868 背一銭

760 5η 至和元費 RZ014 埋土下層 銅

763 元祐通費か 01785 銅 1086

768 興寧元賓 4B区南端湿地帯埋土 24 鋼 1068

769 洪武通賓 4B区南端湿地帯理土 銅 1368

720 景徳元賓 RA248 p 1995 銅 1004

η 2 餞 開元通費 3B区  Ⅲ層 銅 960

770 583 嘉祐通費 3B区 中央黒色粘土質土層中 飼 1056

々 ] 584 元豊通衝 3B区 Ⅳ層面 24 17 銅 1078

585 不明 RA244 検出面南端 2枚着

586 永楽通寛 3-A tt I層 (RG084堀 付近) 飼 1408

587 究永通費 RD597 運土 銅 1636～ 16「D9 古党永か

733 588 寛永通買 RD597 埋土 24 銅 1636^-1659 古寛永カ

736 「D89 寛永通賀 RD597 埋土 24 鋼 1636～1659 古寛永カ

735 寛永通賓 RD597 埋土 27 銅 1668～1683 文銭

734 不 明 RD597 埋土 銅

703 寛永通賣 2号近世墓埋土骨片中 銅 1636-1659 古寛永か

742 寛永通賓 RE044 埋土 鉄か 不明

741 不 明 RE044 埋土 07 銅 不明 銀銭

寛永通貨 RC223 埋土 24 銅 1636^-1659 古寛永か

756 596 寛永通費 RG223 埋土 24 銅 1636´ -1659 古寛永か

755 597 寛永通賓 RG223 埋土 25 銅 不 明

753 598 寛永通費 RG223 埋土 銅 668´サ1683 文銭

754 599 不明 RC223 埋土 11 銅

752 600 不明 RC223 埋土 26 銅

757 601 党永通費 RZ004 埋土 32 飼 1668～ 1683 文銭

758 602 寛永通費 RZ004 理土 銅 不 明

寛永通費 P448 埋土中 24 銅 1636-1659 古寛永か

705 寛永通費 P448 埋土中 23 銅 1636～ 16「J9 古寛永か

762 寛永通費 P1069 銅 1686-1659 古寛永か

6116 寛永通費 RA244 検出面南端 33 銅 1636-1659 古寛永か
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仮番 番号 種類 出 上 位 置 計測値 (cm) 重さ(g) 金属の種類 鋳造年代 その他

607 覚永通賓 3A Ⅲ層 銅 1686～ 1659 古寛永か

6118 寛永通費 表土 鋼 1668～1683

773 609 寛永通費 3 B区 皿層 鋼 1636～ 1659 古寛永か

765 寛永通費 3A区  Ⅱ層 12 飼 1767～ 1781

706 寛永通費 C区南東部耕作土 銅 不 明

767 612 不明 3 A区 肛層 10 飼 不 明

766 不明 3 A区 肛層 鉄 不 明

その他 不明 RG203ベ ル ト内埋土 焼上・炭 とともに 銅 不 明 細 片

その他 不明 RD738 理上 銅 不 明 細 片

745 その他 不明
RG203埋 土 ベルト内・炭・焼土とともに
出土

銅 不 明 細 片

土製品観察表

仮番 番号 種類種類 出上位置
計測値 (cm)

重 量 その他
上幅 下幅 高さ

上製紡錘車 RA231埋 土 2■ 1

615 土製紡錘車 RA233埋 土 33 796 外面ヘラミガキ

土製紡錘車 RA234埋 土 802

土製紡錘車 RA235埋 土 20 263

土製4ba車 RA250埋 土 241

土製紡錘車 RA273床 面 26 側面ヘラミガキ

518 620 土製紡錘車 RA273床 面 邪 641

621 土製紡錘車 RA278床 面 47 460

520 622 土製紡錘車 RA335 醜 647 RA281

仮57 623 羽 ロ RA319埋 土

586 624 羽口・支脚 ? RA233埋 土 2145

585 625 羽日・支脚 ? RA233埋 土 2287

626 土製勾玉 RD3鵞厘土上層

635 628 土人形 3C区Ⅱ層 近世

台太郎 23次かわらけ観察表

仮番 番号 出上位置 整形 口径 (cm) 底径 (cl l) 器高 (cl l) 特 徴 な ど 図版 写真

3 483 R Z012埋土 ロクロ整形 ■2 風化著しい。日唇部丸味。

2 484 R Z 012埋 土 ロクロ整形 ■2 風化著 しい。日唇部丸鳴

1 485 R Z012埋土 ロクロ整形 68 内面は見込みから日縁部へ緩やかに立ち上がる
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台太郎 23次石器類観察表

仮番 番号 器種 出土地点
計測値 (cm)

重量 (g) 特徴その他 石質 (産地 )
長 さ 幅 厚さ

629 砥石 R A201Q2埋上下 デイサイ ト (奥羽山地 )

630 R A206床直 S-6 70 7970 デイサイ ト (奥羽山地 )

57 磨石 ? RA206 2号 土坑 250 35200 安山岩質浴岩 (奥羽山地 )

77 632 磨石 R A231 S-8 22350 安山岩 (奥羽山地 )

633 磨石 R A231 S-7 2508 安山岩 (奥羽山地 )

砥石 R A239 1000 デイサイ ト (奥羽山地 )

635 磨石? R A273床直 60 5367 安山岩 (奥羽山地)

636 磨石 P R A275埋土 54 46 4852 被熱、付着物あ り 泥岩 (盛岡近郊 )

40 637 砥石 R A283 S-2 122 61 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

638 砥石 R A283Q4埋土上 1650 凝灰岩 (盛岡近郊 )

砥石 R A285 S-8 152 凝灰岩 (盛岡近郊 )

凹石 R A285 煙出し 23300 安山岩 (奥羽山地)

磨石 P R A286 カマ ド周辺 1220 安山岩 (奥羽山地)

642 磨石 ? R A287 デイサイト (奥羽山地)

643 砥石 R A291床直 6530 凝灰岩 (盛岡近郊 )

磨石 臣A291Q2埋 土下 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

128 磨石 ? R A236埋土 382 自然石か ? 安山岩 (奥羽山地 )

磨石 ? R D399埋土中 229 被 熱 買岩 (盛間近郊 )

545 R D440 442 32 367

石皿 ? R D489埋土上 93 16080 安山岩 (奥羽山地 )

磨石 R D657 69 安山岩 (奥羽山地 )

凹石 R D737底面 161 21320 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

凹石 R D789Q3埋土上 12180 安山岩 (奥羽山地 )

剥片 R E027埋土 頁岩 (盛岡近郊 )

石斧 ? R E034埋土 13820 はんれい岩 (盛岡近郊 )

∞ 4 磨石・敲石 R E034埋土 102 2910 泥岩 (盛岡近郊 )

655 原石 R E036埋三ヒ下 石質に注意して報告した めのう 〔玉ずい〕(盛岡近郊)

656 石皿 R G084ベ ル ト内 26310 安山岩 (奥羽山地)

657 R F R C 073 頁岩 (盛岡近郊 )

658 U FI R G073理土中 ■4 406 買岩 (盛岡近郊 )

659 R F R G073 買岩 (盛岡近郊 )

660 U F R G073埋土中 10 72 買岩 (盛岡近郊 )

石皿 ? R G198埋土 17530 安山岩 (奥羽山地 )

662 R G198埋土 47 5720

663 磨石 ? R G198埋土 75 5730 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

664 百皿 R G19理 土 134 141 安山岩質浴岩 (奥羽山地 )

石鏃 R G 199ベ ル ト内埋土上 04 買岩 (盛岡近郊 )

石皿 R G 236埋 土 94 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

588 硯 フ
°
レヽデ前溝 1500

126 石皿 R1002埋 上下 5700 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

磨石 凹石 R1005埋 土上～中 117 100 5850 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

6ИЭ 磨石 R1006埋 土中 22980 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

80 石皿 R1006坦 土中 157 19040 安山岩質浴岩 (奥羽山地)

68 672 暦石 ? R Z 012 S-23 29280 被熱 安山岩 (奥羽山地 )

673 磨石 R Z 012  S-19 30 1580 安山岩 (奥羽山地 )

674 石皿 ? R τ012 S-18■ 24 203 94 被 熱 安山岩 (奥羽山地)

675 自然礫 R2012 S-3 44 6420 被熱 付着物あり デイサイト (奥羽山地)

676 自然礫 R Z012 S-20 175 128 85 ユ8010 被熱 付着物あり デイサイト (奥羽山地)

677 磨石 ? R Z012 S-22 142 77 被 熱 安山岩 (奥羽山地 )

21 678 凹石 R Z014埋土 190 27410 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

1 679 敲石 R C198・ R Z016内集石  S-13 11123 ホルンフェルス (盛岡近郊 )

680 磨石 R G198 R Z016内 集石 S-48 安山岩 (奥羽山地)

5 磨石 R G198 R Z016内 集石  S-46 3770 安山岩 (奥羽山地)

682 石皿 R C 198 R Z016内 集石  S-73 81 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

683 磨石 R G 198 R Z016内 集石  S-27 125 6596 付着物あ り 安山岩 (奥羽山地)

磨石 R C198 R Z016内 集石  S-57 154 111 18300 被熱 安山岩 (奥羽山地)

3 磨石 R G198 R Z016内 集石  S-38 9604 安山岩 (奥羽山地)

磨石 R G198 R 2016内 集石  S-69 124 123 152511 被熱 安山岩 (奥羽山地 )
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仮番 番号 器種 出土地点
計測値 (cl l)

重量 (g) 特徴その他 石質 (産地)
長 さ 幅 厚 さ

2 687 磨石 R G 198'R Z016内 集石  S-17 139 10177 安山岩 (奥羽山地)

6 688 砥石 R C 198・ R Z016内集石  S-21 156 18706 被熱 デイサイト (奥羽山地)

9 689 磨石 R G198 R Z016内 集石  S-53 8714 安山岩 (奥羽山地 )

690 磨石 R G 198・ R Z016内集石 S-60 割Э 138011 安山岩 (奥羽山地 )

石皿 R G 198・ R Z016内集石 S-67 12θ 34280 安山岩質溶岩 (奥羽山地 )

692 自然礫 R G 198'R Z016内 集石 S-75 67 46 36330 被熱 付着物あ り デイサイ ト (奥羽山地 )

693 石皿 ? R C 198・ R Z016内集石  S-68 227 153 32490 付着物あり 安山岩 (奥羽山地)

694 磨石 ? R G 198・ R Z016内集石  S-49 142 99 66 6586 付着物あ り 砂岩 (盛岡近郊 )

695 石皿 ? R C 198・ R Z016内集石  S-3 73 20650 被熟 安山岩 (奥羽山地)

696 石皿 RG198 R Z016内集石 S-14 167 9B 骸 8764 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

4 ∞ 7 敲石 R G 198・ R2016内 集石 S-41 123 2150 安山岩 (奥羽山地)

磨石 ? R Z018 S-3 157 222 付着物あり デイサイト (奥羽山地)

11 699 磨石 ? Rτ 018 S-2 1御Э 5702 閃緑岩 (盛岡市近郊 )

71Xl U. F. P343埋土中 122 買岩 (盛岡近郊 )

701 埋土上～中 437

702 磨石 P389埋土中 3279 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

703 石 臼 P602 12840 安山岩質溶岩 (奥羽山地)

72 704 nll片 4B Ⅱ層 8B 30 211望 買岩 (盛岡近郊 )

62 スクレイア`― 1-C ll層 60 56 460 買岩 (奥羽山地 )

40 706 剥片 2-C Ⅲ層 07 13 黒曜石 (産地不明 )

55 707 砥石 2-C ネコ山 67 56 67(瀾Э デイサイト (奥羽山地)

-471-



V まとめ

23・ 26次の調査は台太郎遺跡の中央から南側半分を部分的に発掘したことになる。本遺跡の南側は調査の

結果湿地となっていることが判明し、この湿地が遺跡としての南端部に相当することが明らかになったが、

調査区の東西端は遺跡自体の東西端にそれぞれ約50m届かない。それでも広大な面積を封象とした調査であ

ったため、遺跡南半部の様相はかなりの程度把握できると考える。ここでは代表的な遺構を中心に概説し、

出土遺物の考察については26次調査の報告書に記載した。

遺 構

(1)古 代の遺構
[古墳時代末～奈良時代の竪穴住居跡]

今回の調査で検出された竪穴住居跡は23次が74棟、26次も74棟である。その時期は次のように分けられた。

以下各時代毎にその特徴をまとめたい。

<占地>この時期の竪穴住居跡は大きく分けて遺跡西部と東部～南東部にかけて多く検出され、中央部及び

南側中央部では分布が薄い。 2～ 9棟の住居跡が一つのグループとなって分布しているように見え、そうし

た視点でみると7～ 8の小群が想定される。相互の重複は見られず隣り合う住居跡間の距離は最小で1.5m

程である。このことや出土した土器の形態的特徴から何時期かの変遷が考えられる。

<平面形・規模>長辺と短辺の差があまりなく、ほぼ正方形を呈している。規模については各住居跡の床面

積の分布を下表に示した。最大はR A441の 57.2ポ、最小はR A414の 4.9ぽである。30ドを超える大型の住居

と8rに満たない小型のもの、その中間の 8ポ以上30ポ未満の住居に大別され、その中でも9ポから20♂規

模の住居が最も多い。

<軸方向>カ マド煙道部の向きと、座標軸との角度を軸方向としている。その殆どが北西を向いていており、

住居を構築する際に、この方向が意識されていたようである。その一方で南東に向くものが4棟、北東を向

くものが 4棟みられるがバラツキが著しく例外的な存在と思われる。当初はこうした軸方向が時期的な違い

を反映しているとも考えたが、出土遺物にはそういった傾向を読み取ることはできなかった。

<柱穴>確実な柱穴が検出された住居を見ると4本の柱が方形若しくは長方形に近い配置を呈する他に、不

規則な場所からも柱穴が検出される例が多かった。不規則な配置をする柱穴は天丼を支えること以外の機能

を有していた可能性がある。

床面からも、貼床を除去してからも柱穴が全く検出されない住居も数多く存在する (R A205。 207・

208・ 209・ 225。 231・ 233・ 402・ 414・ 448・ 449。 458な ど)。 とくに小型の住居に多く見られるようである。

古墳末～奈良時代 平安時代 中 世 不  明

23次調査 35 つ
々
つ
つ

９
留 5

26次調査 34 34 4 2

合  計 69 56 16 ワ
ｒ
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RA240
RA223
6 -
RA2襲
RA219
RA235
RA206
5 -

住居跡面積
分布図 (奈良)

第367図 住居跡床面積・軸方向分布図(1)
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柱穴を掘らず床面に柱を据えただけとも考えられるが何れにせよ屋根を支えるために少なくとも2つの工法

が用いられていたと推定される。

<カ マ ド>基本的には北西壁の中央部に設置されている。例外的なものとしてR A230で は南東壁の南西側

に、R A231は 南東壁の北東側に作られている。R A234で は作 り替えが行われている。カマド本体は住居を

構築する際に、カマドとなる部分を掘 り残して作るものと、袖部に長さ30cm前後の河原石を2～ 4個立てた

り土師器奏の破片を用い、これを責褐色上で覆って作られているものとがある。殆どの場合天丼部は残存し

ないが、R A235。 442で は天丼部がその場で潰れたような状況で検出された。天丼石が残存していた住居跡

はR A223・ 244で ある。

煙道の形態は、上部を削平され判然としないものが多いが、剣り貫き式 (ト ンネル)式の構造をもつもの

が主体であったと思われる。煙出し部に向かって緩やかに降下するように掘られており、煙出し部の底面は

更に10～20cm深 く掘り込まれているものもある。

<その他 >R A234で は北東壁と南東壁にそれぞれ一つずつ不整形な掘 り込みが認められた。一見土坑が重

複しているようにも見えるが、このR A234は焼失住居で焼土・災粒の広がりがこの遺構にも同じように認

められたため、住居に伴った施設であると解釈した。住居の壁とこれらの掘り込みの軸線とでは方向が異な

るため現時点では入り日とは考えておらず、性格不明としている。

R A447では床面のほぼ中央を隅九長方形に掘り込んでいる (R E 050)。 床下収納的な施設と思われ、こ

の掘り込みの南壁には階段状の施設もみられた。斯波郡では稲村遺跡にも類例がある。

<時期的変遷>こ の時期の住居跡から出土した土師器について、従来の土器編年を参考にしつつ形態分類を

試みた。その結果大きくI～Ⅳ群に分けられ、これが即ち時期差を反映していると考えるに到った。そこで

4つの群をそのまま I～Ⅳ期と呼び名を変え、それぞれの時期をI期 (7世紀代、その中でも後半が中心か)、

コ期 (8世紀初頭～中葉)、 Ⅲ期 (8世紀後葉)、 Ⅳ期 (8世紀末葉頃)と 位置付け、該当する住居跡の分布

を見たい。その際に以前実施された15。 18次調査の成果も含めて見てみたい (付図)。 主に遺跡北半部と南

西部の広大な範囲を姑象とした15。 18次調査を加えることで遺跡のほぼ全域を網羅することになり、遺跡全

体の集落変遷を概観する事が可能である。

この台太郎遺跡に集落が営まれる最初の段階に相当する I期は、遺跡の南側と南西側を除いた地域に点在

して現れる。それらの住居跡は中規模及び小規模なものを主体とし、最も大きな竪穴住居跡はR A 155竪 穴

住居跡 (18次調査で検出)が 1棟のみで、遺跡の中央部やや北東側に位置し、規模は9.0× 8.3mある。各住

居跡間の距離も50～80m程 とやや離れて立地し、寄り添って建っているものはない。最も大きなR A 155竪

穴住居跡がこの時期の住居跡の中心に位置しているわけではないが、須恵器の提瓶を伴っていることからも

有力者の住居と理解して大過無いであろう。次のⅡ期には I期の住居の傍やその周辺に展開していくように

見られ、規模の大きな住居跡も複数出現する。本遺跡における古墳時代末から奈良時代の住居跡は決して重

複することはないためⅢ期・Ⅳ期の住居跡もなるべく近くで空いている場所に建てられていくようである。

また、基本的に孤立して立地している住居跡は少なく、これは例外的な存在なのであろう。

15・ 18'23'26次調査で検出された古墳時代末から奈良時代にかけての住居跡は 7世紀代 (その中でも後

半が中心か)の住居跡を起点とし、そこから集落が形作られていくような分布を示す。大きく見れば遺跡の

北側と東側、西側の集落に分けられ、それらはさらに各期 2～ 5棟程の住居跡からなる 4～ 6の小群によっ

て形成され変遷すると推察される。
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[斯波地域の遺跡分布]

あくまで位置関係で見るならば、 7～ 8世紀代の遺跡としては盛岡市百目木遺跡 。西鹿渡遺跡の近くに大

道西古墳群、矢巾町高田館遺跡・館畑遺跡・徳丹城跡の近くに藤沢えぞ森古墳群
。白沢えぞ森古墳群がある。

その一方、台太郎遺跡他隣接する該期の遺跡群 (野古A・ 熊堂B遺跡など)の近くでは飯岡沢田遺跡から多

数の円形周溝が検出された他、飯岡オ川遺跡も近く、大いに関係があると思われる。台太郎遺跡の西方には

太田蝦夷森古墳群が知られるが、この古墳群の近くにはある程度の規模を持つ集落の調査事例は今のところ

ない。

[平安時代の竪穴住居跡]

<占地>検出された56棟は全て遺跡の西端に近い地点 (3-D区周辺)及びその南側 (4-C～ 5-B区 )

から密集して検出されている。この地区は他の調査区よりも標高にして lm弱だが高い面である。なお、こ

の時期の住居跡は遺跡南半部に於いては中央より南側及び東側には殆ど展開しないといった傾向がみられ

る。相互の重複も何例か認められ、この場所にこだわって暮らしていたという印象を持つ。

<平面形・規模>ほぼ正方形を呈しており、長辺と短辺の差があまりない。規模については各住居跡の床面

積の分布を下表に示した。最大はR A430の 50.0♂、最小はR A422の 4,7ポである。35ポを超える大型の住居

と10ポに満たない小型のもの、その中間の10ポ以上35♂未満の住居に大別される。時期的な変遷を度外視し

てみれば大型の住居 1棟に姑し中・小型の住居が各 2棟前後で構成されていたように分布している。

<軸方向>カ マド煙道部の向きと、座標軸との角度を軸方向としている。北西を向いているもの、北東を向

くもの、南東壁に設置されているものとに大別される。当初はこうした軸方向が時期的な違いを反映してい

るとも考えたが、住居間の重複のため出土遺物も互いに混じった可能性があり、そういった傾向を把握する

ことができなかった。

<柱穴>確実な柱穴が検出されなかった住居跡は14棟あり、小型の住居跡に多い傾向がある。その他の住居

跡からは床面若しくは貼床を下げた段階で複数の柱穴を検出した。R A282・ 297では柱穴は壁に接する 4隅

から検出されているが。その他の住居跡では配置が乱れておりどれが主柱穴なのか判別できないものが多い。

この中には時代の違う柱穴が含まれているが区別はできなかった。

<カ マ ド>基本的には壁の中央部に設置されているが、そうでない住居跡も多く見られる。 R A291で は 6

基作 り替えが行われているし、R A403。 415・ 430な ど大型の住居跡での作 り替えが多いようである。カマ

ド本体は住居を構築する際に、カマ ドとなる部分を掘り残して作るものと、袖部に長さ30cm前後の河原石を

2～ 4個据え付けたり上師器奏の破片を用い、これを黄褐色土と黒褐色上の混合土で覆って作られているも

のとがある。今回の23・ 26次調査では後者が多かった。殆どの場合天丼部は残存せず天丼石が確認できたも

のはない。

煙道の形態は、上部を削平され判然としないものが多いが、制り抜き式 (ト ンネル)式の構造をもつもの

が主体であったと思われる。煙出し部に向かって緩やかに下るように掘られており、煙出し部の底面は更に

10～ 20c皿深く掘り込まれているものがある。煙出し部の埋土中には10～30cm程の河原石や須恵器奏の破片が

多く含まれている場合もあり、これに関しては地表に組まれていたものが廃絶時に中へ落ちたと思われる。

<埋土 >埋土中に白色の火山灰 (To一 a)を 含んでいたものはR A215。 220・ 282・ 285・ 288・ 291・

295・ 403。 415。 437・ 440がある。廃絶し埋まりかけた住居に直接降下しレンズ状に堆積 したものではなく

二次的な堆積と判断される。何れも十和田 a火山灰の降下年代より新しい。
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住居跡面積
分布図 (平安)

住居跡の軸方向
分布図 (平安)

第368図 住居跡床面積・軸方向分布図(2)
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<時期変遷>今回の23・ 26次調査に加え当センターで実施した15。 18次調査に於いても9世紀初頭に位置付

けられそうな遺物を有する住居跡は検出されていない。遺跡全域を調査したわけではないが広大な面積を調

査し300棟以上の平安時代の住居跡を検出していることからも8世紀末以降に一旦、集落の断絶が想定され

そうである。出土した土師器・須恵器の特徴から9世紀後半―R A283。 284。 287・ 288'293、  9世紀後半

～10世紀前半―R A291、 10世紀前半 -290と 想定されたが他の住居跡については出土遺物が少なく時期の特

定を控えた。

[古代の掘立柱建物跡]

出土遺物は無いものの形態と周囲の遺構分布からR B029・ 040を平安時代の掘立柱建物跡と判断した。

<位置>平安時代の住居跡が密に分布する遺跡西側と南西側から各 1棟が検出された。 R B0291ま 、すぐ西

側と南側が未調査区であるため、そちらに同様の遺構が展開している可能性がある。

<形態>2間 ×2間で中央に 2本ないし1本の柱を配す総柱の建物跡を想定している。円形の比較的大きな

掘り方を持ち、R B029で は何れからも柱痕が確認され、その柱痕は径20cm前後である。 R B040で は北側に

入り口とみられる梯子の柱穴も確認された。

<柱間寸法>R B029で は7.2尺から7.6尺が用いられているが、恐らく15尺四方の建物を意識して構築されて

いるのだと思われる。R B040は 6.0尺 を基準としている。

<軸方向>平安時代の住居跡と基本的に同じである。 R B 029の場合、北東方向であればR A220。 283。 295

などが該当する。

(2)中 世の遺構 について

今回の調査で中世に属する遺構は竪穴建物跡16棟、掘立柱建物跡 9棟、墓媛366基、竪穴状遺構 6棟、焼

土・炉跡32基、堀跡 3条、井戸跡 4～ 5基、性格不明遺構 5～ 7基である。時期を特定できなかった遺構の

中にも中世に属するものが多々あると思われる。

先述したように23・ 26次の調査は台太郎遺跡の中央から南側半分を部分的に発掘したことになる。本遺跡

の南端は調査の結果湿地となっていることが明らかとなり、調査区の東西端は遺跡自体の東西端にそれぞれ

約50m届かない。ただし広大な面積を対象とした調査であったため、遺跡南半部の様相は概観できると考え

る。

[各遺構の相互関係]

<堀に囲まれた施設>

本遺跡の南端中央部、グリッドでいうなら4A区 に諏訪神社の小さな社がある。 (時期ははっきりしない

が隣接する家で個人的に祀ったもののようである。それが今ではこの地区の社となっており、お盆には神楽

を催されたりしている)この諏訪神社の周辺を発掘したところ、あたかも神社を取り囲むかのように堀跡R

G083・ 084が検出された。遺跡の南端に広がる湿地からコの字形に堀を巡らせており、自然地形を生かしつ

つ堀で区画された空間を作りだしていた。 2条の堀には時期差が存在すると考えられR G083よ りR G084が

新しい。基本的に湿地の広がる南側からは人の出入りはないと思われ、仮にこの湿地に面した南西側を裏手

と見れば、正面は反対の北東側ということになる。この北東側を走る堀のほぼ中央部だけ未調査区域として

残っているが、この部分が堀に囲まれた空間への入り口 (橋)の可能性がある。因みにこの未調査区域は現

在も諏訪神社に通じる小さな道路となっている。
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堀に囲まれた内部からはR B022が検出された。その殆どが現在諏訪榊社の建っている未調査区に延びて

いるため詳細は不明であるが、建物の南西隅を調査したといえそうである。堀の内部に位置していること、

2条の堀との位置関係、建物の軸方向は堀の走る方向とほぼ同じであることなどから。堀 R G084と 同時存

在の遺構と考えたい。

堀の深さは現地表面からでも1.2～ lm程 と浅い。堀内部も約1000～ 1500ポ しかなく方形居館とは考え難

い。現時点では堀には俗世と堀内部との境界という意味を持ち堀内部に建てられた R B0221ま外界から区画

された御堂のような性格を想定している。

<共同墓地>

前述した堀に囲まれた施設から東側約50mの ところ (調査区でいうと3B。 4B区 を中心とした地点)か

ら多数の墓壊が検出された。この地域の現況は休耕田で石塔や墳丘といった痕跡が一切残っていなかった。

平面形は方形或いは長方形を呈する土壊墓が主体を占める他、火葬墓も3基検出されている。埋土は何れも

人為堆積で、銭貨を伴っているものもある (R D298)。 366基もの墓墳は 3B区を中心に密集して検出され、

互いに激しく重複していた。長軸方向も概ね南北方向か東西のどちらかを向くものが殆どで、埋葬する際に

は方位を意識していたと推測される。上記のことから、この場所を墓地として利用していたと思われる。墓

地の範囲は当初、西側は堀 R G083・ 084の あたり、東側はR G203ま で、南側はR A241・ 243・ 248'249な

どが並んで検出されいるところ、北側はR Z001の 南側約 5mに見られる柱穴群、これらに囲まれた内側で

あったと思われる。それが次第に飽和状態となっていきR G203の 東側やR A241。 243・ 248'249の南側と

いった周辺にも展開していくのか或いはまた、 R G203を 境界としてその東西に墓地が分かれて使われてい

た可能性とが推測される。但し共に考古学的根拠は乏しい。検出された墓娠の数は埋葬された人が多かった

こと、長い期間にわたって墓地として利用されていたことを反映するものと思われる。また墓娠には殆ど遺

物が副葬されていない。銭を伴っていたものが 3例あるだけで、陶磁器類も墓疲群の近辺及び埋土に混入し

たような出土状況を呈する。こうしたことから、複数集落の一般庶民力漸J用 していた墓地であったと解釈し

たい。時期については墓墳から出土した銭貨は北宋銭が多く中世後半の明銭は出土していないこと、墓娠近

辺から出土した陶磁器の年代観から13世紀後半～15世紀代と広く捉え、その中でも14'15世紀が中心と考え

たい。

<建物跡ほか>

墓墳群のすぐ南側と東側からは合わせて12棟の竪穴建物跡が検出されている。分布を細かく見ると大きく

は 3地点にわかれ 2～ 5棟の小群をなしている。相互に重複もしていることなどからほぼ同じところで作 り

替えが行われ、一時期 3～ 4棟程度で構成されていたと推測される。

墓娠群より南側・南東側からは竪穴建物跡の他に、炉跡や性格不明遺構などが検出されており、更に南側

は湿地となって遺構は見られなくなる。R Z012か らはロクロかわらけが出土している。

R B026も 墓娠群のすぐ南側にあって、R A241・ 243・ 248・ 249の並びに位置している。周囲には多数の

柱穴が密に分布しており、建物跡がもっとあった可能性が高い。

本遺跡は奈良・平安時代の大集落でR Z018・ 027の ような遺構を検出すると古代の円形周溝と考えてしま

う。中世のある段階において円形に巡る溝の内側に御堂のような建物をもった遺構ではないかとも思ったが、

柱穴の配置は規則性を見出せず、建物を推定できなかった。

このように墓媛群の南側及び南東側には中世のある段階には竪穴建物跡や掘立柱建物跡、炉跡、井戸跡な

どが存在し人が住んでいた可能性がある。

墓媛群から東へ約120mと やや離れたところ (調査区でいうと4E区 を中心とした地点)に も柱穴群や土
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坑が検出された (451青磁碗が出土)。 その分布はすぐ西側の未調査区域に広がっていくと推測される。

同じく墓媛群から北東へ150m程離れたところ (調査区でいうと2E区を中心とした地点)からはR B027

が検出されている。本遺跡の15次調査ではこのR B027の 】ヒ側約50mの地点に於いてR B002・ 003・ 004を検

出している。棟方向は概ね直交するようで両遺構の間に残る未調査区域にも同様の遺構が点在していると思

われる。

26次調査では遺跡南西部にあたる5-Bグリッドを中心とした地区から、中世の遺構群が確認された。規

模の大きな掘立柱建物跡 R B035'037・ 038・ 039と それに付属する小型の掘立柱建物跡R B036・ 041があ

る。プラン的には重複する建物もあることから最低 2期以上の変遷が想定できるが、建物に使った柱穴が重

複しているわけではないので具体的に示すことは困難である。恐らくこれらにR1012井戸跡が伴う他、何

らかの宗教的施設と考えられるR Z027が建物群のすぐ西側から検出されている。何れの遺構からも遺物は

出土せず時期を特定できないものの、遺構の規模から推測して地元有力者の屋敷跡と思われる。ほぼ全域を

調査したことになると考えているが、未調査区域である西側のにも遺構群は展開するかもしれない。

<環 濠>

R G264堀 跡は本遺跡のほぼ中央 2A～ lC区にて検出された。途中未調査部分もあるが西南西―東北東

方向へほぼ直線的に98m程検出され両端は更に調査区外に延びている。遺構の時期を特定できるような遺物

の出土はなかったが本遺跡の第15次・18次等では中世の環濠と見られるR G042に 囲まれた集落が検出され

ており、本堀跡はこの環濠南辺の外側 (南側)約20mに位置し、並行して走っている。このことからRG

264も R G042と 同様に環濠で同時存在或いは作 り替えられたと考えられる。つまりは環濠 R G042の南側に

もう一条本堀跡 R G 264が巡っていたか、或いは環濠の拡張・縮小によるもの等が考えられる。

<地籍図から>

本遺跡の位置する盛岡市向中野地域の地籍図 (第369図)と検出された遺構とを見比べてみたい。地籍図

は明治12年から22年頃のものと思われるが宅地、耕作地、道路、水路などは基本的に現在と変わっていない

ことが見て取れる。

現在、諏訪神社の小さな社の建っているのは向中野村字向中野の二十五番 。二十六番のあたりになるはず

だがこの地籍図には田畑としか記載されていない。この神社を取り囲むように検出されたR G083・ 084堀跡

は字向中野の二十二番 (田 )、 二十二番、二十四番 (畑 )、 二十五番 (田 )、 二十六番 (畑 )、 二十七番 (田 )

に位置し、この部分だけが他と異なり細かく地割されている。中世の墓墳群は三四ノ五の北側に相当しこの

時点で既に今と同じ水田となっている。環濠の一部と思われるR G 264は 十九番 (田 )と十五番 (宅地)の

共に北端部と道路との境部分にて検出されたことになる。本遺跡の南端部は湿地であることが確認されたが、

この地籍図では二十人番、二十九番、三十四香ノ三、三十四呑ノ四などになり、当時も水田として利用され

ていたことがわかる。

中世の遺物が少ない上に遺構に伴っているものが少ないため具体的な年代観を示せないが、今回の調査で

検出された当該期の遺構の位置関係と変遷を推定してみた。北半部の様相は他の報告書の発干Jを待ちたい。

[中世の墓墳について]

本遺跡南側の中央部から南端にかけて、今回の調査区で言えば 3B。 4B区にあたる地点を中心に330基

の墓壊が検出された (第 16図・写真図版101)。 本遺跡の中央部南端には湿地が広がっており、この湿地のす

ぐ北側に多数の墓墳が密集する場所 (3B・ 4B区)がある。出土遺物、密集して分布する状況と互いに激

しく重複するさまからこの地が中世の墓域であったことが明らかとなった。今回の調査は広い範囲を対象と
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していたため結果、墓域のほぼ全域を発掘することとなり、東西及び南北側への墓壊群の展開は殆ど把握で

きたことになる。北側に未調査区域が残っているが墓竣はそれほど分布しないと思われ、むしろここには建

物跡や田畠が展開するのではないかという印象を持つ。

検出された中世の墓媛は土坑墓と火葬墓 (茶昆施設の可能性もある)で、 9割以上が土坑墓である。静岡

県―の谷中世墳墓群では888基の墓が検出されている。墓の種類も墳墓、「コ」の字形区画墓、土坑墓、集石

墓などがあり、その種類・葬法は中世における墓制の大半が営まれていたといっても過言ではない遺跡であ

る。この遺跡では集石墓が約半数にあたる429基検出されており、集石墓こそ中世における基本的な墓制で

あったと位置付けている。台太郎遺跡では明らかに集石墓と認定できる遺構は検出されておらず、今後未調

査区を調査したとしても集石墓はないであろう。耕作地として近年利用されていたために墓の上部構造につ

いて何一つ成果を挙げることはできないが、本遺跡では集石墓、「コ」の字形区画墓といった墓制の営まれ

た形跡は認められなようである。

<墓壊の分類>

これらの墓媛を規模、形状から次のように分類してみた。(分類は全体規模を把握できる土坑墓を中心とし、

各分類は観察表にも記載した)は じめに墓媛検出面での規模 (面積 :♂)を もとに以下のように大別した。

A類…小型のもの (規模が 1ぽ未満の墓壊)

B類…中型のもの (規模が 1～2.5♂の墓媛)

C類…大型のもの (規模が2.5ぽ以上の墓媛)

これらを更に形態により次のように細分した。

中世墓壊計測値 (小型)

開口部短軸 (cm)

150

100

鐸

什

口

【げ

嶋

亀肇o
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1類…方形 (円形や不整形を一部含む。長軸/短軸が1.0～ 1.2未満)

2類…長方形 (楕円形や不整形を一部含む。長軸/短軸1.2～ 2.2)

3類…短軸に対し長軸の割合の大きい長方形 (長軸/短軸2.2～ )

A類…小型の墓娠であるため、重複により分類不能になったり、失われたりしているものもあると思われ

る。Al類は基本的に隅丸方形プランが主体である。円形プランのR D713は 火葬墓であった。今回の調査

で検出された中世の火葬墓は何れもA類に分類された。Al類 (方形基調)と A2類 (長方形基調)の数は

ややA2類が多い程度である。これはB2類がBl類 より圧倒的に多いこと、 C類でもそうした傾向が見ら

れることとは若千異なった特徴といえる。

B類…中型の墓墳と分類した本類の中でもB2類 (長方形基調)の ものが、分類可能な墓墳全体の約半数

を占めている。B2類 と次に数の多いA2類 とが本遺跡で検出された中世墓の最も代表的な形状といえ、規

格性も強い。他の事例を見てもこうした形状の墓壊が一般的であるといえる。

C類…A・ B類に比べて検出数が少なく本遺跡では例外的な存在である。Cl類 。C2類などは基本的に

Bl類・B2類 をひとまわり大きくした形状である。単純に一人を埋葬するのに墓壊 1基とするならばC類

はやや大きな墓墳といえる。

A3・ B3。 C3類…短軸に比べて長軸が極端に長いという特徴をもつ墓媛は、本遺跡の中でも21基検出

されている。形状は隅九の長方形或いは長軸の細長い楕円形が主体である。検出面は他の墓鍍と同一である

のに極端に掘り込みが浅い。掘り込みの浅い墓壌は他にも見られるが、本類の墓壊は一様に浅く30cm以下の

もので占められ、中にはR D303。 304の ように10cmに満たないものも目立つ。このような墓墳は仙台市柳生

台畑遺跡や栃木県の田間東道北遺跡や横倉宮ノ内遺跡などで検出されたものに類似しているが、本遺跡のも

のより掘 り込みの深い事例もあるようである。

中世墓壊計測値 (中型)

開口部短軸 (cm)

150

300

開田部長軸 (cm)

f ft手 R篤

０
　
　
。
　
゛
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・
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墓娠の形態や規模の違いが埋葬のされかた及び埋葬された人の体格などによって変化するのであれば、形

態の違いは埋葬方法に、大きさは被葬者に関連があるのであろうか。そうなるとA3・ B3・ C3類 といっ

た短軸に比べて長軸が極めて長いという特徴をもつ墓墳は、基本的に遺体の足を延ばしてそのまま寝かせた

ものと考えられ、掘り込みが浅いのもそのためであろうと推察される。

<方向性>

墓損の長軸方向で計測した方向は第371・ 372図 に示した。概ね南北あるいは東西方向を向いているものが

主体を占めており、それから外れるものは例外的である。方向についてより具体的に見ると、厳密に南―北

あるいは東―西方向を指すのではない。南―北方向でいうなら東西に20° 程幅をもった中に入る感じで、

東一西方向も同様である。南北と東西方向のものはほぼ同じ割合のようで、分布にも傾向を見出せない。た

だA3・ B3・ C3類 (長軸が極めて長い墓墳)な どは南北方向を向くものがやや多い傾向がある。墓娠の

方向性については墓域内を南北に走るR G203溝跡や墓域のすぐ西側で検出された「コ」字状に巡る中世の

堀 (R G083・ 084)の軸線と共通する印象を持つ。それに隣接する竪穴建物跡の長軸方向も同様である。何

れにせよ墓娠を造るに際しては方位を意識していたとみられるが、それは厳密な東西南北ではなく当時の地

形やこの地の景観にも影響された感覚的な方位であったと思われる。

<時期>

これらの墓娠の時期を判断する遺物、とくに陶磁器類の出土は皆無といって良い状況である。但し出土し

た銭貨をみると「永楽通費」など一般に15世紀以降に多く流通する明銭を伴った墓墳はみられなかった。墓

媛群が密に分布する3B'4B区 で出土した陶磁器類は主に13世紀後半から15世紀代のもので占められ、染

付は出土していない。こうしたことと、墓媛の数や激しく重複する様相から土坑墓群は年代幅を持たせて

14。 15世紀を中心とし、13世紀後半から15世紀代にかけて営まれ続けたものと解釈したい。

<墓竣の性格>

先にも触れたが、検出された墓媛からの副葬品の出土は基本的に皆無といって良く、数基において北宋銭

の出土が認められたに過ぎず甚だ寂しい状況であった。埋葬形態をみると、基本的には掘り下げた墓の中に

遺体をそのまま埋葬していたようで、墓壊底面に何か敷いていたとか、棺に納められていたような状況を示

すものは確認できなかった。こうしたことから、ここでの被葬者は一般の庶民で、近隣の村落で使われた共

同墓地的性格のもとして大通ないであろう。

墓鍍の形態分類、方向性、重複関係等を整理することで墓域内での変遷や同族単位的なものを示せないか

と取り組んでみたが、上手く行かず、これといった特徴を見出すことはできなかった。

岩手県内で中世のものとされる墓媛の検出は紫波町墳館跡 。柳田館跡、金ヶ崎町柏山館跡・館山遺跡、大

東町伊勢館跡、一戸町一戸城跡・姉帯城跡、安代町水神遺跡など何例か認められるが、本遺跡のように数百

基の墓がまとまって大規模な共同墓地を形成している事例は調査範囲の制約があるにしろほとんど無い。こ

うしたことから中世の共同墓地という性格を持つ本遺跡の例は珍しく、その上、周辺には竪穴建物跡や掘立

柱建物跡、それに「コ」字状に堀を巡らせる施設など、中世の遺構が多く検出されている。城館以外の調査

が少ない本県にあって城館以外の中世景観を推測することのできる例として貴重な成果といえる。
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Ⅵ 鑑定・分析

だい た ろう

盛岡市 台太郎遺跡 (23次調査)か ら出土した植物種子

1.遺跡と調査の概

遺跡名    :

所在地    :

調査期間

発掘調査面積

調査主体

調査担当者

遺跡の立地

検出遺構

遺構の年代

*吉崎昌―・キ*椿坂恭代

要

台太郎遺跡

岩手県盛岡市向中野字向中野16-15他

平成11年4月 16日 ～11月 15日

27,800コご

財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

杉沢昭太郎ほか

東日本旅客鉄道東北本線仙北町駅の南西約900mに 位置し,雫石川南岸の河岸段丘に立

地している。標高は120.28～ 122.12m,北緯39度 8分付近に当たる。

竪穴住居跡 (奈良時代・平安時代 。中世)掘立柱建物跡 (平安時代 。中世 。近世),竪

穴状遺構 (奈良時代以降),土坑,炉跡,堀跡,円形周溝,井戸跡,柱穴状土坑など.

扱った資料は中世と考えられる

2.扱った資料

分析資料として扱った植物種子は,北宋銭の共伴からみて中世 (13世紀後半～15世紀ころ)の墓坑と考

えられている。この墓壊の埋上下部の上壊を採取し,その上壊を水で溶き浮遊した遺物をガーゼですくい

取った資料で送付されてきた。これらを実体顕微鏡を用いて分類と撮影を実施した。種子の検出された遺

構と層準については,文末の表に示しておく。

3.中世の墓坑から検出された種子について

イネ Oryza sauva L。 (図版 1-1)

すべて籾殻で検出されている。資料は酸化 ①した状態で,その大半は破損していた。それらの中にと

の短い資料を観察されることから,出土した籾殻はおそらく短とであると考えられる。図示した資料の計

測値は長さ7.3mm,幅 3,7mm,

アワ Setaria italica(L.)P.Beauv(図 版1-2a,2b)

穎果 (内・外穎が伴う)の状態で検出されている。資料は酸化しておりすべて破損していた。内・外穎

の表面の各細胞の一端に乳頭状の組織が観察される。この組織は,エ ノコログサ Setaria viridis P.

Beauv.,キ ンエノコロ Setaria glauca Beauv.な どが同一の構造を持つので,それだけでは分類が困難で

ある。しかし,形態などの観察からはアワ Setaria italica(L.)P.Beauvに 分類されると考える。図示した

資料の計測値は長さ1.95mm,幅 1.lmm,
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ヒエ属 Echinochloa Beauv.(図版1-3a,3b)

穎果 (内・外穎が伴う)が 1粒出土している。酸化した状態で保存は悪い。内 。外穎の表面にはヒエ属

特有の「長細胞」が観察された。しかし,イ ヌビエなどは同一の組織を持つため栽培種,野生種の分類は

困難である。資料は破損のため計測できなかったが穎果の形態・胴部のふくらみ,大きさから栽培型のヒ

エと考える。

キイチゴ属 (図版ユー4)

酸化した状態で1粒出土している。種子は扁卵形.種度の全面に大きな網状の模様がある。キイチゴ属

種子の仲間には形態の類似したものが多く,種までの分類はできなかった。図示した資料の計測値は長さ

2.Omm,幅 1.lmm,厚 さ1.Omm.

コメント

今回扱った資料は,こ れまで調べた他の遺跡出土の植物種子に比べて保存状態が異なっている。検出さ

れたそれぞれの種子は,全て護穎,内外穎が残存するだけで,内部の胚乳部分がそっくり消失している。

こうした現象は,旧墓媛のくぼみが脱穀後の残廃の投棄場所に利用されたのか,意図的にこうした残廃を

上娠を埋める土壌に混じる習慣があったのか,あるいは胚乳だけがバクテリアの作用で消失してしまった

のかなどの視点で,資料の詳細な検出状況についての考古学的に検証する必要があると考える。

(註 )

1)酸化状態で出土する種子

発掘で得られる種子の中には,褐色あるいは褐黄色の酸化状態を示すものが多数ある.特に水漬きや泥

炭の層準から検出されるものの中には,葉緑素を残すものの短時間で黒変する状態のものがよく見られる。

これらの資料は,加熱による炭化と言うより,む しろ未炭化あるいは酸化状態にあるものというべきであ

ろう。通常,栽培植物種子は炭化した状態の出土を示すものが多いが,そのあり方は当該植物の利用方法

の差にも関係するらしい。例えば,遺跡からよく検出されるニワトコの種子は,炭化せずに酸化状態で検

出されることが多い。

こうした同層準から見いだされる酸化状態のものが,後世の混入でないかどうかを確認するべく,札幌

市埋蔵文化財センターが炭化・酸化両タイプの植物標本の年代測定を行ったことがある (吉崎・椿坂

1998).得 られた数値はほぼ同一であった。したがって,種子の性質によっては炭化の過程を経ないで残

存するものもあることが確かである。

〔引用文献】

吉崎昌―・椿坂恭代

1998:札幌市N30遺跡から検出された植物種子「N30遺跡」札幌市文化財調査報告書58

本文編164-172,図 版編225-227,札幌市教育委員会

*札幌国際大学  **吉 崎研究室/考古植物研究会
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イ ネ 表面組織「乳頭突起」

表面組織「長細胞」
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盛岡市台太郎遺跡種子出上表

離
サン
ー
プル

採取位置

サンデル

1採取量①

浮遊物

総量lg)

時 期 停
醐

ワ

紛

ア

，く

ヒエ属

(辻 )

キイテゴ属

(粒)

R9309墓壌 1担土下部 1.33 0,66
1-鉛紀後半～
15世紀

32 54 1 1 北未饒と共伴
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台太郎遺跡出土人骨報告

前田朋子・川久保善智 。百々幸雄

東北大学大学院医学系研究科人体構造学講座

岩手県盛岡市台太郎遺跡から中世の墓媛が多数検出され、そのうち 4基から焼土や炭粒に混じって骨片が

出土した。これらの骨片の色は灰褐色ないし青灰白色を呈し、多数の亀裂が入り変形も著しいことから、焼

骨であることは明らかである。また、骨片はいずれも細片化しているため、骨格中の部位の識別は困難であ

るが、ヒト以外の獣骨片は認められない。

RD433(写真1-1・ 1-2)

成人男性の焼骨の総重量は2～3kgであるが (山口1983,馬場 。他1986)、 本墓墳から検出された骨片の総

重量は665gである。しかし、骨片は断片的ながら全身各部にわたって認められることや、部位の重複もみ

られないことから、ほぼ 1体分と考えて良さそうである。

(頭蓋骨〉

矢状縫合を含む幅 5 cm、 長さ10cm程度の左右頭頂骨片を始め、乳様突起を含む右側頭骨、左側頭骨岩様部、

後頭骨のそれぞれ小片が認められる。さらに、下顎骨では歯槽を含む前歯部破損、右下顎体後部片と下顎枝

片、左関節頭を含む下顎枝破片が同定される。頭蓋骨の総重量は81g。

(体幹骨〉

頚椎 2点が認められるが、他は権骨の小破片が認められるのみである。体幹骨の総重量は17gである。

(四肢骨〉

右上腕骨遠位端 1点、尺骨近位部破片 1点、携骨片 1点、大腿骨体片 2点、頸骨片 1点、隣骨の近位端と

みられる破片 1点が同定された。四肢骨端では大腿骨または上腕骨の骨頭 3点が認められた。また、指骨 2

点も認められた。その他、10cm程度の長さにまで復元できた長骨骨体の断片が 4点あるが、その何れも部位

の同定が不可能であった。その他の小骨片は同定不能。四肢骨の総重量は361gで ある。

(年齢と性の推定〉

この個体は大腿骨骨体の大さおよび筋付着部の発達程度や、大腿骨、上腕骨骨頭の大きさ、頭蓋冠の厚さ、

さらに下顎歯槽の形成状態から考えて成人骨であることは明らかである。また、頭蓋の縫合に著しい癒着傾

向が認められないため、老年に達している可能性は低く、壮～熟年程度と考えられる。

性別は右乳様突起の大きさと発達程度、大腿骨骨体の太さおよび筋付着部の発達程度、大腿骨・上腕骨骨

頭の大きさから判断すると男性的だ力S、 残存部位が断片的で変形が著しいため、明言はできない。

RD712(写 真 2)

骨片の総重量は228gであり、これは成人 1体分としては極めて少ない。骨片は大きいものでも 5 cmを 超

えず、 2 cm以下のものが大半をしめる。部位の重複は特にみられない。

(頭蓋骨〉

頭蓋冠の破片が数点認められるが、何れも部位は不明である。

(四肢骨〉

長骨骨体の破片が数十点認められるが、何れも詳細な部位の同定が不可能である。その他、大腿骨または
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上腕骨の骨頭が 1点認められる。

(年齢と性の推定〉

頭骨・四肢骨片の厚さからみると、成人には達していたと考えられる。性別は不明。

RD713(写真 3)

骨片の総重量は110gで あり、これは成人 1体分としては極めて少ない。骨片は大きいものでも5 cmを 超

えず、 2 cm以下のものが大半をしめる。部位の重複などは特にみられない。

(頭蓋骨〉

外後頭隆起を含む幅4.5cm、 長さ 3 clll程の大きさの後頭骨片が認められる。その他、頭蓋冠の破片が数点

認められるが、詳細な部位は不明である。

(体幹骨〉

椎骨の小破片が数点認められ、そのうちの1点は椎弓根の太さから腰椎、または下位の胸椎と考えられる。

(四肢骨〉

長骨骨体の破片が数点認められるが、何れも詳細な部位の同定が不可能である。

(年齢と性の推定)

後頭骨及び頭蓋冠の破片が比較的厚いことから、少なくとも成人には達していたと考えられる。また、外

後頭隆起から最上項線にかけての発達が比較的良く男性的だが、これだけでは性別を決定する材料として不

足である。

RD738(写真 4)

骨片の総重量は165gであり、これは成人 1体分としては極めて少ない。骨片は大きいものでも 5 cmを 超

えず、 2 cm以下のものが大半をしめる。部位の重複などは特にみられない。

(頭蓋骨〉

左下顎頭、右錐体内耳子し付近の破片が認められる。その他、頭蓋冠の破片が 1点認められるが、詳細な部

位は不明である。

(体幹骨〉

椎骨の関節突起の破片が数点認められる。

(四肢骨〉

寛骨臼の破片が認められる。長骨骨体の破片が数点認められるが、何れも詳細な部位の同定が不可能であ

る。

(年齢と性の推定)

下顎頭の大きさは小児より大きいが、成人にしてはやや小さい。焼成による収縮を考慮すると、少年期以

降とするのが妥当であろう。性別は不明。

(参考文献〉

馬場 悠男・茂原 信生 。阿部 修二 。江藤 盛治 (1986)霊 山根古屋遺跡の研究,第一編 根古屋遺跡出
土の人骨 。動物骨,霊山根古屋遺跡調査団,93-113

山口  敏 (1983)竜 ケ池観音堂塚群 発掘調査報告書H, 9出土人骨についての分析,小千谷市教育委員
会,41-43
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写真1-l RD433 a左右頭」頁骨 b後頭骨 c,d頭骨片 e左側頭骨岩様部 f右乳様突起 g右下顎枝
h右下顎体後部 i前歯歯槽部 j,k左下顎枝

写真1-2 RD433 a大腿骨 b睡骨 c尺骨 d携骨 e右上腕遠位端 f四肢骨片
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写真2 RD712 a頭骨片 b四肢骨片
写真3 RD713 a後頭骨 b頭骨片 c

写真4 RD738 a右錐体 b左下顎頭

椎骨片 d四肢骨片

c寛骨田 d椎体の関節突起 e四肢骨斥
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ふ りが な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調査期間

調査

面積

(∬ )

調査原因
市 町 村 遺跡番号

台太郎

遺跡

第23次

調査
胸
野

」県
じ市
わ
野
聰
中

て手
肋
岡
峨
中
め向

叫岩
働
盛
め向
殖
字

16-15ほか

03201 LE16-2269 度

分

秒

６
ν
　
〔
）
　
０
゛

Ｏ
υ
　

４

　

４

度

分

秒

４‐

８

４０

1999とF

4月 16日

から

11月 15日

27,800 盛岡南新都

市開発整備

事業にとも

なう事前調

査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

台太郎遺跡

(23次 )

集  落

古墳時代末
～奈良時代

竪穴住居跡35棟、竪穴状

遺構 2棟

土師器 (郭、高郭

養類、甑など)

須恵器 (高台付郭)

平安時代

竪穴住居跡27棟、竪穴状

遺構 1棟、掘立柱建物跡
1棟、溝 3条、土坑 3基、
円形周溝ほか 5基

土師器 (墨書あ り、

杯、高台付郭、甕

など)須 恵器、鉄
器 (鋤先)

地

落

カ

墓

集

ほ

中  世

墓媛330基、竪穴建物跡12

棟、掘立柱建物跡 3棟、竪

穴状遺構 7棟、焼土 。炉跡

25基、堀 3条、溝 3条、井

戸 3基、土坑28基、その他

6基

陶磁器 (青磁、白磁、

染付、瀬戸、常滑、

東北在地など)

かわら1)

銭貨 (北宋ほか)

木製品 (漆 器、木

槌など)

民 家
ほか

近世及びそ

れ以降等

掘立柱建物跡 4棟、竪穴状
遺構 5棟、墓 4基、土坑38

基、井戸 2基、溝 3条、そ
の他 2基

陶磁器、銭貨、鉄器

木製品

報 告 書 抄 録
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